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·住宅動向1

2

1. 住宅の省エネルギー化動向

2. 政府による省エネ住宅普及施策事例

低炭素住宅
認定レベル

2013年（H25年）
改正省エネ基準

2020年代以降

ゼロ・エネルギー住宅
認定レベル

外皮性能（断熱・
気密性）で判断

住宅の
省エネ性を…

1999年
（H11年）
次世代
省エネ基準1980年

省エネ基準
スタート

「低炭素住宅レベル」の普
及促進を図るため、「低炭素
住宅」取得者に対して、所得
税減税策がスタート。

「外皮性能（断熱・気密性）
＋

一次エネルギー消費量」
の設備性能を含めて総合判断

住宅の省エネ性を・・・ 「ゼロ・エネルギー住宅」の
認知（普及）促進を図るた
め、「ゼロ・エネルギー住宅」
を建築した事業者や取得者
に対して、補助金交付。

認知（普及）促進政策スタート
普及促進政策スタート

創
エネルギー

消費
エネルギー

消費
エネルギー

創
エネルギー創

エネルギー

消費
エネルギー

PV等創エネルギー

暖冷房エネルギー
＋

換気エネルギー
＋

照明エネルギー
＋

給湯エネルギー
＋

家電等エネルギー
－（マイナス）

改正省エネ基準 低炭素住宅レベル ゼロ・エネルギー住宅レベル

■各基準の「一次エネルギー消費量」イメージ

「消費エネルギー」
－

「創エネルギー」
＝ 0 （ゼロ）

改正省エネ
基準より
▲10％

住宅における「一次エネルギー消費量」

2020年に向けて、住宅はますます省エネ・高性能化へ

※住宅はH25年10月施行

（1）認定低炭素住宅の概要（2012年9月5日公布、2012年12月4日施行）

（2）ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業·2016年度の概要

省エネ認定基準
建物外皮 平成 11 年基準「次世代省エネ基準」相当

設備 平成 11 年基準相当の躯体に一般的な設備を採用した場合より一次エネルギー消費量を 10％以上削減レベル

建築地 市街化区域など都市中心部に限定

優遇措置 資金優遇
住宅ローン減税対象：5,000 万円（控除対象となる借入額の上限を、一般住宅よりも 1,000 万円高く設定）

フラット 35S 金利：当初 10 年間金利引き下げ

①ZEHビルダーの登録 受注する住宅の 50％以上を 2020 年度までに ZEH とする目標の事業者

②補助金対象事業者 ZEH ビルダーに ZEH 設計または建築工事を依頼

③補助金額 1 戸あたり 125 万円（定額）　（交付条件を満たす住宅）

ZEHと認定される新築住宅に対して補助金を交付する事業です。（公募制）
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温風暖房に比べて設定温度を4℃下げられる温水床暖房
2. 省エネルギー

3. きれい＆健康
お部屋の空気を汚さず、温風でホコリを舞い上げるこ
ともないクリーンな暖房です。 
低い室温でも暖かく感じるため、室内が乾燥しにくく、
ノドやお肌にやさしい暖房です。
壁や窓際など住まい全体を暖めるため、結露やカビ、
ダニの対策にも有効です。
空気の清浄度が高まります。

〈·室内燃焼暖房·〉 〈·床暖房·〉

伝導熱

ふく射熱

·床暖房の特長2

1. 頭寒足熱〜ひだまりのような暖かさ〜
床からのふく射熱と伝導熱で足元ぽかぽか、頭すっき
り。床暖房は身体にやさしい暖房システムです。
暖められた空気は床面からゆっくり上昇、お部屋をく
まなく快適な暖かさで包みます。ナチュラルで身体の
芯まで暖まる床暖房は、心からリラックスできるひだ
まりのような温もりです。
床暖房は室内の温度ムラがなく、足元ぽかぽか、室内
を均一に暖めます。

床暖房の一般的な特長を紹介します。

◆体感温度は室温と必ずしも一致しません。
● 室温は低くないのだけれど、何となく寒く感じる…、それは室温（空気温度）と人が感じる温度（体感温度）に大きな差があ

る場合です。
● 一般に居住空間における体感温度は、周囲の窓・壁・床等の表面温度（平均放射温度）と室温の平均と考えられます。

◆床暖房と温風暖房は、同じ体感を得る室温に明らかな差があります。
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■床暖房と他暖房との比較

温もり

きれい＆健康

インテリア

安　全

◎
（頭寒足熱）

◎
（ふく射、自然対流）

◎
（床下に埋設）

◎
（熱源が屋外）

△
（強制対流）

△
（強制対流）

○
（機器露出）

◎
（電気熱源）

△
（強制対流）

×
（燃焼、強制対流）

△
（機器露出）

×
（燃焼）

×
（温度調節不可）

◎
（ふく射、自然対流）

△
（機器露出）

△
（火傷）

床暖房 エアコン ファンヒーター 蓄熱暖房機

■一般的な温水式床暖房と電気ヒーター式床暖房の比較·

放熱量

快適性

安全性

イニシャルコスト

ランニングコスト（6ページ参照）

室温に関係なく一定

温度ムラが出やすい

局部的な高温が保護できない
感電・漏電のおそれがある
電磁波の影響が心配

○

×

室温が低いときは放熱量は多くなる

温度ムラがほとんどない

燃焼あり、排ガスが発生

床高温になりにくい
水漏れのおそれがある

燃焼なし、排ガス発生なし

○

×

△△

△○

電気ヒーター式
ガ　スヒートポンプ式 灯　油

温　水　式

4. お部屋すっきり
放熱部を床に敷込み、室内に機器が露出することがないのでお部屋がすっきりします。 
室内のインテリア性を損なうことがありません。 

5. 安全
室内や床上に熱源を置かず、一定温度の温水を床下に循環させます。 
やけどや火災などの心配が少ない、安全性の高い暖房です。

�床暖房の特長

床暖房は対流式の温風暖房とは異なり、床面からのふく射と熱伝導により室内を暖めます。足元は暖かく、室温はやや抑え
気味の頭寒足熱タイプの暖房です。
ファンの音もなく、ほこりを巻き上げることもないクリーンな暖房です。
だから床暖房は理想の暖房と言えます。

電気ヒーター式、ガス温水式は、イニシャルコストは安いがランニングコストが高いため、面積の狭いところに向き、ヒー
トポンプ式は、イニシャルコストは高いがランニングコストが安いため、面積の広いところに向いています。



5

商品編

商
品
編

·エコヌクールピコ/レオの特長〜従来の床暖房を進化させたヒートポンプ〜3

1. 本格温水暖房

適用面積目安

「エコヌクールピコ30（30畳タイプ）」、「エコヌクールピコ40（40畳タイプ）」、
「エコヌクールピコ50（50畳タイプ）」、

「エコヌクールレオ（70畳タイプ）」（パネルヒーターの場合80畳）まで対応
適用面積条件：次世代省エネ基準住宅、最低外気温－25℃以上の地域

　　　　　 ※エコヌクールピコ30（30畳タイプ）は、最低外気温－15℃以上の地域

◆秀でた適応能力
● ヒートポンプ式温水暖房で20畳を超える面積に対応できる。
● 最低外気温−25℃まで対応。（−20℃を下回る場合は必ず連続運転でご使用ください）
 ※エコヌクールピコ30（30畳タイプ）は、最低外気温−15℃以上

● 床暖房だけでなくパネルヒーターも使用可能。

◆冷温水熱源機として  
● 冷暖房兼用パネルヒーターと組み合わせて冷温水の温度（温水25〜60℃、冷水7〜25℃）が自在に設定可能。
● 汎用的な通信接続（Ｅ-con）対応で様々な機器との連携が可能。

用　途 床暖房、パネルヒーターなど様々な暖房プランに対応
冷温水熱源機としても使えます

● 運転パターン（24時間）を30分単位で設定できるタイマーを搭載。
● 季節別時間帯別電灯料金に合わせて使用すれば経済的。
● 停電があっても時刻・設定内容を保持するバックアップ機能を搭載。（バックアップは6日間まで）

使い方 用途に応じて、2つのシステムを選択
簡易システムによる熱源機での制御、床暖房システムによる個別制御が可能

オールDAY 燃焼・排気レス● 燃焼も排気もなく、また燃料切れがないので安心です。
● 非蓄熱式だから24時間いつでも使えます。 
● 就寝時でも留守中でも安心して使えます。 
   ふく射暖房はお部屋を暖めるのに時間がかかるものなので、就寝時や留守のときでも

運転させておきたいところです。
   燃焼がないため安心してお使いいただけます。

◆ヒートポンプ式温水暖房の特長

32
30
28
26
24
22
20

床
温
（℃）

本製品（温水温度35～55℃）

0 20 40 60 80 100 120 140 160
時間（分）

最高床温
平均床温
最低床温

32
30
28
26
24
22
20

床
温
（℃）

石油ボイラー（温水温度60℃固定）

0 20 40 60 80 100 120 140 160
時間（分）

最高床温
平均床温
最低床温

◆床暖房に最適な水温だから1ランク上の快適性を実現
エコヌクールの場合
低温水連続運転だから床温の温度差、変動が小さい。

ボイラーの場合
高温水（60℃〜80℃）のため、連続運転すると床温が上
がりすぎるため、通水⇔止水の制御が必要。
その結果、床温の温度差、変動が大きい。
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�エコヌクールピコ /レオの特長

2. 経済的
◆ランニングコストを大幅削減。

温水床暖房は、じつはとても効率のいい暖房スタイルなので、お部屋の温度を抑えめにしても充分な快適さが得ら
れます。しかも省エネ性に優れたヒートポンプ式だから、ガス式に比べて、気になる運転コストを大幅に抑えます。
ご家庭はもちろん、さまざまな施設や店舗にもおすすめの経済性です。

◆CO2発生量の少ないエコライフへ。
だんぜん省エネなので、大切な資源を
ムダ使いしません。CO2排出量も電気
ヒーター式の約1/3〜1/2に大幅削減
でき、地球温暖化防止にも貢献。

◆長寿命循環液&無鉛部品の採用。
三菱独自の長寿命な循環液採用により、交換の手間も軽減。さらにシステムの各部品には無鉛部品を採用するなど、
環境への気くばりが行き届いています。

約1/2
～3/4!

ガ ス 式 の

〈ご参考〉

※

※暖房1kWあたりのランニングコストで比較。ガス熱源＝"1kWあたりの単価16.1円/kWh（税込）、効率
0.85"、ヒートポンプ式熱源＝"1kWhあたりの単価27円（税込）、効率2.0〜3.0"にて算出。エネルギー
価格は、電気＝27円/kWh（税込）（全国家庭電気製品公正取引協議会平成26年4月新電気料金目安単価よ
り）、ガス＝205.3円/m3（税込）（日本ガス協会ガス事業便覧（平成27年版） 都市ガス全国平均より）。ヒー
トポンプ式熱源の効率は外気温によって変動します。エネルギー価格は条件によって変動します。ラン
ニングコスト比較はめやすであり、使用地域・使用時期・使用状況により異なりますのでその値を保証
するものではありません。参考値としてお考えください。

3. 環境配慮

電気ヒーター式に比べ、CO2発生量を50%以上もカット!

エコヌクールCO2発生量（年間）

（%）

C
O
2

発
生
量

電気ヒーター エコヌクール

100％

33～50％
人気の

スマート電化
にも最適 !

＊電気ヒーター式：COP1.0, エコヌクール：COP2.0～3.0にて試算

電気ヒーター式の

約1/3～1/2
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�エコヌクールピコ /レオの特長

■暖房設備の一次エネルギー消費量（各地域のヒートポンプ式温水床暖房を100％とした場合※2）

◆高気密・高断熱住宅と『ヒートポンプ式温水床暖房』を組み合わせることで快適な住宅に
改正省エネ法※1が平成21年4月1日に施行されました。
今回の法改正では、住宅の断熱性能に加えて、住宅設備を含めた全体の一次エネルギー消費量で評価されるようになり
ました。
その中で、ヒートポンプ式温水床暖房は高い省エネ性の評価を得ており、環境性にも優れたシステムです。

Ⅰa・Ⅰb地域では、電気温水式床暖房（ヒートポンプ式）の評価がありません。

Ⅱ地域 Ⅲ地域 Ⅳ a地域 Ⅳ b地域

電気温水式床暖房
（ヒートポンプ式） 21.0（100％） 22.0（100％） 17.3（100％） 11.9（100％）

ガス温水式床暖房
（潜熱回収型給湯器） 22.5（107％） 22.7（103％） 19.3（112％） 14.5（122％）

ガス温水式床暖房
（従来型給湯器） 23.7（113％） 23.9（109％） 20.3（117％） 15.3（129％）

電気ヒーター式床暖房 42.9（204％） 43.4（197％） 36.7（212％） 27.9（234％）

（GJ）

高
省
エ
ネ
性

※1  エネルギー使用の合理化に関する法律
※2  住宅事業建築主の判断の基準におけるエネルギー消費量
　　計算方法の解説

平成21年3月23日財団法人建築環境・省エネルギー機
構発行算定用シートをもとに床暖房を抜粋し作成した
ものです。

〈条件〉
暖房方式：LDKを間欠的に暖房する場合
断熱性能：４等級
熱交換型換気システム：なし
※ 各種条件によって一次エネルギー消費量の計算値は

変化します。詳しくは一般財団法人建築環境・省エ
ネルギー機構のホームページをご覧ください。

　http://ees.ibec.or.jp/

Ⅰa地域
Ⅰb地域
Ⅱ地域
Ⅲ地域

Ⅳa地域
Ⅳb地域
Ⅴ地域
Ⅵ地域



8

商品編

商
品
編

4. 商品紹介
（1）エコヌクールピコ30・40・50タイプ

◆熱交換ユニットはコンパクトなサイズに機能集
約、設置自由度を高めました

● 内部構造の最適化によりガスボイラー並のコン
パクトサイズです。

● 壁固定、床設置可能で取り付け自在です。
● 前面メンテナンス構造により設置時は、本体左

右の空間が不要です。
● 通常モード（55℃上限）に加え、60℃送水モー

ドを搭載しています。

（2）エコヌクールレオ
◆室外ユニット2台使用、暖房能力12.0kWのパ
ワフルタイプ。50畳以上の暖房におすすめです

●前面メンテナンス構造により設置時は、本体左
右の空間が不要です。

●専用架台を使用すれば、密閉膨張タンク、加圧シス
ターン接続配管などを収容可能です。（密閉膨張タン
クのサイズによっては収容できない場合があります）

�エコヌクールピコ /レオの特長

エコヌクールピコ30
〈30畳タイプ〉

4
部屋まで

機　　種 対応部屋数 適用畳数の目安

新築

新築

新築

新築

エコヌクールピコ40
〈40畳タイプ〉

4
部屋まで

エコヌクールピコ50
〈50畳タイプ〉

6
部屋まで

エコヌクールレオ
〈70畳タイプ/室外ユニット2台〉

15
部屋まで

熱源置換の目安（外気温0℃）

熱源置換の目安（外気温0℃）

熱源置換の目安（外気温0℃）

熱源置換の目安（外気温－5℃）

熱源置換の目安（外気温0℃）

熱源置換の目安（外気温－5℃）

60℃出湯可能

60℃出湯可能

60℃出湯可能

60℃出湯可能

60℃出湯可能

60℃出湯可能

70畳50畳30畳 40畳20畳

22畳

38畳

25畳

10畳

（3）エコヌクールピコ・レオ共通特長
◆熱交換ユニットは2つのタイプを用意しました
● 開放式（Ｋタイプ）（ピコ30は開放式のみ）施工が簡単で、床暖房システムに適しています。
● 密閉式（Ｍタイプ）パネルヒーターなど錆のおそれの高い鉄製放熱器の組み合わせ時や、システム水量が 

30ℓ（レオは60ℓ）を超えるシステムまたは、放熱器との高低差が4.5m以上の場合に用います。
◆室外ユニットに凍結防止ヒーター付機種を用意しました
● 最低外気温度が−10℃以下の地域は必ず凍結防止ヒーター付機種をご使用ください。（外気温度に関わらず湿

度の高く凍結しやすい地域や降雪量の多い地域では、凍結防止ヒーター付機種をご使用ください）

◆多彩なラインアップ
● 住宅から保育園、福祉施設、医院などの施設まで。小畳数から全館まで。最適なシステムが選べる〈エコヌ

クール〉ラインアップ。
■エコヌクールラインアップ（60℃出湯モード搭載）

〈条件〉新設：次世代省エネルギー基準住宅、当社根太上設置パネルの場合
　　　既設：ガス・石油熱源からの置き換えの条件は、新省エネルギー基準（1992年制定）住宅の場合
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�エコヌクールピコ /レオの特長

（4）エコヌクールリモコンの特長
● 熱交換ユニットの設定で床暖房システムか、簡易システムかを自動判別します。

床暖房システムの
場　合

簡　易
（パネルヒーター）
システムの場合

共通機能

アドバイス機能

・デジタル設定（8℃～30℃）ができます。 

・床暖房の保温レベルが選べます。（5レベル設定） 

・自動モード搭載で負荷に合わせて水温を自動コントロールします。 
・デジタル設定可能。（温水35℃～60℃、冷水7℃～25℃）

・室温設定温度より暖房時は3℃低い温度で、冷房時は3℃高い温度で
 運転します。 

・室温制御を無効とし、連続運転で使用することもできます。
 （パネルヒーター用）

運転機能と解説

・毎日繰り返す運転パターンを、30分単位で自由に設定することができます。
・2つのタイマーパターンを用意。季節や住まい方に応じて使い分けできます。 
 （運転／ひかえめモード運転／停止を設定可能）

・メモリ機能により、停電後も自動復帰します。
・エラー表示時に連絡先を表示することで、スムーズに問い合わせができます。
・エラー表示の再現機能があるため、点検確認がスムーズにできます。
・外気温モニター、水温モニター、室温モニターなどメンテナンス情報の
確認ができます。

・システムの使用電気代（目安）、CO2排出量の確認ができます。
・初期設定時のナビゲーションガイド機能搭載。（必要な設定を順にガイド
します）

・現在の運転状況や設定内容から、より快適な室内環境にするための設定
方法をアドバイスします。

・現在の運転状況や設定内容から、より省エネになる設定方法をアドバイ
スします。

・デジタル設定可能。（温水25℃～60℃、冷水7℃～25℃）
・自動モード搭載で負荷に合わせて水温を自動コントロールします。

・水温設定温度を暖房時は5℃低い温度で、冷房時は3℃高い温度で運
転します。

室温調節

床温キープ設定

冷温水温度調節

ひかえめモード
運　転

充実の
メンテナンス機能

2つの
タイマー運転

その他

その他

ひかえめモード
運　転

冷温水温度調節

● 見やすいフルドット液晶を採用しました。
● 温度は分かりやすい室温設定です。

● 「運転」「停止」「ひかえめ」を30分単位で設定できます。
● 平日用、休日用など2パターンの設定が可能です。

● 電気料金目安（100円単位）とCO2排出量をモニター
できます。過去の電気代を6回まで記録でき、月ごと
の電気代の比較が可能です。（下図は一例です）

モード ▼ ▲ 室温 水温 

12：00

ひかえめ

設定室温 
℃ 22

自動  

設定室温
8～30℃の範囲で設定可

冷温水温度設定

ひかえめ運転

・自動設定：省エネとなるよう
に自動可変

・手動設定：1℃刻みで設定可

50℃

設定室温 

7：00

 ▼ ▲ 室温 水温 

タイマー1

通常

 
 
 
 
 

0

9

6

3

12
15

18

21

℃ 20
ひかえめ運転

通常運転

運転停止

次頁  戻る 保存 

電気代表示 

電気代、CO2排出量のｶｳﾝﾄ表示 

 
カウント中 
最新 
前回1
前回2

電気代 
円 
円 
円 
円 

400
5300
6600
7400

CO2量 
kg
kg
kg
kg

6
78
98
110

日数 
日 
日 
日 
日 

3
31
28
31

ページ1/2

電気代 CO2量 日数 

  戻る 決定 

電気代表示 

 

「ｶｳﾝﾄ中」のﾃﾞｰﾀを「最新」に 
保存します 
（保存後「ｶｳﾝﾄ中」のﾃﾞｰﾀはﾘｾｯﾄ） 
 
ｶｳﾝﾄ中 円 400 kg6 日 3

 

次頁  戻る 保存 

電気代表示 

電気代、CO2排出量のｶｳﾝﾄ表示 

 
カウント中 
最新 
前回1
前回2

電気代 
円 
円 
円 
円 

400
5300
6600
7400

CO2量 
kg
kg
kg
kg

6
78
98
110

日数 
日 
日 
日 
日 

3
31
28
31

ページ1/2

電気代 CO2量 日数 

  戻る 決定 

電気代表示 

 

「ｶｳﾝﾄ中」のﾃﾞｰﾀを「最新」に 
保存します 
（保存後「ｶｳﾝﾄ中」のﾃﾞｰﾀはﾘｾｯﾄ） 
 
ｶｳﾝﾄ中 円 400 kg6 日 3
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■並列・直列回路方式の特長

方　式　図

システム図

◎ メリット
▲ デメリット

並列回路方式 直列回路方式

◎各パネルに入る温水が同一になり、温度ムラが少な
い。

◎流量配分バランスが取れるのでパネル枚数が多く
とれる。1回路で最大6セット12畳まで。

▲入口パネルは温度が高くなり、出口のパネルは低く
て温度ムラになる。
▲パネル枚数が多くなると抵抗も大きくなる。
　1回路で4枚（6畳弱相当）まで。

止め栓

高

温度低い 温度高い

低

流量大

流量小 抵抗大

1畳用4枚

流量小

流量大

抵抗大

入
口

出
口

入
口

出
口

熱交換ユニット熱交換ユニット

抵抗小

2畳用4枚

抵抗小

（5）床暖房パネル（根太上設置タイプ）の特長
①木質系床材への対応

木質系床材への対応として釘打ちできます。床暖房パネルの固定穴を使って釘打ちしてください。
配管部表示（赤印幅30mm）以外の場所に釘打ちしてください。

（配管表示赤印幅30mmには絶対釘を打たないでください）
②並列回路方式

当社独自の並列回路方式を採用し、パネル表面温度の高温・低温のムラを少なくしました。（5機種）
また、温水システム各回路の流量配分を改善しました。

③直列回路方式
パネル配置の自由度を増すために、直列回路方式のパネルも用意しました。（6機種）

④耐荷重設計
上部からの荷重に耐えられる設計なので、ピアノ・応接セットなどを設置することができます。

⑤早い立ち上がり
パネル表面温度の立ち上がりが早い薄板設計です。

⑥パネル間のすき間
床暖房パネルの相互間、周囲材（ダミーボード）との間は、余裕（1〜2mm）を設けて無理に押込まないでください。無
理に押込むと、床の盛り上がり、床鳴りの原因になります。

⑦表面板
熱膨張を吸収するために、表面板を（1畳あたり）8分割方式としました。

⑧組み合わせ方式
標準品パネルの2畳用と1.5畳用は、組み合わせ方式として1セット化したため、接続部品の同梱など、取扱いの手間
が他社に比べ大きく改善されています。（出荷時は2枚重ねで梱包）

2畳用組み合わせ方式

1.5畳用組み合わせ方式

2畳用組み合わせ方式

1.5畳用組み合わせ方式

�エコヌクールピコ /レオの特長
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システムプラン例··4

1. 代表的なプラン例の紹介
（1）床暖房プラン

各部屋にエコヌクールリモコンを設置し、各部屋個
別に制御します。
エコヌクールリモコンの台数は、
　エコヌクールピコ30・40 ：最大4台
　エコヌクールピコ50 ：最大6台
　エコヌクールレオ ：最大15台※

まで設置可能。
熱源機（エコヌクールピコ30・40・50/レオ）は暖
房面積、リモコン台数により使い分けします。
※熱動弁コントローラー2台利用システム時

（2）床暖房＋パネルヒータープラン
各部屋で、床暖房を制御するエコヌクールリモコンと
は別にパネルヒーター用にエコヌクールリモコンを設
置します。
パネルヒーター用のエコヌクールリモコンは連続運転
で使用します。
パネルヒーターはサーモバルブで室温調節します。

（3）パネルヒータープラン1
1台のエコヌクールリモコンで、熱源機のみ運転しま
す。
パネルヒーターはサーモバルブで室温調節します。
熱源機（エコヌクールピコ30・40・50/レオ）は冷
暖房面積により使い分けします。
パネルヒーターが鉄製の場合は、密閉式の熱交換ユ
ニットを選定します。

（4）パネルヒータープラン2
各部屋にエコヌクールリモコンを設置し、各部屋個別
に制御します。
エコヌクールリモコンで室温を検知して、通水を制御
するので、冷房運転時の室温制御も可能です。

エコヌクールリモコン

熱源機

エコヌクールリモコン

エコヌクール
リモコン

エコヌクール
リモコン

エコヌクール
リモコン

エコヌクール
リモコン

エコヌクール
リモコン

（床暖房用）

エコヌクールリモコン
（床暖房用）

エコヌクール
リモコン

（パネルヒーター用）

熱源機

熱源機

熱源機
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�システムプラン例

2. 集中管理の活用事例
（1）システムリモコンから各部屋の運転ON/OFFや温度設定などを変更できるから、とっても便利に

保育園の場合

システム構成例

0歳児室 遊戯室 1歳児室 職員室

エコヌクール
リモコン

エコヌクール
リモコン

エコヌクール
リモコン

床暖房パネル 床暖房パネル 床暖房パネル

熱交換
ユニット

室外ユニット

伝送線用
給電ユニット

システム
リモコン

最大50台までの機器※1を接続可能

通信
ケーブル

（15m以内）
集中管理制御アダプター

※1 機器…エコヌクールの場合：エコヌクールリモコン、空調機・ロスナイの場合：室内ユニットを指す。 
※2 M-NET：当社独自の伝送ネットワーク方式。

M-NET※2通信線（シールド線）

＊接続機器・機種により使用できる機能が異なります。

＊機種および諸設定により、温度設定が制限される
  場合があります。

職員室
から

設定完
了 !!

Good

遊戯室 1 歳児室 職員室0 歳児室

床暖房床暖床暖床暖床暖床暖床暖床暖床暖床暖床暖床暖床暖暖房房房房房房房房房房房床暖房

効率化が
図れました！ON!ON!ON!ON!

＊エコヌクールリモコンから全部屋一括で運転ON/OFFすることは可能です。

OFFOFF

簡単に設定できるから、
これなら安心ね！

各部屋では
…

職員室では
…

変更
できませんせんせんんんんんん

床暖房

運転 / 停止、設定温度などの手元操作を禁止できるから、

快適な状態をキープできます。
運転 / 停止、設定温度などの手元操作を禁止できるから、

快適な状態をキープできます。

設定完
了 !!

Lock!!

◆システムリモコンから、使用する部屋だけ運転できるので、各部屋を回る手間が減りました！

◆各部屋のエコヌクールリモコンにはロックがかかるため、お年寄りや子どもたちが触っても安心
です。
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（2）空調機・ロスナイなどの機器と組み合わせた運転も可能

空 調 機

ロスナイ

■接続可能機器一覧
ビル用マルチエアコン／スリムエアコン／
ルームエアコン／設備用パッケージエアコン
業務用ロスナイ・設備用ロスナイ マイコンタイプ
（フリープラン対応形）／外気処理ユニット／
単独加湿ユニット

＊集中管理に対応していない機種もあります。

※1 機器…エコヌクールの場合：エコヌクールリモコン、空調機・ロスナイの場合：室内ユニットを指す。 
※2 M-NET：当社独自の伝送ネットワーク方式。

保育園の場合（床暖房・空調機・ロスナイ設置時）

システム構成例

遊戯室 職員室

エコヌクール
リモコン

空調機
リモコン

ロスナイ
リモコン

床暖房パネル 床暖房パネル 床暖房パネル

熱交換
ユニット

室外ユニット

スリムエアコン

M-NET接続用
アダプター

伝送線用
給電ユニット

通信
ケーブル

（15m以内）
M-NET※2通信線（シールド線）

M-NET※2通信線（シールド線）
システム
リモコン

空調機 ロスナイ

集中管理制御アダプター

最大50台までの
機器※1を接続可能

そろそろ遊戯室で
遊ぶ時間なので、
遊戯室を暖め始めよう。

システムリモコンを操作して、機器ごとにスケジュール設定できるから、ますます便利に。システムリモコンを操作して、機器ごとにスケジュール設定できるから、ますます便利に。

職員室遊戯室

ON!!
ON!!

床暖
房と
空調
機

両方
つけ
て

暖め
なく
ちゃ

!!

OFFOFFON!!ON!!

空調機

OFFOFFON!!ON!!

空調機

OFFOFFON!!ON!!

空調機

床暖房 ON!!

職員室遊戯室

空調OFF!!

空調OFF!!

暖か
いね

!!

機器の
個別

操作も
簡単

!

ON!!ON!!OFFOFF

空調機

ON!!ON!!OFFOFF

空調機

ON!!ON!!OFFOFF

空調機

床暖房 ON!!

遊戯室への移動が
完了。遊戯室は
暖まってきたので、
空調をOFF にしよう。

＊エコヌクールリモコンは各部屋に必要です。

＊エコヌクールリモコンは各部屋に必要です。

ロスナイ

ロスナイ ロスナイ ロスナイ

ロスナイ ロスナイ

なお、ヒートポンプ式冷温水システム（エコヌクール）に関するお問い合わせ
は、お近くの販売会社（裏表紙に連絡先記載）までおたずねください。

集中管理に関するお問い合わせは下記へどうぞ。

◆例えば·保育園で
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1. ヒートポンプとは『熱を取り出し、運ぶもの』・・・身近なところで使われています

庫内を冷やす 部屋を冷やす 外気を冷やす

冷蔵庫 エコヌクール冷房（エアコン）

熱

熱
熱

熱 熱
熱

熱
熱

熱

熱

熱

庫内の熱を奪って
庫外へ捨てる

部屋の熱を奪って
室外へ捨てる

外気の熱を奪って
加熱に使う

（温水を作る）

2.·ヒートポンプのしくみ

温水
約60℃

圧縮機

熱
交
換
器

大気の熱を
家の中に運びます

冷媒の温度
約3℃～4℃

膨張弁

搬送エネルギー

冷媒の
向き

冷媒の温度
約80℃～90℃

床暖房パネル

冷媒の温度
約30℃

液化

熱の移動

冬

23

1
熱
交
換
器

液化液化

液化することでエネルギーを放出し、
温水をつくります。

大気中のエネルギーを利用して蒸発
します。

大気エネルギーエネルギーガス ガス

消費電力

熱量

2.5

1
冷媒の温度
約7℃

ヒートポンプは大気の熱を室内に汲み上げるものです。特殊な冷媒を用いて、蒸発と凝縮の変化における熱の授受（出
し入れ）を利用して外気から熱を運びます。寒い外気でも熱を持っています。エネルギーは高い温度から低い温度のも
のへ流れていきます。低温な外気でも、その外気より低い温度のものには熱を与える（暖める）ことができます。これ
を利用して−25℃（エコヌクールピコ30（30畳タイプ）は−15℃以上）の低い外気温度でも冷媒の温度をより低く
することで、熱をもらうことができます。その大気の熱をもらって、温水を作ります。
熱を大気からもらい、電気エネルギーは熱の搬送のために（圧縮機にて）用います。だから消費する電気エネルギーに
対し2〜4倍近い暖房エネルギーを生み出すことができ、高効率な暖房を実現できるのです。
一般に外気温度が5℃以下となると外気に含まれる水蒸気により室外ユニットの熱交換器に霜が着きはじめます。霜が
多く着くと熱交換の効率が悪化するため、この霜を取り除く処理を行います。一般に『霜取り（デフロスト）処理』と呼
ぶものです。霜取りするためには、通常のヒートポンプサイクルを逆転させて屋内側の熱を室外ユニットに運び、霜を
溶かします。この際に発生する水（ドレン水）は室外ユニット下部のドレン穴を通して排出されます。寒冷地では、排
出されたドレン水は氷結しやすいため、室外ユニット下面と地面との距離を十分にとっておく必要があります。また室
外ユニット内でのドレン水の凍結を防止するためにドレン凍結防止ヒーターが必要です。
本システムでは、着霜の具合により処理時間や動作タイミングを制御し、無駄の少ない霜取処理を行っています。

運転のしくみ5
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3. 温水生成のしくみ

タンク

熱交換ユニット

循環液

バックアップヒーターユニット
必要に応じて補助加熱

循環ポンプ
放熱器に冷温水を供給

プレート式熱交換器
冷媒と循環液の熱交換を行う

冷媒

室外ユニット

バイパス回路

高い
室温

〈イメージ図〉

設定室温

低い 時間

温調OFF（止水ゾーン）

床温キープ（間欠通水）ゾーン

連続送水ゾーン
室温

目標水温
通常MAX値（55℃）

－12℃ 0℃

55℃

35℃
外気温度

床暖房システム時
負荷に追従して
可変する

簡易（パネルヒーター）
システム時、

外気温のみに追従

〈イメージ図〉

大気の熱をもらった高温のガス冷媒と循環液とを熱交
換させ、温水を作ります。
室外ユニットにて大気の熱から高温のガス冷媒を作り、
熱交換ユニットへ送ります。
温水は、放熱器（システム）、タンク、循環ポンプ、熱
交換器を介して、循環されます。
冷媒−水熱交換器には、高効率なプレート式熱交換器
を採用。ヒートポンプ加熱（熱交換）された温水を、各
放熱器へ供給します。往き配管に設けられた外付けの
バックアップヒーターユニット（オプション）にて必要
に応じてさらに加熱を行います。

◆低温水生成に最適な冷媒Ｒ410A
往き戻り水温差が大きく90℃近い高温出湯が求められる給湯では、CO2冷媒が注目されていますが、35℃〜60℃の
低温水を生成すること、また往き戻りの水温差が数℃〜10℃程度と小さい条件においては、冷媒R410Ａが高効率で
あり最適と言えます。

4. 床暖房制御のしくみ
床暖房（標準）システム時に、エコヌクールリモコンに
て室温、送水温、外気温により快適な室温と床温を制
御します。
設定室温を満足するまで熱動弁を開け温水循環を行い、
設定室温を超えた場合は、床温を適度に保つよう負荷
状態に応じて熱動弁を開閉させ、間欠通水運転を行い
ます。この床の保温好みを床温キープ設定にて選択で
きます。
この床暖房制御の熱動弁は、熱交換ユニット（エコヌ
クールピコの場合）または熱動弁コントローラー（エ
コヌクールレオの場合）に接続して駆動制御します。
※一部屋を複数ゾーンに分けるのではなく、1ゾーンとすること

が快適な床暖房の前提となります。

5. 送水温度制御のしくみ
● 送水温度制御には負荷や外気温度にて追従する自動

モードと手動モードが選べます。
● 床暖房（標準）システム時の自動モードは、各エコヌ

クールリモコンからの運転情報により目標の送水温度
を決定します。

● 簡易（パネルヒーター）システム時の自動モードは、
外気温度とエコヌクールリモコンによる設定により目
標の送水温度を決定します。

● 現在の吐出水温と目標水温との差により、ヒートポン
プの能力制御（室外ユニットの圧縮機運転など）とバッ
クアップヒーターユニットの通電制御を行います。

● バックアップヒーターユニットはヒートポンプのみで
は能力が不足すると判断されたとき、立ち上げ時（暖
房開始）に運転し自動的に制御します。

● 暖房負荷によっては室外ユニットの運転が停止します。

■簡易システム時の目標送水温度可変範囲目安
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6. 寒冷地対応の特長
これまでのヒートポンプ式暖房は、対流式のルームエアコンで実用範囲約−5℃でしたが、温水暖房システム「エコヌク
ール」は−25℃以上（エコヌクールピコ30（30畳タイプ）は−15℃以上）での暖房を実現しています。
寒冷地使用を可能とした主な技術を紹介します。

省エネ化

快適化

霜取影響レス

全館暖房化

  低温水可能

ふく射・自然対流暖房可

ノンストップ暖房可

熱の集中・分配自在
熱源単一化
放熱端末自在

目　的 温水熱源適用の効果

低温風化

強制対流

断続運転

全室設置

×：体感悪い

×：体感悪い

×：体感悪い

×：スペース大
×：設置費増
×：非居室困難

従来のエアコンの方法と課題

省エネ化

快適化

  低温水コントロール自在

連続安定出湯可能

目　的 温水熱源適用の効果

能力可変範囲が広く、
高安定性・高効率

ヒートポンプのメリット

解決

有効化

（1）温水システムへの適用
一般のヒートポンプ式と言えばルームエアコンで、強制対流式つまりファンで温風を送り空気を暖めて暖房するもので
す。ファン式では一般に冷風感と足下が冷えるという課題があり、特に寒冷地では窓からのコールドドラフトも多くな
るため、一層快適性を損なうおそれがあります。また霜取処理のための熱は室内空気から熱を奪うため、暖房が数分か
ら十数分中断し、快適性を損なうことになります。
温水暖房システムでは、ヒートポンプで25℃〜60℃の温水を生成し、温水式パネルヒーターや床暖房によりふく射＋
自然対流式暖房を行うことで上記課題を克服し、快適な環境を提供しています。広い面積によるふく射となるため、室
温が低くても体感として暖かく、上下温度差が少なく、過乾燥を抑制した環境が生成できます。また温水そのもの、ま
たパネルヒーターや床暖房など放熱器自身での熱容量が大きいためヒートポンプ運転の霜取処理も1〜3分程度と短く、
室内の温熱環境にほとんど影響を与えません。低温水にしても暖房感が悪化しないため、低温水化によるヒートポンプ
運転の高効率化が実現できます。
また寒冷地では、ヒートショックのない全館暖房が当たり前です。従来のルームエアコンやマルチエアコンのみで実現
するためには設置台数に応じた室外ユニットが必要ですし、合計最大電力も多くなり契約電力も高くなります。またマ
ルチエアコンでは、暖房負荷が少なくなると効率が低くなります。温水式は熱搬送性、分配性に優れており、住宅の大
きさや部屋数など、プランや運転に柔軟に対応することができます。使用するヒートポンプ冷媒量も少なくできます。
寒冷地のように24時間全館暖房を行うシステムとしては、ヒートポンプによる低温水ふく射暖房は省エネ・快適性と
も適した方法と言えます。

冷媒R410A採用

非相溶冷凍機油採用

高性能熱交換器採用

実証・評価

 低温水暖房に最適

極低温対応

高効率プレート式熱交換器

約4年間にわたる実証

低温性能・信頼性確保

（2）最適冷媒R410Ａと寒冷地対応の冷凍機油（圧縮機の潤滑油）、高性能冷媒─水熱交換器を採用
当社開発の非相溶の冷凍機油を採用し、極低温での信頼性を高めることができました。
非常に寒い町と言われる陸別での耐久試験をはじめ、約4年間にわたる多数の実証とライフ試験により信頼性を検証し
ています。

ヒートポンプを温水熱源に
適用することで、従来の強
制対流式エアコンにおける
低外気温度地区（寒冷地）で
の課題（弱点）を解決し、ヒー
トポンプの持つメリットを
引き出すことができました。

（3）専用防雪架台・ドレン凍結防止ヒーター付室外ユニット
寒冷地では、雪と氷結の対策が必要です。専用の防雪架台と凍結防止ヒーター付室外ユニットにより、室外ユニットの
熱交換器への着雪とドレン凍結を防止します。
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既設住宅でも設置できますか?
はい、できます。床暖房パネルの設置の場合は、床の貼り替え、パネル設置、熱源機設置などの工事が必要となります。
リフォーム時の敷設には根太間パネルが便利です。

はじめにかかる設置費はどれくらいですか?
設置する広さや設計プランによって違ってきます。例えば17畳を床暖房する標準的なシステムの場合に必要な機器で
約92万円（税別）程度となりますが、この他に床仕上げ材、工事費が必要となります。

2階にも床暖房を設置できますか?
はい、できます。熱交換ユニットの設置面から10m以下であれば3階への設置も可能です（密閉式の場合）。そのため、
新築やリフォームされる場合は、ほとんどのお住まいに設置可能です。

吹き抜けのリビングだと天井ばかりが暖かくなって足元が暖まらないってよく聞きます。
何か良い方法はありませんか?
空気は暖まると上へ上へとあがってしまいます。ですから、温風式の暖房は天井を暖めてしまうことになります。しか
し、温水式床暖房は、床からのふく射熱と伝導熱で冷えやすい足元から人の高さまでを中心に暖めます。だから、吹き
抜けのある家や天井の高い、そして広い家にこそ床暖房は効果的な暖房です。

広い部屋を床暖房した場合、床に温度ムラはできませんか?
三菱の床暖房パネルは独自の並列回路方式（根太上パネルM、Lタイプ）。そのため、広い床面積でも温度ムラを極めて
少なく抑え、お部屋のどこにいても同じ暖かさを実現しました。

床暖房は、他の暖房機と違って暖まるまでの時間がかかりそう。冬の朝は床が暖まるまで寒くないですか?
床暖房は冷えきった室内を快適な温度に上げるまでに、約1時間かかります。しかし、お部屋のエコヌクールリモコン
で起床時間の1時間前にタイマーをセットしておけば、目覚めたときからお部屋は快適です。

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

Q

よくある質問Ｑ＆Ａ6

〈条件〉外気温約5℃、空調面積12畳、Q値2.7W/m2K、
床暖房敷設率70％、往水温約50℃0:00 0:30 1:00 1:30 2:00 2:30 3:00

床温

体感温度
室温

35

30

25

20

15

10

5

0

（℃）

温　

度

時間（h:mm）

増築のときに追加設置できますか?
はい、できます。三菱の床暖房は追加設置したい場合でも、必要に応じて床暖房パネルとコントローラーを買い足せば、
床暖房ゾーンを増やしていくことができます。また、パネルヒーターなど個別の放熱器との組み合わせも可能です。
ライフスタイルに合せてシステムアップ。これも、三菱の床暖房システムの特長です。

床暖房の部屋でも家具など重い物を置いても大丈夫ですか?
大丈夫です。三菱の床暖房パネルは、耐荷重性を重視した設計で、根太上パネル（木質系パネル）の場合は1.5MPaの
耐荷重性能がありますので、応接セットやピアノなどの重い家具を置いても大丈夫です。（ただし、床にベタ置きする
家具の場合は熱がこもり、床仕上げ材や家具を損傷する可能性がありますので、すき間をあけるか床暖房敷設を行わな
いような配慮が必要です）

A

A

Q

Q
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低温やけどが心配ですが。
ヒートポンプによる低温水暖房のため、高温水を流すボイラーよりは低温やけどのおそれは低くなります。ただし、乳
児や病人で身体を自ら動かせない人や、皮膚の弱い人が直接床暖房上に長時間居るような場合は、注意が必要です。

ダニが増えないでしょうか?
床材そのものを暖めるので乾燥し、ダニは繁殖しにくくなります。

人に良くてもペットや植物が心配です。
心配いりません。床暖房は、温風式と異なり室温を大きく上昇させずに暖房するので、部屋が乾燥せず、また熱い温風
が出ないのでペットは嫌がりませんし、植物の枯れも心配ありません。

床暖房の床にカーペットを敷いても大丈夫ですか?
はい、大丈夫です。ただし、厚いものですと熱がこもって暖房ができない場合があります。詳しくは、販売店様・施工
業者様とご相談ください。  

ホットカーペットとの違いは?
ホットカーペットは、直接身体が触れている部分は暖かいと感じますが、熱出力が小さいため、お部屋全体はなかなか
暖まりません。寒い冬には、他の暖房機との併用が必要です。その点、温水式床暖房は熱出力も大きく、床全体からの
ふく射熱と伝導熱で、からだの芯までしっかり暖めます。

春先や秋口などは、気温も変化しがち。床暖房は室温の調整ができるのでしょうか?
もちろん、できます。『床暖房（標準）システム』にてお部屋ごとにエコヌクールリモコンを使用すれば、気温が変化し
てもお部屋を同じ温度にコントロールします。

他社の床暖房パネルは使用できますか？
できます。低温水とのマッチング、床暖房パネルの敷設設計は床暖房パネルメーカーへ確認してください。
ランニングコストは、床暖房パネル性能により異なりますのでご注意ください。

部屋ごとに室温調節できますか?
はい、できます。部屋ごとにエコヌクールリモコンを設置すれば、エコヌクールピコ30（30畳タイプ）・40（40畳タ
イプ）の場合最大4部屋、エコヌクールピコ50（50畳タイプ）の場合最大6部屋、レオ（70畳タイプ）の場合熱動弁コ
ントローラーを2台使用することで最大15部屋まで可能です。

メンテナンスは必要ですか?
長く、安心してお使いいただくためには、定期的な点検をおすすめします。定期点検により、目にみえにくいところの
お手入れの時期を見極め、早めの対処を施すことができます。なお、点検は長寿命を保証するものではありませんので
ご注意ください。

床暖房パネルに冷水を使用できますか?
床下に結露の問題があり、ご使用できません。

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q
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1. 床暖房システムと簡易システム
エコヌクールには２つの制御モードがあり、どちらかに設定が必要です。

◆床暖房システム
● エコヌクールリモコンに内蔵された温度センサーにより室温を検知し、床暖房パネルやパネルヒーターなどの放熱器への通
水を制御して室温を設定値に保つ制御を行います。各部屋（空調ゾーン）にエコヌクールリモコンを設置し、個別に運転／停
止、室温設定ができます。

　　エコヌクールリモコン接続可能台数：エコヌクールピコ30・40 ：４台まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エコヌクールピコ50  ：６台まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エコヌクールレオ  ：15台まで（熱動弁コントローラーが必要です）
①システム例1：複数の部屋を床暖房する場合
　　　　　　　  最も標準的なシステム構成です。

②システム例2：床暖房とパネルヒーターを併用する場合
　　　　　　　  冷房する場合、エコヌクールリモコンで室温を検知して冷暖房対応用のパネルヒーターの制御が可能です。

室外ユニット

熱交換ユニット開放式

熱交換ユニット架台

冷媒配管

エコヌクールリモコン

床暖房パネル

バックアップヒーターユニット
（オプション） 床暖房パネル

エコヌクールリモコン

室外ユニット

熱交換ユニット開放式

熱交換ユニット架台

冷媒配管

エコヌクールリモコン

床暖房パネル

バックアップヒーターユニット
（オプション）

エコヌクールリモコン

パネルヒーター
（冷暖房対応用）
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◆簡易システム
● 熱源機として運転し、エコヌクールリモコンでは運転／停止、冷暖房切替、水温設定を行います。
　室温調整はパネルヒーターのサーモバルブ、あるいは床暖房コントローラーで行います。
①システム例1：放熱器としてパネルヒーターを使用する場合
　　　　　　　  温度制御はサーモバルブで行います。

②システム例2：大空間に床暖房パネルを敷設し、室温制御は行わない場合
　　　　　　　  （水温設定の上下により、暖房能力の調整は可能です）

③システム例3：床暖房とパネルヒーターを併用し、床暖房の室温制御は床暖房コントローラーを使用する場合

室外ユニット

熱交換ユニット開放式

熱交換ユニット架台

冷媒配管

エコヌクールリモコン

バックアップヒーターユニット
（オプション）

パネルヒーターパネルヒーター

�基礎知識

室外ユニット

熱交換ユニット開放式

熱交換ユニット架台

冷媒配管

エコヌクールリモコン

床暖房パネル

バックアップヒーターユニット
（オプション）

パネルヒーター
サーモバルブ

室外ユニット

熱交換ユニット密閉式 熱交換ユニット架台

冷媒配管

床暖房コントローラー
（VPZ-8PC4）

床暖房パネル

制御ボックス

バックアップヒーターユニット
（オプション）

エコヌクールリモコン
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2. 開放式と密閉式
温水（防錆循環液）を用いるシステムでは、水温が上昇すると膨張により体積が増えるため、その吸収方法で開放式と
密閉式に分けられます。
● 開放式  ：熱交換ユニットに内蔵した開放タンクに吸収されます。
● 密閉式  ：温水回路の途中に設置した膨張タンクに吸収されます。
● 半密閉式 ：リザーブタンクに吸収されますが、基本的には開放式です。
エコヌクールでは熱交換ユニットに開放式と密閉式をご用意しています。
※·鋼板製のパネルラジエターを使用する場合は、必ず密閉式システムを採用しなければなりませんので、注意してくだ
さい。

■システム方式の概要
方　式 開　放　式 密　閉　式

構　造 熱
交
換
器

空気口
エコヌクール

ポンプ

放熱器

開放
タンク

熱
交
換
器

ポンプ
膨
張
タ
ン
ク

放熱器

エコヌクール

システム概要

・ システム内の防錆循環液の蒸発があり補充が必要です。
・ 配管の部品が少なく施工が簡単です。
・ 開放式はシステム内の空気が抜けやすく、施工時の空気抜き
や防錆循環液の交換がやりやすいです。

・ 鉄製のパネルヒーターは使用不可です。

・ 密閉式はもっとも安定した方法です。
・ 配管部品は多く必要です。
・ 防錆循環液の補充の必要はありませんが、システム内の空気
抜きに時間がかかります。

・ 密閉となっているため、錆びにくく鉄製のパネルヒーターは
使用可能です。

・ 密閉配管を行う施工技術が要求されます。

防錆循環液の補充 ・ 開放タンクの容量、温水温度にもよりますが、2〜3年に一
回程度必要です。

・ 不要です。（空気が完全に抜けた状態で）

システム水量 ・ 開放タンクの許容量で決まります。 ・ 密閉式膨張タンクの選定により必要なシステム水量に対応で
きます。
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3. エコヌクールの制約事項
◆ポイント
● 一般の住宅や老人健康施設・学校などの人間が使用する空間の冷暖房用です。
● 使用できる外気温度の範囲にご注意ください。
● 60℃出湯温度の上限は外気温度で変わります。
● 空調負荷が高い場合や、外気温15℃以上で暖房運転される場合、実際の水温が設定水温まで上がらない場合があります。

◆用途：使用できる対象
●  日本国内の一般家庭・福祉施設、保育園及びそれらに類する施設における暖房用・冷房用の熱源としてご利用ください。
下記のような用途外となる使用は保証の対象外となります。

＊その他特殊用途、非対人用途も保証の対象外となります。

◆水温設定の範囲
●·暖房運転
・床暖房システムの場合 35〜55℃（60℃）
・簡易システムの場合 25〜55℃（60℃）
※60℃出湯は熱交換ユニットの設定で可能になりますが、外気温度の制限（下限）があります。
※60℃出湯は熱源置換用を想定しています。
※60℃出湯可能な外気温度下限は以下の通り。
　エコヌクールピコ30、エコヌクールピコ40	 ：0℃まで
　エコヌクールピコ50、エコヌクールレオ	 ：－5℃まで
　＊戻り温度は50℃の場合
　＊暖房負荷が加熱能力より大きい、外気温度が低い、循環流量が多いなどの条件では60℃を維持できません。

●·冷房運転
・床暖房システムの場合 7〜25℃
・簡易システムの場合 7〜25℃

◆冷温水回路の制約
● エコヌクールの温水回路は単独で使用するように設計されていますので、以下のような使い方はできません。
①外付けのポンプを接続する。
②複数台のエコヌクールの温水回路を並列に接続して運転する。
③温水回路の途中に他の加熱・冷却熱源を接続する。（オプションのバックアップヒーターユニットを除く） 
④他の熱源との組み合わせでのご使用はできません。

● 当社製以外の放熱器との組合せはシステム設計されたかたの責任のもとで行ってください。他社製品または他社製品に 
起因する事故・故障は保証の対象外となる場合や有償による修理となる場合があります。

用途外 例

農事用 ビニールハウスなど

融雪用 ロードヒーティングなど

家畜用 牛舎、豚舎など

保管用 食品、動植物、精密機械、美術品の保管など

ご注意
冷暖房負荷がエコヌクールの最大能力を超えてご使用になると、
早期に故障に至る可能性があります。
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1. 設置地域の確認
● 日本国内の平年の最低外気温度が−25℃以上（エコヌクールピコ30は−15℃以上）の地域。
●一般家庭、福祉施設、保育園及びそれらに類する施設における、通常暖房（冷房）用への利用。

外気温度は暖房−25℃〜20℃、冷房20℃〜40℃の範囲でご使用ください。この範囲以外でご使用された場合は、
正常に動作することを保証できません。

●低外気動作保証は、外気温度−25℃での連続暖房運転。（エコヌクールピコ40・50／レオのみ）
外気温度−20℃以下の発生頻度が年間50時間程度の発生を考慮した商品のため、それを超えるような長時間低
温が続く環境下では、ご使用になれません。

● 外気温度が−20℃を下回る場合は必ず連続運転でご使用ください。（エコヌクールピコ40・50／レオのみ）
外気温度がおよそ−20℃を下回った状態からの運転を開始しようとすると室外ユニット保護のため、室外ユニッ
トは運転しません。

● 外気温度が−15℃を下回る場合は、熱交換ユニットを屋内に設置してください。
● 最低外気温度が−10℃（目安）を下回る地域では、凍結防止ヒーター付の室外ユニットを選定してください。

外気温度に関わらず、湿度が高く凍結しやすい地域や降雪量の多い地域では、凍結防止ヒーター付の室外ユニッ
トを選定してください。

2. 設置住宅の確認·
● 次世代省エネルギー基準レベルの断熱・気密性能を持
つ住宅を推奨します。 

● 対象住宅の住宅性能：外皮平均熱貫流率（UA値）を確
認します。 

3. お客様のご要望の確認·
◆お客様のご要望に合わせ、どの部屋にどのような暖房をするかを確認します。
● 床暖房、パネルヒーター（パネルラジエター）にて暖房します。
※温水ルームヒーターなど、温風式の放熱器は利用できません。

4. 床下状況の確認
◆建築図面を準備し、床下状況を確認します。
● 「間取り」、「はり」、「床下断熱」の状態を把握し、温水配管、床暖房パネルが設置できるか確認します。
※床暖房の場合、床下地などに「床」として十分な強度を持つようにしてください。　
※床暖房パネルのコンクリート（モルタル）面への直置はできません。

システムプランの確認2

①地域
②地域
③地域
④地域

⑤地域
⑥地域
⑦地域
⑧地域

平成25年基準
地域区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

外皮平均熱貫流率（UA値）
の基準値［W/m2・K］

0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 2.14

平成11年基準
地域区分 Ⅰa Ⅰb Ⅱ Ⅲ Ⅳa Ⅳb Ⅴ Ⅵ

Q値［W/m2・K］ 1.6 1.6 1.9 2.4 2.7 2.7 2.7 3.7

地域区分 都道府県名

①·② 北海道

③ 青森県、岩手県、秋田県

④ 宮城県、山形県、福島県、栃木県、新潟県、長野県

⑤·⑥

茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、富山県、
石川県、福井県、山梨県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、
滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、
島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、
高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県

⑦ 宮崎県、鹿児島県

⑧ 沖縄県

※区分の詳細は独立行政法人建築研究所の「日射地域区分」をご確認ください。
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建築図面を入手して、「間取り」「根太」や「はり」の状態を把握し、温水配管、床暖房パネルの設置ができるか確認します。

1. 根太上設置タイプ／ハードパネルの場合
（1）基本事項

◆床暖房の施工時には、建築関係者との事前打ち合わせを十分にしてください。
● 根太ピッチ303mm以下、床下地は、12mm以上の完全耐水合板（JAS1類）を標準とし、十分強度のある床下地とし
てください。

● 床下の断熱は、必ず行ってください。… 寒冷地：150mm以上
 （次世代省エネルギー基準レベル）    その他：100mm以上
      （グラスウール16kg/m3相当）

	※断熱材が少ないと下図のように下面放熱量が増え、床暖房パネルの放熱能力が低下し、	
　燃料費、暖房費も増加します。

■床下構造

内壁
外壁

断熱材

根太

ダミーボード（12mm）

放熱管

大引
根太ピッチ

断熱材
100mm以上

303mm以下

床下地：
完全耐水合板JAS1類
（12mm以上）

表面仕上げ材
幅木 床暖房パネル

（2）木造住宅に設置する場合

（3）コンクリート住宅に設置する場合
···①木造床を組む場合　　　　　　　　　··　　·····　　　　　②ネダフォームを使用する場合

（4）システム床に設置する場合

内壁外壁

断熱材

ダミーボード

温水配管（放熱ロスを少なくするため断熱材を巻く）

放熱管

15
0m
m
程
度

断熱材
根太ピッチ
303mm以下

床暖房パネル表面仕上げ材幅木

根太

熱源機へ

床下地：完全耐水合板JAS1類
（12mm以上）

大引

内壁コンクリート

断熱材

根太

ダミーボード

床下地：
完全耐水合板JAS1類
（12mm以上）

床暖房パネル
断熱材

表面仕上げ材幅木

防湿シートなどで防湿処理をすること
放熱管熱源機へ

根太ピッチ
303mm以下

大引

温水配管（放熱ロスを少なくするため断熱材を巻く）

幅木
表面仕上げ材

床暖房パネル

放熱管 床下地：完全耐水合板JAS1類
（12mm以上）

パーティクルボード

断熱材

断熱材

ダミーボード

RC・床
温水配管（放熱ロスを少なくするための断熱材を巻く）

支持脚

内壁

内壁コンクリート

断熱材

根太

熱源機へ

ダミーボード

木材

床下地：
完全耐水合板JAS1類
（12mm以上）表面仕上げ材幅木

温水配管（放熱ロスを少なくするため断熱材を巻く）
モルタルダンゴ（床面防湿処理）

ネダフォーム
放熱管

床暖房パネル

床下構造と使用できる仕上げ材3
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�床下構造と使用できる仕上げ材

（5）発泡コンクリート（ALC）に床暖房パネルを固定する場合
◆固定方法
a.下図のような貫通穴を床暖房パネルを設置した状態で指定釘穴位置にφ6mmのドリルで穴をあけます。ドリルの穴径
は必ずφ6mmにしてください。

b.フィッシャー首下をニッパーにて切断して差込んだ後、木ネジ（4.1×65ステンレス製）で締め付けます。

（6）既設住宅へ設置する場合
◆既設住宅への設置は床の高さや断熱材の使用において制限がありますが、下記のような設置が可能です。
※25ページ（1）の床下断熱材の厚み相当に達していない場合は、断熱材の追加を検討ください。

a.畳の部屋への設置
畳の部屋は、下図のように比較的簡単に設置することができます。

b.木質床材やカーペットの部屋への設置
木質床材やクッションフロアの場合は、既存の床の上へ設置することになりますので床が高くなり段差ができます。ド
アの開閉方向や段差に配慮して決定してください。カーペットは、はがしてから設置します。

合計
56
mm

床暖1
2mm

合板1
2mm

根太20
mm

木質床
材12m

m

断熱材

敷居

土台

基礎 大引 合板
畳

5
5
m
m

根太

〈·設置前·〉 〈·床暖房パネル＋木質床材に改造·〉

下地合板3mm～9mm（JAS1類完全耐水合板）

防湿シート
φ6

床暖房パネル

7
0

6
0

6
5

発泡コンクリート
下穴（φ6）をあけます フィッシャーを挿入後

木ネジを締め付けます

フィッシャー首下をニッパーにて切断

フィッシャー：問い合わせ先＊＊ページ

木ネジ
（4×65ステンレス製）

（単位mm）

段差となる高さ

従来の床高さ

ダミーボード 床暖房パネル
表面仕上げ材

◆床下断熱材についての注意事項
●床下の断熱材は床暖房パネルから下面への放熱を減少させる目的も兼ねています。したがって、基礎断熱の住宅・床暖
房パネルの２階設置の場合もパネルの下に断熱材が必要です。
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2. 表面仕上げ材の選定
（1）基本事項

床暖房表面仕上げ材は天然または化学繊維を素材としたカーペット、合成樹脂系の長尺床材、あるいは木質系のフロー
リング、コルクタイルと種類も多彩です。しかも同様の仕上げ材でも、各メーカーにより材質、製法の違いがあります。
また新しい商品が次々と発表されていますので、すべての仕上げ材についての良否をチェックすることができません。
表面仕上げ材は通常常温で使用されるものであり、床暖房に使用する場合は、加温状態で使用されますので表面仕上げ
材メーカーの意見を十分聞いて、床暖房用として最適なものを選定・敷設することが重要です。

（2）必要特性
①熱通過率が良いこと。
②熱により伸縮しにくいこと。
③床暖房パネルの目地が目立ちにくいこと。
④熱により変形しないこと。
⑤熱により、その他の悪影響が生じないこと。（変色、剥がれ、亀裂、臭いなど）
⑥ホルムアルデヒドやVOCの発生量が少ないこと。
※上記内容は接着剤の特性及び接着作業手順、方法によっても影響があります。

（3）選定方法
●·使用する床暖房パネルにより、選定できる表面仕上げ材が異なります。
●·表面仕上げ材により上面放熱量が異なりますので、選定には放熱量にも注意してください。
● 表面仕上げ材の選定は個人の嗜好だけでなく、どの程度のサイクルで貼り替えを考えているのか、使用場所の環境｢特
に歩行量の多さ｣はどうか、どの程度の費用と期間があるのかなどにより異ります。一般的には、歩行量の多い所ほど
耐久性のある表面仕上げ材をしっかり施工する必要があり、また表面仕上げ材の模様替えを考慮した施工方法（一般的
に合成樹脂系床材の場合の模様替え時の方法は重ね貼りです）が必要です。したがってお客様の意向、使用環境を考慮
した上で表面仕上げ材の選定、施工を行う必要があります。

（4）下地の条件
①下地は平滑であること。
　ダミーボード材と床暖房パネルの段差は0.5mm以下としてください。
②油、塗料、ゴミなどが付着しないこと。
　表面仕上げ材の剥がれの原因となりますので、よく拭き取ってください。米粒大のゴミでも凸ができる場合があります。
③下地が乾燥していること。

（5）薄い表面材の選定
●·（7）〜（9）の項（28・29ページ）にて確認ください。

（6）木質フローリングの熱収縮
木材を使用した表面仕上げ材（木質フローリング、コルクタイル）は、床暖房使用中に極端な乾燥状態になるため、収
縮が避けられません。また夏場には吸湿して膨張します。木質フローリングでは収縮により、合わせ部分ですき間が発
生します。
その量は部屋の大きさにもよりますが、
　・合板を基材とした場合    ： 0.5mm〜1.5mm程度
　・無垢材を基材とした場合 ： 1mm〜2.5mm程度
となります。
コルクタイルでは、ひび割れや剥がれが発生しますので、必ず床暖房用のものを使用してください。
また、下地の影響を大きく受けますので、｢（4）下地の条件｣を確認してください。
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コ
ル
ク
タ
イ
ル

合
成
樹
脂
系
床
材

（ク
ッシ
ョン
フロ
アな
ど）

表
面
仕
上
げ
材
の
種
類

釘
固
定
タ
イ
プ

（
接
着
併
用
の
場
合
有
）

釘・
部
分
接
着

併
用
タ
イ
プ

全
面
接
着
タ
イ
プ

特
殊
施
工
タ
イ
プ

木
質
系
床
材

カ
ー
ペ
ット

畳（
床
暖
房
用
）

選
定
の
基
準

使
用
可
能
な
厚
さ〔
目
安
〕（
m
m
）

使
用
時
の
注
意
す
べ
き
特
性

そ
の
他
の
注
意
事
項

①
床
下
地
の
基
準

事
前
工
事

敷
設
方
法

②
床
暖
房
パ
ネ
ル
の
敷
設

標　 準　 工　 法
③ 表 面 仕 上 げ 材 の 施 工

継
ぎ
目
の
浮
き
、す
き
、そ
り
な
ど
が
多
少
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

通
常
の
床
に
お
い
て
も
変
形（
そ
り
な
ど
）や
不
陸（
床
の
凹
凸
）は
あ
り
ま
す
が
、床
暖
房
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
も
そ
の
機
能
上
、ま
た
構
造
上
あ
る
程
度
の
変
形
や
不
陸
は
発
生
し
ま
す
。

1
.床
下
地
自
身
が「
床
」と
し
て
の
十
分
な
強
度
を
持
つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。基
本
は
根
太
ピ
ッ
チ
3
0
3
m
m
以
内
、下
地
合
板
は
完
全
耐
水
合
板
JA
S
1
類
1
2
m
m
以
上
と
し
ま
す
。

　（
上
方
へ
の
動
き
に
対
し
て
固
定
さ
れ
な
い
床
構
造
は
避
け
て
く
だ
さ
い
）

2
.床
暖
房
パ
ネ
ル
を
固
定
す
る
の
に
十
分
な
強
度
を
持
つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

3
.床
下
の
断
熱
構
造
は
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
1
6
K
 1
0
0
m
m
相
当
以
上
と
し
て
く
だ
さ
い
。

4
.床
下
地
が
濡
れ
た
り
、湿
っ
て
い
る
状
態
で
床
暖
房
パ
ネ
ル
を
施
工
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

1
.床
暖
房
パ
ネ
ル
相
互
間
、パ
ネ
ル
と
ダ
ミ
ー
ボ
ー
ド
間
は
余
裕（
1
m
m
～
2
m
m
）を
設
け
て
施
工
し
、決
し
て
無
理
に
押
し
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

2
.床
暖
房
パ
ネ
ル
の
固
定
は
、付
属
の
木
ネ
ジ
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

8
.5
～
1
5

3
～
1
0

2
～
1
0

4
～
1
0

1
0

必
ず
、床
暖
房
専
用
品
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（
通
常
品
で
は
継
ぎ
目
の
す
き
、そ
り
な
ど
が
大
き
く
発
生
し
ま
す
）

若
干
の
臭
気
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

目
地
部
分
の
膨
ら
み
、し
わ
、継
ぎ
目
の

浮
き
な
ど
が
多
少
出
ま
す
。

表
地
の
い
ぐ
さ
の
乾
燥
に
よ
る
変
色
、

や
せ
な
ど
が
多
少
出
ま
す
。

必
ず
、床
仕
上
げ
材
メ
ー
カ
ー
の
指
定
施
工
方
法
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意

●
床
強
度
や
固
定
強
度
が
不
足
す
る
と
床
鳴
り
や
、浮
き
、床
の
そ
り
な
ど
が
発
生
し
ま
す
。

床
暖
房
パ
ネ
ル
の
継
ぎ
目
や
配
管
部
の
目
地
や
不
陸
発
生
防
止
の
た
め
に
、パ
ネ
ル
の
上
に
4
～
5
m
m
の
完
全
耐
水
合
板
JA
S
1
類
を
捨

て
貼
り
し
て
く
だ
さ
い
。

（
床
暖
房
用
ウ
レ
タ
ン
系
接
着
剤
を
使
用
）

※
特
に
動
荷
重
や
局
部
荷
重（
4本
脚
や
ロ
ー
ラ
ー
付
の
椅
子
、車
椅
子
な
ど
）が
加
わ
る
場
合
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

床
仕
上
げ
材
の
向
き
は
床
暖
房
パ
ネ
ル
の
配
管
と
ク
ロ
ス
す
る
方
向
と
し
て
く
だ
さ
い
。

配
管
と
平
行
に
敷
設
す
る
と
釘
固
定
不
可
の
位
置
と
重
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ア
ン
ダ
ー
フ
ェ
ル
ト
を
使
用
し
た
場
合
は
暖

房
立
上
が
り
時
間
が
長
く
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、放
熱
特
性
が
低
下
し
ま
す
。

貼
り
替
え
時
は
、剥

が
さ
ず
に
重
ね
貼
り

と
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、重
ね
貼
り
に

対
す
る
建
具
な
ど

へ
の
余
裕
を
あ
ら

か
じ
め
設
け
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

床
面
温
度
を
必
要
以
上
に（
3
0
℃
を
越
え
て
）高
く
す
る
こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。あ
ま
り
温
度
を
高
く
す
る
と
床

材
の
す
き
、そ
り
な
ど
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

放
熱
量
が
少
な
く
な
る
た
め
、他
の
暖
房
器

具
と
の
併
用
と
し
て
く
だ
さ
い
。

目
地
が
目
立
ち
に

く
い
よ
う
に
厚
い
も

の
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

熱
に
よ
り
収
縮
し
な
い
も
の
、臭
気
の
発
生

し
な
い
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

床
暖
房
専
用
畳
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（
普
通
の
畳
は
暖
房
能
力
が
不
足
す
る
た

め
、使
用
で
き
ま
せ
ん
）

温
水
パ
イ
プ

※
詳
細
は
床
材
メ
ー
カ
ー
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
、設
置
ル
ー
ル
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
上
記
表
面
仕
上
げ
材
以
外
の
床
仕
上
げ
材
を
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、床
仕
上
げ
材
メ
ー
カ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
7
）根

太
上
設
置
タ
イ
プ
／
ハ
ー
ド
パ
ネ
ル
の
表
面
仕
上
げ
材
の
選
定
に
つ
い
て

�床下構造と使用できる仕上げ材
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（8）タイルを貼る場合
温度が上昇し目地の部分が動くので床暖房用タイルが必要です。タイルの貼り方はタイルメーカーに確認してください。
タイルの厚さは10mm程度までです。                  
施工はパネルの上に4〜5mmの完全耐水合板JAS1類を捨て貼りし、その上に床暖房用タイルをウレタン系接着剤（タ
イルメーカー指定のもの）を使用して接着します。 
放熱量は落ちるので常時通水を前提とした方が良いです。
※「タイルは暖まりが悪い」ことを説明し、了解をいただいてください。

（9）畳を敷く場合
床暖房用の薄い畳（厚さ10mm程度）を使用してください。
　例：積水成型工業の小春（http://www.sekisuimigusa.jp/koharu.html）
施工はパネルの上に4〜5mmの完全耐水合板JAS1類を捨て貼りし、その上に床暖房用の畳を敷きます。 
放熱量は少なくなるので他の暖房機と併用してください。

�床下構造と使用できる仕上げ材
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暖房方式に従った各部屋の暖房負荷計算を実施し、断熱材の厚みの確認や放熱器、熱源機の選定に利用します。

1. 基本事項
◆床暖房は、床面温度があまり高くできないため、使用される部屋の暖房負荷が大きい場合には、室温が上昇せず､
十分な暖房効果が得られない場合があります。そのような場合はエアコンなどによる補助暖房が必要となります。

◆他熱源（灯油・ガス）に比べ、ヒートポンプ式温水熱源は温水温度が低いため、他熱源での利用に比べ、放
熱器の放熱量が低くなります。

◆上記から、暖房負荷が抑えられる次世代省エネルギー基準レベルの断熱・気密性能を持つ住宅を推奨しています。
◆床暖房の場合、暖房負荷は60〜80Ｗ/m2を目安とします。（温水入口温度：50℃、敷設率70％考慮）

2. 暖房負荷計算··簡易計算法
※一般住宅以外の病院などの大型建築物については使用条件が著しく異なるので、詳細な計算を行ってください。

◆一般住宅の暖房負荷は、簡易的に次式により求められます。

設置地域、住宅性能（断熱性能）から、下記表1により熱損失係数Q値を設定します。
住宅性能が不明な場合は、ハウスメーカー様、工務店様へ確認してください。
設置地域での設計外気温度と室内温度の差からΔTを求めます。
住宅性能（熱損失係数）に不安がある場合は、求めた暖房負荷qに安全率（例：1.1〜1.2倍程度）をかけた値を使用します。

● 熱損失係数（Ｑ値）
対象住宅の住宅性能にてＱ値を設定します。

※次世代省エネルギー基準レベルの断熱・気密性能を持つ住宅を推奨。

暖房負荷計算4

  q ：暖房負荷（W）  Q  ：熱損失係数Q値（W/m2・K）
  A ：暖房する部屋の床面積（m2）  ΔT ：室内外の温度差（K）

     ※床暖房の敷設面積ではなく、部屋の床面積の値とします。

q＝A×Q×ΔT

計算例…東京（Ⅳ地区、設計外気温度 1.3℃）、次世代省エネ基準住宅、空調面積 33m2	（20 畳）
	 1844W	＝	33m2	×2.7W/m2・K	×	（22℃ー 1.3℃）

設計外気温度は設計外気温度データ（255〜
269ページ）より、設置場所に近い地域のデー
タを利用してください。
※設計外気温度は、記録上の最低温度ではなく、
温度の出現頻度を加味して設定しています。
（1995年〜2000年の5年間のデータを元に、12〜
3月の4か月でのTAC2.5％で算出しています）

稚内
旭川
根室
釧路
札幌
函館
青森
秋田
盛岡
仙台
宮古

－7.9
－15.9
－8.3
－13.7
－8.8
－8.7
－4.5
－4.3
－6.0
－2.2
－4.5

温度（℃）地名

小名浜
宇都宮
前橋
熊谷
水戸
千葉
銚子
東京
横浜
静岡
御前崎

－1.9
－3.4
－1.3
－1.0
－3.1
1.5
1.7
2.2
1.2
0.4
0.8

温度（℃）地名

新潟
富山
松本
名古屋
岐阜
京都
舞鶴
大阪
神戸
姫路
米子

－1.4
－1.4
－7.0
－0.3
－0.9
－0.4
－1.0
1.2
0.2
－1.7
－0.1

温度（℃）地名

広島
松山
高松
高知
徳島
福岡
長崎
熊本
宮崎
鹿児島
那覇

0.5
0.8
1.1
－0.7
0.7
1.7
3.0
－0.5
1.0
3.2
13.5

温度（℃）地名

■表2·設計外気温度

■表1·熱損失係数

平成25年基準
地域区分 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

外皮平均熱貫流率（UA値）
の基準値［W/m2・K］

0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87 2.14

平成11年基準
地域区分 Ⅰa Ⅰb Ⅱ Ⅲ Ⅳa Ⅳb Ⅴ Ⅵ

Q値［W/m2・K］ 1.6 1.6 1.9 2.4 2.7 2.7 2.7 3.7
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● 用途別室内温度（目安）
以下の室内温度目安を記載していますが、簡易計算上では22℃にて計算してください。

■表3·床暖房 ■表4·パネルヒーター（パネルラジエター）

※出典：温水床暖房システム設計・施工ハンドブック
	 日本床暖房工業会編

※出典：空気調和衛生工学便覧　第 12版
	 空気調和設備設計編

用　途 適温範囲（℃）
学　校
一般住宅
保育園
病　院
老人ホーム

13～18
16～20
16～20
18～22
18～22

用　途 適温範囲（℃）
一般建物（事務所など）
工業用建物（工場など）

20～22
18～20

�暖房負荷計算

（1）用語説明

（2）単位系について
この技術マニュアルでは、国際単位系（SI）で表示します。
国際単位系と従来単位系の関係を下表に示します。

用　語 単　位 説　　　　明

暖房負荷 Ｗ

熱損失係数
（Q値）

Ｗ/m2・K

部屋（建物）などを暖房時に一定の温度に保つために必要な暖房エネルギーです。
暖房エネルギーとは各壁面（天井、壁・床、窓など）を通過して逃げる熱と換気によって逃げる熱を加えたものです。

室内外温度差が1℃のときの建物全体の暖房負荷を建物の延べ床面積で割ったもので、建物の断熱・気密の程度を表す
のに使用されます。その理由は、暖房負荷が建物の立地条件や床面積、地域により異なる（つまり、室内外温度差や床面
積が大きいと暖房負荷が大きくなる）のに対して、熱損失係数は建物の構造だけにより決まる数値であることによります。

SI単位 従来単位 換　算　値

熱量

圧　力

単位面積当たり

熱損失係数

Ｗ

W/m2

W/m2・K

kcal/h

kcal/h・m2

kcal/h・m2・℃

1kcal/h＝1.16279W
1W＝0.86kcal/h

1kgf/cm2＝98.0665kPa
1kPa＝0.01019721kgf/cm2

1mmAq＝9.80665Pa
1Pa＝0.101972mmAq
1mAq＝9.80665kPa
1kPa＝0.101972mAq

kgf/cm2

mmAq
mAqPa

（パスカル）

SI接頭語　ｋ（キロ）：103　　　Ｍ（メガ）：106　　　Ｇ（ギガ）：109　
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放熱器の選定5
暖房負荷計算より求めた各部屋の暖房負荷を満足する放熱器を選びます。

1. 基本事項
◆各部屋の暖房負荷及びお客様の要望に合わせた放熱器を選定します。
● 床暖房、パネルヒーター（パネルラジエター）にて選定します。
※ヒートポンプ式熱源機のため、温水温度が他熱源（ガス、灯油）より低いため、温水ルームヒーターなどの温風式放熱器は利用できません。
　また、温水温度による放熱能力に注意が必要です。
※温水暖房用放熱器は、温水循環流量によって放熱能力が変化します。そのため必要な循環流量を確保する必要があります。
※部屋の暖房負荷が放熱器の放熱能力を超える場合は、補助暖房が必要です。

VPH S 10 5ー
床暖房パネル 回路方式

無：並列回路
S：直列回路

L
パネルの大きさ
5    ：0.5畳
20：2畳 など

パネルの基本寸法・用途
 M ：標準サイズ（基本寸法：750mm×1500mm/畳）
 L ：ラージサイズ（基本寸法：850mm×1700mm/畳）
 S ：スモールサイズ（局所用途）
 T ：縦施工サイズ（局所用途）

開発順序

VPH-10M6

VPH-15M6

VPH-20M6

VPH-5L6

VPH-10L6

VPH-S10L5

VPH-S2S5

VPH-S4S5

VPH-S8S5

VPH-S9T4

VPH-S5T4

1500×750×12

2250×750×12

3000×750×12

850×850×12

1700×850×12

1700×850×12

650×375×12

750×550×12

1500×550×12

1500×650×12

750×650×12

並列

並列

並列

並列

並列

直列

直列

直列

直列

直列

直列

標準サイズ1畳用

標準サイズ1.5畳用

標準サイズ2畳用

ラージサイズ0.5畳用

ラージサイズ1畳用

ラージサイズ1畳用

スモールサイズ0.2畳用

スモールサイズ0.4畳用

スモールサイズ0.8畳用

縦施工タイプ0.9畳用

縦施工タイプ0.5畳用

ヘッダー部 ： φ8
内　　  部 ： φ7

・標準畳サイズの70％の面積で、最適な敷設面積が確保
できます。
並列回路方式により、早い立ち上がり、温度ムラが少な
くなります。

・標準畳サイズの90％の面積で、やや大きめです。
他社商品と同じ大きさです。

・標準畳サイズの90％の面積で、やや大きめです。

・狭い場所（トイレ・洗面所）などに設置可能な小形のパネ
ルです。

・細長い場所（廊下など）に便利なサイズです。

形　名 温水回路大きさ（mm）
〔縦×横×厚さ〕 用　途 温水管外径 特　長

φ9.52

φ9.52

φ9.52

φ9.52

φ9.52

φ9.52

■形名の見方

■機種一覧表
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�放熱器の選定
（1）根太上設置タイプ／ハードパネル

● 120W/m2…送水温度50℃、室温20℃、標準流量、仕上げ材厚さ12mm

34

32

30

28

26

24

22

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

上
面
放
熱
量

（W/m2）

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70
温水入口温度（℃）

〈条件〉 室温：20℃、流量：標準流量、仕上げ材12mm

床温目安

床
温
（℃）

■標準流量時の放熱特性

20

40

60

80

100

120

140

160

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70
温水入口温度（℃）

① 表面仕上げ材なし
② クッションフロアー3.5mm＋合板5mm
③ 木質系床材10mm
④ 木質系床材12mm
⑤ コルク3.2mm＋合板5mm
⑥ 木質系床材15mm
⑦ カーペット7mm＋合板5mm
⑧ 畳10mm

〈条件〉 室温：20℃、流量：標準流量

上
面
放
熱
量

（W/m2）

①

②

③ ④⑤⑥

⑦

⑧

■床暖房上面放熱量と表面仕上げ材の種類（参考）

上
面
放
熱
量

（W/m2）

①

②

③

循環流量（ℓ/min）

60
70
80
90
100
110
120
130
140
150
160

0 1.51.2510.750.5
標準流量
0.25

① 温水入口水温55℃　② 温水入口水温50℃
③ 温水入口水温45℃
〈条件〉 室温：20℃、仕上げ材：12mm

■循環流量と放熱特性

■室温と放熱量

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

上
面
放
熱
量

（Ｗ/ｍ2）

18℃ 20℃ 22℃

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70
送水温度（℃）

〈条件〉 仕上げ材厚さ：12ｍｍ、流量：標準流量

1
2
m
m

表面板…溶融亜鉛メッキ鋼板

構造材…パーティクルボード

伝熱板…アルミ箔

温水管…りん脱酸銅管
　　　　JIS  H  3300

裏面材…防湿ラミネート紙膨張吸収テーパー部

0

0.2

0.4

0.6

0.8

0 100 200 300 400 500
圧縮荷重（N）

（mm）

く
ぼ
み
の
深
さ（
永
久
変
形
）

パーティクルボード部

配管真上

φ25mm

圧縮荷重

加圧棒

床暖房パネル

■内部構造と耐荷重強度
耐荷重1.5MPa（15kgf/cm2）まで可能です。（大きな荷重の場合には、当て板を使用してください）
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有効放熱
面積
（m2）

形 名 上面
放熱量
（W）

下面
放熱量
（W）

合計
放熱量
（W）

放 熱 量

標準流量
（ℓ/min）

標準
流量時の
水頭損失
（kPa）

抵抗係数
1ℓ/min
あたりの
水頭損失

保有水量
（ℓ）（ ）

   リバース（ リターン ）
   リバース（ リターン ）

   リバース（ リターン ）
   リバース（ リターン ）

   リバース（ リターン ）
   リバース（ リターン ）

   リバース（ リターン ）
   リバース（ リターン ）

   リバース（ リターン ）

2.25

4.50

6.75

9.00

11.25

13.50

1.69

3.38

5.06

6.75

8.44

10.13

1.13

2.25

3.38

4.50

5.63

6.75

1.45

2.89

4.34

5.78

7.23

8.67

0.72

1.45

2.17

2.89

3.61

1セット

2セット

3セット

4セット

5セット

6セット

1セット

2セット

3セット

4セット

5セット

6セット

1セット

2セット

3セット

4セット

5セット

6セット

1セット

2セット

3セット

4セット

5セット

6セット

1セット

2セット

3セット

4セット

5セット

根

太

上

設

置

タ

イ

プ

M

タ

イ

プ

L

タ

イ

プ

　　 　 0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

6.76

7.17

8.21

9.99

13.94

19.05

5.13

5.58

6.62

8.38

12.28

17.37

3.33

3.80

4.82

6.50

10.43

15.42

3.76

4.31

5.46

7.36

11.80

17.44

1.92

2.51

3.61

5.34

9.70

22.742

7.169

4.040

2.971

2.805

2.785

17.270

5.580

3.256

2.491

2.471

2.540

11.189

3.805

2.373

1.932

2.099

2.256

12.660

4.315

2.687

2.187

2.373

2.550

6.453

2.511

1.775

1.589

1.952

0.56

1.12

1.68

2.24

2.80

3.36

0.43

0.86

1.29

1.72

2.15

2.58

0.29

0.58

0.87

1.16

1.45

1.74

0.34

0.68

1.02

1.36

1.70

2.04

0.19

0.38

0.57

0.76

0.95

VPH-20M6

VPH-15M6

VPH-10M6

VPH-10L6

VPH-5L6

48

95

143

191

239

286

36

72

107

143

179

215

24

48

72

95

119

143

31

61

92

123

153

184

15

31

46

61

77

270

540

810

1080

1350

1620

203

405

608

810

1013

1215

135

270

405

540

675

810

173

347

520

694

867

1040

87

173

260

347

434

318

635

953

1271

1589

1906

239

477

715

953

1192

1430

159

318

477

635

794

953

204

408

612

817

1020

1224

102

204

306

408

511

�放熱器の選定

2. 諸特性データ
● 根太上設置タイプ（Mタイプ、Lタイプ、Sタイプ）の放熱量は、33ページの放熱特性から、上面放熱量120W／m2、
下面放熱量21W／m2として計算します。

● 床暖房コントローラーの抵抗係数は熱動弁の値です。
● 配管の抵抗係数は1mあたりの値です。配管放熱量は､保温材厚さ10mm（断熱材の熱伝導率を0.03488W/m･K）で
計算しています。

● 任意の流量時の水頭損失を求めるには､抵抗係数を用いて次式で計算します。
　　·水頭損失·＝·抵抗係数·×·流量1.75
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�放熱器の選定

形　名　
有効放熱
面積

（m2）

放·熱·量
標準流量

（ℓ/min）

標準
流量時の
水頭損失
（kPa）

抵抗係数
1ℓ/min
あたりの
水頭損失

保有水量
（ℓ）

上面
放熱量
（W）

下面
放熱量
（W）

合計
放熱量
（W）

根
　
太
　
上
　
設
　
置
　
タ
　
イ
　
プ

S
　
タ
　
イ
　
プ

VPH-S8S5

1セット 0.83 99 17 116 0.5 0.41 1.369 0.4
2セット 1.65 198 35 233 1.0 2.74 2.738 0.8
3セット 2.48 297 52 349 1.5 8.35 4.107 1.2
4セット 3.30 396 70 466 2.0 18.42 5.476 1.6

VPH-S4S5

1セット 0.41 50 9 59 0.5 0.21 0.702 0.1
2セット 0.83 99 17 116 1.0 1.40 1.404 0.2
3セット 1.24 149 26 175 1.5 4.28 2.106 0.4
4セット 1.65 198 35 233 2.0 9.44 2.808 0.5

VPH-S2S5

1セット 0.24 29 5 34 0.5 0.15 0.520 0.1
2セット 0.49 59 10 69 1.0 1.04 1.040 0.2
3セット 0.73 88 16 104 1.5 3.17 1.560 0.3
4セット 0.98 117 21 138 2.0 7.00 2.080 0.4

VPH-S9T4

1セット 0.98 117 21 138 0.5 0.68 2.271 0.5
2セット 1.95 234 41 275 1.0 4.54 4.542 1.0
3セット 2.93 351 62 413 1.5 13.85 6.813 1.5
4セット 3.90 468 83 551 2.0 30.55 9.084 2.0

VPH-S5T4

1セット 0.49 59 10 69 0.5 0.33 1.124 0.3
2セット 0.98 117 21 138 1.0 2.25 2.248 0.5
3セット 1.46 176 31 207 1.5 6.86 3.372 0.8
4セット 1.95 234 41 275 2.0 15.12 4.496 1.0

VPH-S10L5

1 セット 1.45 173 31 204 0.5 0.67 2.250 0.3
2セット 2.89 347 61 408 1.0 4.50 4.500 0.6
3セット 4.34 520 92 612 1.5 13.72 6.750 0.9
4セット 5.78 694 123 817 2.0 30.27 9.000 1.2

バックアップ
ヒーターユニットVEZ-20HT2 − − − − − − 0.0033 0.31

電磁弁セット VEZ-606NDB − − − − − − 0.0237 −

熱動弁
VEZ-02NDB − − − − − − 1.348
VPZ-8NDB3 − − − − − − 0.490 −
VPZ-16NDB2 − − − − − − 0.220 −

床暖房用
コントローラー

VPZ-8PC4 − − − − − − 0.490 −
VPZ-8PC4-16NB − − − − − − 0.220 −

熱
動
弁
付
き
ヘ
ッ
ダ
ー

＋
ヘ
ッ
ダ
ー

VEZ-3 〜 6HV3

VEZ-3 〜 7H2

1か所接続 − − − − − − 1.784

0.085

2か所接続 − − − − − − 0.530
3か所接続 − − − − − − 0.304
4か所接続 − − − − − − 0.263
5か所接続 − − − − − − 0.234
6か所接続 − − − − − − 0.232

ヘ
ッ
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　

VEZ-10H2

1か所接続 − − − − − − 0.892

0.085

2か所接続 − − − − − − 0.354
3か所接続 − − − − − − 0.174
4か所接続 − − − − − − 0.131
5か所接続 − − − − − − 0.107
6か所接続 − − − − − − 0.090
7か所接続 − − − − − − 0.079
8か所接続 − − − − − − 0.078
9か所接続 − − − − − − 0.076
10か所接続 − − − − − − 0.074

ヘ
ッ
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス

VPZ-4HB2

VPZ-8HB2

エコヌクール
レオ用

1か所接続 − − − − − − 0.525

0.35

2か所接続 − − − − − − 0.146
3か所接続 − − − − − − 0.072
4か所接続 − − − − − − 0.050
5か所接続 − − − − − − 0.037
6か所接続 − − − − − − 0.027
7か所接続 − − − − − − 0.025
8か所接続 − − − − − − 0.023

配·

管

− φ8（0.5 Ｔ） − − − 9.3W/m 0.35〜3.0 − 0.5590 0.038ℓ/m
1/4（8Ａ） φ9.52（0.76Ｔ） − − − 9.3W/m 0.6〜4.5 − 0.2452 0.050ℓ/m
3/8（10Ａ）φ12.7（0.64Ｔ） − − − 11.6W/m 1.6〜9.0 − 0.0530 0.102ℓ/m
1/2（15Ａ）φ15.88（0.71Ｔ） − − − 14.0W/m 3.0〜14.5 − 0.0177 0.164ℓ/m
3/4（20Ａ）φ22.22（0.81Ｔ） − − − 17.4W/m 8.0〜30.0 − 0.0033 0.333ℓ/m
7Ａ架橋ポリエチレン管 − − − 9.3W/m − − 0.560 0.038ℓ/m
10Ａ架橋ポリエチレン管 − − − 10.6W/m − − 0.085 0.0785ℓ/m
13Ａ架橋ポリエチレン管 − − − 12.8W/m − − 0.025 0.1327ℓ/m

（ 
 
 
 
 
 
 
 

）

往
き
・
戻
り
と
も

ヘ
ッ
ダ
ー
の
み
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床暖房パネル（根太上設置タイプ／ハードパネル）敷設設計6

1. 表面仕上げ材（木質系床材）の方向と床暖房パネルの方向確認
◆表面仕上げ材と床暖房パネル内の温水配管はクロスする方向に敷設設計してください。
並列に敷設すると釘固定不可位置（            ：温水配管位置）と重なり、釘固定ができなくなります。

2. 標準配管とリバースリターン配管
◆Mタイプ、Lタイプを温水配管するには、「標準配管」と「リバースリターン配管」の2種類の方式があります。
敷設可能セット数については「3.基本ルール」を参照ください。

※床暖房パネルへの温水入口／出口に方向性はありません。ただし、リバースリターン配管方式の場合、入口／出口方向により止栓の位置も異
なります。

※リバースリターン配管の場合、標準配管に比べ配管距離が長くなることや1回路当たりの流量が多いため（5セットで2.5ℓ/min、6セットで3
ℓ/min）、循環流量の確認を必ず行ってください。

　また、敷設セット数により止栓の位置が異なりますので注意が必要です。止栓の位置を間違えると中央部の床暖房パネルが暖まりません。標
準配管が可能な場合は、極力標準配管としてください。

パネル内温水配管 パネル内温水配管

※表面仕上げ材の釘固定の位置にパネル内配管が重なる
と、その列のほぼすべてに配管が重なり、釘固定できな
くなります。

配
管
パ
タ
ー
ン

止栓（両端）
止栓

※止栓の位置は入口配管から流水を辿り、最終パネルの入口側の配管に止栓します。

止栓

標 準 配 管 方 式 リ バ ー ス リ タ ー ン 配 管 方 式

1 2 3 4 1 2 3 4 5

止栓止栓 止栓

止栓

●奇数枚（セット）の場合 ●偶数枚（セット）の場合

1 1 2 3 4 5 62 3 4 5
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3. 基本ルール
◆温水1回路当たりの基本敷設セット数（Mタイプ、Lタイプ、Sタイプの混合使用はないものとします）

リバースリターン配管の基本敷設セット数には、以下の制限がつきます。

4. 同一種類の床暖房パネルの敷設可能セット数
◆同一種類の床暖房パネルを用いた場合の、温水1回路当たりの敷設可能セット数
● 同一種類の床暖房パネルの場合、1回路当たりの最大組み合わせセット数は、基本敷設セット数より多くなります。（同
一種類の床暖房パネルとは、例えばVPH-20M6のみの組み合わせ）

5. 敷設の基本パターン
◆床暖房パネルは、床面積の70%以上の敷設率を標準とします。
● 標準畳サイズ（1800×900mm）の面積に対してMタイプは約70%、Lタイプは約90%の大きさです。Mタイプの場
合、部屋の畳数に合わせて床暖房パネルを選定すると最適敷設率を確保できます。

標準配管

リバースリターン配管 6セットまで

4セットまで

M タ イ プ

5セットまで

L タ イ プ S タ イ プ配 管 方 式

4セットまで

制
限

図　

解

Mタイプ6セットの組み合わせでVPH-10M6が組み合わさる場合、
VPH-10M6の使用は温水戻り側から3セットまでとします。

温水出口

温水入口

止栓

Lタイプ5セットの組み合わせでVPH-5L6が組み合わさる場合、
VPH-5L6の使用は温水戻り側から3セットまでとします。

M タ イ プ L タ イ プ

温水入口 温水出口

6 6 6 6 6

6 6 6

6

6

6

6

6

6

止栓 止栓

止栓

※	この他の組み合わせにつきましては、三菱電機（株）中津川製作
所（裏表紙に連絡先記載）に直接おたずねください。

VPH-20M6

VPH-15M6

VPH-10M6

VPH-10L6

VPH-5L6

6セット

6セット

6セット

6セット

5セット

1回路当たりの最大組み合わせセット数

標 準 配 管

6セット

6セット

6セット

6セット

5セット

リバースリターン配管
床暖房パネルの種類

VPH-15M6×3

70%

標準

1

床暖房パネル

敷設率

配管方式

温水回路数

敷設パターン

4.5畳部屋の大きさ

VPH-20M6×3

70%

標準

1

VPH-15M6×4

70%

標準

1

6畳

VPH-20M6×4

70%

標準

1

8畳

VPH-20M6×5

70%

標準

1

10畳

VPH-20M6×6

70%

標準

1

12畳

�床暖房パネル（根太上設置タイプ／ハードパネル）敷設設計
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�床暖房パネル（根太上設置タイプ／ハードパネル）敷設設計

床暖房パネル

敷設率

配管方式

温水回路数

敷設パターン

部屋の大きさ

VPH-10L6×6

90%

リバースリターン

1

6畳

VPH-10L6×8

90%

標準

2

8畳

VPH-10L6×10

90%

標準

2

10畳

VPH-10L6×12

90%

標準

2

12畳

■Lタイプ敷設パターン例

床暖房パネル

敷設率

配管方式

温水回路数

敷設パターン

部屋の大きさ

VPH-S10L5×6

90%

標準

1

6畳

VPH-S10L5×8

90%

標準

2

8畳

■VPH-S10L5敷設パターン例

◆流し台の足元などに敷設する場合のように部分的な敷設では、70%の敷設を確保できませんが、足元を暖
めるという考え方になります。

（1）台所、洗面所などの足元暖房として使用する場合
Sタイプパネルは直列回路方式であり、Mタイプと併用接続するときは、下図のような暖房配管の往きまたは戻りに
接続した配管としてください。必ず流量配分を確認してください。

（2）廊下のような縦長の場所に敷設する場合

VPH-20M6×3

VPH-20M6×4

VPH-S8S5

VPH-S8S5 止線

VPH-S9T4×3
VPH-S2S5×1

VPH-S9T4×3

VPZ-UT使用
（Uベント）

〈·Sタイプ敷設パターン例·〉

※リバースリターン配管 ※標準配管
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6. 敷設の応用パターン
◆となり合う床暖房パネルが離れている場合
1回路4セット以内でも、床暖房パネル間が離れている
場合は、リバースリターン配管としてください。組み
合わせる床暖房パネルは、最大4セットとしてください。

配管径φ9.52以上

最大750mm
（パネル1枚分）

※この間の配管長さも配管長に入れてください。

※

1 2 3

�床暖房パネル（根太上設置タイプ／ハードパネル）敷設設計

◆幅広の廊下に使用する場合
幅が広くてSタイプでは対応できない廊下では、Mタイプまたは、Lタイプをリバースリターン配管して敷設できます。
組み合わせは最大4セット以内としてください。
表面仕上げ材の方向、床暖房パネルの温水配管の方向により、表面仕上げ材の釘打ちに注意が必要です。（「1.·表面仕
上げ材（木質系床材）の方向と床暖房パネルの方向確認（36ページ）」を参照してください）

◆床暖房パネルのヘッダー部分の位置は部屋の中心を避ける·
● ヘッダー部は他の部分より若干放熱が悪いため、部屋の中心（最も暖かくしたい部分）は避けるように設計してください。

◆キッチンに使用する場合·
● キッチン（流し台など）の下には絶対敷設しないでください。
 （キッチン下部の収納が温まるため、食料品などへ悪影響が考えられます）
● キッチン足元に床下収納庫を計画の場合は、極力他の場所への移動をおすすめします。
 （敷設率の低下、また収納庫床面と床暖房部分との床温度差が大きく、不快に感じられる場合があります）

◆ キッチンのＳタイプの配管方向、設置位置

● キッチン部とパネル部は極力、近づけてください。
● 上図はキッチンに立たれる方のつま先から温める場合の参考例です。
    外側を回る配管を入口側にして、その部分より温めます。
● パネル設置方向、温水方向によって温まり始めの場所が変わります。

温水往き
配管径φ9.52以上

温水戻り

1 2 43

1 2 43

ヘッダー部 ヘッダー部

1 2 43

1 2 43

止栓
止栓

止栓

止栓

VPZ-UT使用（Uベント）出口
入口
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�床暖房パネル（根太上設置タイプ／ハードパネル）敷設設計

7. 使用部材リスト
　根太上設置タイプ／ハードパネル関連部材
■同梱品

■別売品

用　途品　名

配管ロウ付け部カバー（M・Lタイプ用）

配管ロウ付け部カバー（Ｓタイプ用）

床暖房パネル固定用専用木ネジ（パネル及び配管カバーの固定）

Ｍ・Ｌタイプ用止栓（各パネル１個同梱）

各パネル間の接続の専用銅配管（2本）     

Ｍ・Ｌタイプのパネル間接続用(φ8パイプを挿入)          

Ｓタイプ間接続用(φ9.52パイプが被る)        

20Ｍ・15Ｍのパネル間接続用(φ7パイプが挿入)           

木ネジ   

銅キャップ   

接続パイプ

①

②

③

④
⑤

⑥

配管カバー

φ9.52  

φ8.3  

φ8.2  

数　量 備　考形　名品　名

VPZ-08EB

VPZ-09EB

VPZ-08CS

VPZ-09CS

Ｍ・Ｌタイプと銅パイプ（φ9.52）の接続エルボ
（φ8×φ9.52）

Ｓタイプと銅パイプ（φ9.52）の接続エルボ
（φ9.52×OＤ8.3） 

Ｍ・Ｌタイプと銅パイプ（φ9.52）の接続継手
（φ8×φ9.52）

Ｓタイプと銅パイプ（φ9.52）の接続継手  
（φ9.52×OＤ8.3）

床暖房パネル配管補修用（Ｍ・Ｌタイプ）
（φ7×40cm）

Ｓタイプ用Ｕベント
（VPZ-S9T4、S5T4、S10L5用）

異形エルボ

異形ソケット

Ｕベント

ロングソケット

VPZ-UT

VPZ-07CS-L

30個入り

10個入り

10個入り

10個入り

ー

ー

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

② ⑤

① ③

⑥

⑦

④

⑨

⑪

⑧

⑩

※20M、15Mには2種類の接続パイプが同梱されています。配管径が違うため、使用には注意が必要です。
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1. 能力選定（熱源機の選定）
暖房負荷と熱源機最大暖房能力から熱源機を選定します。

◆熱源機種類

◆暖房負荷と熱源機最大暖房能力から選定
● 熱源機の最大暖房能力（設計外気温度時）＞ 暖房負荷（放熱ロス含む）となる熱源機を選定します。
● 暖房負荷計算で求めた暖房負荷に放熱ロス分を下記の計算式で計算します。
　暖房負荷（放熱ロス※1含む）＝暖房負荷計算で求めた暖房負荷×補正比※2

※1	放熱ロス：床暖房の下面放熱分、温水配管の放熱分
※2	補正比…床暖房：1.2　パネルヒーター：1.1
	 　　　　　補正比は放熱ロス分を簡略化したものです。詳細計算は下面放熱、温水配管放熱を諸特性データ（34、35ページ）より求めます。

● 設計外気温度における熱源機の最大暖房能力を下記の最大暖房能力特性より求めます。
  （温水温度にて特性が異なります。床暖房は50℃、パネルヒーターは55℃での特性で求めます）

熱交換ユニット形名 必要室外ユニット台数 エコヌクールリモコン台数 備　考通　称熱源機 名称

304システム

406システム

507システム

712システム

VEH-304HCD-K

VEH-406HCD-K

VEH-406HCD-M

VEH-507HCD-K

VEH-507HCD-M

VEH-712HCD-K

VEH-712HCD-M

1台

2台

4台以下

6台以下

15台以下※

※9台以上は熱動弁コントローラーが2台必要です。

開放式

開放式

密閉式

開放式

密閉式

開放式

密閉式

エコヌクールピコ

エコヌクールレオ

■熱源機最大能力特性（目安）

※ヒートポンプ式熱源機では、外気温度により発揮能力が異なります。
　外気温度が約5℃以下で室外ユニットの熱交換器が着霜し始め、能力が低下します。
　本能力は発揮可能な最大能力で、実際の発揮能力は放熱器の運転台数などによって異なります。

外気温度（℃）

循環流量
エコヌクールピコ30：7.5ℓ/min
エコヌクールピコ50：12.5ℓ/min

エコヌクールピコ40：10ℓ/min
エコヌクールレオ     ：15ℓ/min

暖
房
能
力

（kＷ）

55℃ 50℃
55℃ 50℃

55℃ 50℃
55℃ 50℃

0

2

－15－20－25 －10 －5 0 5 10 15

4

6

8

10

12

14

16

18

エコヌクールピコ30 ：
エコヌクールピコ50 ：

エコヌクールピコ40 ：
エコヌクールレオ　  ：

機器・部材の選定·7
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◆バックアップヒーターユニットの設置有無
● 暖房能力が不足する場合はバックアップヒーターユニットの設置を検討ください。
バックアップヒーターユニットにて上記、能力特性に2.0kW上乗せが可能です。
ただし、バックアップヒーターユニットは屋外設置禁止のため、熱交換ユニットを屋内設置する寒冷地以外ではおすす
めできません。

◆開放式・密閉式の選択
開放式／密閉式の選択は以下の３つの要素を踏まえて選定します。

①鉄系の放熱器の有無 
　パネルヒーターなどで鉄系の放熱器を使用する場合は、密閉式にします。 
　開放式では、酸素が入ることから鉄系の放熱器にサビが発生します。
※弊社の床暖房パネルは銅管ですので、開放式で使用できます。

②熱交換ユニットと放熱器の高低差 
　開放式と密閉式では　下図のように対応できる高低差に違いがあります。 
　熱交換ユニットと放熱器の高低差に合わせて選択が必要です。

③システム総水量 
　開放式の場合、システム総水量に制限があります。
　下表からシステム許容保有水量の範囲内かを確認し、オーバーする場合は密閉式とします。
　（パネルヒーターは保有水量が大きいので特に注意が必要です）

システム 許容保有水量

ピコ30・40・50（開放式） 30ℓ以下

レオ（開放式） 60ℓ以下

● 熱交換ユニットと放熱器との高低差
高低差が大きくなると、温水回路の上部で圧力低下が生じ、循環液が沸騰し体積膨張する現象が発生します。
このため、循環液が押し出され熱交換ユニットからあふれてしまいます。高低差の基準はこのような現象を防止する
ために設定しています。
密閉式では水回路にあらかじめ加圧しておくことにより、熱交換ユニット設置面より上方10mまで可能となります。
※熱交換ユニットを2階へ設置すれば、その分、放熱器を高い位置へ設置可能です。
※放熱器を下方に設置する場合、熱交換ユニットとの水頭損失差により放熱器に加わる圧力が高くなります。
　下図制約は当社床暖房パネルの許容耐水圧範囲内で使用するためのものです。
　密閉式の場合あらかじめ水回路を加圧した状態で使用するため、開放式に比べ許容高低差が小さくなります。

■開放式 ■密閉式
熱交換ユニット
上面から
4.5m以内

熱交換ユニット

開放式のみ
熱交換ユニット

上面から
10m以内

熱交換ユニット

熱交換ユニット
設置面から
10m以内

熱交換ユニット
設置面から
5m以内

※架橋ポリエチレン管を用いた放熱
器、配管を2階に設置した場合、施
工編90ページ、オフシーズンポンプ
運転に設定してください。

�機器・部材の選定
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最低外気温度 ドレンホース 二段架台

−10℃以上 接続可能
使用可能だが、上段の室外ユニットの
ドレン水が下段の室外ユニットに滴下
しないこと。

−10℃以下 接続不可 
（ホース内で凍結の可能性あり） 使用不可

形　名 備　考

防雪架台 VEZ-HP1KDF2 防雪フード付きの室外ユニット架台です。

2. 室外ユニットの選定
（1）室外ユニットは以下の２つを要素を踏まえて選定します。

①最低外気温度が−10℃以下または、ドレン水凍結がおそれのある場合 
　 −10℃以下または、ドレン水が凍結する可能性のある地域では、室外ユニットのドレン水の凍結防止用のヒーターが内蔵さ
れた機種を選定します。（−Hタイプ、−HLタイプ）　 
なお、−Hタイプ，−HLタイプはドレンソケットは同梱されていません。

②冷媒配管長が４ｍ以上になるか? 
　配管ロングタイプでは初期の冷媒封入量が多いため、現場での追加チャージの量を減らすことができます。（−HLタイプ）

● 標準タイプでも追加チャージで冷媒配管長は１８ｍまで可能です。
● 冷媒過多は故障の原因となりますので、４ｍ以下で配管ロングタイプを使用しないでください。

　 エコヌクールは24時間連続運転を前提にしており、防雪架台に室外ユニットの吹き出し側のフードは付属しておりません。
間欠運転などで、吹き出し側からの雪の浸入の可能性のある場合は、市販の吹き出しフードの設置をご検討ください。

（2）架台の選定
● 室外ユニットは暖房運転時にドレン水が発生しますので、凍結への配慮が必要です。

● 積雪地域では防雪架台をご使用ください。

※1 各ユニットの違いは封入冷媒量であり、「1. 能力選定（熱源機の選定）（41ページ）」項の最大能力へは影響ありません。
※2 外気温度に関わらず湿度の高く凍結しやすい地域や降雪量の多い地域では、-Hタイプ、-HLタイプを選定してください。

※2 ※2 ※2

室外ユニット ・ 種類

ピコ40・レオ ピコ50ピコ30

VEH-304HPD VEH-304HPD-H

なし

－10℃以上

700g

－25℃以上 －25℃以上

1180g

あり

4～18ｍ

4～8ｍ

30×（配管長－6ｍ）ｇ

770g 900g

あり

4～18ｍ

4～8ｍ

30×（配管長－6ｍ）ｇ

1050g

18ｍ以内

3ｍ以内

30×（配管長－3ｍ）ｇ

あり

－15℃以上

なし

－10℃以上

ありなし

－10℃以上

あり

封入冷媒量

ドレン凍結防止ヒーター

最低外気温度

冷媒チャージレス配管長

追加冷媒量

冷媒配管

配管長

高低差

曲げか所

VEH-406HPD VEH-406HPD-H VEH-406HPD-HL VEH-507HPD VEH-507HPD-H VEH-507HPD-HL

18ｍ以内

12ｍ以内

10か所以内

3ｍ以内

30×（配管長－3ｍ）ｇ

�機器・部材の選定

＊ドレンホースを接続しない場合でも、ドレン水が正常に排水されるように施工してください。
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（3）その他の部材の選定
据付部材など適用可能な部材を紹介します。

◆室外ユニット　据付部材
三菱ルームエアコン霧ヶ峰向けに用意している部材が適用できます。

壁面用据付台

架　台

日除け

吹出ガイド（ピコ30、40、レオ用）

一段架台

二段架台

MAC-525WS

MAC-521KD 6,700円

MAC-522KD 15,400円

MAC-524HI 7,000円

MAC-881SG 12,000円 －

5,800円

品　名 形　名 希望小売価格（税別） 商品外観

吹出ガイド（ピコ50用） MAC-882SG 14,000円 －

ドレンソケット（同梱品と同一） MAC-860DS 200円 －

ドレンソケット（寒冷地用） MAC-870DS 400円 －

（4）防蝕仕様・耐塩仕様について
室外ユニットは、標準仕様の外装パネルに合金化溶融亜鉛メッキ鋼板や塗装鋼板を使用し、一般的な環境条件では十分
な耐蝕性を示します。しかし工場や温泉地における硫黄系統のガス雰囲気や、海岸地域での潮風を受けるような過酷な
条件の下でも、十分な機能を果たすための4コースの防蝕・耐塩仕様を用意しています。
●  腐蝕仕様Aコース・防蝕仕様Bコース・耐塩仕様・耐重塩仕様の4コースの中から室外ユニットの設置される環境に合
わせてお選びください。

●  防蝕・耐塩仕様は耐蝕性を強化してある標準仕様に、さらに表面加工を追加したものです。（ご注文の都度改造いたし
ますので、納期は受注後3か月間を要します）

●  ·防蝕・耐塩仕様の価格・発注については、お近くの販売会社（裏表紙に連絡先記載）にご相談ください。

・化学工場、薬品工場、レーヨン工場、パルプ工場の構内、
及びその周辺地域
・工場、学校などの実験室で硫黄系薬品を使用するところ
・その他硫黄系ガスの濃度が高いところ（温泉地など）

防
蝕
仕
様

耐
塩
仕
様

・海岸地域で潮風の影響を受ける地域

仕　　様

環境の状態により次の4種類を用意します
目　　的適　　用

Aコース

Bコース

環境の状態が
比較的良い場合

環境の状態が悪い場合

耐塩

耐重塩

環境の状態が
比較的良い場合

環境の状態が悪い場合

硫化水素ガスなどにより熱交換器のUベント部
のロウ材（リン銅ロウ）中のリンが浸されガス漏
れするのを防止するための対策です。

塩分による鉄製部分などの腐食を防止するた
めの対策です。

※形名・仕様が変更する場合がありますので、販売店にご確認願います。
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①防蝕・耐塩仕様の選択要領
防蝕・耐塩仕様を選択される際、下記の内容を参考にしてください。
※この防蝕・耐塩仕様は、標準仕様に表面処理加工を追加したものです。

◆硫黄系統のガス雰囲気（H2S、CS2、SO2）のある地域·……·防蝕仕様
・化学工場、レーヨン工場、及びその周辺地域
・工場、学校などの実験室で硫黄薬品を使用するところ
・その他硫黄系ガスの濃度の高いところ

◆海岸地帯での潮風の影響を受ける地域·……·耐塩仕様

■設置距離の目安
● 潮風が当たらない所 ● 潮風が直接当たる所

設置場所と距離の目安は下記基準を参考としております。
・日本冷凍空調工業会（JRA規格）
　空調機器の耐塩害試験基準（JRA　9002-1991）

300m 500m 1km

塩害地区

一般地区

重塩害地区

設置距離の目安 備考

内海に面する
地域

外海に面する
地域

離島

瀬戸内海
など

沖縄など

300m 500m 1km

塩害地区

重塩害地区

一般地区

設置距離の目安

内海に面する
地域

外海に面する
地域

離島

瀬戸内海
など

備考

沖縄など

②据付・使用上の注意事項
耐塩仕様品を使用した場合でも発錆に対しては万全ではありません。室外ユニットの設置や、メンテナンスに際しては下
記事項に留意願います。
●海水飛沫及び潮風に過度に直接さらされるのを、極力回避するような場所へ据え付けてください。
●室外ユニットキャビネットに付着した塩分などの雨水による洗浄効果を損なわないように、日除けは取り付けないでください。
●室外ユニットベース内の水の滞留は著しく腐蝕を促進させるため、ベース内の水抜け性を損なわないように傾きなどに
注意してください。

●特に海岸地帯での据付品については、付着した塩分などを除去するために定期的に水洗いを行ってください。ただし水
洗い時には電気部品に水がかからないよう注意してください。

●追加仕様の内容は下表を参照してください。

熱交換ユニットについては耐塩仕様・防蝕仕様はありません。風雨の当たらない屋内に設置してください。

施工箇所 標準仕様

追加箇所 追加加工内容

防蝕 耐塩 アクリル樹脂
吹付塗装

エポキシ樹脂
塗布 その他

A B 耐塩 耐重塩

冷媒配管熱交換器
（ロウ付部）

銅パイプ
（C1220T）
表面処理なし

● ● ○

冷媒配管
（表面） ● ○

熱交換器のパイプ
（表面） ● ○

外装板金
（ベース） アルミニウム合金鋼板 ● ● ● ● ○

内外面（1回）

外装板金
（トップパネルキャビネット）

〈塗装鋼板〉
溶融亜鉛メッキ鋼板＋
ポリエステル樹脂塗装

● ○
内外面（1回）

ファンモーター

（ケース）
溶融亜鉛メッキ鋼板 ● ●

○
プロペラファンシャフトナットを
SUS製袋ナットに交換または

ノンエタノールエポキシ樹脂塗布

（ケース）
樹脂モールド ● ●

○
プロペラファンシャフトナットを
SUS製袋ナットに交換または

ノンエタノールエポキシ樹脂塗布

ファンモーター台 溶融亜鉛メッキ鋼板＋
耐蝕クロメート ● ● ○

下部のみ

プリント基板 エポキシ樹脂 ● ● ● ● ○
露出の高電圧部にシリコン樹脂塗布

外装用止めネジ 鉄＋ジンロイメッキ ● ● ○
SUS410＋ニッケルメッキ品に交換
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3. 設置制約・注意事項
（1）一般事項

● 各機器の据付工事説明書を事前に確認してください。
● 据付工事の電気工事に関しては販売店様、工事店様において有資格者である電気工事士の方が実施してください。
● 標高1500m以下の設置場所に設置してください。
● サービススペースを含めた所定の必要周囲空間を確保してください。（ピコ30：202ページ、ピコ40〈開放式〉：
203ページ、ピコ40〈密閉式〉：205ページ、ピコ50〈開放式〉：206ページ、ピコ50〈密閉式〉：208ページ、レオ
〈開放式〉：209ページ、レオ〈密閉式〉：211ページの納入仕様書を参照してください）
● 熱交換ユニットと室外ユニットとの距離が長くなりすぎると性能低下の原因となるので、極力近くの設置を検討してください。
● テレビ、ラジオのアンテナより3m以上離れた場所に設置してください。（映像の乱れや雑音が生じることがあります）
● 次のような場所には据え付けないでください。
・機械油の多い場所。
・海浜地区など塩分の多い場所。（機器の寿命が短くなります）
・温泉地帯。
・高周波機器､無線機器などがある場所。
・積雪によりユニットが埋もれるおそれのある場所。
・落雪のおそれのある場所。
・可燃性ガスの漏れるおそれがある場所。（万一ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、爆発の原因となります）

（2）熱交換ユニット
● 熱交換ユニットの電源は単相200Vです。 
● 漏電遮断器（過電流保護機能付き）を必ず取り付けてください。
● 壁掛設置や転倒防止金具を壁面に取り付けるため、壁の強度を保つように、関係者に依頼してください。
● 寒冷地，積雪地域では屋内（非居室）に設置してください。
● 屋内設置で冷房（冷水）運転は禁止です。（熱交換ユニット下面から結露水が滴下します）
● 熱交換ユニットを屋内設置する場合（冷暖房システムは屋内設置禁止）システムの不具合（穴開き）にて、熱交換ユニッ
トから水漏れが発生し、家財などの汚損の原因となる場合があります。土間などの汚損の影響がない場所への設置、ま
たは熱交換ユニット下部にドレンパン（市販品）の設置をおすすめします。また、熱交換ユニットは密閉式を選定して
ください。開放式の場合、防錆循環液の蒸発により熱交換ユニットから臭いが発生するおそれがあります。

● メンテナンス用に熱交換ユニット近傍に100Vコンセントを設けてください。
● 電気設備技術基準により、メタルラス張りやワイヤラス張りなどの木造の造営物に電気機器を取り付ける場合は、機器
と造営物とは電気的に接触しないように施設してください。必ず絶縁物を介した施工をしてください。

● 床暖房にて送水温度45℃以下の制約のある床暖房パネルを利用する場合は、施工編90ページを参照して、送水温度上
限を45℃に設定してください。（エコヌクールリモコンにて45℃以上を設定しても45℃となります）

①床設置する場合
● エコヌクールピコの場合：熱交換ユニット専用架台（VEZ-406KDC）が必要です。
● エコヌクールレオの場合：熱交換ユニット専用架台（VEZ-712KDC（-K）、VEZ-712KDBL）が必要です。
● 機器の転倒防止のため、熱交換ユニットに付属の転倒防止用金具を壁面に堅固に必ず固定してください。
● 転倒防止金具の取り付けは､熱交換ユニット付属部品の木ネジまたは、内壁補強材に貫通する長さのネジを使用してく
ださい。

②壁掛設置する場合
● 必ず垂直な補強材のある壁に設置してください。
● 壁掛設置する場合は、別途壁掛部材（VEZ-406KKC）が必要です。
● エコヌクールピコの場合：配管カバー（VEZ-406CC30）を取り付けるとヘッダー部が隠され、見栄えよく配管でき
ます。

● エコヌクールレオの場合：配管カバー（VEZ-712CA30）を取り付けるとヘッダー部が隠され、見栄えよく配管でき
ます。

�機器・部材の選定
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（3）室外ユニット
● 以下を考慮して設置場所を選定してください。
・運転音や熱風・冷風がご近所の迷惑にならない場所。
・後々のサービス、補修などを考慮した場所。
・風通しの良いほこりの少ない場所。
・強風のあたらない所。（霜取運転中に強風があたると霜取り時間が長くなります）
・寝室の壁面側となる場所は避ける。（運転音が気になる場合があります）
・雨や直射日光があたりにくい場所。（直射日光があたる場所は｢日よけ｣をお使いください）
・半地下などドライエリアで空気だまりのできる場所は避ける。
● 室外ユニットは水平に設置する。
● 運転音や振動が増大しないような丈夫な壁や強固な台へ設置してください。
● 寒冷地、積雪地では、専用の防雪架台（VEZ-HP1KDF2）を使用してください。
● 寒冷地では、ドレン水が凍結するおそれがありますので、室外ユニットは凍結防止ヒーター付を必ず選定し、ドレンホ
ースを取り付けないでください。

● 高所に設置する場合は､室外ユニットの足を必ず固定してください。(ドレン水の排水に注意してください。凍結などで
氷柱ができる可能性がある場合は、氷柱の落下を考慮してください）

（4）バックアップヒーターユニット
● 屋外設置禁止。（雨水のかからない場所に取り付けてください）
● バックアップヒーターユニットの電源は単独単相200Vが必要です。
● ブレーカーを必ず取り付けてください。
● 温水専用（冷水の通水禁止）です。
冷水利用システムの場合、電磁弁（VEZ-606NDB）などで冷水を止めてください。

● 高所（1.8m以上）取り付け禁止です。
● 温水配管接続口が上向き取り付け、または正面パネルが下向き取り付けは禁止です。
● 温水配管接続口の入口・出口の規制はありません。

（5）エコヌクールリモコン
● 操作しやすく見やすいところに設置してください。
● 幼児の手が届かないところに設置してください。
● テレビ、ラジオより1ｍ以上離れた場所に据え付けてください。（映像の乱れや雑音が生じることがあります）
● 直射日光のあたらないところに設置してください。
● 暖房する部屋の室温が検知できるところに設置してください。（床暖房システムの場合）
● 補助暖房機（エアコン）などの温風があたらないところに設置してください。（床暖房システムの場合）
● １部屋に１台の設置をおすすめします。（床暖房システムの場合）
● １部屋を複数のエコヌクールリモコンで個別運転を行う場合（LDKをLD用、K用で2台使用する)、水温を手動でご利用くだ
さい。
自動制御する場合、小さな床暖房面積で部屋全体を暖めようと高温水生成するため、暖房費が高くなる傾向となります。

● 非居室（サニタリーなど）に設置するエコヌクールリモコン（床暖房システムの場合）の場合は、施工編91ページを参照
して非居室設定用に設定してください。非居室設定にすると水温自動制御の対象から外れます。

● エコヌクールリモコン（床暖房システムの場合）にて室温制御を無効として、パネルヒーター用に利用する場合は、施工
編91ページを参照して設定してください。

（6）熱動弁コントローラー（エコヌクールレオ用）
● 熱動弁コントローラーの電源は100Vです。100Vコンセントを設けてください。
● エコヌクールピコとは接続できません。
● 直接雨水がかからない場所に取り付けてください。
● 通信線は極力渡り接続して、束ねないようにしてください。（ノイズによる誤動作防止）
● 8系統を超える温水回路を制御する場合は2台必要です。

�機器・部材の選定
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ー
1／4（8A）
3／8（10A）
1／2（15A）
3／4（20A）
1（20A）

φ8（0.5T）
φ9.52（0.76T）
φ12.7（0.64T）
φ15.88（0.71T）
φ22.22（0.81T）
φ28.58（0.89T）

0.35
0.6
1.6
3
8
16

～2.9
～4.4
～8.8
～14
～29
～49

配管サイズ 使用可能流量範囲（ℓ/min）

温水回路設計8
放熱器に必要な流量が流れるように配管径、配管長及び循環ポンプの能力を確認します。

1. 設計手順
◆本項では、一般的な手順を説明します。詳細は各項を参考にして設計してください。

（1）配管図作成
◆ 住宅平面図などから配管図を作成し、配管長さ（往き・戻り）を算出します。
※リバースリターン配管の場合、往き戻りの配管長さが異なるため、注意してください。

（2）配管径の決定
◆ 各回路の放熱器の必要な循環流量（34〜35ページ）と配管長さを考慮して配管径を決めます。
　（配管長さは熱交換ユニットと放熱器との高低差分も考慮してください）　使用可能な範囲の基準は次の通りです。
●配管1mあたりの水頭損失は0.1kPa以上  …エアーかみ防止
●配管内流速1.5m／ s以下（全回路使用時）…腐食防止

（3）基本ルール内であるか確認
● 基本ルール（49ページ）と上記決定配管径及び配管長を照し合わせ、ルール内であるか確認します。
ルール内であれば、｢（5）システム総水量の計算｣項以降を確認します。
ルールから外れる場合は｢（4）循環流量の確認｣を実施します。

（4）循環流量の確認
◆ 流量計算シート（52ページ）、循環ポンプ特性データ（54〜57ページ）を利用して、各回路の循環流量を求めます。

①各回路の抵抗係数を算出します。（放熱器、配管径、配管長などから諸特性データ（34〜35ページ）より算出）
②各回路、ヘッダー及び主配管の抵抗係数より、総循環流量を算出します。
③総循環流量から各回路の流量を算出します。（各放熱器の必要流量以上であることを確認します）
※循環ポンプは速調切替が可能です。流量計算時は速調切替についても合わせて選定ください。
※各回路の水頭損失の差が大きいと流量バランスが悪くなり、水頭損失の大きい回路が流量不足となり、必要放熱量が得られません。バラ
ンスが良くなるように配管径や長さの選定や各回路に流量調整用バルブを設け、流量調節してください。

◆総流量が下記の規制流量を超える場合は、循環ポンプの速調
や配管径、長さにて調整してください。

● 規制流量を超えると、熱交換ユニット内部の配管にて流速による腐
食が発生する可能性があります。

（5）システム総水量の計算
◆循環液は温水になることにより膨張するため、開放式の熱交換ユニットの場合、システム総水量を許容システ
ム水量以下に抑える必要があります。許容システム水量を超える場合は、密閉式の熱交換ユニットを選定します。

◆システム総水量·＝·熱交換ユニットの保有水量·＋·各配管の保有水量·＋·各放熱器の保有水量

（6）密閉膨張タンクの選定
◆密閉式の熱交換ユニットの場合に選定が必要です。必ず安全弁（動作圧93kPa）、圧力ゲージ、自動空気抜き弁の設置が必要です。
◆システム総水量の循環液の膨張量を吸収するために、適正な容量の密閉膨張タンク（設定圧50kPa）の選定が必要です。

◆水頭損失が大きくなり、循環ポンプの速調で
対応できない場合やその反対に余裕があり過
ぎる場合には、配管径の変更を行います。
配管径の大小により右表のような傾向があります。

エコヌクールピコ30

エコヌクールピコ40

エコヌクールピコ50

エコヌクールレオ

12.0

14.5

20.0

25.0

機　種 規制流量（ℓ/min）

配管抵抗

システム総水量

配管材料費・循環液費

大

小

小

配管径 小

小（エアーかみがしやすくなる）

大（循環液の膨張量大）

大

大
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2. 基本ルール内であるか確認
◆配管図から決定した配管径、配管長が基本ルール内であるか確認してください。
◆配管基本ルール
以下のルールから外れる場合は循環流量の確認（流量計算）を実施してください。

①床暖房パネル以外の放熱器がないこと
②熱交換ユニットからはφ22.22·1系統、5ｍ以下とし、ヘッダーで各放熱器に分岐する
③回路数は4回路までとする
④1回路に対して床暖房パネルの許容数は下記とする
● 並列パネル（Mタイプ、Lタイプ）：最大4セットまで
● 直列パネル（Sタイプ）：最大4セットまで
● 並列、直列の混合使用：最大4セットまで
⑤温水配管はφ9.52被覆付銅パイプで、1回路片道15m以下とする

3. 循環流量の確認
◆基本ルールから外れる場合に確認してください。
◆｢流量計算シート｣（52ページ）と｢循環ポンプ特性データ｣（54〜57ページ）を使用して流量計算を行います。
● 各放熱器で標準流量以上流れることを確認します。

◆流量計算例（51ページ）と合わせ、下記の各ポイントの説明を参考にしてください。

● 異種パネルの抵抗係数の求め方
異なる大きさの組み合わせの場合には面積の大きい床暖房パネルの値を用いて計算してください。
〈例〉20Mタイプ…3枚、10Mタイプ…1枚 ≒ 20Mタイプ…4枚
● 総流量の規制
総流量がエコヌクールピコ30 : 12ℓ/min、エコヌクールピコ40：14.5ℓ/min、エコヌクールピコ50：20ℓ/min、
エコヌクールレオ：25ℓ/min以下であること。

● バックアップヒーターユニット
熱交換ユニットとヘッダーの間にバックアップヒーターユニットの抵抗係数を加算して試算します。

● ヘッダーの違い
・エコヌクールピコの熱動弁付きヘッダーの抵抗係数は既に熱動弁分を含んでいます。
・エコヌクールレオでのヘッダーボックスの抵抗係数は、熱動弁分は含んでいません。
  利用する熱動弁の抵抗係数を加算してください。
● 分岐を含む複雑な計算の場合は販売会社にご相談ください。
● パネルヒーターの抵抗係数について
①標準流量時の水頭損失をパネルヒーターメーカー様へ確認する。
②下記、計算式にて抵抗係数（1ℓ/minあたりの水頭損失（kPa））を算出します。

抵抗係数 ＝ 標準流量時の水頭損失（kPa）
標準流量（ℓ/min）1.75

熱交換ユニット

10m×2 7m×2 5m×2 10m×2

リビング
床暖房パネル　VPH-20M6 4枚

ダイニング
床暖房パネル　VPH-20M6 3枚

キッチン
床暖房パネル　VPH-20M6 1枚

洋室
床暖房パネル　VPH-15M6 4枚
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4. システム総水量の計算
● 配管径、配管長の決定後、各部位の保有水量からシステム総水量を算出します。
● 熱交換ユニット保有水量、各配管の単位当たりの保有水量は下表の通りです。

● 開放式の熱交換ユニットの場合はシステム総水量はピコ30・40・50：30ℓ以下、レオ：60ℓ以下としてください。

5. 密閉膨張タンク容量の計算
● 密閉式の熱交換ユニットの場合は、密閉膨張タンクを選定します。
● 密閉膨張タンクの動作

● 密閉膨張タンク選定方法（計算式）

● 密閉膨張タンク選定グラフ
P1＝50kPa、P2＝90kPaで計算したもので、余裕率1.3としてあります。P1、P2は当社施工基準としています。

● 密閉膨張タンク取付位置
・必ず熱交換ユニットの戻り配管側に取り付けてください。
（密閉膨張タンクに循環ポンプの圧力が加わると、有効な膨張吸収量が減っ
てしまいます）
また、密閉膨張タンクに空気が入らないようにするために、配管を立ち下
げて接続してください。

・密閉膨張タンクの配管の途中にバルブを設けてください。定期点検の際、
密閉膨張タンクの設定圧力を確認する時にバルブを閉じて使用します。ま
た配管の漏れ検査時に密閉膨張タンクのシステム圧を掛けないようにする
ことができます。

  V  ：密閉膨張タンク総容量（ℓ）
  ε ：温水温度による循環液膨張率
  G ：システム全水量（ℓ）
  P1 ：密閉膨張タンクの充填圧（kPa）
  P2 ：密閉膨張タンクにかかる最高圧（kPa）

（通常は安全弁のセット圧）

V＝
ε・G

1−··P1+98
· ··P2+98

熱交換ユニット運転前

ガス
ガス

膨張水

ガス

膨張水

熱交換ユニット運転中 熱交換ユニット運転中（高温水時）

0
5
10
15
20
25
30

0 20 40 60 80 100 120 140 160
システム総水量（ℓ）

膨
張
タ
ン
ク
総
容
量
（ℓ）

55℃

※バルブは常時「開」であること。

バルブ

密閉膨張タンク

熱交換ユニット

自動空気抜き弁圧力計
安全弁

温水温度

膨張率

55℃

0.028

循環液濃度50％

部位、配管径 単位保有水量 往復配管長さ

－

－

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

合計

ℓ
ℓ
ℓ
ℓ
ℓ
ℓ
ℓ
ℓ
ℓ

熱交換ユニット
3／4（20A）　φ22.22
1／2（15A）　φ15.88
3／8（10A）　φ12.7
1／4（8A）　φ9.52
13A架橋PE
10A架橋PE
7A架橋PE
各放熱器

各熱交換ユニット仕様書参照
0.333ℓ/ｍ
0.164ℓ/ｍ
0.102ℓ/ｍ
0.050ℓ/ｍ
0.1327ℓ/ｍ
0.0785ℓ/ｍ 
0.038ℓ/ｍ 
諸特性データ参照

合  計（システム総水量） ℓ
※熱交換ユニット仕様書は202～212ページを参照してください。
※諸特性データは34～35ページを参照してください。

�温水回路設計
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6. 流量計算例
◆「流量計算シート」（52ページ）と「流量配分計算用循環ポンプ特性データ」（54〜57ページ）を使用して計算を行います。

�温水回路設計

◆流量計算用循環ポンプ特性データ（VEH-406HCD-K）
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7. 流量計算シート

�温水回路設計
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8. 配管水頭損失データ

エアーかみ

�温水回路設計
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（1）エコヌクールピコ30（30畳タイプ）〈50-60Hz共通〉
◆流量計算用循環ポンプ特性

◆暖房能力線図

◆暖房運転範囲、冷房運転範囲
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※ヒートポンプ熱源機は外気温度により発揮能力が異なります。
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外気温度（℃）

�温水回路設計

暖房運転 冷房運転

外気温度 ー15℃〜20℃ 20℃〜40℃

生成水温

床暖房システム
35℃〜55℃（60℃）※

簡易システム
25℃〜55℃（60℃）※

7℃〜25℃

※工場出荷時の上限水温は55℃設定です。60℃設定は施工時に切替えてください。（外気温度0℃を下回る場合は、60℃送水はできません）
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（2）エコヌクールピコ40（40畳タイプ）〈50-60Hz共通〉
◆流量計算用循環ポンプ特性

◆暖房能力線図

◆暖房運転範囲、冷房運転範囲

暖
房
能
力

（kW）

55℃－10ℓ/ｍｉｎ 50℃－10ℓ/ｍｉｎ

外気温度（℃）

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

-15-20-25 -10 -5 0 5 10 15

※ヒートポンプ熱源機は外気温度により発揮能力が異なります。

�温水回路設計

暖房運転 冷房運転

　　　外気温度 ※1、※2 ー 25℃〜20℃ 20℃〜40℃

生成水温

床暖房システム
35℃〜55℃（60℃）※3

簡易システム
25℃〜55℃（60℃）※3

7℃〜25℃

※1		－20℃を下回る外気温度では必ず連続運転をしてください。およそ－20℃を下回る外気温度で停止状態から運転を開始させようとすると、
室外ユニット保護のため、室外ユニットは運転できません。

※2		ー20℃以下の発生頻度が年間50時間程度までの発生を考慮した製品のため、それを超えるような長時間極低温が続く環境ではご使用には
なれません。

※3	工場出荷時の上限水温は55℃設定です。60℃設定は施工時に切替えてください。（外気温度0℃を下回る場合は、60℃送水できません）
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（3）エコヌクールピコ50（50畳タイプ）〈50-60Hz共通〉
◆流量計算用循環ポンプ特性

◆暖房能力線図

◆暖房運転範囲、冷房運転範囲

※ヒートポンプ熱源機は外気温度により発揮能力が異なります。
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�温水回路設計

暖房運転 冷房運転

　　　外気温度 ※1、※2 ー 25℃〜20℃ 20℃〜40℃

生成水温

床暖房システム
35℃〜55℃（60℃）※3

簡易システム
25℃〜55℃（60℃）※3

7℃〜25℃

※1		－20℃を下回る外気温度では必ず連続運転をしてください。およそ－20℃を下回る外気温度で停止状態から運転を開始させようとすると、
室外ユニット保護のため、室外ユニットは運転できません。

※2		ー20℃以下の発生頻度が年間50時間程度までの発生を考慮した製品のため、それを超えるような長時間極低温が続く環境ではご使用には
なれません。

※3	工場出荷時の上限水温は55℃設定です。60℃設定は施工時に切替えてください。（外気温度ー5℃を下回る場合は、60℃送水できません）
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※ヒートポンプ熱源機は外気温度により発揮能力が異なります。
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（4）エコヌクールレオ〈50-60Hz共通〉
◆流量計算用循環ポンプ特性

◆暖房能力線図

◆暖房運転範囲、冷房運転範囲

�温水回路設計

暖房運転 冷房運転

　　　外気温度 ※1、※2 ー 25℃〜20℃ 20℃〜40℃

生成水温

床暖房システム
35℃〜55℃（60℃）※3

簡易システム
25℃〜55℃（60℃）※3

7℃〜25℃

※1		－20℃を下回る外気温度では必ず連続運転をしてください。およそ－20℃を下回る外気温度で停止状態から運転を開始させようとすると、
室外ユニット保護のため、室外ユニットは運転できません。

※2		ー20℃以下の発生頻度が年間50時間程度までの発生を考慮した製品のため、それを超えるような長時間極低温が続く環境ではご使用には
なれません。

※3	工場出荷時の上限水温は55℃設定です。60℃設定は施工時に切替えてください。（外気温度ー5℃を下回る場合は、60℃送水できません）
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熱交換ユニット

熱交換ユニット架台

バルブ（サービスメンテナンス用）

エコヌクールリモコン圧力計
自動空気抜き弁
安全弁

パネルヒーター

サーモバルブ室外ユニット

〈密閉式の戻り配管の組み方（例）〉

※通常は床下設置などとなります。 扁平タイプの小容量であれば架台内に設置可能な場合があります。

圧送ポンプ接続口

往き ： ヘッダー
戻り ： ヘッダー

ヘッダー
（戻り） 戻りバルブA

排水バルブ
圧送ポンプへ

圧送ポンプへ

密閉膨張タンク
設定圧50kPa
（0.5kgf/cm2） 給水バルブ

給水バルブ

圧送ポンプから

圧送ポンプから ヘッダー（戻り）

バルブAとして代用する。

排水バルブ

バルブ
（サービス
メンテナンス用）

バルブ
（サービス
メンテナンス用）

密閉膨張タンク

9. システム構成・機器リスト
（1）エコヌクールピコ30・40・50

◆床暖房システムの場合

熱交換ユニット

熱交換ユニット架台

戻り：ヘッダー

（正面図） （側面図）

エコヌクール
リモコン※2

床暖房パネル
室外ユニット

往き：熱動弁付ヘッダー※1

●ピコ50の場合

〈6分岐以内の場合〉
：熱動弁付ヘッダーを使用します。往き側
：ヘッダー（熱動弁なし）を使用します。 戻り側

〈7分岐の場合〉
：ヘッダー（熱動弁なし）と単品の熱動弁（VEZ-02NDB）を
使用します。

往き側

：ヘッダー（熱動弁なし）を使用します。 戻り側

※ご採用のシステムによっては上記の構成と異なる場合があります。

※1	エコヌクールリモコン1台の場合、戻りと同じヘッダー（熱動弁なし）を使用します。（エコヌクールリモコンの温調＝ポンプ運転となるため）
※2	ピコ30・40の場合：最大4台、ピコ50の場合：最大6台

◆簡易（パネルヒーター）システムの場合

�温水回路設計
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■エコヌクールピコ構成部材

品　名 ピコ30·
形　名

ピコ40·
形　名

ピコ50·
形　名 使用数 備　考

熱
　
源
　
機

熱交換ユニット
— VEH-406HCD-M VEH-507HCD-M

1
密閉式

VEH-304HCD-K VEH-406HCD-K VEH-507HCD-K 開放式

室外ユニット

— VEH-406HPD-HL VEH-507HPD-HL

1

冷媒配管長4m以上の場合
（8mを超える場合、追加チャージ
により18mまで対応可能）

ドレン凍結防止
ヒーター搭載

VEH-304HPD-H VEH-406HPD-H VEH-507HPD-H 冷媒配管長3m以下の場合
（追加チャージにより18mまで対応可能）VEH-304HPD VEH-406HPD VEH-507HPD —

熱交換ユニット架台 VEZ-406KDC 1
（必要に応じて） 床置き設置の場合に使用

配管カバー VEZ-406CC30 1
（必要に応じて）

壁掛け設置の場合に使用

壁掛け部材 VEZ-406KKC 1
（必要に応じて）

防雪架台 VEZ-HP1KDF2 1
（必要に応じて） 寒冷地、積雪地域で使用

バックアップ
ヒーターユニット VEZ-20HT2

1
（必要に応じて） 屋内設置（屋外設置禁止）

放
熱
器
・
リ
モ
コ
ン

床暖房パネル 根太上設置タイプ 必要数 システムによりエコヌクールリモコンまたは床暖房コン
トローラーが必要

パネルヒーター 現地調達 必要数 システムによりエコヌクールリモコンまたはサーモバルブが必要 
鉄製は密閉式、銅製は開放式でも良い

エコヌクール
リモコン VEZ-01RCD 必要数（最大

4or6） 簡易（パネルヒーター）システムの場合、1台のみ

床暖房コントローラー VPZ-8PC4 必要数 —

そ

の

他

部

材

な

ど

熱動弁付ヘッダー VEZ-3,4,5,6HV3 0または1 3〜6分岐の場合の往き側ヘッダー（冷水使用不可）

ヘッダー VEZ-3,4,5,6,7H2 1または2 3〜6分岐の場合の戻り側ヘッダー、冷水使用時の 
往きヘッダー　または　7分岐の往き・戻りヘッダー

熱動弁 VEZ-02NDB 必要数 ヘッダーに接続して使用（冷水使用時）

フレアジョイント VEZ-9FJ2 必要数 銅管φ9.52フレア接続用
ヘッダーおよび熱動弁
VEZ-02NDBに接続
して使用タケノコジョイント

VEZ-7TJ2（10個入） 必要数 樹脂管7A接続用

VEZ-10TJ2（10個入） 必要数 樹脂管10A接続用

ヘッダークリップ VEZ-HC（10個入） 必要数 VEZ-9FJ2 のヘッダーへの固定用（10個入）

樹脂管バンド
VPZ-7PB（10個入） 必要数 樹脂管7A用バンド タケノコジョイントと

組み合わせて使用VPZ-10PB（10個入） 必要数 樹脂管10A用バンド

止水ジョイント VEZ-SJ2（10個入） 必要数 ヘッダーの使用しない接続口の塞ぎに使用

配管アダプター
VEZ-20AD（2個入） 必要数 CH-3/4オス　熱交換ユニットの接続口をR3/4に

変換用

VEZ-20AD-MS（1個入） 必要数 3/4-CHメス　ヘッダーの接続口をG3/4に変換用

冷温水配管 現地調達 必要量 断熱が必要、冷水使用時は断熱材厚20mm以上

冷媒配管 現地調達 必要量 冷媒R410A用、ガス側φ9.52・液側φ6.35

ドレン配管 現地調達 必要量 熱交換ユニット用：14A 
室外ユニット用：φ50〜φ75塩ビ管

防錆循環液 VPZ-01KX-ECO,VPZ-10KX-ECO,
VPZ-18KX-ECO 必要量 濃度50%　01KX：1ℓ入り　10KX：10ℓ入り　

18KX：18ℓ入り

密閉膨張タンク 現地調達 1
（密閉式の場合） 容量はシステム水量より選定、設定圧50kPa品

圧力ゲージ 現地調達 1
（密閉式の場合） 最大表示　0.1MPa〜0.2MPa品

安全弁 現地調達 1
（密閉式の場合） 93kPa

自動空気抜き弁 現地調達 1
（密閉式の場合） —

�温水回路設計
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（2）エコヌクールレオ
◆ヘッダーボックスを使用する場合（密閉式床暖房システムの例）

熱交換ユニット

エコヌクールリモコン＜最大15台＞※2

自動空気抜き弁※1
圧力計※1

安全弁※1

圧送ポンプ
接続口※1

ヘッダーボックス

床暖房パネル
熱交換ユニット架台

室外ユニット
防雪架台

密閉膨張タンク※1 熱動弁（住き側）

熱動弁コントローラー※2

＊9台以上は熱動弁コントローラーが
2台必要です。

※1 開放式の場合は安全弁、自動空気抜き弁、圧送ポンプ接続口、密閉膨張タンクは不要です。
※２ 簡易システムの場合はエコヌクールリモコンは1台のみ、熱動弁コントローラーは不要です。

給水バルブ

排水バルブ

バルブ（サービスメンテナンス用）

バルブ（サービスメンテナンス用）

バルブ（サービスメンテナンス用）

圧送ポンプから

圧送ポンプへ

〈バックアップヒーターユニット設置の場合〉〈架台内配管の組み方〉

密閉膨張タンク
＊タンク容量、形状により架台内に
  設置不可能な場合があります。

バックアップヒーターユニット
＊往き配管とヘッダー間に
  設置します。
＊屋外設置禁止

バルブ（サービスメンテナンス用）

熱交換ユニット

＊熱動弁コントローラー1台で最大8台まで。
　

エコヌクールリモコン

熱交換ユニット架台

熱動弁コントローラー
（1台のみ）※3

防雪架台

床暖房パネル

止水ジョイント

※3 ゾーン数は8ゾーン、熱動弁は10個までとなります。

フレアジョイント
（架橋PEの場合はタケノコジョイント）

戻りヘッダー

室外ユニット

〈6分岐以内の場合〉 ：熱動弁付ヘッダーを使用します。往き側
：ヘッダー（熱動弁なし）を使用します。 戻り側

〈7～10分岐の場合〉 ：ヘッダー（熱動弁なし）と単品の熱動弁（VEZ-02NDB）を使用します。
（使用しない回路は止水ジョイントでふさぎます）

往き側

：ヘッダー（熱動弁なし）を使用します。 戻り側
＊ご採用のシステムによっては上記の構成と異なる場合があります。

◆ヘッダーを熱交換ユニット架台に内蔵する場合（開放式床暖房システムの例）

�温水回路設計



61

システム設計編

シ
ス
テ
ム
設
計
編

品　名 形　名

使·用·数

備　考ヘッダー
ボックスを
使用する場合

ヘッダーを
熱交換ユニット
架台に内蔵する

場合

熱
源
機

熱交換ユニット
VEH-712HCD-M

1
密閉式

VEH-712HCD-K 開放式

室外ユニット
VEH-406HPD-HL

2

冷媒配管長4m以上の場合
（8mを超える場合、追加チャージに
より18mまで対応可能）

ドレン凍結防止
ヒーター搭載

VEH-406HPD-H 冷媒配管長3m以下の場合
（追加チャージにより18mまで対応可能）VEH-406HPD —

熱交換ユニット架台
VEZ-712KDB

1 — 床置き設置の
場合に使用VEZ-712KDBL 低床タイプ

VEZ-712KDB-K — 1 熱動弁コントローラー収納タイプ

配管カバー VEZ-712CC30 1 ヘッダーにVEZ-10H2 を使用
する場合は壁掛け設置不可

壁掛け設置の
場合に使用壁掛け部材 VEZ-406KKC 1

防雪架台 VEZ-HP1KDF2 2（必要に応じて） 寒冷地、積雪地域で使用

バックアップヒーター
ユニット VEZ-20HT2 1（必要に応じて） 屋内設置（屋外設置禁止）

放
熱
器
・
リ
モ
コ
ン

床暖房パネル 根太上設置タイプ 必要数 システムによりエコヌクールリモコンまたは床暖房
コントローラーが必要

パネルヒーター — 必要数 システムによりエコヌクールリモコンまたはサーモバルブが必要 
鉄製は密閉式、銅製は開放式でも良い

エコヌクールリモコン VEZ-01RCD 必要数
（最大１５）

必要数
（最大8） 簡易（パネルヒーター）システムの場合、1台のみ

熱動弁コントローラー VEZ-8VC3
1〜 2

（必要数） 1 エコヌクールリモコン複数台接続時に使用

床暖房コントローラー VPZ-8PC4 必要数（必要に応じて） —

そ
の
他
部
材
な
ど

ヘッダーボックス
VPZ-4HB2 1〜 2 

（必要数） —
4分岐

VPZ-8HB2 8分岐

熱動弁付ヘッダー VEZ-3,4,5,6HV3 — 0または1 3〜 6分岐の場合の往き側ヘッダー

ヘッダー VEZ-3,4,5,6,7,10H2 — 1または2 3〜 6分岐の場合の戻り側ヘッダー 
または　7〜10分岐の往き・戻りヘッダー

熱動弁
VPZ-8NDB3 必要数 — ヘッダーボックスと組み合わせて使用　φ9.52用

VPZ-16NDB2 必要数 — ヘッダーボックスと組み合わせて使用φ12.8 用

VEZ-02NDB — 必要数 ヘッダーに接続して使用

フレアジョイント VEZ-9FJ2 — 必要数 銅管φ9.52フレア接続用 ヘッダーおよび熱
動弁VEZ-02NDB
に接続して使用タケノコジョイント

VEZ-7TJ2（10個入り）
—

必要数 樹脂管7A接続用

VEZ-10TJ2（10個入り） 必要数 樹脂管10A接続用

ヘッダークリップ VEZ-HC（10個入り） — 必要数 VEZ-9FJ2 のヘッダーへの固定用（10個入）

樹脂管バンド
VPZ-7PB （10個入り）

—
必要数 樹脂管7A接続用 タケノコジョイン

トと組み合わせて
使用VPZ-10PB（10個入り） 必要数 樹脂管10A接続用

止水ジョイント VEZ-SJ2（10個入り） — 必要数 ヘッダーの使用しない接続口の塞ぎに使用

配管アダプター
VEZ-20AD（2個入） 必要数 CH-3/4オス　熱交換ユニットの接続口をR3/4に変換用

VEZ-20AD-MS（1個入） 必要数 3/4-CHメス　ヘッダーの接続口をG3/4に変換用

冷温水配管 現地調達 必要長さ 断熱が必要、冷水使用時は断熱材厚20mm以上

冷媒配管 現地調達 必要長さ 冷媒R410A用、ガス側φ9.52・液側φ6.35

ドレン配管 現地調達 必要長さ 熱交換ユニット用：14A 
室外ユニット用：φ50〜φ75塩ビ管

防錆循環液
VPZ-01KX-ECO,
VPZ-10KX-ECO,
VPZ-18KX-ECO

必要量 濃度50%  01KX:1ℓ入り  10KX:10ℓ入り　　
18KX：18ℓ入り

密閉膨張タンク 現地調達 1（密閉式の場合） 容量はシステム水量より選定、設定圧50kPa品

圧力ゲージ 現地調達 1（密閉式の場合） 最大表示　0.1MPa〜 0.2MPa品

安全弁 現地調達 1（密閉式の場合） 93kPa

自動空気抜き弁 現地調達 1（密閉式の場合） —

■エコヌクールレオ構成部材

�温水回路設計
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電気配線について9

1. 基本事項

2. プラン別電気配線
（1）エコヌクールピコ

◆床暖房システムの場合

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

エコヌクールリモコン※1

熱交換
ユニット

バックアップ
ヒーター
ユニット

熱動弁付ヘッダー

単相
AC200V

室外ユニット

単相
AC200V

②

※1 エコヌクールピコ30（30畳タイプ）、エコヌクールピコ40（40畳タイプ）は最大4台、
　   エコヌクールピコ50（50畳タイプ）は最大6台設置可能です。

● 各機器の据付工事説明書を事前に確認してください。
● 電気工事に関しては販売店様、工事店様において有資格
者である電気工事士の方が実施してください。

● 電気配線工事は内線規程にしたがって安全、確実に行っ
てください。

● 漏電遮断器（過電流保護機能付き）を必ず取り付けてください。
● アースを熱交換ユニットから取り付けてください。（D種接地）
● 熱交換ユニットから接地工事ができない場合は、室外ユ
ニットから実施してください。     
（エコヌクールレオの場合、室外ユニットA、B側のアー
ス線を1本にまとめ、D種接地工事をしてください）

● 熱交換ユニットと室外ユニット両方で接地工事を行わな
いでください。（通信異常が発生しやすくなります）

● 熱交換ユニット、バックアップヒーターユニットの電源
は単相200Vです。

● エコヌクールリモコンの通信線と電源線は100mm以上
離して配線してください。   
誤動作の原因となります。

● 設置するシステム構成により、各種設定が必要です。 
（SW5の設定を変更した場合、電源もしくはリセットス
イッチでリセットしてください）

● 床暖房システムの場合、エコヌクールリモコンには必ず
アドレス設定が必要です。

【ブレーカー容量の選定】
内線規程より、「連続負荷」（常時3時間以上連続して使用）
を有する分岐回路の負荷容量は、その分岐回路を保護する
過電流遮断器の定格電流の80％を超えないこと。エコヌク
ールレオの最大電流は暖房運転時の最大能力での運転時で、推
奨ブレーカー容量：29A÷0.8＝36.25A→40A。

品　名 備　考

熱交換ユニット
漏電ブレーカー ー

エコヌクールピコ30（30畳タイプ） ：
200Ｖ 15Ａ、 
エコヌクールピコ40（40畳タイプ）・
50（50畳タイプ） ： 200Ｖ 20Ａ

バックアップヒーターユニット
漏電ブレーカー − 200Ｖ　15Ａ

熱交換ユニット電源線 ① VVF 2×2.0ｍｍ

アース線 ② IV 1.6mm

室外ユニット通信線／電源線 ③ VVF3×2.0ｍｍ

エコヌクールリモコン
通信線 ④

総延長100ｍ
PVC単線0.65mm〜1.2mm、
またはより線0.3mm2〜1.25mm2、
またはシールド線

熱動弁制御線· ⑤ 付属リード線

バックアップヒーターユニット
電源線 ⑥ VVF2×1.6ｍｍまたは2.0ｍｍ

バックアップヒーターユニット
通信線 ⑦ 付属リード線

品　名 備　考

熱交換ユニット
漏電ブレーカー ー

エコヌクールピコ30（30畳タイプ） ：
200Ｖ 15Ａ、 
エコヌクールピコ40（40畳タイプ）・
50（50畳タイプ） ： 200Ｖ 20Ａ

バックアップヒーターユニット
漏電ブレーカー − 200Ｖ　15Ａ

熱交換ユニット電源線 ① VVF 2×2.0ｍｍ

アース線 ② IV 1.6mm

室外ユニット通信線／電源線 ③ VVF3×2.0ｍｍ

エコヌクールリモコン
通信線 ④

総延長100ｍ
PVC単線0.65mm〜1.2mm、
またはより線0.3mm2〜1.25mm2、
またはシールド線

熱動弁制御線· ⑤ 付属リード線

バックアップヒーターユニット
電源線 ⑥ VVF2×1.6ｍｍまたは2.0ｍｍ

バックアップヒーターユニット
通信線 ⑦ 付属リード線

バックアップ
ヒーター
ユニット

②

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

エコヌクール
リモコン※2

熱交換
ユニット

電磁弁

単相
AC200V

室外ユニット

単相
AC200V

＊E-conの場合はエコヌクールリモコン通信線と同種の信号線を利用してください。

◆簡易（パネルヒーター）システムの場合

※2：1台のみ設置可能です。
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※2：1台のみ設置可能です。
＊E-conの場合はエコヌクールリモコン通信線と同種の信号線を利用してください。

※1：熱動弁コントローラー１台で最大８台、熱動弁コントローラー2台で最大15台設置可能です。

�電気配線について

（2）エコヌクールレオ
◆床暖房システムの場合

①

②

③

④

⑤

②

⑥

⑦

エコヌクールリモコン※1

熱動弁
コントローラー

熱交換
ユニット

バックアップ
ヒーターユニット

熱動弁

単相
AC200V

室外ユニット

単相
AC200V

AC100V
コンセントプラグ
・コード長2.1m
・コンセント形状

◆簡易（パネルヒーター）システムの場合

②

⑤

電磁弁

①

③

⑥

⑦

エコヌクールリモコン※2

熱交換
ユニット

バックアップ
ヒーターユニット

単相
AC200V

室外ユニット

単相
AC200V

④

②

品　名 備　考

熱交換ユニット漏電ブレーカー ー 200Ｖ　40Ａ

バックアップヒーターユニット漏電ブレーカー − 200Ｖ　15Ａ

熱交換ユニット電源線 ① VVR8.0mm2（より線）2芯相当品

アース線 ② IV 1.6mm

室外ユニット通信線／電源線 ③ VVF3×2.0ｍｍ

エコヌクールリモコン通信線 ④ 総延長100ｍ
PVC単線0.65mm〜1.2mm、またはより線0.3mm2〜1.25mm2、またはシールド線

熱動弁制御線· ⑤ 付属リード線

バックアップヒーターユニット電源線 ⑥ VVF2×1.6ｍｍまたは2.0ｍｍ

バックアップヒーターユニット通信線 ⑦ 付属リード線

品　名 備　考

熱交換ユニット漏電ブレーカー ー 200Ｖ　40Ａ

バックアップヒーターユニット漏電ブレーカー − 200Ｖ　15Ａ

熱交換ユニット電源線 ① VVR8.0mm2（より線）2芯相当品

アース線 ② IV 1.6mm

室外ユニット通信線／電源線 ③ VVF3×2.0ｍｍ

エコヌクールリモコン通信線 ④ 総延長100ｍ
PVC単線0.65mm〜1.2mm、またはより線0.3mm2〜1.25mm2、またはシールド線

電磁弁制御線· ⑤ 付属リード線

バックアップヒーターユニット電源線 ⑥ VVF2×1.6ｍｍまたは2.0ｍｍ

バックアップヒーターユニット通信線 ⑦ 付属リード線
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三菱防錆循環液10
凍結及び腐食によるトラブルを防止して長期間ご使用いただくため、システムの循環液には必ず三菱防錆循環液（希釈不要
タイプ）または、三菱防錆循環液（原液タイプ）をご使用ください。

1. 種類と用途

※長寿命タイプ（VPZ-18KX-ECO、10KX-ECO、01KX-ECO、01LX-ECO）に旧品（VPZ-10GX2、18GX、02HX、18HX）を混合しないでくださ
い。長寿命タイプの耐久性が確保できません。

2. 適正使用範囲
三菱防錆循環液（希釈不要タイプ、原液タイプ）は必ず適正濃度で使用してください。
適正範囲であっても、循環液の凍結温度がその地域の最低外気温度より低いことを確認してください。

※希釈不要タイプは、希釈することなく、そのままご使用ください。
※ヒートポンプで暖房を行うと、室外ユニットに霜がつくため定期的に霜取運転を行う必要があります。霜取運転は暖房運転とは逆に、循環液
から熱を奪って室外ユニットの霜を取るため、防錆循環液の濃度を下げると凍結のおそれがあります。

3. 防錆効果
防錆添加剤として鉄合金用及び銅合金用防錆剤が配合されており、使用濃度で効果的に働くように調整されています。
濃度が不足すると十分な防錆力がありません。

※防錆添加剤は時間とともに熱や酸素の影響を受けて消耗し、
防錆効果が低下しますので、熱源機に指示されたメンテナン
ス期間にしたがい、濃度及び汚れのチェックを行い、濃度不
足や汚れのある場合には、濃度調整や交換を行ってください。
（交換の方法については、サービス・メンテナンス編
169〜170ページを参照してください）

4. 凍結温度
右の図は三菱防錆循環液（原液タイプ：VPZ-01LX-ECO）の凍結温度曲
線です。三菱防錆循環液（希釈不要タイプ：VPZ-01KX-ECO、VPZ-
10KX-ECO、18KX-ECO）はVPZ-01LX-ECOの凍結温度曲線の約50％
濃度にあたり、適正濃度範囲も同じです。
市販の濃度計を用いて防錆循環液濃度をチェックするには、濃度計に
示される凍結温度を読み、右図を用いて防錆循環液濃度を読み取りま
す。（サービス・メンテナンス編 169ページ参照）

5. 防錆循環液の使用制限（対材料）
◆金属材料に対する適合性
● アルミ材料については局部腐食が発生する可能性があり、不適です。
● 亜鉛材料（亜鉛メッキ品、白ガス管）には不適です。（沈殿物が発生します）

◆非金属材料に対する適合性
● 非金属材料はブレンド品が多く、一般名称だけで判断すると間違うおそれがあるため、使用前に適合性を確認する必要
があります。特に△印は注意を必要とします。

組　成
用途・特長凍結温度タイプ 形　名

VPZ-01KX-ECO
VPZ-10KX-ECO
VPZ-18KX-ECO

プロピレングリコール

－20℃

－45℃以下

約37％

約66％

水・防錆添加剤・色素

残

残

最低外気温度－20℃より高いシステムにそのまま注入
して用いる。 
希釈済なので水質の影響を受けず安定している。

希釈不要タイプ

原液タイプ VPZ-01LX-ECO
VPZ-10KX-ECO,VPZ-18KX-ECOの濃度調整用に
用いる。
凍結温度を－20℃より低くする場合に用いる。

濃度（ ）内凍結温度 pH 備　考

濃度はVPZ-01LX-ECOを100％とする50％～60％（約－20～－27℃） 7～11

配合成分 全面腐食 キャビテーションエロージョン

銅合金用防錆剤
鉄合金用防錆剤

プロピレングリコール

○
○
－

孔　食

○
○
－

○
○
○

-50

-40

-30

-20

-10

0

30 40 50 60 8070
防錆循環液濃度（%）

凍
結
温
度

（℃）

適正濃度
防
錆
効
果
不
可

凍
結
の
お
そ
れ
あ
り

流
速
抵
抗
大
に
よ
り
、

温
水
流
れ
ず

備　考材　料 適合性

樹　

脂

架橋ポリエチレン含む
      
      
      
わずかに沈殿物発生（白色）あり
膨潤5％～10％着色
硬化、収縮、液の濁り

○
○
○
○
○
△
×

ポリエチレン    
ポリプロピレン    
フェノール    
ポリフェニレンオキサイド
ポリブデン    
ナイロン    
軟質塩化ビニル    

備　考材　料 適合性

ゴ　

ム 硬度低下
硬度低下、膨潤

○
△
△
×
×

 EPDM（エチレンプロピレンゴム）
 SBR（スチレンブタジエンゴム）
 NBR（ニトリルゴム）
 NR（天然ゴム）
 CR（クロロプレンゴム）

評価基準　○：良好　△：要注意　×：不適合
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7. 応急処置
●万一飲み込んだ場合は、ただちに吐き出させ医師の診察を受けてください。
●誤って皮膚に付着した場合や目に入った場合は、直ちに清水で十分洗い流してください。異常があれば直ちに医師の診
察を受けてください。

●蒸気や熱気が吹き出し、誤って火傷した場合は、直ちに冷水で冷やし医師の診察を受けてください。
●作業中に気分が悪くなった場合は、直ちに作業を中止し、通気のよい所で安静にしてください。
気分が回復しない場合は、医師の診察を受けてください。

�三菱防錆循環液

6. 使用上の注意及び使用方法
● 「飲料不可」人体に害があるので飲まないでください。
● 空調用途以外には使用しないでください。
● 作業は、換気のよい所で行ってください。
● 作業中、衣服や他の物に付着した場合は、着色のおそれがあるので直ちに水及び洗剤で洗ってください。
● 防錆循環液の補充作業時は、清浄な専用容器を使用してください。
混合可能な防錆循環液は、長寿命タイプ（VPZ-01KX-ECO、10KX-ECO、18KX-ECO、01LX-ECO）同士、旧品
（VPZ-10GX2、18GX、18HX）同士であり、他の不凍液、油などと混ぜないようにしてください。
※長寿命タイプ（VPZ-18KX-ECO、10KX-ECO、01KX-ECO、01LX-ECO）に旧品（VPZ-10GX2、18GX、02HX、18HX）を混合しないでください。
長寿命タイプの耐久性が確保できません。

①配管のロウ付け時のハンダフラックスを水道水で充分に洗浄してください。
　ハンダフラックスが残っていると防錆添加剤が消耗し、耐久性が著しく低下します。
②防錆循環液を注入する前に、配管内の水垢や錆を充分洗浄してください。
　配管内面に水垢や錆などが付着していると、防錆添加剤の働きが阻害され充分な防錆効果を発揮しません。
③洗浄剤を使用した場合は、水道水で充分洗浄し、防錆循環液を注入してください。洗浄剤の多くは酸性成分ですので、
防錆循環液の性能を著しく低下させ、錆にするトラブルの原因となります。（通常、防錆循環液は、弱アルカリ性です）

④防錆循環液は、水に比べ、浸透性が強いため、配管接続部から漏れやにじみが無いか点検してください。
⑤使用中に防錆循環液が不足した場合は、原因を調べて（特に水漏れの場合）修理し、最初に注入した濃度と同じ濃度の防
錆循環液を補充してください。

⑥防錆性能維持のため「2年〜3年に1回」必ず防錆循環液（循環水）の濃度・PH（7〜11）をチェックしてください。
⑦他社銘柄の防錆不凍液や防錆循環液の使用及び混合使用は、絶対にしないでください。

8. 保管及び廃棄方法
●子供の手の届かない所に置いてください。
●保管する際は、不凍液や防錆液の表示のある容器を用い、ふたをしてください。直射日光の当たる所や錆の発生しやす
い水や湿気の多い所には置かないでください。

●廃液は環境汚染などのおそれがあり、法令で義務付けられていますので、それに従い適正に処理してください。
●廃棄の際は、中身の液を使い切ってから廃棄してください。
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応用システム11

1. パネルヒーターの特徴
◆メリット

● ふく射による優しい冷暖房
● 冷房が可能（冷房用のパネルが必要）
● リプレイスが比較的容易
● デザイン性に優れたパネルヒーターが多い

◆デメリット
● 立ち上がりに時間がかかる
● 密閉回路が必要でコスト増（パネルヒーターが鉄製の場合）
● 工事が難しい（密閉回路、エアー抜き）
● パネルヒーターにドレン配管必要（冷房時）

◆部屋（暖房空調ゾーン）毎に、暖房負荷≦パネルヒーター放熱量となるよう、パネルヒーターを選定·
してください。

◆選定パネルヒーターが鉄製タイプの場合は、必ず密閉式の熱交換ユニットを選択してください。·
開放式で利用した場合、パネルヒーターでの腐食（錆）が進み、穴が開くなどの原因となります。
※すべての配管を銅管、または酸素透過しないタイプの架橋ポリエチレン管を使用してください。パネルヒーターの腐食の原因となります。

◆パネルヒーターのタイプについては、主な用途、窓の寸法や設置スペースを考慮して選択してください。
設置場所は原則として、最も冷気の入ってきやすい所や、窓の下に設置するようにしてください。
窓下設置の場合でも、窓の幅いっぱいになるようパネルヒーターを設置しないと、効果的な暖房ができません。
窓幅をカバーできない設置や窓面から離れたところに設置しますと、窓面からのコールドドラフトにより足元が冷え、
不快感を感じます。

◆パネルヒーターの放熱量については補正が必要です。
● 通常パネルヒーターメーカー様の放熱量表示値は、ΔT＝50K、もしくは60K時の放熱量です。ΔTとはパネルヒー
ターの入口水温、出口水温の平均水温から室温を引いた温度差であり、通常50Kは入口水温75℃／出口水温65℃／
室温20℃を示しています。

●ヒートポンプ熱源は、供給温水温度が最大55℃であるため、入口水温55℃での放熱量は各パネルヒーターメーカー
様へ確認ください。（算出条件として入口水温55℃、室温22℃、標準流量での放熱量を推奨します）

※併せて、保有水量、水頭損失（標準流量時）についても確認ください。
※概略参考値としては、ΔT＝28Kでの補正（約0.47）が比較的算出値に近いと考えます。

◆パネルヒーターの配管方式には
・複管方式（ツーパイプ方式とも呼ばれています）
・単管方式（ワンパイプ方式とも呼ばれています）
がありますが、ヒートポンプ熱源機は、供給温水温度が他熱源より低いため、複管方式で設計してください。

◆パネルヒーターの選定
◆流量の確認

● 冷房負荷と必要なパネルヒーターの大きさは各パネルヒーターメーカー様にご相談ください。
● 冷水温度：7℃、温水温度：55℃
● 冷房運転可能な外気温度は20℃以上

◆密閉式または開放式の選定
● 鉄製のパネルヒーターを使用する場合は、錆の問題から密閉式の熱交換ユニットを選定してくだい。

◆保有水量の確認（開放式の場合）
● 機器の制限を超えないように注意してください。

◆保証範囲
● 放熱器：パネルヒーターメーカー様
● 熱源機：三菱電機
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2. パネルヒーターを使用したシステム構築例
◆床暖房システムで構築
◆エコヌクールリモコンで床暖房もパネルヒーターも室温制御が可能
◆熱動弁で冷水も含めて一括制御（電磁弁不要）

◆簡易システムで構築
◆床暖房側の温水回路には冷水を止める電磁弁が必要（冷水利用時のみ）
◆床暖房は床暖房コントローラーで制御
◆パネルヒーターは送水温度でしか制御できません。

◆こんな使い方はできません
●1つの温水回路に対して、複数の熱源機（熱交換ユニットなど）を並列接続する。（直列も不可）
●温水回路の外付けのポンプを使用する。

・運転／停止
・冷暖房切替
・室温制御（冷暖房とも可能、室温センサー内蔵）
・水温設定

エコヌクール
リモコン

パネル
ヒーター

パネル
ヒーター

床暖房
パネル

床暖房
パネル

熱交換
ユニット

戻り
往き

往きヘッダー
戻りヘッダー

冷温水対応
熱動弁

バイパス回路
　（熱交換ユニット内蔵）

サーモバルブ（SV）は
暖房のみの場合使用可

床暖房コントローラー
戻り湯温を検知して室温制御

パネル
ヒーター

パネル
ヒーター

床暖房
パネル

床暖房
パネル

熱交換
ユニット

戻り 往きバイパス回路
　（熱交換ユニット内蔵）

SV

電磁弁
（冷水を止める）

SV

エコヌクールリモコン
・運転／停止
・冷暖房切替
・水温設定

床暖房コントローラー

床暖房コントローラー

�応用システム
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4. 床暖房システムでの制御設計のポイント
◆エコヌクールリモコンは室温制御したい部屋ごとに1台設置します。
◆エコヌクールリモコンごとに冷房の有無を設定します。
◆エコヌクールリモコンで室温制御が不要（運転／停止のみ）の場合は、室温制御機能を「無効」に設定します。

3. 床暖房システムでの冷温水回路設計のポイント
◆往きのヘッダーはヘッダー+VEZ-02NDB（熱動弁付きヘッダーは冷水使用不可、ヘッダーボックスも不可）
◆床暖房側に冷水を止める電磁弁は不要です。
◆冷水の配管は断熱をしっかり行ってください。（結露します）
■往き：ヘッダー+熱動弁

■パネルヒーター（冷温水）

■放熱器構成例…次ページに制御設計例を記載

■床暖房（温水のみ）

■戻り：ヘッダー

+
ヘッダー VEZ-6H2

エコヌクールリモコン エコヌクールリモコン

エコヌクールリモコンエコヌクールリモコン

パネルヒーター

床暖房パネル

床暖房パネル

パネルヒーター

ヘッダー VEZ-6H2熱動弁 VEZ-02NDB

�応用システム
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エコヌクールリモコン（パネルヒーター操作用）
・運転／停止
・冷暖房切替
・室温制御（冷暖房とも可能、室温センサー内蔵）
・水温設定
※エコヌクールリモコンは部屋ごとに必要

エコヌクールリモコン

パネル
ヒーター

パネル
ヒーター

パネル
ヒーター

パネル
ヒーター

熱交換
ユニット

戻り
往き

往きヘッダー
戻りヘッダー

冷温水対応
熱動弁

バイパス回路
　（熱交換ユニット内蔵）

■例3：パネルヒーターのみで冷暖房を行う場合

�応用システム

■例1：床暖房+パネルヒーターで暖房のみ行う場合

熱動弁付ヘッダー
戻りヘッダー

エコヌクール
リモコン

エコヌクールリモコン（パネルヒーター操作用）
・運転／停止
・水温設定
※温度設定はサーモバルブ（SV）を使用
※エコヌクールリモコンは室温制御を無効に設定すること
※エコヌクールリモコンはまとめて一台で可能

エコヌクールリモコン（床暖房操作用）
・運転／停止
・室温制御（室温センサー内蔵）
・水温設定
※エコヌクールリモコンは部屋ごとに必要

パネル
ヒーター

パネル
ヒーター

床暖房
パネル

床暖房
パネル

熱交換
ユニット

戻り
往き

SV

熱動弁

SV

バイパス回路
　（熱交換ユニット内蔵）

エコヌクールリモコン（パネルヒーター操作用）
・運転／停止
・冷暖房切替
・室温制御（冷暖房とも可能、室温センサー内蔵）
・水温設定
※エコヌクールリモコンは部屋ごとに必要

パネルヒーターは冷暖房、床暖房は
暖房のみと別々の制御となるため
１つの部屋に併設する場合も
エコヌクールリモコンは2つ必要です。

エコヌクールリモコン（床暖房操作用）
・運転／停止
・冷暖房切替
・室温制御（暖房のみ可能、室温センサー内蔵）
・水温設定
※エコヌクールリモコンは部屋ごとに必要

エコヌクールリモコン

パネル
ヒーター

パネル
ヒーター

床暖房
パネル

床暖房
パネル

熱交換
ユニット

戻り
往き

往きヘッダー
戻りヘッダー

冷温水対応
熱動弁

バイパス回路
　（熱交換ユニット内蔵）

■例2：床暖房+パネルヒーターで冷暖房を行う場合
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5. 床暖房コントローラー
（1）機能

◆ 床暖房コントローラーは床暖房パネルからの戻り湯
温をサーミスターで検知して、熱動弁の開閉を制御
して床暖房の温度を制御する部材です。

●メリット ･･･････ ·室温を検知しないので、エコヌクールリモ
コンの設置自由度が高い

●デメリット ･･････エコヌクールとは運転が連動していない

（2）活用例
①床暖房とパネルヒーターの併用
システム

●簡易システムで構築
● 床暖房側の温水回路には冷水を
止める電磁弁が必要

● 床暖房は床暖房コントローラー
で制御

● パネルヒーターの冷房は冷水温
度でしか制御できない

②大空間の床暖房での制御 
非居住建物の大空間の床暖房ではエコヌクールリモコンで室温が上手く検知できないおそれがある場合に、戻り湯温で
の床暖房温度制御が可能です。

③コントローラーを他の部屋に設置したい場合 
介護老人保健施設などで各部屋の入居者に操作をさせたくない場合に、コントローラーを管理室にまとめて設置するこ
とが可能です。

エコヌクール
リモコン
・運転／停止
・冷暖房切替
・水温設定

サーモバルブ（SV）は
暖房のみの場合使用可

床暖房コントローラー
戻り湯温を検知して
室温制御

パネル
ヒーター

パネル
ヒーター

床暖房
パネル

床暖房コントローラー

床暖房
パネル

熱交換
ユニット

戻り 往き

電磁弁
（冷水を止める）  

SV

SV

床暖房コントローラーバイパス回路
　（熱交換ユニット内蔵）

床暖房コントローラー 床暖房パネル

戻り温度サーミスター

制御ボックス

AC100V

�応用システム

（3）1台の床暖房コントローラーで2個の熱動弁を制御
◆1台の床暖房コントローラーで2個の熱動弁を同時に制御できます。
参考
・VPZ-8PC4回路内ヒューズ ··························· 3A
・VPZ-8PC4熱動弁作動用リレー容量 ············ 7A
・熱動弁動作時突入電流 ···································· 1A以下

◆熱動弁追加分は必要部品を取り寄せてください。

※パイプセットのみサービスからの取り寄せになります。

（4）1つの電源での複数の床暖房コントローラーの接続
◆1つの電源で最大8個の床暖房コントローラーを接続できます。（ただし熱動弁の合計が8個まで）
〈·配線例·〉

● 接続方法
1台の制御ボックスのみ電源コードをそのままにします。ほかは電源コードを
端子台から取り外し各制御ボックスの端子台（電源部）を渡り線で接続します。（渡
り線に極性はありません）
　※	渡り線は600Vビニールキャプタイヤコード0.75mm以上（取り外した電源コードを切断して

使用しても可）を使用し、両端を必ず絶縁被覆付き端子（U形またはO形）をカシメてご使用く
ださい。

床暖房コントローラー制御ボックス

熱動弁追加分

温水注き管

温水戻り管

温水注き管

温水戻り管

サーミスターは、代表的な1回路温水戻り管へ

VPZ-8PC4用

VPZ-8PC4-16NB

VPZ-8NDB3（熱動弁）

パイプセット

VPZ-16NDB2（熱動弁）

55L799

M45 013303
（サービス部品コード）

55L830

品　名 形名コード

制御ボックス

渡り線 端子台

■システム概念図
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◆熱交換ユニットのHA端子制御信号受信に対する動作

◆エコヌクールリモコンが以下の状態のときは、HA信号の受付は無効となります。（状態の変化なし）
・異常発生中（エラー表示中）
・特殊運転表示中（熱源機が循環液張り、強制運転を行っているとき）

◆機器接続の概略図

機器の動作現在の熱源機状態
ＨＡ端子 制御信号受信時

モニター信号の変化 各リモコン表示の変化
運転停止中 OFF → ON
連続運転中 ON → OFF

タイマー運転

ひかえめ運転中 ON → OFF
運転、ひかえめ ON → OFF

停 止 OFF → ON

全エコヌクールリモコン連続運転
全エコヌクールリモコン停止
全エコヌクールリモコン停止
全エコヌクールリモコン停止
全エコヌクールリモコン連続運転

連続運転　開始
運転停止
運転停止
運転停止

連続運転　開始

熱交換ユニット
  VEH-304HCD-K
  VEH-406HCD-K/M
  VEH-507HCD-K/M
  VEH-712HCD-K/M CN5

テレコントローラー
（市販品） 公衆回線へ（ ）

■結線 ■設定

モード
SW1

信号線
E-con
信号入力

順送
SW2

異常解除
SW3

リモコン その他
放熱器など こちらに接続します

ピコの場合

レオの場合

SW5-1 SW5-2 SW5-3

ON OFF

OFF OFF

ON

ON

機能設定1

機能設定1
SW5

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

〈E-con信号とは〉
放熱器側の温水要求を接点開閉とした信号方式。
電圧：DC12〜24V程度  温水要求時：接点閉
配線：無極性2線  温水不要時：接点開

熱交換ユニット側 放熱器側

�応用システム

6. 外部制御
（1）HA端子

HA（ホームオートメーション）機器(JEM-A対応)が設置されている場合､熱源機※1のHA端子をHA機器と接続すること
でHA機能を使用することができます｡
※1	HA端子は熱交換ユニットに搭載。

·●HA機能とは
◆HA機能とは電話による暖房運転の開始･停止を行うことです｡
･ 熱源機※2のHA端子に､市販のHA対応テレコントローラーなどを接続することで、外部からの運転／停止が可能です。
	 ※2		HA端子は熱交換ユニットに搭載。

･外出先から部屋を暖めるために電話をすると停止状態から運転状態に変わり部屋を暖めます｡
･ 外出先で暖房の切り忘れに気づいたときに電話をすると運転状態から停止状態に変わります｡   
HA機能については､HA機器の仕様をご確認願います｡

（2）E-con端子
E-con端子のある放熱器と連動運転する場合の方法を紹介します。

●E-con端子のある放熱器と連動運転する場合
◆エコヌクールリモコン1台のみのシステムとし、『簡易システム　E-con連動タイプ』とします。
　エコヌクールリモコンにて運転設定状態のときに、E-con端子の信号に連動して運転／停止します。
＊停止設定、タイマーの停止時間のときはE-con端子の信号に関わらず、停止となります。
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■システム構成図

7. 三菱HEMSとの接続
◆エコヌクールは三菱HEMSに対応しています。
◆タブレットからON／OFF、温度設定、消費電力の確認などが可能です。

◆必要部材
● エコヌクールを三菱HEMSに接続する場合、下記の部材が必要です。

◆設置のポイント
● アダプターは必ず屋内に設置し、電源は100Vが必要です。 
アダプターとエコヌクールの熱交換ユニットを専用通信線（別売）で接続します。

◆集中管理システムとの併用はできません。

�応用システム

単相
200V

有線接続

エコヌクール

無線LAN※ 無線LAN

無線LAN

※有線LANも接続可能です。

エネルギー計測ユニット
HM-EM03

情報収集ユニット
HM-GW03

制御アダプター
（無線LANアダプター内蔵）
HM-02A-VEH

操作表示端末
（タブレット）

電源
AC
100V

通信ケーブル（専用品）

熱交換ユニット
無線LAN

制御アダプター 情報収集ユニット

形　名 コード長

アダプター HM-02A-VEH —

専用通信ケーブル

HM-05SC-VEH   5m

HM-10SC-VEH 10m

HM-15SC-VEH 15m

三菱HEMSの接続につきましては、「三菱HEMS·施工認定ガイド」をご覧ください。
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◆ご注意
● システムリモコンでエコヌクールリモコン内蔵のタイマー機能は操作できません。(別々のタイマー機能です)
● エコヌクールリモコンは通常と同じ台数が必要です。（システムリモコンでの代用はできません）

◆システム構成例

�応用システム

システムリモコンの機能
エコヌクールリモコンの機能

床暖房システム 簡易 (パネルヒーター )システム
運　転 通常運転
停　止 停止

運転モード 運転モード（暖房 /冷房）
設定温度 設定室温 設定水温

機能なし

ひかえめ運転
設定水温 ー

タイマー運転
メニューでの各設定

番号 名　　称 形　名 機　能　・　仕　様
① 集中管理用（M-NET用）制御アダプター  VEZ-MNT01A エコヌクールとM-NETを接続する通信インターフェース
② システムリモコン PAC-SF50AT1※ 集中管理するリモコン
③ 伝送線用給電ユニット PAC-SC51KU システムリモコン・制御アダプター用の電源
④ 伝送線用給電拡張ユニット PAC-SF46EP システムリモコン・制御アダプター用の電源（増設用）

⑤·· 通信ケーブル VEZ-MNT10SC
VEZ-MNT15SC

エコヌクールと集中管理用（M-NET用）制御アダプター
を接続する 専用ケーブル（10m および 15m）

⑥ M-NET伝送線 2芯シールド線
（現地手配）

CVVS・MVVS：1.25mm2（AWG16）以上
CPEVS：φ1.2mm（AWG16相当）以上

8. 集中管理システムとの接続
エコヌクールを三菱ビル空調管理システム（MELANS）に接続して「システムリモコン」にて複数のエコヌクールをまと
めて操作することが出来ます｡

◆システムリモコンにて以下の操作が可能です。
● エコヌクールリモコン機能のシステムリモコンでの機能対応表

● まとめての一括操作、節電操作（設定温度の変更）　＊対象の事前設定が必要
● スケジュール運転(ウィークリータイマー機能)
● エコヌクールリモコン の操作禁止(手元禁止)

＊運転モード（冷房）は、冷房機能があるシステムのみ

※エコヌクール集中管理システムを構成する場合、システムリモコン	PAC-SF50AT1のみ使用できます。

②システムリモコン

③伝送線用給電ユニット

⑥M-NET
　伝送線

⑤通信ケーブル

⑤通信ケーブル

⑤通信
　ケーブル

④伝送線用給電
　拡張ユニット

熱交換ユニット 室外ユニット

熱交換ユニット 室外ユニット

エコヌクールリモコン
（簡易（パネルヒーター）システム）

エコヌクールリモコン
（床暖房システム）

①集中管理用
　（M-NET用）制御
　アダプター

①集中管理用
　（M-NET用）
　制御アダプター

①集中管理用
　（M-NET用）制御
　アダプター

エコヌクールのみを接続する場合、
簡易（パネルヒーター）システムの
エコヌクールリモコンと床暖房システムの
エコヌクールリモコンの合計台数で
50台まで接続可能です。
＊空調機もシステム構成される場合は、
  合計台数が減少します。
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◆給電拡張ユニットの必要台数
  伝送線用給電ユニットの給電能力には限界があるため、集中管理用（M-NET用）制御アダプターの台数が多い場合は伝
送線用給電拡張ユニットが必要です。

● 給電側の給電能力係数　＜　受電側の端末の合計消費電力係数　であること。
● 給電ユニット毎での受電側の端末の合計Ｌ係数　≦　40　であること。

◆制約事項・ご注意
● 対応しているシステムリモコンは上記の形名の製品のみです。（その他のシステムコントローラーを使用した場合は、
正しく表示、動作しません）

● エコヌクールリモコンは通常と同じ台数が必要です。（システムリモコンでの代用はできません）
● 1つの集中管理システムに 床暖房システムと簡易（パネルヒーター）システムとを混在して接続できます。 
● 接続できる台数はエコヌクールリモコンが50台までです。（空調機もシステム構成される場合は、合計台数が減少します）
● システムリモコンでエコヌクールリモコン内蔵のタイマーは機能は操作できません。（別々のタイマー機能です）
● システムリモコンで暖房専用エコヌクールリモコンを運転すると、暖房モードでの運転となります。
● エコヌクールリモコンでタイマー運転をしている場合に、システムリモコンで運転/停止操作すると、タイマー運転が解除されます。
● システムリモコンで、床暖房システムの同一熱源機のエコヌクールリモコンに対して、異なる運転モードが設定できま
せん。最後に操作された運転モードで運転します。

● 簡易（パネルヒーター）システムのエコヌクールリモコンにて、設定水温が自動設定の場合は、システムリモコンの設
定温度表示は自動で決定した水温を表示します。システムリモコンから設定温度の操作をするとエコヌクールリモコン
の自動設定は解除されます。システムリモコンから設定水温を自動に設定することはできません。

● 三菱HEMSとの併用はできません。

�応用システム

給電ユニット形名 給電能力係数
伝送線用給電ユニットPAC-SC51KU 20
伝送線用給電拡張ユニット·PAC-SF46EP 100

集中管理用（M-NET用）制御アダプターの台数 給電拡張ユニット必要台数 合計消費電力係数 合計Ｌ係数

１〜４台· 0 6×1台＋3×4台＝18  5×1台＋2×4台＝13

５〜２４台 1 6×1台＋3×4台＝18
3×（24-4）台＝60

5×1台＋2×4台＝13
 2×（24-4）台＝40

２５〜４４台 2
6×1台＋3×4台＝18
3×（24-4）台＝60
3×（44-24）台＝60

5×1台＋2×4台＝13
2×（24-4）台＝40
2×（44-24）台＝40

４４〜５０台 3
6×1台＋3×4台＝18
3×（24-4）台＝60
3×（44-24）台＝60
3×（50-44）台＝18

5×1台＋2×4台＝13
2×（24-4）台＝40
2×（44-24）台＝40
2×（50-44）台＝12

形　名 消費電力係数 L係数
集中管理用（M-NET用）制御アダプターVEZ-MNT01A 3 2
システムリモコンPAC-SF50AT1 6 5

■給電能力係数

■エコヌクールのみでのシステム構成時の給電拡張ユニット必要台数

■消費電力係数、L係数

※伝送線用給電ユニット、伝送線用給電拡張ユニット、エコヌクールには別途電源が必要です。

※1	集中管理用（M-NET用）制御アダプターは、最遠端距離1,000ｍ非対応のM-NET機器です。
※2	集中管理制御アダプター含む。

＊	接続させた機器間の信号伝達に支障が生じないよう
に、M-NET伝送線の最大総配線長を順守してください。
＊	エコヌクール以外の機器（空調機など）を接続する
場合は、条件が変わる場合がありますので、ビル空
調マルチエアコン総合カタログをご覧ください。

※詳細はシティマルチエアコンのカタログ、設計工事マニュアル、空調冷熱ネットワーク設計マニュアルをご確認ください。
　空調冷熱ネットワーク設計マニュアルはWIN2K(http://www.mitsubishielectric.co.jp/ldg/wink/top.do)からダウンロードできます。

◆M-NET伝送線の配線長
伝送線 許容長

M-NET伝送線（集中管理用伝送線および室内外伝送線）の最遠端距離
・システムリモコン−各制御アダプター間の伝送線最遠長

500m※1

M-NET伝送線（集中管理用伝送線）の最大給電距離 ※2

・伝送線用給電ユニット−各制御アダプター間
・伝送線用給電ユニット−システムリモコン間

200m

◆接続可能機器一覧
同じシステムリモコンで空調機・ロスナイも接続できます。

◆三菱ビル空調管理システム（MELANS）に関するお問合せ先

空調機 ビル用マルチエアコン、スリムエアコン、ルームエアコン、設備用パッケージエアコン

ロスナイ 業務用ロスナイ、設備用ロスナイマイコンタイプ（フリープラン対応形）、外気処理ユニット、単独加湿ユニット

なお、ヒートポンプ式冷温水システム（エコヌクール）に関するお問い合わせ
は、お近くの販売会社（裏表紙に連絡先記載）までおたずねください。
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設置工事の概要1

1. 工事の概要
● 施工編では、床暖房パネル、熱源機、温水配管、各コントローラーの工事について説明します。
● 据え付ける商品は、必ずシステム設計実施後、適切な部品を用いて工事を行ってください。
● 工事には、図のようなものがあります。次ページ「2.工事の手順」をご確認のうえ、各ユニットについては説明ページ

をご参照ください。

熱源機の設置（94ページ）
バックアップ
ヒーターユニットの設置（120ページ）

床暖房パネルの設置
（78ページ）

エコヌクールリモコンの設置（104ページ）
熱動弁コントローラーの設置（103ページ）
床暖房コントローラーの設置（122ページ）
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�設置工事の概要

2. 工事の手順
あらかじめ各ユニットの据付工事説明書を
確認ください。

工事の手順、現地手配部品と工具の確認を行います。
また工程調整する内容の把握ができます。
・通信線など前工程とする工事があります。
・安全上、必ず守ることが記載されています。事前に必
ずご確認のうえ、遵守してください。

システムの初期設定を行います。

熱交換ユニット基板内のディップスイッチSW5とSW6
にて、システムプラン設定を行います。
・床暖房システム、簡易システムの設定
・送水温度上限設定
・バックアップヒーターユニット接続の有無
・冷房運転機能の有無
・オフシーズンポンプ運転の有無
エコヌクールリモコンのアドレス設定と熱動弁設定を行います。
・エコヌクールリモコン側で設定します。
その他の各種機能設定は、エコヌクールリモコン側で行います。

放熱器（床暖房パネル）を設置します。

・床下地をはじめ、床暖房パネル位置、根太高さ・方向
など建築構造上の配慮を建築側とよく確認し、打ち
合わせをしてください。

・床下などに敷設する温水配管をあらかじめ工事します。
・漏れ試験は、パネル設置から熱源機の設置までの間
加圧状態を継続しておき、逐次異常（圧力低下）がな
いことを確認するよう建築工事側と連携して行ってく
ださい。

システムを通電し、システムの循環液張りを
行います。

・配管の漏れ検査を行ってください。
・循環液には必ず、当社純正品を使用してください。
　最低外気温度に適した濃度品を使用してください。
・エアー抜きは十分に行ってください。エアー抜き不
足は、能力不足・異音発生の原因となります。

各ユニットを据え付けます。

・メンテナンスを行うためのスペースの確保に留意し
てください。
・冷房を行うシステムでは冷房放熱器のドレン排水処
理が必要です。

・寒冷地や積雪地の室外ユニットの設置には、必ず指
定の防雪架台を使用してください。

・寒冷地では、室外ユニットはドレン凍結防止ヒーター
付を使用してドレン排水処理を行ってください。

試運転にてシステム、各ユニットが
正常であることを確認します。熱源機と各放熱器の冷温水配管工事を

行います。
・各機器や弁類は水の流れ方向が決まっています。冷
温水配管の接続は、往きと戻りを間違えないよう十
分注意してください。逆に接続すると能力不足や異
音､結露発生の原因となります。
・密閉式の場合、システム水量に見合った膨張タンク
を設置してください。
・冷温水配管内に異物が混入しないよう注意してくだ
さい。
・冷温水配管、ドレン配管は確実に断熱処理をしてくだ
さい。能力不足や結露の原因になります。

施工チェックシートに基づき、施工品質に
問題がないことを確認します。

・必ず保証書内の施工チェックシートによる確認を実
施・記録し、お客様にお渡しください。
・お客様の機器保証（無償修理）には、この施工チェッ
クシートのご提示が必要となります。

熱源機の冷媒配管工事を行います。

・冷媒配管内に水分や異物が混入しないよう注意して
ください。故障の原因となります。
・各ユニットに規定された冷媒配管長を超える場合は、
冷媒の追加チャージが必要になります。
・エコヌクールレオの場合、2台の室外ユニットの配管
と配線を互い違いにしないよう確実に工事してくだ
さい。間違えると故障の原因になります。
（施工チェックを必ず実施してください）

配管化粧など仕上げと清掃を行い、
片付けます。

電気配線工事を行います。

・各機器間の通信線や電源線を重ねて配線することは
避けてください。
誤動作の原因となります。

取扱説明書、施工チェックシート、保証書を
所定の場所に保管します。

4

5

1 6

7

8

9

10

11

12

2

3
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床暖房パネル（根太上設置タイプ）の設置2

1. 設置上の制約事項
（1）禁止事項

◆次のようなところでは、床暖房パネルの使用はできません。
●水がかかったり、常時多湿の場所（浴室・屋外使用など）や、重歩行用途場所（土足で不特定多数の人が入るようなところ）

では、床暖房パネルにふくれが発生したり、パイプに腐食が発生することがあります。

◆次のような工事は禁止です。
●床暖房パネルを直接根太に固定しますと、床の強度が不足し、床が変形（波うち）します。
●設置中に雨や雪に濡れたり、水がかかりますと、床暖房パネルにふくれが発生したり、パイプに腐食が発生することが

あります。

◆床暖房パネル表面の赤いマーキングの上を釘打ちしますと、パイプに穴あきや、傷つきが発生し、水漏れの
原因になります。

◆ドア開閉箇所の付近に床暖房パネルを設置する際は、ドアストッパーなどの取付ネジがパイプに当たらない
ように配慮してください。

◆循環液に水を使用しますと、パイプが腐食し、水漏れするおそれがあります。

（2）注意事項
床下地
◆根太ピッチ303mmで下地は、JAS1類完全耐水合板12mmを基準とし、十分強度のある床下地としてく
ださい。強度が不足すると、不陸（床の凹凸）の発生や、床鳴りの原因となります。

◆床下の断熱は必ず行ってください。断熱が不足しますと、暖房性能が不足したり、暖房費が増加します。
◆床暖房パネルの設置は、床下地が十分乾燥してから行って
ください。床下地の乾燥が不十分のまま設置しますと、床
の不陸や床鳴り、表面仕上げ材の変形の原因になります。

床暖房パネルの工事
◆必ず付属の木ネジで締め付けてください。付属の木ネジは、
締結力、耐腐食性に優れています。

◆床暖房パネルの相互間、周囲材（ダミーボード）との間は、余裕（1〜2mm）を設けて無理に押込まないでく
ださい。無理に押込むと、床の盛り上がり、床鳴りの原因になります。

◆床暖房パネルの配管接続は、電気ロウ付けで行ってください。トーチによるロウ付けは、火災の危険があり、
ロウ付けの信頼性にも不安があります。

◆床暖房パネルの設置は、床下地の合わせ目、床暖房パネルの合わせ目、捨て貼り合板の合わせ目（使用時）及
び表面仕上げ材の合わせ目が一致しないようずらして固定してください。それぞれの合わせ目が一致する
と、表面仕上げ材の目隙などの不具合が出やすくなります。

◆表面仕上げ材や当て板を床暖房パネル上面に施工する前にパネル表面の赤いマーキングの上を直接踏むと、
表面板がたわみ、音がする場合がありますが、異常ではありません。

防錆循環液
◆防錆循環液には、当社純正品を使用してください。（他社品を使用された場合、保証対象外となります）

純正品　　　●防錆循環液(希釈不要タイプ）　→　希釈不要（濃度50％）の循環液です。そのまま注入でき、
濃度調整などの手間が省けます。
凍結温度は−20℃です。

　　　　　　●防錆循環液（原液タイプ）　　  → 希釈不要タイプ（VPZ-01KX-ECO,VPZ-10KX-ECO, 
VPZ-18KX-ECO）の濃度調整用として使用します。

 凍結温度に応じて50％〜60％の濃度で使用します。

根太

内壁

断熱材
100mm以上

断
熱
材

外
壁 幅木

大引

ダミーボード 床暖房パネル
表面仕上げ材 放熱管

床下地：
完全耐水JAS1類
（12mm以上）

根太ピッチ
303mm以下

〔VPZ-01LX-ECO〕

VPZ-01KX-ECO
VPZ-10KX-ECO
VPZ-18KX-ECO
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�床暖房パネル（根太上設置タイプ）の設置

（1）床下地の確認
◆十分強度のある床下地であることを確認します。
◆床の不陸が小さいことを確認します。床下地（合板）の突き合わせの段差が0.5mm以内であることを確認し
ます。

◆床暖房パネル敷設の周辺（床下地、コンクリート、モルタルなど）
が十分乾燥していることを確認します。

◆システム設計通りの厚さの断熱材が確実に施工されているこ
とを確認してください。断熱材の厚さは、少なくとも右の表の
厚さ以上が必要です。

（2）温水配管の工事
床下配管の場合
◆床下地の合板を貼る前に温水配管を行い、合板施工後に温水パイプが床下地の上に取り出せるようにしてお
きます。また、温水パイプの先端には、ゴミなどが入らないようにフタをしておきます。

◆配管の経路は、工事中に釘を打たれないように床下地の合板より150mm程度離して施工します。
◆配管には必ず断熱を施してください。

〈参考〉基礎スリーブの目安
● 配管にツイン被覆銅パイプφ9.52（VPZ-20CP9）を使用する場合、以下を目安としてください。

温水回路数 2回路 3回路 4〜6回路

スリーブ径 φ75 φ90 φ125

（3）電気配線工事
◆建築工事の進度に合わせて、エコヌクールリモコン／床暖房コントローラーの接続配線及び電源工事を行い
ます。

2. 床暖房パネル設置前の準備
床暖房パネルの設置前に床下地の確認、温水配管、電気配線の埋め込みなどの準備を行います。

エコヌクールリモコン 熱動弁コントローラー 信号線

エコヌクールピコ30・40・50

エコヌクールレオ
VEZ-01RCD

̶

VEZ-8VC3

PVC単線φ0.65～φ1.2mm
または、より線 0.3～1.25mm2
または、シールド線

※床暖房コントローラーを壁に埋め込む場合、1個用スイッチボックス・カバーなし（JIS C8337）及び内径φ21mm以上の電線管
の事前工事が必要となります。
※三菱HEMS／集中管理システムと接続する場合、各制御アダプターの接続配線および電源工事が必要となります。
　・三菱HEMS／集中管理システムには専用の通信ケーブルが必要です。
　・通信ケーブル施工用にCD管の使用をおすすめします。

銅管（放熱ロスを少なくするため断熱材を巻く）

床暖房パネル

35

20

40

熱交換ユニットへ

フタ
15
0m
m 冷気侵入防止のため

断熱材にてシールしてください。

床暖房パネル敷設時の位置関係
床下地（12mm以上）

φ18-20穴
（2か所）

断熱材の厚さ
寒冷地

上記以外

150mm以上

100mm以上

※16kg/m3グラスウール相当
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�床暖房パネル（根太上設置タイプ）の設置

3. 床暖房パネルの設置
（1）設置位置の墨出し

◆設置する位置を床下地の上にけがきます。けがきの寸法
は、床暖房パネルの敷設設計に基づき正確に行います。

◆床暖房パネルと床暖房パネルの間、床暖房パネルとダミー
ボードの間は1〜2mm空けてください。

（2）床暖房パネルの固定
◆床暖房パネルを並べ、付属の木ネジで固定します。必ず、
同梱の木ネジを使用してください。

◆木ネジの締め付けには、市販のトルク調整機構付きの電
動ドライバーを使用すると便利です。

◆床下地に不陸があり、床暖房パネルに浮きが発生気味の
ときには、ねじ穴を開けていない表面板の丸穴部に市販
の木ネジで締め付けるか、スクリュー釘で下地に固定し
ます。温水パイプの上には、絶対に釘を打たないように
注意してください。

（3）床暖房パネルのロウ付け
①ロウ付けに必要な工具、消耗品

手でつまんで上へ引く

トルク調整機構付き
電動ドライバー

床暖房パネル

木ネジ

形　名メーカー

アサダ（株） 様

入力電力

R-10 1.5KVA(15A)

〈市販品（例）〉

〈·電気ロウ付け機（容量は1KVA程度のものが適当）〉

フラックスロウ材メーカー

アサダ（株） 様

東洋フィッティング（株） 様

ソルダワイヤS

TF-Hソルダーワイヤー

Sフラックス

TF-Hソルダーフラックス

〈市販品（例）〉

〈·ロウ材、フラックス·〉 〈·その他の工具·〉

形　　名メーカー

旭化成工業（株） 様 ラスタン

〈市販品（例）〉

〈·不燃シート（ロウ付け時の合板加熱防止）〉

● ロウ材は必ず軟ロウ材（銀3％〜5％、錫95％〜98％）を
使用してください。

●  パイプカッター
●  リーマ
●  目の細かい
　サンドペーパー
●  カッターナイフ
●  一般工具
●  濡らした布
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②ロウ付けの手順
1）銅管の表面を目の細かいサンドペーパーで良く磨き酸化物
や汚れを取ります。

2）フラックスを銅管の外面に管端より1mm程度離して、円周
に薄く均一に塗ります。

● フラックスを塗りすぎますと、ロウ付け不良の原因になります。
また、フラックスを接続パイプ（床暖房パネル同梱）の内側には絶
対に塗らないでください。

3）付属の接続パイプで床暖房パネルを接合します。
● へこみ部分のないパイプ側から先にはめ込み、逆方向にスライド

することにより接合させます。へこみ部分があたるまで差込むと
銅管の重なる部分が左右均等になります。

4）右図の要領でロウ付けを行います。

● ロウ付け前にロウ材の先端を使用量の長さだけ曲げておくと必要
以上のロウ材が流れ込むのを防げます。

フラックス塗布範囲
8mm

1mm

サンドペーパーにて磨く 25mm以上

接続パイプ

へこみ部分
スライドさせる

電気ロウ付け機

濡れた布

不燃シート

ロウ材

あらかじめロウ材を使
用量の分だけ曲げて
おきます。

アドバイス
電気ロウ付け機のコテ先の位置は、「接続パイプ」
と「床暖房パネルの銅管」が重なる部分に当て、
ロウ付け作業を実施します。
ロウ材は、適温にならなくても、流れはじめます
が、ロウ付け部全体にロウ材が回るには、300℃
前後に加熱することが必要です。加熱しすぎると、
ろう材は銅管のすき間に吸い込まれず銅管自体の
強度が低下、銅管の穴あき（ピンホール）の原因
になりますので必要以上の加熱は避けてください。

■床暖房パネル端末処理
ロウ付け

U字管にて短絡
しないでください。

銅キャップ
（床暖房パネル同梱）

ロウ付け

銅管

エルボ

ロウ材使用量ロウ材線径

21mm

12mm

φ1.2mm

φ2.0mm

�床暖房パネル（根太上設置タイプ）の設置

5）�ロウ材の回り具合を目視により確認します。�
（下側は鏡などを使用する）
6）�ロウ付け部を徐々に冷やし、濡れた布でフラックスをよく
拭き取ってください。

7）�全体のロウ付け終了後、パネル上を清掃してください。

※銅の表面がやや白くなった時が適温です。赤くなると温度が高過ぎます。
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4. 床暖房パネルの漏れ試験
床暖房パネルは、表面仕上げ材の工事後では点検ができませんので、必ず表面仕上げ材の工事前に漏れ試験を行ってください。

（1）水圧による漏れ検査方法
◆水圧による漏れ検査器

◆漏れ検査の条件と判定基準

※熱動弁が接続されている場合は、熱動弁に通電し、熱動弁が「開」状態で行ってください。
　熱交換ユニットは加圧しないでください。（熱交換ユニット内部配管接続部のはずれ、故障の原因となります）

◆水抜きの方法
● エアコンプレッサーまたは、タンク付高圧ポンプ（市販品）にて配管内

の水をすべて流出させます。

◆冬期の凍結防止
● 水圧試験を冬期に行う場合は、凍結による破損を避けるため、水圧試

験後、防錆循環液を充填してください。

（2）空気圧またはガス圧による漏れ検査方法
◆空気圧またはガス圧による漏れ検査器

使用する気体は、空気、窒素ガスを使用してください。

◆漏れ検査の条件と判定基準

※熱動弁が接続されている場合は、熱動弁に通電し、熱動弁が「開」状態で行ってください。
　熱交換ユニットは加圧しないでください。（熱交換ユニット内部配管接続部のはずれ、故障の原因となります）

床暖房パネル

耐圧ホース

水抜きバルブ ユニバーサル
カップリング

圧力計

ポンプ本体

圧力調整弁

閉止弁

閉止弁

タンク付高圧ポンプ
（市販品）

300kPa
(3.0kgf/cm2)

①圧力降下がないこと。
②各配管接続部に石けん水などを塗布し、漏れがないか目視にて確認する。
③熱源機の施工まで継続（加圧）すること。

判　　定　　基　　準試 験 圧 力

300kPa
(3.0kgf/cm2)

①圧力降下がないこと。
②各配管接続部に漏れがないか目視にて確認する。
③熱源機の施工まで継続（加圧）すること。

判　　定　　基　　準試 験 圧 力

耐圧ホース止め栓

圧力計

床暖房パネル

エアコンプレッサー

圧力調整弁

閉止弁

�床暖房パネル（根太上設置タイプ）の設置
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5. 床暖房パネルの仮運転と配管カバー、周囲材の固定
床暖房パネルは、表面仕上げ材の工事後では、配管の点検ができません。（漏れ試験では、配管の間違いや配管詰まりの確認
はできません）必ず表面仕上げ材の工事前に仮運転を行い、表面が温まることを確認してください。

（1）温水循環の方法
◆熱交換ユニットが設置されている場合には、熱交換
ユニットを使用してください。

◆熱交換ユニットが設置されていない場合には、熱交
換ユニットを仮運転用として使用するか、図のよ
うな温水循環手段を構成して確認してください。

◆リバースリターン配管の場合には、止栓の位置を間
違えることがあるため、必ず実施してください。

（2）床暖房パネルの温まりかた
◆Mタイプ、Lタイプ
● 床暖房パネル内の配管が右図のようになっているため立

上り時には、床暖房パネルが交互に温まっていきます。
◆Sタイプ
● 床暖房パネル内の配管が右図のようになっているため立

上り時には、温水入口側から温まっていきます。

（3）仮運転後の処理
◆循環した温水は、抜き去り排水してください。温水
中には、ロウ付けのフラックスが洗浄されて溶け
込み腐食性がありますので循環液としては使用し
ないでください。

◆仮運転から熱交換ユニットが取り付けられるまでの
期間が長い場合は、腐食防止のため配管内を防錆
循環液希釈不要タイプまたは、原液タイプで充填
してください。（78ページ参照）

（4）配管カバー、周囲材の固定
◆配管カバーを付属の木ネジで固定します。
◆周囲材は、完全耐水合板JAS1類12mmを使用し、
釘で固定します。（コンパネなどJAS規格外品は、
厚さが不揃いのため不適当）

※床暖房パネルと配管カバー及び周囲材の高低差は0.5mm以内に調整
してください。

◆周囲材（ダミーボード）との間は、余裕（1〜2mm）
を設けて無理に押し込まないでください。無理に
押し込むと床の盛り上がり、床鳴りの原因となり
ます。

◆配管カバーと床暖房パネル間にアルミテープを貼る
と、温度ムラが軽減されます。

温水パイプとヘッダーはホース接続

床暖房パネル

ヘッダー温水装置
循環ポンプ

床暖房パネルを無理に押し込まない。
（すき間1～2mm程度）

釘打ち

木ネジ

配管カバー

周囲材
（ダミーボード）

温水往き
温水戻り

温水戻り
温水往き

�床暖房パネル（根太上設置タイプ）の設置
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6. 表面仕上げ材の工事
（1）フローリング工事のポイント

◆次のポイントに注意を払うと不具合が少なくなります。
①全体
● 表面仕上げ材メーカーの指導に従って正しい施工をする。
● 下地材料を含め、使用材料は十分乾燥したものを使用し、保管中、施工中に湿らないように十分注意する。湿った場合

は、十分乾燥してから施工する。
②下地の仕上げ
● 十分な強度を持つようにする。
● 十分乾燥してから床暖房パネルを施工する。
③床暖房パネルの施工
● 固定は必ず付属の木ネジで全数行う。
● ダミーボードや床暖房パネル間の不陸は0.5mm以内とする。
● 床暖房パネルの相互間、周囲材（ダミーボード）との間は、余裕（1〜2mm）を設けて無理に押し込まない。

④フローリング施工
● 床材メーカーの指導に従い、標準施工を励行する。
⑤貼り重ね
● 下地合板、床暖房パネル、ダミーボード、捨て貼り合板、フローリングは、それぞれの突き合わせ部が同一か所で一致

しないようにずらして貼り重ねる。

（2）施工上の注意事項　システム設計編（19ページ）も参照ください。
● 床暖房パネルと表面仕上げ材の適性（根太上設置タイプに限る）

（3）木質フローリングの不具合事例
不具合の種類と原因及び発生の傾向には次のようなものがあります。

種　類

厚み（目安）mm

木質フローリング

8.5～15

コルクタイル

3～10

合成樹脂系床材

2～10

カーペット

4～10

畳（床暖房用）

10

①表面仕上げ材の種類、厚みによっては、放熱が少なくなりますので、住宅の断熱を増やしたり、他の暖房器具との併用をしてくださ
い。

②表面仕上げ材は床暖房運転により、表面状態がわずかに変化することがあります。（木質床材の目隙、合成樹脂床材の目地の膨ら
み、しわなど）

③表面仕上げ材のトラブルについて、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。 

床暖房パネルと表面仕上げ材の間に4～5mmの完全耐水合板を捨て貼りしてください。
合成樹脂系床材では、床暖房パネルを温めてから施工するものがありますのでご注意ください。

床下地が木質の場合には
接着・釘打ち併用タイプ
をおすすめします。
床暖房パネル表面の赤
いマーキングの上には、
釘を打たないでくださ
い。施工上の注意点など

種　類 現 　 　 象 発 生 の 傾 向

①目隙

②突き上げ

・接着工法の床材に多い。
・床暖房パネルの突き合わせ部にでやすい。
・不陸の影響がある。
・施工時の含水率が高いとでやすい。
・接着剤の混合ミス。

木質床材が縮んで床材の突き合わせ部にすき間が開きます。

・室内の湿度が高くなり、床材が膨張する。
・水性ワックスや水拭きの多用により床材が膨張する。

木質床材が伸びて床材の突き合わせ部が盛り上がります。

③膨れ・剥がれ
・全面接着の工法の床材でクッション材の無いもので発生の確率
が高い。
・部分接着工法床材の施工ミス（全面接着してしまった）。

木質床材が床暖房パネルから剥がれたり、木質床材の変形力で床
暖房パネルの表面板が剥がされ、床が浮き上がり、踏むと変形が
あります。

④床鳴り ・不陸があると上記不具合が無くても発生することがある。上記不具合と複合して出ることが多い。

�床暖房パネル（根太上設置タイプ）の設置
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各ユニットの据付け3
各機種の据付工事説明書に従って実施してください。
特に注意が必要なポイントを以下に記載します。

1. 熱交換ユニット
◆防錆循環液のオーバーフローの排水配管が必要です。
●排水側が下り勾配（１／１００以上）となるようにし、途中にトラップや山越えは作らないでください。
●臭気トラップは必要ありません。
●防錆循環液は産業廃棄物ですので、適切な排水枡に接続してください。

◆熱交換ユニットを屋内に設置して冷房運転を行う場合、ドレン水を受けるパンなどの設置が必要です。

2. 室外ユニット
◆風路がショートサーキット（吹き出した風が、再び後ろから吸い込まれる）しないように周囲に十分な空間
を確保してください。詳細は、据付工事説明書を参照ください。

（1）基本事項
◆室外ユニットは暖房運転時にドレン水が発生しますので、必要に応じてドレン配管工事を行ってください。
◆寒冷地ではドレン配管内で凍結する可能性がありますので、標準工事ではドレン配管を接続しません。ドレ
ン配管を接続する場合は、ドレン配管に凍結防止ヒーターなどの処置をしてください。

（2）室外ユニットの必要空間
◆「4.室外ユニットの必要空間（86ページ）」に従い、必要空間を確保してください。

（3）防雪架台の必要空間

1000以上

350以上
メンテナンス
スペース

100以上
メンテナンススペース

1
0
0
以
上

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス

全
長

室
外
ユ
ニッ
ト
設
置
高
さ

障害物 障害物
外壁

転倒防止金具

80～165
（転倒防止金具調節範囲）

455
415

（アンカー寸法）

60以上 60以上

945
1919

945
350以上

メンテナンススペース

120以上
890（アンカー寸法） 890（アンカー寸法）

（単位mm）

3. エコヌクールリモコン
◆室温が検知できる場所に設置してください。（室温の制御を行う場合）
◆エコヌクールリモコンと熱交換ユニットとの結線は、渡り配線または個別配線のどちらでも可能です。

エコヌクールリモコン

……

熱交換ユニット

1 2 n

熱交換ユニット

エコヌクールリモコン

……1 2 n

■渡り配線 ■個別配線



86

施工編

施
工
編

4. 室外ユニットの必要空間
（1）単独設置の場合の必要空間

①正面／右側面に障害物がある場合

③左右側面／背面に障害物がある場合

①横連続設置の場合

⑤上面に障害物がある場合（出窓の下など）

③複数台多列設置の場合

②正面／左側面に障害物がある場合

④正面／背面に障害物がある場合

②1台多列設置の場合

350mm以上

1000mm以上

200m
m以上

200m
m以上10

00
mm
以上

1
2
0
0
m
m
以
下

350mm以上
1000

mm以
上

200m
m以上10

00
mm
以上

100mm以上

350mm以上

100mm以上

500m
m以上

100m
m以上

10
00
mm
以上

350mm以上
500m

m以上

100m
m以上

10
00
mm
以上

1000mm以上

1000mm以上

1000
mm以

上

100m
m以上

10
0m
m以
上

1000
mm以

上 4
00m

m以上
2000

mm以
上

300m
m以上

1000mm以上
200m

m以上

200m
m以上10

00
mm
以上

1
2
0
0
m
m
以
下

100mm以上

1000mm以上

1000mm以上

200m
m以上

100m
m以上10

00
mm
以上

1
2
0
0
m
m
以
上

500m
m以上

400m
m以上

1000
mm以

上
100m

m以上

�各ユニットの据付け

（2）複数台設置の場合の必要空間
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冷媒配管工事4
（1）基本事項

◆各機器の据付工事説明書を事前に確認してください。
◆エアパージは必ず真空ポンプ方式で実施してください。
◆追加チャージは冷媒充填用電子はかりを使用して、ボンベの液相から行ってください。
◆冷媒：Ｒ410A
◆リークテストを実施してガス漏れがないことを確認してください。

◆室外ユニット接続部はバルブ部までしっかり断熱してください。

（2）冷媒配管図
◆エコヌクールピコの場合· ◆エコヌクールレオの場合

（3）配管長、高低差の確認

（4）冷媒配管

◆断熱材は、耐熱発泡ポリエチレン、熱伝導率0.043W/（m・K）以下・厚さ8mm以上相当品を使用してく
ださい。

●冷媒配管は結露防止のために1本ごとに2本とも確実に断熱してください。
●冷媒配管の曲げ半径は10cm以上としてください。
●配管をつぶしたり、折らないよう注意して曲げてください。

（5）追加チャージ

熱交換
ユニット室外

ユニット
フレア

サービスポート付
ストップバルブ

液管φ6.35mm

ガス管
φ9.52mm

ストップ
バルブ

熱交換 
ユニット 

室外ユニット 
A

フレア 
サービスポート付 
ストップバルブ 

液管φ6.35mm 

液管 
φ6.35mm 

ガス管 
φ9.52mm 

ガス管 
φ9.52mm 

ストップバルブ 

サービスポート付 
ストップバルブ 

ストップバルブ 

室外ユニット 
B

A

B

配管長 許容範囲

標準タイプ、-Hタイプ 0.5～18ｍ　（３ｍを超える場合追加チャージ必要）

-HL タイプ 4～ 18ｍ　（８ｍを超える場合追加チャージ必要）

高低差 12ｍ以内

曲がり 10か所以内

外　径 肉　厚 材料及び規格

液　管 φ6.35mm（1/4"） 0.8mm リン脱酸銅�C1220T�JIS�H3300

ガス管 φ9.52mm（3/8"） 0.8mm リン脱酸銅�C1220T�JIS�H3300

室外ユニット 冷媒配管長 追加冷媒質量

標準タイプ、-Hタイプ
3ｍ以下 追加チャージ不要

3ｍを超える 30g�×�（配管長－3m）

- ＨＬタイプ
8ｍ以下 追加チャージ不要

8ｍを超える 30g�×�（配管長－6m）
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電気配線について5
●基本事項
◆各機器の据付工事説明書を事前に確認してください。
◆電気工事に関しては販売店様、工事店様において有資格者である電気工事士の方が実施してください。
◆電気配線工事は内線規程にしたがって安全、確実に行ってください。
◆漏電遮断器（過電流保護機能付き）を必ず取り付けてください。
◆アースを熱交換ユニットにて取り付けてください。（D種接地）
◆熱交換ユニットにてアース工事ができない場合は、室外ユニットから実施してください。
◆熱交換ユニットと室外ユニット両方で接地工事を行わないでください。（通信異常が発生しやすくなります）
◆エコヌクールリモコンの通信線と電源線を重ねて配線することは避けてください。（誤作動の原因となります）
◆複数のシステムを設置する場合には、各システムのエコヌクールリモコンの通信線間の距離を100mm以
上離してください。（誤作動の原因となります）

■エコヌクールピコ

■エコヌクールレオ

エコヌクールピコ
− 熱交換ユニット漏電ブレーカー ピコ 30         ：漏電ブレーカー 200V 15A　

ピコ 40・50：漏電ブレーカー 200V 20A　

− バックアップヒーターユニット漏電ブレーカー 漏電ブレーカー 200V　15A　

① 熱交換ユニット電源線 VVF　2×2.0mm

エコヌクールレオ
− 熱交換ユニット漏電ブレーカー 漏電ブレーカー 200V　40A　

− バックアップヒーターユニット漏電ブレーカー 漏電ブレーカー 200V　15A　   

② 熱交換ユニット電源線 VVR　8.0mm2（より線）2 芯相当品

共　通

③ アース線 IV　1.6mm

④ 室外ユニット通信線／電源線 VVF3×2.0mm

⑤ エコヌクールリモコン通信線
PVC 単 線 0.65mm 〜 1.2mm、 ま た は よ り 線 0.3mm2 〜
1.25mm2、またはシールド線

（2 芯総延長 100 ｍ※渡り配線可能）

⑥ バックアップヒーターユニット電源線 VFF2×1.6mm または 2.0mm

⑦ バックアップヒーターユニット通信線 付属リード線

※エコヌクールピコ30・40タイプは最大4台まで。
　エコヌクールピコ50タイプは最大6台まで。

エコヌクールリモコン

熱交換
ユニット

バックアップ
ヒーターユニット

単相
AC200V

室外ユニット

単相
AC200V

⑦

⑥

③

⑤

③

④

①

※熱動弁コントローラー1台で
　最大8台まで。
　熱動弁コントローラー2台で
　最大15台まで。

エコヌクールリモコン

熱動弁
コントローラー

熱交換
ユニット

バックアップ
ヒーターユニット

単相
AC200V

室外ユニット

AC100V
コンセントプラグ
・コード長2.1m
・コンセント形状

⑦

③

③

⑤

④

②

単相
AC200V

⑥



89

施工編

施
工
編

循環液張り6
●ポイント
◆必ず三菱防錆循環液を使用します。
◆エアー抜きは１回路ずつ確実に行います。
◆密閉回路の場合は圧送ポンプを使用して循環液張りを行います。
◆循環液張り時に配管洗浄と異物混入がないことを確認してください。

1. 防錆循環液の準備
◆保有水量で計算した必要量の防錆循環液を準備します。
◆濃度は必要な凍結温度になるように調整してください。（濃度50%の場合、最低外気温度は約ー20℃です）

2. 循環液張り運転
（1）電源操作

◆分電盤にある熱交換ユニットの専用ブレーカーを「入」にします。

（2）防錆循環液の注入
◆開放式の場合
● 補給口キャップをはずして 

補給口から防錆循環液を 
注入します。

（3）循環液張り運転操作
①熱交換ユニットのスイッチＳＷ４を「入」にします。エコヌクールレオの場合は、その後SW3（異常解除）を1回押します。
● デジタル表示部に循環液張り運転中（「F ー P」）が表示されます。
● すべての熱動弁と電磁弁は「開」となります。
● 循環ポンプが運転を開始します。 

→密閉式の場合は循環ポンプを停止させてください（SW3を押す）。
②圧送ポンプを運転します。（密閉式の場合のみ）
③防錆循環液を補充します。
● 防錆循環液は循環液張りすると水位が下がるので都度補給してください。 

開放式の場合：補給口から補給する。 
密閉式の場合：圧送ポンプに補給する。

④エアー抜き
● 温水配管内の空気が完全に抜けるまで（「ゴボゴボ音」が消えるまで）、エアー抜きを行います。
● 床暖房システムの場合：熱動弁の開／閉操作により、１回路ずつ順にエアー抜き操作を行ってください。
● 簡易（パネルヒーター）システムの場合は、圧損・高低差の大きい回路から順に負荷側のバルブ・弁の操作により１回

路ずつエアー抜き操作を行ってください。
● 密閉式の場合、圧力ゲージが90kPa以上にならないよう排水バルブで調整してください。

（4）圧力設定（密閉式のみ）
● 負荷側のバルブをすべて「開」にします。
● バルブＡを「開」にし排水バルブを除々に「閉」にします。
● 圧力ゲージが密閉膨張タンクの設定圧50kPa以上になったら給水・排水バルブとも「閉」にし、圧送ポンプを止めます。
● 圧力の微調整を圧力ゲージを見ながら、給水・排水バルブの開閉にて行います。

（5）循環液張り運転の終了
● 熱交換ユニットのスイッチＳＷ４を「切」にします。
● 圧送ポンプを取りはずします。（密閉式のみ）

◆密閉式の場合
①排水口、給水口に圧送 

ポンプを接続します。
②排水バルブ、給水バル 

ブを開きます。
③バルブAを閉じます。
④防錆循環液を圧送ポン 

プに注入します。
圧送ポンプ

圧送ポンプへ

圧送ポンプ
から

防錆循環液

戻り口

給水バルブ

排水バルブ
バルブA

補給口キャップ
補給口

熱交換
ユニット

防錆循環液適正水位（段差部）

ワンポイント
パネルヒーターの場合、確実にエアー抜きを行うには１週間程度エアー抜きが必要と言われています。
しかし、現実的ではないので一旦循環液張りをしたら１か月程度運転をして再度エアー抜きすることが行われています。
エアーが残った状態が長期に渡ると穴あき（腐食）の原因になります。
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初期設定のポイント7

1. 熱交換ユニットの初期設定

●ポンプ固定ノッチの設定
（1）ポンプ固定ノッチを設定する場合の注意事項

◆全回路運転時の流量が確保されたポンプノッチであること。
◆流量が少ないと温まらない箇所や安全装置が作動することが
あります。

（2）ポンプノッチが固定ノッチとなる条件
◆下記のいずれかでポンプノッチは固定となります。
①機能設定1 SW5-8：ON（ポンプ揚程制御なし）
②循環液張り設定 SW4：ON（循環液張り運転）
③冷房強制運転 SW6-2：ON
④暖房強制運転 SW6-3：ON
⑤バックアップヒーターユニット試運転 　SW6-4：ON
	 ＊②は7ノッチ（最大）で固定。変更できません。
	 ＊③〜⑤は5ノッチ固定。①の条件と併用で固定ノッチ変更可能。

（3）固定ノッチの変更方法
●SW6-8 ONにて固定ノッチ調整モードに切り替わり、OFFにて終了します。
	 ※運転中でも調整可能です。
●SW1にて固定ノッチを変更します。
●工場出荷時は7ノッチです。

設定項目 設定内容 例

システム種別 システムの動作を簡易システムとするか、床暖房システムと
するかを設定します。 機種により初期設定が異なるのでご注意ください。

熱動弁コントローラー接続
（レオのみ）

床暖房システムで熱動弁コントローラーを使用するか否かを
設定します。

リモコンが1台のみ（初期値） : なし
リモコンが2〜15台 : あり

簡易システム設定 簡易システムでE-con端子で運転／停止を行うかを設定しま
す。

運転／停止をエコヌクールリモコンで行う場合 : リモコン連動
E-con端子で行う場合  : E-con連動

送水温度上限設定
送水温度上限を45,50,55,60℃から設定できます。
熱源置換で60℃に上げたい、パネルの温水上限が低いなどの
場合に設定します。

初期値 : 55℃
注: 温水温度を上げるとCOPが低下します。また加

熱能力も低下します。

バックアップヒーターユニット接続 バックアップヒーターユニットを接続するかの設定です。 初期値 : なし

冷房機能 冷房機能を使用するかの設定です。
なしの場合、暖房専用となります。 初期値 : なし

ポンプ揚程制御 ポンプ揚程を固定ノッチで使用する場合は、なしに設定しま
す。ありの場合、負荷に合わせて自動で揚程制御を行います。 初期値 : あり

霜取制御切替 室外ユニットの霜取運転を温暖地用／寒冷地用に切り替えま
す。 初期値 : 寒冷地用

オフシーズンポンプ運転
酸素透過防止（O2カット）仕様でない架橋ポリエチレン配管な
ど夏季に落水のおそれがある場合に、停止中も一定時間毎に
ポンプを自動運転させる機能です。

銅配管の場合（初期値） : なし
酸素透過防止でない架橋ポリエチレン配管 : あり

機種 ピコ30・40 ピコ50・レオ

外気温度下限 0℃ −5℃

ポンプ揚程制御 あり なし

送水温度
上限設定

45、50、
55℃の場合 設定値 設定値

60℃の場合 60℃ 55℃ ※

調整モード表示　7ノッチ設定 [S-P7]
SW1（モード）

LED3・4表示内容

[S-P1]

[S-P6]

調整モード表示　1ノッチ設定
SW1（モード）

調整モード表示　6ノッチ設定
SW1（モード）

■60℃出湯が可能な外気温度

■ポンプ揚程制御による送水温度上限

送水温度上限を60℃に設定しても、ポ
ンプ揚程制御を「なし」とすると送水温度
の上限は55℃となります。

参考：60℃出湯の制約条件

※エコヌクールリモコンの送水温度設定も55℃が上限となります。
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�初期設定のポイント

2. エコヌクールリモコンの初期設定
エコヌクールリモコンで設定する内容について説明します。
具体的な設定操作はそれぞれの機種の据付工事説明書をご確認ください。

（1）施工設定

（2）サービス設定

設定項目 設定内容 例

アドレス設定

エコヌクールリモコン1台ずつに付ける番号（アドレス）です。
1から順に決めてください。
どのエコヌクールリモコンを何番にするかは自由ですが、数字を
飛ばさないでください。

（1・3・4など）

エコヌクールリモコンが3台ある場合
　1台目 : アドレス　1
　2台目 : アドレス　2
　3台目 : アドレス　3

熱動弁出力設定
設定しているエコヌクールリモコンでどの熱動弁を連動するかの
設定です。
熱動弁の番号は熱交換ユニット内の熱動弁接続端子の番号です。
複数の熱動弁を選択できます。

設定しているエコヌクールリモコンで熱動弁3,4を動
かす場合

熱動弁番号　1　　2　　3　　4
　　　　　　ー　　ー　　○　　○

非居室設定 水温自動の場合に、トイレや脱衣場など非居室を水温制御の対象
外とすることで、省エネ性と安定性を向上させます。

非居室設定の例
　・トイレ、脱衣場、廊下 : 有効
　・リビング、個室 　　   : 無効

室温制御設定

エコヌクールリモコンで室温制御を行うか否かの設定です。
（エコヌクールリモコンで室温を検知して、熱動弁の開閉制御を行
うかの設定）
パネルヒーターを使用していて、サーモバルブで温度制御を行う
場合は無効にします。

室温制御設定の例
　・床暖房の場合 : 有効
　・パネルヒーター（サーモバルブ使用） : 無効
　・パネルヒーター（冷温水で使用） : 有効

床暖房パネル設定 使用する放熱器の種類を選択してください。
※暖房専用の放熱器（床暖房パネルなど）に冷暖房兼用設定をしないでください。

床暖房パネルの場合　：三菱電機
パネルヒーターの場合：その他放熱器

→冷房（冷水）／暖房（温水）兼用

設定項目 設定内容 例

ヒーター長時間運転中
表示設定

バックアップヒーターユニットが長時間運転すると電気代が高額になる可能
性があり、そのお知らせ表示を行うかの設定です。

（過去24時間の積算運転時間が10時間以上の場合にお知らせ表示をします）

初期値（工場出荷時）
　・有効

電気代単価設定 電気代を計算するための1時間当たりの電気代単価（円/KWh）を設定します。
お客様の電力契約に合わせて設定してください。

初期値（工場出荷時）
　・27円/kWh

例:東京電力エナジーパートナー・
　 スマートライフプランの場合
　・0時台  :25.33円/kWh
　・1〜5時台  :17.46円/kWh
　・6〜23時台  :25.33円/kWh

CO2 排出係数設定
CO2の排出量に換算するための1kWあたりの排出係数（kg/kWh-CO2）を設
定します。
排出係数は電力会社ごとに公表されていますので、その値を設定ください。

初期値（工場出荷時）
　・0.400kg/kWh-CO2

室温補正設定
リモコンで検知する室温が部屋の中央と差がある場合に、検知した温度を補
正します。
ー2〜+2℃の範囲で設定できます。

初期値（工場出荷時）
　・0℃（室温補正なし）

床温キープ範囲設定
室温が設定温度に達した場合に、床面温度を下げないための間欠通水をする
温度範囲を設定します。
0〜+5℃の範囲で設定できます。

初期値（工場出荷時）
　・3℃
　→ 室温が設定温度〜設定温度+3℃の範

囲で間欠通水を行います。
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試運転8

1. 試運転
据付工事説明書の手順に従って実施してください。

（1）確認するポイント
◆往き、戻りの温水温度がきちんと上がるか？（暖房運転ができているか）
◆運転操作した部屋が暖まっているか？（エコヌクールリモコンと熱動弁の設定が間違っていないか）

2. 施工チェックシートの記入
施工チェックシート（保証書裏面）の項目に従って、据付工事の点検を行ってください。
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3. 床暖房パネル10年保証申請書
◆施工認定店が床暖房パネル10年保証を申請される場合は、申請書に必要事項を記入して購入された販売店
様にお渡しください。（施工認定店以外の設置、施工チェックシートがない場合は、保証対象外となります）

◆後日、床暖房パネル10年保証書をお送りしますので、お客様にお渡しください。

引渡し説明9

1. お客様への説明
取扱説明書、据付工事説明書をお客様にお渡しして以下をご説明ください。

（1）使用方法
●取扱説明書の内容に沿ってご説明ください。

（2）防錆循環液の補充について
開放式システムでは防錆循環液が蒸発するため、目安として２〜３年に一度、防錆循環液の補充が必要に
なります。

●シーズンイン前の確認 ●防錆循環液の購入方法、手配先
●防錆循環液不足が出た場合の対応 ●補充の方法

（3）暖房シーズンが終わったときの対応
●オフシーズンポンプ運転を設定している場合はブレーカーを切らないお願い（落水事故の原因となります）
●待機電力のご案内

（4）定期点検のおすすめ
●安心してお使いいただくために、定期点検をおすすめください。
●床暖房パネル10年保証では２年ごとの点検がないと、保証が無効になります。

2. 保証書
保証書に必要事項（お客様・施工店様の名前など）を記入のうえ、必ずお客様にお渡しください。（保証書裏面に記載の
施工チェックシートによる施工チェックも行ってください）

	 ※お客様のお手元に保証書がない、または必要事項が未記入のものは、当社の機器保証は無効となります。
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エコヌクールピコ・レオ据付工事説明10
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は
他
社
製
品
に
起
因
す
る
事
故
・
故
障
は
保
証

の
対
象
外
と
な
る
場
合
や
有
償
に
よ
る
修
理
と
な
場
合
が
あ
る
こ
と
。

●
 使
用
し
な
い
期
間
は
、
リ
モ
コ
ン
に
て
運
転
を
停
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

■
据
付
工
事
が
終
わ
っ
た
ら

施
工
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
機
器
保
証
書
裏
面
）
項
目
に
し
た
が
っ
て
、
も
う
一
度
据
付
工
事
の
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

機
器
保
証
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
ず
お
客
様
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

※
お
客
様
の
お
手
元
に
機
器
保
証
書
が
な
い
、
ま
た
は
必
要
事
項
が
未
記
入
の
も
の
は
、
当
社
の
機
器
保
証
は

無
効
と
な
り
ま
す
。

こ
の
説
明
書
は
、

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

中
津
川
製
作
所
 〒
 5
08

 －
 8
66

6 
岐
阜
県
中
津
川
市
駒
場
町

1番
3号

P
2
9
、3

2

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
表
示

確
認

事
項

2
台
目
の
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
設
置
切
替
ス
イ
ッ
チ
を
「
サ
ブ
」

に
設
定
す
る
。
　
　
（
5
）

通
信
線
と
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い
る
か
、
再
確
認
す
る
。

シ
ス
テ
ム
構
成
異
常

通
信
線
短
絡
異
常

P
.3
9

※
そ
の
他
の
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
裏
面
に
貼
付
け
の
エ
ラ
ー
表
示
一
覧
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

交
互
表
示

①
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
A
、
B
の
冷
媒
配
管
、
接
続
電
線
が
正
し
く
配
管
、
配
線
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

②
配
管
、
配
線
が
正
し
い
場
合
は
、
電
源
リ
セ
ッ
ト
後
、
一
回
路
毎
に
試
運
転
を
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
冷
媒
配
管
誤
接
続
異
常

確
認

事
項

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
表
示

交
互
表
示

①
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
切
」
に
し
て
、
十
秒
程
度
経
過
し
た

後
、
再
度
「
入
」
に
す
る
。

②
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
5
-1
を
い
っ
た
ん
切
換
え
、
元
に
戻
す
。

③
す
べ
て
の
リ
モ
コ
ン
で
『
初
期
設
定
』
を
行
う
。

ア
ド
レ
ス
重
複
設
定
異
常
（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み
）

施
工
／
サ
ー
ビ
ス
設
定
　
つ
づ
き

P
.4
2
～
4
6
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安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

お
使
い
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
、
財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
必
ず
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
 改
造
や
必
要
以
上
の
分
解
は
し
な
い

 火
災
・
感
電
・
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 リ
モ
コ
ン
類
を
水
の
か
か
る
と
こ
ろ
に
据
付
け
な
い

 漏
電
・
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 製
品
を
水
に
つ
け
た
り
、
水
を
か
け
た
り
し
な
い

 シ
ョ
ー
ト
・
感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

水
ぬ
れ
禁
止

●
 指
定
冷
媒（

R
4
1
0
A
）以

外
の
冷
媒
は
使
用
し
な
い

 法
令
違
反
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
使
用
時
・
修
理

時
・
廃
棄
時
な
ど
に
、
破
裂
・
爆
発
・
火
災
な
ど
の

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

 当
社
指
定
外
の
冷
媒
を
使
用
し
た
場
合
の
不
具
合
や

事
故
に
対
し
、
当
社
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

禁
止

分
解
禁
止

指
示
に
従
う

2■
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

■
“
図
記
号
”
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
の
重
大
な
結
果
に
結
び
つ
く
可
能
性
が

あ
る
も
の
。

禁
止

分
解
禁
止

指
示
に
従
う

水
ぬ
れ
禁
止

ア
ー
ス
確
認

警
告

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
軽
傷
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

注
意

警
告

●
 冷
凍
サ
イ
ク
ル
内
に
空
気
な
ど
指
定
冷
媒（

R
4
1
0
A
）

以
外
の
も
の
を
混
入
さ
せ
な
い

 冷
凍
サ
イ
ク
ル
内
が
異
常
高
圧
に
な
り
、
破
損
・
け

が
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 防
錆
循
環
液
を
乳
幼
児
・
お
子
様
の
手
の
届
く
と
こ

ろ
に
置
い
た
り
、
飲
ん
だ
り
し
な
い

 健
康
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
万
一
飲
ん
だ

場
合
は
、
す
ぐ
に
吐
か
せ
て
医
師
の
診
断
を
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
 電
源
電
線
や
ユ
ニ
ッ
ト
間
の
接
続
電
線
を
は
さ
ん
だ
り
、

ネ
ジ
な
ど
で
傷
つ
け
な
い

 電
源
電
線
や
接
続
電
線
に
傷
が
つ
く
と
、
火
災
・
感

電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 可
燃
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
は
据

付
け
な
い

 万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、

爆
発
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 高
温
と
な
る
場
所
や
直
接
炎
が
あ
た
っ
た
り
、
油
煙

の
多
い
場
所
に
は
据
付
け
な
い

 火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
小
動
物
の
す
み
か
に
な
る
よ
う

な
場
所
に
は
設
置
し
な
い

 小
動
物
が
侵
入
し
て
、
内
部
の
電
気
部
品
に
触
れ
る

と
、
故
障
や
発
煙
・
発
火
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

 ま
た
、
お
客
様
に
周
囲
を
き
れ
い
に
保
つ
こ
と
を
お

願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
は
単
相
2
0
0
V
を
使
用
す
る

 電
源
を
間
違
え
る
と
感
電
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 据
付
け
は
、
製
品
質
量
に
十
分
耐
え
る
と
こ
ろ
に
確

実
に
行
う

 強
度
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
に
据
付
け
る
と
ユ
ニ
ッ
ト

が
転
倒
・
落
下
し
、
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 端
子
台
接
続
部
は
、
指
定
の
電
線
を
使
用
し
、
抜
け

な
い
よ
う
に
確
実
に
接
続
す
る

 接
続
に
不
備
が
あ
る
と
火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
 V
EH

-7
12

H
C
D
-K
/M

の
電
源
線
は
指
定
ト
ル
ク
で
確
実
に

締
付
け
る
（
端
子
台
ネ
ジ
締
付
ト
ル
ク
：
2.
0～

2.
5N

·m
）

 感
電
・
火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
 電
気
工
事
は
電
気
設
備
技
術
基
準
や
内
線
規
程
に
し

た
が
っ
て
有
資
格
者
で
あ
る
電
気
工
事
士
が
行
う

 接
続
不
良
・
誤
っ
た
電
気
工
事
は
感
電
・
火
災
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
 製
品
金
属
部
や
銅
管
が
メ
タ
ル
ラ
ス
張
り
・
ワ
イ
ヤ

ラ
ス
張
り
金
属
板
な
ど
の
金
属
と
電
気
的
に
接
触
し

な
い
よ
う
に
据
付
け
る

 漏
電
し
た
場
合
発
火
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 据
付
工
事
部
品
は
、
必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指

定
の
部
品
を
使
用
す
る

 部
品
に
不
備
が
あ
る
と
火
災
・
感
電
・
ユ
ニ
ッ
ト
の

転
倒
に
よ
る
け
が
・
水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 ア
ー
ス
を
確
実
に
取
付
け
る

 故
障
・
漏
電
の
と
き
に
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 作
業
中
に
冷
媒
ガ
ス
が
漏
れ
た
場
合
は
、
換
気
す
る

 冷
媒
ガ
ス
が
火
気
に
触
れ
る
と
、
有
毒
ガ
ス
が
発
生

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
確
認

指
示
に
従
う

指
示
に
従
う

●
 火
災
予
防
条
例
な
ど
法
令
の
基
準
を
守
る

 誤
っ
た
工
事
は
火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
 接
続
ナ
ッ
ト
は
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
用
い
て
指
定
の
ト

ル
ク
で
締
付
け
る

 締
付
け
す
ぎ
る
と
長
期
使
用
後
、
ナ
ッ
ト
が
割
れ
、

冷
媒
漏
れ
、
水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 運
転
中
や
停
止
直
後
に
給
水
口
の
ふ
た
を
あ
け
な
い

 循
環
液
が
飛
び
散
っ
て
や
け
ど
を
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 冷
房
機
能
を
使
用
す
る
場
合
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の

屋
内
設
置
を
し
な
い

 製
品
か
ら
結
露
水
が
滴
下
し
、
家
財
な
ど
の
汚
損
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 据
付
け
の
際
は
必
ず
手
袋
を
着
用
す
る

 着
用
し
な
い
と
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 温
水
パ
イ
プ
に
は
粘
着
テ
ー
プ
（
ガ
ム
テ
ー
プ
等
）

や
塩
ビ
系
樹
脂
（
電
源
電
線
等
）
を
接
触
さ
せ
な
い

 パ
イ
プ
が
劣
化
し
て
水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 冷
房
運
転
時
に
暖
房
専
用
放
熱
器
に
冷
水
を
流
さ
な
い

 家
財
な
ど
を
濡
ら
し
、
汚
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
吸
込
口
や
ア
ル
ミ
フ
ァ
ン
に
さ
わ
ら
な
い
 

 け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 ド
レ
ン
・
配
管
工
事
は
、
据
付
工
事
説
明
書
に
し
た

が
っ
て
確
実
に
行
う

 工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
水
が
滴
下
し

て
家
財
な
ど
の
汚
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

禁
止

指
示
に
従
う

指
示
に
従
う

3

安 全 の た め に 必 ず 守 る こ と

警
告

注
意

●
 据
付
け
作
業
で
は
、
圧
縮
機
を
運
転
す
る
前
に
、
確

実
に
冷
媒
配
管
を
取
付
け
て
、
真
空
引
き
を
行
う

●
 冷
媒
配
管
を
取
付
け
て
い
な
い
状
態
で
、
ス
ト
ッ
プ

バ
ル
ブ
開
放
状
態
で
圧
縮
機
を
運
転
し
な
い

 空
気
な
ど
を
吸
引
し
、
冷
凍
サ
イ
ク
ル
内
が
異
常
高

圧
に
な
り
、
破
裂
・
け
が
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
作
業
で
は
、
冷
媒
配
管
を
は
ず
す
前

に
圧
縮
機
を
停
止
す
る

●
 圧
縮
機
を
運
転
し
た
ま
ま
、
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
開
放

状
態
で
冷
媒
配
管
を
は
ず
さ
な
い

●
 冷
媒
漏
れ
に
よ
り
冷
凍
サ
イ
ク
ル
内
に
冷
媒
が
な
い

場
合
は
ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
し
な
い

 空
気
な
ど
を
吸
引
し
、
冷
凍
サ
イ
ク
ル
内
が
異
常
高
圧

に
な
り
、
破
裂
・
け
が
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 据
付
工
事
終
了
後
、
冷
媒
ガ
ス
が
漏
れ
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
す
る

 冷
媒
ガ
ス
が
火
気
に
触
れ
る
と
、
有
毒
ガ
ス
が
発
生

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
付
け
る

 取
付
け
な
い
と
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
・
室
外
ユ
ニ

ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
は
確
実
に
取
付
け
る

 ほ
こ
り
・
湿
気
・
雪
な
ど
の
侵
入
に
よ
り
、
漏
電
・

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 据
付
け
後
長
期
間
ご
使
用
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
　

必
ず
分
電
盤
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る

 絶
縁
劣
化
に
よ
る
感
電
･漏

電
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
の
排
水
処
理
を
確
実
に
行
う

 排
水
処
理
さ
れ
な
い
と
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
時
に
製
品

周
辺
や
壁
、
床
が
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
 リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
は
確
実
に
は
め
込
む

 は
め
込
み
が
不
十
分
で
リ
モ
コ
ン
が
落
下
す
る
と
、

け
が
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
 通
信
線
の
接
続
端
子
台
に
切
り
く
ず
な
ど
が
入
ら
な

い
よ
う
に
す
る

 感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
 電
流
容
量
な
ど
に
適
合
し
た
規
格
品
の
配
線
を
使
用

し
て
電
源
配
線
工
事
を
行
う

 漏
電
・
発
熱
・
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 据
付
け
は
、
R
4
1
0
A
用
に
製
造
さ
れ
た
専
用
の
ツ

ー
ル
・
配
管
部
材
を
使
用
す
る

 R
4
1
0
A
は
、
R
2
2
に
比
べ
て
圧
力
が
約
1
.6
倍
高

く
な
り
ま
す
。
専
用
の
配
管
部
材
を
使
用
し
な
か
っ

た
り
、
据
付
け
に
不
備
が
あ
る
と
破
裂
・
け
が
な
ど

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明

4使
用
部
品

V
EH

-3
0
4
H
C
D
-K

V
EH

-4
0
6
H
C
D
-K
/M

V
EH

-5
0
7
H
C
D
-K
/M

V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M

個
　
　
数

品
　
　
名

熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド

圧
着
端
子

取
扱
説
明
書

据
付
工
事
説
明
書
（
本
書
）

ご
相
談
窓
口
・
修
理
窓
口
の
ご
案
内

保
証
書
お
よ
び
施
工
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

愛
用
者
カ
ー
ド

ポ
イ
ン
ト
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

（
本
体
前
面
パ
ネ
ル
に
貼
付
）

4 8 1
式 1

ー ー 1
式 1

6 1
2

1
式 1

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
同
梱
部
品

個
　
　
数

品
　
　
名

ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト

1
ー

ー

VE
H-
30

4H
PD

VE
H-
40

6H
PD

VE
H-
50

7H
PD

VE
H-
30

4H
PD

-H
L

VE
H-
40

6H
PD

-H
L

VE
H-
50

7H
PD

-H
L

VE
H-
30

4H
PD

-H

VE
H-
40

6H
PD

-H

VE
H-
50

7H
PD

-H

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
同
梱
部
品

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け

P
.１
5
～
１
7

V
EH

-3
0
4
H
C
D
-K
、
V
EH

-4
0
6
H
C
D
-K
/M
、

V
EH

-5
0
7
H
C
D
-K
/M

■
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

開
放
式

密
閉
式

開
放
式

密
閉
式

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け

φ
4
2
ド
レ
ン
穴

吸
込
方
向

285（300）

44（48）

4
0
0
（
4
0
4
.5
）

吸
込
方
向

据付用ボルトピッチ
304～325

（319～340）

344.5
（360）

17.5

4
0

2
×
1
0
×
2
1
長
穴

吹
出
方
向

2
2
.3

取
っ
手 10（8.5）

550（630）

6
2

据
付
用
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
5
0
0

8
0
0
（
8
0
9
）

1
5
0

（
15

4.
5）

サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル

2
3
.2

1
4
2
.5

（
1
5
0
）

164.5
533.5(613.5)

99.5

17
0.
5

（
18

5.
5）

ア
ー
ス
端
子

サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト

液
配
管
接
続
口

（
φ
6
.3
5
 銅

管
フ
レ
ア
接
続
（
1
/4
"）

）

ガ
ス
配
管
接
続
口

（
φ
9
.5
2
 銅

管
フ
レ
ア
接
続
（
3
/8
"）

）

43°

35°

※
V
EH

-3
0
4
H
P
D
-H
、
V
EH

-4
0
6
H
P
D
-H
/H

Lの
場
合
、
φ
3
3

P
.１
8

■
室
外
ユ
ニ
ッ
ト

（
VE

H
-3
04

H
PD

(-
H
)、

VE
H
-4
06

H
PD

(-
H
/-
H
L)
、
VE

H
-5
07

H
PD

(-
H
/-
H
L)
）

（
単
位
：
㎜
）

73

78

37
0

430 29

44

オ
ー
バ
ー
フロ

ー
ホ
ー
ス

（
内
径φ

10
、外

径φ
13

）

23
0

戻り
水
配
管
接
続
口

（
CH

ジョ
イ
ント

16
A）

往
き
水
配
管
接
続
口

（
CH

ジョ
イ
ント

16
A）

65

13
5

65

65

200

65

冷
媒
液
配
管
接
続
口

（φ
6.
35

フレ
ア
接
続
）

冷
媒
ガ
ス
配
管
接
続
口

（φ
9.
52

フレ
ア
接
続
）

12
2

77

23
0

圧
力
計
等
接
続
口（

R1
/R
2）

戻り
水
配
管
接
続
口

（
CH

ジョ
イ
ント

16
A）

往
き
水
配
管
接
続
口

（
CH

ジョ
イ
ント

16
A）

（
単
位
：
㎜
）

（
単
位
：
㎜
）

開
放
式

密
閉
式

開
放
式

密
閉
式

（
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
）

73

78

49
0

430 29

44

オ
ー
バ
ー
フロ

ー
ホ
ー
ス

（
内
径φ

10
、外

径φ
13

）
戻り

水
配
管
接
続
口

（
CH

ジョ
イ
ント

16
A）

往
き
水
配
管
接
続
口

（
CH

ジョ
イ
ント

16
A）

23
0

B側
冷
媒
液
配
管
接
続
口（

フレ
ア
接
続
）

（
ガ
ス
管：
φ9

.5
2、
液
管：
φ6

.3
5）

A側
冷
媒
液
配
管
接
続
口（

フレ
ア
接
続
）

（
ガ
ス
管：
φ9

.5
2、
液
管：
φ6

.3
5）

65

19
2

65
5

200

6565

55

12
2

77

圧
力
計
等
接
続
口（

R1
/2
） 戻り

水
配
管
接
続
口

（
CH

ジョ
イ
ント

16
A）

往
き
水
配
管
接
続
口

（
CH

ジョ
イ
ント

16
A）

23
0

1
.外
径
寸
法
図
と
同
梱
部
品

（
　
）
内
の
寸
法
は
V
EH

-5
0
7
H
P
D
（
-H
/H

L）
の
場
合

5

個
　
　
数

品
　
　
名

取
付
金
具

転
倒
防
止
金
具

架
台
組
立
用
ネ
ジ
（
ネ
ジ
A
）

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
固
定
用
ネ
ジ
（
ネ
ジ
B）

木
ネ
ジ
（
ネ
ジ
C
）

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
固
定
用
ネ
ジ
（
ネ
ジ
D）

1
0
分
岐
ヘ
ッ
ダ
ー
固
定
用
ネ
ジ

1 1 1
0 4 5 2 ー

1 1 ー 4 5 2 ー

1 1 1
0 4 5 2 2

V
EZ

-4
0
6
K
D
C

V
EZ

-7
1
2
K
D
C
-K

1 1 ー 4 5 2 ー

V
EZ

-7
1
2
K
D
B
L

V
EZ

-7
1
2
K
D
C

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台
同
梱
部
品

（
単
位
：
㎜
）

（
　
）
内
の
寸
法
は
V
EZ

-7
1
2
K
D
C
の
場
合

33
3（
45

3）

600

37
0（
49

0）

背
面
開
口

211 39

215

12
762

100

23
0

φ8
0ノ

ック
アウ

ト
（
左
右
各
2ヶ

所
）

33
3.
5（
45

5）（
ア
ンカ

ー
、木

ネ
ジ
寸
法
）

90（木ネジ寸法）
120（アンカー寸法）

65
50

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け

■
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台

 （
V
EZ

-4
0
6
K
D
C
, V

EZ
-7
1
2
K
D
C
）

［
標
準
タ
イ
プ
］

（
単
位
：
㎜
）

2
3
0

115 20

2
3

1
4
5

開
口
（
側
面
2
ヶ
所
）

160

4
9
0

4
5
5
（
ア
ン
カ
ー
、
木
ネ
ジ
寸
法
）

 90
（木ネジ寸法）

 120
（アンカー寸法） 50

65

（
V
EZ

-7
1
2
K
D
B
L）

［
低
床
タ
イ
プ
］

（
単
位
：
㎜
）

62

100

12
7

215

φ8
0ノ

ック
アウ

ト

23
0

熱
動
弁
コ
ント

ロ
ー
ラ
ー
収
納
ス
ペ
ー
ス

33
5

背
面
開
口

49
0

600 20200

20

18
0（
木ネ

ジ寸
法）

24
5（
木
ネ
ジ
寸
法
）

188（木ネジ寸法） 17

45
5（
ア
ンカ

ー
寸
法
）

120（アンカー寸法） 50

 （
V
EZ

-7
1
2
K
D
C
-K
）

［
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
収
納
タ
イ
プ
］

使 用 部 品

P
.１
5
～
１
6



97

施工編

施
工
編

6

（
単
位
：
㎜
）

P
.2
0
～
2
2

リ
モ
コ
ン
コ
ー
ド
取
出
用
穴

ネジピッチ  83.5

ネ
ジ
ピ
ッ
チ
  4

6

（
正
面
図
）

（
側
面
図
）

（
裏
面
図
）

1
9

リ
モ
コ
ン
の
据
付
け

使
用
す
る
リ
モ
コ
ン
は
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
、
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
と
も
に
共
通
で
す
。

室
温
サ
ー
ミ
ス
タ
検
知
部

1
2
0

120

十
字
穴
付
き
ナ
ベ
ネ
ジ

（
M
4×

30
）

木
ネ
ジ
（
4.
1×

16
）

2 2

品
　
　
名

個
　
　
数

●
 リ
モ
コ
ン
同
梱
部
品

固
定
ピ
ー
ス

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
固
定
用
ネ
ジ

1 4

品
　
　
名

個
　
　
数

●
 配
管
カ
バ
ー
同
梱
部
品

木
ネ
ジ

5
品
　
　
名

個
　
　
数

●
 壁
掛
部
材
同
梱
部
品

品
　
　
名

個
　
　
数

●
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
同
梱
部
品

取
付
ネ
ジ

熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド

圧
着
端
子

4 8 1
6

■
 リ
モ
コ
ン
（
V
EZ

-0
1
R
C
D
）

P
.1
9

2
9
0

2
7
0

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
穴
（
4
ヶ
所
）

169
190

6
9

電
源
コ
ー
ド

有
効
長
2
.1
m

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
据
付
け

■
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

（
V
EZ

-8
V
C
3
）

（
単
位
：
㎜
）

37
0（

VE
Z-
40

6C
C3

0の
場
合
）

49
0（

VE
Z-
71

2C
A3

0の
場
合
）

300
23

0

P
.1
7

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け

■
 配
管
カ
バ
ー

（
V
EZ

-4
0
6
C
C
3
0
, V

EZ
-7
1
2
C
A
3
0
）

（
単
位
：
㎜
）

7

77

8

55

15
0

15
0

85
（
壁
固
定
寸
法
）

50
（壁

固定
寸法

）

59
10

P
.1
7

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け

■
 壁
掛
部
材

（
V
EZ

-4
0
6
K
K
C
）

使
用
部
品
　
つ
づ
き

（
単
位
：
㎜
）

7

φ
9
.5
2
,φ
1
2
.7

1
0
A
，7
A

V
EZ

-9
FJ

2

V
EZ

-7
TJ

2
,1
0
TJ

2

V
P
Z
-7
P
B
,1
0
P
B

V
EZ

-H
C

V
EZ

-S
J 2

品
名
欄
記
号
の
意
味
　
　
：
同
梱
部
品
　
　
　
：
別
売
部
品
　
　
　
：
一
般
市
販
品
　
　
●
：
必
須
　
　
○
：
必
須
（
選
択
）
　
△
：
必
要
に
応
じ
て
使
用
　
　
ー
：
不
要

ユ ニ ッ ト の 据 付 け 冷 温 水 配 管

冷 媒 配 管 電 気 配 線

熱 交 換 ユ ニ ッ ト 室 外 ユ ニ ッ ト

取
付
金
具

転
倒
防
止
金
具

熱
交
換
ユ
ニ
ット

固
定
用
ネ
ジ

木
ネ
ジ（

屋
内
設
置
の
場
合
）

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト（

屋
外
設
置
の
場
合
）

ワ
ッ
シ
ャ
ー

ナ
ット

ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー

設
置
台

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

ワ
ッ
シ
ャ
ー

ナ
ット

ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー

排
水
配
管

塩
ビ
配
管
排
水
口（

ホ
ッ
パ
ー
）

ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
（
室
外
ユ
ニ
ット

-H
、-
H
L以

外
）

ド
レ
ン
配
管（

室
外
ユ
ニ
ット

-H
、-
H
L以

外
）

防
雪
架
台

断
熱
材
付
銅
管

ゲ
ー
ト
バ
ル
ブ
、ボ

ー
ル
バ
ル
ブ

ナ
ット

付
銅
管
ア
ダ
プ
タ
ー

ユ
ニ
オ
ン
継
手

密
閉
膨
張
タ
ン
ク

圧
力
ゲ
ー
ジ

安
全
弁

自
動
空
気
抜
き
弁

配
管
部
品（

ソ
ケ
ット

、エ
ル
ボ
な
ど
）

配
管
テ
ー
プ
、シ

ー
ル
テ
ー
プ

銅
管
接
続
用
ロ
ウ
材
、ハ

ン
ダ

配
管
穴
補
修
部
品（

パ
テ
な
ど
）

三
菱
防
錆
循
環
液
　
希
釈
タ
イ
プ

熱
動
弁
付
ヘ
ッ
ダ
ー

ヘ
ッ
ダ
ー

熱
動
弁

電
磁
弁

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー（

C
H
-3
/4
オ
ス
）

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー（

3
/4
-C
H
メ
ス
）

ソ
ケ
ット

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
排
水
ホ
ー
ス

冷
媒
配
管
　
液
管

冷
媒
配
管
　
ガ
ス
管

冷
媒
配
管
用
断
熱
材

チ
ャ
ー
ジ
用
冷
媒

配
管
固
定
バ
ン
ド

配
管
テ
ー
プ

冷
凍
機
油

木
ネ
ジ

熱
交
換
ユ
ニ
ット

固
定
用
ネ
ジ

十
字
穴
付
き
ナ
ベ
ネ
ジ

木
ネ
ジ

取
付
ネ
ジ

熱
交
換
ユ
ニ
ット

架
台
に
同
梱

熱
交
換
ユ
ニ
ット

架
台
に
同
梱

熱
交
換
ユ
ニ
ット

架
台
に
同
梱

熱
交
換
ユ
ニ
ット

架
台
に
同
梱

M
1
0
ま
た
は
M
8

M
1
0
ま
た
は
M
8

M
1
0
ま
た
は
M
8

M
1
0
ま
た
は
M
8

（
室
外
ユ
ニ
ット

架
台
）

M
1
0
ま
た
は
M
8

M
1
0
ま
た
は
M
8

M
1
0
ま
た
は
M
8

M
1
0
ま
た
は
M
8

φ
5
0
以
上

室
外
ユ
ニ
ット

同
梱

φ
1
6

V
EZ

-H
P
1
K
D
F 2（

寒
冷
地
、積

雪
地
域
用
）

2
0
A

R
c3

/4

設
定
圧
力
5
0
kP

a

9
3
kP

a

ー ー JI
S
 Z
3
2
6
4
,3
2
8
2

ー V
P
Z
-1
8
K
X
-E
C
O
,V
P
Z
-1
0
K
X
-E
C
O

V
EZ

-3
,4
,5
,6
H
V
3

V
EZ

-3
,4
,5
,6
,7
,1
0
H
2

V
EZ

-0
2
N
D
B

V
EZ

-6
0
6
N
D
B

V
EZ

-2
0
A
D

V
EZ

-2
0
A
D
-M
S

内
径
φ
1
0

内
径
φ
1
0
,外
径
φ
1
3

φ
6
.3
5
㎜
　
1
/4
”

φ
9
.5
2
㎜
　
3
/8
”

熱
伝
導
率
0.
04

3W
/（
m
·k）

、厚
さ
8㎜

以
上
相
当
品

R
4
1
0
A

ー ー ー壁
掛
部
材
に
同
梱

配
管
カ
バ
ー
に
同
梱

M
4×

3
0
　
リ
モ
コ
ン
に
同
梱

4
.1
×
1
6
　
リ
モ
コ
ン
に
同
梱

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
同
梱

熱
交
換
ユ
ニ
ット

電
源
電
線

熱
交
換
ユ
ニッ

ト
⇔
室
外
ユ
ニッ

ト
接
続
電
線

ア
ー
ス
線

漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー（

漏
電
遮
断
器
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット

⇔
各
リ
モ
コ
ン
通
信
線

熱
交
換
ユ
ニッ

ト
⇔
熱
動
弁
コ
ント

ロ
ー
ラ
ー
通
信
線

熱
動
弁
コ
ント

ロ
ー
ラ
ー
⇔
各
リ
モ
コ
ン
通
信
線

ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス

薄
鋼
電
線
管

ロ
ッ
ク
ナ
ット

、ブ
ッ
シ
ン
グ

モ
ー
ル

パ
テ

モ
リ
ー
ア
ン
カ
ー

・V
V
Fφ

2
.0
　
2
芯

※
3
0
4
/4
0
6
/5
0
7
タ
イ
プ

・V
V
R
8
.0
㎜

2 （
よ
り
線
）2
芯
相
当
品
、

圧
着
端
子
、圧

着
端
子
キ
ャ
ッ
プ

（
電
線
太
さ
適
合
品
JI
S
 C
2
8
0
5
）

※
7
1
2
タ
イ
プ

V
V
Fφ

2
.0
　
3
芯
　
1
8
m
以
内

IV
φ
1
.6
　
1
芯

・1
5
A
　
1
5
m
A（
3
0
m
A
）

※
3
0
4
タ
イ
プ

・2
0
A
　
1
5
m
A（
3
0
m
A
）

※
4
0
6
/5
0
7
タ
イ
プ

・4
0
A
　
1
5
m
A（
3
0
m
A
）

※
7
1
2
タ
イ
プ

PV
C単

線
φ
0.
65

㎜
～
φ
1.
2㎜

ま
た
は
よ
り
線

0.
3㎜

2
～
1.
25

㎜
2
　
2芯

ま
た
は
シ
ー
ルド

線
総
延
長
1
0
0
m
以
内

2
個
用（

JI
S
 C
8
3
4
0
）

（
JI
S
 C
8
3
0
5
）

（
JI
S
 C
8
3
3
0
）

（
JI
S
 C
8
4
2
5
）

ー ー

断
熱
材
付
銅
管

※
冷
水
利
用
の
場
合
、断

熱
材
は
2
0
㎜
以
上

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管

（
遮
熱
管
ま
た
は
さ
や
管
使
用
）

フ
レ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト

タ
ケ
ノ
コ
ジ
ョ
イ
ン
ト

樹
脂
管
バ
ン
ド

ヘ
ッ
ダ
ー
ク
リ
ッ
プ

止
水
ジ
ョ
イ
ン
ト

◎ ◎ ◎ ◎ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ ◎ □ ■ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □ □◎ ◎ ◎ ◎◎ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □□ □ ■ ■ ■ ■ ■

1 1 4 5 4 4 4 4 1 4 4 4 4
必
要
長
さ
分

1 1
必
要
長
さ
分

1

必
要
長
さ
分

必
要
数

必
要
数

必
要
数

1 1 1 1
必
要
数

必
要
数

必
要
数

必
要
数

必
要
数

0
～
1

1
～
2

必
要
数

1
必
要
数

必
要
数

必
要
数

必
要
数

必
要
数

必
要
数

必
要
数

必
要
数

必
要
数

1
必
要
長
さ
分

必
要
長
さ
分

必
要
長
さ
分

必
要
長
さ
分

必
要
数

必
要
数

必
要
数

必
要
数

5 4 2 24

必
要
長
さ
分

必
要
長
さ
分

必
要
長
さ
分

1

必
要
長
さ
分

必
要
長
さ
分

必
要
長
さ
分

1
必
要
量

必
要
量

必
要
量

必
要
量

必
要
量

○
（
選
択
）

△ ● ● ● ● △ △ △ △ △ △ △ △ △ ー ー ー ー △ △ △ △ ● △ △ △ △ △ △ ○
（
選
択
）

△ △ △ △ △ △ ● ● ● ● △ △ △ △○
（
選
択
）

△ ● ● ● ● ○
（
選
択
）

○
（
選
択
）

○ ● ●

○
（
選
択
）

△ ● ● ● ● △ △ △ △ △ ● ● ● ● ● ● ● ● △ △ △ △ ● △ △ △ △ △ △ ○
（
選
択
）

△ △ △ △ △ △ ● ● ● ● △ △ △ △○
（
選
択
）

△ ● ● ● ● ○
（
選
択
）

○
（
選
択
）

○ ● ●

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

ヘ
ッ
ダ
ー
～
放
熱
器
間

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
排
水
配
管

リ
モ
コ
ン

床
設
置

壁
掛
設
置

施
工
内
容

品
名

仕
様

使
用
数

開
放
式

密
閉
式

必
要
工
具
な
ど

ド
ラ
イ
バ
ー（

＋
）

ア
ン
カ
ー
打
ち
工
具
一
式

水
準
器・
巻
尺・
ス
パ
ナ

モ
ン
キ
ー
レ
ン
チ

ス
パ
ナ・
モ
ン
キ
ー
レ
ン
チ

ナ
イ
フ・
パ
イ
プ
カ
ッ
タ
ー

リ
ー
マ・
六
角
レ
ン
チ

電
気
ロ
ウ
付
工
具
一
式

軟
質
塩
化
ビ
ニ
ル
用
ボ
ン
ド

圧
送
ポ
ン
プ（

密
閉
式
水
張
り
用
）

パ
イ
プ
カ
ッ
タ
ー・
ベ
ン
ダ
ー

フ
レ
ア
ツ
ー
ル
セ
ット
・リ

ー
マ

ス
パ
ナ・
モ
ン
キ
ー
レ
ン
チ

ト
ル
ク
レ
ン
チ・
チ
ャ
ー
ジ
セ
ット

チ
ャ
ー
ジ
シ
リ
ン
ダ・
六
角
レ
ン
チ

真
空
ポ
ン
プ・
リ
ー
ク
テ
ス
タ

マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
バ
ル
ブ（

連
成
計
）

ド
ラ
イ
バ
ー（

＋
－
）・
ニ
ッ
パ
ー

メ
ガ
テ
ス
タ（

絶
縁
抵
抗
計
）

圧
着
工
具

絶
縁
ビ
ニ
ル
テ
ー
プ

フ
レ
ア
ツ
ー
ル

ス
ム
ー
サ
ー

樹
脂
管
用
パ
イ
プ
カ
ッ
タ
ー

使 用 部 品

2
.現
地
で
使
用
す
る
主
な
部
材
と
工
具

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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8シ
ス
テ
ム
と
使
用
部
材
例

〈
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
〉

●
 ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
に
は
用
途
に
よ
り
「
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
」
と
「
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
」
の
2
種
類

を
選
択
で
き
ま
す
。

●
 当
社
製
以
外
の
放
熱
器
と
の
組
合
せ
は
、
シ
ス
テ
ム
設
計
さ
れ
た
か
た
の
責
任
の
も
と
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
他
社
製
品
ま
た
は
他
社
製

品
に
起
因
す
る
事
故
・
故
障
は
保
証
の
対
象
外
と
な
る
場
合
や
有
償
に
よ
る
修
理
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム

用
　
途

床
暖
房
シ
ス
テ
ム

各
リ
モ
コ
ン
で
、
運
転
と
停
止
、
室
温
ま
た
は
温
水
／
冷
水
温
度
の
調
節
を
行
い
ま
す
。

V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
使
用
時
は
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
2
台
必
要
で
す
。

例
：
V
EH

-4
0
6
H
C
D
-K
（
開
放
式
）
の
場
合

例
：
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
（
開
放
式
）
の
場
合

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

接
続
例

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

床
暖
房
パ
ネ
ル
や
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
な
ど

熱
動
弁

戻
り

往
き

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
を
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
リ
モ
コ
ン
2
台
以
上
で
使
用
す
る
場
合
は
、熱

動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー（

V
EZ

-8
V
C
3
）が

必
要
で
す
。

※
1
：
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台
V
EZ

-7
1
2
K
D
C
-K
を
使
用
の
場
合
、
架
台
内
に
1
台
収
納
可
能
で
す
。

 
2
台
利
用
の
場
合
は
ヘ
ッ
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
V
P
Z
-4
H
B
2
・
8
H
B
2
）
な
ど
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
2
：
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
は
熱
交

換
ユ
ニ
ッ
ト
と
ヘ
ッ
ダ
ー
と
の
間
の
往
き
配

管
の
途
中
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
、

屋
内
ま
た
は
床
下
へ
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

（
屋
外
設
置
禁
止
）

 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付

工
事
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
工
事
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

冷
媒
配
管

冷
温
水
配
管

①

⑧

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

（
ワ
ッ
シ
ャ
ー
、ナ

ット
、ス

プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
）

（
基
板
）

熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド

（
①
同
梱
）

圧
着
端
子

（
①
同
梱
）

ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
（
②
同
梱
）

設
置
台

排
水
口

（
ホ
ッ
パ
ー
）

ド
レ
ン
配
管

ア
ン
カ
ー

ボ
ル
ト

②

十
字
穴
付
き
ナ
ベ
ネ
ジ

ま
た
は
木
ネ
ジ（

⑧
同
梱
）

壁
据
付
け

補
給
口

熱
交
換
ユ
ニ
ット

シ
ス
タ
ー
ン
タ
ン
ク

防
錆
循
環
液
適
正
水
位
レ
ベ
ル

（
黒
色
ラ
イ
ン
、段

差
部
）

補
給
口
キ
ャ
ッ
プ

温
水
配
管

P
V
C
単
線
φ
0
.6
5
㎜
～
φ
1
.2
㎜

ま
た
は
、よ

り
線
0
.3
㎜

2
～
1
.2
5
㎜

2

ま
た
は
、シ

ー
ル
ド
線

総
延
長
1
0
0
m
以
内

バ
ル
ブ

ネ
ジ

（
①
付
属
）

壁
固
定
用
ネ
ジ

（
③
同
梱
）

転
倒
防
止
金
具（

③
同
梱
）

取
付
金
具（

③
同
梱
）

① ③固
定
用
ネ
ジ（

内
側
）（
③
同
梱
）

固
定
用
ネ
ジ

（
外
側
）

（
①
付
属
） ③

⑪

⑨

ヘ
ッ
ダ
ー
接
続
部

⑩
※
2

④

②
冷
媒
配
管

①

⑦
※
1
③

⑪

9

シ
ス
テ
ム

用
　
途

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム

1
つ
の
リ
モ
コ
ン
で
、
運
転
と
停
止
、
温
水
／
冷
水
温
度
の
調
節
を
行
い
ま
す
。

〈
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
〉

例
：
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-M
（
密
閉
式
）
の
場
合

例
：
V
EH

-4
0
6
H
C
D
-M
（
密
閉
式
）
の
場
合

V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
使
用
時
は
、

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
2
台
必
要
で
す
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

接
続
例

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

温
水
専
用
端
末

冷
温
水
利
用

端
末

電
磁
弁

戻
り

往
き

往
き

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

※
 バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
は
熱
交
換
ユ
ニ

ッ
ト
と
ヘ
ッ
ダ
ー
と
の
間
の
往
き
配
管
の
途
中
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
、
屋
内
ま
た
は
床
下
へ
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。
（
屋
外
設
置
禁
止
）

 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説

明
書
に
し
た
が
っ
て
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

シ ス テ ム と 使 用 部 材 例

圧
力
計

（
圧
力
計
指
示
値
）

安
全
弁

（
9
3
kP

a）

自
動
空
気
抜
き
弁

①

冷
媒
配
管

密
閉
膨
張
タ
ン
ク

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

（
ワ
ッ
シ
ャ
ー
、ナ

ット
、

ス
プ
リ
ン
グ
ワ
ッ
シ
ャ
ー
）

（
基
板
）

ド
レ
ン
ソ
ケ
ット

（
②
同
梱
）

設
置
台

排
水
口

（
ホ
ッ
パ
ー
）

ド
レ
ン
配
管

ア
ン
カ
ー

ボ
ル
ト

十
字
穴
付
き
ナ
ベ
ネ
ジ

ま
た
は
木
ネ
ジ（

⑧
同
梱
）

壁
据
付
け

P
V
C
単
線
φ
0
.6
5
㎜
～
φ
1
.2
㎜

ま
た
は
、よ

り
線
0
.3
㎜

2
～
1
.2
5
㎜

2

ま
た
は
、シ

ー
ル
ド
線

総
延
長
1
0
0
m
以
内

バ
ル
ブ

※

温
水
配
管

戻
り

往
き

冷 暖 房 兼 用

放 熱 器 へ

暖
房
専
用
放
熱
器
へ

バ
ル
ブ

（
サ
ー
ビ
ス
メ
ン
テ
用
）

バ
ル
ブ

（
圧
力
設
定
時
使
用
）

ネ
ジ

（
①
付
属

壁
固
定
用
ネ
ジ（

③
同
梱
）

転
倒
防
止
金
具（

③
同
梱
）

取
付
金
具（

③
同
梱
）

① ③固
定
用
ネ
ジ（

内
側
）（
③
同
梱
）

固
定
用
ネ
ジ

（
外
側
）

（
①
付
属
）

①

②

③

⑨ ⑩

⑧

⑩

⑫

②

③

①

④

冷
媒
配
管

圧
送
ポ
ン
プ
へ

圧
送
ポ
ン
プ
か
ら

密
閉
膨
張
タ
ン
ク

設
定
圧
5
0
kP

a
（
0
.5
kg
f/
cm

2
）

バ
ル
ブ

（
サ
ー
ビ
ス
メ
ン
テ
用
）

給
水
バ
ル
ブ

戻
り

往
き

排
水
バ
ル
ブ

密
閉
式
の
配
管
構
成
例

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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10〈
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
〉・
〈
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
〉
共
通

■
壁
掛
設
置
の
場
合

■
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
場
合

●
 鉄
製
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
密
閉
式
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 す
べ
て
の
配
管
は
、
銅
管
ま
た
は
酸
素
透
過
性
の
な
い
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
は
、
複
管
方
式
で
配
管
し
て
く
だ
さ
い
。

＜
使
用
部
材
例
＞

形
名

V
EH

-3
0
4
H
C
D
-K
／
V
EH

-3
0
4
H
P
D
（
-H
）

V
EH

-4
0
6
H
C
D
-K
/M
／
V
EH

-4
0
6
H
P
D
（
-H
/H

L）

V
EH

-5
0
7
H
C
D
-K
/M
／
V
EH

-5
0
7
H
P
D
（
-H
/H

L）

V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
／
V
EH

-4
0
6
H
P
D
（
-H
/H

L）
×
2
台

V
EZ

-4
0
6
K
D
C
（
①
が
VE

H
-3
04

/4
06

/5
07

H
CD

に
対
応
）

V
EZ

-7
1
2
K
D
C
（
-K
）
（
①
が
V
EH

-7
1
2
H
C
D
に
対
応
）

V
EZ

-H
P
1
K
D
F 2

V
EZ

-4
0
6
K
K
C

VE
Z-
40

6C
C3

0（
①
が
VE

H
-3
04

/4
06

/5
07

H
CD

に
対
応
）

V
EZ

-7
1
2
C
A
3
0
（
①
が
V
EH

-7
1
2
H
C
D
に
対
応
）

V
EZ

-8
V
C
3

V
EZ

-0
1
R
C
D

（
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
1台

の
み
設
置
可
能
）

V
P
H
-2
0
M
6
な
ど

市
販
品
（
鉄
製
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
は
、
①
が
密
閉
式
の
み
使
用
可
能
）

V
EZ

-2
0
H
T2

V
EZ

-3
,4
,5
,6
H
V
3

V
EZ

-3
,4
,5
,6
,7
,1
0
H
2

V
EZ

-0
2
N
D
B

V
EZ

-9
FJ

2

V
EZ

-7
TJ

2
,1
0
TJ

2

V
P
Z
-7
P
B
,1
0
P
B

V
EZ

-S
J 2

V
EZ

-H
C

V
EZ

-2
0
A
D

V
EZ

-2
0
A
D
-M
S

V
EZ

-6
0
6
N
D
B

品
名

①
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
／
②
室
外
ユ
ニ
ッ
ト

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台
（
①
を
床
置
き
す
る
場
合
に
必
要
）

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
防
雪
架
台
（
寒
冷
地
、
積
雪
地
域
の
場
合
に
必
要
）

壁
掛
け
部
材
（
①
を
壁
掛
け
す
る
場
合
に
必
要
）

配
管
カ
バ
ー
（
①
を
壁
掛
け
す
る
場
合
に
必
要
）

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
（
①
が
V
E
H
-7
1
2
H
C
D
で
床
暖
房

シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
場
合
に
必
要
）

リ
モ
コ
ン

〈
放
熱
器
〉

床
暖
房
パ
ネ
ル

暖
房
専
用
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
／
冷
暖
房
兼
用
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
（
熱
源
機
の
能
力
が
不
足
す
る
場
合
に
必
要
）

〈
ヘ
ッ
ダ
ー
部
〉

熱
動
弁
付
ヘ
ッ
ダ
ー

ヘ
ッ
ダ
ー

熱
動
弁

フ
レ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト

タ
ケ
ノ
コ
ジ
ョ
イ
ン
ト

樹
脂
バ
ン
ド

止
水
ジ
ョ
イ
ン
ト

ヘ
ッ
ダ
ー
ク
リ
ッ
プ

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー
（
C
H
-3
/4
オ
ス
）

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー
（
3
/4
-C
H
メ
ス
）

電
磁
弁
（
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
で
、
冷
水
利

用
端
末
と
温
水
専
用
端
末
が
混
在
す
る
場
合
に
必
要
）

N
o.

①
／
②

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫シ
ス
テ
ム
と
使
用
部
材
例
　
つ
づ
き

① ⑥

⑤

ア
ド
レ
ス
、
熱
動
弁
出
力
、

床
暖
房
パ
ネ
ル
設
定

連
絡
先
、
時
刻
設
定

8
.初

期
設
定

P
.4
2

11

据
付
工
事
の
な
が
れ

工
事
の
概
要
は
下
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
放
熱
器
の
据
付
け
、
冷
温
水
配
管
の
据
付
場
所
ま
で
の
引
き
出
し
、
電
気
配
線
（
電
源
電
線
・
信
号
線
）
の
引

き
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

据 付 け 前
1
.据

付
場
所
の
選
定

P
.1
2

据 付 け と 配 管 ・ 配 線 工 事

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け

　
　
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
据
付
け

リ
モ
コ
ン
の
据
付
け

2
.据

付
け

P
.1
5

冷
温
水
配
管
の
漏
れ
試
験

冷
温
水
配
管
の
洗
浄

冷
温
水
配
管
接
続

3
.冷

温
水
配
管
工
事

P
.2
3

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
接
続

4
.オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
排
水
工
事

P
.2
8

配
管
長
・
高
低
差
の
確
認

配
管
の
準
備
・
加
工

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
接
続

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
接
続

真
空
引
き
と
リ
ー
ク
テ
ス
ト

断
熱
と
テ
ー
ピ
ン
グ

5
.冷

媒
配
管
工
事

P
.2
8

電
気
配
線
工
事
の
ポ
イ
ン
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
配
線
接
続

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
配
線
接
続

シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ
別
設
定

ア
ー
ス
工
事

6
.電

気
配
線
工
事

P
.3
2

据 付 け 後

循
環
液
張
り
準
備

防
錆
循
環
液
の
注
入

循
環
液
張
り
運
転
操
作

エ
ア
抜
き

圧
力
設
定
（
密
閉
式
の
み
）

循
環
液
張
り
運
転
の
停
止

7
.循

環
液
張
り

P
.4
0

試
運
転
準
備

試
運
転

運
転
状
態
の
情
報
確
認

エ
ア
抜
き
の
最
終
確
認

保
証
書
、

施
工
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
保
証
書
裏
面
）
の
記
入

片
付
け

1
0
.試

運
転

P
.4
7

1
1
.施

工
／
サ
ー
ビ
ス
設
定
（
必
要
に
応
じ
実
施
）

P.
49

お
客
様
へ
の
説
明

裏
表
紙

9
.据

付
工
事
後
の
確
認

P
.4
6

シ ス テ ム と 使 用 部 材 例 据 付 工 事 の な が れ

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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施工編

施
工
編

12据
付
場
所
の
選
定

〈
シ
ス
テ
ム
適
用
条
件
〉

住
宅
図
面
を
確
認
し
て
据
付
場
所
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ
よ
り
3
m
以
上
離
れ
た
場
所
。
（
映
像
の
乱
れ
や
雑
音
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
据
付
面
の
高
低
差
が
1
2
m
以
内
と
な
る
場
所
。

●
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
冷
媒
配
管
の
長
さ
が
1
8
m
以
内
と
な
る
場
所
。

●
サ
ー
ビ
ス
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
た
各
ユ
ニ
ッ
ト
所
定
の
必
要
周
囲
空
間
を
確
保
で
き
る
場
所
。

●
各
ユ
ニ
ッ
ト
近
傍
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
の
1
0
0
V
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
け
ら
れ
る
場
所
。

●
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
利
用
す
る
場
合
は
、
1
0
0
V
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
特
殊
用
途
や
非
対
人
用
途
も
保
証
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
本
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
国
内
の
一
般
家
庭
、
福
祉
施
設
、
保
育
園
お
よ
び
そ
れ
ら
に
類

す
る
施
設
に
お
け
る
温
水
床
暖
房
用
・
冷
温
水
ふ
く
射
空
調
用
を
目
的
に
設
計
さ
れ
た

も
の
で
す
。こ

れ
ら
の
目
的
以
外
の
用
途
で
使
用
さ
れ
た
場
合
は
保
証
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

保
証
外
用
途
例

農
業
用

融
雪
用

家
畜
用

保
管
用

具
体
例

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
　
な
ど

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
な
ど

牛
舎
、
豚
舎
　
な
ど

食
品
、
動
植
物
、
精
密
機
械
、
美
術
品
の
保
管
　
な
ど

●
 外

付
け
ポ
ン
プ
を
接
続
す
る
。

●
 複

数
台
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
を
1
つ
の
冷
温
水
回
路
に
接
続
す
る
。

●
 冷

温
水
回
路
の
途
中
で
他
の
加
熱
・
冷
却
熱
源
（
石
油
ボ
イ
ラ
ー
や
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
）
を
接
続
す
る
。
（
オ
プ
シ
ョ
ン
の
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
除
く
）

■
本
シ
ス
テ
ム
は
、
冷
温
水
回
路
を
単
独
で
使
用
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
記
の
よ
う
な
使
い
方
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
最
低
外
気
温
度
が
－
1
0
℃
（
目
安
）
を
下
回
る
地
域
で
は
、
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
付
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

 
外
気
温
度
に
関
わ
ら
ず
、
湿
度
が
高
く
凍
結
し
や
す
い
地
域
や
降
雪
量
の
多
い
地
域
で
は
、
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
付
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
冷
暖
房
負
荷
の
計
算
を
実
施
し
、
機
器
の
能
力
を
超
え
た
冷
暖
房
負
荷
で
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
下
記
環
境
の
地
域
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

平
年
の
最
低
外
気
温
度
が
－
1
5
℃
以
上
の
地
域
、
外
気
温
度
範
囲
　
暖
房
：
－
1
5
℃
～
2
0
℃
　
冷
房
：
2
0
℃
～
4
0
℃

平
年
の
最
低
外
気
温
度
が
－
2
5
℃
以
上
の
地
域
、
外
気
温
度
範
囲
　
暖
房
：
－
2
5
℃
～
2
0
℃
　
冷
房
：
2
0
℃
～
4
0
℃

V
EH

-3
0
4
H
C
D
-Ｋ

V
EH

-4
0
6
H
C
D
-Ｋ

/M

V
EH

-5
0
7
H
C
D
-Ｋ

/M

V
EH

-7
1
2
H
C
D
-Ｋ

/M

－
2
0
℃
以
下
の
発
生
頻
度
が
年
間
5
0
時
間
程
度
を
考
慮
し
た
製
品
の
た
め
、

そ
れ
を
超
え
る
よ
う
な
長
時
間
低
温
が
続
く
環
境
下
で
は
ご
使
用
に
な
れ
ま
せ
ん

（
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
共
通
）

警
告

禁
止

●
 高
温
と
な
る
場
所
や
直
接
炎
が
あ
た
っ
た
り
、
油
煙

の
多
い
場
所
に
は
据
付
け
な
い

 火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

指
示
に
従
う

注
意

指
示
に
従
う

●
 据
付
け
は
、
製
品
質
量
に
十
分
耐
え
る
と
こ
ろ
に
確

実
に
行
う

 強
度
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
に
据
付
け
る
と
ユ
ニ
ッ

ト
が
転
倒
・
落
下
し
、
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 冷
房
機
能
を
使
用
す
る
場
合
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の

屋
内
設
置
を
し
な
い

 製
品
か
ら
結
露
水
が
滴
下
し
、
家
財
な
ど
の
汚
損
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

■
 据
付
け
の
際
に
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
－
2
0
℃
を
下
回
る
環
境
下
に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い

 
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

■
 当
社
製
以
外
の
放
熱
器
と
の
組
合
せ
は
シ
ス
テ
ム
設
計
さ
れ
た
か
た
の
責
任
の
も
と
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
他
社
製
品
ま
た
は
他

社
製
品
に
起
因
す
る
事
故
・
故
障
は
保
証
の
対
象
外
と
な
る
場
合
や
有
償
に
よ
る
修
理
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
 循
環
液
に
は

 
を
必
ず
使
用
し
て
く
だ
さ
い

 
水
や
指
定
外
循
環
液
を
使
用
す
る
と
防
錆
効
果
等
が
異
な
り
、
機
器
の
故
障
や
シ
ス
テ
ム
寿
命
低
下
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

三
菱
防
錆
循
環
液
　
希
釈
不
要
タ
イ
プ

（
V
P
Z
-0
1
K
X
-E
C
O
，
V
P
Z
-1
0
K
X
-E
C
O
，
V
P
Z
-1
8
K
X
-E
C
O
）

■
熱
源
機

13

据 付 場 所 の 選 定

必
要
周
囲
空
間

●
 据
付
け
面
が
平
ら
な
と
こ
ろ
。

●
 サ
ー
ビ
ス
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
た
必
要
周
囲
空
間
を
確
保
で
き
る
と
こ
ろ
。

●
 操
作
し
や
す
く
見
や
す
い
と
こ
ろ
。

●
 幼
児
の
手
が
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
。

●
 テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
よ
り
1
m
以
上
離
れ
た
と
こ
ろ
。

 （
映
像
の
乱
れ
や
雑
音
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

●
 直
射
日
光
の
あ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
。

●
 湿
度
が
低
く
結
露
し
な
い
と
こ
ろ
。

●
 腐
食
性
ガ
ス
や
油
煙
が
あ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
。

●
 補
助
冷
暖
房
機
（
エ
ア
コ
ン
）
な
ど
の
吹
き
出
す
空
気
が
あ
た
ら
な
い
と
こ
ろ
。

 （
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
）

●
 ス
ト
ー
ブ
や
調
光
機
能
付
照
明
ス
イ
ッ
チ
な
ど
の
熱
の
影
響
を
う
け
な
い
と
こ
ろ
。

（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
）

●
 冷
暖
房
す
る
部
屋
の
室
温
が
検
知
で
き
る
と
こ
ろ
。（

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
）

●
 1
部
屋
に
1
台
の
設
置
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

 （
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
）

 （
1
部
屋
に
複
数
台
設
置
し
て
、
個
別
に
運
転
す

る
と
室
内
が
暖
ま
ら
な
い
（
冷
え
な
い
）
場
合

が
あ
り
ま
す
）

リ
モ
コ
ン

3
0
㎜

3
0
㎜

1
2
0
㎜

3
0
㎜

リ
モ
コ
ン

温
度
セ
ン
サ
ー

警
告

●
 リ
モ
コ
ン
類
を
水
の
か
か
る
と
こ
ろ
に

据
付
け
な
い

 漏
電
・
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

水
ぬ
れ
禁
止

●
標
高
1
5
0
0
m
以
下
。

●
本
体
を
十
分
さ
さ
え
ら
れ
振
動
の
で
な
い
強
度
の
あ
る
場
所
。

●
放
熱
器
と
の
高
低
差
が
次
と
な
る
場
所
。

　
開
放
式
：
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
上
面
か
ら
上
方
4.
5m

以
内
、下

方
10

m
以
内

　
密
閉
式
：
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
設
置
面
か
ら
上
方
10

m
以
内
、下

方
5m

以
内

●
寒
冷
地
、積

雪
地
域
の
場
合
、屋

内
設
置
。（

非
居
室
）

●
屋
内
設
置
す
る
場
合
、
ド
レ
ン
パ
ン
（
市
販
品
）
上
ま
た
は
土
間
な
ど

汚
損
の
影
響
が
な
い
場
所
。

床
設
置
す
る
場
合

壁
掛
設
置
す
る
場
合

●
 壁
面
か
ら
冷
温
水
配
管
、
電
気
配
線
を
引
出
す
場
合
は
、
架
台
の
下
方
の

ス
ペ
ー
ス（

架
台
背
面
開
口
）に

納
ま
る
位
置
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
単
位
：
㎜
）

必
要
周
囲
空
間

（
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台
が
必
要
で
す
）

（
壁
掛
部
材
が
必
要
で
す
）

●
 必
ず
垂
直
な
壁
に
据
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
外
気
温
度
が
－
1
5
℃
を
下
回
る
地
域
で
ご
使
用
の
場
合
は
、
屋
内
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
内
設
置
す
る
場
合
は
以
下
の
項
目
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
密
閉
式
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。
（
開
放
式
の
場
合
、
防
錆
循
環
液
の
蒸
発
に
よ
り
ユ

ニ
ッ
ト
か
ら
に
お
い
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

・
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
専
用
架
台
ま
た
は
配
管
カ
バ
ー
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
冷
媒
配
管
が
露
出
し
て
い
る
と
配
管
の
振
動
音
が
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

（
　
）寸

法
は
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
の
場
合

＜
VE

H-
30

4/
40

6/
50

7H
CD

-K
/M
＞

＜
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
＞ （

単
位
：
㎜
）

※
 イ
ラ
ス
ト
は

開
放
式

※
 イ
ラ
ス
ト
は

開
放
式

（ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
　　ｽﾍﾟｰｽ）

600以上230

<メ
タル

ラス
張り

等の
造営

物に
設置

する
場合

>

35
以
上

メ
タ
ル
ラ
ス
張
り

な
ど
の
造
営
物

絶
縁
物 5以上

37
5（

49
5）

以
上

37
0（

49
0） 50

85 85

474

配
管
カ
バ
ー

取
付
位
置

300以上 430 500～600
（ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽ） （配管作業に必要なｽﾍﾟｰｽ）

10
0以

上
33

3
（
架
台
背
面
開
口
）

（ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽ）
300以上 430 600 （架台背面開口）

250

930

（
転
倒
防
止
金
具
取
付
に
必
要
な
ｽﾍ
ﾟｰ
ｽ）

3以
上

37
0 20

4

120
90

（アンカー寸法）
（木ネジ寸法）

230 600以上

33
3.
5

（
ア
ン
カ
ー
、
木
ネ
ジ
寸
法
）

（ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
　ｽﾍﾟｰｽ）

転
倒
防
止
金
具

内
部
補
強
材

  2
5～

13
5

（
転
倒
防
止
金
具
調
節
範
囲
）

（
ア
ン
カ
ー
、
木
ネ
ジ
寸
法
）

90
120

（木ネジ寸法）

600以上
（ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
　　ｽﾍﾟｰｽ）

230

（アンカー寸法）

45
5

※
「
熱
源
機
」
の
条
件
（
　
　
　
）
も
合
わ
せ
て
適
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

■
リ
モ
コ
ン

P
.1
2

3以
上

49
0

26
4

300以上 430
930

250（VEZ-712KDCの場合）
220（VEZ-712KDC-Kの場合）

600

（架台背面開口）

（ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽﾍﾟｰｽ）

10
0以

上
（
転
倒
防
止
金
具
取
付
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
）

（
架
台
背
面
開
口
）

20
0以

上
（
VE

Z-
71

2K
DC

-K
の
場
合
、

　
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
取
付
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
）

18
.5
（
VE

Z-
71

2K
DC

の
場
合
）

20
（
VE

Z-
71

2K
DC

-K
の
場
合
）

45
3（

VE
Z-7

12
KD

Cの
場合

）
33

5（
VE

Z-7
12

KD
C -K

の場
合）

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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14据
付
場
所
の
選
定
　
つ
づ
き

必
要
周
囲
空
間

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
防
雪
架
台
利
用
時
の
必
要
周
囲
空
間

■
室
外
ユ
ニ
ッ
ト

※
「
熱
源
機
」
の
条
件
も
合
わ
せ
て
適
用
し
て
く
だ
さ
い
。

下
図
の
⇔
印
寸
法
は
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
性
能
を
保
証
す
る
た
め
に
必

要
な
空
間
で
す
。
後
々
の
サ
ー
ビ
ス
、
補
修
な
ど
も
考
慮
し
て
で
き
る

だ
け
周
囲
の
空
間
が
大
き
く
と
れ
る
場
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
 風
通
し
が
悪
く
シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
が
起
き
や
す
い
場
合
は
、
暖
房
・
冷
房
能
力
及
び
消
費
電
力
が
1
0
％
程
度
悪
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
吹
出
ガ
イ
ド
（
別
売
部
品
）
を
付
け
る
と
暖
房
・
冷
房
能
力
及
び
消
費
電
力
の
改
善
が
図
れ
ま
す
。

※
 壁
に
向
け
て
吹
出
す
と
壁
が
汚
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

警
告

●
 機
械
油
の
多
い
場
所
。

●
 海
浜
地
区
な
ど
塩
分
の
多
い
場
所
。

（
機
器
の
寿
命
が
短
く
な
る
）

●
 温
泉
地
帯
。

●
 高
周
波
機
器
、
無
線
機
器
な
ど
が
あ
る
場
所
。

●
 外
気
温
度
が
－
2
5
℃
を
下
回
る
地
域
。

（
VE

H
-3
04

H
PD

（
-H
）
は
－
15

℃
を
下
回
る
地
域
）

●
 積
雪
に
よ
り
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
埋
も
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
。

●
 落
雪
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
。

●
 半
地
下
な
ど
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
で
空
気
だ
ま
り
の
出
来
る
場
所
。

次
の
よ
う
な
場
所
に
は
据
付
け
な
い

●
 風
通
し
の
良
い
ほ
こ
り
の
少
な
い
場
所
。

●
 雨
や
直
射
日
光
が
あ
た
り
に
く
い
場
所
。
（
直
射
日
光
が
あ
た
る

場
所
は
「
日
よ
け
」
（
別
売
部
品
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
）

●
 強
風
の
あ
た
ら
な
い
場
所
。
（
霜
取
運
転
中
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に

風
が
あ
た
る
と
霜
取
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
）

●
 運
転
音
や
熱
風
・
冷
風
が
ご
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
場
所
。

●
 運
転
音
や
振
動
が
増
大
し
な
い
よ
う
な
丈
夫
な
壁
や
強
固
な
台
。

10
0以

上
　　

　ス
ペー

ス
メン

テナ
ンス

35
0以

上

障
害
物

　　
　ス

ペー
ス

メン
テナ

ンス

GL

89
0(
ア
ン
カ
ー
寸
法
)

19
89

0(
ア
ン
カ
ー
寸
法
)

19
35

0以
上

ﾒﾝ
ﾃﾅ
ﾝｽ
ｽﾍ
ﾟｰ
ｽ

94
5

94
5

以上
12

0

10
00

以
上

（据付ボルトピッチ）

（
据
付
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
）

50
0

315

障
害
物

転
倒
防
止
金
具

メンテナンススペース
100以上

1245，1330，1415
（3段階調節可能）

670，755，840
（3段階調節可能）

外
壁

4
1
5

（ア
ンカ

ー寸
法）

6
0
以
上

8
0
～
1
6
5
（
注
）

（
転
倒
防
止
金
具
調
節
範
囲
）

4
5
5

6
0
以
上

（
単
位
：
㎜
）

禁
止

●
 可
燃
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

所
に
は
据
付
け
な
い

 万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
周
囲
に

た
ま
る
と
、
爆
発
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
小
動
物
の
す
み
か
に

な
る
よ
う
な
場
所
に
は
設
置
し
な
い

 小
動
物
が
侵
入
し
て
、
内
部
の
電
気
部
品

に
触
れ
る
と
、
故
障
や
発
煙
・
発
火
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

 ま
た
、
お
客
様
に
周
囲
を
き
れ
い
に
保
つ

こ
と
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

①
正
面
／
右
側
面
に
障
害
物
が

　
あ
る
場
合

③
左
右
側
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

⑤
上
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合
（
出
窓
の
下
な
ど
）

②
正
面
／
左
側
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

④
正
面
／
背
面
に
障
害
物
が
あ
る
場
合

35
0m

m以
上

10
00

mm
以上 20

0m
m以

上

20
0m

m以
上

1000mm以上

1200mm以下

35
0m

m以
上

10
00

mm
以上

20
0m

m以
上

1000mm以上

10
0m

m以
上

10
00

mm
以上

20
0m

m以
上

20
0m

m以
上

1000mm以上

1200mm以下

10
0m

m以
上

10
00

mm
以上

10
00

mm
以上 20
0m

m以
上

10
0m

m以
上

1000mm以上

1200mm以上

10
00

mm
以上

10
00

mm
以上 10

00
mm

以上

10
0m

m以
上

100mm以上

防
雪
架
台
を
利
用
す
る
場
合
は
、
下
記
の
必
要
周
囲
空
間
を
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。
（
防
雪
架
台
利
用
時
の
み
の
適
用
寸
法
で
す
。
室
外
ユ
ニ
ッ
ト

通
常
設
置
と
異
な
る
点
が
あ
り
ま
す
）

注
）
防
雪
架
台
と
外
壁
の
間
に
は
、
必
ず
8
0
㎜

以
上
の
空
間
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。
能
力
低

下
と
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

※
 市
販
の
防
雪
架
台
を
使
用
す
る
場
合

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
雪
の
吹
込
み
が
な
い
よ
う
に

防
雪
架
台
の
設
置
場
所
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

（
雪
の
吹
込
み
が
あ
る
と
性
能
低
下
や
故
障
の
原

因
に
な
り
ま
す
）

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
と
架
台
の
間
に
は
防
振
用
ゴ
ム

を
は
さ
む
な
ど
振
動
伝
播
を
防
止
す
る
措
置
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
騒
音
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

●
 防
雪
架
台
や
転
倒
防
止
金
具
を
壁
に
取
付
け
る

際
は
防
振
ゴ
ム
を
は
さ
む
な
ど
振
動
伝
播
を
防

止
す
る
措
置
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
振
動
が

壁
に
伝
播
し
騒
音
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

15

据
付
け

床
設
置
す
る
場
合

①
 バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
を
左
右
の
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
内
側
に
あ
て
が
い
、

サ
イ
ド
パ
ネ
ル
の
外
側
か
ら
ネ
ジ
A
（
4
ヵ
所
）
で
固
定
す
る
。

●
 バ

ッ
ク
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
穴
（
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
取
付
用
）
が

上
に
な
る
よ
う
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
条
件
は
「
据
付
場
所
の
選
定
」
　
   
   
  　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
 屋
外
に
設
置
す
る
場
合
は
、
架
台
を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
（
M
8

ま
た
は
M
1
0
）
（
4
ヵ
所
）
で
床
に
固
定
す
る
。

 
屋
内
に
設
置
す
る
場
合
は
、
架
台
を
付
属
の
木
ネ
ジ
C
（
4
ヵ

所
）
で
床
に
固
定
す
る
。

●
 V
EH

-3
0
4
／
4
0
6
／
5
0
7
H
C
D
の
場
合
、
V
EZ

-4
0
6
K
D
C
が
必

要
で
す
。

●
 V
E
H
-7

1
2
H
C
D
の
場
合
、
V
E
Z
-7

1
2
K
D
C
（
-K

）
ま
た
は

V
EZ

-7
1
2
K
D
B
Lが

必
要
で
す
。

※
 V
EZ

-7
1
2
K
D
C
-K
と
V
EZ

-7
1
2
K
D
B
Lは

、
本
体
の
組
み
立

て
は
不
要
で
す
の
で
、
手
順
③
か
ら
行
な
っ
て
く
だ
さ
い

②
 L
字
金
具
（
2
個
）
を
短
面
が
上
に
な
る
よ
う
に
し
て
サ
イ
ド

パ
ネ
ル
前
後
の
内
側
に
あ
て
が
い
、
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
の
外
側
か

ら
付
属
の
ネ
ジ
A
（
4
ヵ
所
）
で
固
定
す
る
。

1
.熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け

（
1
）
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台
を
固
定
す
る

サ
イ
ド
パ
ネ
ル（

左
）

サ
イ
ド
パ
ネ
ル

（
右
）

バ
ッ
ク
パ
ネ
ル

ネ
ジ
穴

（
熱
交
換
ユ
ニ
ット

取
付
用
）
ネ
ジ
A

サ
イ
ド
パ
ネ
ル（

左
）

ネ
ジ
A

サ
イ
ド
パ
ネ
ル（

右
）

L字
金
具（

前
）

L字
金
具（

後
）

L字
金
具
は
、短

面
が
上
に
な
る

よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

短
面（

上
）

L字
金
具
は
、短

面
が
上
に
な
る

よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

短
面（

上
）

（
単
位：

㎜
）

据 付 場 所 の 選 定 据 付 け

注
意

●
 据
付
け
の
際
は
必
ず
手
袋
を
着
用
す
る

 着
用
し
な
い
と
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

指
示
に
従
う

●
 ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
、
木
ネ
ジ
位
置

V
EZ

-4
0
6
K
D
C

（
V
EZ

-7
1
2
K
D
C
）

V
EZ

-7
1
2
K
D
C
-K

P
.1
2
～
１
4

18
0（
木ネ

ジ寸
法）

24
5（
木
ネ
ジ
寸
法
）

188（木ネジ寸法） 17

45
5（
ア
ンカ

ー
寸
法
）

120（アンカー寸法） 50

架
台
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
側

33
3.
5（
45

5）
（
ア
ン
カ
ー
、木

ネ
ジ
寸
法
）

50120（アンカー寸法）

6590（木ネジ寸法）
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熱
交
換
ユ
ニ
ット

本
体

取
付
金
具

熱
交
換

ユ
ニ
ット

架
台

ネ
ジ（

内
側
か
ら
）

架
台
固
定
用
穴

ネ
ジ

（
熱
交
換
ユ
ニ
ット

付
属
）

転
倒
防
止
金
具

壁
固
定
用
ネ
ジ
C

取
付
金
具

輸
送
用
ダ
ン
ボ
ー
ル（

廃
却
）

架
台

ネ
ジ
B

（
正
面
）

ネ
ジ
B

（
背
面
）

ネ
ジ

壁
固
定
用
ネ
ジ

転
倒
防
止
金
具

②
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
背
面
下
部
の
ネ
ジ
（
2
ヵ
所
）
を
ゆ
る
め
、

ゆ
る
め
た
ネ
ジ
に
架
台
に
付
属
の
取
付
金
具
を
は
め
こ
み
ネ
ジ

で
固
定
す
る
。

⑤
 輸
送
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
取
り
は
ず
す
。

③
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
を
架
台
の
上
に
設
置
し
、
架
台
に

付
属
の
ネ
ジ
B
に
て
正
面
（
2
ヵ
所
）
・
背
面
（
2
ヵ

所
）
を
固
定
す
る
。

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
は
ず
す
。

●
 循

環
ポ
ン
プ
が
傾
い
た
り
、
金
属

部
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

（
騒
音
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

●
 輸

送
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
取
り
は
ず

す
時
に
循
環
ポ
ン
プ
部
の
ク
リ
ッ

プ
（
ク
イ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ナ
ー
）
を

は
ず
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
 水

準
器
を
あ
て
て
、
水
平
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

④
 架
台
に
付
属
の
転
倒
防
止
金
具
を
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

側
面
に
固
定
し
、
架
台
に
付
属
の
ネ
ジ
C
で
壁
に
固
定

す
る
。

●
 必

要
に
応
じ
て
防
振
措
置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

●
 ネ
ジ
を
は
ず
す
と
き
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
落
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
は
必
ず
3
種
タ
ッ
ピ
ン
グ
ネ
ジ
（
取

り
は
ず
し
た
ネ
ジ
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
2
）
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
す
る

熱
交
換
ユ
ニ
ット

本
体

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
固
定
用
ネ
ジ

（
3
種
タ
ッ
ピ
ン
グ
ネ
ジ
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル

こ
の
穴
を
使
用
し
て
取
付
金
具
を

熱
交
換
ユ
ニ
ット

に
固
定
し
ま
す
。

（
表
、裏

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

取
付
金
具

熱
交
換
ユ
ニ
ット

熱
交
換
ユ
ニ
ット

背
面
ネ
ジ

16据
付
け
　
つ
づ
き

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
架
台
下
部
に
あ

る
突
起
に
引
掛
け
、
付
属
の
ネ
ジ
D
で
架
台
（
2
ヵ
所
）
に
固

定
す
る
。

試
運
転
終
了
後
や
、
据
付
け
後
に
他
の
工
事
作
業
ま
で
時
間
が
空
く

場
合
は
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

●
 フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
は
必
ず
3
種
タ
ッ
ピ
ン
グ
ネ
ジ
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）
 各
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
取
付
け
る

②
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
天

板
内
側
に
差
し
込
み
、
ネ
ジ
で
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
に
固
定
す
る
。

お
願
い

●
 フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
は
必
ず
3
種
タ
ッ
ピ
ン
グ
ネ
ジ
（
取

り
は
ず
し
た
ネ
ジ
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

●
 転
倒
防
止
金
具
を
使
用
し
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
を
固
定
し

て
く
だ
さ
い
。
（
ユ
ニ
ッ
ト
が
転
倒
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット

側

熱
交
換
ユ
ニ
ット

側

ネ
ジ
D

架
台
フ
ロ
ン
ト

パ
ネ
ル

据 付 け

17

壁
掛
設
置
す
る
場
合

熱
交
換
ユ
ニ
ット

防
振
ゴ
ム

(8
5
㎜
ピ
ッ
チ
の

長
穴
を
使
用
し
ま
す
)

取
付
金
具

(下
)

取
付
金
具

(上
)

壁

●
 水

準
器
を
あ
て
て
、
水
平
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
1
）
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
を
設
置
す
る

●
 V
EZ

-4
0
6
K
K
C
が
必
要
で
す
。

（
2
）
 配
管
カ
バ
ー
を
取
付
け
る

●
 壁
掛
設
置
す
る
場
合
、
配
管
カ
バ
ー
の
取
付
け
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

●
 V
EH

-3
0
4
/4

0
6
/5

0
7
H
C
D
の
場
合
、
V
EZ

-4
0
6
C
C
3
0

が
必
要
で
す
。

●
 V
EH

-7
1
2
H
C
D
の
場
合
、
V
EZ

-7
1
2
C
A
3
0
が
必
要
で
す
。

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
取
付
金
具
（
上
下
）
を
付
属
の
ネ
ジ
で
取

付
け
る
。
（
各
2
ヵ
所
）

①
 固
定
ピ
ー
ス
を
付
属
の
ネ
ジ
で
取
付
金
具
（
下
）
に
固
定
す
る

（
2
ヵ
所
）
。

②
 配
管
カ
バ
ー
を
固
定
ピ
ー
ス
に
沿
っ
て
は
め
込
み
、
正
面
か
ら

付
属
の
ネ
ジ
で
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
固
定
す
る
（
2
ヵ
所
）
。

②
 取
付
金
具
（
上
）
・
防
振
ゴ
ム
を
中
央
穴
を
用
い
て
付
属
の
ネ

ジ
で
壁
に
仮
固
定
す
る
。

③
 取
付
金
具
（
下
）
と
壁
の
間
に
防
振
ゴ
ム
を
は
さ
み
熱
交
換
ユ

ニ
ッ
ト
を
付
属
の
ネ
ジ
で
壁
に
固
定
す
る
。

 
（
上
下
各
2
ヵ
所
）

ネ
ジ

ネ
ジ

固
定
ピ
ー
ス

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
固
定
用
ネ
ジ

（
3
種
タ
ッ
ピ
ン
グ
ネ
ジ
）

取
付
金
具
(下

)

配
管
カ
バ
ー

熱
交
換
ユ
ニ
ット

本
体

熱
交
換
ユ
ニ
ット

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル

試
運
転
終
了
後
や
、
据
付
け
後
に
他
の
工
事
作
業
ま
で
時
間
が
空
く

場
合
は
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）
 フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
取
付
け
る

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
の
天

板
内
側
に
差
し
込
み
、
ネ
ジ
で
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
に
固
定
す
る
。

お
願
い

●
 フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
は
必
ず
3
種
タ
ッ
ピ
ン
グ
ネ
ジ
（
取

り
は
ず
し
た
ネ
ジ
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

④
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
は
ず
し
、
輸
送
用
の

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
取
り
は
ず
す
。

お
願
い

●
 ネ
ジ
を
は
ず
す
と
き
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
落
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 循
環
ポ
ン
プ
が
傾
い
た
り
、
金
属
部
に
接
触
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
（
騒
音
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

●
 輸
送
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
取
り
は
ず
す
時
に
循
環
ポ
ン
プ
部
の

ク
リ
ッ
プ
（
ク
イ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ナ
ー
）
を
は
ず
さ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

フロ
ント

パ
ネ
ル
固
定
用
ネ
ジ

（
3種

タッ
ピン

グ
ネ
ジ
）

取
付
金
具
(上

)

熱
交
換
ユ
ニ
ット

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル

防
振
ゴ
ム

熱
交
換
ユ
ニ
ット

固
定
用
穴

（
表
、裏

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット

固
定
用
穴

（
表
、裏

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

防
振
ゴ
ム

中
央
穴 ネ
ジネ
ジ

ネ
ジ

熱
交
換

ユ
ニ
ット

本
体

取
付
金
具

(下
)

ネ
ジ

取
付
金
具
（
上
）

取
付
金
具
（
下
）

輸
送
用
ダ
ン
ボ
ー
ル（

廃
却
）
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18据
付
け
　
つ
づ
き

室
外
ユ
ニ
ット

ド
レ
ン
ホ
ー
ス

設
置
台

排
水
口

（
2
）
ド
レ
ン
排
水
工
事
を
す
る

（
1
）
 ド
レ
ン
排
水
工
事
を
す
る

（
2
）
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
固
定
す
る

（
1
）
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
固
定
す
る

①
 付
属
の
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
（
V
E
H
-3
0
4
/4
0
6
/5
0
7
H
P
D

の
み
）
を
取
付
け
、
ド
レ
ン
ホ
ー
ス
（
市
販
の
内
径
1
5
㎜
の

ビ
ニ
ル
ホ
ー
ス
）
を
下
り
こ
う
配
を
つ
け
て
配
管
す
る
。

●
 ド

レ
ン
ホ
ー
ス
は
ド
レ
ン
が
流
れ
や
す
い
よ
う
に
必
ず
下
り

こ
う
配
を
つ
け
て
配
管
し
て
く
だ
さ
い
。

①
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
（
M
8
ま
た
は
M
1
0
）

で
設
置
台
に
固
定
す
る
。

①
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
底
部
の
ド
レ
ン
排
水
箇
所
に
右
図
の
塩
ビ
配

管
（
φ
5
0
以
上
）
を
使
っ
て
排
水
工
事
を
す
る
。

①
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
（
M
8
ま
た
は
M
1
0
）
で

設
置
台
に
固
定
す
る
。

お
願
い

●
水
準
器
を
あ
て
、
水
平
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
水
平
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
ド
レ
ン
が
排
水
さ
れ
ず
、

氷
結
に
よ
る
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

排
水
口（

塩
ビ
配
管
）

設
置
台

底
部
の
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
（
　
　
　
）

は
取
り
は
ず
す

軟
質
塩
化

ビ
ニ
ル
用
ボ
ン
ド

ド
レ
ン
ソ
ケ
ット
ド
レ
ン
ホ
ー
ス

ド
レ
ン
ホ
ー
ス
を
使
用
す
る
場
合

ド
レ
ン
ホ
ー
ス
を
使
用
し
な
い
場
合

2
.室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け

●
 据
付
条
件
は
「
据
付
場
所
の
選
定
」
　
　
　
　
　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
防
雪
架
台
V
EZ

-H
P
1
K
D
F2
を
使
用
す
る
場
合
は
、
防
雪
架
台
に
付
属
の
据
付
工
事
説
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
 冬
期
な
ど
に
ド
レ
ン
が
凍
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
と
ド
レ
ン
ホ
ー
ス
は
使
用
せ
ず
、
排
水
口
を
設
け
、
排

水
口
に
凍
結
し
な
い
方
法
で
ド
レ
ン
を
排
水
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 排
水
口
の
位
置
決
め
は
工
事
前
に
打
合
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 温
暖
地
以
外
で
は
、
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
付
機
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
 凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
付
機
種
に
は
ド
レ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
 水
準
器
を
あ
て
、
水
平
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
水
平
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
ド
レ
ン
が
排
水
さ
れ
ず
、

氷
結
に
よ
る
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

お
願
い注

意

指
示
に
従
う

●
 ド
レ
ン
・
配
管
工
事
は
、
据
付
工
事
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
確
実
に
行
う

 工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
水
が
滴
下
し
て
家
財
な
ど
の
汚
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

P
.１
2
～
１
4

19

据 付 け

（
1
）
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
固
定
す
る

（
2
）
 電
気
配
線
工
事
～
試
運
転
を
実
施
す
る

（
3
）
 試
運
転
後
に
カ
バ
ー
を
取
付
け
る

（
1
）
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
固
定
す
る

（
2
）
 電
気
配
線
工
事
～
試
運
転
を
実
施
す
る

3
.熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
据
付
け

屋
内
に
設
置
す
る
場
合

屋
外
に
設
置
す
る
場
合

①
 架
台
側
面
板
固
定
ネ
ジ
（
3
本
）
を
は
ず
し
、
側
面
板
を
取
り

は
ず
す
。

②
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
カ
バ
ー
固
定
ネ
ジ
（
6
本
）
を
は
ず

し
、
カ
バ
ー
を
取
り
は
ず
す
。

●
 ヘ
ッ
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス
（
V
P
Z
-4
H
B
2
、
8
H
B
2
）
の
据
付
工
事

説
明
書
に
従
っ
て
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

①
 カ
バ
ー
固
定
ネ
ジ（
6
本
）を
は
ず
し
、
カ
バ
ー
を
取
り
は
ず
す
。

②
 リ
ー
ド
線
通
し
穴
を
下
側
に
し
て
、
付
属
の
取
付
ネ
ジ
（
4

本
）
で
壁
に
固
定
す
る
。

 
壁
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
場
合
は
、
右
図
の
よ
う
に
下
穴
（
φ

3
.3
、
深
さ
3
0
㎜
）
を
開
け
、
付
属
の
取
付
ネ
ジ
（
4
本
）
で

壁
に
固
定
す
る
。

①
 通
信
線
な
ど
の
コ
ー
ド
を
挟
み
込
ま
な
い
ほ
う
に
カ
バ
ー
を

元
通
り
取
付
け
る
。

（
3
）
 試
運
転
後
に
カ
バ
ー
を
取
付
け
る

①
 通
信
線
な
ど
の
コ
ー
ド
を
挟
み
込
ま
な
い
ほ
う
に
カ
バ
ー
を

元
通
り
取
付
け
る
。

②
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
収
納

ス
ペ
ー
ス
に
納
め
る
。

③
 架
台
側
面
板
を
元
通
り
取
付
け
る
。

3
0

φ3.3

●
 軒
下
な
ど
直
接
雨
の
か
か
ら
な
い
場
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 下
記
の
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

お
願
い

取
付
ネ
ジ

カ
バ
ー
固
定
ネ
ジ

カ
バ
ー

リ
ー
ド
線

　
通
し
穴

ケ
ー
ス
（
金
属
、
樹
脂
ケ
ー
ス
2
重
構
造
）

◆
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台
（
V
EZ

-7
1
2
K
D
C
-K
）
に
設
置
す
る
場
合

◆
 ヘ
ッ
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
設
置
す
る
場
合

熱
交
換
ユ
ニ
ット
（
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
）

ヘ
ッ
ダ
ー

熱
動
弁

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

収
納
ス
ペ
ー
ス

熱
交
換
ユ
ニ
ット

架
台

（
V
EZ

-7
1
2
K
D
C
-K
）

側
面
板
固
定
ネ
ジ

側
面
板

P
.３
１
～
P
.4
3

（
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
場
合
の
み
）

（
単
位
：
㎜
）

●
 金

属
ケ
ー
ス
と
樹
脂
ケ
ー
ス
を
共
締
め
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 内

部
結
線
に
つ
い
て
は

 
電
気
配
線
工
事
　
　
　
　
　
　
を
参
照
く
だ
さ
い
。

P
.３
１
～
P
.4
3

●
 内

部
結
線
に
つ
い
て
は

 
電
気
配
線
工
事
　
　
　
　
　
　
を
参
照
く
だ
さ
い
。

●
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
1
台
の
み
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
 2
台
使
用
す
る
場
合
は
、
ヘ
ッ
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

熱
動
弁

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

戻
り

往
き

ヘ
ッ
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス

（
V
P
Z
-4
H
B
2・
8
H
B
2
）
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20据
付
け
　
つ
づ
き

お
願
い お

願
い

●
 必
ず
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
を
切
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 据
付
け
に
は
「
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
使
用
す
る
場
合
」
と
「
壁
面
に
直
接
据
付
け
る
場
合
」
が
あ
り
ま
す
。

 据
付
方
法
に
応
じ
た
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 据
付
条
件
は
「
据
付
場
所
の
選
定
」
　
　
　
　
　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
 床
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
複
数
台
リ
モ
コ
ン
を
設
置
す
る
場
合
は
、
配
線
す
る
通
信
線
間
に
1
0
0
㎜
以
上
の
距
離
を
と
る
か
、
シ
ー
ル

ド
線
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
表
面
に
は
傷
つ
き
防
止
の
保
護
シ
ー
ト
が
貼
付
け
て
あ
り
ま
す
。
お
客
様
使
用
時
ま
で
は
が
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

裏
側

表
側

（
1
）
 壁
面
に
据
付
け
用
の
穴
を
開
け
る

①
 壁
面
に
穴
を
開
け
、
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
据
付
け
る
。

①
 壁
面
に
穴
を
開
け
、
通
信
線
を
通
す
。

電
線
管

ロ
ッ
ク
ナ
ット

壁

ス
イ
ッ
チ

ボ
ッ
ク
ス

パ
テ
な
ど
で
シ
ー
ル

の
こ
と

通
信
線

ブ
ッ
シ
ン
グ

裏
側
か
ら

2
芯
線
が

見
え
な
い
こ
と

シ
ー
ス

6
㎜

1
0
㎜

裏 側
表 側

シ
ー
ス
部
を

表
側
ま
で
挿
入

通
信
線
を
接
続
す
る

（
極
性
は
あ
り
ま
せ
ん
）

（
2
）
 リ
モ
コ
ン
を
準
備
す
る

（
3
）
 通
信
線
を
リ
モ
コ
ン
に
接
続
す
る

●
 圧
着
端
子
を
使
用
し
て
下
ケ
ー
ス
の
端
子
台
に
接
続
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

 （
基
板
の
故
障
や
カ
バ
ー
の
破
損
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

●
 通
信
線
は
高
温
部
分
、
鋭
い
角
部
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

①
 通
信
線
の
先
端
を
皮
む
き
し
て
下
ケ
ー
ス
の
背
面
か
ら
通
し
、

端
子
台
に
接
続
す
る
。

●
 皮

む
き
長
さ
は
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 通

信
線
の
シ
ー
ス
は
下
ケ
ー
ス
の
内
部
ま
で
通
し
て
く
だ

さ
い
。

①
 リ
モ
コ
ン
本
体
の
下
ケ
ー
ス
を
取
り
は
ず
す
。

リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー

上
ケ
ー
ス

（
ク
ロ
）

下
ケ
ー
ス

◆
 ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
使
用
す
る
場
合

◆
壁
面
に
直
接
据
付
け
る
場
合

4
.リ
モ
コ
ン
の
据
付
け

②
 ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
と
電
線
管
を
接
合
す
る
。

●
 ス

イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
と
電
線
管
の
接
合
部
の
通
信
線
引
込
口

は
パ
テ
な
ど
で
シ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 ス

イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
は
2
個
用
（
JI
S
 C

 8
3
4
0
）
を
ご
使

用
く
だ
さ
い
。
（
推
奨
）

注
意

指
示
に
従
う

●
 通
信
線
の
接
続
端
子
台
に
切
り
く
ず
な
ど
が

入
ら
な
い
よ
う
に
す
る

 感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

P
.１
2
～
１
4
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据 付 け

（
4
）
 下
ケ
ー
ス
を
据
付
け
る

①
 下
ケ
ー
ス
を
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
へ
据
付
け
る
場
合
は
、

必
ず
2
カ
所
以
上
で
固
定
す
る
。

十
字
穴
付
ナ
ベ
ネ
ジ

①
 下
ケ
ー
ス
の
通
信
線
を
通
し
た
穴
を
パ
テ
な
ど
で
シ
ー
ル
す
る
。

パ
テ
な
ど
で
シ
ー
ル
す
る

取
付
穴
位
置

□
1
2
0

83.5

4
6

木
ネ
ジ

（
5
）
 下
ケ
ー
ス
の
コ
ネ
ク
タ
ー
を
上
ケ
ー
ス
の
コ
ネ
ク
タ
ー
に
接
続
す
る

配
線
は
ク
ラ
ン
プ
に
固
定
す
る

確
実
に
差
し
込
む

①
 コ
ネ
ク
タ
ー
の
配
線
は
下
ケ
ー
ス
の
ク
ラ
ン
プ
に
は
め
て
固

定
す
る
。

①
 下
ケ
ー
ス
の
引
掛
部
を
リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
上
部
の
溝
に
合
わ
せ
る
。

●
 ケ

ー
ス
の
間
に
配
線
を
か
み
込
ま
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

（
6
）
 リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
と
上
ケ
ー
ス
を
下
ケ
ー
ス
に
は
め
込
む

溝

引
掛
部

パ
チ
ッ

浮
き
が
な
い
こ
と

壁

お
願
い

お
願
い

●
 上
ケ
ー
ス
か
ら
基
板
保
護
シ
ー
ト
と
基
板
は
取
り
は
ず
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

 （
故
障
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

●
 コ
ネ
ク
タ
ー
接
続
後
、
右
図
の
よ
う
に
上
ケ
ー
ス
を
ぶ
ら
下

げ
る
な
ど
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 （
コ
ネ
ク
タ
ー
部
を
破
損
、
配
線
を
切
断
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
）

●
 配
線
は
必
ず
ク
ラ
ン
プ
に
は
め
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
上
ケ
ー
ス
が
は
め
込
め
な
い
、
取
付
時
に
か
み
込
む
と
配

線
を
傷
つ
け
切
断
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

●
 ネ
ジ
を
締
め
す
ぎ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 （
下
ケ
ー
ス
が
変
形
・
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

●
 追
加
の
固
定
穴
を
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 （
下
ケ
ー
ス
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

◆
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
使
用
す
る
場
合

◆
壁
面
に
直
接
据
付
け
る
場
合

（
単
位：

㎜
）

②
 下
ケ
ー
ス
背
面
の
溝
に
通
信
線
を
通
す
。

③
 下
ケ
ー
ス
を
壁
面
に
据
付
け
る
場
合
は
、
必
ず
2
カ
所
以
上
で

固
定
す
る
。

●
 配

線
に
よ
り
、
壁
面
か
ら
リ
モ
コ
ン
が
浮
く
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
、
リ
モ
コ
ン
正
面
か
ら
見
て
左
上
と
右
下
の
2
カ

所
を
必
ず
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

（
モ
リ
ー
ア
ン
カ
ー
な
ど
を
使
用
し
て
固
定
し
て
く
だ
さ
い
）

②
 リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
の
下
部
を
「
パ
チ
ッ
」
と
い
う
ま
で
押
し

て
取
付
け
る
。

●
 下

ケ
ー
ス
と
リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
の
間
に
す
き
間
が
な
く
、

確
実
に
取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 上

ケ
ー
ス
は
リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
に
取
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

注
意

指
示
に
従
う

●
 リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
は
確
実
に
は
め
込
む

 は
め
込
み
が
不
十
分
で
リ
モ
コ
ン
が
落
下
す
る
と
、

け
が
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
状
態
に
は
し
な
い

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
・
上
ケ
ー
ス

①
 リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
上
部
の
薄
肉
部
を
ニ
ッ
パ
ー
な
ど
で
切
り
取
る
。

（
1
）
下
ケ
ー
ス
と
リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
・
上
ケ
ー
ス
を
取
り
は
ず
す

（
2
）
リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
か
ら
上
ケ
ー
ス
を
取
り
は
ず
す

（
3
）
元
通
り
に
取
付
け
る

●
 メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
部
品
交
換
な
ど
必
要
時
に
リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
・
上
ケ
ー
ス
を
取
り
は
ず
し
ま
す
。

溝

引
掛
部

引
掛
部

（
2
カ
所
）

ゆ
っ
く
り
引
き
抜
く

上
ケ
ー
ス（

ク
ロ
）

リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー

引
掛
部

（
2
カ
所
）

切
り
取
る

モ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と

通
信
線

パ
テ
な
ど
で
シ
ー
ル

す
る

リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
・
上
ケ
ー
ス

①
 マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
を
取
付
け
ら
れ
た
リ
モ
コ
ン
の
下
部
に

あ
る
引
掛
部
（
2
カ
所
）
の
い
ず
れ
か
に
差
し
込
ん
で
リ
モ
コ

ン
カ
バ
ー
・
上
ケ
ー
ス
を
押
し
上
げ
る
。

●
 片

方
ず
つ
、
2
カ
所
と
も
引
掛
部
を
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は
刃
幅
5㎜

の
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
幅
が
大
き
い
と
引
掛
部
を
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

●
 マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で
押
し
上
げ
る
際
、
引
掛
部
で
勢
い

よ
く
押
し
上
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 （
引
掛
部
が
う
ま
く
は
ず
れ
ず
、
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

●
 マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
を
強
く
奥
ま
で
差
し
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 （
基
板
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

●
 マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
を
ツ
メ
に
は
め
込
ん
だ
状
態
で
強
く

回
転
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 （
ケ
ー
ス
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

①
 マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
を
リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
の
下
部
に
あ
る
引

掛
部
（
2
カ
所
）
の
い
ず
れ
か
に
差
し
込
ん
で
上
ケ
ー
ス
を
押

し
上
げ
る
。

●
 片

方
ず
つ
、
2
カ
所
と
も
引
掛
部
を
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
交
換
な
ど
、
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
元
通
り
に
取

付
け
、
据
付
け
が
確
実
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
壁
面
に
直
接
据
付
け
る
場
合 （

通
信
線
を
壁
面
に
は
わ
す
場
合
）

リ
モ
コ
ン
の
取
り
は
ず
し
か
た

お
願
い

お
願
い

●
 リ
モ
コ
ン
据
付
け
後
で
は
上
ケ
ー
ス
に
通
信
線
が
つ
な
が
っ

た
ま
ま
で
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
無
理
に
は
ず
す
と
接
続
端
子
部
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

③
 上
ケ
ー
ス
裏
側
に
接
続
さ
れ
て
い
る
端
子
を
引
き
抜
く
。

②
 引
掛
部
が
は
ず
れ
た
ら
、
上
ケ
ー
ス
を
上
部
の
引
掛
部
か
ら
は

ず
す
よ
う
に
斜
め
に
持
ち
上
げ
て
取
り
は
ず
す
。

②
 引
掛
部
が
は
ず
れ
た
ら
、
リ
モ
コ
ン
カ
バ
ー
・
上
ケ
ー
ス
を
上

部
の
引
掛
部
か
ら
は
ず
す
よ
う
に
斜
め
手
前
に
持
ち
上
げ
る
。

②
 上
部
に
で
き
た
溝
に
市
販
の
モ
ー
ル
（
配
線
カ
バ
ー
）
を
取
付

け
た
通
信
線
を
通
し
、
さ
ら
に
パ
テ
な
ど
で
シ
ー
ル
す
る
。

●
 パ

テ
な
ど
は
す
き
間
が
で
き
な
い
よ
う
、
丁
寧
に
シ
ー
ル
し

て
く
だ
さ
い
。

●
 市

販
の
モ
ー
ル
（
配
線
カ
バ
ー
）
な
ど
を
使
用
し
、
通
信
線

を
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

据
付
け
　
つ
づ
き
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ろ
う
付
け
加
工
の
際
は
下
記
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 ろ
う
材
は
軟
ろ
う
材
（
銀
3
～
5
％
、
錫
9
5
～
9
8
％
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
ハ
ン
ダ
（
鉛
5
0
％
　
錫
5
0
％
）
は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

●
 ろ
う
付
け
前
に
ろ
う
材
を
先
端
よ
り
必
要
な
長
さ
分
だ
け
曲
げ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 （
必
要
な
長
さ
：
銅
配
管
外
径
の
1
.5
倍
。
必
要
以
上
に
ろ
う
材
を
流
し
込
ま
な
い
た
め
の
工
夫
で
す
）

●
 フ
ラ
ッ
ク
ス
塗
布
は
銅
管
の
外
面
に
、
管
端
よ
り
少
し
離
し
て
円
周
に
薄
く
均
一
に
塗
っ
て
く
だ
さ
い
。

 （
フ
ラ
ッ
ク
ス
を
多
量
に
塗
布
す
る
と
、
加
熱
後
糊
状
の
フ
ラ
ッ
ク
ス
が
残
存
し
、
こ
の
気
化
圧
の
た
め
、
ろ
う
の
浸
透
を
む
ず
か
し
く

す
る
傾
向
が
あ
り
、
気
泡
（
ろ
う
の
な
い
部
分
）
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

●
 は
め
る
方
の
銅
管
内
面
に
は
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
を
絶
対
に
塗
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 （
ろ
う
付
け
に
使
用
す
る
フ
ラ
ッ
ク
ス
と
防
錆
循
環
液
中
の
防
錆
剤
が
化
学
反
応
し
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
状
の
生
成
物
（
亜
鉛
化
合
物
）
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
 ろ
う
付
け
後
、
配
管
内
部
を
水
で
洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。

①
 右
図
の
よ
う
に
圧
力
計
・
ポ
ン
プ
を
接
続
す
る
。

①
 右
図
の
よ
う
に
圧
力
計
・
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
接
続
す
る
。

水
圧
に
よ
る
漏
れ
検
査
方
法

空
気
圧
に
よ
る
漏
れ
検
査
方
法

●
 熱
動
弁
が
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
熱
動
弁
に
通
電
し
、
熱
動
弁
が
「
開
」
の
状
態
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
は
加
圧
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
本
体
内
部
配
管
接
続
部
の
は
ず
れ
、
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

耐
圧
ホ
ー
ス

止
め
栓

圧
力
計床
暖
房
パ
ネ
ル

エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

圧
力
調
整
弁 閉

止
弁

床
暖
房
パ
ネ
ル

耐
圧
ホ
ー
ス

水
抜
き
バ
ル
ブ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

カ
ッ
プ
リ
ン
グ

圧
力
計

ポ
ン
プ
本
体

圧
力
調
整
弁

閉
止
弁

閉
止
弁

お
願
い

●
 当
社
製
以
外
の
放
熱
器
を
使
用
の
場
合
は
、
放
熱
器
の
漏
れ
試
験
要
領
に
従
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 床
暖
房
パ
ネ
ル
は
、
表
面
仕
上
げ
材
の
施
工
後
で
は
点
検
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
表
面
仕
上
げ
材
の
施
工
前
に
漏
れ
試
験
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
 各
配
管
接
続
部
に
石
け
ん
な
ど
を
塗
布
し
、
漏
れ
が
な
い
こ
と

を
目
視
に
て
確
認
す
る
。

④
 各
配
管
接
続
部
に
石
け
ん
水
な
ど
を
塗
布
し
、
漏
れ
が
な
い
こ

と
を
目
視
に
て
確
認
す
る
。

お
願
い

1
.冷
温
水
配
管
の
漏
れ
試
験

③
 床
暖
房
パ
ネ
ル
（
根
太
上
設
置
タ
イ
プ
）
の
場
合
：

 
圧
力
降
下
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

③
 床
暖
房
パ
ネ
ル
（
根
太
上
設
置
タ
イ
プ
）
の
場
合
：

 
圧
力
降
下
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

②
 試
験
圧
力
3
0
0
kP
a（
3
kg
f/
cm

2
）
を
加
え
た
ま
ま
熱
交
換

ユ
ニ
ッ
ト
施
工
ま
で
圧
力
計
を
取
付
け
て
お
く
。

●
 使

用
す
る
気
体
は
空
気
・
窒
素
ガ
ス
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
 エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
で
配
管
内
の
水
を
排
水
す
る
。

●
 冬

季
に
水
圧
検
査
を
行
う
場
合
は
、
漏
れ
検
査
後
、
配
管
洗

浄
を
行
い
、
防
錆
循
環
液
を
充
填
し
て
く
だ
さ
い
。

（
配
管
内
の
水
が
凍
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

②
 試
験
圧
力
3
0
0
kP
a（
3
kg
f/
cm

2
）
を
加
え
た
ま
ま
熱
交
換

ユ
ニ
ッ
ト
施
工
ま
で
圧
力
計
を
取
付
け
て
お
く
。

●
 放
熱
器
か
ら
ヘ
ッ
ダ
ー
ま
で
の
各
系
統
を
水
道
水
を
用
い
て
洗
浄
を
行
う
。

●
 1
回
路
ず
つ
順
に
洗
浄
す
る
。

●
 洗
浄
し
た
水
は
、
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
等
を
用
い
て
配
管
内
に
残
ら
な
い
よ
う
に
排
水
す
る
。

（
配
管
中
の
切
粉
や
フ
ラ
ッ
ク
ス
な
ど
は
洗
浄
し
な
い
と
詰
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

2
.冷
温
水
配
管
の
洗
浄
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24冷
温
水
配
管
工
事
　
つ
づ
き

①
 ヘ
ッ
ダ
ー
（
V
EZ
-3
～
7
H
2
,1
0
H
2
,V
EZ
-3
～
6
H
V
3
）
を

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
の
冷
温
水
接
続
口
に
挿
入
し
、
付
属
の

ク
リ
ッ
プ
を
は
め
込
む
。

◆
 1
0
分
岐
ヘ
ッ
ダ
ー
（
V
EZ

-1
0
H
2
）
の
場
合

●
 熱

動
弁
付
ヘ
ッ
ダ
ー
や
熱
動
弁
は
往
き
側
に
接
続
し
て
く
だ

さ
い
。

●
 戻

り
側
か
ら
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
ヘ
ッ
ダ
ー
を
直
接
接
続
し
な
い
場
合
、
配
管

ア
ダ
プ
タ
ー
（
V
E
Z
-2
0
A
D
）
を
使
用
す
る
と
3
/4

ネ
ジ
接
続

が
可
能
で
す
。
　
　
　
参
照

●
 熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
ヘ
ッ
ダ
ー
を
直
接
接
続
し
な
い
場
合

（
分
岐
配
管
な
ど
を
設
け
て
い
る
な
ど
）
は
、
ヘ
ッ
ダ
ー
高

さ
に
合
わ
せ
て
、
架
台
背
面
に
ネ
ジ
穴
（
φ
3
）
を
あ
け
、
ヘ

ッ
ダ
ー
固
定
金
具
を
架
台
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
動
弁
付
ヘ
ッ
ダ
ー
（
V
EZ
-3
～
6
H
V
3
）
の
場
合

（
1
）
ヘ
ッ
ダ
ー
を
接
続
す
る

②
 架
台
背
面
の
ネ
ジ
2
本
を
取
り
は
ず
し
、ヘ
ッ
ダ
ー
付
属
の
ヘ
ッ

ダ
ー
固
定
金
具
を
は
ず
し
た
ネ
ジ
2
本
で
架
台
に
固
定
す
る
。

③
 ヘ
ッ
ダ
ー
固
定
金
具
と
ヘ
ッ
ダ
ー
を
ヘ
ッ
ダ
ー
に
付
属
の
ネ
ジ

で
固
定
す
る
。

お
願
い

●
 ヘ
ッ
ダ
ー
を
取
付
け
る
時
は
過
度
な
荷
重
を
か
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。

（
ヘ
ッ
ダ
ー
や
冷
温
水
接
続
口
の
破
損
の
原
因
に
な
り

ま
す
）

●
 ヘ
ッ
ダ
ー
の
ク
リ
ッ
プ
は
必
ず
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
循
環
液
が
漏
れ
て
循
環
液
不
足
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
）

お
願
い

P
.2
7

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合

●
 使
用
す
る
ヘ
ッ
ダ
ー
は
、
構
成
す
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
に
応
じ
て
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 設
置
方
法
に
よ
り
、
使
用
で
き
る
ヘ
ッ
ダ
ー
が
異
な
り
ま
す
。
構
成
す
る
シ
ス
テ
ム
に
応
じ
て
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 「
ヘ
ッ
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
使
用
す
る
場
合
」、
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
す
る
場
合
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
据
付
工
事

説
明
書
に
し
た
が
っ
て
工
事
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
は
ず
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
ユ
ニ
オ
ン
継
手
ま
た
は
ナ
ッ
ト
付
銅
管
ア
ダ
プ
タ
ー
を
使
用
し
て
接
続
し
て
く

だ
さ
い
。

●
 ナ
ッ
ト
を
締
付
け
る
と
き
は
必
ず
相
手
部
品
を
ス
パ
ナ
等
で
固
定
し
て
、
ね
じ
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
 銅
管
も
し
く
は
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
冷
温
水
接
続
口
に
異
常
な
力
が
加
わ
ら
な
い
よ
う
配
管
長
さ
を
適
切
に
し
、
重
量
物
を
配
管
に
て
支
え
な
い
構
造
と

し
て
く
だ
さ
い
。

設
置
方
法

壁
掛
設
置

V
EZ

-4
0
6
K
D
C

V
EZ

-7
1
2
K
D
C
（
-K
）

V
EZ

-7
1
2
K
D
B
L

ヘ
ッ
ダ
ー

V
EZ

-3
H
2
～
7
H
2

V
EZ

-1
0
H
2

◯ ◯ × ◯

◯
（
往
き
側
の
み
）

◯
（
往
き
側
の
み
）

×
◯
（
往
き
側
の
み
）

○ ◯ ◯ ◯

× ◯ × ×

V
EZ

-3
H
V
3
～
6
H
V
3

V
P
Z
-4
H
B
2
，
8
H
B
2

熱
動
弁
付
ヘ
ッ
ダ
ー

ヘ
ッ
ダ
ー
ボ
ッ
ク
ス

床
設
置

床
暖
房
シ
ス
テ
ム

簡
易
シ
ス
テ
ム

暖
房
の
み
（
6
分
岐
以
下
）

往
き

ヘ
ッ
ダ
ー

戻
り

ヘ
ッ
ダ
ー

暖
房
の
み

※
分
岐
数
＋
1
口
の
ヘ
ッ
ダ
ー
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
（
水
抜
き
に
使
用
し
ま
す
）

冷
房
/暖

房
利
用

V
EZ

-3
H
2
～
7
H
2

V
EZ

-7
H
2
、
1
0
H
2

V
EZ

-3
H
2
～
7
H
2
、
1
0
H
2

冷
房
/暖

房
利
用

暖
房
の
み
（
7
分
岐
以
上
）

V
EZ

-3
H
V
3

　
　
　
～
6
H
V
3

V
EZ

-3
H
2

　
　
～
7
H
2
、1
0
H
2

V
EZ

-3
H
2
～
7
H
2
、1
0
H
2

V
EZ

-0
2
N
D
B

（
必
要
回
路
数
分
）

VE
Z-
3H

2
～
7H

2
、1
0H

2

V
EZ

-6
0
6
N
D
B

（
主
管
分
岐
に
使
用
）

V
EZ

-7
H
2
、
V
EZ

-1
0
H
2

V
EZ

-0
2
N
D
B

（
必
要
回
路
数
分
）

3
.冷
温
水
配
管
接
続

熱
交
換
ユ
ニ
ット

側

戻
り

往
き

戻
り

往
き

ヘ
ッ
ダ
ー

止
水
バ
ル
ブ

放
熱
器
側

ク
リ
ッ
プ

熱
動
弁
付

ヘ
ッ
ダ
ー

止
水
ジ
ョ
イ
ン
ト

水
抜
き

バ
ル
ブ

ヘ
ッ
ダ
ー

ク
リ
ッ
プ

フ
レ
ア
ナ
ット

フ
レ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト

銅
管

25

①
 フ
レ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
V
EZ
-9
FJ
2
）
か
ら
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を

は
ず
し
銅
配
管
に
挿
入
す
る
。

（
2
）
 戻
り
側
の
各
放
熱
器
か
ら
の
配
管
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
を

取
付
け
る

（
3
）
 配
管
と
接
続
し
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
戻
り
ヘ
ッ
ダ
ー
に

挿
入
す
る

（
4
）
 （
熱
動
弁
（
V
E
Z
-0
2
N
D
B
）
を
使
用
す
る
場
合
の

み
）
往
き
側
の
ヘ
ッ
ダ
ー
に
熱
動
弁
を
取
付
け
る

①
 樹
脂
管
バ
ン
ド
（
V
P
Z
-7
P
B
，
V
P
Z
-1
0
P
B
）
を
樹
脂
管

に
挿
入
す
る
。

●
 ジ
ョ
イ
ン
ト
の
挿
入
に
は
ス
ム
ー
サ
ー
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 配
管
径
に
応
じ
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
用
い
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
動
弁
（
V
EZ

-0
2
N
D
B
）
の
取
付
方
向
（
右
図
参
照
）
が
、

水
平
よ
り
下
に
向
か
な
い
よ
う
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
動
弁
（
V
EZ
-0
2
N
D
B
）
を
使
用
す
る
場
合

※
 熱
動
弁
（
V
EZ

-0
2
N
D
B
）
の
取
付
方
向
が

水
平
よ
り
下
に
向
か
な
い
よ
う
に
取
付
け
る
。

取
付
方
向

お
願
い

●
 ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
用
い
て
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 （
締
付
ト
ル
ク
：
3
4
.3
～
4
1
.2
N
･m

）

お
願
い

お
願
い

◆
 銅
管
（
φ
9
.5
2
）
の
場
合

◆
 樹
脂
管
（
7
A
,1
0
A
）
の
場
合

P
.2
9

①
 熱
動
弁
(V
EZ
-0
2
N
D
B
)を
往
き
側
の
ヘ
ッ
ダ
ー
に
挿
入
し
、

ヘ
ッ
ダ
ー
ク
リ
ッ
プ
（
熱
動
弁
付
属
）
を
は
め
込
む
。

②
 タ
ケ
ノ
コ
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
V
EZ
-7
TJ
2
,V
EZ
-1
0
TJ
2
）
を
樹

脂
管
に
挿
入
し
、
樹
脂
管
バ
ン
ド
で
固
定
す
る
。

②
 フ
レ
ア
加
工
を
行
い
、
フ
レ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
締
付
け
る
。

●
 フ

レ
ア
加
工

冷 温 水 配 管 工 事

止
水
バ
ル
ブ
を
開
き

下
側
へ
引
き
お
ろ
す
。

（
5
）
 往
き
側
の
各
放
熱
器
か
ら
の
配
管
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
を

取
付
け
る

●
 取

付
方
法
は
戻
り
側
と
同
様
で
す
。
（
手
順
（
2
）
を
参
照
）

（
6
）
 配
管
と
接
続
し
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
往
き
ヘ
ッ
ダ
ー
に

接
続
す
る

●
 取

付
方
法
は
戻
り
側
と
同
様
で
す
。
（
手
順
（
3
）
を
参
照
）

①
 配
管
と
接
続
し
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
戻
り
ヘ
ッ
ダ
ー
ま
た
は
熱
動

弁
に
挿
入
す
る
。

（
7
）
 各
ヘ
ッ
ダ
ー
の
止
水
バ
ル
ブ
を
開
く

◆
V
EZ

-3
H
2
～
7
H
2
の
場
合

①
 止
水
バ
ル
ブ
を
「
開
」
方
向
に
回
し
き
る
。

◆
V
EZ

-1
0
H
2
,V
EZ

-3
H
V
3
～
6
H
V
3
の
場
合

①
 止
水
バ
ル
ブ
を
開
き
、
下
側
へ
引
き
下
ろ
す
。

●
 V
EZ
-1
0
H
2
,V
EZ
-3
H
V
3
～
6
H
V
3

●
 V
EZ
-3
H
2
～
7
H
2

②
 フ
レ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
場
合
は
ヘ
ッ
ダ
ー
ク
リ
ッ
プ
（
V
EZ
-H
C
）

を
は
め
込
む
。

③
 接
続
し
な
い
ヘ
ッ
ダ
ー
接
続
口
に
は
止
水
ジ
ョ
イ
ン
ト

（
V
EZ
-S
J2
）
を
差
し
込
む
。

熱
交
換
ユ
ニ
ット

側

放
熱
器
側

止
水

バ
ル
ブ

ク
リ
ッ
プ

ヘ
ッ
ダ
ー

ヘ
ッ
ダ
ー

ク
リ
ッ
プ

熱
動
弁

ヘ
ッ
ダ
ー

ク
リ
ッ
プ 銅

管

フ
レ
ア
ナ
ット

フ
レ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト

ヘ
ッ
ダ
ー

固
定
金
具

ネ
ジ

往
き

往
き戻
り

戻
り

ネ
ジ

止
水
バ
ル
ブ
を

「
開
」に

回
す
。

止
水
ジ
ョ
イ
ン
ト

（
V
EZ

-S
J2
）

ジ
ョ
イ
ン
ト
取
外
部
材

（
V
EZ

-J
TH

）

ヘ
ッ
ダ
ー

ク
リ
ッ
プ

フ
レ
ア
ナ
ット

銅
管

フ
レ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト

※
 ジ
ョ
イ
ン
ト
取
外
部
材
を
差
し
込
む
と
止

水
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
タ
ケ
ノ
コ
ジ
ョ
イ
ン
ト

が
ヘ
ッ
ダ
ー
か
ら
は
ず
せ
ま
す
。

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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26冷
温
水
配
管
工
事
　
つ
づ
き

冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
へ

戻
り

往
き

ヘ
ッ
ダ
ー

戻
り 往
き

放
熱
器
側

電
磁
弁

主
管
分
岐

熱
交
換
ユ
ニ
ット

側

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合

（
1
）
 ヘ
ッ
ダ
ー
を
接
続
す
る

（
2
）
 各
放
熱
器
か
ら
の
配
管
に
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
取
付
け
る

①
 ヘ
ッ
ダ
ー
（
V
EZ
-3
H
2
～
7
H
2
,1
0
H
2
）
を
熱
交
換
ユ
ニ
ッ

ト
下
部
の
冷
温
水
接
続
口
に
挿
入
し
、
付
属
の
ク
リ
ッ
プ
を
は

め
込
む
。

●
 戻

り
側
か
ら
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
 冷
温
水
利
用
の
シ
ス
テ
ム
で
暖
房
専
用
放
熱
器
が
あ
る
場
合

①
 冷
温
水
分
岐
を
市
販
部
材
を
用
い
て
組
み
立
て
、
本
体
下
部
に

取
付
け
る
。

●
 冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
と
暖
房
専
用
放
熱
器
の
配
管
を
分
岐
さ
せ
ま

す
。

●
 電
磁
弁
を
取
付
け
な
い
と
、
暖
房
専
用
放
熱
器
に
冷
水
が
流
れ
、

結
露
し
ま
す
。

●
 配
管
ア
ダ
プ
タ
ー
（
V
E
Z
-2
0
A
D
）
を
使
用
す
る
と
3
/4

ネ
ジ

接
続
が
可
能
で
す
。
　
　
　
参
照

①
 冷
水
利
用
の
配
管
、
バ
ル
ブ
、
ヘ
ッ
ダ
ー
部
は
厚
さ
2
0
㎜
以

上
の
断
熱
材
で
隙
間
無
く
断
熱
処
理
を
す
る
。

●
 断

熱
処
理
を
し
な
い
と
結
露
が
発
生
し
露
垂
れ
し
た
り
、
能

力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
 電
磁
弁
の
接
続
方
向
は
、
矢
印
表
示
と
防
錆
循
環
液
の
流
れ

方
向
を
必
ず
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
 コ
イ
ル
を
下
向
け
に
取
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
の
電
磁
弁
出
力
端
子

（
V
EH

-3
0
4
/4
0
6
/5
0
7
H
C
D
：
C
N
1
0
7
、

 V
EH

-7
1
2
H
C
D
：
TA

B
1
0
7
・
1
0
8
）
に

 接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

●
 取

付
方
法
は
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
（
　
　
　
（
2
）
）
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）
 配
管
と
接
続
し
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
ヘ
ッ
ダ
ー
に
挿
入

す
る

（
4
）
 冷
水
利
用
の
配
管
部
に
断
熱
処
理
を
す
る

●
 接

続
方
法
は
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
（
　
　
　
（
3
）
）
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

②
 分
岐
後
の
温
水
専
用
往
き
配
管
に
電
磁
弁

（
V
EZ
-6
0
6
N
D
B
）
を
取
付
け
る
。

P
.2
5

P
.2
5

P
.2
7

P
.3
4
,3
6

27

●
 図
の
よ
う
に
安
全
弁
、
自
動
空
気
抜
き
弁
、
圧
力
計
、
密
閉
膨
張
タ
ン
ク
を
必
ず
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
図
の
よ
う
に
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
上
部
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
）

●
 水
張
り
時
に
利
用
す
る
圧
送
ポ
ン
プ
へ
の
接
続
口
が
必
要
で
す
。

●
 図
の
よ
う
に
安
全
弁
の
排
水
処
理
を
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
排
水
処
理
さ
れ
な
い
と
弁
動
作
時
に
製
品
周
辺
や
壁
が
汚
れ
ま
す
）

●
 配
管
ア
ダ
プ
タ
ー
（
V
EZ

-2
0
A
D
、
V
EZ

-2
0
A
D
-M
S
）
を

 使
用
す
る
と
、
3
/4
ネ
ジ
接
続
が
可
能
で
す
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
ヘ
ッ
ダ
ー
を
直
接
接
続
し
な
い
場
合
（
分
岐
配
管
を
設
け
る
な
ど
）
に
配
管
ア
ダ
プ
タ
ー
を
使
用
す
る
と
、

3
/4
ネ
ジ
接
続
が
可
能
で
す
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
冷
温
水
接
続
口
に
配
管
ア
ダ
プ

タ
ー
（
V
E
Z
-2
0
A
D
）
を
さ
し
込
み
、
配
管
ア
ダ
プ

タ
ー
付
属
の
ク
リ
ッ
プ
を
は
め
込
み
ま
す
。

戻
り
配
管
の
組
み
方
（
左
図
以
外
の
例
）

密
閉
式
の
配
管
構
成
補
足

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー
（
V
EZ

-2
0
A
D
、
V
EZ

-2
0
A
D
-M
S
）
の
接
続

※
密
閉
膨
張
タ
ン
ク
は
通
常
は
床
下
設
置
等

と
な
り
ま
す
。

扁
平
タ
イ
プ
の
小
容
量
で
あ
れ
ば

架
台
内
に
設
置
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

冷 温 水 配 管 工 事

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
上
部
に
接
続
し
た
安
全
弁
等

の
部
材
類
に
衝
撃
を
加
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
）

お
願
い

熱
交
換
ユ
ニ
ット

本
体
冷
温
水
接
続
口

ク
リ
ッ
プ

（
V
EZ

-2
0
A
D
付
属
）

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー

（
V
EZ

-2
0
A
D
）

3
/4
オ
ネ
ジ

熱
交
換

ユ
ニ
ット

本
体

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

ホ
ー
ス

圧
力
計

自
動
空
気
抜
き
弁安
全
弁
 9
3
kP

a
（
0
.9
5
kg
f/
cm

2
で
開
）

ヘ
ッ
ダ
ー（

戻
り
）

バ
ル
ブ

（
サ
ー
ビ
ス
メ
ン
テ
用
）

戻
り

バ
ル
ブ
A

排
水
バ
ル
ブ

圧
送
ポ
ン
プ
へ

密
閉
膨
張
タ
ン
ク

  設
定
圧
5
0
kP

a
（
0
.5
kg
f/
cm

2
）

給
水
バ
ル
ブ

圧
送
ポ
ン
プ
か
ら

バ
ル
ブ

　（
サ
ー
ビ
ス
メ
ン
テ
用
）

バ
ル
ブ

（
サ
ー
ビ
ス
メ
ン
テ
用
）

ヘ
ッ
ダ
ー（

往
き
）

往
き

給
水
バ
ル
ブ

圧
送
ポ
ン
プ
か
ら

排
水
バ
ル
ブ

ヘ
ッ
ダ
ー（

戻
り
）

圧
送
ポ
ン
プ
へ

密
閉
膨
張
タ
ン
ク

バ
ル
ブ
Aと

し
て

代
用
す
る
。

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー

V
EZ

-2
0
A
D
-M
S

（
3
/4
-C
H
メ
ス
）

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー

V
EZ

-2
0
A
D
-M
S

（
3
/4
-C
H
メ
ス
）

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー

V
EZ

-2
0
A
D

（
C
H
-3
/4
オ
ス
）

＜
V
EZ

-2
0
A
D
＞

●
 ヘ
ッ
ダ
ー
（
V
E
Z
-3
H
2
～
7
H
2
、
1
0
H
2
、
V
E
Z
-3
H
V
3

～
6
H
V
3
）
を
接
続
し
た
い
温
水
配
管
を
、
3
/4
オ
ネ
ジ
と
し

て
お
き
、
そ
こ
に
配
管
ア
ダ
プ
タ
ー
（
V
EZ

-2
0
A
D
-M

S
）

を
接
続
し
ま
す
。

ク
リ
ッ
プ

（
ヘ
ッ
ダ
ー
付
属
）

配
管
ア
ダ
プ
タ
ー

（
V
EZ

-2
0
A
D
-Ｍ
Ｓ
）

温
水
配
管

3
/4
オ
ネ
ジ

パ
ッ
キ
ン

（
V
EZ

-2
0
A
D
-Ｍ
Ｓ

付
属
）

＜
V
EZ

-2
0
A
D
-M
S
＞ ヘ
ッ
ダ
ー

（
V
EZ

-3
H
2
～
7
H
2
、1
0
H
2
、

 V
EZ

-3
H
V
3
～
6
H
V
3
）
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28冷
媒
配
管
工
事

●
 冷
媒
配
管
は
露
付
防
止
の
た
め
に
1
本
ご
と
に
2
本
と
も
確
実
に
断
熱
す
る
。

●
 冷
媒
配
管
の
曲
げ
半
径
は
1
0
cm

以
上
と
す
る
。

●
 配
管
を
つ
ぶ
し
た
り
、
折
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
曲
げ
る
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

冷
媒
質
量

追
加
必
要

3
0
×
（
配
管
長
さ
－
3
）
g

許
　
容
　
値

配
管

長

高
低

差
曲
げ
箇
所

4
m
以
上
1
8
m
以
内

0
.5
m
以
上
1
8
m
以
内

V
EH

-3
0
4
H
P
D（

-H
）

V
EH

-4
0
6
H
P
D（

-H
）

V
EH

-5
0
7
H
P
D（

-H
）

V
EH

-3
0
4
H
P
D（

-H
）

V
EH

-4
0
6
H
P
D（

-H
）

V
EH

-5
0
7
H
P
D（

-H
）

1
2
m
以
内

1
0
か
所
以
内

外
　
　
　
径

肉
　
厚

0
.8
㎜

0
.8
㎜

材
料
お
よ
び
規
格

リ
ン
脱
酸
銅
　
C
1
2
2
0
T　

JI
S
　
H
3
3
0
0

リ
ン
脱
酸
銅
　
C
1
2
2
0
T　

JI
S
　
H
3
3
0
0

液
　
管

ガ
ス
管

φ
6
.3
5
㎜
（
1
/4
″
）

φ
9
.5
2
㎜
（
3
/8
″
）

●
冷
媒
の
追
加
充
て
ん
に
つ
い
て

配
管
長
が
1
8
m
を
超
え
る
工
事
を
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

配
管
長

3
m
を
超
え
る
場
合

3
0
×
（
配
管
長
さ
－
6
）
g

8
m
を
超
え
る
場
合

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
排
水
工
事

（
屋
内
設
置
時
は
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
）

●
 オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
は
室
外
側
（
排
水
側
）
が
下

り
こ
う
配
（
1
/1

0
0
以
上
）
と
な
る
よ
う
に
し
、

途
中
に
ト
ラ
ッ
プ
や
山
越
え
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

●
 オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
が
長
い
場
合
に
は
途
中
に
支

持
金
具
を
設
け
て
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
の
波
打
ち

を
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
の
排
水
口
部
の
臭
気
ト
ラ
ッ

プ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
 オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
を
、
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
・
イ

オ
ウ
系
ガ
ス
の
発
生
す
る
下
水
槽
や
浄
化
槽
な
ど
に

直
接
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
 オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
は
市
販
の
ホ
ー
ス（
内
径
φ
1
0
）

を
使
用
し
、
図
の
よ
う
に
接
続
す
る
。 熱

交
換

ユ
ニ
ット

室
外
ユ
ニ
ット

A

フ
レ
ア

サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
付

ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ

液
管
φ
6
.3
5
㎜

液
管

φ
6
.3
5
㎜

ガ
ス
管

φ
9
.5
2
㎜

ガ
ス
管

φ
9
.5
2
㎜

ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ

サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
付

ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ

V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
の
み

ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ

室
外
ユ
ニ
ット

B

密
閉
式

オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
配
管

熱
交
換

ユ
ニ
ット

本
体

V
EH

-4
0
6
H
P
D
-H
L

V
EH

-5
0
7
H
P
D
-H
L

V
EH

-4
0
6
H
P
D
-H
L

V
EH

-5
0
7
H
P
D
-H
L

1
.オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
接
続

1
.配
管
長
・
高
低
差
の
確
認

2
.配
管
の
準
備

■
 市
販
の
銅
管
を
使
用
す
る
場
合
は
下
表
の
仕
様
の
も
の
を
使
用
す
る
。

■
 断
熱
材
は
、
耐
熱
発
泡
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
熱
伝
導
率
0
.0
4
3
W
/（

m
･K
）
以
下
・
厚
さ
8
㎜
以
上
相
当
品
を
使
用
す
る
。

 
（
冷
水
利
用
の
場
合
は
、
2
0
㎜
以
上
相
当
品
）

■
 フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
取
付
け
て
あ
る
ナ
ッ
ト
（
封
止
キ
ャ
ッ
プ
）
を
は
ず
し
て
使
用
す
る
。

注
意

指
示
に
従
う

●
 オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
ホ
ー
ス
の
排
水
処
理
を
確
実
に
行
う

 排
水
処
理
さ
れ
な
い
と
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
時
に
製
品
周

辺
や
壁
、
床
が
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

開
放
式

熱
交
換

ユ
ニ
ット

本
体

ソ
ケ
ット

オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
配
管

市
販
の
ホ
ー
ス

29

①
 取
付
ネ
ジ
2
本
を
は
ず
す
。

●
 締

付
ト
ル
ク
が
大
き
す
ぎ
る
と
、
フ
レ
ア
部
を
破
損
し
ガ
ス

漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 フ

レ
ア
部
分
が
破
損
す
る
と
、
増
締
め
し
て
も
ガ
ス
漏
れ
は

止
ま
り
ま
せ
ん
。

（
3
）
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
挿
入
・
フ
レ
ア
加
工

パ
イ
プ
径

φ
6.
35

㎜
（
1/
4″

）
φ
9.
52

㎜
（
3/
8″

）

A
寸
法
（
㎜
）

R4
10

A用
フレ

アツ
ール

0
～
0
.5

0
～
0
.5

1
.0
～
1
.5

1
.0
～
1
.5

1
.5
～
2
.0

1
.5
～
2
.0

リ
ジ
ッ
ト
（
ク
ラ
ッ
チ
）
式

イン
ペリ

アル
（ウ

イン
グナ

ット
）式

R2
2用

の
フ
レ
ア
ツ
ー
ル

●
 R
2
2
用
の
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
R
4
1
0
A
用
の
フ
レ
ア
加
工
を

す
る
場
合
は
、A

寸
法
を
R
2
2
の
と
き
よ
り
0
.5
㎜
大
き
く
す

れ
ば
規
定
の
フ
レ
ア
寸
法
に
加
工
で
き
ま
す
。
出
し
代
調
整

用
の
銅
管
ゲ
ー
ジ
を
使
用
す
れ
ば
、A

寸
法
が
確
保
で
き
ま
す
。

●
 パ

イ
プ
の
曲
げ
加
工
は
十
分
注
意
し
て
、
パ
イ
プ
を
つ
ぶ
し

た
り
折
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

内
面
は
光
沢
が
あ
り

キ
ズ
が
な
い

フ
レ
ア

周
囲
の
長
さ
が
均
一

周
囲
が
ギ
ザ
ギ
ザ
に

な
っ
て
い
な
い

出
す
ぎ

傾
き

不
良
例

ヒ
ビ
割
れ

偏
肉

面
傷

フ
レ
ア
ナ
ッ
ト

フ
レ
ア
リ
ン
グ
ツ
ー
ル

ヨ
ー
ク

ダ
イ
ス

ダ
イ
ス

ダ
イ
ス
に
銅
管
を

右
表
の
寸
法
（
A
）

で
固
定

A

銅
管

銅
管

フ
レ
ア
ナ
ット

銅
管

①
 切
粉
が
配
管
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
下
向
き
に
し
て
ス
ペ
ア
リ

ー
マ
で
完
全
に
取
り
除
く
。

銅
管

バ
リ

ス
ペ
ア
リ
ー
マ

パ
イ
プ
カ
ッ
タ
ー

取
っ
手
部

取
付
ネ
ジ

サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル

●
接
続
時
に
冷
媒
配
管
内
部
に
水
・
バ
リ
・
砂
な
ど
が
入
る
と
、

圧
縮
機
の
故
障
な
ら
び
に
性
能
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

冷
媒
配
管
加
工
時
や
接
続
時
に
水
・
バ
リ
・
砂
な
ど
が
入
ら
な

い
よ
う
に
十
分
注
意
す
る
と
共
に
、
冷
媒
配
管
接
続
後
は
真
空

引
き
を
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
 パ
イ
プ
の
長
さ
に
余
裕
（
3
0
0
～
5
0
0
㎜
）
を
見
て
パ
イ
プ

カ
ッ
タ
ー
で
正
し
く
切
断
す
る
。

不
良
例

良
銅
管

パ
イ
プ
カ
ッ
タ
ー

バ
リ

凸
凹

傾
き

9
0
°

パ
イ
プ
径

φ
6
.3
5
㎜（

1
/4
″）

φ
9
.5
2
㎜（

3
/8
″）

締
付
ト
ル
ク

14
～
18

N
·ｍ
（
14

0～
18

0k
gf
·c
m
）

34
～
42

N
·ｍ
（
34

0～
42

0k
gf
·c
m
）

①
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
配
管
に
取
付
け
て
あ
る
ナ
ッ
ト
を
は
ず
し
て
、

銅
パ
イ
プ
に
通
す
。

3
.配
管
の
加
工

4
.室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
接
続

（
1
）
 パ
イ
プ
の
切
断

（
2
）
 バ
リ
取
り

●
 配
管
内
部
に
水
、
バ
リ
、
砂
な
ど
の
異
物
が
混
入
す
る
と
圧
縮
機

な
ど
の
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

 取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 エ
ア
ブ
ロ
ー
な
ど
に
よ
る
配
管
内
部
の
洗
浄
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

お
願
い

お
願
い

お
願
い

●
 ネ
ジ
部
に
は
冷
凍
機
油
を
塗
布
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 過
剰
な
締
付
ト
ル
ク
に
よ
る
ネ
ジ
破
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

④
 冷
媒
配
管
接
続
は
中
心
を
合
わ
せ
、
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
の
最
初
の

3
～
4
回
転
は
手
で
締
め
る
。

オ ー バ ー フ ロ ー 排 水 工 事 冷 媒 配 管 工 事

②
 フ
レ
ア
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
で
フ
レ
ア
加
工
を
す
る
。

⑤
 締
付
部
は
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
用
い
て
表
の

締
付
ト
ル
ク
で
締
付
け
る
。

②
 サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
下
側
に
押
し
下
げ
て
か
ら
取
っ
手
部
を
手

前
に
引
い
て
取
り
は
ず
す
。

③
 パ
イ
プ
の
接
続
面
に
、
冷
凍
機
油
を
塗
布
す
る
。
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30冷
媒
配
管
工
事
　
つ
づ
き

●
 マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
バ
ル
ブ
使
用
方
法
の
詳
細
は
、
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド

バ
ル
ブ
の
「
取
扱
説
明
書
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
 ハ
ン
ド
ル
H
iは
全
閉
で
、以

下
の
作
業
中
は
操
作
し
ま
せ
ん
。

①
 配
管
接
続
が
確
実
に
行
わ
れ
た
か
を
確
認
す
る
。

●
 冷
媒
充
て
ん
用
電
子
は
か
り
を
使
用
し
て
、
ボ
ン
ベ
の
液
相
か
ら
冷
媒
を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 液
冷
媒
を
一
気
に
チ
ャ
ー
ジ
す
る
と
圧
縮
機
が
故
障
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
徐
々
に
チ
ャ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

地
球
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
エ
ア
パ
ー
ジ
は
必
ず
真
空
ポ
ン
プ
方
式
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
真
空
ポ
ン
プ
を
使
用
し
な
い
と
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

①
 冷
媒
配
管
接
続
は
「
4
.室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
接
続
」
と
同
様
に
行
う
。

ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ

（
2
方
弁
）

ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ

（
3
方
弁
）

サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト

（
1
/2
U
N
Fネ

ジ
）

チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス

（
R
4
1
0
A
用
） 逆

流
防
止
ア
ダ
プ
タ
ー

－
0
.1
M
P
a〔
ゲ
ー
ジ
〕

（
－
7
6
0
㎜
H
g） 連
成
計
　
圧
力
計

（
R
4
1
0
A
用
） マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
バ
ル
ブ

ハ
ン
ド
ル
H
i

ハ
ン
ド
ル
Lo

チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス

（
R
4
1
0
A
用
）

真
空
ポ
ン
プ

（
逆
流
防
止
機
能
付
）

（
逆
流
防
止
ア
ダ
プ
タ
ー
付
）

サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト

チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス

　
 部

の
み
を

回
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 部

と
　
 部

を
同
時
に

回
し
て
増
締
め
し
な
い
。

チ
ャ
ー
ジ
バ
ル
ブ
を
使
用
す
る
場
合
の
お
願
い

チ
ャ
ー
ジ
バ
ル
ブ
を
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
に
取
付
け
る
際
に
締
め

過
ぎ
る
と
バ
ル
ブ
コ
ア
（
虫
ピ
ン
）
の
変
形
・
緩
み
に
よ
る
ガ

ス
漏
れ
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

A

A

A
B

A

A

A
B

B

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

V
EH

-3
0
4
H
P
D
（
-H
）

V
EH

-4
0
6
H
P
D
（
-H
）

V
EH

-5
0
7
H
P
D
（
-H
）

V
EH

-4
0
6
H
P
D
-H
L

V
EH

-5
0
7
H
P
D
-H
L

冷
媒
配
管
長

追
加
冷
媒
質
量

3
m
以
下

追
加
チ
ャ
ー
ジ
不
要

3
m
を
超
え
る

3
0
×
（
配
管
長
－
3
）
g

8
m
以
下

追
加
チ
ャ
ー
ジ
不
要

8
m
を
超
え
る

3
0
×
（
配
管
長
－
6
）
g

5
.熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
接
続

6
.真
空
引
き
と
リ
ー
ク
テ
ス
ト

お
願
い

●
 パ
イ
プ
の
接
続
面
に
は
、
冷
凍
機
油
を
塗
布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 フ
レ
ア
部
の
締
付
け
は
必
ず
2
丁
ス
パ
ナ
で
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を

用
い
て
締
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
2
丁
ス
パ
ナ
で
締
付
け
な
い
と
配
管
接
続
部
が
破
損
し
ま
す
）

●
 「
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
接
続
」
　
　
　
と
同
様
の
ト
ル
ク
で
締

付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
 冷
媒
配
管
接
続
後
は
真
空
引
き
を
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
真
空
引
き
の
手
順
〉

お
願
い

P
.2
9

②
 ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
2
方
弁
、
3
方
弁
）
の
弁
が
全
閉
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

③
 ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
3
方
弁
）
の
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
へ
マ
ニ
ホ
ー

ル
ド
バ
ル
ブ
の
チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
の
突
起
側
（
虫
ピ
ン
を
押
す

側
）
を
接
続
し
、
チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
を
真
空
ポ
ン
プ
に
接
続
す
る
。

④
 マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
バ
ル
ブ
の
ハ
ン
ド
ル
Lo
を
全
開
に
し
真
空
ポ

ン
プ
を
運
転
す
る
。
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
3
方
弁
）
の
フ
レ
ア

ナ
ッ
ト
を
少
し
ゆ
る
め
、
エ
ア
が
入
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
再
度
フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
を
締
め
る
。
（
エ
ア
が
入
っ
て
い

か
な
い
と
き
は
チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
が
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
へ
し

っ
か
り
接
続
さ
れ
て
い
る
か
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

⑤
 真
空
引
き
を
必
ず
1
5
分
以
上
行
い
、

 
連
成
計
が
－
0
.1
M
P
a〔
ゲ
ー
ジ
〕（
－
7
6
0
㎜
H
g
）
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

⑥
 真
空
引
き
が
終
わ
っ
た
ら
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
バ
ル
ブ
の
ハ
ン
ド
ル
Lo

を
全
閉
に
し
、
真
空
ポ
ン
プ
側
の
チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
を
ゆ
る
め
、

エ
ア
を
吸
込
ま
せ
て
か
ら
真
空
ポ
ン
プ
の
運
転
を
止
め
る
。

⑦
 3
分
程
度
こ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
針
が
戻
ら
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
2
方
弁
、
3
方
弁
）
の
弁
棒
を
反

時
計
方
向
に
あ
た
る
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
回
し
、
全
開
に
す
る
。

ス
ト
ッ
パ
ー
に
あ
た
っ
た
ら
、
そ
れ
以
上
に
力
を
加
え
な
い
。

⑧
 下
記
表
に
従
い
、
冷
媒
の
追
加
チ
ャ
ー
ジ
を
行
う
。

 
冷
媒
の
追
加
チ
ャ
ー
ジ
を
行
っ
た
ら
、
冷
媒
配
管
長
と
冷
媒

追
加
充
て
ん
量
を
施
工
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

　
 部

の
み
を
回
し
て
締
め
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

バ
ル
ブ
コ
ア
（
虫
ピ
ン
）
を
押
し
込
ん
だ
状
態
（
開
い
た
状

態
）
で
　
 
部
を
増
締
め
す
る
と
、
バ
ル
ブ
コ
ア
（
虫
ピ
ン
）
が

変
形
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
 部

と
　
 部

（
チ
ャ
ー
ジ
バ
ル
ブ
本
体
）
を
同
時
に
回
し
て
増

締
め
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
管
接
続
口

液
管
接
続
口

ス
パ
ナ

31

■
機
器
に
含
ま
れ
る
冷
媒
（
フ
ロ
ン
ガ
ス
）
に
つ
い
て

①
 接
続
部
は
断
熱
・
気
密
処
理
を
す
る
。

（
断
熱
・
気
密
処
理
を
し
な
い
と
結
露
が
発
生
し
露
垂
れ
し
た
り
、
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
ま
せ
ん
）

①
 冷
媒
圧
力
が
測
定
で
き
る
よ
う
に
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
ガ
ス
側
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
3
方
弁
）
の
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
に
マ
ニ
ホ
ー
ル

ド
バ
ル
ブ
（
圧
力
計
付
）
を
接
続
す
る
。

●
 移
設
な
ど
で
「
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
冷
媒
配
管
を
取
り
は
ず
す
場
合
」
に
、
冷
媒
を
大
気
へ
放
出
し
な
い
た
め
に
、

ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
に
て
冷
媒
を
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
回
収
し
ま
す
。

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
と
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
接
続
電
線
の
引
き
回
し
も
合
せ
て
行
う
。

⑨
 ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
3
方
弁
）
の
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
よ
り
チ
ャ
ー
ジ
ホ
ー
ス
を
は
ず
す
。

●
 フ
レ
ア
ナ
ッ
ト
接
続
部
を
増
締
め
す
る
。

●
 増
締
め
を
行
っ
て
も
止
ま
ら
な
い
場
合
は
、
漏
れ
箇
所
修
理
後
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
よ
り
本
体
ガ
ス
を
す
べ
て
回
収
し
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
よ
り
規
定
量
を
充
て
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
漏
れ
の
場
合

こ
の
製
品
に
は
G
W
P
（
地
球
温
暖
化
係
数
）
が
2
0
9
0
の
フ
ロ
ン
類
が
封
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
移
設
・
修
理
・
廃
棄
等
に
あ
た
っ
て
は
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
で
す
。

7
.断
熱
と
テ
ー
ピ
ン
グ

ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
の
手
順
（
強
制
冷
房
運
転
）

指
示
に
従
う

警
告

冷 媒 配 管 工 事

⑩
 サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
の
キ
ャ
ッ
プ
と
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ（
2
方
弁
、3
方
弁
）の
弁
棒
用
キ
ャ
ッ
プ
を
ト
ル
ク
レ
ン
チ
を
用
い
て
締
付
け
る
。

●
 サ

ー
ビ
ス
ポ
ー
ト
…
締
付
ト
ル
ク
1
4
～
1
8
N
·m
（
1
4
0
～
1
8
0
kg
f·c
m
に
相
当
）

●
 ス

ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
…
締
付
ト
ル
ク
2
0
～
3
0
N
·m
（
2
0
0
～
3
0
0
kg
f·c
m
に
相
当
）

⑪
リ
ー
ク
テ
ス
ト
を
す
る
。

石
け
ん
水
を
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
接
続
部
・
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
接
続
部
に
塗
り
、
ガ
ス
漏
れ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

泡
の
出
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
（
ガ
ス
漏
れ
し
て
い
る
場
合
は
泡
が
出
ま
す
）

②
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
接
続
部
は
バ
ル
ブ
部
ま
で
し
っ
か
り
断
熱
す
る
。

●
 ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
作
業
で
は
、
冷
媒
配
管
を
は
ず
す
前
に
圧
縮
機
を
停
止
す
る

●
 圧
縮
機
を
運
転
し
た
ま
ま
、
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
開
放
状
態
で
冷
媒
配
管
を
は
ず
さ
な
い

●
 冷
媒
漏
れ
に
よ
り
冷
凍
サ
イ
ク
ル
内
に
冷
媒
が
な
い
場
合
は
ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
し
な
い

 空
気
な
ど
を
吸
引
し
、
冷
凍
サ
イ
ク
ル
内
が
異
常
高
圧
に
な
り
、
破
裂
・
け
が
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

②
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
液
側
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
2
方
弁
）
を
全
閉
に
す
る
。

⑤
 圧
力
計
が
0
.0
5
～
0
M
P
a〔
ゲ
ー
ジ
〕
（
約
0
.5
～
0
kg
f/
cm

2
）
で
ガ
ス
側
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
3
方
弁
）
を
全
閉
に
す
る
。

●
 防
錆
循
環
液
が
不
足
し
て
い
る
場
合
は
運
転
で
き
ま
せ
ん
。

●
 水
温
が
す
で
に
低
い
場
合
（
約
1
0
℃
以
下
）
は
運
転
で
き
ま
せ
ん
。

 ※
暖
房
運
転
実
施
後
、
強
制
冷
房
運
転
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

④
 強
制
冷
房
運
転
を
開
始
す
る
。

●
 熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
6
-2
を
「
O
N
」
に
し
ま
す
。

●
 基

板
上
の
LE

D
3
･4
に
『
　
　
　
　
』
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

※
末
尾
数
字
は
強
制
運
転
番
号
を
示
し
ま
す
。

③
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
ガ
ス
側
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
3
方
弁
）
を
あ
ら
か
じ
め
全
閉
近
く
ま
で
締
め
る
。

●
 圧

力
計
の
指
示
が
O
M
P
a〔

ゲ
ー
ジ
〕
（
0
kg
f/
cm

2
）
に
近
づ
い
た
と
き
、
容
易
に
全
閉
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
ま
す
。

⑥
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
6
-2
を
「
O
FF
」
に
て
、
強
制
冷
房
運
転
を
停
止
す
る
。

⑦
 マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
バ
ル
ブ
（
圧
力
計
付
）
を
は
ず
し
、
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
部
に
各
キ
ャ
ッ
プ
を
締
付
け
る
。

⑧
 冷
媒
配
管
接
続
部
を
取
り
は
ず
す
。

製
品
廃
棄
時
も
同
様
に
ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
を
行
い
、
バ
ル
ブ
を
し
っ
か
り
締
め
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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施工編

施
工
編

32電
気
配
線
工
事

後
々
の
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
も
考
え
、
接
続
電
線
に
は
余
裕
を
も
た
せ
て
く
だ
さ
い
。

共 通 項 目 床 暖 房

シ ス テ ム

簡 易 （ パ ネ ル ヒ ー タ ー ）

シ ス テ ム

配
線
工
事

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の

電
源
接
続

使
用
電
線

V
V
Fφ

2
.0
　
2
芯

（
V
EH

-3
0
4
/4
0
6
/5
0
7
H
C
D
）

V
V
R
8
.0
㎜

2 （
よ
り
線
）
2
芯
相
当
品

（
V
EH

-7
1
2
H
C
D
）

ポ
イ
ン
ト

・
電
源
は
単
相
2
0
0
V
で
す
。

・
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
は
以
下
の
内
容
で
、
単
独
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

電
磁
弁
の
接
続

付
属
の
電
源
線

・
電
磁
弁
の
電
源
線
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
接
続
し
ま
す
。

E－
C
O
N
線
の
接
続

・
信
号
は
無
極
性
で
す
。

熱
動
弁
の
接
続

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
付
属
の
電
源
線

（
V
EH

-3
0
4
/4
0
6
/5
0
7
H
C
D
）

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
ま
た
は

熱
動
弁
付
属
の
電
源
線

（
V
EH

-7
1
2
H
C
D
）

・
V
E
H
-3
0
4
/4

0
6
/5

0
7
H
C
D
の
場
合
は
、
熱
動
弁
の
電
源
線
は
熱
交
換
ユ
ニ

ッ
ト
に
接
続
し
ま
す
。

・
V
EH

-7
1
2
H
C
D
の
場
合
は
、
熱
動
弁
の
電
源
線
は
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に

接
続
し
ま
す
。

・
空
き
端
子
に
は
熱
動
弁
の
電
源
線
は
差
し
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

の
電
源
接
続

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
付
属
の

電
源
線
（
プ
ラ
グ
付
き
）

・
電
源
は
1
0
0
V
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
ま
す
。

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と

各
リ
モ
コ
ン
と
熱
動
弁

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の

通
信
線
接
続

・
信
号
は
無
極
性
で
す
。

・
通
信
線
は
ノ
イ
ズ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、電

源
線
、他

シ
ス
テ
ム
の
通
信
線
か
ら

1
0
0
㎜
以
上
離
し
て
配
線
す
る
か
、シ

ー
ル
ド
線
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
源
線
と
分
け
て
本
体
に
引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
多
芯
ケ
ー
ブ
ル
で
他
シ
ス
テ
ム
通
信
線
と
一
緒
に
配
線
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
複
数
台
リ
モ
コ
ン
を
設
置
す
る
場
合
は
、
配
線
す
る
通
信
線
間

に
1
0
0
㎜
以
上
の
距
離
を
と
る
か
、
シ
ー
ル
ド
線
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
通
信
線
が
短
絡
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
通
電
し
て
く
だ
さ
い
。

（
短
絡
し
て
い
る
場
合
は
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
C
H
 4

1
0
5
が
表

示
さ
れ
ま
す
）

ア
ー
ス
工
事

IV
　
φ
1
.6
　
1
芯

・
ア
ー
ス
は
原
則
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
の
制
御
線
接
続

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

付
属
の
制
御
線

・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
制
御
線
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に

接
続
し
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
と

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
接
続

V
V
Fφ

2
.0
　
3
芯

1
8
m
以
内

・
端
子
番
号
1
、
2
、
3
を
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

P
V
C
単
線
φ
0
.6
5
㎜
～
φ
1
.2
㎜

ま
た
は

よ
り
線
0
.3
㎜

2
～
1
.2
5
㎜

2

2
芯
ま
た
は
シ
ー
ル
ド
線

総
延
長
1
0
0
m
以
内

P
V
C
単
線
φ
0
.6
5
㎜
～
φ
1
.2
㎜

ま
た
は

よ
り
線
0
.3
㎜

2
～
1
.2
5
㎜

2
2
芯

コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル

取
付
ネ
ジ

端
子
台

・
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
が
O
FF

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

V
EH

-3
0
4
H
C
D
は
1
5
A
,V
EH

-4
0
6
/5
0
7
H
C
D
は
2
0
A
,

V
EH

-7
1
2
H
C
D
は
4
0
A

1
.電
気
配
線
工
事
の
ポ
イ
ン
ト

2
.室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
配
線
接
続

①
 電
源
線
を
1
5
㎜
皮
む
き
す
る
。

②
 端
子
番
号
を
確
認
し
、
端
子
台
へ
芯
線
が
か
く
れ
る
ま
で
差
し

込
む
。

③
 コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ
を
い
っ
た
ん
は
ず
し
、
端
子
台
へ
力
が
加
わ

ら
な
い
よ
う
コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ
で
電
線
を
固
定
す
る
。

④
 サ
ー
ビ
ス
パ
ネ
ル
を
元
通
り
取
付
け
、
取
付
ネ
ジ
を
締
付
け
固

定
す
る
。

●
 電
源
電
線
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
接
続
電
線
は
、
必
ず
内
線
規
程
に
従
い
、
よ
り
線
ま
た
は
単
線
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。
よ
り
線
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
圧
着
端
子
、
圧
着
端
子
キ
ャ
ッ
プ
　
（
電
線
太
さ
適
合
品
（
JI
S
 C
 2
8
0
5
）
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

 電
源
供
給
や
信
号
伝
達
が
で
き
ず
、
動
作
不
良
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 電
気
配
線
が
高
温
部
分
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 電
気
配
線
が
鋭
い
角
部
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

33

①
 ネ
ジ
2
本
を
は
ず
す
。

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル

電
源
線
引
込
み
口

（
熱
交
換
ユ
ニ
ット

電
源
線
、

室
外
ユ
ニ
ット

接
続
電
線
、

ア
ー
ス
線
、熱

動
弁
電
源
線

な
ど
）

通
信
線
引
込
み
口

（
リ
モ
コ
ン
通
信
線
、

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

通
信
線
、

制
御
ア
ダ
プ
タ

通
信
線
な
ど
）

ネ
ジ

3
.熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
配
線
接
続

（
1
）
 フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
開
け
る

（
2
）
 配
線
接
続
・
各
種
設
定
を
す
る

●
 「
V
E
H
-3
0
4
/4

0
6
/5

0
7
H
C
D
の
場
合
」
　
　
　
ま
た
は
、

「
V
E
H
-7
1
2
H
C
D
の
場
合
」
　
　
　
の
内
容
に
沿
っ
て
結
線
・

設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 配
線
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
底
面
の
各
引
込
み
口
か
ら
引
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

 引
込
み
口
に
大
き
く
す
き
間
が
で
き
る
場
合
は
パ
テ
な
ど
で
シ
ー
ル

し
て
く
だ
さ
い
。

●
 通
信
線
と
電
源
線
を
束
ね
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

電 気 配 線 工 事

②
 フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
は
ず
す
。

●
 ネ

ジ
を
は
ず
す
と
き
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
落
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

P
.3
6

P
.3
4

（
配
線
引
込
み
口
）
※
上
か
ら
見
た
図

（
配
線
引
込
み
口
）
※
上
か
ら
見
た
図

V
EH

-3
0
4
/4
0
6
/5
0
7
H
C
D
の
場
合

V
EH

-7
1
2
H
C
D
の
場
合

通
信
線
用

電
源
線
用

通
信
線
用

電
源
線
用

コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ

熱
交
換
ユ
ニ
ット

電
源
端
子
台

室
外
ユ
ニ
ット

接
続
電
線
端
子
台

信
号
線（

リ
モ
コ
ン
通
信
線
）端

子
台

通
信
線
用

コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ

ア
ー
ス
ネ
ジ

コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ

ア
ー
ス
ネ
ジ

通
信
線
用

コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ

熱
交
換
ユ
ニ
ット

電
源
端
子
台

熱
動
弁
電
源
線
用

コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ

室
外
ユ
ニ
ット

接
続
電
線
端
子
台

信
号
線（

リ
モ
コ
ン
通
信
線
）端

子
台

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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施工編

施
工
編

クロシロ クロ

１ 2
吐
出
水
温

Ｃ
Ｎ
 3
01

(ミ
ド
リ
）

水
位
セ
ン
サ

TA
B3

01
(シ

ロ
）

クロ クロ クロクロ

１ 2
戻
り
水
温

Ｃ
Ｎ
 3
02

(ク
ロ
）

クロ クロ

１ 2
冷
媒
管
温

Ｃ
Ｎ
 3
03

(キ
）

１ 2 3

１ 2 3

１ 2 3

１
2

4
3

圧
力
ス
イ
ッ
チ

CN
 5
01

（
シ
ロ
）

ON

リ
モ
コ
ン

制
御
ア
ダ
プ
タ
ー

信
号
線

そ
の
他
放
熱
器
な
ど

OF
F

E-
CO

N
信
号
入
力ヒ
ー
タ
1

CN
 3
（
ア
カ
）

モ
ー
ド

SW
1

リ
セ
ッ
ト

SW
7

LE
D 
3

LE
D 
4

HA
端
子

CN
 5

機
能
設
定
1　

SW
5

機
能
設
定
2　

SW
6

異
常
解
除

SW
3

順
送

SW
2

DC
12

V
出
力

電
源

単
相
20

0V
ア
ー
ス

水
張
り

SW
4

圧
力

ス
イ
ッ
チ

ヒ
ー
タ
ー

ユ
ニ
ッ
ト

Ｏ
Ｎ 1

8
7

6
5

4
3

2

Ｏ
Ｎ 1

8
7

6
5

4
3

2

１
2

3

１
2

5
4

6
3

１
2

4
3

IT
端
子

CN
 4

ア カ

ミ ド リ

シ ロ

ク ロ
シ ロ

キ

循
環
ポ
ン
プ
CN

 2
01

（
シ
ロ
）

ポ
ン
プ

熱
動
弁

１ 2 3
熱
動
弁

１ 2 3
熱
動
弁

１ 2 3

熱
動
弁
1

CN
 1
02

（
ア
オ
）

熱
動
弁
4

CN
 1
05

（
ア
オ
）

熱
動
弁
3

CN
 1
04

（
ア
オ
）

熱
動
弁
2

CN
 1
03

（
ア
オ
）

電
流
ヒ
ュ
ー
ズ
3A

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
X1

01

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
通
信

CN
 1
01

（
シ
ロ
）

ア
カ

ア
カ

ク
ロ

シ
ロ

ク
ロ

本
体

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

１
2

3
端
子

R
S

電
源
端
子

ブ
レ
ー
カ
ー

20
A

3
4

電流ヒューズ3A

１ 2

付
属
の
熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
と

圧
着
端
子
を
利
用
し
ま
す

34電
気
配
線
工
事
　
つ
づ
き

●
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
に
合
わ
せ
た
設
定
が
必
要
で
す
。

※
シ
ス
テ
ム
が
不
明
な
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
設
計
さ
れ
た
方
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
E－

C
O
N
連
動
タ
イ
プ
は
リ
モ
コ
ン
が
運
転
の
場
合
か
つ
E－

C
O
N
信
号
O
N
に
よ
り
熱
源
機
を
運
転
し
ま
す
。

ど
ち
ら
か
が
異
な
る
と
運
転
し
ま
せ
ん
。

※
設
定
す
る
S
W
以
外
は
「
O
FF

」
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
通
信
線
が
短
絡
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
通
電
し
て
く
だ
さ
い
。

O
FF

O
FF

O
FF

1
～
4
台

1
～
6
台

主
な
用
途

床
暖
房
シ
ス
テ
ム

リ
モ
コ
ン
連
動
タ
イ
プ

O
N

O
FF

O
FF 1
台

E－
C
O
N
連
動
タ
イ
プ

O
N

O
FF O
N

1
台

タ
イ
プ
別

設
定

V
EH

-3
0
4
H
C
D
-K

V
EH

-4
0
6
H
C
D
-K
/M

V
EH

-5
0
7
H
C
D
-K
/M

リ
モ
コ
ン

※
1
：
温
暖
地
、
着
霜
量
が
少
な
い
地
域
で
の
利
用
は
、
S
W
6
-5
を
「
O
N
」
に
設
定
し
ま
す
。

※
2
：
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
が
開
放
式
で
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
用
い
た
放
熱
器
、
配
管
を
2
階
に
設
置
し
た
場
合
、
S
W
6
-7
を
「
O
N
」
に
設
定
し
ま
す
。

O
FF

（
無
し
）
/O

N
（
有
り
）

O
FF

（
無
し
）
/O

N
（
有
り
）

O
FF

（
寒
冷
地
）
/O

N
（
通
常
）

O
FF

（
無
し
）
/O

N
（
有
り
）

シ
ス
テ
ム
種
別
設
定

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
接
続

冷
房
機
能

霜
取
制
御
切
替

※
1

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
ポ
ン
プ
運
転
※
2

SW
5－

1
SW

5－
2

SW
5－

3
SW

5－
6

SW
5－

7
SW

6－
5

SW
6－

7

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム

●
 電
気
配
線
（
結
線
図
）

１ 2 3
熱動

弁

１ 2 3

熱動
弁

また
は

電磁
弁

熱動
弁5

CN
 10
6（
アオ
）

熱動
弁6
（電
磁弁
）

CN
 10
7（
アオ
）

な
し
あ
り

VE
H-
30
4H
CD
-K

VE
H-
40
6H
CD
-K
/M

VE
H-
50
7H
CD
-K
/M

・
 簡
易
シ
ス
テ
ム
時
は
電
磁
弁
出
力
と
し
て
利
用

・
 V
EH

-5
0
7
H
C
D
時
は
熱
動
弁
6
出
力
と
し
て
利
用

●
工
事
店
様
が
行
う
電
気
配
線
工
事
は
太

線
（
　
　
）
部
分
に
な
り
ま
す
。

●
電
源
線
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
接
続
電
線
は

1
5
㎜
皮
む
き
し
、
端
子
台
へ
芯
線
が

か
く
れ
る
ま
で
差
し
込
み
、
コ
ー
ド
ク

リ
ッ
プ
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
熱
動
弁
の
リ
ー
ド
線
は

圧
着
カ
シ
メ
後
、
圧
着

端
子
を
上
向
き
に
し
て

固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
続
で
き
る
熱
動
弁
は
、
1
系
統
あ
た

り
2
個
ま
で
で
す
。
3
個
以
上
の
熱
動

弁
を
接
続
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
リ
モ
コ
ン
通
信
線
は

必
ず
信
号
線
端
子
台

に
接
続
し
て
く
だ
さ

い
。

4
.シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ
別
設
定

4
.1
　
V
EH

-3
0
4
／
4
0
6
／
5
0
7
H
C
D
-K
/M
の
場
合

〈
シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ
別
の
設
定
〉

熱
動
弁

熱
動
弁

35

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
D
種
接
地
工
事
さ
れ
た
ア
ー
ス
線
を
接
続
す
る
。

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
Ｄ
種
接
地
工
事
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
両
方
で
接
地
工
事
を
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
通
信
異
常
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
）

（
1
）
シ
ス
テ
ム
種
別
設
定
を
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
に
設
定
す
る
。

（
1
）
シ
ス
テ
ム
種
別
設
定
を
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
に
設
定
す
る
。
（
基
板
上
の
S
W
5
-1
を
「
O
N
」
）

（
2
）
温
水
温
度
上
限
を
設
定
す
る
。

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合

（
1
）
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
制
御
線
を
基
板
上
の
C
N
3
（
ヒ
ー
タ
ー
1
）
へ
接
続
す
る
。

（
2
）
基
板
上
の
S
W
5
-6
を
「
O
N
」
に
設
定
す
る
。

●
 バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
は
単
独
で
単
相
2
0
0
V
が
必
要
で
す
。

 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）
冷
房
を
行
う
、
冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
　

基
板
上
の
S
W
5
-7
を
「
O
N
」
に
設
定
す
る
。

●
 冷

水
利
用
で
の
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
屋
内
設
置
は
禁
止
で
す
。

（
製
品
か
ら
結
露
水
が
滴
下
し
ま
す
）

（
4
）
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
通
信
線
を
信
号
線
端
子
台
に
接
続
す
る
。

（
5
）
熱
動
弁
の
配
線
を
す
る
。

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合

上
限

S
W
5
-4

S
W
5
-5

5
5
℃

4
5
℃

5
0
℃

6
0
℃

O
FF O
N

O
FF O
N

O
FF

O
FF O
N

O
N

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
付
属
の
熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
を
熱
動
弁
の
リ
ー
ド
線
と
圧
着
端
子
で
か
し
め
る
。

●
 リ

ー
ド
線
は
適
切
な
長
さ
に
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 1
系
統
出
力
に
つ
き
、
熱
動
弁
は
2
か
所
ま
で
接
続
で
き
ま
す
。

①
 基
板
上
の
S
W
5
-7
を
「
O
N
」
に
す
る
。

（
3
）
冷
房
を
行
う
、
冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
下
記
の
手
順
で
行
う
。

（
4
）
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
通
信
線
を
信
号
線
端
子
台
に
接
続
す
る
。

●
 E
-C
O
N
で
連
動
さ
せ
た
い
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ
を
E-
C
O
N
連
動
タ
イ
プ
（
基
板
上
の
S
W
5
-3
を
「
O
N
」
）
に
設
定

し
て
E-
C
O
N
信
号
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

電 気 配 線 工 事

②
 接
続
リ
ー
ド
線
を
基
板
上
の
C
N
1
0
2
～
1
0
6
（
V
EH

-5
0
7
H
C
D
-K
/M
は
C
N
1
0
2
～
C
N
1
0
7
）
に
接
続
す
る
。

③
 接
続
し
た
リ
ー
ド
線
は
圧
着
端
子
を
上
向
け
に
な
る
よ
う
固
定
す
る
。

●
 空

き
端
子
に
は
熱
動
弁
の
電
源
線
は
差
し
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
 基
板
上
の
S
W
5
-4
･S
W
5
-5
で
設
定
す
る
。

●
 上

記
の
「
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
」
の
（
2
）
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
（
※
工
場
出
荷
時
5
5
℃
）

②
 暖
房
専
用
放
熱
器
が
あ
る
場
合
、
電
磁
弁
を
接
続
す
る
。
（
暖
房
専
用
放
熱
器
へ
の
冷
水
通
水
防
止
の
た
め
）

 
電
磁
弁
の
電
源
線
は
適
切
な
長
さ
に
調
整
し
、
付
属
の
圧
着
端
子
で
熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
と
か
し
め
、
基
板
上
の
C
N
1
0
7

に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 冷

水
利
用
で
の
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
屋
内
設
置
は
禁
止
で
す
。
（
製
品
か
ら
結
露
水
が
滴
下
し
ま
す
）

ア
ー
ス
工
事

①
 基
板
上
の
S
W
5
-1
を
「
O
FF

」
に
す
る
。

（
※
工
場
出
荷
時
O
FF

）
（
2
）
温
水
温
度
上
限
を
設
定
す
る
。

6
0
℃
設
定
や
放
熱
器
で
温
水
温
度
制
限
が
必
要
な
場

合
に
設
定
し
ま
す
。
（
※
工
場
出
荷
時
5
5
℃
）

◆
 バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
す
る
場
合

（
1
）
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
制
御
線
を
基
板
上
の
C
N
3
（
ヒ
ー
タ
ー
1
）
へ
接
続
す
る
。

（
2
）
基
板
上
の
S
W
5
-6
を
「
O
N
」
に
設
定
す
る
。

●
 バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
は
単
独
で
単
相
2
0
0
V
が
必
要
で
す
。

 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
 バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
す
る
場
合

熱動
弁４

ＣＮ
１０

５(
アオ

）

熱動
弁３

ＣＮ
１０

３(
アオ

）

熱動
弁２

ＣＮ
１０

３(
アオ

）

熱動
弁１

ＣＮ
１０

２(
アオ

）
熱動

弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

１ 2 3１ 2 3１ 2 3１ 2 3

圧
着
端
子

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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施工編

施
工
編

36電
気
配
線
工
事
　
つ
づ
き

※
通
信
線
が
短
絡
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
通
電
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
電
源
線
の
選
定
と
加
工
〉

●
工
事
店
様
が
行
う
電
気
配
線
工
事
は
太
線
（
　
　
）
部

分
に
な
り
ま
す
。

●
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
接
続
電
線
は
1
5
㎜
皮
む
き
し
、
端
子

台
へ
芯
線
が
か
く
れ
る
ま
で
差
し
込
み
、
コ
ー
ド
ク
リ

ッ
プ
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
リ
モ
コ
ン
ま
た
は
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
通
信
線
は

必
ず
信
号
線
端
子
台
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

３
２

１

4
3

2
1

４２１

8
7

6
5

4
3

2
1

1
4

3
2

１ ２ ３

１ ２ ３４３２１２１

8
7

6
5

4
3

2
1

６
３

１
２

５
４

｛

｛

｛

｛

ク
ロ ク
ロ

ク
ロ ク
ロ

３
２

１
３

２
１

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
Ｂ

ア
カ
ア
カ

ＢＡ

Ｔ
Ａ
Ｂ
１
０
８

Ｔ
Ａ
Ｂ
１
０
７

ク
ロ

端
子
Ｂ

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
Ａ

シ
ロシ
ロ

室
外
ﾕﾆ
ｯﾄ
Ｂ
　
Ｘ
１
０
８

３
４

機
能
設
定
３

Ｓ
Ｗ
８

Ｏ
Ｎ

Ｂ

Ｏ
Ｎ

ク
ロ

ク
ロ
ク
ロク
ロ
ク
ロ

Ａ
ク
ロ

ク
ロ

ア
カ

シ
ロ

ア
カ

電流ヒューズ３Ａ

電
流
ヒ
ュ
ー
ズ
３
Ａ

戻
り
水
温

Ｃ
Ｎ
３
０
２
(ク
ロ
）

Ｒ
Ｓ

電
源
端
子

圧
力
ｽｲ
ｯﾁ

Ｃ
Ｎ
５
０
１

(シ
ロ
）

吐
出
水
温

Ｃ
Ｎ
３
０
１
(ミ
ド
リ
）

冷
媒
管
温

Ｃ
Ｎ
３
０
３
(キ
）

ﾋｰ
ﾀ１

Ｃ
Ｎ
３
(ア
カ
）

水
位
ｾﾝ
ｻ

Ｔ
Ａ
Ｂ
３
０
１
(シ
ロ
）

２
３

２

ポ
ン
プ

３
４

ブレ
ーカ
ー

４
０
Ａ

Ｏ
Ｎ機
能
設
定
２
　
Ｓ
Ｗ
６

機
能
設
定
１
　
Ｓ
Ｗ
５

端
子
Ａ

１
１

循
環
ポ
ン
プ
Ｃ
Ｎ
２
０
１
(シ
ロ
）

シ
ロ

ア
ー
ス

Ｈ
Ａ
端
子

Ｃ
Ｎ
５

1
4

3
2

Ｉ
Ｔ
端
子

Ｃ
Ｎ
４

本
体

信
号
線
E-
CO
N

信
号
入
力

Ｏ
Ｎ

ク
ロ

Ｏ
Ｆ
Ｆ

水
張
り

Ｓ
Ｗ
４

Ｌ
Ｅ
Ｄ
３

Ｌ
Ｅ
Ｄ
４

モ
－
ド

Ｓ
Ｗ
１

順
送
Ｓ
Ｗ
２
異
常
解
除

Ｓ
Ｗ
３

室
外
ﾕﾆ
ｯﾄ
通
信

Ｃ
Ｎ
１
０
１
(シ
ロ
）

ヒ
ー
タ
ー

ユ
ニ
ッ
ト

３

リ
セ
ッ
ト

Ｓ
Ｗ
７ そ
の
他

放
熱
器
な
ど

リ
モ
コ
ン

室
外
ﾕﾆ
ｯﾄ
Ａ
　
Ｘ
１
０
１

Ｄ
Ｃ
１
２
Ｖ

出
力

電
　
源

単
相
２
０
０
Ｖ

電
磁
弁

電
磁
弁

ミ ド リ
キ

シ ロ
ク ロ

ア カ

シ ロ
シ ロ

シ ロ
ク ロ

ク ロ
ア カ

ア カ
ア カ

熱
動
弁

熱
動
弁

モ
ー
ド
切
替
選
択

水
張
り

サ
ブ
SW
40
4

SW
40
3

SW
40
2

設
置
切
替
SW
40
1

メ
イ
ン

AC
10
0V

熱源機リモコン

モ
ー
ド
切
替

選
択

水
張
り

サ
ブ

SW
40
4

SW
40
3

SW
40
2

設
置
切
替
SW
40
1

メ
イ
ン

熱源機リモコン

信
号
線
信
号
入
力

E-
CO
N

圧
着
端
子

(か
し
め
)

圧
着
端
子

(か
し
め
)

制
御
基
板

リ
モ
コ
ン

VE
Z-
01
RC
D（
1～
8台
）

リ
モ
コ
ン

VE
Z-
01
RC
D（
1～
7台
）

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

VE
H-
71
2H
CD

-K
/M

通
信
線

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
（
メ
イ
ン
）

VE
Z-
8V
C3

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
（
サ
ブ
）

VE
Z-
8V
C3

AC
10
0V

8
7

6
5

4
3

2
1

8
7

6
5

4
3

2
1

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

熱動
弁

ケ
ー
ブ
ル
の

皮
む
き
長
さ

圧
着
後
の
形
態

ケ
ー
ブ
ル
太
さ

2
芯

芯
線

1
0
㎜

圧
着
端
子
8
.0
[㎜

2
]用

の
場
合

（
株
式
会
社
 ニ

チ
フ
製
 R
8
-5
S
）

ケ
ー
ブ
ル
に
圧
着
端
子
キ
ャ
ッ
プ
を
通
し
、
圧
着
工
具
（
株
式
会
社
 ニ

チ
フ
製
 N
H
-1

ま
た
は
N
H
-9
）
を
用
い
て
工
具
の
取
扱
い
説
明
に
従
い
、
正
し
く
圧
着
し
ま
す
。

下
記
以
外
の
電
線
を
使
用
す
る
場
合
は
、電

線
太
さ
に
適
合（

JI
S
 C
 2
8
0
5
）し

た
圧
着
端
子・

圧
着
端
子
キ
ャ
ッ
プ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

圧
着
後
確
実
に

挿
入
す
る
こ
と

圧
着
端
子 圧
着
痕圧

着
端
子
キ
ャ
ッ
プ

呼
び
径
M
5
用

1
㎜
程
度

φ10㎜以下

V
V
R

　8
.0
[㎜

2
]（

よ
り
線
）
の
場
合

警
告

●
 V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
の
電

源
線
は
指
定
ト
ル
ク
で
確
実

に
締
付
け
る

（
端
子
台
ネ
ジ
締
付
ト
ル
ク
：

2
.0
～
2
.5
N
·m
）

 感
電
・
火
災
の
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

指
示
に
従
う

4
.2
　
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
の
場
合

●
 電
気
配
線
（
結
線
図
）

●
 電
気
配
線
（
結
線
図
）

◆
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
利
用
す
る
場
合

制
御
ア
ダ
プ
タ
ー

（
4
）
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
通
信
線
を
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
の
信
号
線
端
子
台
に
接
続
す
る
。
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◆
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
場
合
（
リ
モ
コ
ン
複
数
台
使
用
）

（
1
）
シ
ス
テ
ム
種
別
設
定
を
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
に
設
定
す
る
。

●
 熱

動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
内
部
の
A
C
系
リ
ー
ド
線
（
電
源
線
、

熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
）
と
D
C
系
リ
ー
ド
線
（
通
信
線
）
は
、

誤
動
作
防
止
の
た
め
、
右
図
を
参
照
し
て
配
線
し
て
く
だ
さ
い
。

 
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
外
部
で
は
1
0
0
㎜
以
上
離
し
て
配

線
し
て
く
だ
さ
い
。

（
カ
バ
ー
の
締
め
付
け
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
線
の
挟
み
込
み
の
な

い
よ
う
図
の
経
路
で
お
さ
め
て
く
だ
さ
い
）

電
源
線

（
A
C
系
）

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線

（
A
C
系
）

リ
モ
コ
ン
通
信
線（

D
C
系
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット

通
信
線（

D
C
系
）

通
信
線

リモコン

リ
モ
コ
ン
へ

熱源機

熱
交
換

ユ
ニ
ット

へ

端
子
台

〈
シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ
別
の
設
定
〉

●
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
に
合
わ
せ
た
設
定
が
必
要
で
す
。

※
シ
ス
テ
ム
が
不
明
な
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
設
計
さ
れ
た
方
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
E－

C
O
N
連
動
タ
イ
プ
は
リ
モ
コ
ン
が
運
転
の
場
合
か
つ
E－

C
O
N
信
号
O
N
に
よ
り
熱
源
機
を
運
転
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か
が
異
な
る
と

運
転
し
ま
せ
ん
。

※
設
定
す
る
S
W
以
外
は
「
O
FF

」
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
1
　
温
暖
地
、
着
霜
量
が
少
な
い
地
域
で
の
利
用
は
、
S
W
6
-5
を
「
O
N
」
に
設
定
し
ま
す
。

※
2
　
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
が
開
放
式
で
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
を
用
い
た
放
熱
器
ま
た
は
配
管
を
2
階
に
設
置
し
た
場
合
、
S
W
6
-7
を
「
O
N
」
に
設
定
し
ま
す
。

◆
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用
し
な
い
場
合
（
リ
モ
コ
ン
1
台
の
み
使
用
）

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合

主
な
用
途

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム

床
暖
房
シ
ス
テ
ム

タ
イ
プ
別

設
定

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

リ
モ
コ
ン

熱
動
弁

S
W
5
－
1

S
W
5
－
2

S
W
5
－
3

S
W
5
－
6

S
W
5
－
7

S
W
6
－
5

S
W
6
－
7

リ
モ
コ
ン
連
動
タ
イ
プ

E-
C
on
連
動
タ
イ
プ

拡
張
タ
イ
プ

基
本
タ
イ
プ

O
F
F

O
F
F

O
F
F

O
F
F

O
F
F

O
N

O
F
F
（
無
し
）
/O

N
（
有
り
）

O
F
F
（
寒
冷
地
）
/O

N
（
通
常
）

O
F
F
（
無
し
）
/O

N
（
有
り
）

O
F
F
（
無
し
）
/O

N
（
有
り
）O
N

O
F
F

O
F
F

O
N

O
N

O
F
F

使
用
で
き
ま
せ
ん

1
台

使
用
で
き
ま
せ
ん

使
用
で
き
ま
せ
ん

1
台

使
用
で
き
ま
せ
ん

1
台

1
～
8
台

1
～
1
0
個

2
台

1
～
1
5
台

1
～
2
0
個

使
用
で
き
ま
せ
ん

1
台

使
用
で
き
ま
せ
ん

シ
ス
テ
ム
種
別
設
定

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
接
続

冷
房
機
能

霜
取
制
御
切
替

※
1

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
ポ
ン
プ
運
転

※
2

6
0
℃
設
定
や
放
熱
器
で
温
水
温
度
制
限
が
必
要
な
場
合
に
設
定
し
ま
す
。
（
※
工
場
出
荷
時
5
5
℃
）

①
 基
板
上
の
S
W
5
-1
，
S
W
5
-2
を
O
N
に
す
る
。

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
5
-4
，
S
W
5
-5
で
設
定
す
る
。

●
 「

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合
」
　
　
の

（
2
）
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（
4
）
通
信
線
を
接
続
す
る

（
1
）
シ
ス
テ
ム
種
別
設
定
を
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
に
設
定
す
る
。

電 気 配 線 工 事

①
 リ
モ
コ
ン
か
ら
の
通
信
線
を
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
内
の
リ
モ

コ
ン
端
子
台
に
接
続
す
る
。

P.
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（
2
）
温
水
温
度
上
限
を
設
定
す
る
。

（
3
）
冷
房
を
行
う
、
冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
基
板
上
の
S
W
5
-7
を
「
O
N
」
に
す
る
。

●
 冷

水
利
用
で
の
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
屋
内
設
置
は
禁
止
で
す
。
（
製
品
か
ら
結
露
水
が
滴
下
し
ま
す
）

（
3
）
冷
房
を
行
う
、
冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、
基
板
上
の

S
W
5
-7
を
「
O
N
」
に
す
る
。

●
 冷

水
利
用
で
の
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
屋
内
設
置
は
禁
止
で
す
。

（
製
品
か
ら
結
露
水
が
滴
下
し
ま
す
）

①
 基
板
上
の
S
W
5
-4
，
S
W
5
-5
に
て
設
定
す
る
。

●
「
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合
」
の
（
2
）
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

②
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
通
信
線
を
熱
源
機
端
子
台
に
接
続
す
る
。

①
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
5
-1
を
O
N
に
す
る
。

（
2
）
温
水
温
度
上
限
を
設
定
す
る
。

6
0
℃
や
放
熱
器
で
温
水
温
度
制
限
が
必
要
な
場
合
に
設
定
し
ま
す
。

（
※
工
場
出
荷
時
5
5
℃
）

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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38電
気
配
線
工
事
　
つ
づ
き

（
5
）
熱
動
弁
を
配
線
す
る
。

熱
動
弁

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

熱
動
弁

戻
り 往
き

熱
動
弁
端
子

熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線

熱
動
弁

リ
ー
ド
線

圧
着
端
子

熱
動
弁
接
続

リ
ー
ド
線

◆
熱
動
弁（

V
P
Z
-8
N
D
B
3
,1
6
N
D
B
2
）を

　
使
用
す
る
場
合

◆
熱
動
弁
（
V
EZ

-0
2
N
D
B
）
を
使
用
す
る

　
場
合

■
熱
動
弁
（
V
EZ

-0
2
N
D
B
）
の
場
合

■
熱
動
弁

　
（
V
P
Z
-8
N
D
B
3
，
1
6
N
D
B
2
）
の
場
合

①
 熱
動
弁
リ
ー
ド
線
を
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
内
部
へ
配

線
す
る
。

（
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台
（
VE

Z-
71

2K
DC

-K
）
内
に

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
場
合
）

●
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
付
属
の
熱
動
弁
接
続

リ
ー
ド
線
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
動
弁
リ
ー
ド
線
を
切
断
す
る
場
合
は
、
熱
動
弁

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
架
台
側
面
か
ら
外
に
引
き
出

し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
な
長
さ
を
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。
(皮

む
き
寸
法
1
0
㎜
）

●
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
架
台
内
に
収
納
後
、

右
図
を
参
照
し
て
配
線
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

熱
動
弁
リ
ー
ド
線
が
床
面
に
触
れ
る
場
合
は
、
市

販
の
結
束
バ
ン
ド
等
に
て
触
れ
な
い
よ
う
束
ね
て

く
だ
さ
い
。

●
 熱
動
弁
に
付
属
の
熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
は
、
適
切
な
長
さ
に
調
整

し
、
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

 (
皮
む
き
寸
法
1
0
㎜
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット

通
信
線

熱
動
弁
リ
ー
ド
線

リ
モ
コ
ン
通
信
線

電
源
コ
ー
ド

コ
ー
ド

ク
リ
ッ
プ

コ
ー
ド

ク
リ
ッ
プ

②
 熱
動
弁
リ
ー
ド
線
と
熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
を
圧
着
端
子

で
か
し
め
る
。

③
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
内
の
熱
動
弁
端
子（
熱
動
弁
1
～

1
6
）に
熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
を
接
続
す
る
。

 
（
メ
イ
ン
側
：
1
～
8
、
サ
ブ
側
：
9
～
1
6
）

●
 1
系
統
出
力
に
つ
き
、
熱
動
弁
は
2
ヵ
所
ま
で
、
熱
動
弁

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
１
台
で
合
計
1
0
個
ま
で
と
し
て
く
だ

さ
い
。

お
願
い

④
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
カ
バ
ー
に
貼
付
の
「
リ
モ

コ
ン
番
号
一
覧
表
」
に
各
部
屋
に
対
応
す
る
熱
動
弁

番
号
を
記
入
す
る
。

●
 圧
着
端
子
に
雨
水
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

●
 熱
動
弁
端
子
か
ら
熱
動
弁
リ
ー
ド
線
を
は
ず
す
と
き

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
を
強
く
つ
ま
ん
で
抜
い
て

く
だ
さ
い
。

 （
リ
ー
ド
線
を
ひ
っ
ぱ
る
と
リ
ー
ド
線
が
切
れ
て
し

ま
い
ま
す
（
右
図
参
照
）
）

熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線

は
ず
す

リ
モ
コ
ン

番
号

部
屋
名

熱
動
弁

番
号

1 2

リビ
ング

キッ
チン

熱
動
弁
1

熱
動
弁
2

【
記
入
例
】

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

（
引
き
出
し
た
状
態
）

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

（
設
置
状
態
）

熱
動
弁

リ
ー
ド
線

熱
動
弁

ヘ
ッ
ダ
ー

架
台
側
面
開
口
部

熱
動
弁
端
子

熱
動
弁

接
続
リ
ー
ド
線

圧
着
端
子

熱
動
弁

リ
ー
ド
線

39

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
Ｄ
種
接
地
工
事
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
Ａ
側
，
Ｂ
側
の
各
ア
ー
ス
線
を
1
本
に
ま
と
め
、

D
種
接
地
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
D
種
接
地
工
事
さ
れ
た
ア
ー
ス
線
を
接
続
す
る
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
両
方
で
接
地
工
事
を
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 通
信
異
常
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

（
1
）
シ
ス
テ
ム
種
別
設
定
を
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
に
設
定
す
る
。

（
3
）
冷
房
を
行
う
、冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
を
使
用
す
る
場
合
は
、下
記
の
手
順
で
行
う
。

（
4
）
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
通
信
線
を
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
の
信
号
線
端
子
台
に
接
続
す
る
。

※
E-
C
O
N
で
連
動
さ
せ
た
い
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ
を
E-
C
O
N
連
動
タ
イ
プ
（
基
板
上
の
S
W
5
-3
を
O
N
）
に
設
定
し

て
E-
C
O
N
信
号
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

上
限

S
W
5
-4

S
W
5
-5

5
5
℃

4
5
℃

5
0
℃

6
0
℃

O
FF O
N

O
FF O
N

O
FF

O
FF O
N

O
N

（
5
）
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
2
台
使
用
す
る
場
合
は
、
2
台
目

の
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
（
サ
ブ
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
）
の
回
路
基
板
上
の
設
置
切
替
ス
イ
ッ
チ（
S
W
4
0
1
）を

「
メ
イ
ン
」
か
ら
「
サ
ブ
」
に
切
替
え
る
。
（
※
工
場
出
荷

時
は
「
メ
イ
ン
」
）

2
台
目
の
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
「
サ
ブ
」
に
切
替
え

な
い
と
下
記
の
よ
う
な
不
具
合
が
発
生
し
ま
す
。
2
台
の
熱

動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
を
O
FF

に
し
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ
別
設
定
、
熱
動

弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
設
置
切
替
ス
イ
ッ
チ
を
確
認
後
、
熱

動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
順
に
電
源
を

再
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 表
示
部
に
「
　
　
　
」
が
表
示
さ
れ
、
運
転
で
き
ま
せ
ん
。

●
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
「
メ
イ
ン
」
の
1
台
の
み
と

認
識
さ
れ
、
リ
モ
コ
ン
の
ア
ド
レ
ス
が
8
台
ま
で
し
か
設

定
で
き
ま
せ
ん
。

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

設
置
切
替
ス
イ
ッ
チ

①
 基
板
上
の
S
W
5
-7
を
O
N
に
す
る
。

電 気 配 線 工 事

ア
ー
ス
工
事

①
 基
板
上
の
S
W
5
-1
を
O
FF

に
す
る
。

 
（
※
工
場
出
荷
時
O
FF

）

 
（
※
工
場
出
荷
時
5
5
℃
）

（
2
）
温
水
温
度
上
限
を
設
定
す
る
。

（
1
）
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
制
御
線
を
基
板
上
の
C
N
3
（
ヒ
ー
タ
ー
1
）
へ
接
続
す
る
。

（
2
）
基
板
上
の
S
W
5
-6
を
「
O
N
」
に
設
定
す
る
。

●
 バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
は
単
独
で
単
相
2
0
0
V
が
必
要
で
す
。

 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
 バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
す
る
場
合

（
1
）
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
制
御
線
を
基
板
上
の
C
N
3
（
ヒ
ー
タ
ー
1
）
へ
接
続
す
る
。

（
2
）
基
板
上
の
S
W
5
-6
を
「
O
N
」
に
設
定
す
る
。

●
 バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
は
単
独
で
単
相
2
0
0
V
が
必
要
で
す
。

 
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
に
し
た
が
っ
て
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
 バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
用
す
る
場
合

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合

②
 暖
房
専
用
放
熱
器
が
あ
る
場
合
、
電
磁
弁
を
接
続
す
る
。
（
暖
房
専
用
放
熱
器
へ
の
冷
水
通
水
防
止
の
た
め
）

 
電
磁
弁
の
電
源
線
は
適
切
な
長
さ
に
調
整
し
、
付
属
の
圧
着
端
子
で
電
磁
弁
接
続
リ
ー
ド
線
と
か
し
め
、
基
板
上
の

TA
B
1
0
7
、
TA

B
1
0
8
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

※
冷
水
利
用
で
の
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
屋
内
設
置
は
禁
止
で
す
。
（
製
品
か
ら
結
露
水
が
滴
下
し
ま
す
）

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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40循
環
液
張
り

三
菱
防
錆
循
環
液
　
希
釈
不
要
タ
イ
プ
形
名

　
V
P
Z
-1
8
K
X
-E
C
O
 5
0
％
濃
度

　
V
P
Z
-1
0
K
X
-E
C
O
 5
0
％
濃
度

凍
結
温
度

ー
2
0
°C

（
1
）
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
利
用
す
る
場
合
は
、
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む
。

（
2
）
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
入
」
に
す
る
。

●
防
錆
循
環
液
が
回
路
基
板
に
か
か
ら
な
い
よ
う
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
本
体
内
部
の
電
気
部
品
に
か
か
る
と
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

●
防
錆
循
環
液
の
濃
度
を
下
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

希
釈
不
要
タ
イ
プ
（
V
P
Z
-1
0
K
X
-E
C
O
，
V
P
Z
-1
8
K
X
-E
C
O
）
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
暖
房
を
行
う
と
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
霜
が
つ
く
た
め
定
期
的
に
霜
取
運

転
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
霜
取
運
転
は
暖
房
運
転
と
は
逆
に
、
循
環

液
か
ら
熱
を
奪
っ
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
霜
を
取
る
た
め
、
防
錆
循
環
液
の

濃
度
を
下
げ
る
と
凍
結
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

●
循
環
ポ
ン
プ
が
金
属
部
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
、
位
置
を
調
整
し
て
く
だ

さ
い
。

循
環
液
は
必
ず
　
三
菱
防
錆
循
環
液
　
希
釈
不
要
タ
イ
プ
　
を
使
用
し
、
必
要
な
水
量
を
シ
ス
テ
ム
設
計
に
も
と
づ
い
て
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※
外
気
温
度
－
15
℃
以
下
の
地
域
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
を

　
屋
内
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

開
放
式
の
場
合

密
閉
式
の
場
合

①
 補
給
口
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
補
給
口
か
ら
防
錆
循
環

液
を
注
入
す
る
。

圧
送
ポ
ン
プ

圧
送
ポ
ン
プ
へ

圧
送
ポ
ン
プ

か
ら

防
錆
循
環
液

戻
り
口

給
水
バ
ル
ブ

排
水
バ
ル
ブ

バ
ル
ブ
A

①
 防
錆
循
環
液
を
圧
送
ポ
ン
プ
に
注
入
す
る
。

②
 排
水
バ
ル
ブ
・
給
水
バ
ル
ブ
を
開
く
。

③
 バ
ル
ブ
A
を
閉
め
る
。

お
願
い

1
.循
環
液
張
り
準
備

2
.防
錆
循
環
液
の
注
入

補
給
口

熱
交
換
ユ
ニ
ット

シ
ス
タ
ー
ン
タ
ン
ク

防
錆
循
環
液
適
正
水
位
レ
ベ
ル

（
黒
色
ラ
イ
ン
、段

差
部
）

補
給
口
キ
ャ
ッ
プ

※
 圧
力
設
定
は
　
　
　
　
で
行
い
ま
す
。

P
.4
1

41

循 環 液 張 り

デ
ジ
タ
ル
表
示
部

（
1
）
S
W
4
「
O
N
」

（
2
）

全
熱
動
弁
･電

磁
弁：

開

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
基
板
上
の
S
W
4
を
「
O
N
」
に
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
表
示
部
に
「
F-
P
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

熱
動
弁
1：
開

熱
動
弁
2：
閉

■
V
EH
-3
0
4
／
4
0
6
／
5
0
7
H
C
D

　
の
場
合

熱
動
弁
1：
開

熱
動
弁
2：
閉

■
V
EH
-7
1
2
H
C
D
の
場
合

①
 1
回
路
ご
と
に
空
気
の
抜
け
る
音
（
ゴ
ボ
ゴ
ボ
音
）
が
消
え
る
ま
で
循
環
ポ
ン
プ
を
運
転
さ
せ
る
。

●
 上

記
3
.（
2
）
の
操
作
で
熱
動
弁
を
1
つ
ず
つ
開
け
て
く
だ
さ
い
。

①
 圧
送
ポ
ン
プ
の
ス
イ
ッ
チ
を
「
入
」
に
す
る
。

①
 放
熱
器
側
の
バ
ル
ブ
を
す
べ
て
「
開
」
に
す
る
。

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
基
板
上
の
S
W
4
を
「
O
FF
」
に
す
る
。

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
2
を
押
し
て
熱
動
弁
を
選
択
す
る
。

●
 S
W
2
を
押
す
ご
と
に
熱
動
弁
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

交
互
表
示

交
互
表
示

（
1
）
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
を
操
作
す
る

（
2
）
各
熱
動
弁
を
操
作
す
る

●
 す

べ
て
の
熱
動
弁
と
電
磁
弁
が
開
状
態
と
な
り
ま
す
。

3
.循
環
液
張
り
運
転
操
作

4
.エ
ア
抜
き

5
.圧
力
設
定

6
.循
環
液
張
り
運
転
の
停
止

＜
密
閉
式
の
み
＞

②
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
1
を
押
し
て
、
①
で
選
択
し
た
熱
動
弁
の
開

／
閉
（
O
N
／
O
FF
）
を
選
択
す
る
。

●
 S
W
1
を
押
す
ご
と
に
選
択
し
た
熱
動
弁
の
開
／
閉
（
O
N
／
O
FF

）
が
切

り
替
わ
り
ま
す
。

●
 熱

動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
基
板
上
の
S
W
4
0
1
（
設
置
の
切
替
）
が
メ
イ

ン
側
だ
と
熱
動
弁
0
1
～
0
8
、
サ
ブ
側
だ
と
熱
動
弁
0
9
～
1
6
で
す
。

開
放
式
の
場
合

密
閉
式
の
場
合

開
放
式
の
場
合

密
閉
式
の
場
合

ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
ら
防
錆
循
環
液
を
適
正

水
位
（
黒
色
ラ
イ
ン
）
ま
で
補
給
す
る
。

S
W
3
を
1
回
押
し
て
循
環
ポ
ン
プ
を
停
止
す
る
。

熱
動
弁
、
電
磁
弁
を
使
用
し
な
い
場
合
は
不
要
で
す
。

②
 防
錆
循
環
液
の
水
位
が
下
が
る
の
で
、
適
正
水
位
ま
で
補
給
す
る
。

②
 1
回
路
ご
と
に
空
気
の
抜
け
る
音
（
ゴ
ボ
ゴ
ボ
音
）
が
消
え
る
ま
で
エ
ア
抜
き
を
行
う
。

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
熱
動
弁
の
開
／
閉
に
よ
り
1
回
路
ご
と
に
エ
ア
を
抜
く
。

●
 上

記
3
.（
2
）
の
操
作
で
熱
動
弁
を
1
つ
ず
つ
開
け
て
く
だ
さ
い
。

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合
、
圧
損
・
高
低
差
の
大
き
い
回
路
か
ら
順
に
放
熱
器
側
の
バ
ル
ブ
・
弁
の
操
作
に

よ
り
1
回
路
ご
と
に
エ
ア
を
抜
く
。

●
 圧

力
ゲ
ー
ジ
が
9
0
kP

a（
0
.9
kg
f/
cm

2
）
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
排
水
バ
ル
ブ
で
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

③
 配
管
内
の
空
気
が
圧
送
ポ
ン
プ
に
戻
り
、
圧
送
ポ
ン
プ
内
の
水
位
が
下
が
る
の
で
、
そ
の
都
度
防
錆
循
環
液
を
注
入
す
る
。

●
 完

全
に
空
気
が
抜
け
る
ま
で
（
「
ゴ
ボ
ゴ
ボ
音
」
が
消
え
る
ま
で
）
圧
送
ポ
ン
プ
を
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 パ

ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
エ
ア
抜
き
は
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
エ
ア
が
残
っ
た
状
態
が
長
期
に
渡
る
と
穴
あ
き
（
腐
食
）
の

原
因
に
な
り
ま
す
）

②
 バ
ル
ブ
A
を
「
開
」
に
し
排
水
バ
ル
ブ
を
徐
々
に
「
閉
」
に
す
る
。

③
 圧
力
ゲ
ー
ジ
が
密
閉
膨
張
タ
ン
ク
の
設
定
圧
5
0
kP
a（
0
.5
kg
f/
cm

2
）
以
上
に
な
っ
た
ら
給
水
、
排
水
バ
ル
ブ
と
も
「
閉
」
に

し
、
圧
送
ポ
ン
プ
を
止
め
る
。

●
 圧

力
の
微
調
整
は
圧
力
ゲ
ー
ジ
を
見
な
が
ら
給
水
、
排
水
バ
ル
ブ
の
開
閉
に
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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42

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

初
期
設
定

メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン

〈
リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
と
名
ま
え
〉
※
表
示
部
は
表
示
例
で
す
。

表
示
部

メ
ニ
ュ
ー
画
面
を
表
示
し
ま
す
。

タ
イ
マ
ー
運
転
ボ
タ
ン

タ
イ
マ
ー
運
転
に
な
り
ま
す
。

停
止
ボ
タ
ン

運
転
を
停
止
し
ま
す
。

運
転
ボ
タ
ン

運
転
ラ
ン
プ

運
転
を
開
始
し
ま
す
。

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ボ
タ
ン

表
示
部
に
表
示
さ
れ
る
機
能
の
操
作

に
使
用
し
ま
す
。

※
各
ボ
タ
ン
の
役
割
は
、表

示
さ
れ
た

画
面
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

次
へ

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

左
記
の
表
示
例
で
は
各
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ボ
タ
ン
で
操
作

で
き
る
機
能
は
、上

図
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

運
転
モ
ー
ド

の
切
替
え

室
温
を

下
げ
る（

ー
）

室
温
を

上
げ
る（

＋
）

水
温
設
定
モ
ード

へ
の
切
替
え

決
定

※
 設
定
上
「
1
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
熱
動
弁
を
結
線
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

× × な
し

1
台

2
台

リ
モ
コ
ン
台
数

1
～
4

1
～
6

1
1
～
8

1
～
1
5

ア
ド
レ
ス

1
～
4

1
～
6

1
1
～
8

1
～
1
5

熱
動
弁

1
～
4

1
～
6

1
※

1
～
1
0

1
～
1
6

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

V
EH

-3
0
4
／
4
0
6
H
C
D

V
EH

-5
0
7
H
C
D

V
EH

-7
1
2
H
C
D

1
.電
源
の
投
入

2
.リ
モ
コ
ン
で
の
設
定
１

〈
設
定
手
順
〉

●
 利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
初
期
設
定
の
手
順
が
異
な
り
ま
す
。
リ
モ
コ
ン
表
示
部
の
指
示
に
従
っ
て
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
場
合
、
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
電
源
プ
ラ
グ
を
1
0
0
V
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む

●
 熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
入
」
す
る
前
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

②
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
入
」
に
す
る

●
 熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
は
必
ず
最
後
に
電
源
を
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 表

示
部
に
「
シ
ス
テ
ム
と
通
信
中
」
と
表
示
さ
れ
、
リ
モ
コ
ン
と
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
間
で
シ
ス
テ
ム
情
報
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
す
。

 
シ
ス
テ
ム
情
報
の
確
認
に
は
数
十
秒
～
数
分
か
か
り
ま
す
。

●
 バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
消
え
て
い
る
間
は
設
定
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
か
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
点
灯
し
ま
す
。

（
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
消
え
た
状
態
で
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
設
定
は
変
更
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合

（
ア
ド
レ
ス
、
熱
動
弁
出
力
、
床
暖
房
パ
ネ
ル
設
定
）

●
 設
置
し
て
い
る
す
べ
て
の
リ
モ
コ
ン
で
下
記
の
設
定
を
１
つ
ず
つ
順
番
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 熱
動
弁
を
接
続
し
な
い
場
合
で
も
、
リ
モ
コ
ン
の
ア
ド
レ
ス
、
熱
動
弁
出
力
設
定
は
必
要
で
す
。

（
1
）
 初
期
設
定
を
開
始
す
る
 [
初
期
設
定
開
始
]

①
 　
　
　
を
押
す
。

（
2
）
 リ
モ
コ
ン
の
ア
ド
レ
ス
を
設
定
す
る
 [
ア
ド
レ
ス
設
定
]

①
 　
　
　
ま
た
は
　
　
　
を
押
し
て
ア
ド
レ
ス
を
選
択
す
る
。

②
 　
　
　
を
押
し
て
ア
ド
レ
ス
を
設
定
す
る
。

●
 ア

ド
レ
ス
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ア
ド
レ
ス
を
重
複
し
て
登
録
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

次
へ

初
期
設
定
＜
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
＞

「
次
へ
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い

・
ア
ド
レ
ス
設
定

・
熱
動
弁
出
力
設
定

・
床
暖
房
パ
ネ
ル
設
定

・
販
売
施
工
店
連
絡
先
設
定

・
時
刻
設
定

［
初
期
設
定
開
始
］
画
面
（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
）

決
定

ア
ド
レ
ス
設
定

ア
ド
レ
ス
決
定
：
決
定

ボタ
ン

ア
ド
レ
ス
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

   
1 
/  
 2
 / 
  3

 / 
  4

カ
ー
ソ
ル

［
ア
ド
レ
ス
設
定
］
画
面

43

初 期 設 定

カ
ー
ソ
ル

選
択

決
定

熱
動
弁
出
力
設
定

○
有
効
，
ー
無
効
：
選
択

ボタ
ン

熱
動
弁
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

   
1 
/  
 2
 / 
  3

 / 
  4

 ○
 / 
ー

 / 
ー

 / 
ー

［
熱
動
弁
出
力
設
定
］
画
面

決
定

ア
ド
レ
ス
設
定

ア
ド
レ
ス
決
定
：
決
定

ボタ
ン

ア
ド
レ
ス
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

   
1 
/  
 2
 / 
  3

 / 
  4

カ
ー
ソ
ル

●
熱
動
弁
を
接
続
し
な
い
場
合
で
も
、
リ
モ
コ
ン
の
ア
ド
レ
ス
、
熱
動
弁
出
力
設
定
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

熱
動
弁
と
リ
モ
コ
ン
の
連
動
設
定
例

設
定
例
＜
そ
の
1
＞

リ
ビ
ン
グ
設
置
の
リ
モ
コ
ン
（
ア
ド
レ
ス
1
）
、

床
暖
房
（
熱
動
弁
1
の
水
回
路
）
の
設
定
の
場
合
、

ア
ド
レ
ス
「
1
」
、
熱
動
弁
1
の
設
定
を

「
○
」
（
有
効
）
に
す
る
。

設
定
例
＜
そ
の
2
＞

LD
K
設
置
の
リ
モ
コ
ン
（
ア
ド
レ
ス
1
）
、

床
暖
房
（
L、

D
K
の
2
回
路
）
の
設
定
の
場
合

●
L、

D
K
同
時
運
転
と
な
り
ま
す
。
個
別
運
転
が
必
要

な
場
合
は
別
途
リ
モ
コ
ン
が
必
要
で
す
。

方
法
1
：
ア
ド
レ
ス
「
1
」
、
熱
動
弁
1
に
L、

熱
動
弁
2
に
D
K
の
水
回
路
を
接
続
し
、

熱
動
弁
1
，
2
の
設
定
を

「
○
」
（
有
効
）
に
す
る
。

リビ
ング

用
熱
動
弁

リビ
ング

用
熱
動
弁

DK
用

熱
動
弁

リビ
ング

用
熱
動
弁

DK
用

熱
動
弁

方
法
2
：
ア
ド
レ
ス
「
1
」
、
熱
動
弁
1
に
Lと

D
K
の
水

回
路
を
並
列
接
続
（
最
大
2
個
ま
で
）
し
、

熱
動
弁
1
の
設
定
を

「
○
」
（
有
効
）
に
す
る
。

熱
動
弁

熱
動
弁

熱
動
弁

設
定
例
＜
そ
の
1
＞

設
定
例
＜
そ
の
2
：
方
法
2
＞

設
定
例
＜
そ
の
2
：
方
法
1
＞

熱
動
弁
1

CN
 1
02

（
ア
オ
）

熱
動
弁
3

CN
 1
04

（
ア
オ
）

熱
動
弁
2

CN
 1
03

（
ア
オ
）

熱
動
弁
1

CN
 1
02

（
ア
オ
）

熱
動
弁
3

CN
 1
04

（
ア
オ
）

熱
動
弁
2

CN
 1
03

（
ア
オ
）

熱
動
弁
1

CN
 1
02

（
ア
オ
）

熱
動
弁
3

CN
 1
04

（
ア
オ
）

熱
動
弁
2

CN
 1
03

（
ア
オ
）

カ
ー
ソ
ル

選
択

決
定

熱
動
弁
出
力
設
定

○
有
効
，
ー
無
効
：
選
択

ボタ
ン

熱
動
弁
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

   
1 
/  
 2
 / 
  3

 / 
  4

 ○
 / 
○

 / 
ー

 / 
ー

カ
ー
ソ
ル

選
択

決
定

熱
動
弁
出
力
設
定

○
有
効
，
ー
無
効
：
選
択

ボタ
ン

熱
動
弁
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

   
1 
/  
 2
 / 
  3

 / 
  4

 ○
 / 
ー

 / 
ー

 / 
ー

カ
ー
ソ
ル

選
択

決
定

熱
動
弁
出
力
設
定

○
有
効
，
ー
無
効
：
選
択

ボタ
ン

熱
動
弁
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

   
1 
/  
 2
 / 
  3

 / 
  4

 ○
 / 
ー

 / 
ー

 / 
ー

（
3
）
 リ
モ
コ
ン
に
連
動
す
る
熱
動
弁
を
設
定
す
る
 [
熱
動
弁
出
力
設
定
]

決
定

決
定

①
 　
　
　
ま
た
は
　
　
　
を
押
し
て
熱
動
弁
を
選
択
す
る
。

②
 　
　
　
を
押
し
て
「
○
」
（
有
効
）
か
「
－
」
（
無
効
）
か
を
切
替
え
る
。

③
 　
　
　
を
押
し
て
熱
動
弁
を
設
定
す
る
。
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44初
期
設
定
　
つ
づ
き

［
床
暖
房
パ
ネ
ル
設
定
］
画
面

▲

▼カ
ー
ソ
ル

決
定

床
暖
房
パ
ネ
ル
設
定

メ
ー
カ
ー
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

三
菱
電
機

三
菱
樹
脂
ｲﾝ
ﾌﾗ
ﾃｯ
ｸ

住
商
ﾒﾀ
ﾚｯ
ｸｽ
（
住
友
商
事
）

大
建
工
業

そ
の
他
放
熱
器

修
正

決
定

初
期
設
定
内
容
確
認

設
定
内
容
の
変
更
：
修
正

ボタ
ン

設
定
内
容
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ア
ド
レ
ス

熱
動
弁
出
力

　

   
1

   
1 

   
　

   
三
菱
電
機

床
暖
房
パ
ネ
ル

ヘ
ル
プ

修
正

初
期
設
定
内
容
確
認

設
定
内
容
の
変
更
：
修
正

ボタ
ン

下
記
設
定
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

設
定
を
修
正
し
て
く
だ
さ
い

ア
ド
レ
ス

熱
動
弁
出
力

   
1

   
1

ヘ
ル
プ

修
正

修
正

［
初
期
設
定
内
容
確
認
］
画
面
1

［
初
期
設
定
内
容
確
認
］
画
面
2

（
4
）
 利
用
す
る
床
暖
房
パ
ネ
ル
の
メ
ー
カ
ー
名
を
設
定
す
る
 [
床
暖
房
パ
ネ
ル
設
定
]

（
5
）
設
定
の
内
容
を
確
認
す
る
 [
初
期
設
定
内
容
確
認
]

決
定

決
定

②
 　
　
　
を
押
し
て
メ
ー
カ
ー
名
を
設
定
す
る
。

①
 　
　
　
ま
た
は
　
　
　
を
押
し
て
メ
ー
カ
ー
名
を
選
択
す
る
。

◆
 冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
の
場
合

①
 設
定
内
容
が
表
示
さ
れ
る
の
で
内
容
を
確
認
す
る
。

●
 ア

ド
レ
ス
、
熱
動
弁
出
力
、
床
暖
房
パ
ネ
ル
メ
ー
カ
ー
名
が

表
示
さ
れ
ま
す
。

②
 正
し
い
場
合
、
　
　
　
を
押
し
て
設
定
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
。

③
 間
違
え
て
い
る
場
合
、
　
　
　
を
押
し
て
設
定
内
容
を
修
正
す
る
。

●
 シ

ス
テ
ム
に
設
定
を
登
録
し
て
い
る
間
は
「
シ
ス
テ
ム
通
信

中
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

 
登
録
に
は
数
秒
～
数
十
秒
か
か
り
ま
す
。

●
 シ

ス
テ
ム
に
設
定
が
登
録
さ
れ
る
と
「
設
定
し
ま
し
た
」
と

表
示
さ
れ
ま
す
。

●
 ア

ド
レ
ス
ま
た
は
熱
動
弁
の
設
定
が
他
の
リ
モ
コ
ン
の
設
定

と
重
複
す
る
場
合
は
、
[初

期
設
定
内
容
確
認
]画

面
2
が
表

示
さ
れ
ま
す
。

 
　
　
　
を
押
し
て
再
度
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲
▼

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
押
し
て
「
そ
の
他
放
熱
器
」
を
選
択
す
る
。

②
　
　
　
 を
押
し
て
「
そ
の
他
放
熱
器
」
を
設
定
す
る
。

決
定

④
　
　
　
 を
押
し
て
放
熱
器
の
機
能
を
設
定
す
る
。

決
定

ま
た
は

▲
▼

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
押
し
て

「
冷
房
（
冷
水
）
/暖

房
（
温
水
）
兼
用
」
を
選
択
す
る
。

ま
た
は

▲
▼

［
放
熱
器
の
機
能
設
定
］
画
面

▲

▼カ
ー
ソ
ル

戻
る

決
定

放
熱
器
の
機
能
設
定

放
熱
器
の
機
能
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

暖
房
（
温
水
）
専
用

冷
房
（
冷
水
）
／
暖
房
（
温
水
）
兼
用

［
放
熱
器
の
機
能
設
定
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ご
注
意

●
 暖
房
専
用
放
熱
器
（
冷
水
禁
止
）
の
場
合
は
、
「
暖
房
（
温
水
）
専
用
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
暖
房
（
温
水
）
専
用
」
を
選
択
す
る
と
、
そ
の
リ
モ
コ
ン
で
は
冷
房
運
転
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
次
の
「
初
期
設
定
内
用
確
認
画
面
」

の
手
順
に
従
っ
て
設
定
を
や
り
直
し
て
く
だ
さ
い
。

［
初
期
設
定
内
容
確
認
］
画
面
1
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シ
ス
テ
ム
に
設
定
済
み
の
ア
ド
レ
ス
と
熱
動
弁
出
力
の
対
応
関
係
を
確
認
で
き
ま
す
。

①
［
初
期
設
定
内
容
確
認
］
画
面
で
　
　
　
を
押
す
。

②
「
シ
ス
テ
ム
全
体
の
設
定
の
確
認
」
を
選
択
す
る
。

③
設
定
内
容
を
確
認
し
た
ら
　
　
　
を
押
す
。

戻
る

ヘ
ル
プ

熱
動
弁
設
定
情
報
を
確
認
す
る
に
は

初
期
設
定
を
間
違
え
た
場
合
は
、
以
下
の
手
順
で
設
定
を
や
り
直
し
て
く
だ
さ
い
。

①
 各
設
定
が
判
別
で
き
る
リ
モ
コ
ン
は
、
そ
の
設
定
内
容
を
施
工
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
保
証
書
裏
面
）
に
記
入
す
る
。

②
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
切
」
に
し
て
、
1
0
秒
以
上
経
過
し
た
後
、
再
度
「
入
」
に
す
る
。

※
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
切
」
に
し
た
時
間
が
1
0
秒
未
満
の
場
合
、
『
初
期
設
定
』
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
5
-1
を
い
っ
た
ん
切
換
え
、
元
に
戻
す
。

●
 V
EH

-3
04

H
CD

-K
、
VE

H
-4
06

H
CD

-K
/-
M
、
VE

H
-5
07

H
CD

-K
/-
M
：
い
っ
た
ん
「
O
N
」
に
し
、
再
度
「
O
FF

」
に
す
る
。

●
 V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/-
M
：
い
っ
た
ん
「
O
FF

 」
に
し
、
再
度
「
O
N
」
に
す
る
。

●
 リ
モ
コ
ン
を
複
数
台
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
す
べ
て
の
リ
モ
コ
ン
で
『
初
期
設
定
』
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

初
期
設
定
を
最
初
か
ら
や
り
直
す
に
は

初
期
設
定
を
や
り
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
初
期
設
定
を
最
初
か
ら
や
り
直
す
に
は
」
に
従
っ
て
設
定
を
や
り
直
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
、
熱
動
弁
の
設
定
を
間
違
え
た
ら

［
熱
動
弁
設
定
情
報
］
画
面

戻
る

熱
動
弁
設
定
情
報

反
転
表
示
：
熱
動
弁
に
対
応
す
る

アド
レス

設
定
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

熱
動
弁

   
1 
/  
 2
 / 
  3

 / 
  4

アド
レス

 　
　
1 
/  
 2
 / 
  3

 / 
  4

［
設
定
内
容
確
認
］
画
面

▲

▼カ
ー
ソ
ル

戻
る

決
定

設
定
内
容
確
認

確
認
し
た
い
項
目
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

こ
の

リモ
コン
の
設
定
の
確
認

シス
テム
全
体
の
設
定
の
確
認

アド
レス
・
熱
動
弁
の
再
設
定
方
法

初 期 設 定

決
定

④
 設
定
の
登
録
後
、
据
付
け
ら
れ
た
他
の
リ
モ
コ
ン
が
未
設
定
の
場
合
、

 
　
　
　
を
押
し
て
「
い
い
え
：
未
設
定
リ
モ
コ
ン
あ
り
」
を
選
択
し
、

 
　
　
　
を
押
す
。

[初
期
設
定
内
容
確
認
]画

面
4
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
 設

定
の
登
録
が
完
了
し
た
リ
モ
コ
ン
は
、
[初

期
設
定
内
容
確
認
]

画
面
4
の
ま
ま
待
機
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
 す

べ
て
の
リ
モ
コ
ン
を
設
定
、
登
録
を
す
る
前
に
「
全
リ
モ

コ
ン
設
定
完
了
」
を
選
択
、
決
定
し
た
場
合
は
、
未
設
定
の

リ
モ
コ
ン
の
設
定
、
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
「
シ
ス
テ
ム
通
信
中
」
が
数
分
表
示
さ
れ
た
あ
と
、
シ
ス
テ

ム
へ
の
登
録
が
完
了
し
ま
す
。

［
初
期
設
定
内
容
確
認
］
画
面
3 選
択

決
定

初
期
設
定
内
容
確
認

設
定
確
認
：

ヘル
プ、

カー
ソル
切
替
：
選
択

全
て
の
リ
モ
コ
ン
で
ア
ド
レ
ス
・
熱
動
弁
の

設
定
は
完
了
し
ま
し
た
か
？

い
い
え
：
未
設
定
リ
モ
コ
ン
あ
り

      
は
い
　
：
全
リ
モ
コ
ン
設
定
完
了

ヘ
ル
プ

選
択

決
定

⑤
 据
付
け
ら
れ
た
す
べ
て
の
リ
モ
コ
ン
で
の
設
定
と
登
録
が
完
了
し
た
場
合
、

 
　
　
　
を
押
し
て
「
は
い
：
全
リ
モ
コ
ン
設
定
完
了
」
を
選
択
し
、

 
　
　
　
を
押
す
。

選
択

［
初
期
設
定
内
容
確
認
］
画
面
4 戻
る

初
期
設
定
内
容
確
認

設
定
確
認
：

ヘル
プ、

全
設
定
済
：
戻
る

こ
の
リ
モ
コ
ン
で
の
ア
ド
レ
ス
・
熱
動
弁
の

設
定
は
完
了
し
ま
し
た

残
り
の
リ
モ
コ
ン
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い

      

ヘ
ル
プ

［
初
期
設
定
内
容
確
認
］
画
面
3
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46初
期
設
定
　
つ
づ
き

ー
＋

［
販
売
施
工
店
連
絡
先
設
定
］
画
面

［
時
刻
設
定
］
画
面

ー
＋

決
定

時
分
切
替
：
　
　

ボタ
ン10

：
12

時
刻
設
定

時
刻
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い

ー
＋

番
号

決
定

桁
移
動
：
　

ボタ
ン

　　
　0

　5
　7

販
売
施
工
店
連
絡
先
設
定

電
話
番
号
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い

3
.リ
モ
コ
ン
で
の
設
定
2

（
販
売
施
工
店
連
絡
先
、
時
刻
設
定
）

（
1
）
 販
売
店
ま
た
は
施
工
店
の
連
絡
先
を
登
録
す
る
 [
販
売
施
工
店
連
絡
先
設
定
]

（
2
）
 時
刻
を
設
定
す
る
 [
時
刻
設
定
]

●
 お
客
様
が
機
器
の
不
具
合
や
故
障
の
際
に
連
絡
で
き
る
電
話
番
号

を
必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 タ
イ
マ
ー
運
転
な
ど
に
必
要
で
す
の
で
正
し
く
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 表
示
は
2
4
時
間
形
式
で
す
。

①
 　
　
　
ま
た
は
　
　
　
を
押
し
て
番
号
を
入
力
す
る
。

●
 ボ

タ
ン
を
押
し
続
け
る
と
番
号
が
連
続
し
て
切
替
わ
り
ま
す
。

ー
＋

①
 　
　
　
ま
た
は
　
　
　
を
押
し
て
時
間
ま
た
は
分
を
設
定
す
る
。

●
 ボ

タ
ン
を
押
し
続
け
る
と
番
号
が
連
続
し
て
切
替
わ
り
ま
す
。

●
 番

号
は
1
1
桁
ま
で
入
力
で
き
ま
す
。

●
 初

期
設
定
が
完
了
し
[停

止
]画

面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

②
 　
　
　
を
押
し
て
番
号
の
桁
を
切
替
え
る
。

決
定

③
 　
　
　
を
押
し
て
設
定
を
登
録
す
る
。

決
定

③
 　
　
　
を
押
し
て
設
定
を
登
録
す
る
。

②
 　
　
　
ま
た
は
　
　
　
を
押
し
て
時
間
と
分
を
切
替
え
る
。

次
へ

初
期
設
定
＜
簡
易
シ
ス
テ
ム
＞

「
次
へ
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い

・
販
売
施
工
店
連
絡
先
設
定

・
時
刻
設
定

［
初
期
設
定
開
始
］
画
面
（
簡
易
シ
ス
テ
ム
の
場
合
）

［
初
期
設
定
内
容
確
認
］
画
面
5

「
次
へ
」

次
へ

初
期
設
定
内
容
確
認

アド
レス
の
自
動
設
定
が

完
了
し
ま
し
た

を
押
し
て
く
だ
さ
い

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合

（
1
）
 初
期
設
定
を
開
始
す
る
 [
初
期
設
定
開
始
]

次
へ

①
 　
　
　
を
押
す
。

次
へ

①
 　
　
　
を
押
す
。

●
 シ

ス
テ
ム
に
ア
ド
レ
ス
を
自
動
で
設
定
、
登
録
し
ま
す
。

●
 シ

ス
テ
ム
に
設
定
を
登
録
し
て
い
る
間
は
「
シ
ス
テ
ム
通
信

中
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

 
登
録
に
は
数
秒
～
数
十
秒
か
か
り
ま
す
。

●
 シ

ス
テ
ム
に
設
定
が
登
録
さ
れ
る
と
「
設
定
し
ま
し
た
」
と

表
示
さ
れ
ま
す
。

（
2
）
 設
定
の
内
容
を
確
認
す
る
 [
初
期
設
定
内
容
確
認
]

電
話
番
号
の
設
定
を
間
違
え
た
場
合
は
、
『
初
期
設
定
』
終
了
後
下
記
手
順
に
従
っ
て
も
う
一
度
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

決
定

設
定
を
間
違
え
た
ら

時
刻
の
設
定
を
間
違
え
た
場
合
は
、
『
初
期
設
定
』
終
了
後
下
記
手
順
に
従
っ
て
も
う
一
度
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

設
定
を
間
違
え
た
ら

①
　
　
  を

押
す
。

②
「
時
刻
設
定
」
を
選
択
す
る
。

決
定

③
時
刻
を
修
正
す
る
。

④
　
　
　
を
押
し
て
設
定
を
登
録
す
る
。

①
［
停
止
］
画
面
で
　
　
 を

5
秒
以
上
押
す
。

②
「
販
売
施
工
店
連
絡
先
設
定
」
を
選
択
す
る
。

③
電
話
番
号
を
修
正
す
る
。

④
　
　
　
を
押
し
て
設
定
を
登
録
す
る
。
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▲

▲

①
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
2
方
弁
、
3
方
弁
）
が
全
開
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

②
水
配
管
の
バ
ル
ブ
が
全
開
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

③
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
電
源
プ
ラ
グ
を
1
0
0
V
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む
。

●
 外

気
温
度
が
お
よ
そ
ー
2
0
℃
を
下
回
る
状
態
か
ら
の
運
転
は
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
保
護
の
た
め
、

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
運
転
し
ま
せ
ん
。

　
※
シ
ス
テ
ム
は
運
転
状
態
と
な
り
ま
す
が
、
温
水
生
成
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
 試
運
転
は
1
回
路
ず
つ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 試
運
転
は
、
放
熱
器
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
）
ご

と
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
1
）
 リ
モ
コ
ン
に
て
試
運
転
を
開
始
す
る

●
 基
板
上
の
デ
ジ
タ
ル
表
示
部
に
往
き
水
温
（
送
水
温
度
）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
例
「
　
　
　
」
…
4
0
.5
℃

（
2
）
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
6
-1
を
「
O
N
」
に
す
る

②
　
　
　
を
押
し
て
設
定
温
度
を
3
0
℃
に
し
、

更
に
　
　
　
を
5
秒
以
上
押
す
。

●
 運
転
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
、
運
転
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
 試
運
転
が
始
ま
り
、
表
示
部
に
「
試
運
転
中
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
 起
動
し
て
い
る
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
と
冷
媒
配
管
の
温
度
か
ら
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
A
、
B
が
正
し
く
配
管
、
配
線
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す

る
。
初
回
電
源
投
入
時
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
A
か
ら
約
5
分
起
動
し
ま
す
。
（
V
EH

-7
1
2
H
C
D
の
み
）

●
 す
べ
て
の
床
暖
房
や
放
熱
器
に
温
水
ま
た
は
冷
水
が
流
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

●
 リ
モ
コ
ン
の
設
定
（
ア
ド
レ
ス
、
熱
動
弁
出
力
）
と
冷
温
水
回
路
の
組
合
せ
が
正
し
い
か
確
認
す
る
。

 ※
正
し
く
な
い
場
合
は
、
「
ア
ド
レ
ス
、
熱
動
弁
の
設
定
を
最
初
か
ら
や
り
直
す
に
は
」
　
　
　
を
参
照
し
再
設
定
す
る
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
往
き
水
温
（
送
水
温
度
）
を
確
認
す
る
。

●
 配
管
接
続
部
や
配
管
に
水
漏
れ
が
な
い
か
確
認
す
る
。

●
 各
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
異
常
音
・
異
常
振
動
が
な
い
か
確
認
す
る
。

●
 密
閉
式
の
場
合
、
循
環
ポ
ン
プ
が
運
転
し
て
い
る
時
に
圧
力
計
の
ゲ
ー
ジ
針
に
微
小
な
振
れ
が
な
い
か
確
認
す
る
。

※
 振
れ
が
あ
る
場
合
は
、
エ
ア
抜
き
　
　
　
　
を
再
度
実
施
す
る
。

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合

①
　
　
　
を
押
す
。

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合

3
方
弁

2
方
弁

●
 運
転
さ
せ
た
と
き
の
リ
モ
コ
ン
の
表
示
部
で
シ
ス
テ
ム
を
確
認
で
き
ま
す
。

※
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
な
い
場
合
は
不
要
で
す
。

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が
な
い
場
合
は
不
要
で
す
。

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

モ
ー
ド

▼
▲

水
温

12
：
00

通
常

設
定
水
温
℃

50

シ
ス
テ
ム

表
示
部

簡
易（

パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）シ

ス
テ
ム

暖
房
の
み

暖
房・

冷
房

・「
設
定
室
温
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

・「
設
定
水
温
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

・「
設
定
水
温
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

・「
暖
房
」「
冷
房
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

モ
ー
ド

▼
▲

水
温

冷
/暖

12
：
00

通
常

設
定
水
温
℃

50
暖
房

暖
房

床
暖
房
シ
ス
テ
ム

暖
房
の
み

暖
房・

冷
房

・「
設
定
室
温
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

・「
暖
房
」「
冷
房
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

④
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
入
」
に
す
る
。

⑤
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
入
」
に
す
る
。

⑥
 『
初
期
設
定
』
　
　
　
　
　
が
終
了
し
て
い
な
い
リ
モ
コ
ン
は
、
試
運
転
前
に
設
定
を
完
了
す
る
。

初 期 設 定 据 付 工 事 後 の 確 認 ／ 試 運 転

試
運
転

P
.4
2
～
4
6

1
.試
運
転
準
備

2
.試
運
転

（
3
）
 以
下
の
項
目
を
確
認
す
る

●
 運
転
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
、運

転
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

据
付
工
事
後
の
確
認

据
付
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
同
梱
の
施
工
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
保
証
書
の
裏
面
）
に
従
っ
て
試
運
転
の
項
目
以
外
を
も
う
一
度
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

不
具
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
必
ず
直
し
て
く
だ
さ
い
。
（
機
能
が
発
揮
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
安
全
性
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
）

お
客
様
立
会
い
で
試
運
転
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

P
.4
5

P
.4
1

①
　
　
　
を
押
す
。

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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48試
運
転
　
つ
づ
き

①
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
6
-4
を
「
O
N
」
に
す
る
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が
試
運
転
を
開
始
し
ま
す
。

●
 熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
デ
ジ
タ
ル
表
示
部
に
「
　
　
　
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

 
※
S
W
6
-1
が
「
O
N
」
の
場
合
は
往
き
水
温
（
送
水
水
温
）
が
表
示
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

●
 リ

モ
コ
ン
の
表
示
部
に
「
強
制
暖
房
運
転
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

試
運
転
が
終
わ
っ
た
ら
必
ず
行
う

次
の
項
目
に
つ
い
て
の
情
報
を
リ
モ
コ
ン
表
示
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
 室
温

●
 外
気
温
　
※
運
転
開
始
か
ら
数
分
間
温
度
が
表
示
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

異
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
 往
き
水
温
（
送
水
温
度
）

●
 戻
り
水
温

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
出
力
表
示

［
モ
ニ
タ
ー
表
示
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

①
 運
転
中
に
　
　
  を
5
秒
以
上
押
す
。

②
 　
　
　
  を
押
し
て
運
転
中
の
画
面
に
戻
る
。

戻
る

戻
る

モ
ニ
タ
ー
表
示

室
温

外
気
温

往
き
水
温

戻
り
水
温

室
外

ユニ
ット
出
力
表
示

20
℃ 7℃ 50
℃

40
℃

10
0％

（
1
）
 シ
ス
テ
ム
全
体
の
エ
ア
抜
き
の
最
終
確
認

（
2
）
 機
器
保
証
書
、
施
工
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
保
証
書
裏
面
）
の
記
入

①
 リ
モ
コ
ン
の
運
転
を
停
止
さ
せ
る
。

②
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
6
-1
、
S
W
6
-4
の
「
O
FF
」
を
確
認
す
る
。

③
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
取
付
け
る
。

④
 各
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
切
」
に
す
る
。

⑤
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
電
源
プ
ラ
グ
を
1
0
0
V
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

⑥
 熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
カ
バ
ー
を
取
付
け
る
。

3
.運
転
状
態
の
情
報
確
認

4
.バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
運
転
確
認

（
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が
な
い
場
合
は
不
要
で
す
）

●
 開
放
式
の
場
合
、
防
錆
循
環
液
の
水
位
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 密
閉
式
の
場
合
、
自
動
空
気
抜
き
弁
か
ら
エ
ア
が
抜
け
な
く
な
り
、
圧
力
ゲ
ー
ジ
の
圧
力
が
低
下
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

施
工
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
（
保
証
書
裏
面
）
に
し
た
が
っ
て
、
も
う
一
度
据
付
工
事
の
点
検
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

機
器
保
証
書
、
施
工
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
ず
お
客
様
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

※
 お
客
様
の
お
手
元
に
機
器
保
証
書
が
な
い
、
ま
た
は
必
要
事
項
が
未
記
入
の
も
の
は
、
当
社
の
機
器
保
証
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

（
3
）
 片
付
け

※
⑤
⑥
は
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
が
な
い
場
合
は
不
要
で
す
。

●
 夏
期
で
の
試
運
転
は
、
設
定
水
温
を
4
5
℃
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

 夏
期
に
お
け
る
暖
房
運
転
の
場
合
に
、
高
温
水
で
運
転
す
る
と
異
常
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
 空
調
負
荷
が
高
い
場
合
や
、
外
気
温
1
5
℃
以
上
で
の
暖
房
運
転
時
は
、
往
き
水
温
（
送
水
温
度
）
が
設
定
水
温
ま
で
上
が
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
5
）
 リ
モ
コ
ン
の
　
　
 を
押
し
て
試
運
転
停
止
す
る

（
4
）
 確
認
後
、
必
ず
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
6
-1
を
「
O
FF
」
に
す
る

お
願
い

②
 バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
運
転
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

運
転
ラ
ン
プ
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
下
面
に
あ
り
ま
す
。

③
 確
認
後
、
必
ず
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
基
板
上
の
S
W
6
-4
を
「
O
FF
」
に
す
る
。

49
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施
工
／
サ
ー
ビ
ス
設
定

販
売
施
工
店
連
絡
先

リ
モ
コ
ン
運
転
情
報

（
1
）
［
停
止
］
画
面
で
 　
　
を
5
秒
以
上
押
す
。

（
2
）
　
　
 ま
た
は
　
　
　
で
各
機
能
を
選
択
し
、
　
　
　
を
押
す
。

（
4
）
　
　
 を
押
し
て
設
定
を
確
定
す
る
。

▲
▼

①
　
　
　

　：
設
定
を
「
無
効
」
に
変
更
す
る
。

－
＋

①
　
　
　

　ま
た
は
　
　
　

　：
温
度
を
変
更
す
る
。

－
＋

①
ま
た
は

：
温
度
を
変
更
す
る
。

決
定

〈
機
能
一
覧
〉

ヒ
ー
タ
ー
長
時
間

運
転
中
表
示
設
定

…
販
売
店
、
施
工
店
の
連
絡
先
を
変
更
し
ま
す
。

…「
ヒ
ー
タ
ー
長
時
間
運
転
中
」
を
非
表
示
に
す
る
場
合
は「

無
効
」に

設
定
し

ま
す
。

　
●
工
場
出
荷
時
：
「
有
効
」

サ
ー
ビ
ス
設
定

電
気
代
単
価
設
定

…
電
気
代
を
計
算
す
る
た
め
の
１
時
間
当
た
り
の
電
気
代
単
価
を
設
定
し
ま
す
。

…
リ
モ
コ
ン
の
運
転
情
報
を
表
示
し
ま
す
。

※
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合
は
「
温
調
O
N
回
数
」
、
「
温
調
O
N
積
算
時
間
」
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。

熱
動
弁
設
定
情
報

…
設
定
済
み
の
リ
モ
コ
ン
の
ア
ド
レ
ス
と
熱
動
弁
出
力
の
対
応
関
係
を
確
認
で
き
ま
す
。

熱
動
弁
出
力
設
定

…
リ
モ
コ
ン
に
連
動
す
る
熱
動
弁
出
力
を
設
定
し
ま
す
。

非
居
室
設
定

…
サ
ニ
タ
リ
ー
な
ど
常
時
人
が
い
な
い
よ
う
な
場
所
に
設
置
し
て
い
る
リ
モ

コ
ン
は
「
有
効
」
に
設
定
し
ま
す
。

※
「
有
効
」
に
す
る
と
送
水
温
度
制
御
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
ま
す
。

室
温
制
御
設
定

…
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
を
サ
ー
モ
バ
ル
ブ
で
制
御
す
る
場
合
、
「
無
効
」
に
設

定
し
ま
す
。

※「
無
効
」に

す
る
と
常
時
温
度
調
節
が
「
Ｏ
Ｎ
」
に
な
り
連
続
通
水
し
ま
す
。

　
（
設
定
室
温
：
非
表
示
、
室
温
調
節
：
設
定
不
可
）

室
温
補
正
設
定

…
リ
モ
コ
ン
の
検
知
す
る
室
温
の
補
正
値
を
設
定
し
ま
す
。

　
●
工
場
出
荷
時
：
0
℃
　
●
設
定
範
囲
：
－
2
～
＋
2
℃

※
リ
モ
コ
ン
付
近
の
温
度
が
部
屋
の
中
央
よ
り
低
い
場
合
は
、
＋
側
に
設
定

す
る
こ
と
で
、
室
温
を
高
め
に
制
御
し
ま
す
。

床
温
キ
ー
プ
範
囲
設
定

…
床
温
を
保
つ
た
め
の
床
暖
房
パ
ネ
ル
へ
の
通
水
を
自
動
調
整
す
る
範
囲
を

設
定
し
ま
す
。

　
●
工
場
出
荷
時
：
3
℃
　
●
設
定
範
囲
：
1
～
5
℃

C
O
2
排
出
係
数
設
定

…
C
O
2
の
排
出
量
に
換
算
す
る
た
め
の
１
時
間
当
た
り
の
排
出
係
数
を
設
定
し

ま
す
。

ア
ド
レ
ス
設
定

…
リ
モ
コ
ン
の
ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
ま
す
。

施
工
設
定

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み

床
暖
房
パ
ネ
ル
設
定

…
リ
モ
コ
ン
に
連
動
す
る
熱
動
弁
が
接
続
さ
れ
て
い
る
床
暖
房
パ
ネ
ル
の
メ

ー
カ
ー
名
を
設
定
し
ま
す
。

▲

▼カ
ー
ソ
ル

終
了

決
定

施
工
／
サ
ー
ビ
ス
設
定

販
売
施
工
店
連
絡
先
の
設
定

販
売
施
工
店
連
絡
先

リ
モ
コ
ン
運
転
情
報

サ
ー
ビ
ス
設
定

施
工
設
定

熱
動
弁
設
定
情
報

決
定

●
 設
定
の
途
中
で
約
1
0
分
間
ボ
タ
ン
操
作
が
な
い
場
合
、
自
動
で
設
定
を
終
了
し
ま
す
。
（
　
　
を
押
す
前
の
画
面
に
戻
り
ま
す
）

 設
定
途
中
の
内
容
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
再
度
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

P
.4
6

P
.5
0

P
4
5

P
.4
2

P
.4
3

P
.5
0

P
.5
0

P
.4
4

●  ［
施
工
/サ

ー
ビ
ス
設
定
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
 機
能
設
定
の
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

（
3
）
 各
機
能
の
設
定
を
行
う
。
（
機
能
の
詳
細
は
下
記
）

●
 設
定
の
途
中
で
　
　
を
押
す
と
設
定
途
中
の
内
容
を
保
存
せ
ず
、
［
施
工
/サ

ー
ビ
ス
設
定
］
画
面
に
戻
り
ま
す
。

［
施
工
／
サ
ー
ビ
ス
設
定
］
画
面
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50施
工
／
サ
ー
ビ
ス
設
定
　
つ
づ
き

設
定
を
変
更
す
る
。

●
工
場
出
荷
時
：
有
効

室
温
制
御
設
定
（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み
）

係
数
の
数
値
を
変
更
す
る
。

●
工
場
出
荷
時
：
0
.4
0
0
kg
/k
W
h-
C
O
2

C
O
2
排
出
係
数
設
定

－
＋

ま
た
は

①
：
排
出
係
数
を
変
更
す
る
。

②
：
桁
を
移
動
す
る
。

設
定
を
変
更
す
る
。

●
工
場
出
荷
時
：
無
効
（
居
室
用
）

非
居
室
設
定
（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み
）

①
：
設
定
を
「
有
効
」
に
変
更
す
る
。

時
刻
設
定

床
温
過
昇
防
止
機
能
設
定（

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み
）

■
そ
の
他
設
定

の
設
定
は
、
別
冊
の
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

、

時
間
帯
を
選
択
し
、
設
定
さ
れ
て
い
る
単
価
を
変
更
す
る
。

●
工
場
出
荷
時
：
2
7
円
/k
W
h

電
気
代
単
価
設
定

▲
▼

ま
た
は

①
：
時
間
帯
を
選
択
す
る
。

－
＋

ま
た
は

：
単
価
を
変
更
す
る
。

②
：
単
価
設
定
に
移
る
。

決
定

決
定

①
：
設
定
を
「
無
効
」
に
変
更
す
る
。

⑤
①
～
④
を
繰
り
返
し
、各

時
間
帯
の
単
価
を
設
定
す
る
。

③ ⑥
：
設
定
を
確
定
す
る
。

③
：
設
定
を
確
定
す
る
。

決
定

②
：
設
定
を
確
定
す
る
。

決
定

②
：
設
定
を
確
定
す
る
。

電
気
代
単
価
設
定

単
価
設
定
に
切
替
：
　
　

ボ
タ
ン

電
気
代
単
価
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い

0　
ー
　
1

1　
ー
　
2

2　
ー
　
3

3　
ー
　
4

時 時 時 時

円
／
ｋ
Ｗ
ｈ

円
／
ｋ
Ｗ
ｈ

円
／
ｋ
Ｗ
ｈ

円
／
ｋ
Ｗ
ｈ

27 27 27 27

ペ
ー
ジ
1/

5

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

決
定

ー
＋

決
定

C
O
2
排
出
係
数
設
定

桁
移
動
：
　

ボタ
ン

電
力
量

1ｋ
Ｗ
ｈ
当
り
の
排
出
係
数
を

入
力
し
て
く
だ
さ
い

kg
/k
W
h

0
．
4
0
0

係
数

戻
る

決
定

非
居
室
設
定

設
定
範
囲
：
本

リモ
コン
の
み

居
室
以
外
に
ご
利
用
の
場
合
は

「
有
効
」
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い

／
有
効

無
効 戻
る

決
定

室
温
制
御
設
定

設
定
範
囲
：
本

リモ
コン
の
み

室
温
制
御
を
し
な
い
場
合
は

「
無
効
」
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い

無
効

／
有
効

④
：
時
間
帯
選
択
に
戻
る
。

■
こ
ん
な
と
き
は
、
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い

現
　
　
　
象

確
認

事
項

リ
モ
コ
ン
の
表
示
部
に「

シ
ス
テ
ム
と

通
信
中
」
と
表
示
さ
れ
た
ま
ま
操
作
で

き
な
く
な
る

リ
モ
コ
ン
と
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
間
で
シ
ス
テ
ム
情
報
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
シ
ス
テ
ム
情
報
の
確
認
に
は
数
十
秒
～
数
分
か
か
り
ま
す
。

長
時
間
確
認
状
態
が
継
続
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
以
下
の
項
目
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
気
配
線
の
接
続
や
機
器
の
据
付
け
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
。

●
リ
モ
コ
ン
の
通
信
線
の
総
延
長
は
1
0
0
m
以
内
か
。

●
リ
モ
コ
ン
の
通
信
線
が
電
源
線
な
ど
ノ
イ
ズ
源
と
な
る
も
の
の
近
傍
に
這
い
ま
わ
さ
れ
て
い
な
い
か
。

設
定
温
度
に
達
し
な
い
　
暖
ま
ら
な
い

水
温
が
上
が
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

循
環
ポ
ン
プ
の
運
転
音
・
振
動
が
気
に
な
る

循
環
ポ
ン
プ
が
傾
い
た
り
、
金
属
部
に
接
触
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

循
環
ポ
ン
プ
位
置
を
調
整
す
る
。

水
温
が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い

複
数
の
放
熱
器
を
同
時
に
運
転
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

※
放
熱
器
を
一
斉
に
運
転
す
る
と
水
温
が
適
温
に
な
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

運
転
開
始
し
て
数
分
後
に
熱
交
換
ユ

ニ
ッ
ト
用
ブ
レ
ー
カ
ー
が
落
ち
る

ブ
レ
ー
カ
ー
容
量
が
適
切
で
あ
る
か
確
認
す
る
。

ア
ー
ス
接
地
（
Ｄ
種
接
地
）
を
確
認
す
る
。

リ
モ
コ
ン
の
運
転
ラ
ン
プ
が
点
滅
す
る

低
外
気
温
度
（
お
よ
そ
ー
2
0
℃
を
下
回
る
）
の
た
め
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
保
護
停
止
中
で

あ
る
か
、
外
気
温
度
が
動
作
保
証
の
範
囲
外
よ
り
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
外
気
温

度
が
上
記
の
温
度
を
上
回
る
と
自
動
で
解
除
さ
れ
ま
す
。

51
※
そ
の
他
の
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
裏
面
に
貼
付
け
の
エ
ラ
ー
表
示
一
覧
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

①
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
は
単
相
2
0
0
V
で
あ
る
こ
と
。

②
ア
ー
ス
接
地
（
Ｄ
種
接
地
）
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
（
1
ヶ
所
の
み
）

③
接
続
不
可
な
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
通
信
線
が
接
続
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

④
通
信
線
の
余
剰
（
渦
巻
き
状
な
ど
）
を
取
除
く
。

⑤
通
信
線
と
電
源
線
な
ど
A
C
系
の
配
線
を
極
力
離
し
て
敷
設
す
る
。（

1
0
0
㎜
以
上
）

⑥
多
芯
ケ
ー
ブ
ル
で
他
シ
ス
テ
ム
の
信
号
線
と
一
緒
に
配
線
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

リ
モ
コ
ン
と
の
通
信
異
常

交
互
表
示

施 工 ／ サ ー ビ ス 設 定

■
よ
く
あ
る
エ
ラ
ー
コ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
構
成
異
常 交
互
表
示

①
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
は
単
相
2
0
0
V
で
あ
る
こ
と
。

②
ア
ー
ス
接
地
（
Ｄ
種
接
地
）
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
（
1
ヶ
所
の
み
）

③
リ
モ
コ
ン
線
が
短
絡
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
熱
動
弁
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
接
続
さ
れ
た
リ
モ
コ
ン
通
信
線
が
短
絡
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
シ
ス
テ
ム
の
タ
イ
プ
別
設
定
を
確
認
す
る
。

●
S
W
5
の
ス
イ
ッ
チ
設
定
。

交
互
表
示

①
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
は
単
相
2
0
0
V
で
あ
る
こ
と
。

②
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
タ
ン
ク
内
の
水
位
確
認
し
、
防
錆
循
環
液
を
補
充
す
る
。

※
配
管
に
漏
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
。

水
切
れ
異
常

①
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
（
2方

弁
、
3方

弁
）
開
状
態
の
こ
と
。

②
ヘ
ッ
ダ
ー
の
止
水
バ
ル
ブ
が
開
き
、
下
側
へ
引
き
お
ろ
し
て
あ
る
こ
と
。

③
高
温
水
か
ら
の
初
回
運
転
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
上
記
が
正
し
い
場
合
に
は
、
一
回
路
毎
に
試
運
転
を
行
う
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ル
ブ
閉
異
常

交
互
表
示

①
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
は
単
相
2
0
0
V
で
あ
る
こ
と
。

②
リ
モ
コ
ン
線
が
短
絡
し
て
い
な
い
こ
と
。

リ
モ
コ
ン
線
短
絡
異
常

交
互
表
示

確
認

事
項

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
表
示

P
.3
4
～
3
9

�エコヌクールピコ・レオ据付工事説明
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こ
の
説
明
書
は
、

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

6
.試
運
転

●
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
付
属
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
い
試
運
転
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

5
.水
張
り

●
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
付
属
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
い
水
張
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
前
面
パ
ネ
ル
の
ね
じ
2
本
を
は
ず
す
。

②
前
面
パ
ネ
ル
を
は
ず
す
。

③
電
源
線
を
接
続
す
る
。

●
電
源
：
単
相
2
0
0
V

●
配
線
：
V
V
Fφ
1
.6
（
最
大
こ
う
長
1
4
m
）
、
ま
た
は

V
V
Fφ
2
.0
（
最
大
こ
う
長
2
3
m
）

●
漏
電
し
ゃ
断
器
：
1
5
A
　1
5
m
A

④
電
源
線
を
ク
ラ
ン
プ
で
固
定
す
る
。

⑤
ア
ー
ス
工
事
を
す
る
。

住
宅
よ
り
電
源
線
と
共
に
引
出
さ
れ
て
い
る
D
種
接
地
工
事

さ
れ
た
ア
ー
ス
線
を
接
続
す
る
。

●
配
線
：
IV
φ
2
.0

漏
電
し
ゃ
断
器
を
O
N
に
す
る
。

⑥
前
面
パ
ネ
ル
を
元
通
り
に
取
付
け
る
。

架
台
内
設
置
の
場
合
は
、
架
台
の
パ
ネ
ル
を
取
付
け
る
。

⑦
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
付
属
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
い
熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
配
線
接
続
を
す
る
。

電
気
配
線
を
す
る

4
.据
付
け
（
つ
づ
き
）

3

お
願
い

●
電
気
配
線
を
す
る
と
き
は
必
ず
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
ブ
レ
ー
カ

を
切
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

中
津
川
製
作
所
　〒
5
0
8
－
8
6
6
6
　岐
阜
県
中
津
川
市
駒
場
町
1
番
3
号

前
面
パ
ネ
ル

① ①②

③

④⑤⑤

⑥漏
電

し
ゃ
断
器

電
源
線 電
源
線

ね
じ

制
御
線

ね
じ

ね
じ

ア
ー
ス

ク
ラ
ン
プ

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

形
　
名

V
E
Z-
20
H
T2

据
付
工
事
説
明
書

販
売
店
・
工
事
店
様
用

1
.安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

●
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
改
造
や
必
要
以
上
の
分
解
は
し
な
い

　
火
災
・
感
電
・
け
が
の
原
因
。

分
解
禁
止

●
製
品
を
水
の
か
か
る
と
こ
ろ
に
据
付
け
な
い

　
漏
電
・
感
電
の
原
因
。

水
ぬ
れ
禁
止

●
ア
ー
ス
を
確
実
に
取
付
け
る

　
故
障
や
漏
電
の
と
き
に
感
電
の
原
因
。

ア
ー
ス
確
認

指
示
に
従
う

1
6
0
8
8
7
4
H
D
6
2
0
3

■
据
付
工
事
を
始
め
る
前
に
こ
の
据
付
工
事
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、
正
し
く
安
全
に
据
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
据
付
工
事
は
販
売
店
様
・
工
事
店
様
が
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
間
違
っ
た
工
事
は
故
障
や
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
電
気
工
事
は
販
売
店
・
工
事
店
様
に
お
い
て
有
資
格
者
で
あ
る
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
（
無
資
格
者
の
電
気
工
事
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
）

■
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
け
に
つ
い
て
は
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
据
付
け
の
前
に
安
全
に
関
す
る
こ
と
を
把
握

し
、
使
用
部
材
な
ど
の
確
保
、
お
よ
び
据
付
場

所
の
確
認
を
す
る
。

●
据
付
け
や
配
管
・
配
線
工
事
は
正
確
で
確
実
に

実
施
す
る
。

●
据
付
け
後
に
は
お
客
様
に
引
渡
し
で
き
る
こ
と

を
確
認
す
る
。

製
品
据
付
け
の
ポ
イ
ン
ト

警
告

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結

び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の

●
電
源
は
単
相
2
0
0
V
を
使
用
す
る

　
電
源
を
間
違
え
る
と
感
電
や
火
災
の
原
因
。

●
据
付
け
は
、
製
品
質
量
に
十
分
耐
え
る
と
こ
ろ
に
確
実
に
行
う

　
強
度
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
に
据
付
け
る
と
ユ
ニ
ッ
ト
が
転
倒

し
、
け
が
の
原
因
。

●
端
子
台
接
続
部
は
、
指
定
の
電
線
を
使
用
し
、
抜
け
な
い
よ
う

に
確
実
に
接
続
す
る

　
接
続
に
不
備
が
あ
る
と
火
災
の
原
因
。

●
電
気
工
事
は
電
気
設
備
技
術
基
準
や
内
線
規
程
に
従
っ
て
有
資

格
者
で
あ
る
電
気
工
事
士
が
安
全
・
確
実
に
行
う

　
接
続
不
良
や
誤
っ
た
電
気
工
事
は
感
電
や
火
災
の
原
因
。

●
据
付
工
事
部
品
は
、
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品
を
使
用
す
る

　
部
品
に
不
備
が
あ
る
と
火
災
・
感
電
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
転
倒
に
よ

る
け
が
・
水
漏
れ
の
原
因
。

●
火
災
予
防
条
例
な
ど
法
令
の
基
準
を
守
る

　
誤
っ
た
工
事
は
火
災
の
原
因
。

●
漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
付
け
る

　
取
付
け
な
い
と
感
電
の
原
因
。

注
意

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に

軽
傷
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど

の
物
的
損
害
に
結
び
つ
く
も
の

禁
止

指
示
に
従
う

●
高
温
と
な
る
場
所
や
直
接
炎
が
あ

た
っ
た
り
、
油
煙
の
多
い
場
所
に

は
据
付
け
な
い

　
火
災
の
原
因
。

●
可
燃
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
所
に
は
据
付
け
な
い

　
万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
周

囲
に
た
ま
る
と
、
爆
発
の
原
因
。

●
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
は
確
実
に
取
付
け
る

　
ほ
こ
り
・
湿
気
な
ど
の
侵
入
に
よ

り
、
漏
電
・
火
災
の
原
因
。

●
据
付
後
長
期
間
使
用
し
な
い
場
合

は
、
必
ず
分
電
盤
の
ブ
レ
ー
カ
を
切

る
　
絶
縁
劣
化
に
よ
る
感
電
や
漏
電
火
災

の
原
因
。

●
据
付
け
の
際
は
手
袋
を
着
用
す
る

　
着
用
し
な
い
と
け
が
の
原
因
。

●
配
管
工
事
は
、
据
付
工
事
説
明
書
に

従
っ
て
確
実
に
行
う

　
工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、
ユ
ニ
ッ
ト

か
ら
水
が
滴
下
し
て
家
財
な
ど
を
濡

ら
し
、
汚
損
の
原
因
。

バックアップヒーターユニット据付工事説明11
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2
.バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
据
付
位
置

3
.外
形
寸
法
図
、
据
付
け
場
所
の
選
定

●
屋
内
（
非
居
室
）
に
据
付
け
る
（
屋
外
は
禁
止
）
。

●
壁
据
付
け
で
設
置
す
る
。

●
サ
ー
ビ
ス
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
た
所
定
の
必
要
周

囲
空
間
を
確
保
す
る
。
（
右
図
）

●
配
管
接
続
口
が
下
向
き
、
横
向
き
に
な
る
よ
う

に
据
付
け
る
。

（
配
管
接
続
口
上
向
き
、
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
下

向
き
据
付
け
は
禁
止
）

●
高
所
（
1
.8
m
以
上
）
据
付
け
禁
止
。

■
外
形
寸
法
図

■
据
付
場
所
の
選
定

1
7
0
（
取
付
ね
じ
ピ
ッ
チ
）

1
7
0

（
取
付
ね
じ
ピ
ッ
チ
）

2
0
4

9
2

（
配
管
ピ
ッ
チ
）

44
150

365
410（取付ねじピッチ）

440

300以上 600以上300以上

4
.据
付
け

水
配
管
を
接
続
す
る

本
体
の
取
り
は
ず
し
が
で
き
る
よ
う
に
ユ
ニ
オ
ン
継
ぎ
手
、
ナ

ッ
ト
付
き
銅
管
ア
ダ
プ
タ
ー
を
使
っ
て
接
続
す
る
。
（
R
3
/4
）

※
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の
配
管
接
続
の
向
き
（
入
口
/出
口
）

に
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
ナ
ッ
ト
付
銅
管
ア
ダ
プ
タ
ー
を
配
管
接
続
口
に
差
し
込

み
、
ナ
ッ
ト
を
締
め
付
け
固
定
す
る
。

※
ナ
ッ
ト
を
締
め
付
け
る
と
き
は
必
ず
相
手
部
品
を
ス
パ
ナ
な
ど
で
固
定

し
て
、
ね
じ
れ
な
ど
が
な
い
よ
う
に
締
め
付
け
る
こ
と
。

②
配
管
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
バ
ル
ブ
を
設
け
る
。

③
配
管
・
バ
ル
ブ
を
厚
さ
1
0
ｍ
ｍ
以
上
の
断
熱
材
で
断
熱
す
る
。

④
簡
易
シ
ス
テ
ム
で
冷
房
を
行
う
場
合
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー

タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
出
口
側
に
別
売
の
電
磁
弁
を
取
付
け
る
。

（
電
磁
弁
を
取
付
け
な
い
と
温
水
専
用
端
末
へ
冷
水
が
流
れ
結
露
し
ま
す
）

●
電
磁
弁
の
取
付
け
に
つ
い
て
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
据

付
工
事
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
入
口
側
に
取
付
け
る
と
電
磁
弁
が
結
露
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

●
付
属
の
木
ね
じ
4
本
で
壁
に
固
定
す
る
。

警
告

●
据
付
工
事
部
品
は
、
必
ず
当
社
付
属
部
品
お
よ
び
指
定
の
部
品

を
使
用
す
る

　
部
品
に
不
備
が
あ
る
と
火
災
・
感
電
・
ユ
ニ
ッ
ト
の
転
倒
に
よ

る
け
が
・
水
漏
れ
の
原
因
。

警
告

●
据
付
け
は
製
品
質
量
に
十
分
耐
え
る
と
こ
ろ
に
確
実
に
行
う

　
強
度
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
に
据
付
け
る
と
ユ
ニ
ッ
ト
が
転
倒

し
、
け
が
の
原
因
。

1 2

木
ね
じ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

バ
ル
ブ 放
熱
器
側

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット
接
続
口（
R
3
/4
）

①

②
②

④
バ
ル
ブ

電
磁
弁

（
簡
易
シ
ス
テ
ム
で

冷
房
を
行
う
場
合
）

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

熱
交
換

ユ
ニ
ット
側

〈
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
〉

 

冷
媒
配
管
 

温
水
配
管
 

配
管
サ
イ
ズ
 

φ
2
2
.2
2
（
推
奨
）  

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
ヘ
ッ
ダ
ー
の
間
の
往
き

配
管
の
途
中
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。  

 

〈
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
〉 放

熱
器
へ
 

冷
媒
配
管
 

冷
温
水
配
管
 配
管
サ
イ
ズ
φ
2
2
.2
2
（
推
奨
）

 

■
冷
水
を
利
用
す
る
場
合
 

冷
水
利
用
端
末
へ
 

主
管
分
岐
 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
ヘ
ッ
ダ
ー
の
間
の

往
き
配
管
の
途
中
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット
接
続
例

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット
電
磁
弁

温
水
専
用
端
末往
き

往
き

冷
温
水
利
用

端
末

戻
り

熱
交
換
ユ
ニ
ット

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット
接
続
例

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

熱
動
弁

往
き

戻
り

熱
交
換
ユ
ニ
ット

床
暖
房
パ
ネ
ル

床
暖
房
パ
ネ
ル

熱
交
換
ユ
ニ
ット

熱
交
換
ユ
ニ
ット
架
台

室
外
ユ
ニ
ット

熱
動
弁
付

ヘ
ッ
ダ
ーヘ
ッ
ダ
ー

熱
交
換
ユ
ニ
ット
架
台

室
外

ユ
ニ
ット

熱
交
換
ユ
ニ
ット

電
磁
弁

ヘ
ッ
ダ
ー

単
位（
m
m
）

単
位（
m
m
）

�バックアップヒーターユニット据付工事説明
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ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム

床
暖
房
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

1
6
0
8８
７
４
HＪ
７
８
０
2

据
付
工
事
・
取
扱
説
明
書

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

使
用
方
法

形
  名 V
P

Z-
8P

C
4･

V
P

Z-
8P

C
4-

16
N

B

こ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、
三
菱
床
暖
房
パ
ネ
ル
と
組
合
わ
せ
て
使
用
し
、
床
暖
房
パ
ネ
ル
の
温
度
調
節
を
行
う
も
の
で
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

ご
使
用
の
前
に
こ
の
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、
正
し
く
安
全
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
読
み
に
な
っ
た
後
は
、
お
使
い
に
な
る
方
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
添
付
別
紙
の
お
客
さ
ま
相
談
窓
口
一
覧

表
と
と
も
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

据
付
工
事
を
始
め
る
前
に
こ
の
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、
正
し
く
安
全
に
据
付
け
て
く
だ
さ
い
。

据
付
工
事
は
販
売
店
・
工
事
店
様
に
お
い
て
有
資
格
者
で
あ
る
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

据
付
工
事
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
　
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

据
付
工
事
終
了
後
は
、
必
ず
こ
の
説
明
書
を
お
客
様
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

●
改
造
や
必
要
以
上
の
分
解
は
し
な
い

　
（
火
災
や
感
電
の
原
因
）

●
交
流
１
０
０
V
を
使
用
す
る

　
（
火
災
や
感
電
の
原
因
）

●
直
接
水
の
か
か
る
と
こ
ろ
に
据
付
け
な
い

　
（
漏
電
や
感
電
の
原
因
）

●
台
所
な
ど
で
直
接
炎
が
あ
た
る
お
そ
れ
の

あ
る
場
所
に
は
据
付
け
な
い

　
（
火
災
の
原
因
）

●
浴
室
内
据
付
け
や
、
屋
外
据
付
け
を
し
な

い
　
（
火
災
や
感
電
の
原
因
）

●
電
気
工
事
は
電
気
設
備
技
術
基
準
や
内
線

規
程
に
従
っ
て
有
資
格
者
で
あ
る
電
気
工

事
士
が
安
全
・
確
実
に
行
う

　
（
接
続
不
良
や
誤
っ
た
電
気
工
事
は
感
電

や
火
災
の
原
因
）

●
漏
電
し
ゃ
断
器
を
設
け
た
コ
ン
セ
ン
ト
を

使
用
す
る

　
（
漏
電
し
た
場
合
、
感
電
や
火
災
の
原

1
. 暖

房
運
転

2
. 床

温
調
節

3
. 運

転
停
止

熱
源
機
が
運
転
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

（
1）

運
転
ス
イ
ッ
チ
を
「
入
」
に
す
る
。

●
運
転
ラ
ン
プ
（
緑
色
）
が
点
灯
し
ま
す
。

●
熱
動
弁
が
開
く
ま
で
に
は
約
4
分
間
か
か
り
ま
す
。

家
屋
の
暖
房
負
荷
や
表
面
仕
上
材
の
種
類
に
よ
り
、
熱
の

伝
わ
り
か
た
が
異
な
り
ま
す
の
で
床
温
調
節
表
示
を
目
安

と
し
、
快
適
な
温
度
に
調
節
す
る
。

運
転
ス
イ
ッ
チ
を
「
切
」
に
す
る
。

●
電
源
ラ
ン
プ
（
緑
色
）
が
消
え
、
暖
房
運
転
を
停
止
し
ま
す
。

電
源
コ
ー
ド
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

運
転
ス
イ
ッ
チ
を
「
切
」
に
し
た
だ
け
で
は
制
御
回
路
な
ど
に
0
.8
W
の
電
力
を
消
費
し
ま
す
。

●
次
の
よ
う
な
か
た
が
ご
使
用
に
な
る
場
合
は
、
周
囲
の
か
た
が
十
分
注
意
し
て
低
温
や
け
ど
な
ど
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

●
乳
幼
児
・
お
子
様
・
お
年
寄
り
・
ご
病
人
や
お
身
体
の
不
自
由
な
か
た
。

●
皮
膚
の
弱
い
か
た
。
疲
労
の
激
し
い
と
き
。

●
深
酒
や
睡
眠
薬
を
使
用
さ
れ
た
と
き
、
ま
た
心
臓
病
な
ど
で
身
体
を
暖
め
る
こ
と
を
医
師
か
ら
止
め
ら
れ
て
い
る
か

た
。

●
床
面
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

床
材
が
薄
い
場
合
、
高
温
の
設
定
で
長
時
間
接
触
す
る
と
低
温
や
け
ど
を
お
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
床
暖
房
の
上
に
直
接
、
発
火
の
お
そ
れ
の
あ
る
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
2） メ
モ

●
一
般
的
に
木
質
床
材
の
場
合
は
、温
度
を
上
げ
す
ぎ
る
と
、そ
り
、

狂
い
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、温
度
調
節
は
低
目
で
の
ご

使
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
終
了
時
や
長
期
間
使
用
し
な
い
場
合

床
暖
房
を
ご
使
用
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

こ
の
説
明
書
は
、

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

中
津
川
製
作
所
　〒

5
0
8
-8
6
6
6
  岐

阜
県
中
津
川
市
駒
場
町
1
番
3
号

・
こ
の
製
品
は
日
本
国
内
用
で
す
の
で
日
本
国
外
で
は
使
用
で
き
ず
、
ま
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
で
き
ま
せ
ん
。

Th
is
 a
pp
lia
nc
e 
is
 d
es
ig
ne
d 
fo
r 
us
e 
in
 J
ap
an
 o
nl
y 
an
d 
ca
n 
no
t 
be
 u
se
d 
in
 a
ny
 o
th
er
 c
ou
nt
ry
. 

N
o 
se
rv
ic
in
g 
is
 a
va
ila
bl
e 
ou
ts
id
e 
of
 J
ap
an
.

工
事
店

様
へ

お
客

様
へ

運
転
ラ
ン
プ

運
転
ス
イ
ッ
チ

床
温
調
節
つ
ま
み

カーペット

木
質
床
材

クッションフロアー

低
温

高
温

床
温
調
節
の
目
安

注
意

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
軽
傷
ま
た
は

建
物
・
家
財
な
ど
の
物
的
損
害
に
結
び
つ
く

警
告

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
死
亡
や
重
傷
な

ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の

分
解
禁
止

水
ぬ
れ
禁
止

指
示
に
従
う

禁
止

浴
室
取
付
禁
止

指
示
に
従
う

水
を
か
け
た
り
水
の
付
い
た
手
で
ス
イ
ッ
チ
の
入・

切
を

し
な
い

（
漏
電
や
感
電
の
原
因
）

注
意

床暖房コントローラ−据付工事説明12
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部
品
の
な
ま
え
と
個
数

シ
ス
テ
ム
概
要
と
据
付
場
所

据
付
方
法

カ
バ
ー
固
定
ね
じ
4
本
を
は

ず
し
、
カ
バ
ー
と
ケ
ー
ス
に

分
解
す
る
。

水
平
取
付
・
逆
取
付
け
を
し
な
い
。

水
が
入
り
漏
電
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

リ
モ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
取
付
け

制
御
ボ
ッ
ク
ス
の
取
付
け

リ
モ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
…
…
1
個

制
御
ボ
ッ
ク
ス
…
…
1
個

化
粧
テ
ー
プ
…
…
1
枚

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
…
…
2
枚

保
温
材
…
…
1
枚

木
ね
じ
…
…
3
本

ジ
ョ
イ
ント

パ
イ
プ
…
…
2本

ジ
ョ
イ
ント

ナ
ット

…
…
2個

十
字
穴
付
き
皿
ね
じ
M
4
…
2
本

熱
動
弁
…
…
1
個

■
1
つ
の
電
源
で
多
回
路
接
続
す
る
場
合
（
最
大
8
回
路
ま
で
接
続
可
能
）

熱
動
弁
の
取
付
け

熱
動
弁
の
配
線

※
熱
動
弁
の
　
 印
表
示
と
循
環
水
の
流
れ
方
向
を
必
ず
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
（
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

1
リ
モ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
の
分
解

2
通
信
線
接
続
コ
ー
ド
の
引
込
み

3
通
信
線
の
接
続（
リ
モ
コ
ン
側
）

1

通
信
線
を
接
続
す
る

3

ケ
ー
ス
の
「
上
」
の
文
字
を
上

側
に
し
て
付
属
の
木
ね
じ
3

本
で
壁
面
に
固
定
す
る
。

（
金
属
ケ
ー
ス
と
樹
脂
ケ
ー

ス
を
共
締
め
し
て
く
だ
さ

2

配
線
後
カ
バ
ー
を
元
通
り
取

付
け
る
。

4

1
. 付

属
の
熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
を
、
制
御
ボ
ッ
ク
ス
内
端
子
に
接
続
す
る
。

2
. 熱

動
弁
の
リ
ー
ド
線
と
、
制
御
ボ
ッ
ク
ス
内
か
ら
の
熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
を
付
属
の
圧
着
端
子
（
大
）
で
か
し
め
る
。

　
●
熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線
は
適
切
な
長
さ
に
調
整
し
、
切
断
す
る
。

●
圧
着
端
子
に
水
分
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

温
度
検
知
サ
ー
ミ
ス
タ
ー
の

温
水
戻
り
管
へ
の
取
付
位
置

は
、
各
温
水
回
路
の
集
ま
る

ヘ
ッ
ダ
ー
管
か
ら
、
5
0
cm

程
度
離
し
た
位
置
に
取
付
け

て
く
だ
さ
い
。
（
ヘ
ッ
ダ
ー

管
に
あ
ま
り
近
い
と
他
温
水

回
路
の
影
響
で
温
度
制
御
が

正
常
に
動
作
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

5

4
操
作
パ
ネ
ル
の
固
定

床
温
調
節
つ
ま
み
を
取
外
し
、操

作
パ
ネ
ル
と
リ
モ
コ
ン
本
体
を
分
解
す

る
。

1
.リ
モ
コ
ン
本
体
か
ら
出
て
い

る
リ
ー
ド
線
と
、制

御
ボ
ッ
ク

ス
か
ら
の
通
信
線
を
付
属
の

圧
着
端
子（

小
）で

か
し
め
、

ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
納

め
る
。

2
.リ
モ
コ
ン
本
体
を
付
属
の
十

字
穴
付
き
皿
ね
じ
M
4
で
ス

イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
に
固
定
す

る
。

あ
ら
か
じ
め
壁
に
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ

ク
ス
を
埋
込
み
、制

御
ボ
ッ
ク
ス

か
ら
通
信
線
を
図
の
よ
う
に
引

込
む
 。

※
通
信
線
は
P
V
C
単
線
φ

0
.6
5
～
φ
1
.2
、ま

た
は
よ

り
線
0
.3
～
1
.2
5
m
m

2
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

操
作
パ
ネ
ル
を「

パ
チ

ン
と
音
が
す
る
ま
で
押

さ
え
て
は
め
込
み
、床

温
調
節
つ
ま
み
を
元
ど

お
り
取
付
け
る
。

1
個
用
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス・

カ
バ
ー

な
し（

JI
S
  
C
  
8
3
4
0
）を

用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク

ス
へ
の
取
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

120

70

単
位
（
m
m
）

単
位
（
m
m
）

（
V
P
Z
-8
P
C
4
用
）

（
V
P
Z
-8
P
C
4
の
み
）

（
V
P
Z
-8
P
C
4
の
み
）

（
V
P
Z
-8
P
C
4
-1
6
N
B
用
）

5
/8
-1
8
U
N
Fね

じ
（
フ
レ
ア
接
続
）

R
1
/2
(P
T1

/2
)

屋
内
ま
た
は
床
下

通
信
線

（
市
販
2
芯
 電

話
線
）

制
御
ボ
ッ
ク
ス

熱
動
弁

温
度
検
知
サ
ー
ミ
ス
タ
ー

温
水
往
き
管

床
暖
房
パ
ネ
ル

熱
源
機

温
水
戻
り
管

床
暖
房
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

屋
内

●
熱
動
弁
・
制
御
ボ
ッ
ク
ス
は

屋
内
ま
た
は
床
下
に
取
付
け

る
。

●
圧
着
端
子
に
水
分
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

1
台
の
制
御
ボ
ッ
ク
ス
の
み
電
源
コ
ー
ド
を
そ
の
ま
ま
に
し
ま
す
。
そ
の
他
の
制
御
ボ
ッ
ク
ス
の
電
源
コ
ー
ド
を
端
子
台
か

ら
取
り
は
ず
し
、
各
制
御
ボ
ッ
ク
ス
端
子
台
（
電
源
部
）
を
渡
り
線
で
接
続
す
る
。

渡
り
線
 ：
 極
性
な
し
、
電
源
コ
ー
ド
を
切
断
し
、
両
端
に
絶
縁
被
覆
付
端
子
（
U
形
ま
た
は
O
形
）
を
か
し
め
る
。

　
　
　
　
（
6
0
0
V
ビ
ニ
ー
ル
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル
0
.7
5m
m

2
以
上
を
使
用
）

●
リ
モ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
は
日
常
操
作
し
や

す
い
場
所
に
取
付
け
る
。

●
リ
モ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
は
高
温
お
よ
び
直

射
日
光
を
避
け
た
場
所
に
取
付
け
る
。

●
コ
ー
ド
の
最
大
延
長
長
さ
は
次
の
通

り
で
す
。あ

ら
か
じ
め
長
さ
を
考
慮
し

て
据
付
場
所
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

通
信
線（

市
販
2
芯
） ：
 5
0
m

温
度
検
知
サ
ー
ミ
ス
タ
ー
リ
ード

 ： 
1
m

リ
モ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス

〈
配
管
例
〉

〈
配
管
例
〉

〈
熱
動
弁
取
付
け
角
度
〉

〈
接
続
方
法
〉

制
御
ボ
ッ
ク
ス

渡
り
線
端
子
台

●
熱
動
弁
取
付
角
度
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
分
が

下
に
向
か
な
い
よ
う
下

図
の
範
囲
で
固
定
し
て

く
だ
さ
い
。

銅
パ
イ
プ

（
戻
り
管
）

保
温
材

化
粧
テ
ー
プ（

銅
パ
イ
プ
に
接
触
す
る
こ
と
）

温
度
検
知
サ
ー
ミ
ス
タ
ー

ア
ル
ミ
テ
ー
プ

熱
動
弁
接
続

リ
ー
ド
線
…
1
個

圧
着
端
子
（
大
）

（
熱
動
弁
用
）…

2個

圧
着
端
子
（
小
）

（
通
信
線
用
）…

2個

90
゜

90
゜

90
゜

90
゜

V
P
Z
-8
P
C
4
の
場
合

1
. 付

属
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
パ
イ
プ
を
付
属
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ナ
ット

で
熱
動
弁
に
締
付
け
る
。

：フ
レ
ア
接
続（

締
付
ト
ル
ク：
1
5
N・
m
）

2
. ジ

ョ
イ
ン
ト
パ
イ
プ
と
温
水
配
管
を
ろ
う
付
け
す
る
。

V
P
Z
-8
P
C
4
-1
6
N
B
の
場
合

お
願
い

お
願
い

1
. 銅

管
継
手（

市
販
品
）と

温
水
配
管（

1
0
0
m
m
以
上
）を

ろ
う
付
け
す
る
。

2
. 銅

管
継
手
を
熱
動
弁
に
締
付
け
る
。（
締
付
ト
ル
ク：
1
5
N・
m
）

3
. ユ

ニ
オ
ン
継
手（

市
販
品
）で

温
水
配
管
を
接
続
す
る
。

…
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、温

水
配
管
の
途

中
に
ユ
ニ
オ
ン
継
手
を
使
用
す
る
。

●
熱
動
弁
へ
の
熱
影
響
を
与
え
な
い
た
め
、必

ず
接
合
部
か
ら
1
0
0
m
m
以
上
離
し
た
位
置
で
ろ
う
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
漏
れ
・
誤
動
作
防
止
の
た
め
、
シ
ー
ル
テ
ー
プ
や
ご
み
が
熱
動
弁
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
気
ろ
う
付
機
、ろ

う
材
、フ

ラ
ッ
ク
ス
は
、
当
社
推
奨
品
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

V
P
Z
-8
P
C
4

V
P
Z
-8
P
C
4

-1
6
N
B

1/
2

（
φ
15

.8
8）

1/
4

（
φ
9.
52

）

φ
8

形
名

暖
房

配
管
径

配
管
例

付
属
ジ
ョ
イ
ン
ト
パ
イ
プ

温
水
配
管

ろ
う
付
け

ソ
ケ
ッ
ト

（
市
販
品
）

付
属
ジ
ョ
イ
ン
ト
パ
イ
プ

温
水
配
管

ろ
う
付
け

ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト

ブ
ッ
シ
ン
グ

壁

パ
テ

（
市
販
品
）

電
線
管

上
・
下
方
向
の
み

取
出
し

8
0

1
0

通
信
線

総
延
長
：
5
0
m
以
内

JI
S
1
個
用
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス

単
位
（
m
m
）

配
線
図

1
.先

端
を
1
0
m
m
皮
む
き
し
た

通
信
線
を
速
結
端
子
に
確
実

に
差
し
込
む
。（
無
極
性
）

※
接
続
後
、通

信
線
を
軽
く
引

っ
張
っ
て
抜
け
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
.通

信
線
な
ど
コ
ー
ド
を
挟
み
込

ま
な
い
よ
う
カ
バ
ー
を
ね
じ
4

本
で
締
め
付
け
る
。

　
木
ね
じ

（
付
属
部
品
）

カ
バ
ー
固
定
ね
じ

カ
バ
ー

上

ケ
ー
ス

（
金
属
、樹

脂
ケ
ー
ス
2
重
構
造
）

制
御
ボ
ッ
ク
ス

速
結
端
子

通
信
線

通
信
線

操
作
パ
ネ
ル

床
温
調
節

つ
ま
み

リ
モ
コ
ン
本
体

十
字
穴
付
皿
ね
じ

M
4×

2

圧
着
端
子（

小
）

ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス

リ
モ
コ
ン
本
体

操
作
パ
ネ
ル

床
温
調
節

つ
ま
み

リ
モ
コ
ン
本
体

温
度
検
知
サ
ー
ミ
ス
タ
ー

有
効
長
1
.0
m

電
源
コ
ー
ド

有
効
長
1
.0
m

通
信
線

92

152

単
位
の
換
算

1
N
･m
＝
1
0
kg
f･
cm

上
記
の
式
で
換
算
し
ま
す
。

温
水
配
管

銅
管
継
手
（
市
販
品
）

ろ
う
付
けユ
ニ
オ
ン
継
手（

市
販
品
）

試
運
転

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
の
据
付
け
完
了
後
、
お
客

様
の
立
会
い
の
も
と
試
運
転
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
次
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い

●
接
続
部
に
水
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
床
面
は
暖
ま
り
ま
す
か
？

温
度
検
知
サ
ー
ミ
ス
タ
ー
リ
ー
ド

通
信
線電

源
コ
ー
ド
、渡

り
線

熱
動
弁
接
続
リ
ード

線
温
度
検
知

サ
ー
ミ
ス
タ
ー

リ
ー
ド

温
度
検
知
サ
ー
ミ
ス
タ
ー

各
コ
ー
ド
は
上
図
の
位
置
に
固
定
す
る
。

（
溝
の
底
ま
で
差
し
込
む
）

電
源
コ
ー
ド

通
信
線

確
実
に
接
続
し
、

カ
バ
ー
の
締
付
け

に
よ
っ
て
は
さ
み

込
み
の
な
い
よ
う

図
の
経
路
で
お
さ

め
て
く
だ
さ
い

熱
動
弁
接
続
リ
ー
ド
線

カ
バ
ー
の
締
め
付
け
に
よ
っ
て

は
さ
み
込
み
の
な
い
よ
う
図
の

経
路
で
お
さ
め
て
く
だ
さ
い

�床暖房コントローラ−据付工事説明
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施
工
編

1
6
0
6
8
7
6
H
E5

4
0
1

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム

集
中
管
理
用
（
M
-N
ET

用
）
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー

形
名 V
E

Z-
M

N
T0

1A
据
付
工
事
説
明
書
	
	

	
	

	
	販

売
店
・
工
事
店
様
用

・
	こ

の
製
品
の
性
能
・
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
ま
た
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
正
し
い
据
付
工
事
が
必
要
で
す
。

・
	据

付
工
事
を
始
め
る
前
に
、
こ
の
据
付
工
事
説
明
書
と
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
及
び

三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）「

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
」
の
据
付
工
事
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
に

な
り
、
正
し
く
安
全
に
据
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
	こ

の
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
は
、
三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）「

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
」
と
組
み
合

わ
せ
て
使
用
し
、「

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
」
と
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
と
の
通
信

を
中
継
す
る
も
の
で
す
。

・
	据

付
工
事
は
販
売
店
様
・
工
事
店
様
に
お
い
て
有
資
格
者
で
あ
る
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
	間

違
っ
た
工
事
は
故
障
や
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
	お

客
様
ご
自
身
で
の
据
付
け
は
故
障
や
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

も
く
じ

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
2

使
用
部
品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

使
用
箇
所
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

適
用
機
種
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3

シ
ス
テ
ム
構
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4

M
-N
ET
配
線
設
計
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

据
付
場
所
の
選
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6

据
付
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
設
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2

据
付
工
事
後
の
確
認
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5

試
運
転
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5

お
客
様
へ
の
説
明
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5

こ
ん
な
と
き
は
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
…
裏
表
紙

よ
く
あ
る
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
…
…
…
…
…
…
…
…
…
裏
表
紙

別
冊
の
「
取
扱
説
明
書
」
は
お
客
様
用
で
す
。

据
付
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
こ
の
据
付
工
事
説
明
書
と
共
に
、
お
客
様
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い

よ
く
あ
る
エ
ラ
ー
コ
ー
ド

現
象

確
認
事
項

LE
D
1
4
が
点
滅
（
0
.5

秒
点
滅
）

（
ア
ド
レ
ス
２
重
定
義
）

他
の
機
器
で
、
同
一
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
の
利
用
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

重
複
し
な
い
よ
う
に
ア
ド
レ
ス
設
定
を
変
更
し
ま
す
。

LE
D
1
4
が
点
滅
（
1
秒
点
滅
）

（
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
範
囲
外
）

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
で
設
定
し
た
機
器
ア
ド
レ
ス
と
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス

設
定
ス
イ
ッ
チ
（
S
W
1
1
,	1

2
）
の
設
定
ア
ド
レ
ス
か
ら
、
範
囲
外
（
0
1
～

5
0
以
外
）と

な
る
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

範
囲
外
と
な
ら
な
い
よ
う
に
ア
ド
レ
ス
設
定
を
変
更
し
ま
す
。

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
台
数

（
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
数
）
が
正
し

く
認
識
さ
れ
て
い
な
い

・
	熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
初
期
設
定
が
完
了
し
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
	熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
投
入
時
に
正
し
く
認
識
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
一
度
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
を
電
源
リ
セ
ッ
ト
し
て
、
正
し
く
認
識
す

る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
表
示

確
認
事
項

0
4
0
3

（
IT
通
信
異
常
）

・
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
確
認
（
単
相
2
0
0
V
）

・
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
確
認

・
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
シ
ー
ル
ド
ア
ー
ス
の
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
接
続
の
確
認

6
6
0
0

（
ア
ド
レ
ス
２
重
定
義
）

他
の
機
器
で
、
同
一
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
利
用
の
確
認

6
6
0
7
,	6

6
0
8

（
通
信
異
常
）

制
御
ア
ダ
プ
タ
の
M
-N
ET

伝
送
線
接
続
確
認

0
1
0
0

（
ユ
ニ
ッ
ト
異
常
）

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
表
示
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
の
確
認

（
詳
細
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
の
据
付
工

事
説
明
書
を
確
認
）

中
津
川
製
作
所

 〒
50

8-
86

66
 岐

阜
県
中
津
川
市
駒
場
町

1番
3号

こ
の
説
明
書
は
、

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

集中管理用制御アダプター据付工事説明13
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安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

2お
使
い
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
、
財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
必
ず
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と

を
説
明
し
て
い
ま
す
。

■
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

	警
告

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の

	注
意

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
軽
傷
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
物
的
損
害
に
結
び
つ
く

も
の

■
	“
図
記
号
”
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

	禁
止

	水
ぬ
れ
禁
止

	分
解
禁
止

	指
示
に
従
う

	警
告

禁
止

高
温
と
な
る
場
所
や
直
接
炎
が
あ
た
っ
た
り
、

油
煙
の
多
い
場
所
に
は
据
付
け
な
い

火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

水
ぬ
れ
禁
止

製
品
を
水
の
か
か
る
と
こ
ろ
に
据
付
け
な
い

漏
電
・
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

製
品
を
水
に
つ
け
た
り
、水

を
か
け
た
り
し
な

い シ
ョ
ー
ト
・
感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

分
解
禁
止

改
造
や
必
要
以
上
の
分
解
は
し
な
い

火
災
・
感
電
・
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

	注
意

指
示
に
従
う

据
付
け
の
際
は
手
袋
を
着
用
す
る

け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

指
示
に
従
う

本
体
・
部
品
の
据
付
け
は
ね
じ
れ
、
変
形
が
な

い
よ
う
に
確
実
に
行
う

落
下
に
よ
る
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
体
の
据
付
け
は
十
分
強
度
の
あ
る
と
こ
ろ

を
選
ん
で
確
実
に
行
う

落
下
に
よ
る
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

指
示
に
従
う

指
定
の
電
線
を
使
用
し
、抜

け
な
い
よ
う
に
確

実
に
接
続
す
る

接
続
に
不
備
が
あ
る
と
火
災
の
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

電
気
工
事
は
電
気
工
事
士
の
資
格
の
あ
る
か

た
が
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
や
内
線

規
程
に
従
っ
て
安
全
・
確
実
に
行
う

接
続
不
良
・
誤
っ
た
電
気
工
事
は
感
電
・
火
災

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

製
品
金
属
部
が
メ
タ
ル
ラ
ス
張
り
、ワ

イ
ヤ
ラ

ス
張
り
、ス

テ
ン
レ
ス
板
な
ど
の
金
属
と
電
気

的
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
据
付
け
る

漏
電
し
た
場
合
、
火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

前
面
パ
ネ
ル
は
電
気
工
事
後
、
必
ず
閉
め
る

ほ
こ
り
、
湿
気
な
ど
の
侵
入
に
よ
る
、
漏
電
、

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

使
用
部
品

使
用
箇
所

1
.外

形
寸
法
図

1
.適

用
機
種

機
　
種
　
名

形
　
名

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」

　
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

V
EH

-○
○
○
H
C
D
タ
イ
プ

V
EH

-3
0
4
H
C
D
-K
、
V
EH

-4
0
6
H
C
D
-K
,/
M
、

V
EH

-5
0
7
H
C
D
-K
,/
M
、
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
,/
M

三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）

　
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン

P
A
C
-S
F5

0
A
T1

※
	上
記
の
形
名
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
異
な
る
シ
ス

テ
ム
リ
モ
コ
ン
を
使
用
し
た
場
合
は
、正

し
く
表
示
、動

作
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）

　
伝
送
線
用
給
電
ユ
ニ
ッ
ト

P
A
C
-S
C
5
1
K
U

※
	給
電
ユ
ニ
ッ
ト
の
能
力
を
超
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
構

成
の
場
合
は
、
伝
送
線
用
給
電
拡
張
ユ
ニ
ッ
ト

P
A
C
-S
F4

6
EP

も
必
要
で
す
。

※
2
0
1
6
年
8
月
現
在

※
三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）
対
応
（
M
-N
ET

対
応
）
の
空
調
機
等
と
の
シ
ス
テ
ム
構
成
も
可
能
で
す
。

3
.別

売
部
品

通
信
ケ
ー
ブ
ル
…
…
…
1
本

V
EZ

-M
N
T1

0
S
C
（
1
0
ｍ
）

V
EZ

-M
N
T1

5
S
C
（
1
5
ｍ
）

2
.同

梱
部
品

・
木
ネ
ジ
（
φ
3
.5

×
3
2
）
…
…
２
本

・
取
扱
説
明
書
	…
…
…
…
…
…
…
…
1
冊

・
据
付
工
事
説
明
書
（
本
書
）
…
…
1
冊

・
ア
ド
レ
ス
対
応
表
…
…
…
…
…
…
１
枚

4
.現

地
手
配
部
品

M
-N
ET

伝
送
線

線
種

シ
ー
ル
ド
線
	C
V
V
S
・
C
P
EV

S
・
M
V
V
S

線
数

２
芯
ケ
ー
ブ
ル

線
径

C
V
V
S
,	M

V
V
S：

1
.2
5
m
m
2
（
A
W
G
1
6
）
以
上

C
P
EV

S
：
φ
1
.2
m
m
（
A
W
G
1
6
相
当
）
以
上

18
6

139 (3)

(2
.5

)
10

65

単
位
（
m
m
）

3

�集中管理用制御アダプター据付工事説明
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5

・
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
の
設
定

ア
ド
レ
ス
設
定

M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
範
囲

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ

モ
コ
ン
（
制
御
ア

ダ
プ
タ
ー
）

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
機
器
ア
ド
レ
ス
１
が
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
の
ア
ド
レ
ス
設

定
ス
イ
ッ
チ
の
ア
ド
レ
ス
と
な
り
ま
す
。

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
機
器
ア
ド
レ
ス
2
以
降
は
、
ア
ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ
＋
（
エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
機
器
ア
ド
レ
ス
－
１
）
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

例
）
ア
ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ
“
1
0
”、

機
器
ア
ド
レ
ス
=
1
､2
､4

の
場
合

機
器
ア
ド
レ
ス

1
2

4
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス

1
0

1
1

1
3

※
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
機
器
ア
ド
レ
ス
3
が
未
使
用
の
た
め
、M

-N
ET

ア
ド

レ
ス
1
2
は
無
し

0
1
～
5
0

・
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
接
続
可
能
台
数

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン

（
他
機
器
：
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
、
ロ
ス
ナ
イ
、
汎
用
機
器
等
も
含
む
）
最
大
5
0
台

（
最
大
5
0
グ
ル
ー
プ
）

１
グ
ル
ー
プ
の
登
録
台
数

（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
場
合
）

1
台

・
	２

台
以
上
、ま

た
は
異
な
る
機
種
（
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
等
）
と
同
一

グ
ル
ー
プ
の
設
定
は
正
し
く
動
作
し
ま
せ
ん
。

3
.	M

-N
ET

配
線
設
計

(1
)	
M
-N
ET

伝
送
線
の
種
類

線
種

シ
ー
ル
ド
線
	C
V
V
S
・
C
P
EV

S
・
M
V
V
S

線
数

２
芯
ケ
ー
ブ
ル

線
径

C
V
V
S
,	M

V
V
S
：
1
.2
5
m
m
2
（
A
W
G
1
6
）
以
上

C
P
EV

S
：
φ
1
.2
m
m
（
A
W
G
1
6
相
当
）
以
上

(2
)	
M
-N
ET

伝
送
線
の
線
長

制
限
の
種
類

最
大
配
線
長

①
M
-N
ET

伝
送
線
（
集
中
管
理
用
伝
送
線
）
の
最
大
給
電
距
離

・
伝
送
線
用
給
電
ユ
ニ
ッ
ト
－
各
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
間

・
伝
送
線
用
給
電
ユ
ニ
ッ
ト
－
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
間

最
大
2
0
0
m

②
M
-N
ET

伝
送
線
（
集
中
管
理
用
伝
送
線
）
の
最
遠
端
距
離

・
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
－
各
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
間
の
伝
送
線
最
遠
長
※
1

最
大
5
0
0
m
※
2

※
1 
他
の
空
調
機
器
も
構
成
さ
れ
る
場
合
は
、
空
調
機
器
の
室
内
外
伝
送
線
長
に
よ
り
最
遠
端
の
部
位
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

M
-N

E
T
伝
送
線
の
設
計
に
関
す
る
詳
細
情
報
は
、
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
据
付
工
事
説
明
書
、
お
よ
び
空
調
冷
熱

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
空
調
冷
熱
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

W
IN

2K
(h

ttp
://

w
w

w
.m

its
ub

is
hi

el
ec

tri
c.

co
.jp

/ld
g/

w
in

k/
to

p.
do

)か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
2 
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
は
、
最
遠
端
距
離

1,
00

0m
非
対
応
の

M
-N

E
T
機
器
で
す
。

・
M
-N
ET

伝
送
線
の
配
線
例
（「

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
の
み
の
構
成
例
）

各
シ
ス
テ
ム
内
の
集
中
管
理
用
伝
送
線
の
許
容
長
は
以
下
の
式
で
表
さ
れ
ま
す
。

"a
	‐
	c
"	は

図
中
の
各
配
線
部
を
示
し
て
い
ま
す
。

下
記
の
制
限
は
、
M
-N
ET

伝
送
線
上
で
通
信
を
確
実
に
行
う
た
め
の
距
離
制
限
で
す
。

①
こ
の
距
離
を
超
え
る
と
給
電
端
末
へ
の
供
給
電
圧
が
低
下
し
、
通
信
・
制
御
不
能
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

a 
≦

 2
00

 m
 　

　
b 
≦

 2
00

 m
 　

　
b+

c 
≦

 2
00

 m
②
こ
の
距
離
を
超
え
る
と
末
端
の
機
器
ま
で
M
-N
ET

信
号
が
届
か
な
く
な
り
、
通
信
・
制
御
不
能
と
な
り
ま
す
。

a+
b+

c 
≦

 5
00

 m

伝
送
線
用

給
電
ユ
ニ
ッ
ト

制
御
ア
ダ
プ
タ
ー

制
御
ア
ダ
プ
タ
ー

シ
ス
テ
ム

リ
モ
コ
ン

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

b

a
c

集
中
管
理
用
伝
送
線

使
用
箇
所

	つ
づ
き

2
.シ

ス
テ
ム
構
成

4

 

伝
送
線
用
給
電
ユ
ニ
ッ
ト
※

2
形
名
：

P
A

C
-S

C
51

K
U

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
）

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
）

上
位
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン

形
名
：

P
A

C
-S

F5
0A

T1
M

-N
ET

ア
ド
レ
ス

=【
20

1】

制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
※

1
形
名

:V
E

Z-
M

N
T0

1A
ア
ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ

=“
01
”

M
-N

ET
ア
ド
レ
ス

=【
00

1】
～
【

00
3】

制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
※

1
形
名

:V
E

Z-
M

N
T0

1A
ア
ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ

=“
05
”

M
-N

ET
ア
ド
レ
ス

=【
00

5】

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン

機
器
ア
ド
レ
ス

=［
1］

M-
NE

Tア
ド
レ
ス

=【
00

1】

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン

機
器
ア
ド
レ
ス

=［
1］

M-
NE

Tア
ド
レ
ス

=【
00

5】

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン

機
器
ア
ド
レ
ス

=［
2］

M-
NE

Tア
ド
レ
ス

=【
00

2】

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン

機
器
ア
ド
レ
ス

=［
3］

M-
NE

Tア
ド
レ
ス

=【
00

3】

通
信
ケ
ー
ブ
ル（

別
売
部
品
）

通
信
ケ
ー
ブ
ル（

別
売
部
品
）

他
の

M
-N

E
T
対
応
空
調
機

M
-N

E
T
伝
送
線（

市
販
品
）

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ

1
グ
ル
ー
プ

2
グ
ル
ー
プ

3

グ
ル
ー
プ

4

・
	本

図
は
電
源
線
を
省
略
し
、
伝
送
線
、
通
信
線
に
つ
い
て
の
構
成
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

	
ま
た
、【

	】
､[
	]
の
ア
ド
レ
ス
番
号
は
設
定
例
を
示
し
て
い
ま
す
。

・
	M

-N
ET

伝
送
線
の
シ
ー
ル
ド
ア
ー
ス
は
、
伝
送
線
用
給
電
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
一
点
ア
ー
ス
処
理
し
て
く
だ
さ
い
（
D
種
接
地
）。

※
1
	本
機
は
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
１
台
に
対
し
て
１
台
必
要
で
す
。
ま
た
、
M
-N
ET

伝
送
線
か
ら
受
電
し
て
い
ま
す
。

※
2
	伝
送
線
用
給
電
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
接
続
機
器
の
消
費
電
力
係
数
、L

係
数
の
合
計
が
給
電
ユ
ニ
ッ
ト
の
能
力
を
超
え
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
超
え
る
場
合
は
、
給
電
拡
張
ユ
ニ
ッ
ト
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

消
費
電
力
係
数
、
L
係
数
の
詳
細
は
シ
テ
ィ
マ
ル
チ
の
設
計
工
事
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
の
消
費
電
力
係
数
、
L
係
数

形
名

消
費
電
力
係
数

L
係
数

V
EZ

-M
N
T0

1
A

3
2
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●
	三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）
以
外
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
	M
-N
ET

伝
送
線
の
配
線
許
容
長
内
と
な
る
位
置
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
専
用
通
信
ケ
ー
ブ
ル
長
で
接
続
で

き
る
位
置
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

●
	周
囲
温
度
0
～
4
0
℃
、
湿
度
2
0
～
8
5
%
R
H
以
内
、
温
度
変
化
で
結
露
し
な
い
屋
内
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。（

床
下
・
天
井
裏
・
壁
内
（
制
御
盤
内
等
）
の
点
検
口
か
ら
の
点
検
可
能
な
隠
ぺ
い
部
な
ど
）

●
	次
の
よ
う
な
場
所
で
ご
使
用
に
な
り
ま
す
と
故
障
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
	海

浜
地
区
な
ど
塩
分
が
多
い
所

・
	温

泉
地
な
ど
の
硫
化
ガ
ス
が
発
生
す
る
所

・
	そ

の
他
周
囲
の
雰
囲
気
が
特
殊
な
所

・
	油

が
多
い
所
や
油
煙
が
た
ち
こ
め
る
所
（
調
理
場
や
機
械
工
場
な
ど
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
変
質
破
損
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
使
用
は
避
け
て
く
だ
さ
い
）

・
	ク

レ
ー
ン
車
、
船
舶
な
ど
移
動
す
る
も
の
へ
の
据
付
け

・
	屋

外
ま
た
は
車
庫
・
納
屋
な
ど
屋
外
と
同
環
境

・
	浴

室
な
ど
の
湿
気
の
多
い
所

・
	振

動
ま
た
は
衝
撃
を
受
け
る
所

・
	電

気
配
線
が
高
温
部
分
、
鋭
い
角
部
に
触
れ
る
所

●
	次
の
よ
う
な
場
所
で
ご
使
用
に
な
り
ま
す
と
誤
動
作
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
	イ

ン
バ
ー
タ
ー
機
器
や
高
周
波
利
用
機
器
に
近
接
す
る
場
所

●
	次
の
条
件
に
合
っ
た
場
所
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

・
	本

体
を
十
分
さ
さ
え
ら
れ
振
動
が
で
な
い
強
度
の
あ
る
所

・
	制

御
ア
ダ
プ
タ
ー
の
設
定
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
な
場
所

●
	下
記
の
寸
法
を
守
っ
て
設
置
場
所
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

・
	メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス

30
m

m
以
上 30

m
m
以
上

30
m

m
以
上

60
0m

m
以
上

12
0m

m
以
上

据
付
場
所
の
選
定

6

据
付
方
法

1
.	M

-N
ET

伝
送
線
、
通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
配
線
す

る
・
	制

御
ア
ダ
プ
タ
ー
取
付
位
置
近
く
に
M
-N
ET

伝
送
線

（
市
販
品
）
を
配
線
す
る
。

・
	通

信
ケ
ー
ブ
ル
（
別
売
部
品
）
を
取
付
位
置
近
く
と
熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
配
線
す
る
。

	
　
コ
ネ
ク
タ
ー
(白

)：
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
側

	
　
コ
ネ
ク
タ
ー
(緑

)：
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
側

2
.	制

御
ア
ダ
プ
タ
ー
の
前
面
パ
ネ
ル
を
は
ず
す

前
面
パ
ネ
ル
固
定
ネ
ジ
４
本
を
は
ず
し
て
、
前
面
パ
ネ
ル

を
は
ず
す
。

・
	ネ

ジ
を
な
く
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

3
.	制

御
ア
ダ
プ
タ
ー
を
付
属
の
木
ネ
ジ
（
２
か

所
）
で
固
定
す
る

固
定
穴
４
か
所
の
う
ち
、
２
か
所
（
Ａ
部
）
に
て
、
固
定

し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
部
で
の
固
定
が
で
き
な
い
場
合
は
、
Ｂ
部
で
固
定
し
て

く
だ
さ
い
。

壁
取
付
け
す
る
場
合
は
M
-N
ET

伝
送
線
、
通
信
ケ
ー
ブ

ル
の
引
込
口
が
下
側
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
	固

定
時
に
ド
ラ
イ
バ
ー
等
を
基
板
に
接
触
さ
せ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

お
願
い

お
願
い

本
体
の
据
付
け
は
十
分
強
度
の
あ
る
と
こ

ろ
を
選
ん
で
確
実
に
行
う

落
下
に
よ
る
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

指
示
に
従
う

注
意

前
面
パ
ネ
ル

固
定
ネ
ジ

A

BB
A

7
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9

5
.制

御
ア
ダ
プ
タ
ー
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
設
定
、
機
能
設
定
を
す
る

（
1
）
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
設
定

①
	基
板
上
の
ア
ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ
（
S
W
1
1
）
を
回
し
て
、
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
の
1
の
位
を
設
定
し
ま
す
。

②
	基
板
上
の
ア
ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ
（
S
W
1
2
）
を
回
し
て
、
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
の
1
0
の
位
を
設
定
し
ま
す
。

※
工
場
出
荷
時
は
「
0
0
」
で
す
。

③
	ア
ド
レ
ス
対
応
表
に
記
入
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に
確
認
で
き
る
場
所
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
で
の
グ
ル
ー
プ
設
定
内
容
、接

続
す
る
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
が
判
別
可
能
な
情
報
も
記
載
く
だ
さ

い
。

貼
付
場
所
（
例
）：

制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
の
前
面
パ
ネ
ル
表
側

ア
ド
レ
ス
対
応
表
（
同
梱
品
）

　
接
続
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
（
形
名
、
製
造
番
号
な
ど
）：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

機
器
ア
ド
レ
ス

1
2

3
4

5
6

7
8

M
-N
ET

ア
ド
レ
ス

グ
ル
ー
プ
番
号

機
器
ア
ド
レ
ス

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

―
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス

―
グ
ル
ー
プ
番
号

―
・
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
欄
：
ア
ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ
と
機
器
ア
ド
レ
ス
か
ら
決
ま
る
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
を
記
入
す
る
。

・
グ
ル
ー
プ
番
号
欄
：
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
で
設
定
し
た
グ
ル
ー
プ
番
号
を
記
入
す
る
。

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
に
確
認
で
き
る
場
所
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
設
定
の
注
意
事
項

・
	M

-N
ET

ア
ド
レ
ス
は
0
1
～
5
0
の
範
囲
で
す
。
範
囲
外
の
ア
ド
レ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
設
定
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・
	他

の
機
器
と
重
複
し
な
い
ア
ド
レ
ス
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
機
器
ア
ド
レ
ス
１
が
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
の
ア
ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ
の
ア
ド
レ
ス
と

な
り
ま
す
。
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
機
器
ア
ド
レ
ス
2
以
降
は
、ア

ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ
＋（

エ
コ
ヌ
ク
ー

ル
リ
モ
コ
ン
の
機
器
ア
ド
レ
ス
－
１
）
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

	（
下
記
、
ア
ド
レ
ス
設
定
例
を
参
照
）

M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
設
定
例

・
S
W
1
1
,1
2
=
「
1
0
」
の
場
合
（
S
W
1
1
=
0
、
S
W
1
2
=
1
）

例
1

機
器
ア
ド
レ
ス

1
2

4
5

M
-N
ET

ア
ド
レ
ス

1
0

1
1

1
3

1
4

※
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
機
器
ア
ド
レ
ス
3
が
未
使
用
の
た
め
、
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
1
2
は
無
し

例
2

機
器
ア
ド
レ
ス

2
3

4
5

M
-N
ET

ア
ド
レ
ス

1
1

1
2

1
3

1
4

※
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
機
器
ア
ド
レ
ス
1
が
未
使
用
の
た
め
、
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
1
0
は
無
し

据
付
方
法

	つ
づ
き

4
.結

線
を
す
る

(1
)	通

信
ケ
ー
ブ
ル
（
別
売
部
品
）
の
コ
ネ
ク
タ
ー
（
白
）

を
コ
ー
ド
ブ
ッ
シ
ュ
（
右
）
に
通
し
て
、
C
N
5
（
IT

通
信
）
に
接
続
し
、
コ
ー
ド
バ
ン
ド
で
固
定
す
る
。

・
	コ

ネ
ク
タ
ー
は
奥
ま
で
確
実
に
差
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(2
)	M

-N
ET

伝
送
線
を
コ
ー
ド
ブ
ッ
シ
ュ
（
左
）
に
通
す
。

(3
)	M

-N
ET

伝
送
線
の
シ
ー
ス
を
剥
い
て
、端

子
台
（
A

,  
B
）
に
接
続
す
る
。

伝
送
線
は
無
極
性
で
す
。

（
4
)	シ

ー
ル
ド
を
端
子
台

S
に
接
続
し
、
コ
ー
ド
ク
リ
ッ

プ
で
固
定
す
る
。

・
	イ

ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
や
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
	0
.5
～
0
.9
8
N
･m

の
締
付
ト
ル
ク
で
締
め
付
け
て
く

だ
さ
い
。

・
	端

子
台
に
M
-N
ET

伝
送
線
以
外
の
電
線
を
接
続
す
る

と
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
が
故
障
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

お
願
い

お
願
い

■
結
線
図

工
事
店
様
が
行
う
電
気
配
線
工
事
は
太
線
部
分
に
な
り
ま
す
。

コ
ー
ド
ブ
ッ
シ
ュ

（
左
）

コ
ー
ド
ブ
ッ
シ
ュ

（
右
）コ
ー
ド
バ
ン
ド

コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ

端
子
台

C
N

5

伝
送
線

通
信
ケ
ー
ブ
ル

（
別
売
部
品
）

S B A 8
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据
付
方
法

	つ
づ
き

1
0

（
2
）
機
能
設
定

基
板
上
の
機
能
設
定
ス
イ
ッ
チ
（
S
W
1
）
に
て
、
必
要
な
機
能
設
定
を
行
い
ま
す
。

機
能

O
FF

（
工
場
出
荷
）

O
N

S
W
1
-1

手
元
操
作
禁
止
連
動

（
設
定
水
温
）

連
動
あ
り

連
動
な
し

S
W
1
-2

LE
D
1
2
,1
3
点
灯
種
別

M
-N
ET

通
信

IT
通
信

S
W
1
-3

機
能
な
し

－
－

S
W
1
-4

手
元
操
作
禁
止
連
動
（
設
定
水
温
）

・
	シ

ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
に
て
設
定
温
度
の
手
元
操
作
禁
止
を
設
定
し
た
場
合
に
、設

定
温
度
（
設
定
室
温
）
と
連

動
し
て
、
設
定
水
温
も
手
元
操
作
禁
止
と
す
る
機
能
で
す
。

・
	熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ
が
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
の
み
有
効
な
機
能
で
す
。

	（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、「

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
の
据
付
工
事
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

手
元
操
作
禁
止
連
動
設
定
の
注
意
事
項

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
に
は
、床

暖
房
シ
ス
テ
ム
で
の
設
定
水
温
の
操
作
機
能
が
あ
り
ま
せ
ん
（
連
動
あ
り
設
定

時
は
設
定
水
温
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
）。

設
定
水
温
を
変
更
す
る
場
合
は
、
下
記
の
手
順
に
し
た
が
い
操
作
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
に
て
、
手
元
操
作
禁
止
設
定
の
設
定
温
度
を
解
除
す
る
。

②
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
に
て
設
定
水
温
を
変
更
す
る
。

③
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
に
て
、
再
度
、
手
元
操
作
禁
止
設
定
の
設
定
温
度
を
手
元
操
作
禁
止
に
設
定
す
る
。

LE
D
1
2
,1
3
点
灯
種
別

・
	基

板
上
LE

D
1
2
（
送
信
状
態
）、

LE
D
1
3
（
受
信
状
態
）
は
点
滅
に
て
通
信
状
態
を
示
し
ま
す
。

・
	M

-N
ET

通
信
（
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
側
）
と
IT
通
信
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
側
）
の
ど
ち
ら
の
通
信
状
態
を
表
示

す
る
か
を
選
択
す
る
機
能
で
す
。

各
LE

D
の
状
態
説
明

消
灯

点
灯

点
滅

備
考

LE
D
2

通
電
な
し

通
電
中

―
M
-N
ET

伝
送
線
か
ら
の
給
電
状
態

LE
D
1
1

正
常

IT
通
信
異
常

―
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
通
信
状
態

LE
D
1
2

通
信
な
し

―
送
信
中

S
W
1
-2

選
択
通
信
の
送
信
状
態

（
O
FF

：
M
-N
ET

通
信
､O

N
：
IT
通
信
）

LE
D
1
3

通
信
な
し

―
受
信
中

S
W
1
-2

選
択
通
信
の
受
信
状
態

（
O
FF

：
M
-N
ET

通
信
､O

N
：
IT
通
信
）

LE
D
1
4

正
常

―
0
.5

秒
点
滅
：
2
重
検
知
（
重
複
）

1
秒
点
滅
：
範
囲
外
検
知

M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
の
異
常
検
知
状
態

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台

架
台

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル

ネ
ジ

ネ
ジ

C
N
4

ア
ー
ス
線
を

ネ
ジ
で
固
定

既
存
の
ク
リ
ッ
プ
に
て

通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定

（
1
か
所
）

通
信
ケ
ー
ブ
ル
は

た
わ
ま
せ
な
い
こ
と

制
御
基
板

通
信
ケ
ー
ブ
ル

1
1

	
6
.	熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
と
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続

を
す
る

・
	通

信
ケ
ー
ブ
ル
（
別
売
部
品
）
は
、
事
前
に
取
付
位
置

に
配
線
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(1
)	架

台
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
2
本
を
は
ず
し
て
、

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
は
ず
す
。

(2
)	熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
ネ
ジ
2
本

を
は
ず
し
て
、
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
は
ず
す
。

(3
)	熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
制
御
基
板
の
コ
ネ
ク
タ
ー

（
C
N
4
）
に
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
コ
ネ
ク
タ
ー
（
ミ
ド

リ
）
を
接
続
し
、
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
ア
ー
ス
線
を
ネ

ジ
で
固
定
す
る
。

・
	ノ

イ
ズ
の
影
響
を
避
け
る
た
め
、
電
源
線
（
熱
交
換
ユ

ニ
ッ
ト
、室

外
ユ
ニ
ッ
ト
）
と
分
け
て
、熱

交
換
ユ
ニ
ッ

ト
に
引
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(4
)	熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
、
架
台
の
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
を
は

ず
し
た
ネ
ジ
（
各
2
本
）
で
固
定
す
る
。

お
願
い

お
願
い

7
.制

御
ア
ダ
プ
タ
ー
の
前
面
パ
ネ
ル
の
取
付
け

制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
の
ア
ド
レ
ス
設
定
、
シ
ス
テ
ム
リ
モ

コ
ン
の
設
定
、
試
運
転
の
確
認
後
、
前
面
パ
ネ
ル
を
は

ず
し
た
ネ
ジ
（
４
本
）
で
固
定
す
る
。
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	 2
.グ

ル
ー
プ
設
定

・
	[
グ
ル
ー
プ
設
定
]画

面
で
、
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
に
接
続
さ
れ
る
空
調

機
や
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
（
床
暖
房
等
）
を
登
録
し
ま
す
。

・
	[
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
]画

面
で
[初

期
設
定
２
グ
ル
ー
プ
設
定
]ボ

タ
ン
[

]に
タ
ッ
チ
→
[グ

ル
ー
プ
設
定
]ボ

タ
ン
[

]に
タ
ッ
チ
し

て
、
[グ

ル
ー
プ
設
定
]画

面
を
表
示
さ
せ
ま
す
。

※
	初
回
設
定
後
は
、
[メ

イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
]画

面
か
ら
[サ

ー
ビ
ス
メ

ニ
ュ
ー
]ボ

タ
ン
[

]に
タ
ッ
チ
す
る
と
、
[ロ

グ
イ
ン
]画

面
で
パ

ス
ワ
ー
ド
入
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
は
シ
ス
テ
ム
リ
モ

コ
ン
の
据
付
工
事
説
明
書
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
（
床
暖
房
等
）
登
録
時
の
制
約
内
容

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
の
シ
ス
テ
ム
タ
イ
プ（

床
暖
房
/
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）

に
関
わ
ら
ず
[床

暖
房
等
]で

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。（

[床
暖
房
等
]

以
外
で
登
録
し
た
場
合
は
、
正
し
く
表
示
・
動
作
し
ま
せ
ん
）

・
	１

グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、
１
ア
ド
レ
ス
の
登
録
と
し
て
く
だ
さ
い
。

複
数
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
を
１
グ
ル
ー
プ
に
登
録
し
た
場
合
、

正
し
く
動
作
し
な
い
リ
モ
コ
ン
が
発
生
し
ま
す
。

・
	同

一
空
調
空
間
で
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
（
床
暖
房
等
）
と
空
調
機
が
設

置
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
（
床
暖
房
等
）
と
空
調

機
は
別
の
グ
ル
ー
プ
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

(1
)グ

ル
ー
プ
名
設
定

・
	①

[グ
ル
ー
プ
名
入
力
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
[グ

ル
ー
プ
名
入
力
]

画
面
を
表
示
し
、
グ
ル
ー
プ
名
を
設
定
し
ま
す
。（

半
角
1
6
文
字
以
内
、

全
角
8
文
字
以
内
)

・
	同

一
空
調
空
間
で
、エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
（
床
暖
房
等
）
と
空
調
機
の
設
置
も

可
能
な
た
め
、グ

ル
ー
プ
名
に
は
“
床
暖
房
”
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
で
、

誤
操
作
の
防
止
が
図
れ
ま
す
。

・
	漢

字
は
[テ

ン
プ
レ
ー
ト
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
、
用
意
さ
れ
て
い
る

単
語
を
組
み
合
せ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。複

数
の
分
類
に
分
か
れ
て
い

る
た
め
、
適
し
た
単
語
が
無
い
場
合
は
、
他
の
分
類
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。（

床
暖
房
は
[位

置
・
そ
の
他
]に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
）

(2
)エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
（
床
暖
房
等
）
を
グ
ル
ー
プ
登
録
す
る

・
	②

[機
種
選
択
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と
[機

種
選
択
]画

面
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

・
	⑥

[機
種
切
換
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
、
[床

暖
房
等
]を

選
択
し
ま

す
。
タ
ッ
チ
す
る
た
び
に
機
種
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。（

空
調
機
→
ロ
ス

ナ
イ
→
温
水
器
→
汎
用
機
器
→
床
暖
房
等
→
空
調
機
）

・
	③

[ユ
ニ
ッ
ト
選
択
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。
表
示
さ
れ
る
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
画
面
で
登
録
し
た
い
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

（
１
グ
ル
ー
プ
＝
１
ア
ド
レ
ス
で
す
）

・
	④

[元
リ
モ
コ
ン
選
択
]は

設
定
不
要
で
す
。
設
定
す
る
と
正
し
く
動
作

し
ま
せ
ん
。

・
	グ

ル
ー
プ
に
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
登
録
す
る
場
合
、⑤

[シ
ス
テ

ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
選
択
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
表
示
さ
れ
る
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
画
面
で
、登

録
し
た
い
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
※
1
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、シ

ス
テ
ム

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
合
わ
せ
て
4
台
ま
で
登
録
で
き
ま
す
。

・
	す

べ
て
の
設
定
が
完
了
し
た
ら
[設

定
保
存
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

1
3

［
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
］
画
面

［
初
期
設
定
2
］
画
面

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

［
グ
ル
ー
プ
設
定
］
画
面

［
グ
ル
ー
プ
名
入
力
］
画
面

⑥ 

［
機
種
選
択
］
画
面

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
設
定

本
項
で
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
に
関
す
る
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
の
設
定
方
法
、
共
通
機
能
は
、
三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ

ン
P
A
C
-S
F5

0
A
T1

の
据
付
工
事
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1
.シ

ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
初
期
設
定
内
容

下
記
に
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
初
期
設
定
の
う
ち
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
が
対
応
し
て
い
る
機
能
、
お
よ
び
本
書
で
の
記
載
有

無
を
示
し
て
い
ま
す
。
機
能
対
応
：
有
（
○
）、

本
書
記
載
：
無
（
×
）
の
内
容
は
、
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
据
付
工
事

説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

画
面

設
定

機
能

対
応

有
無

記
載

有
無

初
期
設
定
１

基
本
シ
ス
テ
ム

M
-N
ET

ア
ド
レ
ス

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
ま
す
。

×
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
上
位
/
下
位
設
定

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
上
位
ま
た
は
下
位
に
設
定
し
ま
す
。

×

操
作
禁
止
設
定

本
機
か
ら
手
元
リ
モ
コ
ン
や
他
の
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
に

対
し
て
操
作
禁
止
を
行
う
か
を
設
定
し
ま
す
。

○
×

操
作
禁
止
範
囲
の
設
定

操
作
禁
止
を
行
う
場
合
、
禁
止
先
を
手
元
リ
モ
コ
ン
だ
け
と
す

る
か
、
他
の
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
含
む
か
を
設
定
し
ま

す
。

○
×

外
部
入
力
モ
ー
ド

外
部
入
力
モ
ー
ド
を
選
択
し
ま
す
。

○
×

フ
ィ
ル
タ
ー
サ
イ
ン
表
示

[ホ
ー
ム
]画

面
に
フ
ィ
ル
タ
ー
サ
イ
ン
を
表
示
す
る
か
選
択
し

ま
す
。

×
×

ド
ラ
イ
モ
ー
ド

運
転
モ
ー
ド
の
「
ド
ラ
イ
」
を
使
用
す
る
か
設
定
し
ま
す
。

×
×

時
刻
発
報

1
日
1
回
、
管
理
し
て
い
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
・
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の

時
刻
合
わ
せ
の
た
め
の
時
刻
発
報
を
行
う
か
設
定
し
ま
す
。

×
×

運
転
モ
ー
ド
制
御

シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ン
ジ
オ
ー
バ
ー
ま
た
は
運
転
モ
ー
ド
切
換
制
限

を
選
択
し
ま
す
。

×
×

初
期
設
定
２

グ
ル
ー
プ
設
定

グ
ル
ー
プ
設
定

室
内
ユ
ニ
ッ
ト
・
ロ
ス
ナ
イ
・
汎
用
機
器
・
床
暖
房
等
・
手
元

リ
モ
コ
ン
・
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
各
グ
ル
ー
プ
に
登
録

し
ま
す
。

○
○

換
気
機
器
の
連
動
設
定

室
内
ユ
ニ
ッ
ト
と
ロ
ス
ナ
イ
の
連
動
設
定
を
入
力
し
ま
す
。

×
×

一
括
抹
消

す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
設
定
情
報
、
連
動
機
設
定
情
報
を
抹
消
し

ま
す
。

○
×

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

冷
媒
系
表
示

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

を
確
認
で
き
ま
す
。

×
×

異
常
履
歴

過
去
に
発
生
し
た
異
常
を
、
最
大
5
0
件
ま
で
記
憶
し
ま
す
。

○
○

冷
媒
量
の
検
査

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
の
冷
媒
漏
れ
を
確
認
す
る
の
に
使
用
し
ま

す
。

×
×

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
更
新

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
更
新
し
ま
す
。

×
試
運
転

試
運
転

空
調
機
の
試
運
転
を
し
ま
す
。

×
×

※
P
A
C
-S
F5

0
A
T1

の
初
期
設
定
内
容
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

1
2
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シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
設
定

	つ
づ
き

3
.異

常
履
歴

[異
常
履
歴
]画

面
で
、
異
常
履
歴
の
確
認
、
履
歴
の
ク
リ
ア
が
で
き
ま
す
。

[メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
]画

面
で
[サ

ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
]ボ

タ
ン
[

]に
タ
ッ
チ
→
[メ

ン
テ
ナ
ン
ス
]ボ

タ
ン
[

]に
タ
ッ
チ
→
[異

常
履
歴
]

ボ
タ
ン
[

]に
タ
ッ
チ
し
て
、
[異

常
履
歴
]画

面
を
表
示
さ
せ
ま
す
。

異
常
発
生
日
時
の
降
順
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

表
示

機
能

①
発
生
日

異
常
が
発
生
し
た
日
時

②
異
常
発
生
ア
ド
レ
ス

異
常
が
発
生
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス

③
検
出
元

異
常
を
検
知
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス

④
異
常
コ
ー
ド

異
常
に
対
応
す
る
異
常
コ
ー
ド

⑤
[異

常
履
歴
の
ク
リ
ア
]ボ

タ
ン

異
常
履
歴
を
す
べ
て
消
去
し
ま
す
。

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
（
床
暖
房
等
）
利
用
時
の
制
約
内
容

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
（
機
器
）
側
に
異
常
発
生
し
た
場
合
は
、異

常
コ
ー
ド

は
“
0
1
0
0
”
と
な
り
ま
す
。
異
常
の
詳
細
内
容
は
、
エ
コ
ヌ
ク
ー

ル
リ
モ
コ
ン
で
の
エ
ラ
ー
表
示
（
異
常
コ
ー
ド
）
を
確
認
の
上
、
ご

対
応
く
だ
さ
い
。

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
単
独
の
異
常
は
、
そ
の
M
-N
ET

ア
ド
レ

ス
に
て
上
記
異
常
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
異
常
は
、

そ
の
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
全
て
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ

モ
コ
ン
の
M
-N
ET

ア
ド
レ
ス
で
上
記
異
常
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

［
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
］
画
面

①  ②
 

③
 

④ ⑤

［
異
常
履
歴
］
画
面

1
4

据
付
工
事
後
の
確
認

試
運
転

お
客
様
へ
の
説
明

据
付
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
ら
、
下
記
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
従
っ
て
も
う
一
度
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

不
具
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
必
ず
直
し
て
く
だ
さ
い
。（

機
能
が
発
揮
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
安
全
性
を
確
保
で

き
ま
せ
ん
。）

□
の
中
に
　
	印

を
い
れ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

確
認
後
、
こ
の
据
付
工
事
説
明
書
を
お
客
様
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

□
	「
据
付
場
所
の
選
定
」
の
項
目
を
満
足
す
る
据
付
場
所
で
す
か
？

□
	M

-N
ET

伝
送
線
は
端
子
台
に
ね
じ
固
定
し
ま
し
た
か
？
ゆ
る
み
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
	M

-N
ET

伝
送
線
お
よ
び
通
信
ケ
ー
ブ
ル
（
IT
通
信
線
）
は
コ
ー
ド
ク
リ
ッ
プ
、
バ
ン
ド
で
固
定
し
ま
し
た
か
？

□
	ア

ド
レ
ス
設
定
ス
イ
ッ
チ
（
S
W
1
1
,	S

W
1
2
）
の
設
定
は
正
し
い
で
す
か
？

□
	ア

ド
レ
ス
対
応
表
に
設
定
内
容
を
記
載
し
ま
し
た
か
？

□
	機

能
切
替
ス
イ
ッ
チ
（
S
W
1
-1
）
の
設
定
は
正
し
い
で
す
か
？

□
	シ

ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
か
？

□
	シ

ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
運
転
確
認
を
行
い
ま
し
た
か
？

□
	L
ED

1
4
が
点
滅
（
異
常
）
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

□
	前

面
パ
ネ
ル
は
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
た
か
？

□
	「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」
の
「
警
告
」
と
「
注
意
」
の
項
目
を
確
認
し
ま
し
た
か
？

お
客
様
立
会
い
で
試
運
転
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

(1
)	熱

交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
電
源
（
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
入
」）

を
入
れ
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン

で
の
初
期
設
定
、
試
運
転
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
詳
細
は
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
据
付
工
事
説
明
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

(2
)	三

菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）
側
の
電
源
（
伝
送
線
用
給
電
ユ
ニ
ッ
ト
）
を
入
れ
、シ

ス
テ
ム

リ
モ
コ
ン
で
の
初
期
設
定
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
詳
細
は
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
据
付
工
事
説
明
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(3
)	シ

ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
運
転
操
作
を
行
な
い
、
該
当
す
る
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
が
運
転
す

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
操
作
の
詳
細
は
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
取
扱
説
明
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

	
（
本
機
は
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
試
運
転
機
能
（
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
→
試
運
転
）
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
上
記

の
方
法
で
試
運
転
確
認
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。）

・
	据

付
工
事
後
の
確
認
結
果
を
お
客
様
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
	別

冊
の
取
扱
説
明
書
に
従
っ
て
、
正
し
い
使
い
か
た
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。
と
く
に
「
安
全
の
た
め
に
必
ず

守
る
こ
と
」
の
項
は
、
安
全
に
関
す
る
重
要
な
注
意
事
項
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
守
る
よ
う
に
ご

説
明
く
だ
さ
い
。

・
	こ

の
据
付
工
事
説
明
書
は
、
別
冊
の
取
扱
説
明
書
と
と
も
に
お
客
様
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

・
	お

客
様
が
不
在
の
場
合
は
、
発
注
者
（
オ
ー
ナ
ー
な
ど
）
ま
た
は
、
管
理
人
様
へ
説
明
し
、
お
客
様
へ
の
ご

説
明
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

1
5
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エコヌクールピコ・レオ取扱説明1

お
客
様
用

●
 ご
使
用
の
前
に
、
こ
の
取
扱
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、
正

し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
 保
証
書
は
「
お
買
上
げ
日
・
販
売
店
名
」
な
ど
の
記
入
を
確
か
め

て
、
販
売
店
か
ら
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

●
 「
取
扱
説
明
書
」
と
「
保
証
書
」
は
大
切
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 添
付
別
紙
の
「
三
菱
電
機
ご
相
談
窓
口
・
修
理
窓
口
の
ご
案
内
」

は
、
大
切
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 お
客
様
ご
自
身
で
は
据
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
安
全
や
機
能

の
確
保
が
で
き
ま
せ
ん
）

●
 販
売
店
が
試
運
転
を
行
う
際
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
、
正
し
い

使
い
か
た
の
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
 次
の
よ
う
な
マ
ー
ク
で
必
要
な
情
報
を
示
し
て
い
ま
す
。

よ
り
便
利
に
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
で
す
。

知っ
とく

情報

■
も
く
じ

お
使
い
に
な
る
前
に

日
常
の
点
検
・
お
手
入
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
2
4
～
2
5

定
期
点
検
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
6

交
換
部
品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
6

「
故
障
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
…
…
…
…
…
…
…
2
7
～
3
0

保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
1

仕
様
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
裏
表
紙

お
手
入
れ
・
困
っ
た
と
き

使
い
か
た

こ
の
製
品
は
日
本
国
内
用
で
す
の
で
日
本
国
外
で
は
使
用
で
き
ず
、

ま
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
で
き
ま
せ
ん
。

Th
is
 a
pp

lia
nc

e 
is
 d
es

ig
ne

d 
fo
r 
us

e 
in
 J
ap

an
 o
nl
y 

an
d 
ca

n 
no

t 
be

 u
se

d 
in
 a
ny
 o
th
er
 c
ou

nt
ry
.

N
o 
se

rv
ic
in
g 
is
 a
va
ila
bl
e 
ou

ts
id
e 
of
 J
ap

an
.

お
願
い

お
知
ら
せ

リ
モ
コ
ン
の
使
い
か
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
0

運
転
の
開
始
と
停
止
の
し
か
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
1

室
温
を
調
節
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2

通
常
運
転
と
ひ
か
え
め
運
転
を
切
替
え
る
…
…
…
…
…
…
…
1
2

水
温
を
調
節
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
3

暖
房
運
転
と
冷
房
運
転
を
切
替
え
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
4

タ
イ
マ
ー
運
転
の
し
か
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
5

好
み
に
合
わ
せ
て
タ
イ
マ
ー
を
設
定
す
る
…
…
…
1
6
～
1
7

メ
ニ
ュ
ー
画
面
か
ら
選
ん
で
設
定
す
る
…
…
…
1
8
～
2
2

こ
ん
な
表
示
が
で
た
ら
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
3

正
し
く
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
で
す
。

使
用
上
で
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
情
報
で
す
。

1
6
1
1
8
7
6
H
E6
7
0
2

VE
H

-3
04

H
C

D
-K

, 4
06

H
C

D
-K

, 5
07

H
C

D
-K

〈
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
：
開
放
式
〉

VE
H

-4
06

H
C

D
-M

, 5
07

H
C

D
-M

〈
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
：
密
閉
式
〉

VE
H

-7
12

H
C

D
-K

〈
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
：
開
放
式
〉

VE
H

-7
12

H
C

D
-M

〈
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
：
密
閉
式
〉

VE
H

-3
04

H
PD

, 4
06

H
PD

, 5
07

H
PD

〈
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
〉

VE
H

-3
04

H
PD

-H
, 4

06
H

PD
-H

/H
L, 

50
7H

PD
-H

/H
L〈

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
：
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
付
〉

VE
Z-

20
H

T2
〈
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
〉

VE
Z-

01
R

C
D

〈
リ
モ
コ
ン
〉

取
扱
説
明
書

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム「

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
 ピ
コ・
レ
オ
」

形
  名

ピ コ レ オ

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
2
～
3

便
利
に
使
い
た
い
！
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
…
…
…
…
4
～
6

各
部
の
な
ま
え
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

使
用
前
の
準
備
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
～
9

愛
情
点
検

ご
使
用
の
際

こ
の
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
こ
げ
臭
い
に
お
い
が
す
る
。

●
運
転
音
が
異
常
に
大
き
く
な
る
。

●
冷
房
運
転
時
に
暖
房
専
用
放
熱
器
が
結
露
す
る
。

●
漏
電
遮
断
器
、
ブ
レ
ー
カ
ー
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
落
ち
る
。

●
そ
の
他
の
異
常
や
故
障
が
あ
る
。

使
用

中
止

故
障
や
事
故
防
止
の
た
め
、

ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
っ
て
必
ず
お
買
上

げ
の
販
売
店
に
点
検
、
修
理

を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長
年
ご
使
用
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
は
点
検
を
！

こ
の
説
明
書
は
、

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

中
津
川
製
作
所
 〒
 5
08

 －
 8
66

6 
岐
阜
県
中
津
川
市
駒
場
町

1番
3号

仕
様

※
性
能
は
熱
源
機
に
接
続
さ
れ
る
放
熱
器
の
構
成
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
ま
た
外
気
温
度
な
ど
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。

※
防
錆
循
環
液
を
使
用
し
た
場
合
は
、
能
力
は
約
4
％
低
下
、
消
費
電
力
は
約
2
％
増
加
し
ま
す
。

※
停
止
時
の
消
費
電
力
は
約
7
W
で
す
。

※
運
転
音
は
反
響
音
の
少
な
い
無
響
室
で
測
定
し
た
数
値
で
す
。
実
際
に
取
付
け
た
状
態
で
測
定
す
る
と
周
囲
の
音
や
反
響
を
受
け
、
表
示
数
値
よ
り
大
き
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
の
消
費
電
力
は
1
0
0
W
で
す
。
（
-H
、
-H
Lタ

イ
プ
の
み
）

※
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
の
暖
房
／
冷
房
性
能
は
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
2
台
組
合
せ
時
の
性
能
で
す
。

　
運
転
音
は
1
台
あ
た
り
の
性
能
値
で
す
。
2
台
組
合
せ
時
は
約
＋
3
dB

と
な
り
ま
す
。

形
名

仕
様

※
ご
使
用
の
シ
ス
テ
ム
構
成
に
よ
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が
据
付
け
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

形
名

仕
様

単
相
　
2
0
0
V

2
0
0
0

1
0

5
.2

高
さ
36

5×
幅
20

4×
奥
行
15

0

電
　
　
源

消
費
電
力
〈
W
〉

運
転
電
流
〈
A
〉

質
　
　
量
〈
kg
〉

外
形
寸
法
〈
㎜
〉

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
 V
EZ

-2
0H

T2
0
.3
8
0
以
下

総
延
長
　
1
0
0

2
5
0

高
さ
12

0×
幅
12

0×
奥
行
19

消
費
電
力
〈
W
〉

通
信
距
離
〈
m
〉

質
　
　
量
〈
ｇ
〉

外
形
寸
法
〈
㎜
〉

リ
モ
コ
ン
　
V
EZ

-0
1
R
C
D

形
名

仕
様

V
EH

-3
0
4
H
C
D
-K

V
EH

-3
0
4
H
P
D
（
-H
）

V
EH

-4
0
6
H
C
D
-K
/M

V
EH

-4
0
6
H
P
D
（
-H
/H

L）

V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M

V
EH

-4
0
6
H
P
D
（
-H
/H

L）

V
EH

-5
0
7
H
C
D
-K
/M

V
EH

-5
0
7
H
P
D
（
-H
/H

L）

熱
源
機
　
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

　
　
　
　
室
外
ユ
ニ
ッ
ト

電
　
　
源

定
格
加
熱
能
力
〈
kW

〉
定
格
冷
却
能
力
〈
kW

〉

定
格
消
費
電
力
〈
W
〉

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

4
.0

3
.0

加
熱
2
9
　
冷
却
2
9

加
熱
4
8
　
冷
却
4
7

1
1

3
2

高
さ
43

0×
幅
37

0×
奥
行
23

0
高
さ
55

0×
幅
80

0×
奥
行
28

5

加
熱
9
8
0
（
最
大
1
9
0
0
）

冷
却
1
0
7
0

6
.0

3
.6

加
熱
2
9
　
冷
却
2
9

加
熱
5
2
　
冷
却
5
1

1
2

3
4

高
さ
43

0×
幅
37

0×
奥
行
23

0
高
さ
55

0×
幅
80

0×
奥
行
28

5

加
熱
1
4
9
0
（
最
大
2
7
0
0
）

冷
却
1
2
0
0

7
.0

5
.1

加
熱
2
9
　
冷
却
2
9

加
熱
5
2
　
冷
却
5
1

1
3

4
1

高
さ
43

0×
幅
37

0×
奥
行
23

0
高
さ
63

0×
幅
80

9×
奥
行
30

0

加
熱
1
6
5
0
（
最
大
3
1
0
0
）

冷
却
2
0
8
0

1
2
.0

7
.2

安
定
時
加
熱
能
力
〈
kW

〉
　

安
定
時
加
熱
消
費
電
力
〈
W
〉

安
定
時
加
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

〈
－
〉

1
.7

4
0
0

4
.1
6

2
.0

4
5
5

4
.3
9

2
.3

5
0
0

4
.6
0

4
.0

9
1
0

4
.3
9

加
熱
2
9
　
冷
却
2
9

加
熱
5
2
　
冷
却
5
1
（
1
台
あ
た
り
）

1
6

3
4
（
1
台
あ
た
り
）

高
さ
43

0×
幅
49

0×
奥
行
23

0
高
さ
55

0×
幅
80

0×
奥
行
28

5

加
熱
2
9
8
0
（
最
大
5
3
0
0
）

冷
却
2
4
0
0

単
相
　
2
0
0
V
　
5
0
-6
0
H
z

循
環
液
仕
様

冷
　
媒

三
菱
防
錆
循
環
液
　
希
釈
不
要
タ
イ
プ

R
4
1
0
A

こ
の
製
品
に
は
地
球
環
境
保
護
の
一
環
と
し
て
再
資
源
化
が
で
き
る
よ
う
に
主
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
に
材
質
名
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
（
材
質
名
は
主
材
料
に
IS
O
規
定
の
略
号
を
使
用
）

加
熱
5
.8
（
最
大
1
1
.0
）

冷
却
6
.4

加
熱
7
.8
（
最
大
1
5
.0
）

冷
却
6
.9

加
熱
9
.1
（
最
大
1
7
.0
）

冷
却
1
1
.5

加
熱
1
5
.6
（
最
大
2
9
.0
）

冷
却
1
3
.6

運
転
電
流
〈
A
〉

運
転
音
〈
dB

〉

質
　
量
〈
kg
〉

外
形
寸
法
〈
㎜
〉

■
機
器
に
含
ま
れ
る
冷
媒
（
フ
ロ
ン
ガ
ス
）
に
つ
い
て

こ
の
表
示
は
本
製
品
に
温
暖
化
ガ
ス
（
フ
ロ
ン
類
）
が
封
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
認
識
い
た
だ
く
た
め
の
表
示
で
す
。
製
品
の
取
り

は
ず
し
時
は
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
で
す
。

廃
棄
時
に
は
販
売
店
等
に
引
き
渡
し
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
確
実
に
フ
ロ
ン
類
の
適
正
処
理
が
な
さ
れ
ま
す
。

こ
の
製
品
に
は
Ｇ
Ｗ
Ｐ
（
地
球
温
暖
化
係
数
）
が
2
0
9
0
の
フ
ロ
ン
類
が
封
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
移
設
・
修
理
・
廃
棄
等
に
あ
た
っ
て
は
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
必
要
で
す
。
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3お 使 い に な る 前 に 安 全 の た め に 必 ず 守 る こ と

●
 暖
ま
ら
な
い
・
冷
え
な
い
場
合
は
冷
媒
の
漏
れ
が

原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
、
お
買

上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
三
菱
電
機
　
修
理
窓
口
に

相
談
す
る

 冷
媒
の
追
加
を
伴
う
修
理
の
場
合
は
、
修
理
内
容

を
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
に
確
認
す
る

 使
用
さ
れ
て
い
る
冷
媒
は
安
全
で
す
。
冷
媒
は
通

常
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
一
、
冷
媒

が
室
内
に
漏
れ
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
ス
ト
ー
ブ
、

コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
に
触
れ
る
と
有
害
な
生
成
物

が
発
生
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

指
示
に
従
う

指
示
に
従
う

指
示
に
従
う

禁
止

禁
止

●
 熱
源
機
の
上
に
乗
っ
た
り
も
の
を
載
せ
た
り
し
な
い

 落
下
・
転
倒
に
よ
り
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 食
品
・
動
植
物
・
精
密
機
器
・
美
術
品
の
保
存
な

ど
、
特
殊
用
途
に
は
使
用
し
な
い

 品
質
低
下
ま
た
は
動
植
物
へ
の
害
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

●
 長
期
間
使
用
で
傷
ん
だ
ま
ま
の
据
付
台
な
ど
で

 使
用
し
な
い

 ユ
ニ
ッ
ト
の
落
下
に
つ
な
が
り
、
け
が
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
吸
込
口
や
ア
ル
ミ
フ
ィ
ン
に

さ
わ
ら
な
い

 け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 直
接
風
の
あ
た
る
所
に
動
植
物
を
置
か
な
い

 動
植
物
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 閉
め
切
っ
た
部
屋
で
目
が
痛
く
な
る
場
合
は
換
気

を
す
る

 ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
に
よ
る
体
調
不
良
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

 換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 お
手
入
れ
の
際
は
手
袋
を
着
用
す
る

 着
用
し
な
い
と
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 お
手
入
れ
の
際
は
製
品
が
冷
え
た
状
態
で
行
う

 や
け
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

警
告

注
意

●
 床
暖
房
の
上
に
釘
や
突
起
物
を
刺
し
た
り
、
固
い

も
の
を
ぶ
つ
け
た
り
、
落
と
し
た
り
し
な
い

 床
下
の
床
暖
房
パ
ネ
ル
の
破
損
に
よ
り
水
漏
れ
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 壁
に
2
0
㎜
以
上
の
く
ぎ
を
打
た
な
い

 壁
内
の
水
配
管
を
傷
つ
け
、水

漏
れ
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

●
 運
転
中
や
停
止
直
後
に
補
給
口
の
ふ
た
を
あ
け
な
い

 循
環
水
が
飛
び
散
っ
て
や
け
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 長
時
間
使
用
し
な
い
と
き
は
、
分
電
盤
ブ
レ
ー
カ

ー
を
切
る

 絶
縁
劣
化
に
よ
る
感
電
・
漏
電
火
災
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

●
 お
手
入
れ
の
際
は
運
転
を
停
止
し
、ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
る

 感
電
や
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

2■
本
文
中
や
本
体
に
使
わ
れ
て
い
る
図
記
号
の
意
味
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
の
重
大
な
結
果
に
結
び
つ
く
可
能
性
が

あ
る
も
の
。

●
 防
錆
循
環
液
を
幼
児
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
い

た
り
、
飲
ん
だ
り
し
な
い

 健
康
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
万
一
、
飲

ん
だ
場
合
は
す
ぐ
に
吐
か
せ
て
、
医
師
の
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
 設
定
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い

 高
温
の
床
に
長
時
間
接
触
す
る
と
低
温
や
け
ど
を

起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 指
定
冷
媒
（
R
4
1
0
A
）
以
外
は

 使
用
（
冷
媒
補
充
・
入
替
え
）
し
な
い

 機
器
の
故
障
や
破
裂
、
け
が
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 床
暖
房
運
転
時
に
床
暖
房
の
上
で
就
寝
し
な
い

 乳
幼
児
・
お
子
様
・
お
年
寄
り
・
病
気
の
方
・
か

ら
だ
の
不
自
由
な
方
・
皮
膚
の
弱
い
方
・
非
常
に

疲
れ
て
い
る
方
・
深
酒
・
睡
眠
薬
を
飲
ま
れ
た
方

は
、
熱
す
ぎ
て
も
自
分
で
調
節
が
で
き
な
い
た
め
、

低
温
や
け
ど
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

警
告

●
 お
客
様
自
身
で
分
解
・
改
造
・
修
理
・

 移
動
再
設
置
は
し
な
い

 火
災
・
感
電
・
け
が
・
水
漏
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

禁
止

禁
止

●
 異
常
時
(こ

げ
臭
い
な
ど
)は

運
転
を
停
止
し
て
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
る

 異
常
の
ま
ま
運
転
を
続
け
る
と
火
災
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

 販
売
店
ま
た
は
三
菱
電
機
 
修
理
窓
口
に
点
検
・

修
理
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
 移
動
再
据
付
け
・
修
理
す
る
場
合
は
、
お
買
上
げ
の

販
売
店
ま
た
は
三
菱
電
機
　
修
理
窓
口
に
相
談
す
る

 不
備
が
あ
る
と
、
感
電
や
火
災
な
ど
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

指
示
に
従
う

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
吹
出
口
や
吸
込
口
を
ふ
さ
い
だ

り
、
指
や
棒
な
ど
を
入
れ
な
い

 内
部
で
フ
ァ
ン
が
高
速
回
転
し
て
い
ま
す
の
で
、

ケ
ガ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

禁
止

水
ぬ
れ
禁
止

水
ぬ
れ
禁
止

●
 製
品
を
水
に
つ
け
た
り
、水

を
か
け
た
り
し
な
い

 シ
ョ
ー
ト
や
感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

指
示
に
従
う

水
場
使
用
禁
止

ぬ
れ
手
禁
止

ア
ー
ス
確
認

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

警
告

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
軽
傷
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
物
的
損
害
に
結
び
つ
く
も
の
。

注
意

お
使
い
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
、
財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
必
ず
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

■
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

●
 台
所
な
ど
直
接
炎
が
あ
た
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

で
は
使
用
し
な
い

 火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 殺
虫
剤
・
可
燃
性
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
吹
き
つ
け
な
い

 火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 可
燃
性
ガ
ス
の
漏
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
へ
の

設
置
は
行
わ
な
い

 万
一
ガ
ス
が
漏
れ
て
室
外
機
の
周
囲
に
た
ま
る
と
、

爆
発
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 放
熱
器
（
床
暖
房
パ
ネ
ル
・
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
な

ど
）
の
上
に
直
接
、
発
火
の
お
そ
れ
の
あ
る
ラ
イ

タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
等
を
置
か
な
い

 火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

水
場
使
用
禁
止

●
 風
呂
、
シ
ャ
ワ
ー
室
で
は
使
用
し
な
い

 火
災
や
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 ア
ー
ス
が
取
付
け
ら
れ
て
い
る
か
確
認
す
る

 故
障
や
漏
電
の
と
き
に
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ア
ー
ス
の
取
付
け
は
お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は

三
菱
電
機
 修

理
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
 ぬ
れ
た
手
で
ス
イ
ッ
チ
を
操
作
し
な
い

 感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ぬ
れ
手
禁
止

ア
ー
ス
確
認

�エコヌクールピコ・レオ取扱説明
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�エコヌクールピコ・レオ取扱説明

5お 使 い に な る 前 に 便 利 に 使 い た い ！ 4 つ の ポ イ ン ト

P
.1
5

■
タ
イ
マ
ー
運
転
が
便
利
で
す
。

生
活
リ
ズ
ム
で

使
い
た
い

3
ポ
イ
ント

タ
イ
マ
ー
運
転

時
間
帯
を
決
め
て
運
転
す
る
運
転
内
容
を
切
替
え
る

暖
房
運
転
時
の
暖
か
い
日
中
（
冷
房
運

転
時
の
涼
し
い
時
間
帯
）
や
外
出
中
は
、

運
転
を
停
止
し
た
い
。

暖
房
運
転
時
の
寒
い
朝
晩
（
冷
房
運
転
時

の
暑
い
日
中
）
は
通
常
運
転
、
外
出
中
は

ひ
か
え
め
、
就
寝
中
は
停
止
し
た
い
。

設
定
し
た
時
間
帯
で

運
転
を
入
／
切
し
ま
す
。

通
常
運
転
と
ひ
か
え
め
運
転
、

運
転
停
止
を
切
替
え
ま
す
。

お
た
す
け
ガ
イ
ド

が
便
利
で
す

4
ポ
イ
ント毎
日
く
り
か
え
す
運
転
パ
タ
ー
ン
を
、
季
節
や
住
ま
い
方
に
応
じ
て
2
パ
タ
ー
ン
登
録
で
き
ま
す
。

●
 ご
利
用
の
１
～
2
時
間
く
ら
い
早
め
の
運
転
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
ら
く
楽
ア
シ
ス
ト
」
「
節
電
ア
シ
ス
ト
」
の
２
つ
の
ア
シ
ス
ト
機
能
で
、

よ
り
快
適
な
冷
暖
房
空
間
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

戻
る

も
っ
と
冷
や
し
た
い

設
定
水
温
が
高
い
と
、
お
部
屋
が

冷
え
に
く
く
な
り
ま
す

設
定
水
温
を
下
げ
て
く
だ
さ
い

戻
る

も
っ
と
暖
め
た
い

ひ
か
え
め
運
転
に
な
っ
て
い
ま
す

寒
い
と
感
じ
る
場
合
は
メ
ニ
ュ
ー
を

終
了
し
て
、
モ
ー
ド
を
通
常
運
転
に

し
て
く
だ
さ
い

次
頁

戻
る

保
存

電
気
代
表
示

電
気
代
、C

O
2排

出
量
の
ｶｳ
ﾝﾄ
表
示

カウ
ント
中

最
新

前
回

1
前
回

2

電
気
代 円 円 円 円

40
0

53
00

66
00

74
00

C
O
2量 kg kg kg kg

6 78 98 11
0

日
数 日 日 日 日

3 31 28 31

ペ
ー
ジ

1/
2

戻
る

「
循
環
液
の
不
足
」
の
表
示
が
出
た

く
わ
し
く
は
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

専
用
の
防
錆
循
環
液
が
必
要
で
す

お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
下
さ
い

　
販
売
施
工
店
連
絡
先
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
三
菱
電
機
修
理
窓
口
　
0
1
2
0
5
6
8
6
3
4

『
ら
く
楽
ア
シ
ス
ト
』

で
、
お
た
す
け
!

快
適
な
運
転
設
定
を
は
じ
め
、
電
気
代
や
お
問
い
合
わ
せ
先
の
表
示
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
要
望
や
疑
問
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

も
っ
と
暖
め
た
い

も
っ
と
冷
や
し
た
い

今
の
運
転
状
態
か
ら
、
よ
り

暖
ま
り
や
す
く
な
る
よ
う
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

今
の
運
転
状
態
か
ら
、
よ
り

冷
え
や
す
く
な
る
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
気
代
を
知
り
た
い

防
錆
循
環
液
を

交
換
し
た
い

電
気
代
、
C
O
2
換
算
値
、

計
測
日
数
を
最
大
6
件
表
示

し
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ご
相
談
の

連
絡
先
と
、
当
社
の
修
理
相

談
窓
口
を
表
示
し
ま
す
。

●
 電
気
代
表
示

●
 防
錆
循
環
液
の
点
検

P
.1
2

P
.1
8

●
 ひ
か
え
め
運
転

P
.1
3

●
 水
温
調
節

P
.9
,2
5

P
.1
8

お
た
す
け
ガ
イ
ド

4ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
に
は
、
便
利
に
ご
使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
各
種
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ご
使
用
方
法
に
合
わ
せ
て
、
各
機
能
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

P
.1
2

P
.1
3

P
.1
1

■
夏
期
や
冬
期
で
は
連
続
運
転
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
水
温
は
お
好
み
の
温
度
に
設
定
で
き
ま
す
。

■
室
温
設
定
は
暖
房
時
2
2
℃
以
下
、

　
冷
房
時
2
6
℃
以
上
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

好
み
に
合
わ
せ
て

使
い
た
い

1
ポ
イ
ント

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み

室
温
調
節

自
動
と
手
動
で
水
温
を
調
節
す
る

水
温
調
節

通
常
運
転

●
 水
温
設
定
は
「
自
動
」
設
定
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
よ
り
快
適
な
使
い
か
た
を
お
教
え
し
ま
す
。

お
た
す
け
ガ
イ
ド

■
水
温
設
定
に
つ
い
て

本
シ
ス
テ
ム
の
み
で
十
分
な
冷
暖
房
感
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
補
助
冷
暖
房
機
器
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

室
温
、
水
温
は
暖
房
運
転
で
高
く
す
る
ほ
ど
（
冷
房
運
転
時
は
低
く
す
る
ほ
ど
）
、
よ
り
多
く
の
電
力
を
使
い
ま
す
。

水
温
設
定
を
「
自
動
」
設
定
に
す
る
こ
と
で
冷
暖
房
負
荷
に
合
わ
せ
て
水
温
を
自
動
調
節
し
ま
す
。

た
だ
し
、
下
記
の
よ
う
な
場
合
で
は
、
暖
房
運
転
で
水
温
が
高
く
な
り
や
す
い
（
冷
房
運
転
時
は
低
く
な
り
や
す
い
）
た
め
、

「
手
動
」
設
定
で
低
め
の
設
定
温
度
（
冷
房
運
転
時
は
高
め
の
設
定
温
度
）
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
、
冷
暖
房
感
が
得
ら
れ
に
く
い

場
合
は
、
設
定
温
度
を
徐
々
に
高
く
（
冷
房
運
転
時
は
徐
々
に
低
く
）
し
て
い
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
 お
部
屋
の
面
積
に
対
し
て
、
放
熱
器
が
極
端
に
小
さ
い
場
合
。

●
 お
部
屋
の
一
部
の
放
熱
器
の
み
を
運
転
す
る
場
合
。
（
LD

K
で
リ
ビ
ン
グ
の
み
利
用
す
る
場
合
な
ど
）

P
.1
2

■
シ
ス
テ
ム
で
使
用
し
た
電
気
代
を
確
認
で
き
ま
す
。

■
"ひ

か
え
め
運
転
"が

経
済
的
で
す
。

経
済
的
に

使
い
た
い

2
ポ
イ
ント

使
用
し
た
電
気
代
の
目
安
を
確
認
す
る

電
気
代
表
示

ひ
か
え
め
運
転

●
 お
部
屋
が
暖
ま
り
に
く
い
、
冷
え
に
く
い
と
き
は
、

“
通
常
運
転
”
に
切
替
え
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

使
用
し
た
電
気
代
の
目
安
を
表
示
で
き
ま
す
。

■
よ
り
省
エ
ネ
に
な
る
使
い
か
た
を
お
教
え
し
ま
す
。

お
た
す
け
ガ
イ
ド

4つ
の
ポ
イ
ン
ト

P
.5
～
6

P
.1
8
～
1
9

P
.5
～
6

P
.1
8
～
1
9

P
.5
P
.1
8
～
1
9
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�エコヌクールピコ・レオ取扱説明

7

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

モ
ー
ド

▼
▲

水
温

12
：
00

通
常

設
定
水
温
℃

50
モ

ー
ド

▼
▲

水
温

冷
/暖

12
：
00

通
常

設
定
水
温
℃

50
暖
房

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合

※
シ
ス
テ
ム
構
成
の
一
例
で
す
の
で
、
ご
使
用
の
シ
ス
テ
ム
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
の
場
合
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
2
台
使
用
し
ま
す
。

こ
の
取
扱
説
明
書
の
範
囲

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合

※
シ
ス
テ
ム
構
成
の
一
例
で
す
の
で
、
ご
使
用
の
シ
ス
テ
ム
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
の
場
合
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
2
台
使
用
し
ま
す
。

　
室
外
ユ
ニ
ット

（
V
EH

-△
△
△
H
P
D（

-H
/H

L）
）

冷
媒
配
管

床
暖
房
パ
ネ
ル
や
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
な
ど

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

（
オ
プ
シ
ョ
ン
）

熱
源
機

放
熱
器

リ
モ
コ
ン（

V
EZ

-0
1
R
C
D
）

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
に
は
「
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
」
と
「
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
」
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

リ
モ
コ
ン
の
機
能
は
使
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

運
転
さ
せ
た
と
き
の
リ
モ
コ
ン
の
表
示
部
で
シ
ス
テ
ム
を
確
認
で
き
ま
す
。 各

リ
モ
コ
ン
で
、運

転
と
停
止
、室

温
ま
た
は
温
水
/冷

水
温
度
の
調
節
を
行
い
ま
す
。

1
つ
の
リ
モ
コ
ン
で
、運

転
と
停
止
、温

水
/冷

水
温
度
の
調
節
を
行
い
ま
す
。

各
部
の
な
ま
え

シ
ス
テ
ム

表
示
部

簡
易（

パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）シ

ス
テ
ム

暖
房
の
み

暖
房・

冷
房

・「
設
定
室
温
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

・「
設
定
水
温
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

・「
設
定
水
温
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

・「
暖
房
」「
冷
房
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

暖
房

床
暖
房
シ
ス
テ
ム

暖
房
の
み

暖
房・

冷
房

・「
設
定
室
温
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

・「
暖
房
」「
冷
房
」が

表
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
取
扱
説
明
書
の
範
囲

　
室
外
ユ
ニ
ット

（
V
EH

-△
△
△
H
P
D（

-H
/H

L）
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット
（
V
EH

-△
△
△
H
C
D
-K
/M
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット

架
台

冷
媒
配
管

パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
な
ど

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

（
オ
プ
シ
ョ
ン
）

熱
源
機

放
熱
器

リ
モ
コ
ン（

V
EZ

-0
1
R
C
D
）

※
開
放
式（

V
E
H
-△

△
△
H
C
D
-K
）で

は
、鉄

製
パ
ネ
ル
ヒ
ー

タ
ー
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

密
閉
式（

V
EH

-△
△
△
H
C
D
-M
）を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
開
放
式（

V
E
H
-△

△
△
H
C
D
-K
）で

は
、鉄

製
パ
ネ
ル
ヒ
ー

タ
ー
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

密
閉
式（

V
EH

-△
△
△
H
C
D
-M
）を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

排
水
用

ホ
ー
ス

自
動
空
気
抜
き
弁

安
全
弁

 9
3
kP

a

熱
交
換
ユ
ニ
ット
（
V
EH

-△
△
△
H
C
D
-K
/M
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット

架
台

補
給
口

（
開
放
式
の
み
）

お 使 い に な る 前 に 便 利 に 使 い た い ！ 4 つ の ポ イ ン ト ／ 各 部 の な ま え

6

お
た
す
け
ガ
イ
ド

が
便
利
で
す

4
ポ
イ
ント

「
ら
く
楽
ア
シ
ス
ト
」
「
節
電
ア
シ
ス
ト
」
の
２
つ
の
ア
シ
ス
ト
機
能
で
、

よ
り
快
適
な
冷
暖
房
空
間
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

よ
り
省
エ
ネ
重
視
の
水
温
自
動
設
定
運
転
や
、
よ
り
効
率
的
な
節
電
運
転
の
設
定
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

『
節
電
ア
シ
ス
ト
』

で
、
お
た
す
け
! 戻

る

も
っ
と
節
電
し
た
い

水
温
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

メ
ニ
ュ
ー
を
終
了
し
て
、
設
定
水
温
を

下
げ
る
か
、
「
自
動
」
に
設
定
す
る
と

節
電
に
な
り
ま
す

も
っ
と
節
電
し
た
い

消
費
電
力
を
低
く
抑
え
る
設

定
の
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

P
.1
3

●
 水
温
調
節

4つ
の
ポ
イ
ン
ト
つ
づ
き
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99お 使 い に な る 前 に 使 用 前 の 準 備

●
 バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が
据
付
け
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
用
ブ
レ
ー
カ
ー
も

「
入
」
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

ご
使
用
の
前
に
、
リ
モ
コ
ン
前
面
の
保
護
シ
ー
ト
（
透
明
）
を
お
は
が
し
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

防
錆
循
環
液
の
漏
れ
に
気
付
い
て
も
、
お
客
様
で
の
修
理
・
分
解
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

●
 防
錆
循
環
液
の
漏
れ
に
気
付
い
た
と
き
は
運
転
を
い
っ
た
ん
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 ブ
レ
ー
カ
ー
を
「
切
」
に
し
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
 分
電
盤
の
専
用
ブ
レ
ー
カ
ー
が
「
入
」
に
な
っ
て

い
る
か
確
認
す
る

■
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
や
配
管
の
接
続
部
に
防
錆
循
環

液
の
漏
れ
が
な
い
か
確
認
す
る

P
.2
5 P
.2
5

●
 「

こ
ん
な
表
示
が
で
た
ら
」

■
 リ
モ
コ
ン
に
「
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
」
や
、
「
注
意
」

が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
か
確
認
す
る

P
.2
3

お
願
い

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
の
据
付
工
事
は
、
販
売
店
・
工
事
店
に
お
い
て
有
資
格
者
で
あ
る
電
気
工
事
士
の
方
が
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
据
付
工
事
完
了
後
、
「
安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と
」
　
　
　
　
を
お
客
様
自
身
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
願
い

ブ
レ
ー
カ
ー

熱
源
機

【
開
放
式
 V
EH

-△
△
△
H
C
D
-K
 の
場
合
】

シ
ス
タ
ー
ン
タ
ン
ク
の
補
給
口
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、適

正
水
位
か
確
認

す
る
。

防
錆
循
環
液
の
確
認

■
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
防
錆
循
環
液
を
確
認
す
る

【
密
閉
式
 V
EH

-△
△
△
H
C
D
-M
 の
場
合
】

圧
力
計
の
指
示
値
が
5
0
kP

a～
8
0
kP

aの
範
囲
に
あ
る
か
確

認
す
る
。

圧
力
計
の
指
示
値
の
確
認

補
給
口

熱
交
換
ユ
ニ
ット

シ
ス
タ
ー
ン
タ
ン
ク

適
正
水
位
レ
ベ
ル

（
黒
色
ラ
イ
ン
、段

差
部
）

補
給
口
キ
ャ
ッ
プ

圧
力
計

（
圧
力
計
指
示
値
）

【
開
放
式
の
場
合
】

【
密
閉
式
の
場
合
】

●
 お
客
様
ご
自
身
で
は
据
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
安
全
や
機
能
の
確
保
が
で
き
ま
せ
ん
）

●
 長
期
間
ご
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
運
転
開
始
ま
で
に
下
記
の
手
順
に
従
っ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

P
.2
～
3

8■
使
用
上
の
ご
確
認
内
容

■
 冷
房
運
転
と
暖
房
運
転
を
同
時
に
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 
冷
房
運
転
に
は
、
冷
水
に
て
冷
房
を
行
う
放
熱
器
（
他
社
製
品
）
が
必
要
で
す
。

 
ま
た
、
冷
房
運
転
時
に
暖
房
専
用
放
熱
器
に
冷
水
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 外
付
け
ポ
ン
プ
を
接
続
す
る
。

●
 複
数
台
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
を
1
つ
の
冷
温
水
回
路
に
接
続
す
る
。

●
 冷
温
水
回
路
の
途
中
で
他
の
加
熱
・
冷
却
熱
源
（
石
油
ボ
イ
ラ
ー
や
ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
）
を
接
続
す
る
。

（
オ
プ
シ
ョ
ン
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
除
く
）

※
そ
の
他
特
殊
用
途
や
非
対
人
用
途
も
保
証
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
 本
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本
国
内
の
一
般
家
庭
、
福
祉
施
設
、
保
育
園
お
よ
び
そ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
に
お
け
る
温
水
床
暖
房
用
・
冷
温
水

ふ
く
射
空
調
用
を
目
的
に
設
計
さ
れ
た
も
の
で
す
。こ

れ
ら
の
目
的
以
外
の
用
途
で
使
用
さ
れ
た
場
合
は
保
証
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
 簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合

 
リ
モ
コ
ン
に
て
停
止
設
定
ま
た
は
タ
イ
マ
ー
運
転
に
よ
る
運
転
停
止
設
定
時
は
、
放
熱
器
の
運
転
操
作
を
し
て
も
、
熱
源
機
は
停
止

の
ま
ま
で
暖
房
運
転
・
冷
房
運
転
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
リ
モ
コ
ン
に
て
運
転
設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
 本
シ
ス
テ
ム
は
、
冷
温
水
回
路
を
単
独
で
使
用
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
記
の
よ
う
な
使
い
方
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
 複
数
の
お
部
屋
を
同
時
に
運
転
す
る
と
、
目
標
室
温
に
到
達
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
運
転
開
始
す
る
時
間
を
ず
ら
し
て
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
 循
環
液
は
必
ず
当
社
指
定
の
三
菱
防
錆
循
環
液
　
希
釈
不
要
タ
イ
プ
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

 
三
菱
防
錆
循
環
液
　
希
釈
不
要
タ
イ
プ
：
V
P
Z
-0
1
K
X
-E
C
O
、
V
P
Z
-1
0
K
X
-E
C
O
、
V
P
Z
-1
8
K
X
-E
C
O

■
 防
錆
循
環
液
の
か
わ
り
に
、
水
や
自
動
車
用
不
凍
液
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 
水
や
指
定
外
循
環
液
を
使
用
す
る
と
防
錆
効
果
が
異
な
り
、
機
器
の
故
障
や
シ
ス
テ
ム
寿
命
低
下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

■
 バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
（
オ
プ
シ
ョ
ン
品
）
の
運
転
に
つ
い
て

 
室
外
ユ
ニ
ッ
ト（

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
）
の
み
で
暖
房
能
力
が
不
足
す
る
場
合
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
運
転
し
ま
す
。

 
運
転
時
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
下
面
の
運
転
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
ま
す
。

 
ま
た
、
リ
モ
コ
ン
に
「
ヒ
ー
タ
ー
運
転
中
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

■
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
開
放
式
（
V
EH

-3
0
4
H
C
D
-K
，
4
0
6
H
C
D
-K
，
5
0
7
H
C
D
-K
，
7
1
2
H
C
D
-K
）
を
屋
内
で
利
用
の
場
合
、

防
錆
循
環
液
の
蒸
発
に
よ
り
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
に
お
い
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

 
換
気
扇
な
ど
で
排
気
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
 停
電
が
あ
っ
た
場
合
、
停
電
前
の
状
態
に
自
動
復
帰
し
ま
す
。

 
た
だ
し
停
電
状
態
が
長
期
間
続
く
場
合
は
時
刻
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
タ
イ
マ
ー
運
転
時
は
停
止
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

 
あ
ら
た
め
て
時
刻
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
 最
低
外
気
温
度
が
－
1
0
℃
（
目
安
）
を
下
回
る
地
域
で
は
、
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
付
の
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

 
外
気
温
度
に
関
わ
ら
ず
、
湿
度
が
高
く
凍
結
し
や
す
い
地
域
や
降
雪
量
の
多
い
地
域
で
は
、
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
付
の
室
外
ユ
ニ
ッ

ト
を
選
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
 外
気
温
度
が
－
1
5
℃
を
下
回
る
地
域
で
ご
使
用
の
場
合
は
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
を
屋
内
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

■
 機
器
の
能
力
を
超
え
る
冷
暖
房
負
荷
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
 下
記
環
境
の
地
域
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

使
用
前
の
準
備

（
）

平
年
の
最
低
外
気
温
度
が
－
1
5
℃
以
上
の
地
域
、
外
気
温
度
範
囲
　
暖
房
：
－
1
5
℃
～
2
0
℃
　
冷
房
：
2
0
℃
～
4
0
℃

V
EH

-3
0
4
H
C
D
-Ｋ

平
年
の
最
低
外
気
温
度
が
－
2
5
℃
以
上
の
地
域
、
外
気
温
度
範
囲
　
暖
房
：
－
2
5
℃
～
2
0
℃
　
冷
房
：
2
0
℃
～
4
0
℃

－
2
0
℃
以
下
の
発
生
頻
度
が
年
間
5
0
時
間
程
度
を
考
慮
し
た
製
品
の
た
め
、
そ
れ
を
超
え
る
よ
う
な
長
時
間
低
温

が
続
く
環
境
下
で
は
ご
使
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。

V
EH

-4
0
6
H
C
D
-Ｋ

/Ｍ
V
EH

-5
0
7
H
C
D
-Ｋ

/Ｍ
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/Ｍ

保
証
外
用
途
例

農
業
用

融
雪
用

具
体
例

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
　
な
ど

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
　
な
ど

保
証
外
用
途
例

家
畜
用

保
管
用

具
体
例

牛
舎
、
豚
舎
　
な
ど

食
品
、
動
植
物
、
精
密
機
械
、
美
術
品
の
保
管
　
な
ど

■
 V
EH

-4
06

H
C
D
-K
/M
，
50

7H
C
D
-K
/M
，
71

2H
C
D
-K
/M
は
、
外
気
温
度
が
－
20

℃
を
下
回
る
場
合
は
必
ず
連
続
運
転
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

（
外
気
温
度
が
お
よ
そ
－
20

℃
を
下
回
っ
た
状
態
か
ら
運
転
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
保
護
の
た
め
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
運
転
し
ま
せ
ん
）

●
 製
品
に
殺
虫
剤
な
ど
を
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
は
変
質
・
変
形
し
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
塗
装
部
品
は
塗
装
が
は
が
れ
て
錆
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
 消
臭
剤
、
芳
香
剤
な
ど
を
吹
き
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 製
品
内
部
の
部
品
が
腐
食
し
、
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 長
期
間
使
用
し
な
い
場
合
は
運
転
を
停
止
し
、
分
電
盤
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

 オ
フ
シ
ー
ズ
ン
ポ
ン
プ
設
定
が
O
N
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
（
循
環
液
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
し
、
製
品
周
辺
の
汚
損
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

お
願
い

P
.9

�エコヌクールピコ・レオ取扱説明
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11

P
.1
2

P
.1
3

P
.1
2

P
.1
5

ペ
ー
ジ

設
定
を
記
録
で
き
る
運
転
パ
タ
ー
ン
は
2
つ
で
す
。（
タ
イ
マ
ー
1
、タ

イ
マ
ー
2
）

冷
房
運
転

簡
易（

パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）シ

ス
テ
ム

床
暖
房
シ
ス
テ
ム

暖
房
運
転

冷
房
運
転

暖
房
運
転

調
節
機
能
な
し

調
節
機
能
な
し

調
節
範
囲
：
8
～
3
0
℃

調
節
範
囲
：
8
～
3
0
℃

調
節
範
囲
：
7
～
2
5
℃

調
節
範
囲
：

25
～
55

℃（
60

℃
）

調
節
範
囲
：
7
～
2
5
℃

調
節
範
囲
：

35
～
55

℃（
60

℃
）

設
定
水
温
よ
り

３
℃
高
く
運
転

設
定
水
温
よ
り

５
℃
低
く
運
転

設
定
室
温
よ
り

３
℃
高
く
運
転

設
定
室
温
よ
り

３
℃
低
く
運
転

自
動
：
冷
房
負
荷
に
よ
り

　
　
　
水
温
を
自
動
調
節

自
動
1
：
冷
暖
房
負
荷
に
よ
り
水
温
を
自
動
調
節
。
（
省
エ
ネ
運
転
）

自
動
2
：「

自
動
1
」よ

り
水
温
を
暖
房
運
転
時
は
５
℃
低
く（

冷
房
運
転
時
は
３
℃
高
く
）運

転
。

　
　
　
（
「
自
動
1
」
よ
り
省
エ
ネ
運
転
）

※
室
内
の
暖
ま
り
方
や
冷
え
方
は
、
「
自
動
2」

の
方
が
遅
く
な
り
ま
す
の
で
、
タ
イ
マ
ー
運
転
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

使 い か た リ モ コ ン の 使 い か た ／ 運 転 の 開 始 と 停 止 の し か た

運
転
ラ
ン
プ

を
押
し
て

運
転
を
開
始
す
る

運
転
を
停
止
す
る

を
押
し
て

運
転
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
運
転

画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

リ
モ
コ
ン
が
複
数
台
設
置
さ
れ
て
い
る
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
、
1
つ
の
リ
モ
コ
ン
で
　
　
ま
た
は
　
　
を
3
秒
以
上
押
し
続
け
る
こ
と
で
、

他
の
リ
モ
コ
ン
を
一
括
で
運
転
を
開
始
ま
た
は
停
止
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
転
ラ
ン
プ
が
消
灯
し
停
止

画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
 運
転
時
に
外
気
温
度
が
ー
2
5
℃
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
は
運
転
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

運
転
の
開
始
と
停
止
の
し
か
た

一
括
運
転
・
一
括
停
止
（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み
）

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

開
始
し
ま
す

す
べ
て
の
部
屋
の
運
転
を

一
括
運
転
し
た
と
き
の
表
示
例

外
出
時
に
す
べ
て
の
部
屋
の
運
転
を
停
止
し
た
い
場
合
や
、
帰
宅
時
に
す
べ
て
の
部
屋
の
運
転
を

開
始
し
た
い
場
合
に
便
利
で
す
。

知っ
とく

情報

●
 一
括
運
転
の
操
作
が
設
定
さ
れ
る
と
、
画
面
上
部
に
「
す
べ
て
の
部
屋
の
運
転
を
開
始
し
ま
す
」

 と
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
 一
括
停
止
の
操
作
が
設
定
さ
れ
る
と
、
画
面
上
部
に
「
す
べ
て
の
部
屋
の
運
転
を
停
止
し
ま
し
た
」

と
表
示
さ
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ

●
 一
括
運
転
ま
た
は
一
括
停
止
し
た
場
合
は
、
タ
イ
マ
ー
運
転
は
解
除
さ
れ
ま
す
。

●
 一
括
運
転
ま
た
は
一
括
停
止
し
た
と
き
に
、
［
メ
ニ
ュ
ー
］
画
面
を
表
示
し
て
い
た
場
合
は
、

画
面
は
切
替
わ
り
ま
せ
ん
が
、
運
転
ま
た
は
停
止
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

使
用
し
な
い
期
間
は
、
リ
モ
コ
ン
に
て
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

10■
主
な
機
能

お
好
み
に
合
わ
せ
て
室
温
を
調
節
し
ま
す
。

お
好
み
に
合
わ
せ
て
水
温
を
調
節
し
ま
す
。

自
動
設
定
は
冷
暖
房
負
荷
に
合
わ
せ
て
水
温
を
自
動
調
節
し
ま
す
。

水
温
を
自
動
調
節
す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
運
転
に
な
り
ま
す
。

「
自
動
1
」
と
「
自
動
2
」
の
2
つ
の
モ
ー
ド
を
好
み
に
合
わ
せ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

タ
イ
マ
ー
運
転
は
、
設
定
さ
れ
た
内
容
で
毎
日
く
り
返
し
運
転
し
ま
す
。

通
常
運
転
、
運
転
停
止
、
ひ
か
え
め
運
転
を
3
0
分
単
位
で
設
定
で
き
ま
す
。

通
常
運
転
で
設
定
し
た
温
度
か
ら
、暖

房
運
転
で
は
低
く
、冷

房
運
転
で
は
高
く
運
転
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
運
転
し
ま
す
。

（
画
面
上
の
設
定
温
度
は
変
化
し
ま
せ
ん
）

機
能
の
説
明

通
常

運
転

室
温
調
節

水
温

調
節

ひ
か
え
め
運
転

タ
イ
マ
ー
運
転

リ
モ
コ
ン
の
使
い
か
た

手
動

自
動

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

タ
イ
マ
ー
運
転
ボ
タ
ン

タ
イ
マ
ー
運
転
に

な
り
ま
す
。

停
止
ボ
タ
ン

運
転
を
停
止
し
ま
す
。

運
転
ボ
タ
ン

運
転
を
開
始
し
ま
す
。

表
示
例
は
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の

運
転
画
面
で
す
。

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

※
表
示
部
は
表
示
例
で
す
。

上
記
の
表
示
例
で
は
各
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ボ
タ
ン
で
操
作
で
き

る
機
能
は
、右

図
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

運
転
モ
ー
ド
の

切
替
え

室
温
を

下
げ
る

室
温
を

上
げ
る

水
温
設
定
モ
ー
ド

へ
の
切
替
え

■
 リ
モ
コ
ン
の
ボ
タ
ン
と
画
面
表
示

P
.1
5

P
.1
1

P
.1
1

メ
ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン

メ
ニ
ュ
ー
画
面
を

表
示
し
ま
す
。
P
.1
8

表
示
部

現
在
の
時
刻
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

時
刻

現
在
の
運
転
モ
ー
ド（

暖
房
・
冷
房
）

を
表
示
し
ま
す
。

運
転
モ
ー
ド

（
冷
暖
房
可
能
な
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み
表
示
）

室
温
ま
た
は
水
温
の
設
定
値
を

表
示
し
て
い
ま
す
。

（
表
示
例
は
設
定
室
温
）

設
定
温
度

放
熱
器
へ
循
環
液
を
流
し
て
暖
房
・

冷
房
し
て
い
る
状
態
を
表
示
し
ま
す
。

（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み
）

温
調
表
示

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ボ
タ
ン
で
操
作

で
き
る
機
能
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

操
作
ガ
イ
ド

運
転
ラ
ン
プ

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ボ
タ
ン

表
示
部
に
表
示
さ
れ
る
機
能
の

選
択
や
、
決
定
に
使
用
し
ま
す
。

室
温
検
知
部

暖
房

●
 各
ボ
タ
ン
の
役
割
は
、
表
示
さ
れ
た
画
面
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

●
 バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
は
、
い
ず
れ
か
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ボ

タ
ン
を
押
す
と
点
灯
し
ま
す
。

 バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
消
灯
中
は
、
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ボ
タ

ン
に
よ
る
操
作
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

�エコヌクールピコ・レオ取扱説明
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●
 複
数
の
リ
モ
コ
ン
を
ご
使
用
の
場
合
、
最
後
に
水
温
を
調
節
し
た
リ
モ
コ
ン
の
設
定
水
温
で
運
転
し
ま
す
。

●
 室
温
が
高
い
状
態
で
さ
ら
に
水
温
を
高
く
設
定
す
る
と
、
床
温
が
高
温
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
機
能
が
は
た
ら
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
床
温
過
昇
防
止
機
能
　
　
　
　
）

　
室
温
が
高
い
場
合
は
水
温
設
定
を「

自
動
」設

定（
自
動
1
、2

）か
「
手
動
」設

定
で
低
め（

4
0
℃
以
下
）に

設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 空
調
負
荷
が
高
い
場
合
や
、
外
気
温
度
1
5
℃
以
上
で
暖
房
運
転
さ
れ
る
場
合
、
実
際
の
水
温
が
設
定
水
温
ま
で
上
が
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。水
温
設
定
表
示
で
　
　
 を

押
す

室
温
設
定
表
示
に
切
替
わ
り
ま
す
。

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

20
自
動

13

水
温

室
温

1 2

運
転
画
面
で

を
押
す

水
温
設
定
表
示
に
切
替
わ
り
ま
す
。

通
常
運
転
で
寒
い
と
き
／
暑
い
と
き
に
水
温
を
調
節
し
ま
す
。

「
自
動
」
設
定
で
は
、
冷
暖
房
負
荷
に
合
わ
せ
て
水
温
を
自
動
調
節
し
ま
す
。
水
温
を
自
動
調
節
す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
運
転
に
な
り
ま
す
。

「
自
動
1
」
と
「
自
動
2
」
の
2
つ
の
モ
ー
ド
を
好
み
に
合
わ
せ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
 設
定
で
き
る
水
温
の
範
囲
と
変
更
方
法

運
転
画
面
（
水
温
設
定
表
示
）

水
温
調
節
を
4
0
℃
に
し
た
例

運
転
画
面
（
室
温
設
定
表
示
：
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
）

P
.2
0を
押
し
て
水
温
を
調
節
す
る

▼
▲

ま
た
は

水
温
を
調
節
す
る

＜
水
温
調
節
＞

使 い か た 室 温 調 節 ／ ひ か え め 運 転 ／ 水 温 調 節

室
温

水
温

2
0
℃

▼
水
温

室
温

設
定
水
温

自
動
2

設
定
し
ま
す
。
自
動
１
よ
り
低
水
温
で

水
温
を
運
転
状
況
に
よ
っ
て
自
動
で

省
エ
ネ
で
す

℃

▼
▲

水
温

室
温

12
：
00

20
℃

設
定
水
温

40

▲
ボ
タ
ン
を
押
し
続
け
る
と
「
自
動
」
に

送
水
温
度
を
設
定
し
ま
す

切
替
わ
り
ま
す

自
動
1

冷
暖
房
負
荷
に
応
じ
て
、
水
温
を
自
動
調
節
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
運
転
を
し
ま
す
。

自
動
1
よ
り
水
温
を
暖
房
運
転
時
は
５
℃
低
く
（
冷
房
運
転
時
は
３
℃
高
く
）
運
転
し
ま
す
。

（
室
温
の
暖
ま
り
方
・
冷
え
方
は
「
自
動
1
」
よ
り
遅
く
な
り
ま
す
。
タ
イ
マ
ー
運
転
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
）

初
期
設
定
（
工
場
出
荷
時
）
は
「
自
動
1
」
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
2

●
 簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合
は
運
転
画
面
が

 水
温
設
定
画
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
 床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
は
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
い
ま
ま
で
い
る
と

1
6
秒
後
に
室
温
設
定
表
示
に
自
動
で
切
替
わ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

暖
房
運
転

※
据
付
工
事
時
の
設
定
に
よ
っ
て
は
、
設
定
水
温
の
上
限
が
、
4
5
℃
、
5
0
℃
、
6
0
℃
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ ▼

▲

▲

冷
房
運
転

手
動
設
定

床
暖
房

シ
ス
テ
ム

変
更
方
法

～

～

ま
た
は

を
押
し
て
変
更
し
ま
す
。

▼
▲

ま
た
は

を
押
し
て
変
更
し
ま
す
。

自
動
設
定
と
手
動
設
定
の
切
替
え
は
、

「
7
℃
」
で
　
　
を
押
す
と
自
動
設
定
に

な
り
ま
す
。

「
自
動
1
」
ま
た
は
「
自
動
」
で
　
　
を

押
す
と
手
動
設
定
に
な
り
ま
す
。

▼ ▲

自
動
設
定
と
手
動
設
定
の
切
替
え
は
、

「
自
動
1
」
で
　
　
を
押
す
と
手
動
設
定

に
な
り
ま
す
。

「
5
5
℃

※
」
で
　
　
を
押
す
と
自
動
設
定

に
な
り
ま
す
。

■
室
温
設
定
表
示
へ
の
切
替
え

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）

シ
ス
テ
ム

自
動
設
定

自
動
設
定

床
暖
房

シ
ス
テ
ム

変
更
方
法

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）

シ
ス
テ
ム

手
動
設
定

2
5
℃

7
℃

2
5
℃

7
℃

～

～
  5

5
℃

※

3
5
℃

  5
5
℃
※

2
5
℃

自
動
1

自
動
2

自
動

自
動
2

自
動
1

自
動
2

自
動
1

12
モ

ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

ひ
か
え
め

設
定
室
温
℃

20
自
動

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

24
自
動

高
温
の
床
に
長
時
間
さ
わ
る
と
低
温

■
設
定
温
度
の
上
げ
す
ぎ
に
注
意
■

や
け
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す

1
運
転
画
面
で

●
 設
定
で
き
る
温
度
の
範
囲
は
8
～
3
0
℃
で
す
。

●
 冷
暖
房
負
荷
に
よ
っ
て
は
設
定
温
度
に
達
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
 室
温
が
設
定
室
温
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
、
温
調
マ
ー
ク
「
　
」
　
　
　
が

表
示
さ
れ
ま
す
。

お
好
み
に
合
わ
せ
て
室
温
を
調
節
し
ま
す
。

初
期
設
定
（
工
場
出
荷
時
）
は
2
0
℃
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
す
す
め
の
設
定
室
温
は
暖
房
時
1
8
～
2
2
℃
、
冷
房
時
2
6
～
2
8
℃
で
す
。

知っ
とく

情報

室
温
を
調
節
す
る

（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み
）

＜
室
温
調
節
＞

を
押
し
て
室
温
を
調
節
す
る

▼
▲

ま
た
は

水
温

12
：
00

設
定
室
温

不
要

自
動

モ
ー
ド

1
運
転
画
面
で

を
押
す

ひ
か
え
め
運
転
に
切
替
わ
り
ま
す
。

運
転
画
面
の
左
下
の
「
通
常
」
が
「
ひ
か
え
め
」
に
切
替
わ
り
ま
す
。

ひ
か
え
め
運
転
で
調
節
さ
れ
る
温
度
設
定

モ
ー
ド

2
ひ
か
え
め
運
転
時
に

を
押
す

通
常
運
転
に
切
替
わ
り
ま
す
。

運
転
画
面
の
左
下
の
「
ひ
か
え
め
」
が
「
通
常
」
に
切
替
わ
り
ま
す
。

通
常
運
転
で
設
定
し
た
温
度
か
ら
、
暖
房
運
転
で
は
低
く
、
冷
房
運
転
で
は
高
く
運
転
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
運
転
し
ま
す
。

●
 設
定
温
度
を
上
げ
す
ぎ
た
場
合
、

床
温
が
高
温
に
な
る
こ
と
を
防

ぐ
機
能
が
は
た
ら
き
ま
す
。

（
床
温
過
昇
防
止
機
能
　
　
　
）

お
願
い

運
転
す
る
時
間
を
決
め
て
通
常
運
転
と
ひ
か
え
め
運
転
を
切

替
え
る
と
経
済
的
で
す
。
（
タ
イ
マ
ー
運
転
　
　
　
　
）

知っ
とく

情報

P
.1
5

通
常
運
転
と
ひ
か
え
め
運
転
を
切
替
え
る

＜
ひ
か
え
め
運
転
＞

ひ
か
え
め
運
転
画
面

運
転
画
面
（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
）

運
転
画
面
で
設
定
室
温
が
「
不
要
」
と
表
示
さ
れ
る
リ
モ
コ
ン
で
は
室
温
調
節
は
で
き
ま
せ
ん
。

運
転
時
は
常
時
送
水
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
（
据
付
工
事
時
に
設
定
し
ま
す
）

お
知
ら
せ ●

 ひ
か
え
め
運
転
で
快
適
な
温
度
に
な
ら
な
い
場
合
は

通
常
運
転
に
切
替
え
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

モ
ー
ド

モ
ー
ド

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

20
自
動

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

20
自
動

P
.2
0

シ
ス
テ
ム

床
暖
房
シ
ス
テ
ム

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム

温
度
設
定

暖
房
時
：
設
定
室
温
よ
り
3
℃
低
く
運
転
し
ま
す
。

冷
房
時
：
設
定
室
温
よ
り
3
℃
高
く
運
転
し
ま
す
。

暖
房
時
：
設
定
水
温
よ
り
5
℃
低
く
運
転
し
ま
す
。

冷
房
時
：
設
定
水
温
よ
り
3
℃
高
く
運
転
し
ま
す
。

※
設
定
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
お
近
く
の
三
菱
電
機
 
修
理
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
修
理
窓
口
の
連
絡
先
は
「
三
菱
電
機
 ご

相
談
窓
口
・
修
理
窓
口
の
ご
案
内
」（

別
紙
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

P
.1
0

●
 設
定
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い

 高
温
の
床
に
長
時
間
接
触
す
る
と
低
温
や
け

ど
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

警
告

禁
止

�エコヌクールピコ・レオ取扱説明
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使い方編

使
い
方
編

自
動

設
定
室
温

7：
00

▼
▲

室
温

水
温

タ
イ
マ

ー
2

通
常

0

9

6

3

12
15

18

21

℃
20

自
動

設
定
室
温

7：
00

▼
▲

室
温

水
温

タ
イ
マ

ー
2

通
常

0

9

6

3

12
15

18

21

℃
20

自
動

設
定
室
温

15
：
00

▼
▲

室
温

水
温

タ
イ
マ

ー
2

ひ
か
え
め

0

9

6

3

12
15

18

21

℃
20

自
動

設
定
室
温

2：
00

▼
▲

室
温

水
温

タ
イ
マ

ー
2

停
止

0

9

6

3

12
15

18

21

℃
20

15

使 い か た 暖 房 ・ 冷 房 切 替 え ／ タ イ マ ー 運 転 の し か た

ボ
タ
ン
を
押
す
ご
と
に
タ
イ
マ
ー
1
と

タ
イ
マ
ー
2
が
切
替
わ
る

を
押
し
て
タ
イ
マ
ー
運
転
を
開
始
す
る

タ
イ
マ
ー
表
示
の
見
か
た

タ
イ
マ
ー
2
を
下
記
の
よ
う
に
設
定
し
た
と
き
の
、
画
面
表
示
例
で
す
。

タ
イ
マ
ー
運
転
中
の
表
示
例

設
定
内
容

 
5
:3
0

 
8
:0
0

1
7
:0
0

2
1
:0
0時

間

7
:0
0
　
通
常
運
転
中

1
5
:0
0
　
ひ
か
え
め
運
転
中

2
:0
0
　
運
転
停
止
中

運
転
内
容

通
常
運
転

ひ
か
え
め
運
転

通
常
運
転

運
転
停
止

左
の
設
定
内
容
で
は
、
例
え
ば
冬
期
な
ど
外
気
温
度
の

低
い
朝
夕
に
通
常
運
転
、
外
出
中
は
ひ
か
え
め
運
転
。

就
寝
中
は
運
転
停
止
と
い
っ
た
生
活
サ
イ
ク
ル
に
合
わ

せ
て
運
転
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
マ
ー
運
転
は
設
定
さ
れ
た
内
容
で
毎
日
く
り
返
し
運
転
し
ま
す
。
通
常
運
転
、
運
転
停
止
、
ひ
か
え
め
運
転
を
3
0
分
単
位
で
設
定
で

き
ま
す
。
設
定
で
き
る
運
転
パ
タ
ー
ン
は
2
つ
で
す
。
（
タ
イ
マ
ー
1
,タ
イ
マ
ー
2
）

設
定
室
温
℃

200

9

6

3

12
15

18

21
…
通
常
運
転

…
ひ
か
え
め
運
転

…
運
転
停
止

1
周
を
1
日（

2
4
時
間
）と

見
な
し
、3

0
分

単
位
で
運
転
状
態
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

現
在
時
刻
の
運
転
状

態
は
点
滅
表
示
さ
れ

ま
す
。

運
転
を
停
止
す
る

を
押
し
て

運
転
ラ
ン
プ
が
消
灯
し
停
止

画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

タ
イ
マ
ー
運
転
中
は
運
転
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
ま
す
。

タ
イ
マ
ー
運
転
の
し
か
た

＜
タ
イ
マ
ー
1
,タ
イ
マ
ー
2
＞

運
転
ラ
ン
プ

●
 ご
利
用
の
１
～
2
時
間
く
ら
い
早
め
の
運
転
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

知っ
とく

情報

自
動

設
定
室
温

7：
00

水
温

タ
イ
マ

ー
2

通
常

0

9

6

3

12
15

18

21

不
要

タ
イ
マ
ー
運
転
画
面
で
設
定
室
温
が
「
不
要
」
と
表
示
さ
れ
る
リ
モ
コ
ン
で
は
室
温
調
節
は
で
き
ま
せ
ん
。

運
転
時
は
常
時
送
水
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
（
据
付
工
事
時
に
設
定
し
ま
す
）

※
 設
定
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
お
近
く
の
三
菱
電
機
 修

理
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
（
修
理
窓
口
の
連
絡
先
は
「
三
菱
電
機
 
ご
相
談
窓
口
・
修
理
窓
口
の
ご
案
内
」（

別
紙
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

お
知
ら
せ

●
 通
常
運
転
ま
た
は
ひ
か
え
め
運
転
時
に
外
気
温
度
が
－
2
5
℃
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
は
運
転
ラ
ン
プ
を
点
滅
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

お
知
ら
せ

～ ～ ～ ～

8
:0
0

1
7
:0
0

2
1
:0
0

5
:3
0

14
モ

ー
ド

▼
▲

水
温

冷
/暖

12
：
00

通
常

設
定
水
温
℃

15
冷
房

モ
ー
ド

▼
▲

水
温

冷
/暖

12
：
00

通
常

設
定
水
温
℃

50
暖
房

冷
房
機
能
が
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
み
設
定
で
き
ま
す
。
（
冷
房
機
能
の
設
定
は
据
付
工
事
時
に
設
定
し
ま
す
）

冷
房
運
転
の
開
始
は
、
冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
に
接
続
さ
れ
て
い
る
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
操
作
と
な
り
ま
す
。

水
温
設
定
表
示
（
暖
房
）

水
温
設
定
表
示
（
冷
房
）

冷
/暖

冷
/暖

暖
房
運
転
と
冷
房
運
転
を
切
替
え
る

＜
暖
房
・
冷
房
切
替
え
＞

●
 冷
房
機
能
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
（
他
社
製
品
）
が
必
要
で
す
。

（
暖
房
専
用
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
や
床
暖
房
パ
ネ
ル
に
冷
水
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

お
願
い

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合

運
転
す
る
モ
ー
ド
を
選
択
す
る

を
押
し
て
運
転
モ
ー
ド
が

切
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

1 2 3 1

選
択
し
た
運
転
モ
ー
ド
に
切
替
わ
り
ま
す
。

を
押
し
て
運
転
モ
ー
ド
を
選
択
す
る

①

を
押
す

決
定

②

▼
▲

ま
た
は

を
押
し
て

を
押
す

決
定

［
運
転
モ
ー
ド
設
定
（
冷
房
/暖

房
）
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

［
メ
ニ
ュ
ー
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

を
押
す

停
止
画
面
で

「
運
転
モ
ー
ド
設
定
（
冷
房
/暖

房
）
」
を
選
択
し
、

P
.1
8 P
.1
1

簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
の
場
合

水
温
設
定
表
示
（
冷
房
）
に
切
替
わ
り
ま
す
。

を
押
す

運
転
画
面
で

2
運
転
モ
ー
ド
が
切
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

●
 す
べ
て
の
リ
モ
コ
ン
で
運
転
を
停
止
し
な
い
と
、
運
転
モ
ー
ド
の

切
替
え
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
一
括
停
止
　
　
　
　
）

お
知
ら
せ

下
記
の
状
態
に
な
っ
た
場
合
は
、
再
度
切
替
操
作
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 別
々
の
リ
モ
コ
ン
か
ら
、
暖
房
/冷

房
切
替
と
運
転
操
作
が
行
わ
れ
る
と
、
暖
房
/冷

房
切
替
内
容
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
 停
止
直
後
に
「
運
転
モ
ー
ド
設
定
（
暖
房
/冷

房
）
」
を
選
択
す
る
と
、
「
全
て
の
リ
モ
コ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
運
転
モ
ー
ド
を
切

替
え
て
く
だ
さ
い
」
と
表
示
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

終
了

決
定

メ
ニ
ュ
ー

冷
房
/暖

房
運
転
モ
ー
ド
の
設
定

タ
イ
マ

ー
運
転
設
定

お
た
す
け
ガ
イ
ド

機
能
設
定

時
刻
設
定

運
転
モ
ー
ド
設
定
（
冷
房
/暖

房
）

戻
る

決
定

運
転
モ
ー
ド
設
定

運
転
モ
ー
ド
切
替
：
　
　
ﾎﾞ
ﾀﾝ

運
転
モ
ー
ド
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

／
暖
房

冷
房

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

20
自
動

冷
房

冷
/暖

冷
/暖

冷
房
機
能
の
あ
る
簡
易
（
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
）
シ
ス
テ
ム
で
暖
房
運
転
と

冷
房
運
転
を
切
替
え
ま
す
。

冷
房
機
能
の
な
い
シ
ス
テ
ム
で
は
　
　
　
が
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
冷
房
機
能
の
設
定
は
据
付
工
事
時
に
設
定
し
ま
す
）
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使
い
方
編

選
択
 ▼

も
ど
る

す
す
む

決
定

タ
イ
マ

ー
2

ひ
か
え
め

停
止

通
常

0

9

6

3

12
15

18

21

7:
00

お
知
ら
せ

17

使 い か た タ イ マ ー 運 転 設 定

3

運
転
状
態
を
変
更
す
る

設
定
変
更
の
例

タ
イ
マ
ー
2
の
初
期
設
定
を
右
図
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す

運
転
状
態
の
点
滅
表
示
が
右
図
の
位
置
に
く
る
ま
で
数
回
ボ
タ

ン
を
押
し
ま
す
。

運
転
状
態
の
点
滅
表
示
が
2
1
時
の
手
前
位
置
に
く
る
ま
で
②
と

③
を
繰
り
返
し
ま
す
。

を
1
回
押
し
て
ひ
か
え
め
運
転
に
切
替
え
る

選
択

②

を
1
回
押
し
て
点
滅
を
ひ
と
つ
移
動
さ
せ
る

す
す
む

③①
を
押
し
て
時
間
を
合
わ
せ
る

も
ど
る

す
す
む

も
ど
る

す
す
む

す
す
む

ま
た
は

0 12
15

18

21

0 12
15

18

21

か
ら

右
図
の
範
囲
を に
変
更
す
る

か
ら

に
替
わ
る

0 12
15

18

21

選
択

点
滅
の
ま
まを
押
す

点
滅
を
移
動
さ
せ
る

を
押
し
て

を
押
し
て
点
滅
を
移
動
さ
せ
る

ま
た
は

決
定

を
押
し
て
内
容
を
保
存
す
る

タ
イ
マ
ー
内
容
を
保
存
し
、
［
タ
イ
マ
ー
運
転
設
定
］
画
面
に

戻
り
ま
す
。

4
を
押
す
と
［
メ
ニ
ュ
ー
］
画
面
に
戻
り
ま
す
。

戻
る

●
設
定
の
途
中
で
約
1
0
分
間
ボ
タ
ン
操
作
が
な
い
場
合
、
自
動
で
設
定
を
終
了
し
ま
す
。
（
　
　
を
押
す
前
の
画
面
に
戻
り
ま
す
）

設
定
途
中
の
内
容
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
再
度
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
設
定
の
途
中
で
　
　
を
押
す
と
設
定
途
中
の
内
容
を
保
存
せ
ず
、
［
メ
ニ
ュ
ー
］
画
面
に
戻
り
ま
す
。

P
.1
8

選
択

も
ど
る

す
す
む

決
定

タ
イ
マ

ー
2

ひ
か
え
め

停
止

通
常

0

9

6

3

12
15

18

21

7:
00

5時
30

分

8
時

1
7
時

2
1
時

5時
30

分

8
時

2
1
時

 
5
:3
0

 
8
:0
0

1
7
:0
0

2
1
:0
0時

間
運
転
内
容

～ ～ ～ ～

8
:0
0

1
7
:0
0

2
1
:0
0

5
:3
0

通
常
運
転

ひ
か
え
め
運
転

通
常
運
転

運
転
停
止

時
間

運
転
内
容

～ ～ ～

8
:0
0

2
1
:0
0

5
:3
0

通
常
運
転

ひ
か
え
め
運
転

運
転
停
止

変
更
し
た
い
内
容

タ
イ
マ
ー
2
の
初
期
設
定

 
5
:3
0

 
8
:0
0

2
1
:0
0

16

通
常
運
転
「
　
　
」

ひ
か
え
め
運
転
「
　
　
」

運
転
停
止
「
　
　
」

タ
イ
マ
ー
の
内
容
を
設
定
す
る

3
運
転
状
態
の
点
滅
表
示
し
て
い
る
部
分
を
移
動
さ
せ
て
設
定
す
る
時

間
を
切
替
え
ま
す
。

運
転
状
態
の
点
滅
表
示
の
移
動
に
合
わ
せ
て
画
面
中
央
の
時
刻
の
表

示
も
切
替
わ
り
ま
す
。

運
転
状
態
は
　
　
 を

押
す
ご
と
に
切
替
わ
り
ま
す
。

を
押
し
て
運
転
状
態
を
切
替
え
る

選
択

選
択

② ③
 ①

と
②
を
繰
り
返
し
2
4
時
間
分
を
設
定
す
る

①
を
押
し
て
時
間
を
合
わ
せ
る

も
ど
る

す
す
む

ま
た
は

タ
イ
マ
ー
1
の
初
期
設
定

タ
イ
マ
ー
2
の
初
期
設
定

設
定
内
容

設
定
内
容

タ
イ
マ
ー
設
定
で
き
る
運
転
パ
タ
ー
ン
は
2
つ
で
す
。
（
タ
イ
マ
ー
1
、
タ
イ
マ
ー
2
）

設
定
す
る
タ
イ
マ
ー
を
選
択
す
る

1 2
▼

▲
カ
ー
ソ
ル

終
了

決
定

メ
ニ
ュ
ー

タ
イ
マ

ー
運
転
条
件
の
設
定

タ
イ
マ

ー
運
転
設
定

お
た
す
け
ガ
イ
ド

機
能
設
定

時
刻
設
定

選
択
し
た
タ
イ
マ
ー
の
設
定
状
態
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

を
押
し
て
タ
イ
マ
ー
1
と
タ
イ
マ
ー
2
を
切
替
え
る

①

を
押
す

決
定

②

好
み
に
合
わ
せ
て
タ
イ
マ
ー
を
設
定
す
る

＜
タ
イ
マ
ー
運
転
設
定
＞

▼
▲

ま
た
は

を
押
し
て「

タ
イ
マ
ー
運
転
設
定
」を

選
択
し
、

を
押
す

決
定

［
タ
イ
マ
ー
運
転
設
定
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

［
メ
ニ
ュ
ー
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

を
押
す

P
.1
8

戻
る

決
定

タ
イ
マ

ー
運
転
設
定

タ
イ
マ
ー
切
替
：
　
　
ﾎﾞ
ﾀﾝ

タ
イ
マ
ー
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

タ
イ
マ

ー
2

／
1

選
択
 ▼

も
ど
る

す
す
む

決
定

タ
イ
マ

ー
1

ひ
か
え
め

停
止

通
常

0

9

6

3

12
15

18

21

7:
00

選
択
 ▼

も
ど
る

す
す
む

決
定

タ
イ
マ

ー
2

ひ
か
え
め

停
止

通
常

0

9

6

3

12
15

18

21

7:
00

選
択
 ▼

も
ど
る

す
す
む

決
定

タ
イ
マ

ー
2

ひ
か
え
め

停
止

通
常

0

9

6

3

12
15

18

21

7:
00

 
5
:3
0

 
8
:0
0

1
7
:0
0

2
1
:0
0時

間
運
転
内
容

～ ～ ～ ～

8
:0
0

1
7
:0
0

2
1
:0
0

5
:3
0

通
常
運
転

運
転
停
止

通
常
運
転

運
転
停
止

 
5
:3
0

 
8
:0
0

1
7
:0
0

2
1
:0
0時

間
運
転
内
容

～ ～ ～ ～

8
:0
0

1
7
:0
0

2
1
:0
0

5
:3
0

通
常
運
転

ひ
か
え
め
運
転

通
常
運
転

運
転
停
止

●
 現
在
時
刻
を
設
定
し
な
い
と
タ
イ
マ
ー
運
転
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
 初
め
て
タ
イ
マ
ー
設
定
を
す
る
と
き
は
0
:0
0
の
運
転
状
態
が
点
滅
表
示
し
ま
す
。
2
回
目
以
降
は
最
後
に
変
更
し
た
場
所
の

運
転
状
態
が
点
滅
表
示
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

P
.2
2
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使
い
方
編

19

使 い か た メ ニ ュ ー 画 面 か ら 選 ん で 設 定 す る

●
 設
定
方
法
は
、「
タ
イ
マ
ー
運
転
設
定
」　

　
　
　
　
　
　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
 「
電
気
代
」「
C
O
2
量
」「
記
録
し
た
日
数
」が

確
認
で
き
ま
す
。

●
 カ

ー
ソ
ル
で
選
ん
だ
内
容
の
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
 カ

ウ
ン
ト
中
の
値
を
保
存
す
る
場
合

電
気
代
保
存
画
面

電
気
代
表
示
画
面

次
頁

戻
る

保
存

電
気
代
表
示

電
気
代
、C

O
2排

出
量
の
ｶｳ
ﾝﾄ
表
示

カウ
ント
中

最
新

前
回

1
前
回

2

電
気
代 円 円 円 円

40
0

53
00

66
00

74
00

C
O
2量 kg kg kg kg

6 78 98 11
0

日
数 日 日 日 日

3 31 28 31

ペ
ー
ジ

1/
2

電
気
代

C
O
2量

日
数

戻
る

決
定

電
気
代
表
示

「
ｶｳ
ﾝﾄ
中
」
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
「
最
新
」
に

保
存
し
ま
す

（
保
存
後
「
ｶｳ
ﾝﾄ
中
」
の
ﾃﾞ
ｰﾀ
は
ﾘｾ
ｯﾄ
）

ｶｳ
ﾝﾄ
中

円
40

0
kg

6
日

3

②
　
　
　
を
押
す
。

決
定

①
　
　
　
を
押
す
。

保
存 決

定

●
 保

存
で
き
る
件
数
は
6
件
で
す
。

●
 6

件
を
超
え
て
保
存
す
る
と
、古

い
記
録
か
ら
削
除
さ
れ
ま
す
。

●
 　

　
　
を
押
さ
な
い
と
カ
ウ
ン
ト
中
の
値
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

（［
電
気
代
保
存
］画

面
が
表
示
）

カ
ウ
ン
ト
中
の
値
を
保
存
し
ま
す
。（［

電
気
代
表
示
］画

面
に
戻
る
）

前
頁

次
頁

前
頁

戻
る

保
存

電
気
代
表
示

電
気
代
、C

O
2排

出
量
の
ｶｳ
ﾝﾄ
表
示

ｶｳ
ﾝﾄ
中

前
回

3
前
回

4
前
回

5

電
気
代 円 円 円 円

40
0

11
20

0
10

80
0

23
00

C
O
2量 kg kg kg kg

6
16

6
16

0 34

日
数 日 日 日 日

3 31 30 10

ペ
ー
ジ

2/
2

次
頁

前
頁

ま
た
は

を
押
す
ご
と
に
画
面
が
切
替
わ
り
ま
す
。

決
定

保
存

戻
る

決
定

戻
る

［
も
っ
と
暖
め
た
い
］ア
ド
バ
イ
ス
例

戻
る

も
っ
と
暖
め
た
い

設
定
水
温
が
低
い
と
、
お
部
屋
が

暖
ま
り
に
く
く
な
り
ま
す

設
定
水
温
を
上
げ
て
く
だ
さ
い

［
も
っ
と
節
電
し
た
い
］ア
ド
バ
イ
ス
例

戻
る

も
っ
と
節
電
し
た
い

水
温
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

メ
ニ
ュ
ー
を
終
了
し
て
、
設
定
水
温
を

下
げ
る
か
、
「
自
動
」
に
設
定
す
る
と

節
電
に
な
り
ま
す

（
例
）［
循
環
液
の
不
足
］の

表
示
が
出
た

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

戻
る

決
定

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

「
循
環
液
の
不
足
」
の
表
示
が
出
た

室
外
機
か
ら
水
や
水
蒸
気
が
出
た

過
去
の
エ
ラ
ー
を
知
り
た
い

そ
の
他
の
不
具
合
の
連
絡
先

戻
る

「
循
環
液
の
不
足
」
の
表
示
が
出
た

く
わ
し
く
は
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

専
用
の
防
錆
循
環
液
が
必
要
で
す

お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
下
さ
い

　
販
売
施
工
店
連
絡
先
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
三
菱
電
機
修
理
窓
口
　
0
1
2
0
5
6
8
6
3
4

●
 冷

房
運
転
時
は「

も
っ
と
冷
や
し
た
い
」と

表
示
さ
れ
ま
す
。

P
.1
6
～
1
7

18

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

終
了

決
定

メ
ニ
ュ
ー

タ
イ
マ

ー
運
転
条
件
の
設
定

タ
イ
マ

ー
運
転
設
定

お
た
す
け
ガ
イ
ド

機
能
設
定

時
刻
設
定

運
転
モ
ー
ド
設
定
（
冷
房
/暖

房
）

メ
ニ
ュ
ー

メ
ニ
ュ
ー
画
面

1
3

2
2

1 2

［
メ
ニ
ュ
ー
］画

面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

各
種
の
設
定
項
目
を
表
示
し
ま
す
。

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
表
を
参
考
に
、
設
定

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

を
押
す

で
設
定
す
る

項
目
を
選
択
し
、
　
　
を
押
す

▼
▲

ま
た
は

決
定

3
［
メ
ニ
ュ
ー
］画

面
を
終
了
し
ま
す
。

を
押
す

終
了

●
 前
の
画
面
に
戻
す
に
は
　
　
　
 を

  押
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
　
　
　
 が

な
い
場
合
は
   
   
  を

  押
し
て
く
だ
さ
い
）

戻
る

戻
る

お
知
ら
せ

●
 設

定
の
途
中
で
約

1
0
分
間
ボ
タ
ン
操
作
が
な
い
場
合
、
自
動
で
設
定
を
終
了

し
ま
す
。（
　
　
 を

押
す
前
の
画
面
に
戻
り
ま
す
）

 
設
定
途
中
の
内
容
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、再

度
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 設

定
の
途
中
で
　
　
 を

押
す
と
設
定
途
中
の
内
容
を
保
存
せ
ず
、［

メ
ニ
ュ
ー
］

画
面
に
戻
り
ま
す
。

現
在
の
運
転
状
況
や
設
定
内
容
か
ら
、
よ
り
快
適
な
室
内

環
境
に
す
る
た
め
の
設
定
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

「
よ
く
暖
ま
ら
な
い
」ま

た
は「

よ
く
冷
え
な
い
」と

お
感
じ

に
な
っ
た
時
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
 電

気
代
単
価
の
初
期
設
定（

工
場
出
荷
時
）は

2
7
円

／
kW

h、
C
O
2
排
出
係
数
は
0
.4
0
0
kg

／
kW

h
で
す
。

※
 電

気
代
単
価
を
電
力
会
社
と
の
契
約
に
あ
わ
せ
て

設
定
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、
お
買
上
げ
の
販
売
店

ま
た
は
お
近
く
の
三
菱
電
機
 修

理
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 
（
修
理
窓
口
の
連
絡
先
は「

三
菱
電
機
 ご

相
談
窓
口
・

修
理
窓
口
の
ご
案
内
」 （
別
紙
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

お
知
ら
せ

メ
ニ
ュ
ー
画
面
か
ら
選
ん
で
設
定
す
る

お
客
さ
ま
の
好
み
に
合
わ
せ
て
タ
イ
マ
ー
を
設
定
し
ま
す
。

タ
イ
マ
ー
を
設
定
で
き
る
運
転
パ
タ
ー
ン
は
2
つ
で
す
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
が
消
費
し
た
電
力
を
電
気
代
と

C
O
2
排
出
量
に
換
算
し
、
日
数
で
累
計
し
た
値
を
表
示
し

ま
す
。

●
 電
気
代
、C
O
2
排
出
量
の
値
は
目
安
で
す
。

●
 カ

ウ
ン
ト
中
の
値
を
保
存
す
る
と
、
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

た
値
は「

最
新
」に

保
存
さ
れ
、
カ
ウ
ン
ト
中
の
値
は
初

期
化
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
運
転
状
況
や
設
定
内
容
か
ら
、
よ
り
省
エ
ネ
に
な

る
設
定
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
お
問
合
わ
せ
の
内
容
を
表
示
し
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
場
合
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
電
気
代
表
示
）

タ
イ
マ
ー
運
転
設
定

お
た
す
け
ガ
イ
ド

タ
イ
マ
ー
1
、2

電
気
代
が
知
り
た
い

も
っ
と
暖
め
た
い
・
冷
や
し
た
い

も
っ
と
節
電
し
た
い

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

�エコヌクールピコ・レオ取扱説明
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21

使 い か た メ ニ ュ ー 画 面 か ら 選 ん で 設 定 す る

●
 運
転
中
に
［
ヒ
ー
タ
ー
長
時
間
運
転
中
］
と
表
示
さ
れ

ま
す
。

●
 リ

モ
コ
ン
が
床
温
の
上
が
り
す
ぎ
を
推
定
し
た
と
き

に
、「
床
過
昇
防
止
中
」と

画
面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

設
定
室
温
や
設
定
水
温
が
高
い
と
、
「
床
過
昇
防
止
中
」
の

表
示
・
非
表
示
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
繰
り
返
し
ま
す
の
で
、
気
に

な
る
か
た
は
室
温
や
水
温
を
低
め
に
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 設
定
方
法

●
 設

定
方
法

お
知
ら
せ

戻
る

決
定

ﾊﾟ
ﾜｰ
ｾｰ
ﾌﾞ
運
転
設
定

本
ﾘﾓ
ｺﾝ
使
用
時
に
ｾｰ
ﾌﾞ
運
転
し
ま
す

室
外
ﾕﾆ
ｯﾄ
の
最
大
出
力
を
制
限
す
る

こ
と
で
消
費
電
力
を
抑
え
ま
す

／
無
効

有
効

②
　
　
　
を
押
し
て
設
定
を
保
存
す
る
。

①
　
　
　
を
押
し
て「

有
効
」を

選
択
す
る
。

①
　
　
　
を
押
す
。

決
定

②
　
　
　
を
押
し
て
設
定
を
保
存
す
る
。

①
　
　
　
を
押
し
て「

有
効
」「
無
効
」を

切
替
え
る
。

決
定

戻
る

リセ
ット

ﾋｰ
ﾀｰ
長
時
間
運
転
中
　
表
示
ﾘｾ
ｯﾄ

運
転
時
間
が
長
く
な
っ
た
原
因
を
解
決

し
て
か
ら
ﾘｾ
ｯﾄ
し
て
く
だ
さ
い

室
外
機
の
ま
わ
り
が
ふ
さ
が
れ
て
い
る

く
わ
し
く
は
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

と
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

ﾋｰ
ﾀｰ

長
時
間

運
転
中

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

●
  
   
   
   
   
   
   
  を

押
さ
な
い
と
設
定
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
。（
ヒ
ー
タ
ー
長
時
間
運
転
中
」の

表
示
は
消
え
ま
せ
ん
）

●
 「
ヒ
ー
タ
ー
長
時
間
運
転
中
　
表
示
リ
セ
ッ
ト
」を

行
う
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
運
転
時
間
の
積
算
値
が
0
時
間
に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

リ
セ
ッ
ト

　
薄
い

濃
い
　

戻
る

決
定

液
晶
ｺﾝ
ﾄﾗ
ｽﾄ
調
整

薄
い

濃
い

②
　
　
　
を
押
し
て
設
定
を
保
存
す
る
。

①
   
   
   
   
   
   
   
   
  を

押
し
て
濃
淡
を
調
整
す
る
。

決
定

ま
た
は

濃
い
　

　
薄
い

②
　
　
　
を
押
し
て
設
定
を
保
存
す
る
。

①
   
   
   
   
   
   
   
   
  を

押
し
て
保
温
レ
ベ
ル
を

　
  調

整
す
る
。

決
定

ま
た
は

決
定

●
　
　
　
　
　
　
　
を
押
さ
な
い
と
設
定
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

決
定

●
　
　
　
　
　
　
　
を
押
さ
な
い
と
設
定
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

　
低
い

高
い
　

戻
る

決
定

床
温
ｷｰ
ﾌﾟ
（
床
保
温
ﾚﾍ
ﾞﾙ
）
設
定

床
温
の
保
温
レ
ベ
ル
を
設
定
し
ま
す

低
い

高
い

お
知
ら
せ

●
 複

数
の
リ
モ
コ
ン
で
そ
れ
ぞ
れ
設
定
が
可
能
で
す
。

●
 床

材
の
厚
み
や
材
質
に
よ
っ
て
は
同
じ
設
定
で
も

床
温
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
 室

温
が
日
射
な
ど
に
よ
り
設
定
室
温
を
超
え
る

状
態
で
も
、
床
温
キ
ー
プ
に
よ
り
床
を
温
め
て

お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
 床

温
を
高
く
保
持
し
続
け
る
と
、
室
温
が
上
昇
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
室
温
調
節
を
行

う
前
に
、
床
温
キ
ー
プ
設
定
を
低
く
し
て
く
だ
さ
い
。

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

24
自
動

床
過
昇

防
止
中

戻
る

決
定

床
温
過
昇
防
止
機
能
設
定

設
定
範
囲
：
本
ﾘﾓ
ｺﾝ
の
み

低
温
や
け
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
に

床
温
の
上
が
り
す
ぎ
を
防
止
し
ま
す

／
無
効

有
効

●
 パ

ワ
ー
セ
ー
ブ
運
転
設
定
を
「
有
効
」
に
し
た
リ
モ
コ
ン

で
　
　
ま
た
は
　
　
を
押
し
た
場
合
に
機
能
し
ま
す
。
●
 設
定
方
法

●
 設

定
方
法

●
リ
セ
ッ
ト
方
法

●
 運

転
中
は「

パ
ワ
ー
セ
ー
ブ
」と

表
示
さ
れ
ま
す
。

（
停
止
中
は
パ
ワ
ー
セ
ー
ブ
運
転
し
ま
せ
ん
）

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

ﾊﾟ
ﾜｰ

ｾｰ
ﾌﾞ

決
定

●
 　

　
　
を
押
さ
な
い
と
設
定
は
保
存
さ
れ

ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

決
定

●
 　

　
　
を
押
さ
な
い
と
設
定
は
保
存
さ
れ

ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

「
ヒ
ー
タ
ー
長
時
間
運
転
中
」の

表
示
が
消
え
ま
す
。

　
　

リ
セ
ッ
ト

高
い
　

　
低
い

画
面
表
示
例

画
面
表
示
例

画
面
表
示
例

室
温
が
設
定
室
温
を
超
え
た
と
き
、
床
温
を
適
度
な
温
度
に

保
て
る
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

お
好
み
に
合
わ
せ
て
保
温
レ
ベ
ル
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
み
）

20

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

終
了

決
定

メ
ニ
ュ
ー

タ
イ
マ

ー
運
転
条
件
の
設
定

タ
イ
マ

ー
運
転
設
定

お
た
す
け
ガ
イ
ド

機
能
設
定

時
刻
設
定

運
転
モ
ー
ド
設
定
（
冷
房
/暖

房
）

メ
ニ
ュ
ー
画
面
か
ら
選
ん
で
設
定
す
る
　
つ
づ
き

メ
ニ
ュ
ー

機
能
設
定

メ
ニ
ュ
ー
画
面

1
3

2
2

1 2

［
メ
ニ
ュ
ー
］画

面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

各
種
の
設
定
項
目
を
表
示
し
ま
す
。

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
表
を
参
考
に
、
設
定

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

を
押
す

で
設
定
す
る

項
目
を
選
択
し
、
　
　
を
押
す

▼
▲

ま
た
は

決
定

3
［
メ
ニ
ュ
ー
］画

面
を
終
了
し
ま
す
。

を
押
す

終
了

●
 前
の
画
面
に
戻
す
に
は
　
　
　
 を

  押
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
　
　
　
 が

な
い
場
合
は
   
   
  を

  押
し
て
く
だ
さ
い
）

戻
る

戻
る

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
出
力
を
抑
え
た
い
と
き
に
設
定
し
ま
す
。

（
出
力
を
抑
え
る
こ
と
で
、
消
費
電
力
を
抑
え
運
転
音
が
低

減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。た

だ
し
、
暖
ま
り
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

初
期
設
定（

工
場
出
荷
時
）は
「
無
効
」に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
の

1
日
の
稼
働
時
間

の
合
計
が
1
0
時
間
以
上
に
な
る
と
、
自
動
的
に「

ヒ
ー
タ

ー
長
時
間
運
転
中
」と

リ
モ
コ
ン
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

（
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が
据
付
け
ら
れ
て

い
な
い
場
合
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
）

リ
モ
コ
ン
画
面
の
液
晶
表
示
の
濃
淡
（
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
）
を

調
整
し
ま
す
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が
長
時
間
運
転
す

る
要
因
に
は
下
記
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

●
 積
雪
に
よ
り
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
吸
込
口
や
吹
出
口
周
辺
が
ふ
さ

が
れ
て
能
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合
。
（
雪
の
除
去
が
必
要
）

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
吸
込
口
や
吹
出
口
周
辺
に
障
害
物
を
置
い
て

能
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合
。
（
障
害
物
の
除
去
が
必
要
）

お
願
い

液
晶
画
面
の
ち
ら
つ
き
や
残
像
感
が
気
に
な
る
方
は
、

濃
淡
を
薄
め
に
調
整
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

知っ
とく

情報

お
知
ら
せ

●
 設

定
の
途
中
で
約

1
0
分
間
ボ
タ
ン
操
作
が
な
い
場
合
、
自
動
で
設
定
を
終
了

し
ま
す
。（
　
　
 を

押
す
前
の
画
面
に
戻
り
ま
す
）

 
設
定
途
中
の
内
容
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、再

度
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 設

定
の
途
中
で
　
　
 を

押
す
と
設
定
途
中
の
内
容
を
保
存
せ
ず
、［

メ
ニ
ュ
ー
］

画
面
に
戻
り
ま
す
。

パ
ワ
ー
セ
ー
ブ
運
転

ヒ
ー
タ
ー
長
時
間
運
転
中
　
表
示
リ
セ
ッ
ト

液
晶
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

床
温
キ
ー
プ
（
床
保
温
レ
ベ
ル
）

床
温
過
昇
防
止
機
能

設
定
水
温
や
設
定
室
温
が
高
め
の
場
合
、床

温
が
上
が
り
す

ぎ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。床

温
が
上
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う

に
、床

暖
房
パ
ネ
ル
へ
の
送
水
を
自
動
的
に
調
節
し
ま
す
。

初
期
設
定（

工
場
出
荷
時
）は
「
有
効
」に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
 設

定
温
度
を
上
げ
す
ぎ
な
い

 
高
温
の
床
に
長
時
間
接
触
す
る
と
低
温
や
け

ど
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

警
告

禁
止

�エコヌクールピコ・レオ取扱説明
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23

使 い か た メ ニ ュ ー 画 面 か ら 選 ん で 設 定 す る ／ こ ん な 表 示 が で た ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が

1
日
に
1
0
時
間
以
上
連
続
運
転
し
て

い
ま
す
。

運
転
画
面
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

室
温
調
整
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
据
付
工
事
時
に
設
定
し
ま
す
）

運
転
中
、
画
面
に
下
記
の
よ
う
な
表
示
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

『「
故
障
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
　
　
　
　
』、
『
異
常
時
の
処
置
方
法
　
　
　
　
』、
『
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
　
　
　
　
』な

ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
参
照
先
を
確
認
し
、
適
切
に
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
の
こ
と
を
お
調
べ
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
も
不
具
合
が
あ
る
と
き
は
使
用
を
中
止
し
、
必
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

故
障
の
状
況
と
表
示
部
の
英
数
字
を
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

P
.2
7

P
.2
8

P
.3
0

運
転
中
の
不
具
合
に
よ
る
エ
ラ
ー
コ
ー

ド
（
例
：
C
H
 7
1
0
9
）
を
表
示
し
て
い

ま
す
。

P
.2
0

リ
モ
コ
ン
が
床
温
の
上
が
り
す
ぎ
を
推

定
し
た
と
き
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

（
異
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

P
.1
5

「
パ
ワ
ー
セ
ー
ブ
運
転
」
設
定
を
「
有

効
」
に
し
た
リ
モ
コ
ン
が
運
転
中
に
表

示
さ
れ
ま
す
。

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

24
自
動

床
過
昇

防
止
中

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

ﾊﾟ
ﾜｰ

ｾｰ
ﾌﾞ

無
効
な
操
作
を
し
た
場
合
に
、
4
秒
間
表
示
さ
れ
ま
す
。

（
ボ
タ
ン
が
機
能
し
な
い
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）

　
　
を
3
秒
以
上
押
し
た
と
き
に
5
秒
間

表
示
さ
れ
ま
す
。

（
　
　
の
場
合
は「

す
べ
て
の
部
屋
の
運
転

を
停
止
し
ま
し
た
」と

表
示
さ
れ
ま
す
）

P
.2
5

防
錆
循
環
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

防
錆
循
環
液
を
補
充
し
て
く
だ
さ
い
。

集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
よ
り
操
作
禁
止
さ

れ
て
い
る
操
作
を
し
た
場
合
に
表
示
さ

れ
ま
す
。

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

循
環
液

の
不
足

を
補
充

し
て
く

循
環
液

だ
さ
い

●
シ
ス
テ
ム
に
不
具
合
が
あ
る
場
合
に
表
示
さ
れ
ま
す

●
シ
ス
テ
ム
が
運
転
を
規
制
し
て
い
る
場
合
に
表
示
さ
れ
ま
す

P
.2
0

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が

運
転
し
て
い
る
と
き
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
が
据
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に

　
表
示
さ
れ
ま
す

●
リ
モ
コ
ン
が
所
定
の
操
作
を
受
け
た
場
合
に
表
示
さ
れ
ま
す

水
温

12
：
00

設
定
室
温

不
要

自
動

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

終
了

決
定

メ
ニ
ュ
ー

■
そ
の
ボ
タ
ン
は
現
在
使
え
ま
せ
ん
■

タ
イ
マ

ー
運
転
設
定

お
た
す
け
ガ
イ
ド

機
能
設
定

時
刻
設
定

こ
ん
な
表
示
が
で
た
ら

次
頁

終
了

エ
ラ

ー
情
報

ｴﾗ
ｰ

ｺｰ
ﾄﾞ

販
売
施
工
店
連
絡
先

71
09

CH
ペ
ー
ジ

1/
2

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

そ
の
ボ
タ
ン
は
現
在
使
え
ま
せ
ん

●
操
作
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に

　
表
示
さ
れ
ま
す

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら

そ
の
操
作
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

管
理
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

開
始
し
ま
す

す
べ
て
の
部
屋
の
運
転
を

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

ﾋｰ
ﾀｰ

長
時
間

運
転
中

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

ﾋｰ
ﾀｰ

運
転
中

P
.2
9

P
.2
0

P
.1
2

P
.1
1

22

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

終
了

決
定

メ
ニ
ュ
ー

タ
イ
マ

ー
運
転
条
件
の
設
定

タ
イ
マ

ー
運
転
設
定

お
た
す
け
ガ
イ
ド

機
能
設
定

時
刻
設
定

運
転
モ
ー
ド
設
定
（
冷
房
/暖

房
）

メ
ニ
ュ
ー
画
面
か
ら
選
ん
で
設
定
す
る
　
つ
づ
き

メ
ニ
ュ
ー

メ
ニ
ュ
ー
画
面

1
3

2
2

1 2

［
メ
ニ
ュ
ー
］画

面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

各
種
の
設
定
項
目
を
表
示
し
ま
す
。

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
表
を
参
考
に
、
設
定

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

を
押
す

で
設
定
す
る

項
目
を
選
択
し
、
　
　
を
押
す

▼
▲

ま
た
は

決
定

3
［
メ
ニ
ュ
ー
］画

面
を
終
了
し
ま
す
。

を
押
す

終
了

●
 前
の
画
面
に
戻
す
に
は
　
　
　
 を

  押
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
　
　
　
 が

な
い
場
合
は
   
   
  を

  押
し
て
く
だ
さ
い
）

戻
る

戻
る

●
 設
定
方
法

●
 設
定
方
法
は
「
暖
房
・
冷
房
切
替
え
」

 を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

② ③①

決
定

●
　
　
　
　
　
　
　
を
押
さ
な
い
と
設
定
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

　

●
 時

刻
未
設
定
時
は
「
　
　
　
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

必
ず
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。
（
タ
イ
マ
ー
運
転
で

き
ま
せ
ん
）

停
電
状
態
が
長
期
間
続
く
場
合
は
、
時
刻
の
設
定

が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
再
度
時
刻
を
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。

お
願
い

ー
＋

決
定

時
刻
設
定

時
分
切
替
：
　
　
ﾎﾞ
ﾀﾝ

時
刻
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い

12
：
10

ー
＋

ま
た
は

を
押
し
て
時
間
と
分
を
切
替
え
る
。

を
押
し
て

時
間
ま
た
は
分
を
設
定
す
る
。

を
押
し
て
設
定
を
保
存
す
る
。

決
定

お
知
ら
せ

●
 設

定
の
途
中
で
約

1
0
分
間
ボ
タ
ン
操
作
が
な
い
場
合
、
自
動
で
設
定
を
終
了

し
ま
す
。（
　
　
 を

押
す
前
の
画
面
に
戻
り
ま
す
）

 
設
定
途
中
の
内
容
は
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、再

度
設
定
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 設

定
の
途
中
で
　
　
 を

押
す
と
設
定
途
中
の
内
容
を
保
存
せ
ず
、［

メ
ニ
ュ
ー
］

画
面
に
戻
り
ま
す
。

時
刻
設
定

運
転
モ
ー
ド
設
定（

冷
房
／
暖
房
）

時
刻
設
定

運
転
モ
ー
ド
設
定

（
冷
房
／
暖
房
）

時
刻
を
設
定
し
ま
す
。

表
示
は
2
4
時
間
形
式
で
す
。

暖
房
運
転
と
冷
房
運
転
を
切
替
え
ま
す
。

（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
冷
房
機
能
が
あ
る
場
合
の
み
）

P
.1
4

冷
房
運
転
の
開
始
は
、
冷
暖
房
兼
用
放
熱
器
に
接

続
さ
れ
て
い
る
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
操
作
と
な
り
ま

す
。

�エコヌクールピコ・レオ取扱説明
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使い方編

使
い
方
編

25

お 手 入 れ ・ 困 っ た と き 日 常 の 点 検 ・ お 手 入 れ

モ
ー
ド

▼
▲

室
温

水
温

12
：
00

通
常

設
定
室
温
℃

22
自
動

循
環
液

の
不
足

を
補
充

し
て
く

循
環
液

だ
さ
い

次
頁

終
了

エ
ラ

ー
情
報

循
環
液
を
補
充
し
て
く
だ
さ
い

ｴﾗ
ｰ

ｺｰ
ﾄﾞ

販
売
施
工
店
連
絡
先

25
01

CH
ペ
ー
ジ

1/
2

●
 防
錆
循
環
液
が
運
転
に
支
障
を
生
じ
る
ま
で
不
足
す
る
と
、
シ
ス
テ
ム
は
運
転
を
停
止

し
、
［
エ
ラ
ー
情
報
］
画
面
　
　
　
　
に
右
図
の
よ
う
に
「
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
」
と
「
作

業
指
示
」
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
 運
転
を
再
開
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
リ
モ
コ
ン
で
 
　
　
ま
た
は
　
　
を
押
し
て

画
面
を
解
除
し
て
運
転
を
再
開
し
て
く
だ
さ
い
。

防
錆
循
環
液
の
点
検

●
 1
ヶ
月
間
に
数
回
、
防
錆
循
環
液
不
足
表
示
と
な
る
場
合
は
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
や
温
水
配
管
接
続
部
か
ら
防
錆
循
環
液
が
漏
れ

て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 防
錆
循
環
液
の
定
期
点
検

 長
期
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
防
錆
循
環
液
は
2
年
に
1
回
の
点
検
（
液
量
、
濃
度
）
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

 お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
お
近
く
の
三
菱
電
機
 修

理
窓
口
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

 （
防
錆
循
環
液
の
性
能
は
時
間
経
過
に
よ
り
低
下
し
、
凍
結
、
破
損
、
腐
食
の
原
因
に
な
り
ま
す
）

■
防
錆
循
環
液
の
水
位
確
認
と
補
給
（
開
放
式
V
EH

-△
△
△
H
C
D
-K
の
場
合
）

　
シ
ス
タ
ー
ン
タ
ン
ク
内
の
防
錆
循
環
液
は
少
し
ず
つ
蒸
発
し
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
補
給
が
必
要
で
す
。

　
適
正
水
位
レ
ベ
ル
か
ら
4
cm

程
度
水
位
が
下
が
っ
て
い
た
ら
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
（
補
給
に
使
用
す
る
防
錆
循
環
液
の
費
用
は
お
客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
）

補
給
口

熱
交
換
ユ
ニ
ット

シ
ス
タ
ー
ン
タ
ン
ク

防
錆
循
環
液
適
正
水
位
レ
ベ
ル

（
黒
色
ラ
イ
ン
、段

差
部
）

補
給
口
キ
ャ
ッ
プ

①
補
給
口
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
防
錆
循
環
液
の
水
位
を
確
認
し
ま
す
。

②
三
菱
防
錆
循
環
液
　
希
釈
不
要
タ
イ
プ
を
適
正
水
位
レ
ベ
ル
ま
で
入
れ
ま
す
。

③
補
給
口
を
の
ぞ
い
て
、
タ
ン
ク
内
の
防
錆
循
環
液
適
正
水
位
レ
ベ
ル
ま
で
防
錆
循

環
液
が
入
っ
た
か
確
認
し
ま
す
。

④
補
給
口
キ
ャ
ッ
プ
を
閉
め
ま
す
。

作
業
指
示

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

注
意

作
業
指
示

エ
ラ
ー
情
報
画
面
（
防
錆
循
環
液
不
足
表
示
）

運
転
画
面
（
防
錆
循
環
液
不
足
表
示
）

お
願
い

お
願
い

●
水
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
当
社
指
定
品
　
　
　
　
を
使
用
し
な
い
と
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
）

●
異
物
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
適
正
水
位
レ
ベ
ル
を
超
え
て
防
錆
循
環
液
を
入
れ
る
と
、
運
転
の
際
、

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
下
部
の
ホ
ー
ス
（
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
ホ
ー
ス
）
よ
り
、

防
錆
循
環
液
が
あ
ふ
れ
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

P
.2
6

P
.2
9

P
.1
1

お
知
ら
せ

シ
ー
ズ
ン
始
め
の
点
検
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

終
了

●
 
運
転
画
面
（
防
錆
循
環
液
不
足
表
示
）
の
よ
う
に
「
注
意
」
と
「
作
業
指
示
」
が
表

示
さ
れ
た
場
合
は
、
防
錆
循
環
液
の
不
足
具
合
に
よ
っ
て
は
約
1
0
時
間
運
転
を

継
続
で
き
ま
す
。
（
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M
の
み
約
2
0
時
間
）

●
 
運
転
で
き
な
い
場
合
は
、
再
度
［
エ
ラ
ー
情
報
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

（
す
べ
て
の
リ
モ
コ
ン
の
画
面
を
解
除
す
る
に
は
、一

括
停
止
　
　
　
　
が
便
利
で
す
）

●
 防
錆
循
環
液
を
補
充
す
る
と
、
運
転
画
面
の
「
注
意
」
と
「
作
業
指
示
」
の
表
示
が
解

除
さ
れ
ま
す
。

■
圧
力
計
の
指
示
値
の
点
検（

密
閉
式

　V
EH

-△
△
△
H
C
D
-M
の
場
合
）

圧
力
計
の
指
示
値
を
確
認
し
、
圧
力
が
徐
々
に
下
が
っ
て
い
く
よ
う
で
あ

れ
ば
、
配
管
内
に
残
っ
て
い
る
空
気
が
抜
け
た
か
、
あ
る
い
は
防
錆
循
環

液
が
漏
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
暖
房
運
転
時
の
圧
力
計
指
示
値
目
安
 5
0
kP

a～
8
0
kP

a〕
［
エ
ラ
ー
情
報
］
画
面
に
防
錆
循
環
液
不
足
表
示
（
下
記
表
示
）
が
表
示

さ
れ
た
場
合
は
、
自
動
空
気
抜
き
弁
の
キ
ャ
ッ
プ
を
ゆ
る
め
て
、
空
気
を

抜
い
て
か
ら
、
運
転
を
再
開
し
て
く
だ
さ
い
。
防
錆
循
環
液
の
水
位
に
よ

っ
て
運
転
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

圧
力
計

安
全
弁
 9
3
kP

a
（
0
.9
5
kg
/c
m

2
で
開
）

熱
交
換
ユ
ニ
ット

自
動
空
気

抜
き
弁

キ
ャ
ッ
プ

24

日
常
の
点
検
・
お
手
入
れ

■
リ
モ
コ
ン
の
お
手
入
れ

●
お
手
入
れ
に
下
記
の
溶
剤
・
洗
剤
を
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
シ
ン
ナ
ー
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
ス
プ
レ
ー
、
ア
ル
カ
リ
洗
剤
、
化
学
雑
巾
の
薬
剤
、
ク
レ
ン
ザ
ー
な
ど
け
ん
ま
剤

入
り
の
洗
剤
（
塗
装
が
は
が
れ
た
り
、
変
質
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
）

●
冷
温
水
配
管
に
あ
る
バ
ル
ブ
は
操
作
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
時
刻
表
示
は
ず
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
再
度
時
刻
合
わ
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
ひ
ん
ぱ
ん
に
ず
れ
る
場
合
は
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
を
効
率
よ
く
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に
、各

部
の
お
手
入
れ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

P
.2
2

■
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
、
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
の
お
手
入
れ

■
冷
温
水
の
点
検

■
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
周
辺
の
点
検

●
 や
わ
ら
か
い
布
で
か
ら
拭
き
し
ま
す
。

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
内
部
の
洗
浄
は
お
客
様
自
身
で
は
行
わ
ず
、
必
ず
お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
三
菱
電
機
　
修
理
窓
口
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

 誤
っ
た
洗
浄
剤
の
選
定
・
使
用
方
法
で
洗
浄
を
行
う
と
、
樹
脂
部
分
が
破
損
し
た
り
水
漏
れ
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

 ま
た
、
洗
浄
剤
が
電
気
品
や
モ
ー
タ
に
か
か
る
と
故
障
や
発
煙
・
発
火
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 ユ
ニ
ッ
ト
の
外
観
な
ど
の
汚
れ
や
ほ
こ
り
は
中
性
洗
剤
を
浸
し
た
布
で
汚
れ
を
ふ
き
取
り
、
洗
剤
が
残
ら
な
い
よ
う
に
乾
い
た
布

で
よ
く
ふ
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
吸
込
口
や
吹
出
口
周
辺
が
ふ
さ
が
る
と
能
力
低
下
や
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
通
気
が
確
保
で
き
る
よ
う
に

障
害
物
を
除
い
て
く
だ
さ
い
。

●
 冷
房
運
転
時
に
は
暖
房
専
用
放
熱
器
（
暖
房
専
用
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
、
床
暖
房
パ
ネ
ル
な
ど
）
に
は
冷
水
が
流
れ
な
い
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
も
し
冷
房
運
転
中
に
暖
房
専
用
放
熱
器
が
冷
え
て
い
た
り
結
露
し
て
い
る
場
合
に
は
、
冷
水
が
流
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
を
中
止
し
て
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
 熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
や
配
管
接
続
部
か
ら
防
錆
循
環
液
が
漏
れ
て
い
な
い
か
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

●
 降
雪
地
域
で
ご
使
用
の
場
合
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
吸
込
口

や
吹
出
口
周
辺
が
雪
で
埋
ま
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
室
外

ユ
ニ
ッ
ト
周
辺
の
除
雪
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
室
外
ユ
ニ

ッ
ト
の
吸
込
口
や
吹
出
口
周
辺
が
ふ
さ
が
る
と
能
力
低
下

や
故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
雨
や
雪
が
あ
た
り
に
く
い
場
所
へ
の

設
置
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
）

●
 室
外
ユ
ニ
ッ
ト
近
く
に
も
の
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 吸
込
口
や
吹
出
口
の
近
く
に
は
も
の
が
あ
る
と
、
熱
交
換

が
う
ま
く
で
き
ず
、
機
能
低
下
や
運
転
音
が
大
き
く
な
る

原
因
に
な
り
ま
す
。注
意

指
示
に
従
う

警
告

指
示
に
従
う

●
 お
手
入
れ
の
際
は
運
転
を
停
止
し
、ブ

レ
ー
カ
ー
を

切
る

 感
電
や
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 お
手
入
れ
の
際
は
手
袋
を
着
用
す
る

 着
用
し
な
い
と
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
 お
手
入
れ
の
際
は
製
品
が
冷
え
た
状
態
で
行
う

 や
け
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

�エコヌクールピコ・レオ取扱説明



147

使い方編

使
い
方
編

27

お 手 入 れ ・ 困 っ た と き 「 故 障 か な ？ 」 と 思 っ た ら定 期 点 検 ／ 交 換 部 品

「
故
障
か
な
？
」と
思
っ
た
ら

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
前
に
、
次
の
点
を
お
調
べ
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
と
き
は
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
暖
ま
ら
な
い
。

す
ぐ
に
冷
え
な
い
。

■
お
た
す
け
ガ
イ
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
冷
温
水
循
環
方
式
の
た
め
、
長
時
間
停
止
し
た
状
態
か
ら
の
運
転
開
始
時
に

は
、
循
環
液
を
温
め
た
り
冷
や
す
た
め
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
床
暖
房
や
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
ふ
く
射
冷
暖
房
の
場
合
、
室
温
の
変
化
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

再
運
転
を
し
て
も
、

3
分
間
ほ
ど
動
か
な
い
。

■
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
保
護
の
た
め
、
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
3
分
程
度
経
過
す
る
と
運
転
し
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

時
計
の
表
示
が
「
　
　
　
　
」
と

な
っ
て
い
る
。

■
停
電
状
態
が
長
期
間
続
く
場
合
は
、
時
刻
の
設
定
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

再
度
時
刻
を
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

故
障
か
な
？
（
症
状
）

お
答
え
し
ま
す
。
（
原
因
）

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
水
ま
た
は

水
蒸
気
が
出
る
。
（
白
煙
の
よ
う
に
見

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

■
暖
房
時
に
、霜

取
運
転
で
と
け
た
水
ま
た
は
水
蒸
気
が
出
る
た
め
で
す
。

■
暖
房
時
に
、熱

交
換
器
に
つ
い
た
水
が
滴
下
す
る
た
め
で
す
。

■
冷
房
時
に
、冷

え
た
配
管
や
配
管
接
続
部
に
水
滴
が
つ
き
、滴

下
す
る
た
め
で
す
。

水
の
流
れ
る
よ
う
な
音
や

プ
シ
ュ
と
い
う
音
が
す
る
。

■
冷
温
水
や
冷
媒
が
流
れ
て
い
る
音
や
、
冷
媒
の
流
れ
が
切
替
わ
る
と
き
（
霜
取

運
転
な
ど
）
の
音
で
す
。

暖
房
運
転
停
止
操
作
後
、
し
ば
ら
く
（
5～

10
分
ほ
ど
）室

外
ユ
ニ
ッ
ト
が
運
転
し
て
い
る
。

■
停
止
前
に
霜
取
運
転
を
開
始
し
た
た
め
で
す
。

　
霜
取
運
転
終
了
後
停
止
し
ま
す
。

よ
く
暖
ま
ら
な
い
。

よ
く
冷
え
な
い
。

リ
モ
コ
ン
の
画
面
に

「
0
A
 4
4
0
0
」
ま
た
は

「
0
B
 4
4
0
0
」
と
表
示
さ
れ
る
。

■
お
た
す
け
ガ
イ
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
床暖

房や
パネ

ルヒ
ータ

ーを
同時

に複
数の

お部
屋で

暖房
運転

をす
ると

、温
水温

度が
低下

し床
暖房

やパ
ネル

ヒー
ター

の暖
まり

が弱
くな

るこ
とが

あり
ます

。運
転開

始す
る時

間を
ずら

して
利用

して
くだ

さい
。

■
外
気
温
度
が
低
い
と
き
、
暖
ま
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ネ
ル

ヒ
ー
タ
ー
の
場
合
は
温
ま
り
か
た
に
む
ら
が
で
き
ま
す
。

■
設定

室温
が低

い（
高い

）ま
たは

、設
定水

温が
低い

（高
い）

と暖
まり

にく
い（

冷え
にく

い）
場合

があ
りま

す。
■
外
気
温
度
が
高
い
と
き
、
冷
え
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
雪
が
積
も
っ
て
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
吸
込
口
や
吹
出
口
周
辺
を
ふ
さ
い
で
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

暖
房
運
転
中
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
運
転

が
1
0
分
ほ
ど
止
ま
る
。

■
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い
た
霜
を
と
か
し
て
い
ま
す
。
（
霜
取
運
転
）

長
く
て
1
0
分
で
終
了
し
ま
す
の
で
そ
の
ま
ま
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

（
外
気
温
度
が
低
く
、
湿
度
が
高
い
と
き
に
霜
が
つ
き
ま
す
）

但
し
、
温
水
循
環
方
式
の
た
め
、
そ
の
間
も
暖
房
は
と
ぎ
れ
ま
せ
ん
。

リ
モ
コ
ン
の
運
転
ラ
ン
プ

が
点
滅
す
る
。

■
外
気
温
度
が
－
2
5
℃
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

（
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

P
.2
2P
.5
,1
8

P
.5
,1
8

「
シ
ス
テ
ム
と
通
信
中
」
と
表
示
さ
れ
る
。

■
リ
モ
コ
ン
が
シ
ス
テ
ム
と
通
信
し
て
い
ま
す
。
（
通
信
が
完
了
し
た
ら
自
動
復
帰
し
ま
す
）

温
調
表
示
「
　
　
」
が
で
な
い

■
設
定
室
温
よ
り
現
在
室
温
が
高
い
場
合
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。
暖
ま
り
や
冷
え

が
不
足
す
る
場
合
は
設
定
室
温
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

床
温
度
に
ム
ラ
が
あ
る
。

■
温
水
循
環
方
式
の
た
め
、
循
環
液
の
入
口
と
出
口
付
近
の
床
面
で
は
温
度
差
を

感
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
運
転
し
な
い
。

■
外
気
温
度
が
お
よ
そ
－
2
0
℃
を
下
回
っ
て
い
る
と
き
に
、
運
転
を
開
始
し
よ

う
と
す
る
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
保
護
の
た
め
、室

外
ユ
ニ
ッ
ト
は
運
転
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
運
転
中
に
外
気
温
度
が
－
2
5
℃
を
下
回
っ
た
場
合
な
ど
、
保
護
の
た

め
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
運
転
が
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
外
気
温
度
が
上
昇
す
る
と
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
は
自
動
的
に
運
転
を
開
始
し
ま
す
。

■
室
温
や
水
温
が
設
定
温
度
に
達
し
ま
す
と
、
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
が
一
時
的
に
停
止

し
保
温
運
転
と
な
り
ま
す
。

　
暖
ま
り
や
冷
え
が
不
足
す
る
場
合
は
設
定
温
度
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

26長
期
間
ご
使
用
に
な
り
ま
す
と
機
器
の
点
検
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
未
然
に
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
安
心
し
て
ご
使
用

い
た
だ
く
た
め
、
シ
ー
ズ
ン
始
め
な
ど
に
お
買
上
げ
の
販
売
店
、
ま
た
は
お
近
く
の
三
菱
電
機
 修

理
窓
口
で
点
検
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
修
理
窓
口
の
連
絡
先
は
「
三
菱
電
機

　ご
相
談
窓
口
・
修
理
窓
口
の
ご
案
内
」（

別
紙
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

定
期
点
検
・
交
換
部
品
の
費
用
は
お
客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
定
期
点
検
に
つ
い
て

か
ら
だ
の
変
化
や
健
康
の
状
態
を
確
認
す
る
「
健
康
診
断
」
と
同
じ
で
す
。
ど
ん
な
状
態
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
目
に
見
え
に
く
い

所
の
お
手
入
れ
の
時
期
を
見
極
め
、
早
め
の
対
処
を
施
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
ら
だ
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
結
果
的
に
経
済
的
で

あ
る
よ
う
に
、
設
備
も
定
期
的
に
点
検
し
て
お
く
こ
と
が
お
得
と
な
り
ま
す
。
病
気
に
な
り
に
く
い
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
、
定
期
的

な
点
検
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
点
検
は
長
寿
命
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
主
な
点
検
項
目
：
防
錆
循
環
液
（
2
年
毎
）

長
期
間
の
ご
使
用
で
、
消
耗
、
劣
化
す
る
部
品
が
あ
り
ま
す
。

お
買
上
げ
の
販
売
店
、
ま
た
は
お
近
く
の
三
菱
電
機
 修

理
窓
口
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
修
理
窓
口
の
連
絡
先
は
「
三
菱
電
機

　ご
相
談
窓
口
・
修
理
窓
口
の
ご
案
内
」（

別
紙
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

定
期
点
検
・
交
換
部
品
の
費
用
は
お
客
様
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
点
検
部
品
と
交
換
部
品
の
目
安

〈
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
〉

種
　
　
類

部
　
　
品

時
　
　
期

備
　
　
考

点
検
・
清
掃
部
品

定
期
交
換
部
品

交
換
部
品

2
年
毎

①
防
錆
循
環
液
タ
ン
ク
フ
ィ
ル
タ
ー
（
開
放
式
）

②
防
錆
循
環
液

③
密
閉
膨
張
タ
ン
ク
（
密
閉
式
）

●
防
錆
循
環
液

●
循
環
ポ
ン
プ
　
　
　
　
●
熱
交
換
器
　
　

●
シ
ス
タ
ー
ン
タ
ン
ク
　
●
制
御
基
板
　
　

●
各
種
セ
ン
サ
ー

①
点
検
・
清
掃

②
点
検
（
液
量
、
濃
度
）

③
設
定
圧
力
（
5
0
kP

a）

〈
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
〉

種
　
　
類

部
　
　
品

時
　
　
期

備
　
　
考

交
換
部
品

●
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
　
　
●
圧
縮
機

●
冷
媒
回
路
部
品
　
　
　
●
制
御
基
板

●
各
種
セ
ン
サ
ー
　
　
　
●
ヒ
ー
タ
ー

〈
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
〉

種
　
　
類

部
　
　
品

時
　
　
期

備
　
　
考

交
換
部
品

●
電
気
ヒ
ー
タ
ー
　
　
●
制
御
部
品

〈
リ
モ
コ
ン
〉

種
　
　
類

部
　
　
品

時
　
　
期

備
　
　
考

交
換
部
品

●
制
御
基
板

定
期
点
検

交
換
部
品

循
環
ポ
ン
プ
は
使
用
頻
度
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
5
年
程
度
で
交
換
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
は
使
用
頻
度
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
5
年
程
度
で
交

換
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

1
0
年
毎

全
量
交
換
・
配
管
内
洗
浄

V
P
Z
-0
1
K
X
-E
C
O
（
1
ℓ
）

V
P
Z
-1
0
K
X
-E
C
O
（
1
0
ℓ
）

V
P
Z
-1
8
K
X
-E
C
O
（
1
8
ℓ
）

M
4
5
 4
6
8
 7
8
0

M
4
5
 4
7
9
 7
8
0

M
4
5
 4
7
9
 7
8
1

形
名
（
容
量
）

形
番
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29

お 手 入 れ ・ 困 っ た と き「 故 障 か な ？ 」 と 思 っ た ら

過
去
の
エ
ラ
ー
内
容
を
表
示
す
る

不
具
合
が
発
生
し
た
場
合
、
リ
モ
コ
ン
に
［
エ
ラ
ー
情
報
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

●
不
具
合
内
容
を
「
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
」
と
し
て
表
示
し
、
自
動
的
に
記
録
し
ま
す
。

●
　
　
 ま

た
は
　
　
を
押
す
か
、
不
具
合
を
解
消
す
る
と
、
画
面
は
解
除
さ
れ
ま
す
。

※
画
面
を
解
除
し
た
後
、
運
転
を
開
始
し
た
時
に
、
再
度
［
エ
ラ
ー
情
報
］
画
面
が
表
示
さ
れ

る
場
合
は
、
不
具
合
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
の
内
容
を
ご
確
認
の

上
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
［
エ
ラ
ー
情
報
］
画
面
が
再
表
示
さ
れ
な
い
場
合
は
、
不
具
合
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
す
）

お
知
ら
せ

お
買
上
げ
の
販
売
店
な
ど
へ
不
具
合
の
ご
相
談
を
行
う
際
、
ご
相
談
先
に
不
具
合
内
容
と
あ
わ
せ
て
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
を
伝
え
る

と
き
に
表
示
さ
せ
ま
す
。

終
了

次
頁

終
了

エ
ラ

ー
情
報

ｴﾗ
ｰ

ｺｰ
ﾄﾞ

販
売
施
工
店
連
絡
先

71
09

CH
ペ
ー
ジ

1/
2

1 2

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

戻
る

決
定

お
た
す
け
ガ
イ
ド

そ
の
他
の
ア
ド
バ
イ
ス

電
気
代
が
知
り
た
い

も
っ
と
暖
め
た
い

も
っ
と
節
電
し
た
い

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

▼
▲

ま
た
は

［
お
た
す
け
ガ
イ
ド
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

［
メ
ニ
ュ
ー
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

を
押
す

　
　
を
押
す

を
押
し
て「

お
た
す
け
ガ
イ
ド
」を

選
び
、

▼
▲

ま
た
は

［
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
　
を
押
す

を
押
し
て「

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
」を

選
び
、

P
.1
8

決
定

決
定

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

終
了

決
定

メ
ニ
ュ
ー

電
気
代
や
使
い
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

タ
イ
マ

ー
運
転
設
定

お
た
す
け
ガ
イ
ド

機
能
設
定

時
刻
設
定

4
　
　
を
押
す

戻
る

［
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
］
画
面
に
戻
り
ま
す
。

　
　
を
押
す

戻
る

［
お
た
す
け
ガ
イ
ド
］
画
面
に
戻
り
ま
す
。

　
　
を
押
す

戻
る

［
メ
ニ
ュ
ー
］
画
面
に
戻
り
ま
す
。
P
.1
8

3
▼

▲
ま
た
は

［
過
去
の
エ
ラ
ー
を
知
り
た
い
］
画
面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　
　
を
押
す

を
押
し
て「

過
去
の
エ
ラ
ー
を
知
り
た
い
」を

選
び
、

決
定

▼
▲

カ
ー
ソ
ル

戻
る

決
定

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

「
循
環
液
の
不
足
」
の
表
示
が
出
た

室
外
機
か
ら
水
や
水
蒸
気
が
出
た

過
去
の
エ
ラ
ー
を
知
り
た
い

そ
の
他
の
不
具
合
の
連
絡
先

戻
る

過
去
の
ｴﾗ
ｰを

知
り
た
い

ｴﾗ
ｰ

ｺｰ
ﾄﾞ

71
09

CH

●
 設
定
の
途
中
で
約
1
0
分
間
ボ
タ
ン
操
作
が
な
い
場
合
、

 自
動
で
　
　
　
を
押
す
前
の
画
面
に
戻
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

28■
異
常
時
の
処
置
方
法

表
　
　
示

原
　
　
　
因

処
　
　
　
置

運
転
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
な
い
。

液
晶
表
示
部
に
表
示
が
出
な
い
。

運
転
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
、液

晶
表

示
も
す
る
が
温
ま
ら
な
い
。

［
エ
ラ
ー
情
報
］画

面
が
表
示
さ

れ
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ

る
。

注
意
表
示

「
ヒ
ー
タ
ー
長
時
間
運
転
中
」

が
表
示
さ
れ
る
。

「
循
環
液
を
補
充
し
て
く
だ
さ
い
」

と
表
示
さ
れ
る
。

［
エ
ラ
ー
情
報
］画

面
が
表
示
さ

れ「
C
H
 
2
5
0
1
」と

表
示
さ
れ

る
。（
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
表
示
）

電
源
が
入
っ
て
い
な
い
。

熱
源
機
の
電
源（

ブ
レ
ー
カ
ー
）を

入
れ
る
。

再
度
切
れ
る
場
合
は
、お

買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

す
べ
て
の
リ
モ
コ
ン
の
表
示
内
容
を
ご
確
認
の
上
、お

買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

リ
モ
コ
ン
の
表
示
が
消
え
た
場
合
は
、『
過
去
の
エ
ラ
ー

内
容
を
表
示
す
る
』　

　
　
　
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
が「

C
H
 5
1
0
2
」ま

た
は

　「
O
A
 5
1
0
1
」ま

た
は「

O
B
 5
1
0
1
」と

表
示
さ
れ

た
場
合
は
、シ

ス
テ
ム
は
暖
房
運
転・

冷
房
運
転
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、室

温
調
節
、水

温
調
節
は
で
き
ま
せ
ん
。

（「
C
H
 5
1
0
1
」は

運
転
停
止
し
ま
す
）

●
室
外
ユ
ニ
ット

周
辺
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
表
示
解
除
後
、そ

れ
で
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
表
示
さ
れ
る
時

は
、お

買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

表
示
は『

ヒ
ー
タ
ー
長
時
間
運
転
中
表
示
リ
セ
ッ
ト
』

　
　
　
　
に
て
解
除
で
き
ま
す
。

お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
本
体
や
配
管
接
続
部
か
ら
防
錆
循

環
液
が
漏
れ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
防
錆
循
環
液
の
補
充
が
必
要
で
す
。

お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
一
旦
す
べ
て
の
リ
モ
コ
ン
を
停
止
さ
せ
た
後
、運

転
を

再
開
し
て
く
だ
さ
い
。防

錆
循
環
液
の
不
足
具
合
に
よ

っ
て
は
、約

1
0
時
間（

V
E
H
-7
1
2
H
C
D
-K
/M
の
み

約
2
0
時
間
）運

転
を
継
続
で
き
ま
す
。（
運
転
で
き
な

い
場
合
は
再
度
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
を
表
示
し
ま
す
）

リ
モ
コ
ン
接
続
コ
ー
ド
が
は
ず
れ
て
い
る
。

お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

防
錆
循
環
液
が
不
足
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
内
部
の
設
定
が
間
違
っ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
異
常
が
発
生
し
て
い
る
。

「
床
過
昇
防
止
中
」と

表
示
さ
れ

る
。（
運
転
中
）

一
時
的
に
運
転
を
止
め
、加

熱
を
防
ぎ
ま
す
。

運
転
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
ん
ぱ
ん
に
表
示
さ
れ
る
と
き
は
、水

温
を「

自
動
」設

定
に
す
る
か
、「
手
動
」設

定
で
低
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。

床
温
が
上
が
り
す
ぎ
で
あ
る
こ
と
を

推
定
し
た
。

●
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ット

の
運

転
時
間
が
長
い
。

（
1
日
1
0
時
間
以
上
）

●
積
雪
な
ど
で
室
外
ユ
ニ
ット

の
吸
込
口

や
吹
出
口
周
辺
が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
。

P
.2
9

P
.1
3

P
.2
0

「
故
障
か
な
？
」と
思
っ
た
ら
　
つ
づ
き
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お 手 入 れ ・ 困 っ た と き 保 障 と ア フ タ ー サ ー ビ ス「 故 障 か な ？ 」 と 思 っ た ら

保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

●
 ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
の
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
 こ
の
製
品
は
、
日
本
国
内
用
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
国
外
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
で
き
ま
せ
ん
。

■
当
社
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
の
補
修
用
性
能
部
品
を
製
造
打
切
り
後
9
年
保
有
し
て
お
り
ま
す
。

　
補
修
用
性
能
部
品
と
は
、
そ
の
製
品
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
部
品
で
す
。

補
修
用
性
能
部
品
の
保
有
期
間
は

据
付
け
後
の
製
品
を
移
動
・
移
設
さ
れ
る
場
合
に
は
、
「
使
用
前
の
準
備
」
　
　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

移
動
・
移
設
す
る
場
合

■
 保
証
書
は
、
必
ず
「
お
買
上
げ
日
・
販
売
店
名
」
な
ど
の
記
入
を
お
確
か
め
の
う
え
、
販
売
店
か
ら
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

 
保
証
書
は
内
容
を
よ
く
お
読
み
の
あ
と
、
大
切
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

■
 保
証
期
間
は
、
お
買
上
げ
日
か
ら
2
年
で
す
。
保
証
期
間
内
で
も
有
料
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
証
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

■
 保
証
に
は
、
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
「
保
証
書
」
の
ご
提
示
が
必
要
で
す
。
未
記
入
の
場
合
、
保
証
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

保
証

期
間
…
…
お
買
上
げ
日
か
ら
2
年
間

保
証
の
対
象
…
…
「
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
」
を
構
成
す
る
当
社
製
の
機
器

保
証
の
範
囲
…
…
構
成
機
器
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム
設
計
・
施
工
に
起
因
し
な
い
機
能
部
品
の
故
障
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
（
詳
し
く
は
「
保
証
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

保
証
書

『
「
故
障
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
』
・
『
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
』
に
し
た
が
っ
て
お
調
べ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
具
合
が
あ
る

と
き
は
、
必
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
か
ら
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
お
近
く
の
三
菱
電
機
 修

理
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
修
理
窓
口
の
連
絡
先
は
「
三
菱
電
機

　ご
相
談
窓
口
・
修
理
窓
口
の
ご
案
内
」
（
別
紙
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

ご
連
絡
の
際
に
は
リ
モ
コ
ン
の
表
示
内
容
を
合
わ
せ
て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
保
証
期
間
中
は

保
証
書
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
販
売
店
が
修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
修
理
に
際
し
ま
し
て
は
､保

証
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

■
保
証
期
間
が
す
ぎ
て
い
る
と
き
は

修
理
す
れ
ば
使
用
で
き
る
場
合
に
は
、
ご
希
望
に
よ
り
有
料
で
修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

点
検
・
診
断
の
み
で
も
有
料
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

修
理
料
金
は
、
技
術
料
＋
部
品
代
（
＋
出
張
料
）
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
内
容

1
．
品
名
 ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム

2
．
形
名
 V
EH

-3
0
4
H
C
D
-K
、
V
EH

-4
0
6
H
C
D
-K
/M
、
V
EH

-5
0
7
H
C
D
-K
/M
、
V
EH

-7
1
2
H
C
D
-K
/M

3
．
お
買
上
げ
日

4
．
故
障
内
容
（
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
）

5
．
住
所
（
付
近
の
目
印
な
ど
も
）
、
名
前
、
電
話
番
号
、
訪
問
希
望
日

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
と
き
は

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

ご
不
明
な
点
や
修
理
に
関
す
る
ご
相
談
は
お
買
上
げ
の
販
売
店
か
お
近
く
の
「
三
菱
電
機
ご
相
談
窓
口
・
修
理
窓
口
」
（
別
紙
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ご
相
談
窓
口

三
菱
電
機
お
客
さ
ま
相
談
セ
ン
タ
ー
　
電
話
0
1
2
0
-1
3
9
-3
6
5
（
無
料
）

お
客
さ
ま

メ
モ

サ
ー
ビ
ス
を
依
頼

さ
れ
る
と
き
便
利

で
す
。

形
　
　
　
　
　
名

お
買
上
げ
年
月
日

　
　
（
　
　
　
　
　
）

お
買
上
げ
店
名

（
住
　
　
所
）

（
電
話
番
号
）

年
　
　
　
　
　
　
月
　
　
　
　
　
　
日

P
.8
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た
ら
　
つ
づ
き

こ
ん
な
と
き
に
は

お
確
か
め
く
だ
さ
い

動
か
な
い
。

■
ブ
レ
ー
カ
ー
が
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

設
定
し
た
運
転
モ
ー
ド
（
冷
房
/

暖
房
）
で
運
転
し
な
い
。

（
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
冷
房
機

能
が
あ
る
の
場
合
の
み
）

■
メ
ニ
ュ
ー
画
面
か
ら
再
度
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
暖
ま
ら
な
い
、
冷
え
な
い
。

■
お
た
す
け
ガ
イ
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
温
度
の
設
定
が
適
切
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
リ
モ
コ
ン
に
温
調
表
示
マ
ー
ク
（
　
）
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
設
定
温
度
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ひ
か
え
め
運
転
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
ひ
か
え
め
運
転
を
解
除
し
て
く
だ
さ
い
。

■
室
外
ユ
ニ
ッ
ト
の
吸
込
口
や
吹
出
口
周
辺
を
ふ
さ
い
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
降
雪
地
域
で
は
雪
で
埋
ま
っ
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
の
こ
と
を
お
調
べ
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
も
不
具
合
が
あ
る
と
き
は
使
用
を
中
止
し
、
必
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

故
障
の
状
況
と
表
示
部
の
英
数
字
を
、
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
電
波
の
弱
い
地
域
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に
ノ
イ
ズ
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
増
幅
器
な
ど
の
取
付
け
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

■
雷
が
鳴
り
出
し
た
ら
、
早
め
に
運
転
を
止
め
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
電
気
部
品
が
損
傷
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

お
願
い

■
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い

■
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
バ
ル
ブ
を
閉
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

■
お
部
屋
の
ド
ア
や
窓
が
開
放
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

■
水
温
設
定
が
低
す
ぎ
る（

高
す
ぎ
る
）設

定
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

■
床
温
キ
ー
プ
設
定
が
低
す
ぎ
る
設
定
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

P
.5
,1
8
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システムリモコン取扱説明（エコヌクール用操作編）2
1
6
0
6
8
7
6
H
E6

6
0
1

三
菱

電
機

ビ
ル

空
調

管
理

シ
ス

テ
ム

シ
ス

テ
ム

リ
モ

コ
ン

　
P

A
C

-S
F5

0A
T1

ヒ
ー

ト
ポ

ン
プ

式
冷

温
水

シ
ス

テ
ム

 エ
コ

ヌ
ク

ー
ル

用
 操

作
編

エ
コ

ヌ
ク

ー
ル

対
応

機
種

（
熱

交
換

ユ
ニ

ッ
ト

形
名

）
V

E
H

-3
04

H
C

D
-K

, V
E

H
-4

06
H

C
D

-K
, V

E
H

-5
07

H
C

D
-K

, V
E

H
-7

12
H

C
D

-K
, 

V
E

H
-4

06
H

C
D

-M
, V

E
H

-5
07

H
C

D
-M

, V
E

H
-7

12
H

C
D

-M

取
扱
説
明
書
	
	

	
	

	
	

	
	

　
お
客
様
用

・
	ご

使
用
の
前
に
、
こ
の
「
取
扱
説
明
書
」
と
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
お
よ
び
三
菱
電

機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）「

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
」
の
取
扱
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、
正
し

く
安
全
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
読
み
に
な
っ
た
後
は
、
お
使
い
に
な
る
か
た
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

に
「
三
菱
電
機
	修

理
窓
口
・
ご
相
談
窓
口
の
ご
案
内
」
と
と
も
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
	お

客
様
ご
自
身
で
は
据
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。（

安
全
や
機
能
の
確
保
が
で
き
ま
せ
ん
。）

・
	販

売
店
が
試
運
転
を
行
う
際
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
、
正
し
い
使
い
か
た
の
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

も
く
じ

安
全

の
た

め
に

必
ず

守
る

こ
と

…
…

…
…

2
各

部
の

な
ま

え
と

機
能

…
…
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…

…
…
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3

機
能
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載
項

目
） 
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ホ
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画
面

表
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…
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…
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…
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…
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使
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コ
ヌ
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作
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7
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ケ
ジ

ュ
ー

ル
設

定
 …

…
…

…
…

1
4

8
.リ

モ
コ

ン
操

作
禁

止
設

定
 …

…
…

2
0

9
.表

示
の

設
定

 …
…

…
…

…
…

…
…

2
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1
0

.異
常

 …
…

…
…

…
…

…
…

…
…

2
5

「
故

障
か

な
？

」
と

思
っ

た
ら

 …
…

…
…

2
6

保
証

と
ア

フ
タ

ー
サ

ー
ビ

ス
…

…
…

…
…

2
7

本
書
は
、
三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）「

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
」
P
A
C
-S
F5

0
A
T1

に
て
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
を
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
の
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

基
本

操
作

、
共

通
機

能
に

関
し

て
は

、「
シ

ス
テ

ム
リ

モ
コ

ン
」

P
A

C
-S

F5
0

A
T1

の
取

扱
説

明
書

を
ご

覧
く

だ
さ

い
。「

エ
コ

ヌ
ク

ー
ル

」
の

機
器

の
機

能
、

操
作

に
つ

い
て

は
「

エ
コ

ヌ
ク

ー
ル

」
の

取
扱

説
明

書
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。

こ
の

製
品

は
日

本
国

内
用

で
す

の
で

日
本

国
外

で
は

使
用

で
き

ず
、

ま
た

ア
フ

タ
ー

サ
ー

ビ
ス

も
で

き
ま

せ
ん

。
Th

is
 a

pp
lia

nc
e 

is
 d

es
ig

ne
d 

fo
r u

se
 in

 J
ap

an
 o

nl
y 

an
d 

ca
n 

no
t b

e 
us

ed
 in

 a
ny

 o
th

er
 c

ou
nt

ry
.

N
o 

se
rv

ic
in

g 
is

 a
va

ila
bl

e 
ou

ts
id

e 
of

 J
ap

an
.

三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL

A
N
S
）「

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
」
P
A
C
-S
F5

0
A
T1

に
て
、
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
を
ご
使

用
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス

テ
ム
「
集
中
管
理
用
（
M
-N
ET

用
）
制
御
ア
ダ
プ
タ
ー
」

V
EZ

-M
N
T0

1
A
が
必
要
で
す
。

次
の
よ
う
な
マ
ー
ク
で
必
要
な
情
報
を
示
し
て
い
ま
す
。

	
正
し
く
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報

で
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆
	
使
用
上
で
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た

い
情
報
で
す
。

お
願
い

中
津
川
製
作
所

 〒
50

8-
86

66
 岐

阜
県
中
津
川
市
駒
場
町

1番
3号

お
買
上
げ
店
名
 

（
住
 
 
所
）
 

（
電
話
番
号
）
 

お
買
上
げ
年
月
日
 

形
 
 
 
 
 
名
 

お
客
様
 

メ
モ
 

サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
さ

れ
る
と
き
便
利
で
す
｡ 

年
 
 
 
 
 
月
 
 
 
 
 
日
 

（
 
 
 
 
 
 
）
 

こ
の
製
品
に
は
地
球
環
境
保
護
の
一
環
と
し
て
再
資
源
化
が
で
き
る
よ
う
に
主
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
に
材
質
名
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
 

（
材
質
名
は
主
材
料
に
IS
O
規
定
の
略
号
を
使
用
）

こ
の
説
明
書
は
、

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
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システムリモコン取扱説明（エコヌクール用操作編） �システムリモコン取扱説明（エコヌクール用操作編）

各
部
の
な
ま
え
と
機
能

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
各
部
の
な
ま
え
と
機
能
の
詳
細
は
、
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1
 表
示
画
面
/5

イ
ン
チ
カ
ラ
ー
液
晶
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
の
運
転
状
態
が
表
示
さ
れ
、
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
機
能
の
設
定
も
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

画
面
構
成
は
以
下
の
通
り
で
す
。

[ホ
ー
ム
]画

面
	

	
：
ユ
ニ
ッ
ト
の
運
転
状
態
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
画
面
で
す
。

[メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
]画

面
	

：
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能
な
ど
の
設
定
を
す
る
画
面
で
す
。

[サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
]画

面
	
：
グ
ル
ー
プ
設
定
な
ど
の
基
本
シ
ス
テ
ム
の
初
期
設
定
を
す
る
画
面
で
す
。

2
 [
一
括
運
転
/
停
止
]ボ

タ
ン

対
象
の
空
調
機
、
ロ
ス
ナ
イ
、
汎
用
機
器
、
温
水
器
、
床
暖
房
等
グ
ル
ー
プ
を
一
括
で
運
転
/
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
括
運
転
/
停
止
の
対
象
の
設
定
方
法
は
1
2
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

LE
D
状
態

状
態
の
説
明

消
灯

す
べ
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
停
止
中

点
灯

1
台
以
上
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
運
転
中

点
滅

異
常
発
生
中

※
対
象
グ
ル
ー
プ
が
1
グ
ル
ー
プ
で
も
運
転
/
停
止
操
作
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
は
実
行
で
き
ま
せ
ん
。（

LE
D
が
2
回
点
滅
し
ま
す
）

運
転
/
停
止
操
作
禁
止
は
、
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
制
限
設
定
の
操
作
ロ
ッ
ク
か
ら
解
除
で
き
ま
す
。

詳
細
は
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3
 [
節
電
]ボ

タ
ン

対
象
の
空
調
機
、
床
暖
房
等
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
一
括
で
温
度
ス
ラ
イ
ド
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

温
度
ス
ラ
イ
ド
の
詳
細
に
つ
い
て
は
1
3
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

LE
D
状
態

状
態
の
説
明

消
灯

温
度
ス
ラ
イ
ド
解
除
中

点
灯

温
度
ス
ラ
イ
ド
実
行
中

4
 [
ホ
ー
ム
]ボ

タ
ン

他
の
画
面
か
ら
[グ

リ
ッ
ド
（
拡
大
）
]画

面
に
戻
り
、
一
定
時
間
後
に
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
消
灯
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
	異

常
発
生
中
は
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
点
灯
し
続
け
ま
す
。

※
[ホ

ー
ム
]ボ

タ
ン
を
押
す
と
、
強
制
的
に
[グ

リ
ッ
ド
（
拡
大
）
]画

面
に
戻
る
た
め
、
保
存
し
て
い
な
い
設
定
内
容
は
破
棄
さ
れ
ま
す
。

5
 [
電
源
ラ
ン
プ
]

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
に
電
源
供
給
さ
れ
て
い
る
と
電
源
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
ま
す
。

消
灯
：
電
源
O
FF

点
灯
：
電
源
O
N

3

1 2

4 5

3

安
全
の
た
め
に
必
ず
守
る
こ
と

2■
誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
生
じ
る
危
険
と
そ
の
程
度
を
、
次
の
表
示
で
区
分
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

	警
告

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
死
亡
や
重
傷
な
ど
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
も
の

	注
意

誤
っ
た
取
扱
い
を
し
た
と
き
に
、
軽
傷
ま
た
は
家
屋
・
家
財
な
ど
の
物
的
損
害
に
結
び
つ
く

も
の

■
“
図
記
号
”
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

	禁
止

	水
ぬ
れ
禁
止

	ぬ
れ
手
禁
止

	指
示
に
従
う

	警
告

禁
止

お
客
様
自
身
で
分
解
・
改
造
・
修
理
・
移
設
・

廃
棄
は
し
な
い

火
災
・
感
電
・
製
品
落
下
に
よ
る
け
が
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

高
温
と
な
る
場
所
や
直
接
炎
が
あ
た
っ
た
り
、

油
煙
の
多
い
場
所
で
は
使
用
し
な
い

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

水
ぬ
れ
禁
止

製
品
を
水
に
つ
け
た
り
、
水
を
か
け
た
り
し

な
い

シ
ョ
ー
ト
・
漏
電
・
感
電
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

ぬ
れ
手
禁
止

ぬ
れ
た
手
で
ス
イ
ッ
チ
・
ボ
タ
ン
を
操
作
し

な
い

感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

	注
意

禁
止

殺
虫
剤
・
可
燃
性
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
吹
き
付
け

な
い

火
災
・
変
形
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

指
示
に
従
う

清
掃
・
整
備
・
点
検
の
際
は
手
袋
を
着
用
す
る

着
用
し
な
い
と
け
が
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

液
晶
画
面
が
損
傷
す
る
よ
う
な
力
を
加
え
な

い 故
障
や
け
が
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

指
示
に
従
う

異
常
時
(こ

げ
臭
い
な
ど
)は

運
転
を
停
止
し

て
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

異
常
の
ま
ま
運
転
を
続
け
る
と
故
障
や
感
電
・

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

販
売
店
ま
た
は
三
菱
電
機
	修

理
窓
口
に
点

検
・
修
理
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

清
掃
・
整
備
・
点
検
の
際
は
運
転
を
停
止
し
、

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る

け
が
や
感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
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�システムリモコン取扱説明（エコヌクール用操作編）

機
能
一
覧
（
記
載
項
目
）

下
記
の
表
に
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
機
能
の
う
ち
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
で
使
用
可

能
な
機
能
と
そ
の
記
載
ペ
ー
ジ
を
示
し
て
い
ま
す
。

使
用
可
能
な
機
能
で
、
ペ
ー
ジ
の
記
載
が
な
い
機
能
は
、
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

機
能

説
明

使
用

可
能

記
載

ペ
ー
ジ

機
器
の
操
作

運
転
/
停
止
操
作

空
調
機
・
そ
の
他
接
続
機
器
の
運
転
/
停
止
を
切
り
換
え
ま
す
。

[一
括
運
転
/
停
止
]ボ

タ
ン
の
LE

D
は
1
台
以
上
の
ユ
ニ
ッ
ト

が
運
転
し
て
い
る
時
は
点
灯
し
、
す
べ
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
停
止
し

て
い
る
時
は
消
灯
し
ま
す
。

○
1
0

運
転
モ
ー
ド

グ
ル
ー
プ
ご
と
、
ま
た
は
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
の
運
転
モ
ー
ド
を

切
り
換
え
ま
す
（
冷
房
、
暖
房
）。

○
1
0

設
定
温
度

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
ま
た
は
選
択
し
た
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
一
括

で
設
定
温
度
を
設
定
し
ま
す
。

○
1
1

風
速

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
ま
た
は
選
択
し
た
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
一
括

で
風
速
を
設
定
し
ま
す
。

×
－

風
向

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
ま
た
は
選
択
し
た
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
一
括

で
風
向
を
設
定
し
ま
す
。

×
－

ル
ー
バ
ー

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
ま
た
は
選
択
し
た
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
一
括

で
ル
ー
バ
ー
の
運
転
/
停
止
を
設
定
し
ま
す
。

×
－

連
動
機
(ロ

ス
ナ
イ
）

運
転
/
停
止

空
調
機
と
連
動
し
て
い
る
換
気
ユ
ニ
ッ
ト
の
運
転
/
停
止
は
空
調

機
の
運
転
/
停
止
と
連
動
し
ま
す
。

×
－

一
括
操
作

（
運
転
/
停
止
、
節
電
）

[一
括
運
転
/
停
止
]ボ

タ
ン
、[
節
電
]ボ

タ
ン
で
複
数
の
グ
ル
ー

プ
を
一
括
で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
1
2

時
計
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

設
定

日
付
・
時
刻

日
付
・
時
刻
・
表
示
形
式
を
設
定
し
ま
す
。
現
在
時
刻
は
[ホ

ー
ム
]画

面
の
右
上
角
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

○
－

週
間
/1

日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

•	グ
ル
ー
プ
ご
と
に
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
ま
す
。

•	各
日
に
は
、
最
大
1
6
の
動
作
が
設
定
で
き
ま
す
。

•	運
転
/
停
止
、
運
転
モ
ー
ド
、
設
定
温
度
、
手
元
リ
モ
コ
ン
の
操

作
禁
止
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
設
定
で
き
ま
す
。

•	週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
最
大
1
2
パ
タ
ー
ン
ま
で
、
1
日
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
最
大
5
パ
タ
ー
ン
ま
で
設
定
で
き
ま
す
。

•	週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
夏
と
冬
の
2
種
類
設
定
で
き
ま
す
。

•	1
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
優
先
さ
れ
ま

す
。

○
1
4

ナ
イ
ト
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
制

御
こ
の
機
能
が
有
効
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
停
止
中
の
ユ
ニ
ッ
ト

を
自
動
的
に
運
転
さ
せ
て
室
温
が
設
定
し
た
範
囲
内
と
な
る
よ
う

制
御
し
ま
す
。

×
－

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
運
転
の
無

効
化

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
運
転
を
一
時
的
に
無
効
に
で
き
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
運
転
を
す
る
場
合
は
、こ

の
設
定
は
O
FF

に
し
て

く
だ
さ
い
。

○
－

シ
ス
テ
ム
管
理

シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ン
ジ
オ
ー

バ
ー

定
期
的
に
各
グ
ル
ー
プ
の
室
温
と
設
定
温
度
の
モ
ニ
タ
を
行
い
、

各
グ
ル
ー
プ
に
最
適
な
運
転
モ
ー
ド
を
割
り
出
し
て
、
シ
ス
テ
ム

全
体
を
自
動
的
に
冷
房
ま
た
は
暖
房
へ
切
り
換
え
ま
す
。

×
－

5

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
の
各
部
の
な
ま
え
と
機
能
の
詳
細
は
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本
書
に
記
載
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
関
連
の
名
称
、
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
で
の
機
能
対
応
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま
す
。

1
.	エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
に
は
、「

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
」
と
「
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・
	床

暖
房
シ
ス
テ
ム
は
各
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
で
運
転
と
停
止
、
室
温
ま
た
は
温
水
/
冷
水
温
度
の
調
節
を
行
い

ま
す
。

			
			
※
シ
ス
テ
ム
構
成
の
一
例
で
す
の
で
、
ご
使
用
の
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
	パ

ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
は
1
つ
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
で
運
転
と
停
止
、温

水
/
冷
水
温
度
の
調
節
を
行

い
ま
す
。

			
			
※
シ
ス
テ
ム
構
成
の
一
例
で
す
の
で
、
ご
使
用
の
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

2
.エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
を
操
作
す
る
壁
設
置
の
リ
モ
コ
ン
で
す
。

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
の
機
器
側
の
設
定
に
よ
り
、
暖
房
専
用
／
冷
暖
房
兼
用
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

3
.エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
と
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
機
能
対
応
表

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
機
能

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
機
能

床
暖
房
シ
ス
テ
ム

パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

運
転

通
常
運
転

停
止

停
止

運
転
モ
ー
ド

運
転
モ
ー
ド
（
暖
房
/
冷
房
）

設
定
温
度

設
定
室
温

設
定
水
温

機
能
な
し

ひ
か
え
め
運
転

設
定
水
温

－
タ
イ
マ
ー
運
転

メ
ニ
ュ
ー
で
の
各
設
定

熱
源
機

放
熱
器

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン

（
手
元
リ
モ
コ
ン
）床
暖
房
パ
ネ
ル
や
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
な
ど

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台

放
熱
器

熱
源
機

パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
な
ど

室
外
ユ
ニ
ッ
ト

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン

（
手
元
リ
モ
コ
ン
）

熱
交
換
ユ
ニ
ッ
ト
架
台

※
	ひ

か
え
め
運
転
時
は
、
シ
ス

テ
ム
リ
モ
コ
ン
は
運
転
表
示

と
な
り
ま
す
。

※
	タ

イ
マ
ー
運
転
時
は
、
シ
ス

テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
表
示
は
、

現
在
の
時
間
帯
の
状
態
表
示

（
運
転
／
停
止
）
と
な
り
ま
す
。

※
	運

転
モ
ー
ド
（
冷
房
）
は
、エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
の
機
器
設
定
に

よ
り
機
能
が
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

各
部
の
な
ま
え
と
機
能

　
つ
づ
き

4
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[ホ
ー
ム
]画

面
表
示

識
別
マ
ー
ク
（
緑
）

識
別
マ
ー
ク
（
橙
）

1
. [

グ
リ
ッ
ド
（
縮
小
）
]画

面

2
. [

グ
リ
ッ
ド
（
拡
大
）
]画

面

[床
暖
房
シ
ス
テ
ム
（
左
上
識
別
マ
ー
ク
：
緑
）
] 

[パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
（
左
上
識
別
マ
ー
ク
：
橙
）
] 

[床
暖
房
シ
ス
テ
ム
（
左
上
識
別
マ
ー
ク
：
緑
）
] 

[パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
（
左
上
識
別
マ
ー
ク
：
橙
）
] 

[運
転
（
背
景
色
：
青
）
] 
 

  [
停
止
（
背
景
色
：
黒
）
] 
   
  [
異
常
（
背
景
色
：
黄
）
]

[運
転
（
背
景
色
：
青
）
]

[停
止
（
背
景
色
：
黒
）
] 
   
  [
異
常
（
背
景
色
：
黄
）
]

異
常
表
示

不
明
（
立
ち
上
げ
中
）

チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク

グ
ル
ー
プ

N
o.

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
有
効

/無
効
）

チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク

運
転

/停
止
操
作
禁
止

運
転
モ
ー
ド

識
別
マ
ー
ク
（
緑
）

グ
ル
ー
プ

N
o.

[床
暖
房
シ
ス
テ
ム
]ア

イ
コ
ン

異
常
表
示

[運
転
（
背
景
色
：
青
）
]

[停
止
（
背
景
色
：
黒
）
] 
   
  [
異
常
（
背
景
色
：
黄
）
]

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
有
効

/無
効
）

チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク

運
転

/停
止
操
作
禁
止

運
転
モ
ー
ド

識
別
マ
ー
ク
（
橙
）

グ
ル
ー
プ

N
o.

[パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
]

ア
イ
コ
ン

異
常
表
示

表
示
内
容

異
常
表
示

不
明
（
立
ち
上
げ
中
）　

 

運
転
モ
ー
ド
 

暖
房
時

 
 

冷
房
時

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
 

 有
効

 
 

 無
効

ア
イ
コ
ン

説
明

異
常
発
生
時
に
表
示
し
ま
す

立
ち
上
げ
時
に
通
信
が
で
き
な
い
場
合
に
表
示
し
ま
す

暖
房
時
に
表
示
し
ま
す

冷
房
時
に
表
示
し
ま
す

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
運
転
時
に
表
示
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
画
面
の
[ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
有
効
/
無
効
]ボ

タ
ン
で
無
効
設
定
時
に
表
示
し
ま
す 7

機
能
一
覧
（
記
載
項
目
）	
つ
づ
き

6

機
能

説
明

使
用

可
能

記
載

ペ
ー
ジ

制
限
設
定

操
作
ロ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
操
作
を
制
限
し
ま
す
。

[一
括
運
転
/
停
止
]、

[節
電
]、

[ホ
ー
ム
]ボ

タ
ン
と
メ
イ
ン

メ
ニ
ュ
ー
の
ボ
タ
ン
操
作
を
ロ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

運
転
/
停
止
、
運
転
モ
ー
ド
、
設
定
温
度
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
有
効

/
無
効
の
ボ
タ
ン
操
作
を
ロ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
－

設
定
温
度
範
囲
制
限

一
括
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
、
手
元
リ
モ
コ
ン
か
ら
設
定
で
き

る
温
度
の
範
囲
を
制
限
で
き
ま
す
。

×
－

リ
モ
コ
ン
操
作
禁
止
設
定

手
元
リ
モ
コ
ン
、
他
の
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
操
作
を
制
限

し
ま
す
。

一
括
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
単
位
で
、
運
転
/
停
止
、
運
転
モ
ー
ド
、
設

定
温
度
の
ボ
タ
ン
操
作
と
、
タ
イ
マ
ー
の
実
行
を
禁
止
で
き
ま
す
。

○
2
0

運
転
モ
ー
ド
切
換
制
限

上
位
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
に
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
操
作

機
か
ら
の
運
転
モ
ー
ド
の
操
作
を
禁
止
で
き
ま
す
。

×
－

基
本
設
定

表
示
設
定

言
語
、
温
度
表
示
単
位
、
室
温
表
示
/
非
表
示
、
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト

の
消
灯
時
間
、
グ
ル
ー
プ
番
号
の
表
示
/
非
表
示
の
切
り
換
え
と
、

グ
ル
ー
プ
名
の
変
更
、
グ
ル
ー
プ
の
並
べ
替
え
が
で
き
ま
す
。

○
2
1

[ホ
ー
ム
]画

面
運
転
モ
ー

ド
設
定

[グ
ル
ー
プ
]ア

イ
コ
ン
に
タ
ッ
チ
し
た
と
き
の
動
作
は
、
操
作

モ
ー
ド
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

デ
フ
ォ
ル
ト
は
操
作
モ
ー
ド
２
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

操
作
モ
ー
ド
1
：
[グ

ル
ー
プ
]ア

イ
コ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と
グ

ル
ー
プ
内
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
運
転
/
停
止
し
ま
す
。

操
作
モ
ー
ド
2
：
[グ

ル
ー
プ
]ア

イ
コ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と

チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
操
作
し
た
い
グ
ル
ー
プ
の

ア
イ
コ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
、
[操

作
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と

[グ
ル
ー
プ
]画

面
に
移
行
し
ま
す
。
複
数
グ
ル
ー
プ
を
選
択
し
て

一
括
で
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

操
作
モ
ー
ド
3：

[グ
ル
ー
プ
]ア

イ
コ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と
直
接

[グ
ル
ー
プ
]画

面
に
移
行
し
ま
す
。

○
－

ボ
リ
ュ
ー
ム
調
節

音
量
と
画
面
輝
度
を
設
定
し
ま
す
。

○
－

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

異
常

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
や
管
理
し
て
い
る
ユ
ニ
ッ
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
に
異
常
が
発
生
し
た
場
合
、
[一

括
運
転
/
停
止
]ボ

タ
ン
の

LE
D
が
点
滅
し
ま
す
。
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
（
床
暖
房
等
）
に
異
常
が

発
生
し
た
場
合
、
[ホ

ー
ム
]画

面
の
該
当
グ
ル
ー
プ
に
	

	が
表

示
さ
れ
ま
す
。
異
常
コ
ー
ド
は
[状

態
リ
ス
ト
]画

面
か
ら
確
認
・

リ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
2
5

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ン

フ
ィ
ル
タ
ー
の
お
手
入
れ
時
期
に
な
る
と
、
[ホ

ー
ム
]画

面
に

フ
ィ
ル
タ
ー
サ
イ
ン
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
サ
イ
ン
は
、

[状
態
リ
ス
ト
]画

面
か
ら
リ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

×
－

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
清
掃

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
操
作
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
、
拭
き
掃
除
を
し
て
も
誤

検
知
し
ま
せ
ん
。

○
－

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
補
正

画
面
上
の
ボ
タ
ン
表
示
と
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
押
し
た
位
置
に
ズ
レ

が
出
た
場
合
、
位
置
合
わ
せ
が
で
き
ま
す
。

○
－

そ
の
他

外
部
入
力

外
部
か
ら
の
入
力
信
号
に
よ
り
、
全
グ
ル
ー
プ
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
運

転
/
停
止
さ
せ
た
り
、
手
元
リ
モ
コ
ン
の
操
作
禁
止
/
許
可
を
設

定
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
使
用
の
際
に
は
、
ケ
ー
ブ

ル
の
接
続
が
必
要
で
す
。

○
－

外
部
出
力

ユ
ニ
ッ
ト
の
運
転
状
態（

運
転
/
停
止
）や

異
常
発
生
信
号
を
一
括

の
接
点
信
号
で
外
部
へ
出
力
で
き
ま
す
。ご

使
用
の
際
に
は
、ケ

ー
ブ
ル
の
接
続
が
必
要
で
す
。

○
－



154

使い方編

使
い
方
編

�システムリモコン取扱説明（エコヌクール用操作編）

　 4
. [

グ
ル
ー
プ
]画

面
[床

暖
房
シ
ス
テ
ム
] 

[運
転
中
]

[温
度
ス
ラ
イ
ド
中
]

[停
止
中
]

運
転
中
（
緑
）

運
転
モ
ー
ド

設
定
温
度
（
設
定
室
温
）

グ
ル
ー
プ
名
称

不
明
（
立
ち
上
げ
中
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
無
効
（
黄
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
有
効
（
黒
）

グ
ル
ー
プ

N
o.

異
常
表
示

[床
暖
房
シ
ス
テ
ム
]ア

イ
コ
ン

温
度
ス
ラ
イ
ド
機
能

実
行
中
の
場
合

※
温
度
ス
ラ
イ
ド
の
設
定

　
方
法
は
、

13
ペ
ー
ジ

　
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

[パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
] 

[運
転
中
]

[温
度
ス
ラ
イ
ド
中
]

[停
止
中
]

運
転
中
（
緑
）

運
転
モ
ー
ド

設
定
温
度
（
設
定
水
温
）

グ
ル
ー
プ
名
称

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
無
効
（
黄
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
有
効
（
黒
）

グ
ル
ー
プ

N
o.

異
常
表
示

[パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
]

ア
イ
コ
ン

温
度
ス
ラ
イ
ド
機
能

実
行
中
の
場
合

※
温
度
ス
ラ
イ
ド
の
設
定

　
方
法
は
、

13
ペ
ー
ジ

　
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

9

[ホ
ー
ム
]画

面
表
示

	つ
づ
き

3
. [

リ
ス
ト
]画

面

[床
暖
房
シ
ス
テ
ム
（
左
上
識
別
マ
ー
ク
：
緑
）
] 

[運
転
（
背
景
色
：
青
）
]

[停
止
（
背
景
色
：
黒
）
]

[異
常
（
背
景
色
：
黄
）
]

チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク

識
別
マ
ー
ク
（
緑
）

グ
ル
ー
プ

N
o.

グ
ル
ー
プ
名

運
転
モ
ー
ド

設
定
温
度
（
設
定
室
温
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
有
効

/無
効
）

異
常
表
示

[画
面
表
示
選
択
]ボ

タ
ン

[運
転
（
背
景
色
：
青
）
]

[停
止
（
背
景
色
：
黒
）
]

[異
常
（
背
景
色
：
黄
）
]

[画
面
表
示
選
択
]ボ

タ
ン

運
転
モ
ー
ド

[床
暖
房
シ
ス
テ
ム
]ア

イ
コ
ン

[パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
（
左
上
識
別
マ
ー
ク
：
橙
）
]

[運
転
（
背
景
色
：
青
）
]

[停
止
（
背
景
色
：
黒
）
]

[異
常
（
背
景
色
：
黄
）
]

チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク

識
別
マ
ー
ク
（
橙
）

グ
ル
ー
プ

N
o.

グ
ル
ー
プ
名

（
部
屋
名
）

運
転
モ
ー
ド

設
定
温
度
（
設
定
水
温
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
有
効

/無
効
）

異
常
表
示

[画
面
表
示
選
択
]ボ

タ
ン

[運
転
（
背
景
色
：
青
）
]

[停
止
（
背
景
色
：
黒
）
]

[異
常
（
背
景
色
：
黄
）
]

[画
面
表
示
選
択
]ボ

タ
ン

運
転
モ
ー
ド

[パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
]ア

イ
コ
ン

8
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1
1

3
.	設

定
温
度

④
	

	ボ
タ
ン
で
温
度
を
設
定
し
ま
す
。

※
運
転
中
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

・
設
定
温
度
の
範
囲 設
定
温
度
範
囲

暖
房

冷
房

床
暖
房
シ
ス
テ
ム
（
設
定
室
温
）

8
～
3
0
℃

8
～
3
0
℃

パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
（
設
定
水
温
）

2
5
～
5
5
℃

7
～
2
5
℃

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	パ

ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
に
て
設
定
水
温
が
自
動
設
定
の
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
リ

モ
コ
ン
の
設
定
温
度
表
示
は
自
動
で
決
定
し
た
水
温
を
表
示
し
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
か
ら
設
定
温
度
の
操

作
を
す
る
と
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
自
動
設
定
は
解
除
さ
れ
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
か
ら
設
定
水
温
を

自
動
に
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
	床

暖
房
シ
ス
テ
ム
の
場
合
は
、
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
か
ら
設
定
水
温
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

4
.	複

数
グ
ル
ー
プ
選
択
、
操
作

[グ
リ
ッ
ド
]画

面
ま
た
は
[リ

ス
ト
]画

面
で
選
択
（
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
）
し
た
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
を
一
括
で
操

作
で
き
ま
す
。

(1
)	[
グ
リ
ッ
ド
]画

面
、
[リ

ス
ト
]画

面
で
複
数
グ
ル
ー
プ
の
一
括
操
作
し
た
い
グ
ル
ー
プ
を
選
択
（
チ
ェ
ッ
ク

マ
ー
ク
）
し
、

	ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(2
)	
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
確
認
し
、

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

選
択
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
同
一
の
機
種
の
場
合
は
、
[グ

ル
ー
プ
]画

面
と
同
様
の
画
面
構
成
と
な
り
ま
す
。

選
択
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
共
通
の
機
能
の
み
表
示
さ
れ
操
作
が
で
き
ま
す
。

選
択
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
２
つ
以
上
の
異
な
る
操
作
対
象
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
以
下
の
画
面
よ
り
操
作
し
た
い

対
象
を
選
択
し
、

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(3
)	一

括
で
操
作
し
た
い
内
容
を
タ
ッ
チ
し
て
操
作
し
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	設

定
温
度
は
運
転
モ
ー
ド
設
定
後
に
操
作
可
能
と
な
り
ま
す
。

・
	設

定
温
度
の
設
定
範
囲
は
、
選
択
し
た
操
作
対
象
の
全
て
で
設
定
可
能
な
範
囲
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

・
	床

暖
房
シ
ス
テ
ム
で
運
転
モ
ー
ド
を
操
作
す
る
場
合
は
、
同
じ
熱
源
機
で
あ
れ
ば
選
択
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
も

運
転
モ
ー
ド
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

タ
ッ
チ
す
る
と
選
択

し
た
グ
ル
ー
プ
の
一

覧
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

選
択
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に

[空
調
機
]と
[床
暖
房
等
]

が
含
ま
れ
る
場
合
。

[床
暖
房
等
]の
み
の
場
合

は
、“
床
暖
房
等
”
と
表
示

し
ま
す
。

※
設
定
水
温
の
範
囲
は
、
エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
の
機
器
設
定

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

使
い
か
た
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）

①④

③ ②

1
0シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
に
て
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
を
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
の
内
容
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

基
本
操
作
、
共
通
機
能
に
関
し
て
は
、「

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
」
P
A
C
-S
F5

0
A
T1

の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	シ

ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
で
は
、「

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
は
床
暖
房
等
グ
ル
ー
プ
と
し
て
表
示
さ
れ
ま
す
。

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
の
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
と
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
別
々
の
ア
イ
コ
ン
等
で
識
別
表
示
し
ま

す
が
、
複
数
グ
ル
ー
プ
選
択
時
な
ど
は
床
暖
房
等
グ
ル
ー
プ
と
し
て
表
示
さ
れ
ま
す
。

床
暖
房
等
グ
ル
ー
プ
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）
の
操
作
（
[グ

ル
ー
プ
]画

面
）

1
.	運

転
／
停
止
操
作

①
の
ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と
表
示
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
が
運
転
/
停
止
し
ま
す
。

運
転
：

[緑
]、

停
止
：

[黒
]

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	床

暖
房
シ
ス
テ
ム
に
て
暖
房
専
用
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
グ
ル
ー
プ
を
運
転
す
る
と
、
冷
房
中
で
も
暖
房

モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

・
	エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
で
タ
イ
マ
ー
運
転
し
て
い
る
場
合
は
、
運
転
時
間
帯
、
ひ
か
え
め
運
転
時
間
帯
は
運
転
、

停
止
時
間
帯
は
停
止
の
表
示
と
な
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
か
ら
運
転
/
停
止
の
操
作
を
す
る
と
エ
コ
ヌ

ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
タ
イ
マ
ー
運
転
は
解
除
さ
れ
ま
す
。

2
.	運

転
モ
ー
ド

②
	

	に
タ
ッ
チ
す
る
た
び
に
運
転
モ
ー
ド
が
切
り
換
わ
り
ま
す
。（

暖
房
、
冷
房
※
1
）

③
の
部
分
に
選
択
し
た
モ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

※
運
転
中
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

※
1
：
冷
房
機
能
の
有
無
は
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
の
機
器
側
の
設
定
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	床

暖
房
シ
ス
テ
ム
は
、
熱
源
機
に
対
し
て
複
数
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
で
異
な
る
運
転
モ
ー
ド
が
設
定
で
き
ま
せ
ん
。
構
成
さ
れ
る
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ

コ
ン
は
、
最
後
に
操
作
さ
れ
た
運
転
モ
ー
ド
で
運
転
し
ま
す
。（

熱
源
機
が
異
な
る
場
合
は
、
異
な
る
運
転
モ
ー

ド
で
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

・
	床

暖
房
シ
ス
テ
ム
に
て
、
同
じ
熱
源
機
で
冷
暖
房
兼
用
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
と
、
暖
房
専
用
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル

リ
モ
コ
ン
が
構
成
さ
れ
る
場
合
に
、
暖
房
専
用
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
運
転
中
に
他
の
冷
暖
房
兼
用
エ
コ
ヌ

ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
グ
ル
ー
プ
で
冷
房
モ
ー
ド
に
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
暖
房
専
用
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
は

停
止
と
な
り
ま
す
。

・
暖
房
専
用
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
グ
ル
ー
プ
で
冷
房
モ
ー
ド
に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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1
3

6
.	節

電
操
作

[節
電
]ボ

タ
ン
を
押
す
こ
と
で
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
対
象
の
空
調
機
、
床
暖
房
等
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
一
括
で

温
度
ス
ラ
イ
ド
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
	温

度
ス
ラ
イ
ド
機
能
と
は
、
設
定
温
度
に
対
し
、
補
正
値
を
一
時
的
に
加
算
・
減
算
す
る
機
能
で
す
。

・
	温

度
ス
ラ
イ
ド
実
行
時
、
冷
房
モ
ー
ド
で
運
転
中
の
グ
ル
ー
プ
に
は
[＋

]補
正
、
暖
房
モ
ー
ド
運
転
中
の
グ
ル
ー

プ
に
は
[－

]補
正
を
行
い
ま
す
。

(1
)	シ

ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
左
上
側
の
[節

電
]ボ

タ
ン
を
押
し
ま
す
。

(2
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
確
認
し
、

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	パ

ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
に
て
設
定
温
度
（
設
定
水
温
）
が
自
動
の
場
合
は
、
節

電
操
作
に
よ
り
自
動
設
定
は
解
除
さ
れ
ま
す
。

・
	温

度
ス
ラ
イ
ド
実
行
中
に
温
度
ス
ラ
イ
ド
解
除
操
作
を
行
っ
た
場
合
、
元
の
設
定
温
度
に
戻
り
ま
す
。

た
だ
し
、
温
度
ス
ラ
イ
ド
実
行
中
に
運
転
モ
ー
ド
ま
た
は
設
定
温
度
が
変
更
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
温
度
ス
ラ
イ
ド

が
解
除
さ
れ
ま
す
が
、
元
の
設
定
温
度
に
戻
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
全
て
の
グ
ル
ー
プ
を
同
様
の
操
作
で
解
除
し
て
も
節
電
ボ
タ
ン
の
LE

D
は
点
灯
を
継
続
し
ま
す
。
再
度

温
度
ス
ラ
イ
ド
を
実
行
す
る
場
合
は
、
節
電
ボ
タ
ン
を
押
し
て
LE

D
を
消
灯
さ
せ
た
後
に
、
再
度
節
電
ボ
タ
ン

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

節
電
操
作
で
温
度
ス
ラ
イ
ド
を
行
う
グ
ル
ー
プ
の
設
定
方
法

(1
)	ホ

ー
ム
画
面
	→

	メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
	→

	動
作
設
定
	→

	一
括
操
作
設
定
　
の
順
に
タ
ッ
チ
し
て
進
め
ま
す
。

(2
)	[
一
括
操
作
設
定
]画

面
で
[温

度
ス
ラ
イ
ド
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(3
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
確
認
し
、

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(4
)	①

の
ボ
タ
ン
か
ら
設
定
温
度
の
補
正
に
使
用
す
る
値
を
選
択
し
ま
す
。（

１
～
４
℃
）

※
各
グ
ル
ー
プ
で
異
な
る
補
正
値
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

(5
)	②

の
[グ

ル
ー
プ
]ボ

タ
ン
か
ら
対
象
と
な
る
グ
ル
ー
プ
を
選
択
（
チ
ェ
ッ
ク
）
し
ま
す
。

初
期
設
定
で
は
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
が
解
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
温
度
ス
ラ
イ
ド
に
対
応
し
て
い
な
い
汎
用
機
器
、
ロ
ス
ナ
イ
グ
ル
ー
プ
は
選
択
で
き
ま
せ
ん
。

(6
)	③

	
	ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

タ
ッ
チ
す
る
と
選
択

し
た
グ
ル
ー
プ
の
一

覧
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

②

①

③
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
の
選
択
/
解
除
を
し
ま
す
。

1
2使
い
か
た
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）	
つ
づ
き

5
.	一

括
運
転
/
停
止
操
作

[一
括
運
転
/
停
止
]ボ

タ
ン
を
押
す
こ
と
で
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
対
象
の
グ
ル
ー
プ
の
一
括
運
転
/
停
止
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(1
)	シ

ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
右
側
の
[一

括
運
転
/
停
止
]ボ

タ
ン
を
押
し
ま
す
。

(2
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
確
認
し
、

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	床

暖
房
シ
ス
テ
ム
の
暖
房
専
用
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
グ
ル
ー
プ
を
一
括
運
転
す
る
と
、
運
転
モ
ー
ド
は
暖

房
と
な
り
ま
す
。

一
括
運
転
/
停
止
操
作
で
運
転
/
停
止
を
行
う
グ
ル
ー
プ
の
設
定
方
法

(1
)	ホ

ー
ム
画
面
	→

	メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
	→

	動
作
設
定
	→

	一
括
操
作
設
定
　
の
順
に
タ
ッ
チ
し
て
進
め
ま
す
。

(2
)	[
一
括
操
作
設
定
]画

面
で
[運

転
/
停
止
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(3
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
確
認
し
、

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(4
)	①

の
[グ

ル
ー
プ
]ボ

タ
ン
か
ら
対
象
と
な
る
グ
ル
ー
プ
を
選
択
（
チ
ェ
ッ
ク
）
し
ま
す
。

初
期
設
定
で
は
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
が
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
一
括
運
転
/
停
止
機
能
に
対
応
し
て
い
な
い
汎
用
機
器
グ
ル
ー
プ
は
選
択
で
き
ま
せ
ん
。

(5
)	②

	
	ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

タ
ッ
チ
す
る
と
選
択

し
た
グ
ル
ー
プ
の
一

覧
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

① ②
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
の
選
択
/
解
除
を
し
ま
す
。
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　 7
.1
	ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
パ
タ
ー
ン
割
付

(1
)	ホ

ー
ム
画
面
	→

	メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
	→

	動
作
設
定
	→

	時
計
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
	の

順
に
タ
ッ
チ
し
て
進
め
ま
す
。

(2
)	[
時
計
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
]画

面
で
[ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(3
)	[
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
]画

面
の
[週

間
]タ

ブ
ま
た
は
[１

日
]タ

ブ
に
タ
ッ
チ
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
選
択

を
行
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
種
類

パ
タ
ー
ン
数

週
間
１

設
定
さ
れ
た
曜
日
ご
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
毎
週
実
行
し
ま
す
。

最
大
1
2
パ
タ
ー
ン

週
間
２

季
節
設
定
有
効
時
の
み
実
行
で
き
ま
す
。

最
大
1
2
パ
タ
ー
ン

１
日

設
定
当
日
を
含
め
７
日
後
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
日
付
け
指
定
で
実
行
し
ま
す
。

最
大
5
パ
タ
ー
ン

※
１
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。

(4
)	ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
た
い
グ
ル
ー
プ
の
曜
日
（
日
付
）
マ
ス
に
タ
ッ
チ
し
て
[パ

タ
ー
ン
番
号
選
択
]画

面
を
表
示
し
ま
す
。

※
[ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
]画

面
で
は
、あ

る
グ
ル
ー
プ
の
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
コ
ピ
ー
し
て
他
の
グ
ル
ー
プ

に
貼
り
付
け
た
り
、あ

る
曜
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
パ
タ
ー
ン
を
コ
ピ
ー
し
て
違
う
曜
日
に
貼
り
付
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
1
8
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

(5
)	[
パ
タ
ー
ン
番
号
選
択
]画

面
で
パ
タ
ー
ン
番
号
	

	～
	

	、
	

	に
タ
ッ
チ
し
て
、
パ
タ
ー
ン
の
動
作
設
定
、

ま
た
は
割
付
を
行
い
ま
す
。

1
5

(1
) 
①
ボ
タ
ン
で
週
間
２
の
季
節
設
定
の
使
用
・
不
使
用
を
選
択
し
ま
す
。

　
　
　
　
：
週
間
２
を
使
用
す
る
。

　
　
　
　
：
週
間
２
を
使
用
し
な
い
。

(2
) 
②
　
　
   
ボ
タ
ン
で
週
間
１
と
週
間
２
の
有
効
期
間
を
設
定
し
ま
す
。

 
設
定
例
 
週
間
１
:夏

季
期
間
（
0
5
月
1
日
～
0
9
月
3
0
日
）

 
 

週
間
２
:冬

季
期
間
（
1
0
月
0
1
日
～
0
4
月
3
0
日
）

(3
) 
③
　
　
　
　
ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と
[ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
]画

面
に
戻
り
、
[季

節
設
定
]ボ

タ
ン
の
有
効
期
間
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

週
間
１
と
週
間
２
の
有
効
期
間
が
重
複
し
て
い
る
と
設
定
を
完
了

で
き
ま
せ
ん
。

[週
間
]タ

ブ

選
択
中
の
タ
ブ
名[一

日
]タ

ブ
[１

日
]タ

ブ
で
は
７
日
分
の
日
付
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

[季
節
設
定
]ボ

タ
ン

[週
間
１
]と

[週
間
２
]の

有
効
期
間
が
設
定
で
き
ま
す
。

夏
季
と
冬
季
で
別
々
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
で
き
ま
す
。

曜
日
（
日
付
）
マ
ス

割
り
当
て
ら
れ
た
パ
タ
ー
ン
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
す
。（

　
  ）

１
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
割
り
当
て
ら
れ
た
曜
日
マ
ス
の
左
上
隅
に
は
（
 　

）
が
表
示
さ
れ
ま
す
。（

　
  ）

※
１
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
み
の
場
合
、
曜
日
マ
ス
に
は
パ
タ
ー
ン
番
号
が

　
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。（

　
  ）

② ③

①

[ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
]画

面

[季
節
設
定
]画

面

使
い
か
た
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）	
つ
づ
き

1
4

手
順
1
：
設
定
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
選
択

手
順
２
：
パ
タ
ー
ン
番
号
の
選
択

①
週
間
/１

日
タ
ブ
の
選
択

①
パ
タ
ー
ン
番

号
を
選
択

③
割
付
の
み
の

場
合
、
O
K

ボ
タ
ン
に

タ
ッ
チ

②
動
作
設
定
す

る
場
合
、
編

集
ボ
タ
ン
に

タ
ッ
チ

②
グ
ル
ー
プ
と

曜
日（

日
付
）

の
選
択

手
順
１
：
動
作
番
号
を
選
択

手
順
２
：
動
作
設
定

手
順
１
：
対
象
を
選
択
（
チ
ェ
ッ
ク
）

手
順
２
：
操
作
を
選
択

①
動
作
番
号
を

選
択

①
選
択
を
有
効
に
す
る

（
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
）

②
対
象
を
選
択
す
る

①
操
作
内
容
を
選
択
す
る

（
コ
ピ
ー
、貼

付
、削

除
、

挿
入
）

①
実
行
時
刻
を

設
定

②
動
作
内
容
を

設
定

7
.	ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
で
は
、
週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
1
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
利
用
で
き
ま
す
。

週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
夏
季
と
冬
季
で
別
々
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
で
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
毎
に
各
曜
日
（
日
付
）
の
パ
タ
ー
ン
を
設
定
し
ま
す
。
パ
タ
ー
ン
は
最
大
で
1
2
個
ま
で
設
定
で
き
ま
す
。

1
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
は
最
大
1
6
個
の
動
作
を
設
定
で
き
ま
す
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
パ
タ
ー
ン
割
付
例

曜
日

グ
ル
ー
プ

日
月

…
土

１
パ
タ
ー
ン
１

パ
タ
ー
ン
２

パ
タ
ー
ン
１

２
パ
タ
ー
ン
１

パ
タ
ー
ン
２

パ
タ
ー
ン
１

…

5
0

設
定
な
し

パ
タ
ー
ン
９

設
定
な
し

■
パ
タ
ー
ン
の
動
作
設
定
例

パ
タ
ー
ン

動
作

実
行
時
刻

運
転
/
停
止

…

１

１
8
:3
0

運
転

２
1
0
:0
0

停
止

…

…

…

1
6

2
1
:0
0

停
止

…

…

…

…

1
2

…

…

…

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
パ
タ
ー
ン
割
付
手
順
（
詳
細
1
5
ペ
ー
ジ
）

パ
タ
ー
ン
の
動
作
設
定
手
順
（
詳
細
1
7
ペ
ー
ジ
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
コ
ピ
ー
・
貼
付
・
削
除
・
挿
入
手
順
（
詳
細
1
8
ペ
ー
ジ
）
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　 7
.2
	パ

タ
ー
ン
の
動
作
設
定

(1
)	[
動
作
番
号
選
択
]画

面
で
、
動
作
番
号
に
タ
ッ
チ
し
て
[動

作
設
定
]画

面
を
表
示
さ
せ
ま
す
。

※
	[
動
作
番
号
選
択
]画

面
で
は
、
あ
る
パ
タ
ー
ン
の
動
作
設
定
を
コ
ピ
ー
し
て
他
の
動
作
番
号
に
貼
り
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
1
8
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
)	選

択
し
た
動
作
番
号
の
実
行
時
刻
と
運
転
内
容
を
[動

作
設
定
]画

面
で
設
定
し
ま
す
。

(3
)	動

作
設
定
が
完
了
し
た
ら
	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
[動

作
番
号
選
択
]画

面
に
戻
り
ま
す
。

(4
)	パ

タ
ー
ン
割
付
と
パ
タ
ー
ン
の
動
作
設
定
を
繰
り
返
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
を
完
了
し
た
ら
、	

	ボ
タ
ン

に
タ
ッ
チ
し
て
[時

計
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
]画

面
に
戻
り
ま
す
。

[動
作
番
号
選
択
]画

面

[動
作
設
定
]画

面

タ
ッ
チ
す
る
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

動
作
表
示
内
容
が
切
り
替
わ
り

ま
す
。

（
運
転
/
停
止
、
運
転
モ
ー
ド
、

設
定
温
度
を
表
示
）

動
作
番
号

（
風
向
、
手
元
リ
モ
コ
ン
操
作
禁
止

設
定
を
表
示
）

ア
イ
コ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
設
定
を
切
り
換
え
ま
す
。

・
 エ

コ
ヌ
ク
ー
ル
で
有
効
な
設
定
項
目
は
、
実
行
時

刻
、運

転
/
停
止
、運

転
モ
ー
ド
（
暖
房
/
冷
房
）、

設
定
温
度
、
手
元
リ
モ
コ
ン
操
作
禁
止
設
定
（
運

転
/
停
止
、
運
転
モ
ー
ド
、
設
定
温
度
）
で
す
。

・
 ア

イ
コ
ン
の
説
明
は
1
9
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

   
   
   
ボ
タ
ン
で

値
を
変
更
し
ま
す

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
動
作

1
7

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	暖

房
専
用
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
（
グ
ル
ー
プ
）
に
対
し
て
、
冷
房
設
定
し
て
も
運
転
モ
ー
ド
は
冷
房
に
変
更

さ
れ
ま
せ
ん
。

使
い
か
た
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）	
つ
づ
き

パ
タ
ー
ン
番
号

　
　
　
：
選
択
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
：
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
済
み
の
パ
タ
ー
ン

　
　
　
：
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
未
設
定
の
パ
タ
ー
ン

コ
ピ
ー
先

（
未
設
定
の
パ
タ
ー
ン
）

設
定
済
み
の

パ
タ
ー
ン

(1
) 
パ
タ
ー
ン
を
新
規
作
成

未
設
定
の
パ
タ
ー
ン
に
新
し
く
動
作
を
追
加
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
く
だ
さ
い
。

(2
) 
設
定
済
み
の
パ
タ
ー
ン
を
流
用

設
定
済
み
の
パ
タ
ー
ン
の
動
作
を
流
用
し
て
設
定
し
ま
す
。

コ
ピ
ー
元
（
設
定
済
み
の
パ
タ
ー
ン
）
を
選
択
し
て
、　

　
　
　

ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
く
だ
さ
い
。

設
定
済
み
の
パ
タ
ー
ン
の
動
作
が
、
コ
ピ
ー
先
（
選
択
し
て
い

る
未
設
定
の
パ
タ
ー
ン
）
に
コ
ピ
ー
さ
れ
ま
す
。

選
択
し
た

パ
タ
ー
ン
番
号

未
設
定
の

パ
タ
ー
ン

選
択
し
た
パ
タ
ー
ン
番
号
が
他
の
グ
ル
ー
プ
、
曜
日
（
日
付
）
に
も

割
当
て
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
[こ

の
パ
タ
ー
ン
は
別
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
も
使
用
し
て
い
ま
す
。
違
う
パ
タ
ー
ン
番
号
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。
]と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

(1
) 
選
択
し
た
曜
日
ま
た
は
日
付
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
け
を
変
更
す

る
場
合
は
、
未
設
定
の
パ
タ
ー
ン
番
号
を
選
択
し
て
、　

　
　
　

ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(2
) 
同
じ
パ
タ
ー
ン
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ

と
曜
日
に
変
更
を
反
映
す
る
場
合
は
、　

　
　
　
ボ
タ
ン
に
タ
ッ

チ
し
ま
す
。

[パ
タ
ー
ン
番
号
選
択
]画

面

選
択
し
た
パ
タ
ー
ン
の
動
作
設
定

・
 ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
済
み
の
パ
タ
ー
ン
の
み
表
示
さ
れ
ま
す
。

・
 選

択
し
た
グ
ル
ー
プ
が
機
能
を
有
し
て
い
な
い
設
定
項
目
に
は
、
赤
い
ア

ン
ダ
ー
バ
ー
が
表
示
さ
れ
、
そ
の
機
能
を
除
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
実
行

さ
れ
ま
す
。

・
 　

　
　
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
し
て
他
の
時
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
内
容
が
確
認

で
き
ま
す
。
時
間
バ
ー
の
下
の
　
 が

移
動
し
、
そ
の
時
間
の
動
作
設
定

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

・
 ア

イ
コ
ン
の
説
明
は
1
9
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

で
き
ま
す
。
時
間
バ
ー
の
下
の
　
 が

移
動
し
、
そ
の
時
間
の
動
作
設
定

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
パ
タ
ー
ン
の
割
付
を
行
う
場
合

割
当
て
た
い
パ
タ
ー
ン
番
号
を
選
択
し
、　

　
　
　
 ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
割
付
を
行
い
ま
す
。

[ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
]画

面
に
戻
り
、
他
の
曜
日
・
他
グ
ル
ー
プ
の
パ
タ
ー
ン
割
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
度
割
り
当
て
た
パ
タ
ー
ン
を
解
除
し
た
い
場
合
は
、　

  を
選
択
し
て
　
　
　
　
 ボ

タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

■
パ
タ
ー
ン
の
動
作
設
定
を
行
う
場
合

・
パ
タ
ー
ン
の
新
規
作
成

未
設
定
の
パ
タ
ー
ン
番
号
に
タ
ッ
チ
し
て
か
ら
、　

　
　
 ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
[動

作
番
号
選
択
]画

面
を
表

示
さ
せ
ま
す
。
選
択
し
た
未
設
定
の
パ
タ
ー
ン
以
外
に
設
定
済
み
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
場
合
、
[他

の
パ
タ
ー
ン

を
コ
ピ
ー
し
て
編
集
す
る
場
合
は
、
コ
ピ
ー
元
を
選
択
の
上
、
O
K
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。
]と

い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
下
記
の
2
通
り
の
設
定
方
法
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

・
パ
タ
ー
ン
の
設
定
変
更

設
定
済
み
の
パ
タ
ー
ン
番
号
に
タ
ッ
チ
し
て
か
ら
、　

　
　
 ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
[動

作
番
号
選
択
]画

面
を

表
示
さ
せ
ま
す
。（

[動
作
番
号
選
択
]画

面
の
説
明
は
1
7
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

1
6
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.4
	ア

イ
コ
ン
の
説
明

床
暖
房
等
グ
ル
ー
プ
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）

機
能

非
選
択
	※

1
設
定
オ
プ
シ
ョ
ン

運
転
/
停
止

運
転
モ
ー
ド

手
元
リ
モ
コ
ン

操
作
禁
止
（
運
転
/	
停
止
）

手
元
リ
モ
コ
ン

操
作
禁
止
（
運
転
モ
ー
ド
）

手
元
リ
モ
コ
ン

操
作
禁
止
（
設
定
温
度
）

※
1
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
機
能
の
ア
イ
コ
ン
は
、
[動

作
設
定
]画

面
以
外
に
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	空

調
機
、
ロ
ス
ナ
イ
、
温
水
器
、
汎
用
機
器
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
取
扱
説
明
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

・
	床

暖
房
等
グ
ル
ー
プ
は
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
の
機
器
設
定
に
よ
り
運
転
モ
ー
ド
（
冷
房
）
の
機
能
が
無
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
	床

暖
房
等
グ
ル
ー
プ
は
、
運
転
モ
ー
ド
（
ド
ラ
イ
、
送
風
、
自
動
、
換
気
）、

風
速
、
風
向
、
フ
ィ
ル
タ
ー
サ
イ

ン
の
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。
[動

作
設
定
]画

面
で
、
機
能
の
な
い
項
目
も
設
定
可
能
で
す
が
、
実
行
さ
れ
ま
せ

ん
。

運
転
（
緑
）、
　
　
  停

止
（
黒
）

暖
房
、　

　
  冷

房

許
可
、　

　
 　

　
 禁

止

許
可
、　

　
 　

　
 禁

止

許
可
、　

　
 　

　
 禁

止

1
9

使
い
か
た
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）	
つ
づ
き

7
.3
	ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
コ
ピ
ー
・
貼
付
・
削
除
・
挿
入

	ボ
タ
ン
の
一
番
左
に
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
	

	に
タ
ッ
チ
し
て
チ
ェ
ッ
ク
	

	を
入
れ
る
と
、	

	コ
ピ
ー
、	

	貼
付
、	

	削
除
、	

	挿
入
ボ
タ
ン
が
有
効
に
な
り
ま
す
。

既
存
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
コ
ピ
ー
と
貼
付

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
コ
ピ
ー
に
は
、
下
記
①
～
③
の
コ
ピ
ー
・
貼
付
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
	グ

ル
ー
プ
間
の
コ
ピ
ー
：
グ
ル
ー
プ
の
１
週
間
分
の
パ
タ
ー
ン
割
付
を
他
の
グ
ル
ー
プ
に
コ
ピ
ー
し
ま
す
。

②
	曜

日（
日
付
）
間
の
コ
ピ
ー
：
曜
日（

日
付
）
に
設
定
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
を
他
の
曜
日（

日
付
）
に
コ
ピ
ー
し
ま
す
。

③
	動

作
間
の
コ
ピ
ー
：
	設

定
さ
れ
た
動
作
内
容
を
他
の
動
作
番
号
に
コ
ピ
ー
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

実
行
時
刻
は
コ
ピ
ー
さ
れ
ま
せ
ん
。
貼
付
後
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。）

コ
ピ
ー
・
貼
付
の
手
順

(1
)	チ

ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
	

	に
タ
ッ
チ
し
て
チ
ェ
ッ
ク
	

	を
入
れ
ま
す
。

(2
)	コ

ピ
ー
し
た
い
項
目
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

・
選
択
さ
れ
た
項
目
に
は
赤
い
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
が
付
き
ま
す
。

(3
)	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と
、
選
択
し
た
項
目
が
青
く
ハ
イ
ラ
イ
ト
さ
れ
ま
す
。

(4
)	貼

り
付
け
先
の
項
目
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

・
複
数
の
項
目
が
選
択
で
き
ま
す
。

・
選
択
さ
れ
た
項
目
に
は
赤
い
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
が
付
き
ま
す
。

(5
)	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(6
)	次

に
[コ

ピ
ー
し
た
内
容
を
貼
付
け
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
]と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

	
問
題
な
け
れ
ば
	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
削
除

(1
)	チ

ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
	

	に
タ
ッ
チ
し
て
チ
ェ
ッ
ク
	

	を
入
れ
ま
す
。

(2
)	削

除
す
る
項
目
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

・
選
択
さ
れ
た
項
目
に
は
赤
い
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
が
付
き
ま
す
。

・
①
グ
ル
ー
プ
単
位
、
②
曜
日
（
日
付
）
単
位
、
③
動
作
単
位
で
削
除
で
き
ま
す
。

・
複
数
の
項
目
が
選
択
で
き
ま
す
。

(3
)	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(4
)	次

に
[選

択
し
た
内
容
を
削
除
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
]と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

	
問
題
な
け
れ
ば
	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

動
作
設
定
の
追
加

(1
)	新

た
に
動
作
設
定
を
追
加
し
た
い
位
置
の
動
作
番
号
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

・
選
択
さ
れ
た
行
に
赤
い
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
が
付
き
ま
す
。

(2
)		

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。
選
択
さ
れ
た
動
作
番
号
が
空
白
と
な
り
、
元
々
あ
っ
た
動
作
設
定
が
１
つ
ず
つ

下
に
ず
れ
ま
す
。

・
設
定
可
能
な
最
大
数
（
1
6
件
）
の
動
作
設
定
が
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
、
新
し
い
行
は
挿
入
で
き
ま
せ
ん
。

①
グ
ル
ー
プ
間
の
コ
ピ
ー
時
に
タ
ッ
チ

③
動
作
間
の
コ
ピ
ー
時
に
タ
ッ
チ

②
曜
日
（
日
付
）
間
の
コ
ピ
ー
時
に
タ
ッ
チ

1
8
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　 9
.	表

示
の
設
定

(1
)	ホ

ー
ム
画
面
	→

	メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
	→

	コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
　
の
順
に
タ
ッ
チ
し
て
進
め
ま
す
。

(2
)	[
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
]画

面
で
[表

示
設
定
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

[表
示
設
定
]画

面
は
1
/4

か
ら
4
/4

ま
で
4
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。

	ボ
タ
ン
で
ペ
ー
ジ
を
切
り
換
え
ま
す
。

ペ
ー
ジ

表
示
設
定
項
目

1
/4

1
.言

語
、
2
.温

度
表
示
、
3
.室

温
表
示

2
/4

4
.自

動
モ
ー
ド
表
示
、
5
.バ

ッ
ク
ラ
イ
ト
消
灯
時
間

3
/4

6
.グ

ル
ー
プ
名
称
設
定

4
/4

7
.グ

ル
ー
プ
番
号
表
示
、
8
.グ

ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
並
び
替
え

(3
)す

べ
て
の
設
定
が
完
了
し
た
ら
	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

[表
示
設
定
]　

画
面
：
1
/4

表
示
言
語
を
選
択
す
る
。

(1
)	[
表
示
設
定
]画

面
（
1
/4
）
の
①
[言

語
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(2
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
④
ボ
タ
ン
か
ら
使
用
し
た
い
言
語
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(3
)	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
前
の
画
面
に
戻
り
ま
す
。

温
度
表
示
単
位
を
設
定
す
る
。

[表
示
設
定
]画

面
（
1
/4
）
の
②
[温

度
表
示
単
位
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
表
示
単
位
を
切
り
換
え
ま
す
。

：
温
度
が
華
氏
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

：
温
度
が
摂
氏
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

：
温
度
が
摂
氏
（
1
℃
単
位
）
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	接

続
さ
れ
る
機
種
に
よ
っ
て
、
0
.5
℃
単
位
ま
た
は
1
℃
単
位
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

・
	床

暖
房
等
グ
ル
ー
プ
の
温
度
表
示
単
位
は
、
1
℃
単
位
の
み
で
す
。

室
温
の
表
示
・
非
表
示
を
切
り
換
え
る
。

[表
示
設
定
]画

面
（
1
/4
）
で
③
[室

温
表
示
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
、
室
温
表
示
	

・
	を

切
り
換
え
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	床

暖
房
等
グ
ル
ー
プ
は
、
室
温
表
示
[す

る
]を

設
定
し
て
も
室
温
表
示
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

②① ③

④

2
1

使
い
か
た
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）	
つ
づ
き

8
.	リ

モ
コ
ン
操
作
禁
止
設
定

手
元
リ
モ
コ
ン
か
ら
の
運
転
/
停
止
、
運
転
モ
ー
ド
、
設
定
温
度
、
タ
イ
マ
ー
運
転
の
操
作
禁
止
設
定
方
法

(1
)	ホ

ー
ム
画
面
	→

	メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
	→

	制
限
設
定
　
の
順
に
タ
ッ
チ
し
て
進
め
ま
す
。

(2
)	[
制
限
設
定
]画

面
で
[リ

モ
コ
ン
操
作
禁
止
設
定
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(3
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
確
認
し
、	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(4
)	[
リ
モ
コ
ン
操
作
禁
止
設
定
]画

面
の
①
[グ

ル
ー
プ
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
設
定
を
変
更
す
る
グ
ル
ー
プ
を
選

択
（
チ
ェ
ッ
ク
）
し
ま
す
。

(5
)	②

	
	ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(6
)	手

順
(4
)で

選
択
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
２
種
類
以
上
の
機
種
が
含
ま
れ
る
場
合
（
空
調
機
、
ロ
ス
ナ
イ
、
床
暖
房

等
）、

[機
種
選
択
]画

面
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
設
定
を
変
更
し
た
い
機
種
を
選
択
し
ま
す
。

(7
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
（
禁
止
/
許
可
設
定
）
の
③
ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
各
項
目
の
操
作
禁
止
・
許
可
を
切
り
換

え
ま
す
。

(8
)	④

	
	ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
設
定
を
保
存
し
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	床

暖
房
等
グ
ル
ー
プ
で
の
タ
イ
マ
ー
の
操
作
禁
止
は
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
で
の
タ
イ
マ
ー
運
転
操
作
を
禁

止
し
ま
す
。

・
	床

暖
房
等
グ
ル
ー
プ
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ン
、
風
速
、
風
向
の
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
	［
リ
モ
コ
ン
操
作
禁
止
設
定
］
画
面
に
は
常
に
最
新
の
操
作
禁
止
・
許
可
状
態
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
あ
る
項
目
の

操
作
禁
止
・
許
可
状
態
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
画
面
が
更
新
さ
れ
ま
す
。（

マ
ー
ク
の
表
示
・
非
表
示
が
切

り
換
わ
り
ま
す
。）

・
	操

作
禁
止
が
設
定
可
能
な
場
合
、
他
の
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
か
ら
本
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
に
操
作
禁
止
を
設

定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

タ
ッ
チ
す
る
と
操
作
禁
止

内
容
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
の
選
択
/
解
除
を
し
ま
す
。

ペ
ー
ジ
を
切
り
換
え
ま
す
。（

ペ
ー
ジ
ご
と
に
４
グ
ル
ー
プ
表
示
さ
れ
ま
す
）

グ
ル
ー
プ
名
の
一
覧
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ﾒﾝ
ﾃﾅ
ﾝｽ
ｻｲ
ﾝ、

風
速
、
風
向

タ
イ
マ
ー

①

② ③ ④

③
ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
た
び
に
操
作
禁
止
・
許
可
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

 　
操
作
禁
止
　
　
　
　
操
作
許
可

※
　
　
　
の
表
示
は
操
作
禁
止
・
許
可
機
能
が
な
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

2
0
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	 [文
字
入
力
]画

面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
[テ

ン
プ
レ
ー
ト
]画

面

文
字
列
を
入
力
す
る
。

(1
)	

	、
	、

	、
	、

	、
ま
た
は
	

	に
タ
ッ
チ
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
、
小
文
字
、

数
字
･
記
号
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
半
角
ｶﾀ
ｶﾅ
を
切
り
換
え
ま
す
。

(2
)	②

キ
ー
パ
ッ
ド
か
ら
文
字
を
入
力
し
ま
す
。

※
	表

示
さ
れ
て
い
な
い
文
字
は
③
	

	ボ
タ
ン
で
画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
表
示
さ
せ
ま
す
。

※
	入

力
ミ
ス
を
修
正
す
る
に
は
、
修
正
し
た
い
文
字
に
④
	

	で
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
、
⑤
	

	ボ
タ
ン
で
消
去
す
る
か
、
新
し
い
文
字
を
入
力
し
て
上
書
き
し
ま
す
。

(3
)	設

定
が
完
了
し
た
ら
⑥
	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
前
の
画
面
に
戻
り
ま
す
。

テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
入
力
す
る
。

(1
)	
	

	に
タ
ッ
チ
し
て
[テ

ン
プ
レ
ー
ト
入
力
]画

面
に
遷
移
し
ま
す
。

(2
)	
⑦
[カ

テ
ゴ
リ
]ボ

タ
ン
を
タ
ッ
チ
し
て
、
入
力
す
る
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
カ
テ
ゴ
リ
を
選
択
し
ま
す
。

(3
)	
⑨
[単

語
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
入
力
し
ま
す
。

※
	表

示
さ
れ
て
い
な
い
テ
ン
プ
レ
ー
ト
は
、
⑧
	

	ボ
タ
ン
で
画
面
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て
表
示
し
ま
す
。

※
	入

力
ミ
ス
等
は
、
[文

字
入
力
]画

面
の
④
	

	で
カ
ー
ソ
ル
を
合
わ
せ
、
⑤
	

	ボ
タ
ン
で
消
去

す
る
か
、
新
し
い
文
字
を
入
力
し
て
上
書
き
し
ま
す
。

※
	テ

ン
プ
レ
ー
ト
を
入
力
し
な
い
場
合
は
、	

	ボ
タ
ン
で
[文

字
入
力
]画

面
に
戻
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	同

一
空
調
室
で
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
（
床
暖
房
等
）
と
空
調
機
を
設
置
す
る
場
合
は
、
部
屋
名
の
み
で
な
く
“
床
暖

房
”
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
で
誤
操
作
の
防
止
が
図
れ
ま
す
。

・
	文

字
列
入
力
と
テ
ン
プ
レ
ー
ト
の
単
語
は
組
み
合
わ
せ
が
可
能
で
す
。

・
	漢

字
は
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
用
意
さ
れ
て
い
る
単
語
を
組
み
合
せ
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
	テ

ン
プ
レ
ー
ト
は
複
数
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
適
し
た
単
語
が
無
い
場
合
は
他
の
カ
テ
ゴ
リ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（

床
暖
房
は
、
[位

置
・
そ
の
他
]の

２
ペ
ー
ジ
目
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
）

・
	グ

ル
ー
プ
名
は
、
最
大
全
角
８
文
字
（
半
角
1
6
文
字
）
で
す
。
文
字
列
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
で
入
力
の
際
、
文
字

数
を
超
え
る
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
文
字
、
単
語
は
選
択
で
き
な
い
表
示
と
な
り
ま
す
。

② ⑥①
⑦ ⑨

③

⑧
⑤

④

2
3

使
い
か
た
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）	
つ
づ
き

[表
示
設
定
]　

画
面
：
2
/4

自
動
モ
ー
ド
/
デ
ュ
ア
ル
オ
ー
ト
モ
ー
ド
運
転
時
の
冷
房
・
暖
房
モ
ー
ド
ア
イ
コ
ン
の
表
示
・
非
表
示
を
切
り
換

え
る
。

①
[自

動
モ
ー
ド
表
示
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
表
示
（
	

	）・
非
表
示
（
	

	）
を
切
り
換

え
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	床

暖
房
等
グ
ル
ー
プ
は
、
自
動
モ
ー
ド
／
デ
ュ
ア
ル
オ
ー
ト
モ
ー
ド
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
消
灯
時
間
を
設
定
す
る
。

②
[バ

ッ
ク
ラ
イ
ト
消
灯
時
間
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
。

未
操
作
の
時
間
が
設
定
時
間
を
経
過
す
る
と
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
が
消
灯
し
ま
す
。

②
ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
た
び
に
、
下
記
の
順
序
で
表
示
が
切
り
換
わ
り
ま
す
。

			
		5

分
	→

	7
分
	→

	1
0
分
→
	1

分
	→

	3
分

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	異

常
が
発
生
し
て
い
る
間
は
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
は
点
灯
し
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。

[表
示
設
定
]　

画
面
：
3
/4

グ
ル
ー
プ
名
を
変
更
す
る

(1
)	[
表
示
設
定
]画

面
（
3
/4
）
の
[グ

ル
ー
プ
名
称
設
定
画
面
ヘ
移
動
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(2
)	[
グ
ル
ー
プ
名
称
設
定
]画

面
で
変
更
し
た
い
グ
ル
ー
プ
の
①
[グ

ル
ー
プ
名
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(3
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
で
グ
ル
ー
プ
名
を
入
力
し
ま
す
。（

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
の
[文

字
入
力
]画

面
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。）

(4
)	②

[コ
ピ
ー
]、

③
[貼

付
]ボ

タ
ン
で
グ
ル
ー
プ
名
の
コ
ピ
ー
・
貼
付
が
で
き
ま
す
。

(5
)	④

	
	ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
設
定
を
保
存
し
ま
す
。

②①

③ ④

②
①

[グ
ル
ー
プ
名
称
設
定
]画
面

2
2
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1
0
.	異

常
異
常
の
確
認
と
リ
セ
ッ
ト
の
方
法

(1
)	ホ

ー
ム
画
面
	→

	メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
	→

	シ
ス
テ
ム
管
理
　
の
順
に
タ
ッ
チ
し
て
進
め
ま
す
。

(2
)	[
シ
ス
テ
ム
管
理
]画

面
で
[状

態
リ
ス
ト
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

異
常
コ
ー
ド
を
確
認
す
る
。

(3
)	①

[異
常
]タ

ブ
に
タ
ッ
チ
し
て
、
発
生
し
て
い
る
異
常
の
数
、
異
常
が
発
生
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
名
、
ア
ド
レ

ス
、
異
常
コ
ー
ド
を
確
認
し
ま
す
。

・
	異

常
が
発
生
し
た
場
合
は
異
常
コ
ー
ド
を
確
認
し
、
発
生
機
器
の
取
扱
説
明
書
も
合
わ
せ
て
ご
確
認
の
上
、
販
売

店
ま
た
は
三
菱
電
機
修
理
窓
口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

床
暖
房
等
グ
ル
ー
プ
の
機
器
異
常
の
場
合
は
、
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
異
常
コ
ー
ド
表
示
も
合
わ
せ
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

異
常
コ
ー
ド
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
。

(4
)	①

[異
常
]タ

ブ
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(5
)	②

	
	ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(6
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
を
確
認
し
、

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ
◆

・
	床

暖
房
等
グ
ル
ー
プ
の
機
器
異
常
の
異
常
コ
ー
ド
は
全
て
[0
1
0
0
]で

表
示
さ
れ
ま
す
。詳

細
の
異
常
コ
ー
ド
は

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
表
示
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
	床

暖
房
シ
ス
テ
ム
で
熱
源
機
の
異
常
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
熱
源
機
に
接
続
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
全
て
が
異

常
発
生
と
な
り
ま
す
。

・
	異

常
の
一
括
リ
セ
ッ
ト
し
た
グ
ル
ー
プ
は
す
べ
て
停
止
表
示
と
な
り
ま
す
。

・
	床

暖
房
等
グ
ル
ー
プ
に
は
、
メ
ン
テ
ン
ス
サ
イ
ン
（
フ
ィ
ル
タ
ー
サ
イ
ン
）
の
機
能
は
あ
り
ま
せ
ん
。

異
常
発
生
台
数
を
表
示
し
ま
す
。

発
生
中
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
グ
ル
ー
プ
名
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

②

①

発
生
し
て
い
る
異
常
コ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

タ
ブ
に
タ
ッ
チ
す
る
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ン
の
発
生
情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

発
生
中
の
ユ
ニ
ッ
ト
の

M
-N
E
T
ア
ド
レ
ス
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

2
5

お
願
い

使
い
か
た
（
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
）	
つ
づ
き

[表
示
設
定
]　

画
面
：
4
/4

ホ
ー
ム
画
面
の
グ
ル
ー
プ
番
号
の
表
示
・
非
表
示
を
切
り
替
え
る

①
[グ

ル
ー
プ
番
号
表
示
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
表
示
す
る
（
	

	）
と
、

表
示
し
な
い
（
	

	）
を
切
り
換
え
ま
す
。

※
	グ

ル
ー
プ
番
号
の
非
表
示
は
、
[ホ

ー
ム
]画

面
（
[グ

リ
ッ
ド
（
縮
小
）
]画

面
は
除
く
）、

[複
数
グ
ル
ー
プ
選
択
]画

面
が
対
象
で
す
。

ホ
ー
ム
画
面
の
グ
ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
を
並
べ
替
え
る

(1
)	②

[グ
ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
並
び
替
え
画
面
に
移
動
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(2
)	ポ

ッ
プ
ア
ッ
プ
画
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
容
を
確
認
し
、	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(3
)	移

動
さ
せ
た
い
グ
ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(4
)	移

動
先
の
位
置
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
が
指
定
し
た
位
置
に
移
動
し
ま
す
。

(5
)	⑤

	
	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
保
存
、
③
	

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て

[表
示
設
定
]画

面
に
戻
り
ま
す
。

※
	グ

ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
を
並
べ
替
え
た
結
果
は
、
[ホ

ー
ム
]画

面
に
の
み
反
映
さ
れ
ま
す
。

[メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
]画

面
等
は
グ
ル
ー
プ
番
号
順
と
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
画
面
の
グ
ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
の
並
び
を
初
期
化
（
グ
ル
ー
プ
番
号
順
）
す
る

(1
)	④

	
	ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

(2
)	[
初
期
化
]ボ

タ
ン
に
タ
ッ
チ
し
て
、

	ボ
タ
ン
に
タ
ッ
チ
す
る
と
、
グ
ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
を
グ
ル
ー

プ
番
号
順
に
並
べ
替
え
ま
す
。②①

[グ
ル
ー
プ
]画
面

グ
ル
ー
プ
番
号
表
示

グ
ル
ー
プ
番
号
表
示

グ
ル
ー
プ
番
号
表
示

[リ
ス
ト
]画
面

[グ
リ
ッ
ド
（
拡
大
）
]画
面

移
動
さ
せ
た
い
グ
ル
ー
プ
に

タ
ッ
チ

（
こ
こ
で
は
グ
ル
ー
プ
0
7
）

移
動
先
の
位
置
に
あ
る
グ
ル
ー
プ

に
タ
ッ
チ

（
こ
こ
で
は
グ
ル
ー
プ
0
5
）

グ
ル
ー
プ
ア
イ
コ
ン
が
指
定
し
た
位
置
に

移
動
（
グ
ル
ー
プ
0
7
が
グ
ル
ー
プ
0
5

の
位
置
に
移
動
）

③ ④ ⑤

2
4
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保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

■
保
証
書

●
	各

機
器
の
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
補
修
用
性
能
部
品
の
保
有
期
間

●
	各

機
器
の
取
扱
説
明
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
ご
不
明
な
点
や
修
理
に
関
す
る
ご
相
談
は

●
	お

買
上
げ
の
販
売
店
か
「
三
菱
電
機
	ご

相
談
窓
口
・
	修
理
窓
口
」（

別
紙
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
※
別
紙
チ
ラ
シ
が
不
明
な
方
は
下
記
窓
口
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
ご
相
談
窓
口

　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
」
に
関
す
る
内
容
：

　
三
菱
電
機
お
客
さ
ま
相
談
セ
ン
タ
ー
　
電
話
0
1
2
0
-1
3
9
-3
6
5
（
無
料
）

　
三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
内
容
：

　
三
菱
電
機
冷
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
　
電
話
0
0
3
7
-8
0
-2
2
2
4
（
無
料
）

■
修
理
を
依
頼
さ
れ
る
と
き
は

●
	「
故
障
か
な
？
と
思
っ
た
ら
」（

2
6
ペ
ー
ジ
）
に
し
た
が
っ
て
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

	
な
お
、
不
具
合
が
あ
る
と
き
は
、
使
用
を
中
止
し
て
お
買
上
げ
の
販
売
店
ま
た
は
上
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡

の
際
に
は
故
障
の
状
況
と
リ
モ
コ
ン
の
表
示
内
容
を
合
わ
せ
て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
保
証
期
間
中
は
	

　
保
証
書
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
、
販
売
店
が
修
理
さ
せ
て
	い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
修
理
に
際
し
ま
し
て
は
、
保
証
書

を
	ご
提
示
く
だ
さ
い
。

●
保
証
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
と
き
は
	

　
修
理
す
れ
ば
使
用
で
き
る
場
合
に
は
、
ご
希
望
に
よ
り
有
料
で
	修
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
補
修
用
性
能

部
品
の
保
有
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
場
合
に
は
、
修
理
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
	修
理
料
金
は

　
技
術
料
＋
部
品
代
（
＋
出
張
料
）
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
	技
術
料
…
製
品
の
点
検
や
故
障
し
た
製
品
を
正
常
に
修
復
す
る
た
め
の
料
金
で
す
。

●
	部
品
代
…
修
理
に
使
用
し
た
部
品
代
金
で
す
。

●
	出
張
料
…
	お
客
様
の
ご
要
望
に
よ
り
、
製
品
の
あ
る
場
所
へ
技
術
員
を
派
遣
す
る
費
用
（
出
張
料
）
や
有
料
駐
車
場

の
費
用
（
駐
車
料
）
を
別
途
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
	ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
内
容

1
.　
品
　
　
　
名
　
該
当
の
品
名

2
.　
形
　
　
　
名
　
該
当
の
形
名

3
.　
お
買
上
げ
日
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

4
.　
故
障
の
状
況
　
(で
き
る
だ
け
具
体
的
に
)

5
.　
ご
　
住
　
所
　
(付
近
の
目
印
な
ど
も
)

6
.　
お
名
前
・
電
話
番
号
・
訪
問
希
望
日

2
7

「
故
障
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら

修
理
を
依
頼
さ
れ
る
前
に
、
次
の
点
を
お
調
べ
く
だ
さ
い
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
冷
温
水
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ヌ

ク
ー
ル
」
お
よ
び
三
菱
電
機
ビ
ル
空
調
管
理
シ
ス
テ
ム
（
M
EL
A
N
S
）「
シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
」
の
取
扱
説
明

書
も
合
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

故
障
か
な
？
（
症
状
）

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
対
処

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
の
電
源
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
な
い

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
へ
電
源
を
供
給
す
る
伝
送
線
給
電
ユ
ニ
ッ

ト
の
電
源
（
ブ
レ
ー
カ
ー
）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

床
暖
房
等
の
グ
ル
ー
プ
に
不
明（

立
ち
上
げ
中
）	

	が
表
示
さ
れ
る

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
の
電
源
（
ブ
レ
ー
カ
ー
）
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

電
源
入
り
後
1
0
～
2
0
分
の
の
ち
、
再
度
表
示
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
で
一
括
停
止
を
し
た
が
、エ

コ
ヌ

ク
ー
ル
が
運
転
し
て
い
る

エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
が
タ
イ
マ
ー
運
転
し
て
い
な
い
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
で
操
作
し
て
い
な
い
の
に
手
元

操
作
を
禁
止
し
た
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
運
転

状
態
が
変
更
さ
れ
て
い
る

手
元
操
作
可
能
な
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
で
、一

括
運
転（

運
転
長
押
し
）、
ま
た
は
一
括
停
止
（
停
止
長
押
し
）
し
て
い
な
い

か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
と
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
に

表
示
さ
れ
る
時
刻
が
異
な
る

シ
ス
テ
ム
リ
モ
コ
ン
と
エ
コ
ヌ
ク
ー
ル
リ
モ
コ
ン
の
時
刻
は
同

期
し
て
い
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
を
お
調
べ
に
な
っ
て
、
そ
れ
で
も
不
具
合
が
あ
る
と
き
は
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
故
障
の
状
況
と

リ
モ
コ
ン
の
表
示
内
容
を
お
買
上
げ
の
販
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2
6
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定期点検のおすすめ1

1. 定期点検の主旨
◆·「ヒートポンプ式冷温水システム」に使用される機器は、使用される場所や使用方法、使用時間によって消耗・
劣化する部品があります。部品が消耗・劣化したまま使用を続けると危険を生じる場合がありますので、
専門技術者による定期点検を受けられることをおすすめします。
また、循環液の定期交換は、配管の腐食による穴あきを防止するために特に必要です。

2. 定期点検の実施時期
◆·お買上げの年から2年ごとに、定期点検をお受けいただくことをおすすめします。

（1）定期点検
● 循環液の濃度、劣化状態を判定し、必要な場合は交換します。
● 定期点検は、専門技術者が設置状態、安全装置及び運転動作の点検・確認、使用時間により消耗・劣化しやすい部品の
点検、本体の重要部分の清浄・整備などを行います。

（2）定期点検の実施業者
お買い求めになった販売店様、設備工事店様、または最寄りの三菱電機システムサービスで行いますのでご相談ください。

（3）定期点検費用
定期点検に要する費用については、定期点検の実施業者にご相談ください。

3. 定期点検の内容
※機器によって点検内容が異なります。

● 熱交換ユニットの防錆循環液の濃度測定･漏れ点検
● 密閉膨張タンクの設定圧力測定及び圧力調整
● システム動作確認（運転積算時間・過去異常履歴の確認など）
● バックアップヒーターユニットの点検
● 室外ユニットの設置状態･異常音･冷媒配管などの点検
● 放熱器の運転状態の点検
● その他総合点検

◆·「ヒートポンプ式冷温水システム」の補修用性能部品は、製造打切後9年保有しています。
補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。
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�定期点検のおすすめ

■エコヌクールピコ・エコヌクールレオ保守点検要領書

区分 点検方法

据付状態（固定・傾き） 目視確認

異常音・振動音 聴覚確認

循環液量を確認(開放式のみ） 目視確認 適正水位レベル（黒色ライン）まであるか確認し不足は追加する。
水回路圧力(密閉式のみ） 測定 水回路に設置してある圧力計の値が0.05～0.09ＭＰａ以下であるか確認する。
循環液濃度 測定

防錆循環液の漏れ 目視確認

目視確認 断熱材の緩み、剥がれを確認し、異常のある場合は補修を行う。

測定 30分以上運転後、表面温度計にて測定。
熱動弁（往き・戻り温度） 測定 30分以上運転後、表面温度計にて測定。
電源電圧 測定 端子間の電圧をテスターで測定する。

絶縁抵抗 測定

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾋｰﾀｰの絶縁抵抗 測定

目視確認

①パネルヒーター：入口部と出口部の温度を表面温度計で測定。

据付状態（固定・傾き） 目視確認

ドレン排水状態 目視確認

異常音・振動音 聴覚確認

吸い込み口/吹出し口周辺の障害物を確認し障害物がある場合は
お客様と相談して障害物を別の位置に移動。

熱交換器の汚れ 目視確認

冷媒配管（断熱、緩み） 目視確認 断熱材の緩み、剥がれを確認し、異常のある場合は手直し及び断熱材を交換する。

キズや凹み・サビがある場合、状況をお客様に説明する。
（点検者がキズをつけていないことの証明）できれば、デジカメで証拠写真を撮る。

②床暖房ﾊﾟﾈﾙ：中心部の温度を表面温度計で測定。
ﾊﾟﾈﾙ未設置部分の温度を表面温度計で測定温度差が出ていればＯＫ。

放
熱
器

触感ｏｒ
表面温度

外観確認
(ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ・ﾌｧﾝｺﾝ)

エコヌクール ・エコヌクールレオ保守点検要領書

点　検　要　領

ホコリ等を掃除機等で清掃。
汚れがひどい場合＝簡易清掃ｏｒオーバーホールを説明。（実施する場合は別途費用）

元電源ＯＦＦで測定。10ＭΩ以下の場合、不良箇所を特定後、客先に説明。
（補修は別途費用）

点　検　項　目

手直し程度で修復できる場合は、手直しを実施する。
その他は客先に状況を説明。（補修する場合は別途費用）

熱
交
換
ユ
ニ

ト

手直し程度で修復できる場合は、手直しを実施する。
その他は客先に状況を説明。（補修する場合は別途費用）

点検毎に濃度管理を実施。（最長12シーズンにて新液に交換）
※交換時期でないが汚れがひどい場合は交換を客先に説明。

手直し程度で修復できる場合は、手直しを実施する。
その他は客先に状況を説明。（補修する場合は別途費用）

温水・冷媒配管
断熱材（含む化粧テープ）

主配管（往き・戻り温度）

排水状況の確認する。ドレン穴がゴミ等で詰まっている場合は清掃する。
ドレン配管がしてある場合は通水確認を実施。詰まっている場合は修復する。

吸い込み口／吹出し口障害物

手直し程度で修復できる場合は、手直しを実施する。
その他は客先に状況を説明。（補修する場合は別途費用）

手直し程度で修復できる場合は、手直しを実施する。
その他は客先に状況を説明。（補修する場合は別途費用）

通電積算時間 Ｅ1 SW１を押しＥ１表示にして時間を読み取る。（×100ｈｒ）
循環ポンプ運転積算時間 Ｅ2 SW１を押しＥ２表示にして時間を読み取る。（×100ｈｒ）交換の目安は約５年【20000ｈｒ】
冷房運転積算時間 Ｅ3-1 SW１を押しＥ３表示にしてSW1を押し「CooL」にして時間を読み取る。（×100ｈｒ）
暖房運転積算時間 Ｅ3-2 SW１を押しＥ３表示にしてSW２を押し「HoT」にして時間を読み取る。（×100ｈｒ）
目標送水温度 Ｅ8-1 SW１を押しＥ８表示にしてSW1を押し「T－T」にして温度を読み取る。
現在送水温度 Ｅ8-2 SW１を押しＥ８表示にしてSW２を押し「P－T」にして温度を読み取る。

異常発生回数 Ｅ9-1～10

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
動
作
確
認

SW１を押しＥ10表示にして回数を読み取る。「ｕ***」上位２桁表示、「ｄ***」下位３桁表示
異常履歴は確認後ＳＷ３を5秒間押して消去する。

ピコ

室
外
ユ
ニ

ト

暖まり具合確認
(パネルヒーター、床暖房パネル)

目視確認

濃度計（ブラインテスター）により測定（５０～６０％）
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�定期点検のおすすめ

 点検

回数

　　　様 実
（電話） 施

者 TEL： FAX：

熱交換ﾕﾆｯﾄ： 室内機台数： ﾊﾟﾈﾙヒーター台数： 床暖ﾊﾟﾈﾙ回路数：

室外ﾕﾆｯﾄ： 全回路数： ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾋｰﾀｰ有無： ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ有無：

ﾘﾓｺﾝの形名・数：VEZ-606RCD（　　台）、VEZ-606RCS（　　台）、VEZ-8SER2（　　台）、VEZ-406RCD（　　台）、VEZ-4RC（　　台）

〔記載ルール〕・　・判定　 ×：異常修理必要　　△：処置ＯＫ　　○：異常なし　　／：該当なし　処置項目には実施処理を○で囲む

区分 結果 区分 結果

据付状態（固定・傾き） 通電積算時間 （ｈｒ）
異常音・異常振動

循環ポンプ運転積算時間 （ｈｒ）開放式の循環液量確認

運転積算時間（冷房） （hr） （ｈｒ）
密閉式の圧力確認 （Mpa）

運転積算時間（暖房） （hr） （ｈｒ）
循環液濃度

送水温度（目標・現在） （℃）   (℃）

異常発生回数

本体内循環液漏れ
温水・冷媒配管断熱確認

暖まり具合確認（放熱器名） 往き （℃） 戻り（℃）

主配管（往き･戻り温度） （℃）   (℃）

（℃） （℃）

熱動弁１（往き･戻り温度） （℃）   (℃）

（℃） （℃）

熱動弁２（往き・戻り温度） （℃）   (℃）

（℃） （℃）

熱動弁３（往き・戻り温度） （℃）   (℃）

（℃） （℃）

熱動弁４（往き・戻り温度） （℃） （℃）

（℃） （℃）

電源電圧 （Ｖ）

（℃） （℃）

絶縁抵抗（10ＭΩ以上） （ＭΩ）
（℃） （℃）

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾋｰﾀｰの絶縁抵抗 （ＭΩ） （℃） （℃）

室 外 機 Ａ
結果  　　　　　　　処 置 結 果 結果

異常音（羽根当り・振動）
吸込口／吹出口障害物
据付状態（固定・傾き）
熱交換器汚れ
ドレン排水状態
冷媒配管（断熱、緩み）

　　診断結果

その他

Ｄ

　　所見・要望事項

異常履歴確認結果記入

（ ）

＊最後に異常履歴クリアを実施すること。
◎設置後3～5年経過致しますと、熱交換器の汚れにより冷房・暖房能力の低下及び水漏れなどの
　原因になりますので、熱交換器の高圧洗浄かリフレッシュ清掃が必要になります。費用は別途となります。
◎定期点検での診断結果に関しては、実施時点の状況に関して診断したものですので、点検後に
　万が一故障した場合でも責任を負いかねますのでご容赦願います。

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

実施者

処 置 結 果点 検 項 目

作業日

点 検 項 目 処 置 結 果

据付年月

　　　　年契約中　　1　回目定期点検チェックシ－ト
『エコヌクールレオ』

お客様

住　所

室
外
ユ
ニ

ト

形　　名

熱
交
換
ユ
ニ

ト

シ
ス
テ
ム
動
作
確
認

放
熱
器

Ｃ

点 検 項 目

オ－バ－ホ－ル要す修理要す　異常なし

Ａ Ｂ

回

修理見積料金

部品代：

室 外 機 Ｂ

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

処 置 結 果

外観確認(ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ・ﾌｧﾝｺﾝ)

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

お客様サイン

合　計：

技術料：
出張料：

次回点検作業予定　　　　年　　　月

熱動弁５（往き･戻り温度） （℃）   (℃）
熱動弁６（往き・戻り温度） （℃）   (℃）
熱動弁７（往き・戻り温度） （℃）   (℃）
熱動弁８（往き・戻り温度） （℃） （℃）
熱動弁９（往き･戻り温度） （℃）   (℃）
熱動弁10（往き・戻り温度） （℃）   (℃）
熱動弁11（往き・戻り温度） （℃）   (℃）
熱動弁12（往き・戻り温度） （℃） （℃）
熱動弁13（往き・戻り温度） （℃）   (℃）
熱動弁14（往き・戻り温度） （℃）   (℃）
熱動弁15（往き・戻り温度） （℃）   (℃）

『エコヌクールピコ』



169

サービス・メンテナンス編

サ
ー
ビ
ス
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
編

防錆循環液の点検2

1. 設定濃度範囲
◆·凍結防止及び腐食防止によってシステム耐用年数を確保するため防錆循環液の濃度は、50〜60%として
ください。（三菱防錆循環液希釈不要タイプ（VPZ-01KX-ECO、VPZ-10KX-ECO、VPZ-18KX-ECO）は、
原液タイプ（VPZ-01LX-ECO）の50％濃度となります）

2. 濃度チェック方法
◆·濃度チェックは、プロピレングリコールの濃度の判定がで
きる「ブラインテスター」を使用します。

◆·濃度チェックは、まずプロピレングリコールの「凍結温度」
を読み取り「防錆循環液の凍結温度曲線」より、濃度を判定
します。

※「ブラインテスター」には、各循環液銘柄の濃度を読み取れるものもありますが、
この濃度の値は、三菱純正循環液の濃度とは異なりますので、凍結温度を読み
取って換算してください。

3. pH測定方法
◆·pH測定は市販のpHメーターを購入して実施してください。pH＞7としてください。pHが7以下では腐食
進行するため、循環液交換を実施してください。

凍
結
温
度

（℃）

良

不
可

下限

■ブラインテスター·

50％

60％

－15℃

－22℃

－19℃

－26℃

安全使用温度濃　度 凍結温度

定期的に防錆循環液の濃度測定・pH測定を実施し、必要な場合は交換します。
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防錆循環液の交換3

1. 防錆循環液の交換方法
◆·「ヒートポンプ式冷温水システム」は個々にその規模や構成が異なり、システムごとに適切な交換方法があ
るので、ここに記載する方法が必ずしも最良とは言えません。ここに記載する方法を基本とし、システム
に見合った方法を見い出して実施してください。

（1）冷温水回路の洗浄
①冷温水回路のバルブ（熱動弁を含む）や放熱器の制御弁を全て開く。
②冷温水回路内の循環液を排水する。（この場合、冷温水メイン回路やヘッダーの水抜きバルブなどを利用し、循環液が冷
温水回路内に極力残らないようにすること）

③上記②で用いた水抜きバルブを閉じ、冷温水回路に上水道水を注入する。
④熱交換ユニットを運転し（循環ポンプを運転し）冷温水回路内を洗浄する。（水張りモードを利用する）
※エコヌクールレオの場合、水張りモード（SW4-ON）とSW3（異常解除）の1回押しが必要です。

⑤熱交換ユニットの運転を止め、上記②と同要領で洗浄した水を排水する。
⑥排水を目で確認し、汚れがなくなるまで（上水道と同じ透明度になるまで）、上記の洗浄→排水を繰り返す。
※なお、循環液の劣化が激しい場合（錆や緑青が生じている場合など）には、以下の「2. 洗浄剤を用いた洗浄」を実施してください。

（2）リザーブタンクなどの洗浄
冷温水回路に膨張吸収などの目的で設置され、上記（１）の方法では、洗浄できないタンクなどがある場合、これらの
タンクは個別に水洗いをしてください。

（3）防錆循環液の注入
施工編（114ページ）を参照し、実施してください。

2. 洗浄剤を用いた洗浄方法
◆·循環液の劣化が激しい場合（錆や緑青が生じている場合など）「洗浄剤」により冷温水回路を洗浄してください。
◆洗浄作業概要
①システム水量（冷温水回路内の防錆循環液量）の0.2%以上（システム水量10ℓであれば20g以上）の量の「洗浄剤」をシスタ
ーンタンクより投入します。

②各冷温水回路の熱動弁、制御弁を全て開放し、熱交換ユニットを1時間〜2時間強運転します。
③冷温水回路内の循環液を排水します。
④冷温水回路の洗浄
⑤リザーブタンクなどの洗浄　 上記「1.防錆循環液の交換方法」を参照して行ってください。
⑥防錆循環液の注入
※開放式の場合、シスターンタンク内のフィルターに洗浄剤が詰まることがありますので、洗浄後に清掃してください。

3. 循環液の廃棄
◆·循環液は産業廃棄物として「産業廃棄物業者」にて必ず処理をしてください。
※ガソリンスタンドにて対応していただける場合があります。
※廃棄については、各地区自治体で確認してください。
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メンテナンス機能4

［モニター表示］画面が表示されます。
①運転中に　　 を5秒以上押す。

②　　  を押して運転中の画面に戻る。戻る

モニター表示

室温
外気温
往き水温
戻り水温
室外ユニット出力表示

20℃
7℃
50℃
40℃
100％

リモコン運転情報

通電積算時間
運転積算時間
温調ON積算時間
温調ON積算回数

655350時間
65535時間
65535時間
65535回

●室温
●外気温
　※運転開始から数分間温度が表示されない場合がありますが、異常ではありません。
●往き水温（送水温度）
●戻り水温
●室外ユニット出力表示

①［停止］画面で 　　を5秒以上押す。
［施工／サービス設定］画面が表示されます。

　［停止］画面で 　　と 　　を同時に5秒間連続押しにより、エコヌク
ールリモコンに記憶している異常履歴をクリアします。

②　　  または　　　： 「リモコン運転情報」にカーソルを合わせる。

　　　   ： ［リモコン運転情報］画面が表示されます。

③　　  を押して［施工／サービス設定］画面に戻る。

▲▼

決定 カーソル 終了 決定

施工/サービス設定

販売施工店連絡先の設定

販売施工店連絡先
リモコン運転情報
サービス設定
施工設定
熱動弁設定情報

戻る

⑤　　 を押す。

▼ ▲カーソル 終了 決定

メニュー

電気代や使い方のアドバイス

タイマー運転設定
おたすけガイド
機能設定
時刻設定

▼ ▲カーソル 戻る 決定

おたすけガイド

その他のアドバイス

電気代が知りたい
もっと暖めたい
もっと節電したい
こんなときどうする？

▼ ▲ 決定

戻る

［おたすけガイド］画面が表示されます。

［メニュー］画面が表示されます。
①　　 を押す。

［こんなときどうする？］画面に戻ります。

⑥　　 を押す。戻る

［おたすけガイド］画面に戻ります。

⑦　　 を押す。戻る

［メニュー］画面に戻ります。

②　　 または　　 を押して「おたすけガイド」を選び、       を押す。

▼ ▲ 決定

［こんなときどうする？］画面が表示されます。
③　　 または　　 を押して「こんなときどうする？」を選び、       を押す。

▼ ▲ 決定

［過去のエラーが知りたい（エラー履歴）］画面が表示されます。
④　　 または　　 を押して「過去のエラーを知りたい」を選び、       を押す。

過去のエラーを知りたい 

エラー
コード CH 7109

戻る

戻る

戻る

▼ ▲カーソル 戻る 決定

こんなときどうする？

「循環液の不足」の表示が出た
室外機から水や水蒸気が出た
過去のエラーを知りたい
その他の不具合の連絡先

▼ ▲

通電積算時間
　　エコヌクールリモコンに通電されている時間

10Hr単位
10Hr以下は切り捨て表示

運転積算時間
　　運転していた時間 1Hr単位にて表示

温調ON積算時間
　　温調がONになっていた時間

1Hr単位にて表示
※簡易システムの場合は表示されません

温調ON積算回数
　　温調がOFF→ONになった回数

1回単位にて表示
※簡易システムの場合は表示されません

表示内容項　　　目

1. エコヌクールリモコンでの確認　　
（1） 運転状態の情報確認

（2） エコヌクールリモコン運転履歴情報の確認

（3）エラーの再表示：10日以内に発生した最新エラーを表示する機能

（4）エラー履歴のリセット
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2. 熱交換ユニットでの確認
（1）7セグLEDの表示

（2）異常履歴クリア操作
SW3の5秒連続押しにて、すべての異常履歴をクリアすることができます。
クリア後、7セグLEDに「Err CLEA」を3秒間表示します。

異常表示（リモコン線短絡）

吐出水温表示

循環液張りモード

ポンプ固定ノッチ調整モード

メンテナンス操作表示

異常表示

冷房強制運転モード

ヒーター試運転モード

暖房強制運転モード

オフシーズンポンプ運転モード

　　　　　　　

通常モード　　　　　　　

異常履歴クリア

記憶データクリア

（電源投入時）
立ち上げ処理時

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

－

－

－

備　
　

考

システム停止

冷房モード

暖房モード

優先順位

エコヌクールリモコン線短絡異常のみ。ユニットコードと異常コードの交互点滅

吐出水温を表示（例：7.5℃のとき“ 075”と表示）

［F－P ］、熱動弁操作時は「1 on」「1oFF」など表示

ポンプ固定ノッチ調整機能設定に表示

メンテナンス操作仕様による（次ページ）

ユニットコードと異常コードの交互点滅

［F－C＊］　 ＊ 強制運転番号
［F－HE］

［F－H＊］　 ＊ 強制運転番号
［PE－P］、オフシーズンポンプ運転中に表示

［oFF ］

［CooL］

［HoT ］

［Err ］（0.5秒表示）⇔［CLEA］（0.5秒表示）を交互に3回繰り返し。（表示順は不定）

［ALL ］（0.5秒表示）⇔［CLEA］（0.5秒表示）を交互に3回繰り返し。（表示順は不定）

［SYS ］（1秒表示）⇔［   uP］（1秒表示）を交互に表示。
立ち上げ完了まで繰り返す。（表示順は不定）

7セグ表示機　能

A

L

b

o

C

r

c

S

d

T

E

u

F

y

H

ー

i

nP

0 1 3 4 5 6 7 8 92
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（3）メンテナンス情報の確認
①エコヌクールピコの場合
● SW1にてモード切替を、SW2にてその内容の順送切替を行います。

SW2（順送）

SW1（モード） 3秒連続押し操作モード0： 通常モード
SW1（モード）

モード1～16

モード1： 通電積算時間表示
SW1（モード）

メンテナンス操作機能モード

モード2： 循環ポンプ運転積算時間表示
SW1（モード）

モード3： 暖房運転積算時間表示
SW1（モード）

冷房運転積算時間表示

モード5： バックアップヒーターユニット発停回数表示
SW1（モード）

モード6： バックアップヒーターユニット運転積算時間表示
SW1（モード）

モード7： バックアップヒーターユニット運転状態表示
SW1（モード）

モード8： 目標送水温度表示
SW1（モード）

モード9： 異常履歴表示
SW1（モード）

モード10：異常検出回数表示
SW1（モード）

モード11：電磁弁運転状態表示
SW1（モード）

モード12：低温保護回数表示

モード13：検知サーモ温度表示
SW1（モード）

SW1（モード）

モード14：循環ポンプ運転状態表示
SW1（モード）

モード15：室外ユニット 運転状態表示
SW1（モード）

モード4： 室外ユニット
コンプレッサ発停回数表示
SW1（モード）

モード16：熱交換ユニット
ソフトウェア番号表示
SW1（モード）

熱交換ユニット
ソフトウェア番号表示

SW2（順送）
現在送水温度表示

高圧A保護遷移回数表示2高圧A保護遷移回数表示1高圧A保護回数表示

低温異常リトライ回数表示パワー系異常リトライ回数表示

SW2（順送）
操作するごとに異常履歴順送
（1→2→…→10→1→2→…）

※SW3（異常解除）の5秒押し操作にて
　異常履歴をすべて消去

1～10（最新は1）までの
10の異常履歴を順送表示

SW2（順送）

操作するごとに各温度データ順送
（1→2→…→4→1→…）

SW2（順送）
1～4の各温度センサーの
検知温度を順送表示
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■メンテナンス情報概要
　各メンテナンスモードは、以下の表の表示順序により各データを表示します。
　表示内容は2秒周期で切り替わります。（サーモ温度表示のみ4秒周期）
　表示内容は（①→②→①→②→…、①→②→③→①→…、①→②→③→④→①→…）を繰り返します。

1. 通電積算時間表示
① 通電積算時間表示モード。

表示順序 表　示 備　考モード

2. 循環ポンプ運転積算時間表示
① 循環ポンプ運転積算時間表示モード。

3. 冷房、暖房運転積算時間表示

① 冷房、暖房運転積算時間表示モード。

4. 室外ユニット・コンプレッサ発停回数表示
① 室外ユニット：コンプレッサ発停回数表示モード。

5. バックアップヒーターユニット発停回数表示
① バックアップヒーターユニット発停回数表示モード。

6. バックアップヒーターユニット運転積算時間表示
① バックアップヒーターユニット運転積算時間表示モード。

7. バックアップヒーターユニット運転状態表示
① バックアップヒーターユニットの運転状態表示モード。

8. 目標送水温度表示
現在送水温度表示

16. 熱交換ユニット ソフトウェア番号表示

① 目標送水温度表示モード。

9. 異常履歴表示

①
異常履歴表示モードと履歴順位表示。
（SW2を押すごとに順送、SW3の5秒押しで異常履歴クリア）
1～10。（1が最新の異常データ）

10. 異常発生回数表示 ② 異常発生回数上位2桁表示。

11. 電磁弁運転状態表示
① 電磁弁運転状態表示モード。

12. 保護履歴表示
② 低温保護発生回数表示モード。

高圧A保護発生回数表示モード。
高圧A保護遷移回数表示モード1。
高圧A保護遷移回数表示モード2。
低温異常リトライ回数表示モード
パワー系異常リトライ回数表示モード（SW2にて切り替え）

（SW2にて切り替え）

13. 検知サーモ温度表示

14. 循環ポンプ運転状態表示

①

検知サーモ温度表示モード。対応サーモ表示
1：往き水温サーモ
2：冷媒入口管温サーモ
3：外気温サーモ
4：戻り水温サーモ

15. 室外ユニット運転状態表示

① 循環ポンプ運転状態表示。

②

②

OFF時はOFF表示。
ON時はポンプ回転数を4桁表示する。

［E1  ］

② 100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。［＊＊＊＊］

② 100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。［＊＊＊＊］

［E2  ］

［E3  ］

② 冷房運転積算時間表示モード。
暖房運転積算時間表示モード。（SW2にて切り替え）

［CooL］or
［HoT］

③ 100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。［＊＊＊＊］

［E4  ］

③ 室外ユニット：コンプレッサ発停回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

② 室外ユニット：コンプレッサ発停回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

［E5  ］

③ バックアップヒーターユニット発停回数下位3桁表示。［d＊＊＊］
② バックアップヒーターユニット発停回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

［E6  ］

② 1Hr単位にて表示。1Hr以下は切り捨て表示。［＊＊＊＊］

［E7  ］

② バックアップヒーターユニットの運転状態がONまたはOFFかを表示。［on  ］or［oFF］

［E8  ］

③ 目標、現在送水温度表示。［＊＊＊＊］

② 目標送水温度表示モード。
現在送水温度表示モード。（SW2にて切り替え）

［T－T  ］
［P－T  ］

［E9   ］

③ 異常コード表示。異常内容をコード表示する。
履歴のない場合は［－－－－］を表示。

［＊＊＊＊］

② ユニットコード表示。異常のあるユニットを表示。［ CH ］など

④ 異常発生時の通電積算時間 上位3桁表示

⑤ 異常発生時の通電積算時間 下位3桁表示

［u＊＊＊］

③ 異常発生回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

備　考

［u＊＊＊］

［d＊＊＊］

① 異常発生回数表示モード。［E10  ］

［E11  ］

② 電磁弁開の状態がON、閉の状態がOFF表示。［on  ］or［oFF  ］

① ソフトウェア番号表示モード。［E16  ］

② ソフトウェア管理番号表示。［＊＊＊＊］

［Lo-T］or
［PrSA］or
［PrA1］or
［PrA2］or
［LorA］or
［oPrA］

③ 保護、リトライ発生回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

④ 保護、リトライ発生回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

① 保護履歴表示モード。［E12  ］

［E131］or
［E132］or
［E133］or
［E134］

② 検知サーモ温度表示。［＊＊＊＊］

［E14  ］

［oFF  ］or
［＊＊＊＊］

［oFF  ］or
［dEF ］or
［＊＊＊＊］

コンプレッサOFF時はOFF表示、
暖房霜取り中（霜取り前、後処理を除く）はdEF表示。
他ON時は周波数を表示する。

① 室外ユニット運転状態（コンプレッサ、実運転周波数）表示。［E15  ］

1. 通電積算時間表示
① 通電積算時間表示モード。

2. 循環ポンプ運転積算時間表示
① 循環ポンプ運転積算時間表示モード。

3. 冷房、暖房運転積算時間表示

① 冷房、暖房運転積算時間表示モード。

4. 室外ユニット・コンプレッサ発停回数表示

① 室外ユニット：コンプレッサ発停回数表示モード。

5. ヒーターユニット発停回数表示

① ヒーターユニット発停回数表示モード。

6.  ヒーターユニット運転積算時間表示
① ヒーターユニット運転積算時間表示モード。

7. ヒーターユニット運転状態表示
① ヒーターユニットの運転状態表示モード。

8. 目標送水温度表示
現在送水温度表示

16. 熱交換ユニット ソフトウエア番号表示

① 目標送水温度表示モード。

9. 異常履歴表示

①
異常履歴表示モードと履歴順位表示。
（SW2を押すごとに順送、SW3の5秒押しでクリア）
1～10。（1が最新の異常データ）

10. 異常発生回数表示 ② 異常発生回数上位2桁表示。

11. 電磁弁運転状態表示
① 電磁弁運転状態表示モード。

12. 保護履歴表示
② 低温保護発生回数表示モード。

高圧保護発生回数表示モード。

13. 検知サーモ温度表示

14. 循環ポンプ運転状態表示

①

検知サーモ温度表示モード。
1：往き水温サーモ
2：冷媒入口管温サーモ
3：外気温サーモ
4：戻り水温サーモ

15. 室外ユニット運転状態表示

① 循環ポンプ運転状態表示。

②

②

OFF時はOFF表示。
ON時はポンプ回転数を4桁表示する。

［E1  ］

② 100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。［＊＊＊＊］

② 100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。［＊＊＊＊］

［E2  ］

［E3  ］

② 冷房運転積算時間表示モード。
暖房運転積算時間表示モード。

［CooL］or
［HoT］

③ 100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。［＊＊＊＊］

［E4  ］

③ 室外ユニット：コンプレッサ発停回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

② 室外ユニット：コンプレッサ発停回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

［E5  ］

③ ヒーターユニット発停回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

② ヒーターユニット発停回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

［E6  ］

② 1Hr単位にて表示。1Hr以下は切り捨て表示。［＊＊＊＊］

［E7  ］

② ヒーターユニットの運転状態がONまたはOFFかを表示。［on  ］or［oFF］

［E8  ］

③ 目標、現在送水温度表示。［＊＊＊＊］

② 目標送水温度表示モード。
現在送水温度表示モード。

［T－T  ］
［P－T  ］

［E9　＊］

③ 異常コード表示。異常内容をコード表示する。
履歴のない場合は［－－－－］を表示。

［＊＊＊＊］

② ユニットコード表示。異常のあるユニットを表示。［ CH ］など

④ 異常発生時の通電積算時間 上位3桁表示

⑤ 異常発生時の通電積算時間 下位3桁表示

［u＊＊＊］

③ 異常発生回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

［u＊＊＊］

［d＊＊＊］

① 異常発生回数表示モード。［E10  ］

［E11  ］

② 電磁弁開の状態がON、閉の状態がOFF表示。［on  ］or［oFF  ］

① ソフトウエア番号表示モード。［E16  ］

② ソフトウエア管理番号表示。［＊＊＊＊］

［Lo-T］or
［PrSA］

③ 低温保護、高圧保護発生回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

④ 低温保護、高圧保護発生回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

① 保護履歴表示モード。［E12  ］

［E131］or
［E132］or
［E133］or
［E134］

② 検知サーモ温度表示。［＊＊＊＊］

［E14  ］

［oFF  ］or
［xxxx］

［oFF  ］or
［dEF ］
［xxxx］

コンプレッサOFF時はOFF表示、
暖房霜取り中（霜取り前、後処理を除く）はdEF表示。
他ON時は周波数を表示する。

① 室外ユニット運転状態（コンプレッサ、実運転周波数）表示。［E15  ］
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②エコヌクールレオの場合
●  SW1にてモード切替を、SW2にてその内容の順送切替を行います。

SW2（順送）

SW1（モード） 3秒連続押し操作モード0： 通常モード
SW1（モード）

モード1～16

モード1： 通電積算時間表示
SW1（モード）

メンテナンス操作機能起動状態

モード2： 循環ポンプ運転積算時間表示
SW1（モード）

モード3： 暖房運転積算時間表示
SW1（モード）

冷房運転積算時間表示

モード5： バックアップヒーターユニット発停回数表示
SW1（モード）

モード6： バックアップヒーターユニット運転積算時間表示
SW1（モード）

モード7： バックアップヒーターユニット運転状態表示
SW1（モード）

モード8： 目標送水温度表示
SW1（モード）

モード9： 異常履歴表示
SW1（モード）

モード10：異常検出回数表示
SW1（モード）

モード11：電磁弁運転状態表示
SW1（モード）

モード12：低温保護回数表示

モード13：検知サーモ温度表示
SW1（モード）

SW1
（モード）

モード14：循環ポンプ運転状態表示
SW1（モード）

モード15：室外ユニットA 運転状態表示
SW1（モード）

モード4： 室外ユニットA
コンプレッサ発停回数表示
SW1（モード）

室外ユニットB
コンプレッサ発停回数表示

SW2（順送）

SW2（順送）

モード16：熱交換ユニット
ソフトウェア番号表示
SW1（モード）

SW2（順送）
現在送水温度表示

A表示
高圧保護回数

B表示 表示①
室外ユニットA

表示②

B表示
パワー系異常リトライ回数

A表示 B表示
低温異常リトライ回数

A表示

表示①
室外ユニットB

表示②

SW2（順送）
操作するごとに異常履歴順送
（1→2→…→10→1→2→…）

※SW3（異常解除）の5秒押し操作にて
　異常履歴をすべて消去

1～10（最新は1）までの
10の異常履歴を順送表示

自動順送（SW2（順送）も受付可能）

表示①：高圧保護遷移回数表示モード1
表示②：高圧保護遷移回数表示モード2

操作するごとに各温度データ順送
（1→2→…→6→1→…）

SW2（順送）
1～6の各温度センサーの
検知温度を順送表示

室外ユニットB 運転状態表示
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■メンテナンス情報概要
各メンテナンスモードは以下の表の表示順序により各データの表示を行います。
2秒周期で表示内容を切り替えて点灯を行います。（サーモ温度表示のみ4秒とします）
表示順序は（①→②→①→②→…、①→②→③→①→…、①→②→③→④→①→…）を繰り返します。

1. 通電積算時間表示

① 通電積算時間表示モード。

表示順序

2. 循環ポンプ運転積算時間表示

① 循環用ポンプ運転積算時間表示モード。

3. 冷房、暖房運転積算時間表示

① 冷房、暖房運転積算時間表示モード。

4. 室外ユニット・コンプレッサ発停回数表示

① 室外ユニットA,B　コンプレッサ発停回数表示モード。

5. バックアップヒーターユニット
　 発停回数表示

① バックアップヒーターユニット発停回数表示モード。

6. バックアップヒーターユニット
　 運転積算時間表示

① バックアップヒーターユニット運転積算時間表示モード。

7. バックアップヒーターユニット
　 運転状態表示

① バックアップヒーターユニットの運転状態表示モード。

8. 目標送水温度表示
現在送水温度表示

① 目標送水温度表示モード。

［E1  ］

②
100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。
上限は「1310」にて固定。
(例：12,345Hr→「123」を表示)

［＊＊＊＊］

②
100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。
上限は「1310」にて固定。
(例：12,345Hr→「123」を表示)

［＊＊＊＊］

［E2  ］

［E3  ］

②
冷房運転積算時間表示モード。
暖房運転積算時間表示モード。（SW2にて切り替え）

［CooL］or
［HoT ］

③
100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。
上限は「655」にて固定。
(例：12,345Hr→「123」を表示)

［＊＊＊＊］

［E4  ］

③ 室外ユニットA,B　コンプレッサ発停回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

④ 室外ユニットA,B　コンプレッサ発停回数下位3桁表示。

発生回数表示は最高65535回まで。
(例：室外ユニットA・コンプレッサ発停回数1050回の場合)

発生回数表示は最高65535回まで。
(例：ヒーター発停回数1050回の場合)
　　 ［E5  ］
　　  　↑
　　［d050］　←　［u001］

［d＊＊＊］

②
室外ユニットA　コンプレッサ発停回数表示モード。
室外ユニットB　コンプレッサ発停回数表示モード。
（SW2にて切り替え）

［ cP－A］
［ cP－b］

［E5  ］

③ バックアップヒーターユニット発停回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

② バックアップヒーターユニット発停回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

［E6  ］

②
1Hr単位にて表示。1Hr以下は切り捨て表示。
上限は「9999」にて固定。

［＊＊＊＊］

［E7  ］

② バックアップヒーターユニットの状態がONまたはOFFかを表示。［on  ］or［oFF  ］

［E8  ］

③ 目標、現在送水温度表示。
(例：水温40.5℃→［ 405］を表示)

［＊＊＊＊］

② 目標送水温度表示モード。
現在送水温度表示モード。（SW2にて切り替え）

［T－T  ］
［P－T  ］

表示順序 表　示 表示順序モード表　示 表示順序モード

［E4  ］
↑

［d050］

→

←

［cP－A］

［u001］

→

←

［u001］

［cP－b］

→ ［d050］

10. 異常発生回数表示

② 異常発生回数上位2桁表示。

11. 電磁弁運転状態表示
① 電磁弁運転状態表示モード。

12. 保護履歴表示

②

13. 検知サーモ温度表示

①

検知サーモ温度表示モード。対応サーモ表示。（SW2にて切り替え）
1：往き水温サーモ
2：冷媒入口管温サーモA
3：冷媒入口管温サーモB
4：外気温サーモA
5：外気温サーモB
6：戻り水温サーモ

14. 循環ポンプ運転状態表示

15. 室外ユニット運転状態表示

16. 熱交換ユニット
　　ソフトウェア番号表示

① 循環ポンプ運転状態表示。

②

②

OFF時はOFF表示。
ON時は回転数を4桁表示する。

発生回数表示は最高65535回まで。
(例：異常発生回数1050回の場合)
［E10 ］

　　　↑
［d050］　←　［u001］

［u＊＊＊］

③ 異常発生回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

① 異常発生回数表示モード。［E10  ］

［E11  ］

② 電磁弁開の状態がON、閉の状態がOFF表示。［on  ］or［oFF  ］

③ 保護、リトライ発生回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

④ 保護、リトライ発生回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

① 保護履歴表示モード。［E12  ］

［E131］or
［E132］or
［E133］or
［E134］or
［E135］or
［E136］

②

検知サーモ温度表示。 ※4秒間点灯表示
(例：往き水温サーモの温度が12.5℃の場合)

［＊＊＊＊］

［E14  ］

［oFF  ］or
［＊＊＊＊］

［ou－A］
［ou－b］

室外ユニットA 運転状態表示モード。
室外ユニットB 運転状態表示モード。
（SW2にて切り替え）

③
［oFF ］or
［dEF］or
［＊＊＊＊］

コンプレッサOFF時はOFF表示、
暖房霜取り中（霜取り前、後処理を除く）はdEF表示、
他ON時は周波数を表示する。
(例：周波数75Hz→［  75］を表示)

① 室外ユニット　運転状態（コンプレッサ、実運転周波数）表示。［E15  ］

②
［＊＊＊＊］ ソフトウェア番号表示。

小数点以下2桁まで表示する。最大Ver.99.99まで。
(例：Ver 5.12→［  512］を表示)

① ソフトウェア番号表示モード。［E16  ］

［ 125］
(4秒間表示)

［E131］
(2秒間表示)

④ 異常発生時の通電積算時間上位3桁表示。［u＊＊＊］

⑤ 異常発生時の通電積算時間下位3桁表示。［d＊＊＊］

9. 異常履歴表示

①

異常履歴表示モード。
履歴順位表示。
（SW2押すごとに順送、SW3の5秒押しで異常履歴クリア）
1～10。（1が最新の異常データ）

［E9　］

②
ユニットコード表示。異常のあるユニットを表示。
(例：熱交換ユニット→［CH  ］、室外ユニットA→［oA  ］を表示)
履歴のない場合は［－－－－］を表示する。

［＊＊＊＊］

③
異常コード表示。異常内容をコード表示する。
履歴のない場合は［－－－－］を表示。

［＊＊＊＊］

低温保護発生回数表示モード。
高圧A保護発生回数表示モード。
高圧B保護発生回数表示モード。
高圧A保護遷移回数表示モード1。
高圧A保護遷移回数表示モード2。
高圧B保護遷移回数表示モード1。
高圧B保護遷移回数表示モード2。
低温異常Aリトライ回数表示モード
低温異常Bリトライ回数表示モード
パワー系異常Aリトライ回数表示モード
パワー系異常Bリトライ回数表示モード（SW2にて切り替え）

［Lo-T］
［PrSA］
［PrSb］
［PrA1］
［PrA2］
［Prb1］
［Prb2］
［LorA］
［Lorb］
［oPrA］
［oPrb］

［1］
［2］
［3］
［4］
［5］
［6］
［7］
［8］
［9］
［10］
［11］

発生回数表示は最高65535回まで
（例：保護、リトライ発生回数1050回の場合）
［E-12］ ［Lo-T］ ［u001］ ［d050］ ［PrSA］

［d050］ ［u001］ ［oPrb］ ［d050］ ［u001］…
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1. 通電積算時間表示

① 通電積算時間表示モード。

表示順序

2. 循環ポンプ運転積算時間表示

① 循環用ポンプ運転積算時間表示モード。

3. 冷房、暖房運転積算時間表示

① 冷房、暖房運転積算時間表示モード。

4. 室外ユニット・コンプレッサ発停回数表示

① 室外ユニットA,B　コンプレッサ発停回数表示モード。

5. バックアップヒーターユニット
　 発停回数表示

① バックアップヒーターユニット発停回数表示モード。

6. バックアップヒーターユニット
　 運転積算時間表示

① バックアップヒーターユニット運転積算時間表示モード。

7. バックアップヒーターユニット
　 運転状態表示

① バックアップヒーターユニットの運転状態表示モード。

8. 目標送水温度表示
現在送水温度表示

① 目標送水温度表示モード。

［E1  ］

②
100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。
上限は「1310」にて固定。
(例：12,345Hr→「123」を表示)

［＊＊＊＊］

②
100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。
上限は「1310」にて固定。
(例：12,345Hr→「123」を表示)

［＊＊＊＊］

［E2  ］

［E3  ］

②
冷房運転積算時間表示モード。
暖房運転積算時間表示モード。（SW2にて切り替え）

［CooL］or
［HoT ］

③
100Hr単位にて表示。100Hr以下は切り捨て表示。
上限は「655」にて固定。
(例：12,345Hr→「123」を表示)

［＊＊＊＊］

［E4  ］

③ 室外ユニットA,B　コンプレッサ発停回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

④ 室外ユニットA,B　コンプレッサ発停回数下位3桁表示。

発生回数表示は最高65535回まで。
(例：室外ユニットA・コンプレッサ発停回数1050回の場合)

発生回数表示は最高65535回まで。
(例：ヒーター発停回数1050回の場合)
　　 ［E5  ］
　　  　↑
　　［d050］　←　［u001］

［d＊＊＊］

②
室外ユニットA　コンプレッサ発停回数表示モード。
室外ユニットB　コンプレッサ発停回数表示モード。
（SW2にて切り替え）

［ cP－A］
［ cP－b］

［E5  ］

③ バックアップヒーターユニット発停回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

② バックアップヒーターユニット発停回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

［E6  ］

②
1Hr単位にて表示。1Hr以下は切り捨て表示。
上限は「9999」にて固定。

［＊＊＊＊］

［E7  ］

② バックアップヒーターユニットの状態がONまたはOFFかを表示。［on  ］or［oFF  ］

［E8  ］

③ 目標、現在送水温度表示。
(例：水温40.5℃→［ 405］を表示)

［＊＊＊＊］

② 目標送水温度表示モード。
現在送水温度表示モード。（SW2にて切り替え）

［T－T  ］
［P－T  ］

表示順序 表　示 表示順序モード表　示 表示順序モード

［E4  ］
↑

［d050］

→

←

［cP－A］

［u001］

→

←

［u001］

［cP－b］

→ ［d050］

10. 異常発生回数表示

② 異常発生回数上位2桁表示。

11. 電磁弁運転状態表示
① 電磁弁運転状態表示モード。

12. 保護履歴表示

②

13. 検知サーモ温度表示

①

検知サーモ温度表示モード。対応サーモ表示。（SW2にて切り替え）
1：往き水温サーモ
2：冷媒入口管温サーモA
3：冷媒入口管温サーモB
4：外気温サーモA
5：外気温サーモB
6：戻り水温サーモ

14. 循環ポンプ運転状態表示

15. 室外ユニット運転状態表示

16. 熱交換ユニット
　　ソフトウェア番号表示

① 循環ポンプ運転状態表示。

②

②

OFF時はOFF表示。
ON時は回転数を4桁表示する。

発生回数表示は最高65535回まで。
(例：異常発生回数1050回の場合)
［E10 ］

　　　↑
［d050］　←　［u001］

［u＊＊＊］

③ 異常発生回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

① 異常発生回数表示モード。［E10  ］

［E11  ］

② 電磁弁開の状態がON、閉の状態がOFF表示。［on  ］or［oFF  ］

③ 保護、リトライ発生回数上位2桁表示。［u＊＊＊］

④ 保護、リトライ発生回数下位3桁表示。［d＊＊＊］

① 保護履歴表示モード。［E12  ］

［E131］or
［E132］or
［E133］or
［E134］or
［E135］or
［E136］

②

検知サーモ温度表示。 ※4秒間点灯表示
(例：往き水温サーモの温度が12.5℃の場合)

［＊＊＊＊］

［E14  ］

［oFF  ］or
［＊＊＊＊］

［ou－A］
［ou－b］

室外ユニットA 運転状態表示モード。
室外ユニットB 運転状態表示モード。
（SW2にて切り替え）

③
［oFF ］or
［dEF］or
［＊＊＊＊］

コンプレッサOFF時はOFF表示、
暖房霜取り中（霜取り前、後処理を除く）はdEF表示、
他ON時は周波数を表示する。
(例：周波数75Hz→［  75］を表示)

① 室外ユニット　運転状態（コンプレッサ、実運転周波数）表示。［E15  ］

②
［＊＊＊＊］ ソフトウェア番号表示。

小数点以下2桁まで表示する。最大Ver.99.99まで。
(例：Ver 5.12→［  512］を表示)

① ソフトウェア番号表示モード。［E16  ］

［ 125］
(4秒間表示)

［E131］
(2秒間表示)

④ 異常発生時の通電積算時間上位3桁表示。［u＊＊＊］

⑤ 異常発生時の通電積算時間下位3桁表示。［d＊＊＊］

9. 異常履歴表示

①

異常履歴表示モード。
履歴順位表示。
（SW2押すごとに順送、SW3の5秒押しで異常履歴クリア）
1～10。（1が最新の異常データ）

［E9　］

②
ユニットコード表示。異常のあるユニットを表示。
(例：熱交換ユニット→［CH  ］、室外ユニットA→［oA  ］を表示)
履歴のない場合は［－－－－］を表示する。

［＊＊＊＊］

③
異常コード表示。異常内容をコード表示する。
履歴のない場合は［－－－－］を表示。

［＊＊＊＊］

低温保護発生回数表示モード。
高圧A保護発生回数表示モード。
高圧B保護発生回数表示モード。
高圧A保護遷移回数表示モード1。
高圧A保護遷移回数表示モード2。
高圧B保護遷移回数表示モード1。
高圧B保護遷移回数表示モード2。
低温異常Aリトライ回数表示モード
低温異常Bリトライ回数表示モード
パワー系異常Aリトライ回数表示モード
パワー系異常Bリトライ回数表示モード（SW2にて切り替え）

［Lo-T］
［PrSA］
［PrSb］
［PrA1］
［PrA2］
［Prb1］
［Prb2］
［LorA］
［Lorb］
［oPrA］
［oPrb］

［1］
［2］
［3］
［4］
［5］
［6］
［7］
［8］
［9］
［10］
［11］

発生回数表示は最高65535回まで
（例：保護、リトライ発生回数1050回の場合）
［E-12］ ［Lo-T］ ［u001］ ［d050］ ［PrSA］

［d050］ ［u001］ ［oPrb］ ［d050］ ［u001］…

�メンテナンス機能
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1. 熱交換ユニット・エコヌクールリモコンのエラー内容

通
常
時

テ
ス
ト
時

異　

常　

時　

交　

互　

表　

示

表　示 内　容 異常時の診断方法・処置

※1 末尾数字は強制運転番号を示します。
※2 「　　 　」の「　」はリモコン番号を示します。
※3 「　　 　」の「　」は熱動弁コントローラーの識別番号を示します。
※4 熱交換ユニット、室外ユニットの組み合わせにより、表示されない場合があります。

停止時

冷房運転時

暖房運転時

水張りモード

冷房強制運転※1

暖房強制運転※1

バックアップヒーターユニット試運転

リモコン線短絡異常

熱交換ユニット水切れ異常

熱交換ユニットポンプ異常

室外ユニット冷媒配管誤接続異常

熱交換ユニット水回路系異常

熱交換ユニット低温異常

室外ユニットA誤配線異常

室外ユニットB誤配線異常

システム構成異常

室外ユニットA通信異常

室外ユニットB通信異常

リモコンアドレス重複設定異常

リモコン通信異常※2

熱動弁コントローラー通信異常※3

室外ユニットAパワー系異常

室外ユニットA冷媒系異常

室外ユニットAサーモ系異常（外気温除く）

室外ユニットA制御基板異常

室外ユニットAその他異常

室外ユニットBパワー系異常

室外ユニットB冷媒系異常

室外ユニットBサーモ系異常（外気温除く）

室外ユニットB制御基板異常

室外ユニットBその他異常

熱交換ユニット高圧異常A

熱交換ユニット高圧異常B

室外ユニットAバルブ閉異常

室外ユニットBバルブ閉異常

熱交換ユニット吐出水温サーモ異常

室外ユニットA外気温サーモ異常

室外ユニットB外気温サーモ異常

熱交換ユニット冷媒液管温Aサーモ異常

熱交換ユニット冷媒液管温Bサーモ異常

熱交換ユニット戻り水温サーモ異常

熱交換ユニット瞬停検知回路異常

熱交換ユニット不揮発性メモリ異常

室外ユニットAファン異常※4

室外ユニットBファン異常※4

室外ユニットA低外気停止中

室外ユニットB低外気停止中

室外ユニットAサーモ異常誤検知

室外ユニットBサーモ異常誤検知

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

リモコン線の短絡の確認、電源は200Vですか？

循環液を補充、水位センサーの確認、水漏れ有無の確認

CN201の接続確認、循環ポンプ交換

室外ユニットA、Bの冷媒配管と電源電線の組み合わせ、接続の確認

CN501の接続確認、電源リセット、循環ポンプ運転確認、圧力スイッチ交換

循環ポンプ運転確認、水回路詰まりの確認、循環液濃度（水を使用していないか）、冷媒再チャージ

電源リセット、室外ユニット電源電線の確認、電源は200Vですか？

SW5の設定確認、リモコンのアドレス確認

電源リセット、室外ユニット電源電線の確認

SW5-1をON/OFFして、再設定

電源リセット、リモコン通信線の確認

電源リセット、熱動弁コントローラー通信の確認

電源リセット、室外ユニットのストップバルブ、インバーター、圧縮機の確認

電源リセット、室外ユニット冷媒回路の確認

電源リセット、室外ユニットサーミスターの確認

電源リセット、室外ユニット基板交換

電源リセット、室外ユニットの確認

電源リセット、室外ユニットのストップバルブ、インバーター、圧縮機の確認

電源リセット、室外ユニット冷媒回路の確認

電源リセット、室外ユニットサーミスターの確認

電源リセット、室外ユニット基板交換

電源リセット、室外ユニットの確認

CN501の接続確認、電源リセット、循環ポンプ運転確認、圧力スイッチ交換

室外ユニットAのストップバルブの確認、循環ポンプ運転確認、水回路詰まりの確認

室外ユニットBのストップバルブの確認、循環ポンプ運転確認、水回路詰まりの確認

CN301の接続確認、サーミスターの交換

電源リセット、室外ユニットの外気温サーミスター交換

CN303の接続確認、サーミスターの交換

CN302の接続確認、サーミスターの交換

電源は200Vですか？電源リセット、基板交換

電源リセット、基板交換

室外ユニットのファンモーター、インバーター基板の確認

外気温が－25℃まで低下していませんか？（低下している場合は保護停止中）
室外ユニット外気温サーミスター交換

外気温が－15℃以下ですか？（外気温上昇にともない自動復帰します）
室外ユニットサーミスターの確認

エラー診断5
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〈インバーター制御基板〉

LEDの表示 故障モード 検出方法 処　置現象

室外サーミスター
系異常停止

室外制御系
異常停止　

シリアル信号
異常停止

異電圧印加
異常

バルブ閉
保護停止

過電流保護
停止

吐出温過昇
保護停止

高圧過昇
保護停止

圧縮機同期
異常停止　

圧縮機
相電流
保護停止　

母線電圧
検出保護
停止　

電流保護
周波数
低下

フィン温/基板温
サーミスター過昇
保護停止

室外ファン
保護停止

高圧保護
周波数低下
冷房霜取り
周波数低下

吐出温保護
周波数低下

吐出温低下
保護

コンバーター
保護停止　

インバーター
チェック
モード

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

0.5秒　2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

※1 LEDの位置は右図に表示します。
※2 正常時はLEDが常に点灯しています。
※3 LEDを直視できない場合がありますので、右図で
　　示すLED実装近傍を注視し、ご確認ください。

圧縮機運転中にサーミスターがショートまたはオープン
した場合、圧縮機を停止する。

・室外サーミスターのチェック
・吐出温サーミスター、フィン温サーミスター、霜取
りサーミスター、基板温サーミスターのチェック

不揮発性メモリのデータが正常に読み込めない場合に停止する。
電源電圧または母線電圧が検出できない場合に停止する。

・シリアル信号のチェック

200V機種に100V電源が接続された場合、室外ユニッ
トは運転しない。 ・電源電圧のチェック

圧縮機電流によりバルブ閉状態を検出する。 ・ストップバルブのチェック
・冷媒回路、冷媒ガス量のチェック

・インバーター制御基板の交換

パワーモジュール（IPM）に過大な電流が流れた場合、圧
縮機の運転を停止し3分後再起動する。
圧縮機起動後10秒以内に発生した場合は、15秒後に再
起動を行う。（最大24回）

・圧縮機接続コネクター部の抜け確認
・インバーター／圧縮機の簡易チェック
・ストップバルブ、冷媒回路、冷媒ガス量のチェック

・インバーター／圧縮機の簡易チェック

吐出温サーミスターの検出温度が116℃以上になった場
合に圧縮機の運転を停止し、3分後再起動する。（復帰は
吐出温サーミスターの温度が100℃以下になった場合）

・冷媒回路、冷媒ガス量をチェック
・LEVのチェック

インバーターヒートシンク上のサーミスター温度が約75℃
以上になった場合、または基板温サーミスター温度が約75℃
以上になった場合、圧縮機の運転を停止し3分後再起動する。

・室外ユニット周辺をチェック
・通風経路をチェック
・室外ファンモーターのチェック

暖房の場合は熱交換ユニットの冷媒配管の温度が70℃
以上になった場合。冷房の場合は霜取温サーミスターの
温度が70℃以上になった場合。

・冷媒回路、冷媒ガス量をチェック
・ストップバルブのチェック

圧縮機電流の歪み量により検出する。
・圧縮機接続コネクター部の抜け確認
・インバーター／圧縮機の簡易チェック
・ストップバルブ、パワーモジュール、圧
縮機のチェック

ファン起動30秒以内のファン異常停止が連続3回発生し
た場合。

・ファンモーター、インバーター制御基
板のチェック

インバーター回路の直流電圧が正常に検出できない場合。
・瞬時停電（落雷など）の有無確認
・インバーター／圧縮機の簡易チェック

四方弁
切り替え
異常停止

四方弁が正常に切り替わらなかった場合。
・四方弁のチェック
・インバーター制御基盤の交換
※VEH-406HPDのみ表示される。

吐出サーミスターの温度が111℃を越えた場合、圧縮機
の運転周波数を下げる。

・冷媒回路、冷媒ガス量のチェック
・LEVのチェック
・室外サーミスターのチェック

低吐出温状態50℃以下が20分続いた場合。 ・冷媒回路、冷媒ガス量のチェック
・LEVのチェック

圧縮機接続コネクターがはずれている場合、インバー
ターチェックモードに入ります。

・圧縮機接続コネクター抜けの確認
・インバーター／圧縮機の簡易チェック

IGBTに過電流が流れた場合、または母線電圧が過電圧
保護レベルまで上昇した場合に、コンバーター制御を停
止する。（圧縮機、室外ファンは運転）

次のような場合は、商品の異常ではありません。
・瞬時電圧降下（短時間の停電）
・電源電圧が±10％より高いまたは低い
※電源電圧に異常なく保護に入る場合
は基板故障の可能性があります。
　その場合は基板を交換してください。

暖房運転時に冷媒配管の温度が55℃を越えた場合、圧
縮機の運転周波数を下げる。
冷房運転時に管温サーミスターの温度が－7℃以下に
なった場合に圧縮機の運転周波数を下げる。

室外ユニット接続電線を流れる電流が下記を越えた場合、圧
縮機の周波数を下げる。VEH-304HPDタイプ：12A、
VEH-406HPDタイプ：14A、VEH-507HPDタイプ：16A

商品の異常ではありませんが、次の項
目をチェックしてください。
・熱交換ユニットタンクフィルターの目
詰まり（開放タイプのみ）
・冷媒ガス不足
・室外ユニット吹出風のショートサイクル

圧縮機の相電流が正常に検出できない場合。

熱交換ユニットと3分間正常に通信ができない場合、シリ
アル通信異常とする。

0.5秒　2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

2.5秒消灯 

室
外
機
運
転
せ
ず

「
室
外
機
が
運
転
停
止
し
、3
分
経
過
後
再
運
転
す
る
」を
繰
り
返
す

室
外
機
は
運
転
す
る

圧縮機起動から1分以内の過電流保護停止が連続3回発
生した場合、または圧縮機の起動失敗保護停止による再
起動に24回失敗した場合。

・圧縮機接続コネクター部の抜け確認
・インバーター／圧縮機の簡易チェック
・ストップバルブ、冷媒回路、冷媒ガス量のチェック

室外パワー
系異常停止

2回点滅 

3回点滅 

4回点滅 

5回点滅 

1回点滅 

3回点滅 

4回点滅 

7回点滅 

8回点滅 

8回点滅 

10回点滅 

11回点滅 

12回点滅 

2.5秒消灯 
16回点滅 

13回点滅 

1回点滅 

6回点滅 

9回点滅 

9回点滅 

点
滅
し
ま
す

LED LED

点
滅
し
ま
す

点
滅
し
ま
す

2.5秒消灯 

VEH-304HPDタイプ VEH-406HPDタイプ VEH-507HPDタイプ

LED

�エラー診断

2. 室外ユニットのエラー内容
◆·インバーター制御基板のLEDモニターで、エラー内容がわかります。
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3. 熱動弁コントローラーのエラー内容

�エラー診断

■熱動弁コントローラー (VEZ-8VC3)·エラーコード

状態 LED表示 項　目 内　容 動　作 対処方法

通常
−1 メイン設定 メイン側で動作

正常動作 ー
−2 サブ設定 サブ側で動作

異常

無表示 マイコン異常 電源投入時にマイコンの不具合を自己診断した 動作せず 電源が入っているかの確認
修理依頼

26 構成異常 電源投入時に先に熱交換ユニットの電源が入っていた 動作せず 電源リセット※

27 信号線短絡検知 熱交換ユニットとの信号線が短絡（ショート）している 熱動弁OFF
電源供給停止

熱交換ユニットとの通信線確認後
電源リセット

91 通信異常1 信号なし（5分間全く信号が来ない） 熱動弁OFF
熱交換ユニットとの通信線確認
正常通信再開で自動復帰92 通信異常2 受信不能（6分間信号確定ができない） 熱動弁OFF

93 通信異常3 操作要求なし（7分間自分宛て通信なし） 熱動弁OFF

※熱動弁コントローラーを使用する場合、電源は　熱動弁コントローラー（100V）→熱交換ユニット（200V）の順に投入してください。 
熱動弁コントローラーより先に熱交換ユニットの電源が入っていると、構成異常（エラー表示：26）が発生します。
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床暖房パネルが全く暖まらない

床暖房パネルの一部しか暖まらない

中央敷設の床暖房パネルが暖まらない

温水の流れる音がする

床鳴りがする

熱動弁から振動音が発生する

・エアー抜き

・循環ポンプの動作を確認し、故障の場合は交換
・揚程不足の場合は循環ポンプのノッチ調整

パネル内や配管内にエアーが溜まっている

循環ポンプが動作しない
または流量調整が悪く十分な循環量が得られない

・配管内洗浄
・エアーブローによる異物除去配管内に異物が詰まっている

・熱動弁の故障診断実施
→故障の場合は熱動弁交換

・表面仕上げ材の厚みなど仕様確認

・床下断熱や床暖房パネルの上面放熱特性を確認して、
対処検討

・配管内洗浄
・エアーブローによる異物除去

・循環ポンプの動作を確認し、故障の場合は交換
・揚程不足の場合は循環ポンプのノッチ調整

・バルブなどの調整による、システムの流量調整

・止栓位置を確認し、間違っている場合は修正

・循環ポンプのノッチ調整

・エアー抜き

・床鳴りする場所へ1mm程度の穴を開けて、
接着剤注入

・床暖房パネルの修正が必要

・熱動弁を流れに合わせて再取り付け

温調ONなのに熱動弁が開いていない

表面仕上げ材の厚みなどが適用のものでない

他社床暖房パネルが使用されている

配管内に異物が詰まっている

循環ポンプの出力が不足している

・エコヌクールリモコンの施工設定を確認して
 間違っている場合は熱動弁設定を変更するエコヌクールリモコンの熱動弁設定が間違っている

流量調整が悪く十分な循環量が得られない

リバースリターン配管の止栓の取付位置が間違っている ・止栓の取付位置を変更する

根太上設置のリバースリターン配管にて、
止栓位置が間違っている

循環ポンプの出力が大きすぎる

パネル内や配管内にエアーが溜まっている

フローリング材の浮きなどで床鳴りしている

フローリング材へ接着剤注入しても
床鳴りが改善されない

熱動弁のフローが逆で取り付けられている

状　態 原　因 処　置

温水往き

〈例〉VPH-20M6

温水戻り

4. 床暖房パネルの診断（運転状態確認）

�エラー診断
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�エラー診断

●システムリモコンに表示されるエラーコード
システムリモコン状態リストに表示されるエラーコード

　＊異常発生アドレスを確認し、エコヌクールが対象であるか確認してください。

　　＊熱源機での異常の場合、その熱源機に接続しているグループ全てがエラー発生となります。

●制御アダプター基板の LED表示内容

■各LEDの状態

※1：M-NET通信は定期通信が10分程度の間隔の場合があります。

■機能設定スイッチ（SW1)

※2：システムリモコンにて設定温度の手元操作禁止を設定した場合に、設定温度（設定室温）と連動して、設定水温も手元操作禁止とする機能です。
　　（床暖房システムの場合のみ有効）

5. 集中管理用（M-NET用）制御アダプターのエラー内容

端子台
シールド
M-NET伝送線

熱交換ユニット
IT通信線

IT通信接続
（熱交換ユニット）M-NET接続

SW12
10桁

（10の位）

CN100
フラッシュ書換

SW1
LED11LED12LED13LED14

LED2

CN2

S
B
A

SW11
1桁

（1の位）

CN5

LED番号
LEDの状態 SW1-2の

設定 内容
消灯 点灯 点滅

LED2 通電なし 通電中 ー ー M-NET伝送線からの給電状態

LED11 正常 IT通信異常 ー ー 熱交換ユニットとの通信状態

LED12 通信なし ー 送信中　※1
OFF M-NET通信の送信状態

ON IT通信の送信状態

LED13 通信なし ー 受信中　※1
OFF M-NET通信の受信状態

ON IT通信の受信状態

LED14 正常 ー
0.5秒点滅 ー M-NETアドレスの2重定義状態

(エラーコード6600と同様の対応が必要）

1秒点滅 ー M-NETアドレス範囲外状態（01〜50以外が存在）
SW11,12が未操作時の"00"に注意

エラーコード 内　容 対処方法

6600 アドレス２重定義
（システム内に同一M-NETアドレスが存在）

他の機器での同一M-NETアドレス利用の確認
 (アドレスの変更）

6602
6603
6606

通信回路部異常
 （制御アダプターの通信回路異常） 修理依頼

6607
6608

通信異常
（システムリモコンと制御アダプター間の通信異常） 制御アダプターのM-NET伝送線の接続確認

0403 IT通信異常
（制御アダプターと熱交換ユニット間の通信異常）

熱交換ユニットの電源確認
通信ケーブルの接続確認

0100 ユニット異常
（エコヌクール機器側の異常発生） 

エコヌクールリモコンの表示エラーコードを確認して、
そのエラーコードの対応を行う

番号 機能 OFF( 工場出荷 ) ON

SW1-1 手元操作禁止連動（設定水温）　※2 連動あり 連動なし

SW1-2 LED12,13点灯種別 M-NET通信 IT通信

SW1-3 機能なし ー ー

SW1-4 機能なし ー ー
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�エラー診断

●エラーコードが出る…熱交換ユニット基板上やエコヌクールリモコンにエラーコードが表示されます。
電源電圧や配線、各種初期設定に不備があり、エラー表示されるケースが想定されます。

（1）『CH··4105』が表示する…『リモコン線の短絡異常』です。
エコヌクールリモコンの通信線が短絡している、または電源電圧が100Ｖとなっている場合のエラーです。
短絡のまま通電状態で放置すると基板が故障します。
〈確認内容〉
①電源を切り、エコヌクールリモコンの通信線が短絡していないか確認してください。
②熱交換ユニットの電源が単相200Ｖであることを確認してください。

（2）『CH··7109』が表示する…『システム構成の異常』です。
システム選択のスイッチ設定やアドレス設定が誤っている、不要なユニットがある、必要なユニットがない場合のエラー
です。
〈確認内容〉
①電源を切りエコヌクールリモコンの通信線が短絡していないか確認してください。
　短絡した状態が続くと熱交換ユニットの基板が故障します。
②熱交換ユニットの電源が単相200Vであることと、アースが接続されていることを確認します。
③利用するシステムと各種スイッチの設定を確認します。
④結線が正しいことを確認します。
　下記ユニット以外（例えばシステムスリムリモコンなど）の通信線を結線していないことを確認します。
⑤設定変更後は、リセット操作が必要です。
　熱交換ユニットの基板上のスイッチ設定は、基板上リセットボタン約1秒押しでリセットできます。
　エコヌクールリモコンなどアドレス設定時は、電源のリセット（熱交換ユニット、熱動弁コントローラー）が必要です。

■システムのタイプ

（3）『CH··2501』が表示する…『水切れの異常』です。
〈確認内容〉
①熱交換ユニットの電源が単相200Vであることと、アースが接続されていることを確認します。
②熱交換ユニットタンク内の水位を確認し、循環液を補充します。
③エコヌクールリモコン通信線1本の被覆が破れて、熱交換ユニット本体を含む配管などに接触していないことを確認
します。

　（通信線端子部より外した通信線と熱交換ユニット本体間の抵抗を確認し、二本とも無限大であれば正常です）

名　称 床暖房システム
E-con連動タイプリモコン連動タイプ

簡易（パネルヒーター）システム

エコヌクールリモコンによるゾーン制御

床暖房システム

リモコンによる床暖房などゾーン温調制御と
ON/OFFが可能です。

機　能

主な用途

エコヌクールリモコンによる運転／停止（ゾーン制御機能なし）

エコヌクールリモコンのON/OFFにて
熱源機を運転制御します。

簡易（パネルヒーター）システム
（パネルヒーターはサーモバルブ利用）

エコヌクールリモコンがON設定の場合に、
E-con信号により熱源機を運転制御します。

汎用的利用
（市販の冷温水放熱器など）

システムタイプ別
組み合わせと設定

簡易（パネルヒーター）システム

リモコン
連動タイプ

E-con
連動タイプ

リモコン
連動タイプ

E-con
連動タイプ

拡張
タイプ

基本
タイプ

簡易（パネルヒーター）システム
床暖房
システム

ピコ30・40・50の場合※1 レオの場合※1

熱動弁コントローラー ×

システムタイプ

バックアップヒーターユニット接続
冷房機能

SW5-1
SW5-2
SW5-3
SW5-6
SW5-7

OFF

OFF

OFF

無し：OFF  有り：ON

無し：OFF  有り：ON

無し：OFF  有り：ON

無し：OFF  有り：ON

×

ON

OFF

OFF

×

ON

OFF

ON

MAX2台※3

ON

OFF

OFF

ON

ON

OFF

××

OFF

OFF

OFF

×

OFF

OFF

ON

ユニット
組み合わせ

システム
タイプの
スイッチ設定

※1 旧品の設定とは異なります。旧品の設定は本体結線図、または据付工事説明書にて確認してください。
※2 エコヌクールリモコンは個々にアドレス設定が必要です。
※3 熱動弁コントローラーを2台使用する場合は、メイン／サブの設定が必要です。

床暖房システム

必須
1台～4、6台まで

必須
1台のみ

必須
1台のみ

必須
1台のみ

必須
1台～15台まで 必須 必須エコヌクールリモコン※2

6. よくあるエラーの診断
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（4）『OA··6500』『Ob··6500』が表示する…『室外ユニット通信線／電源線が誤配線している異常』です。
〈確認内容〉
①熱交換ユニットの電源が単相200Vであることと、アースが接続されていることを確認します。
②室外ユニットとの配線（極性）を確認します。

（5）『xx··6608』が表示する…『リモコンなどとの通信異常』です。
通信ができない場合のエラーです。
正常に通信できるようになると、自動的に異常表示を解除します。
〈確認内容〉
①熱交換ユニットの電源が単相200Vであることと、アースが接続されていることを確認します。
②エコヌクールリモコンのアドレス設定を確認します。
　エコヌクールリモコンが中途半端な位置に固定されていないことと、アドレス重複していないことを確認します。
③組込不可なユニットとの通信線が接続されていないことを確認します。
④通信線の余剰（とぐろ巻きなど）を、取り除きます。
⑤通信線と電源線などAC系の配線を極力離して敷設します。
⑥通信線の仕様（線種、総延長）が正しいことを確認します。
⑦配線する通信線間に100mm以上の距離がとれていることを確認する。
　※通信線：エコヌクールリモコン通信線、熱動弁コントローラー通信線、室外ユニット通信線／電源線

●分電盤のブレーカーが落ちる
〈確認内容〉
①機器のブレーカー容量を確認します。（ピコ30：15A、ピコ40・50：20A、レオ：40A、バックアップヒーターユニット：15A以上）
②熱交換ユニットとバックアップヒーターユニットのアース接続を確認します。
③機器系統での漏電なきことを確認します。
④主幹ブレーカー遮断時は、主幹としての容量不足です。適切な容量なものに変更してください。

●暖まりが悪い床暖房パネル、放熱器がある
〈確認内容〉
①エコヌクールリモコンと熱動弁の設定内容を確認します。操作するエコヌクールリモコンと放熱器の組み合わせが正
しいことを確認します。

②エアー抜き不足のおそれがあります。その水回路のみ開放し循環液張りを行います。
③その水回路の流量が少ないおそれがあります。全体とのバランスの確認、配管潰れを確認します。

●冷えが悪い（冷水の出力が弱い）
〈確認内容〉
循環液を確認します。純正防錆循環液を必ずご使用ください。
水道水では熱交換ユニット内部にて冷却凍結します。（使用しないでください）

●室外ユニットがすぐに動かない
◆電源投入後または停止後、約3分間は室外ユニットの起動を禁止していますので、運転操作してもすぐに動
かない場合があります。
レオの場合は、冷暖房負荷によって室外ユニットは１台しか運転しない場合もあります。

●エコヌクールピコにて·・循環液張り時に循環液が少量（2ℓ〜3ℓ程度）にて完了してしまう。
・放熱器に循環液が流れていないようである。
・室外ユニットがすぐに停止して、その後室外ユニットが運転しない。

◆エコヌクールピコ専用のヘッダー部材：熱動弁付きヘッダー、ヘッダーの主管側の弁が開いていない可能性
があります。
・VEZ-3H2〜7H2の場合：止水バルブを「開」方向に回しきってください。
・VEZ-10H2、VEZ-3HV3〜6HV3の場合：止水バルブを開き、下へ引き下ろしてください。

弁全閉状態
弁全開状態

弁全閉状態
弁全開状態水抜き弁

�エラー診断
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●集中管理用（M-NET用）制御アダプター
●制御アダプター基板　LED14が点滅
◆0.5秒点滅（アドレス２重定義）
〈確認内容〉
①他の機器で、同一のM-NETアドレスの利用がないか確認します。
②重複しないようにアドレス設定を変更します。

◆1秒点滅（M-NETアドレス範囲外）
〈確認内容〉
①M-NETアドレス設定スイッチ（SW11,12）の設定を確認します。"00"ではありませんか。
②エコヌクールリモコンで設定した機器アドレスとM-NETアドレス設定スイッチ（SW11,12）の設定アドレスから、
　01〜50以外となるM-NETアドレスになっていないか確認します。
③範囲外とならないようにアドレス設定を変更します。

例えばエコヌクールレオでリモコン15台システムと接続する場合
M-NETアドレス設定スイッチ(SW11,12)にて"40"と設定した場合のM-NETアドレスは下記となり、
範囲外となります。

◆システムリモコンで登録時に、エコヌクールリモコンの台数（M-NETアドレス数）が正しく認識されていない。
〈確認内容〉
①熱交換ユニットの初期設定が完了しているか確認してください。
②熱交換ユニットの電源投入時に正しく認識していない可能性があります。
　一度、熱交換ユニットを電源リセットして、正しく認識するか確認してください。

�エラー診断

機器アドレス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

M-NETアドレス 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54

範囲外
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エコヌクールピコ、レオの移設などで、熱交換ユニットと室外ユニットとの冷媒配管を取りはずす場合に、冷媒を大気放出
しないために、ポンプダウンにて冷媒を室外ユニットに回収する手順を紹介します。

●ポンプダウンの手順（強制冷房運転）
①室外ユニットのガス側ストップバルブ（3方弁）のサービス
ポートにマニホールドバルブ（圧力計付）を接続し、冷媒圧力
が測定できるようにします。

②室外ユニットの液側ストップバルブ（2方弁）を全閉にします。
③室外ユニットのガス側ストップバルブ（3方弁）をあらかじめ
全閉近くまで締めます。

④強制冷房運転をします。
　熱交換ユニット基板上のSW6-2をONにします。
　基板上のLED3・4に『         』と表示されます。
※末尾数字は強制運転番号を示します。

 注意

・防錆循環液が不足している場合は運転できません。
・水温がすでに低い場合（約10℃以下）は運転できません。

　  （暖房運転実施後、強制冷房運転を実施してください）
⑤圧力計が0.05〜0MPa〔ゲージ〕（約0.5〜0kgf/cm2）でガ
ス側ストップバルブ（3方弁）を全閉にします。

⑥熱交換ユニット基板上のSW6-2をOFFにて、強制冷房運転
を停止します。

⑦マニホールドバルブ（圧力計付）をはずし、ストップバルブ部
に各キャップを締め付けます。

⑧冷媒配管接続部を取りはずします。

ストップバルブ 
（2方弁） 
ストップバルブ 
（3方弁） 
サービスポート 

（1/2UNFネジ）  

チャージホース 
（R410A用） 

逆流防止アダプター 

－0 .1MPa〔ゲージ〕  
（－760㎜Hg）  

連成計 圧力計 
（R410A用） 

マニホールドバルブ 
ハンドルHi
ハンドルLo
チャージホース 
（R410A用） 

真空ポンプ 
（逆流防止機能付）  
（逆流防止アダプター付）

ＬＥＤ３ ＬＥＤ４

異常解除
ＳＷ３

機能設定２　ＳＷ６

機能設定１　ＳＷ５

1 2 3 4 5 6 7 8

ＯＮ

1 2 3 4 5 6 7 8

ＯＮ

圧力計の指示が0MPa〔ゲージ〕（0kgf/cm2）に近づい
たとき、容易に全閉ができるよう準備します

ポンプダウンの手順6
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施工認定店制度7
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�施工認定店制度
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�施工認定店制度
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�施工認定店制度
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�施工認定店制度
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�施工認定店制度
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熱源置換編

1 他熱源からの置き換えについて·····196
1. 熱源機置き換えのご提案········································· 196
2. お客様への事前確認事項········································· 197
3. 置き換え方法···························································· 197
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①置換畳数の目安（置換前のシステムや住宅性能により異
なります）

②熱源置換で使用できる放熱器について

1. 熱源機置き換えのご提案
（1）置き換えチェックポイント

ランニングコストが
お得になります。

既設床暖房パネルが
有効利用できます。

置き換え後もご満足いただくために、必ず
ご確認ください！

〈60℃出湯の注意事項〉
※60℃出湯時の戻り水温はすべて50℃の場合。
※60℃出湯時は55℃出湯時より消費電力が増加します。暖房負荷が暖房出力より大き
い場合、外気温度が高い場合、循環流量が多い場合など、60℃を維持できない場合が
あります。また、60℃固定運転は、効率が低くなるためランニングコストは高くなります。

エコヌクールピコ30

エコヌクールピコ40

エコヌクールピコ50

エコヌクールレオ

0℃

0℃

0℃

ー5℃

0℃

ー5℃

外気温条件機 種

10畳

20畳

25畳

22畳

40畳

38畳

畳数の目安

○（2.0kW）

○（3.7kW）

○（4.5kW）

○（4.0kW）

○（7.4kW）

○（7.0kW）

60℃出湯
（　）内は暖房出力

床暖房パネル パネルヒーター ファンコンベクター 温水バス乾燥機

条件を満たせば使
用できます。

放熱量の事前確認
ができ、条件を満
たせば使用できま
す。

温水温度が低いた
め、風がでないか冷
風しかでないため
使用できません。

温水温度が低いた
め、風がでないか冷
風しかでないため
使用できません。

○ ○ × ×

③表面仕上げ材がフローリング12mm以下。
　畳やタイルなどでは、熱伝導が悪い場合が多く暖まりが期待できません。
④床下の断熱材が必要です。
　床下に断熱材が入っていないと、暖かい空気が全て床下へ流れ、放熱ロスが大きくなってしまい暖房費が高くなったり、
床自体が暖まらなくなります。

※断熱材の目安�
・設計外気温度：0℃以上の地域→床下断熱材50mm以上であること。�
・設計外気温度：0℃以下の地域→外壁・床下に100mm以上の断熱材があること。

他熱源からの置き換えについて1

■必要な商品（部材）と工事

（2）システム構成例

、はルネパ房暖床の存既機源熱の存既換置へルークヌコエ そのまま利用

リモコン

エコヌクール
リモコン

熱交換ユニット
戻り：ヘッダー

熱交換ユニット架台

止水ジョイント フレアジョイント
またはタケノコジョイント

（正面図）

室外ユニット

往き：熱動弁付ヘッダー

熱源を
置換

熱交換ユニット
室外ユニット
専用架台※
エコヌクールリモコン
熱動弁付ヘッダー
熱動弁なしヘッダー
フレアジョイント
止水ジョイント
防錆循環液

1台
1台
1台
必要数
必要数
必要数
必要数
必要数
必要数

品　名 備　考

①エコヌクールピコの場合
●必要な商品（部材） ●必要な工事

配管洗浄
リークテスト
既存熱源撤去
エコヌクール設置
配管つなぎ
計装工事
試運転調整

一式
一式
一式
一式
一式
一式
一式

熱交換ユニット
室外ユニット
専用架台※
エコヌクールリモコン・熱動弁
熱動弁コントローラー
往き・戻りヘッダー
膨張タンク
圧力ゲージ 他
防錆循環液

1台
2台
1台
必要数
必要数
必要数
現地
現地
必要数

品　名 備　考

②エコヌクールレオの場合
●必要な商品（部材） ●必要な工事

配管洗浄
リークテスト
既存熱源撤去
エコヌクール設置
配管つなぎ
計装工事
試運転調整

一式
一式
一式
一式
一式
一式
一式

※壁掛けの場合は、壁掛け部材と
　配管カバー。

※壁掛けの場合は、壁掛け部材と
　配管カバー。
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水使用の場合

不凍液使用の場合

（3）置き換え手順

2. お客様への事前確認事項
◆·最高水温が60℃であるため、ガス式よりも床温が低くなる。（床暖房単独では床温25℃〜28℃）
　補助暖房が必ず必要となること。
◆·適用条件に合致しても、水質調査などにより、床暖房パネル腐食が想定される場合は置き換えできないこと。
◆熱源機、リモコン、熱動弁の置き換えとなること。
◆·設置スペース（室外ユニット）の確認
◆·ランニングコストはガス式の約半分となること。

ハードパネル時のシミュレーション結果は使用しないこと。既設のパネルはハードパネルより高水温が必要なケー
スが多く、ランニングコストが悪化します

◆·床暖房パネルなど既存の商品は保証ができないこと。

置き換えに際してのご注意
●�置き換え前の段階で、湯温設定を高くしないと暖まりが悪いという場合は、エコヌクールに置き換え後、さらに暖ま
りが不足することになるため、置き換えできません。

●温水生成温度に差があるので、暖まりが弱く感じるため、エアコンなどの補助暖房が必要となります。
●暖まるまでの時間が長くなります。
◎保証期間はお買い上げ日から2年間です。
　�保証対象は、新設の機器のみとなり、既設品（床暖房パネルや配管など）は対象外となります。また、既設の品質状況
が悪い場合（循環液の水質が悪く、機器故障のおそれが高い場合）は置き換えできない可能性が高くなります。実際の
導入にあたっては、専門家による適合判断が必要となります。お近くの施工認定店へご相談ください。

①循環液の水質チェック ②�温水配管を洗浄し、当社指定純正循環液を使用。
　��※洗浄方法と洗浄剤については下記「■配管洗浄について」をご参照ください。

③床暖房パネル・温水配管に漏れがないかチェック。
④床暖房パネル、ヘッダーまでの配管を除くすべて
��（熱源機、リモコン、熱動弁）を置き換える。

pH＞7であること（7以下は既存の配管が腐食して
いるおそれがありNG）…市販試験紙にてチェック

目視にて、不溶物が無いこと

3. 置き換え方法
◆·床暖房パネル、ヘッダーまでの配管を除くすべて（熱源機、リモコン、熱動弁）を置き換えること。
◆·配管の洗浄と漏れ検査を行い、当社純正の防錆循環液を使用すること。
◆·循環ポンプノッチは調整不要。

①各水回路全開（熱動弁も）とし水抜きをする。
②既存のボイラーまたは圧送ポンプを用いて、水道水を回す。
　循環液張りの要領にて各水回路ごとに通水させ洗浄する。
　その後、全水回路同時通水にて洗浄。
③汚れがなくなるまで、①②を繰り返す。
※洗浄剤もあるが、水洗浄を推奨する。
（先の水質チェックにて、不溶物なしを確認を前提）

方　　法

圧送ポンプ
排水回収器（産業廃棄物扱い）

工　　具

■配管洗浄について

�他熱源からの置き換えについて
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（2）他社パネルでの放熱特性・仕上げ材の適合例

4. 参考データ
（1）省エネ基準別のQ値の推移

80

60

40

90

70

50

38 62585450
水温（℃）

（W/m2）

4642

パネル：ガス用温水マットの例。室温20℃、放熱量グラフはフローリング12mm時

放
熱
量

フローリング12mm

フローリング15mm

コルク3mm

クッションフロア3mm

カーペット10mm

畳10mm

63

61

58

67

54

40

放熱量目安（W/m2）仕上げ材

基準

96%

92%

106%

85%

63%

放熱量比率

○

○

△

○

△

×

適　合

�他熱源からの置き換えについて

省エネルギー基準 省エネルギー対策等級
地域区分

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

旧省エネルギー基準
（昭和55年基準） 等級2 2.8 4.0 4.7 5.2 8.3 ー

新省エネルギー基準
（平成4年基準） 等級3 1.8 2.7 3.3 4.2 4.6 8.1

次世代省エネルギー基準
（平成11年基準） 等級4 1.6 1.9 2.4 2.7 2.7 3.7
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�他熱源からの置き換えについて

5. エコヌクール　既設ガス温水床暖房からの熱源置換手順

～お客様への提案時にガスボイラーとの差異を説明～

①「熱源機置き換えのご提案」（196ページ参照）　を配付し、ガスボイラーと比較したメリット/デメリットについてお客様にご説明する。 
②「既設ガス温水床暖房からの熱源置換チェックシート」のSTEP-1の適用条件を確認する。
※この時点でＮＧが確認された場合は、本システムを推奨しないこと。    

～お客様の住宅仕様及び現行ボイラーシステムの使用状態の確認～

①「既設ガス温水床暖房からの熱源置換チェックシート」のSTEP-2の住宅仕様について適用条件を確認する。                                                                                                                                                                                                                                                                                    
②「既設ガス温水床暖房からの熱源置換チェックシート」のSTEP-2の現行ボイラーシステムの使用状態について
適用条件を確認する。
※この時点でＮＧが確認された場合は、本システムを推奨しないこと。    

見積・設計

①システム構成の決定：リモコン、熱動弁、ヘッダー、配管＆
接続部材、据付部材、など
②既存システムの撤去費用の見積

③200V配電工事の分担決め
④洗浄費用見積

3

2

1

受注前のお客様への説明

①お客様にチェック結果に基づいて暖房性能にはリスクが伴うこと及び補助暖房が必要になることを改めて説明する。
※とくに現行システムの運転確認や仕上げ材厚さなどの不明点がある場合は、よりリスクが大きいことを説明すること。 

②施工途中のリーク試験によって水漏れが発見された場合、温水パネル内部などの隠蔽部では修理不可能であるため、
設置をお断りする場合もあることを説明する。
③システム構成・使い方など既設システムとの相違点及び流用部材について説明すること。
④既設流用部材、発揮性能については保証が無いことなど保証範囲を説明すること。
⑤ランニングコストは新築時とは異なることを説明すること。
⑥「既設ガス温水床暖房からの熱源置換チェックシート」のSTEP-3について適用条件を確認する。  

4

受注時の確認

①洗浄後のリーク試験によって水漏れが発見された場合、床暖房パネル内部などの隠蔽部では修理不可能であるため、設
置をお断りできる契約とすること。
修復が可能である箇所の場合については、別途費用が必要であることを契約とすること。
②施工途中のリーク試験で設置不可となった場合でも、この判断までにかかった費用を請求できる契約とすること。

5

工事時の確認

①既設床暖房パネル＆配管の洗浄を必ず実施すること。
②水漏れチェック（リークテスト）を必ず実施すること。
③ポンプノッチは調整不要

④三菱電機純正の循環液を必ず使用すること。
⑤試運転後に必ずフィルターの汚れを確認すること。
⑥その他は機器付属の据付工事説明書に基いて作業を行うこと。

6

引渡し時の注意事項

①補助暖房が必要であることを改めて説明し、念押しのこと。
②湯温設定は「手動」とし、低温水から試すことを説明すること。
※「自動」は使用を控えることを説明すること。

③使用開始するシーズンはエアー抜けやフィルター詰りが
出やすいため、点検要請を推奨すること。

7

アフターサービス

①シーズン中、シーズン後の使用感の確認を実施してください。

8

※

提案

調査
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既設ガス温水床暖房からの熱源置換チェックシート

物件名：

【STEP-1】提案時のチェック

お客様：　祖父母　　御主人　　奥様　　御子息　（その他：　　　　　　）

1
2
3

送水温度がガスボイラーより低いので暖まりが弱いことを説明し、了解していただけたか？
エアコンなどの補助暖房が必要であることを説明し、了解していただけたか？
暖まるまでの時間が遅くなることを説明し、了解していただけたか？

了解いただけた
了解いただけた
了解いただけた

了解いただけた「バス乾燥・暖房ユニット、ファンコンベクター、パネルヒーターなどには使用できないこと」
「床暖房のみが対象となること」を説明し、了解していただけたか？4

確認者氏名：

様邸
熱源機：　三菱　エコヌクール

日付：　　　　　　　年　　　　月　　　　日

No.

【STEP-3】受注前のお客様への説明時のチェック

1
2
3

送水温度がガスボイラーより低いので暖まりが弱いことを説明し、了解していただけたか？
エアコンなどの補助暖房が必要であることを説明し、了解していただけたか？
暖まるまでの時間が遅くなることを説明し、了解していただけたか？

了解いただけた
了解いただけた
了解いただけた

了解いただけた

了解いただけた

了解いただけた

了解いただけた

「バス乾燥・暖房ユニット、ファンコンベクター、パネルヒーターなどには使用できないこと」
「床暖房のみが対象となること」を説明し、了解していただけたか？
施工途中のリーク試験によって水漏れが発見された場合、温水パネル内部などの隠蔽部では
修理不可能であるため、設置を拒否する場合もあることを説明し、了解していただけたか？
施工途中のリーク試験によって水漏れが発見されて設置不可となった場合でも、
ここまでにかかった費用を請求させて頂くことになる旨を説明し、了解していただけたか？ 
システム構成や使い方など既設システムとの違いを説明し、保証の範囲（既設の温水パネルや配管部材
などの流用部材は保証しないこと）を説明し、了解していただけたか？

4

5

6

7

確認者氏名：

日付：　　　　　　　年　　　　月　　　　日

No.

【STEP-4】受注時のチェック

1
2

リーク試験によって水漏れが発見された場合、設置をお断りできる契約となっているか？
リーク試験で設置不可となった場合でも、かかった費用を請求できる契約となっているか？

なっている
なっている

確認者氏名：

日付：　　　　　　　年　　　　月　　　　日

No.

【STEP-5】工事時のチェック

1
2
3
4
5

既設床暖房パネル＆配管の洗浄を実施したか？
水漏れチェック（リークテスト）を実施したか？ 
三菱電機純正の循環液を使用したか？
試運転後にフィルターの汚れなきことを確認したか？（開放式の場合）
施工チェックシートに基づいてチェック・記入したか？

実施した
実施した
実施した
確認した
確認した

確認者氏名：

日付：　　　　　　　年　　　　月　　　　日

No.

【STEP-2】住宅仕様・現行システム使用状況調査時のチェック

1

3
4
5
6

床暖房の空調面積（　　　　　　畳）は適用条件を満たしているか？

床下断熱厚さは適用条件を満たしているか？

仕上げ材は12mm以下のフローリングであるか？（フローリング以外はNG)
床暖房以外に併用する補助暖房機器（エアコンなど）があるか？
室外ユニットを設置するスペースはあるか？
その他据付場所の条件を満足するか？

166ページ参照
GW：50mm以上
GW：100mm以上 
フローリング
ある
ある
据付仕様条件

設計外気温度0℃以上の場合
設計外気温度0℃以下の場合2

確認者氏名：

日付：　　　　　　　年　　　　月　　　　日

No.

1
2
3
4
5
6
7

現行システムの循環液が水の場合、pH＞7か？
現行システムの循環液に不溶物はないか？
現行システムの湯温設定を高くしないと暖まりが悪くないか？
現行システムのボイラー本体以外に別置ポンプが設置されていないか？
現行システムのボイラー本体と床暖房パネルまでの温水配管長は適切か？
現行ボイラーのメーカー、形名を確認すること。　　　　　メーカー：　　　　　　　　　　　　　　形名：
現行ボイラーの機外揚程はエコヌクール同等以下か？（メーカーカタログ・ホームページにて確認）

pH＞7
無いこと
悪くないこと
無いこと
15m以下

No.

提案時チェック項目

受注前説明時のチェック項目 

受注時のチェック項目

施工時のチェック項目

住宅仕様チェック項目

現行ボイラーシステムの使用状況チェック項目

適用条件

適用条件

適用条件

適用条件

適用条件

適用条件

判定結果

判定結果

判定結果

判定結果

判定結果

判定結果

�他熱源からの置き換えについて
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納入仕様書1

1. 熱交換ユニット〈エコヌクールピコ30（開放式）〉
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2. 熱交換ユニット〈エコヌクールピコ40（開放式）〉
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3. 熱交換ユニット〈エコヌクールピコ40（密閉式）〉
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4. 熱交換ユニット〈エコヌクールピコ50（開放式）〉

�納入仕様書
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5. 熱交換ユニット〈エコヌクールピコ50（密閉式）〉

�納入仕様書
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6. 熱交換ユニット〈エコヌクールレオ（開放式）〉

�納入仕様書
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7. 熱交換ユニット〈エコヌクールレオ（密閉式）〉
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8. 室外ユニット〈エコヌクールピコ30〉
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9. 室外ユニット〈エコヌクールピコ40、エコヌクールレオ〉
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10. 室外ユニット〈エコヌクールピコ50〉
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11. エコヌクールリモコン
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12. 熱交換ユニット架台〈エコヌクールピコ30・40・50〉
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13. 熱交換ユニット架台〈エコヌクールレオ〉
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14. 配管カバー〈エコヌクールピコ30・40・50〉

15. 配管カバー〈エコヌクールレオ〉

�納入仕様書
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16. 壁掛部材

17. 熱動弁付ヘッダー

�納入仕様書
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18. ヘッダー
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19. ヘッダージョイント・変換アダプター

�納入仕様書
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20. ヘッダーボックス

�納入仕様書



231

資料編

資
料
編

21. 熱動弁コントローラー

22. 熱動弁

�納入仕様書
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23. 電磁弁セット

24. バックアップヒーターユニット
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25. 室外ユニット防雪架台
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26. 床暖房パネル
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27. 床暖房パネル部材
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28. ツイン被覆銅管
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29. 床暖房コントローラー
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30. 防錆循環液
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32. 三菱HEMS用制御アダプター用通信ケーブル

31. 三菱HEMS用制御アダプター
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33. 集中管理用制御アダプター
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34. 集中管理用制御アダプター用通信ケーブル
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参考資料2

1. 室外ユニット重心位置

2. 停電復帰時のエコヌクールの動作

a b

C

c

A B

(mm）

形　名 A B C a b c

VEH-304HPD
VEH-406HPD 280 140 240 800 285 550

VEH-507HPD 300 145 295 809 300 630

熱交換ユニット エコヌクール
リモコン 停  電  前

停電復帰時
停電後 7 日以内 停電後 7 日超

VEH-304HCD-K

VEZ-01RCD

運転 → 運転

VEH-406HCD-K/M ひかえめ運転 → ひかえめ運転

VEH-507HCD-K/M 停止 → 停止

VEH-712HCD-K/M

タイマー運転 →
タイマー復帰

（時刻自動復帰）

停止（時刻設定するまで）

タイマーひかえめ運転 → 停止（時刻設定するまで）

タイマー停止 → 停止

※エコヌクールリモコンに内蔵しているバッテリーで約7日間は時計が有効です。
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3. エコヌクールのエラー表示と対応方法

�参考資料

◆エラーコードに応じて、考えられる原因と確認方法の部分をチェックしてください。·
問題がない場合は三菱電機システムサービスに点検をご依頼ください。

◆エラーのリセット方法：分電盤にあるエコヌクール専用の漏電ブレーカーを一旦「切り」、１０秒以上経過
してから、「入り」してください。　（電源リセット）

①本資料に関するお問い合わせ… 0120-66-8213	 平日	9:00～ 17:00　三菱電機（株）中津川製作所　電材営業課
	 （土日祭日はお休み）
②点検・修理のご依頼…………… 0120-56-8634	 24時間365日受付	 三菱電機システムサービス（株）
③修理に関する技術相談………… 0120-498-869	 	 三菱電機システムサービス（株）

エラーコード エラーの検知方法 考えられる原因 確認方法

CH-2501
防錆循環液不足·

熱交換ユニット内の防錆循
環液の水位が低下して水位
センサー検知が働く。
※水位が復帰してもCH-
2501が消えるまでに
は20分程度かかる場合
があります。

①防錆循環液が自然に蒸発した（開放式）

②温水回路にエアーが残っている

③防錆循環液がオーバーフローホースか
ら吹出す（開放式の場合）

④防錆循環液が圧力逃がし弁から吹出す
（密閉式の場合）
⑤冷温水回路から防錆循環液が漏れる

⑥指定（三菱純正品）以外の防錆循環液
を使用している

①開放式のシステムでは自然蒸発により約2～3年に一
度防錆循環液の補充が必要。

②設置時のエアー抜きは1回路毎に確実に実施。
パネルヒーターの場合、エアーが非常に抜けにくいので
しばらく使用してから再度エアー抜きをお勧めします。

③2階、3階へ立ち上げの配管に酸素透過性のある架橋
ポリエチレン配管を使用していないか？
→該当する場合はオフシーズンポンプ運転を設定する。

　シスターンタンク内のフィルターが詰まっていないか？
④密閉膨張タンクの容量が小さい。
→保有水量からタンクの大きさを再確認。

⑤床下など漏れている可能性のある場所を目視確認。
防錆循環液を抜いて再度漏れ検査を実施。

⑥三菱純正品はピンク色です。
他社製循環液及び水は、使用できません。

oA-7108
室外ユニット

冷媒配管誤接続異常

※レオのみ

冷媒配管の往き温度と戻り
温度の差が小さい。

①室外ユニット通信線／電源線または、
冷媒配管の接続が間違っていないか？

②冷媒（フロン）流れが悪くなっている
室外ユニットのストップバルブが開い
ていない
冷媒配管で冷媒が上手く流れていない

③立ち上げ時の負荷（流量大、低外気温）が
非常に大きく、水温生成に時間がかかる

①室外ユニットA、Bの冷媒配管と室外ユニット通信線／
電源線の組み合わせ、接続を確認。

②ストップバルブが全開になっていることを確認。
冷媒配管に無理な曲げやつぶれがないか目視確認。
室外ユニット冷媒回路の塞ぎキャップが外れている
か確認。

③試運転は、1回路毎で行ってください。
（パネルヒーターなど複数台設置されている場合も同様）

CH-1301
熱交換ユニット水回路異常

ox-1301
熱交換ユニット高圧異常

oA:室外ユニットA側
ob:室外ユニットB側

熱交換ユニット内の圧力ス
イッチにより、冷媒回路の
圧力が異常に高い状態を一
定時間以上連続して検知し
た。

①冷媒（フロン）の流れが悪くなっている
室外ユニットのストップバルブが開い
ていない
冷媒配管で冷媒が上手く流れていない

②冷媒の量が適正でない

③冷温水の流れが悪くなっている
ヘッダーのストップバルブが開いてい
ない
熱動弁が開いていない
冷温水回路にエアーが残っている

①ストップバルブが全開になっていることを確認。
冷媒配管に無理な曲げやつぶれがないか目視確認。
室外ユニット冷媒回路の塞ぎキャップが外れている
か確認。
冷媒回路の真空引きを実施したか確認。

②施工時の追加チャージ量の確認。
配管長に合った室外ユニットを選定しているか？
（-HL）
（冷媒回収→適正量チャージ）
③冷温水回路の部材は正しく施工されているか？
ヘッダーの往きと戻りが全開であることを確認。
熱動弁に触って温かくなっているか確認。
（温かい:開状態、冷たい:閉状態）
エコヌクールリモコンの熱動弁設定が正しいか確認。
冷温水回路のエアー抜きを確実に行ってください。
防錆循環液の濃度が適正範囲（40～60％）であるこ
とを確認。

CH-1502
低温異常

冷房運転時に吐出水温と冷
媒管温の異常な低温を検知
した。

①循環ポンプの動作確認

②防錆循環液は流れているか？（水回路
詰まりの確認）

③冷媒量の過不足

①循環ポンプの動作音が聞こえるか？（動作しているか）
コネクタCN201は外れていないか？

②ヘッダーの戻り側は冷たくなっているか？
→冷たくなっていない場合、水回路詰まりの原因除
去

③施工時の追加チャージ量の再確認。
冷媒配管が4m以下で室外ユニットの-HLタイプを使
用していないか?

ox-6500
室外ユニット

通信線／電源線の
誤配線異常

oA:室外ユニットA側
ob:室外ユニットB側

電源投入後、熱交換ユニッ
トと室外ユニットとの通信
が一度も成立しない。

①電源リセットで再現確認
②室外ユニット通信線／電源線の不具合

③熱交換ユニットの電源に単相200Vが
入っていない

④アースが取れていない

⑤周囲環境の影響
（工場、変電設備、通信設備、家電機
器のノイズ等）

⑥室外ユニット通信線／電源線の仕様確
認

①再現しないときは、一時的な検知、以下を確認。
②室外ユニット通信線／電源線が端子台に確実に固定
されているか？
室外ユニット通信線／電源線の番号①②③は正しいか？

③テスターで電源の電圧が200Vか測定。

④アースがきちんと工事されているか？
アースは熱交換ユニットから接地する。
不可の場合は、室外ユニットにて接地。
（両側接地不可）
⑤機器以外にノイズ源がないか確認してください。	
室外ユニット通信線／電源線が他機器の配線から
100mm以上離れていることを確認してください。

⑥室外ユニット通信線／電源線がVVFケーブルφ2.0	
3芯	18m以内であるか？
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エラーコード エラーの検知方法 考えられる原因 確認方法

ox-6608
室外ユニット通信異常

熱交換ユニットと室外ユ
ニットとの通信ができてい
たが、途中からできなく
なった。
※自動復帰します

①電源リセットで再現確認
②室外ユニット通信線／電源線の接触不良

③アースが取れていない

④周囲環境の影響
（工場、変電設備、　通信設備、家電
機器のノイズ等）

⑤室外ユニット通信線／電源線の仕様確認

①再現しないときは、一時的な検知、以下を確認。
②室外ユニット通信線／電源線が端子台に確実に固定
されているか？

③アースがきちんと工事されているか？
アースは熱交換ユニットから接地する。
不可の場合は、室外ユニットにて接地。
（両側接地不可）
④機器以外にノイズ源がないか確認してください。
　室外ユニット通信線／電源線が他機器の配線から
100mm以上離れていることを確認してください。

⑤室外ユニット通信線／電源線がVVFケーブルφ2.0	
3芯	18m以内であるか？

rr·x-6608
リモコン通信異常

x:リモコンに設定した
アドレス　　　　

熱交換ユニットとエコヌ
クールリモコンとの通信が
できていたが、途中からで
きなくなった
※自動復帰します

①電源リセットで再現確認
②エコヌクールリモコン通信線の接触不良

③アースが取れていない

④エコヌクールリモコン通信線と電源線
が重ねて配線されていないか?

①再現しないときは、一時的な検知、以下を確認。
②エコヌクールリモコン通信線が端子台に確実に固定
されているか？

③アースがきちんと工事されているか？
アースは熱交換ユニットから接地する。
不可の場合は、室外ユニットにて接地。
（両側接地不可）
④電源線からノイズの影響を受ける可能性があります
ので、離して配線してください。

ox-4200
室外ユニットパワー系異常

oA:室外ユニットA側
ob:室外ユニットB側

室外ユニットの制御基板が
不具合を検知した。

①電源リセットで再現確認
②冷媒（フロン）の流れが悪くなっている
室外ユニットのストップバルブが開い
ていない
冷媒配管で冷媒が上手く流れていない

③冷媒が過充填されている

①再現しないときは、一時的な保護動作、以下を確認。
②ストップバルブが全開になっていることを確認。
冷媒配管に無理な曲げやつぶれがないか目視確認。
室外ユニット冷媒回路の塞ぎキャップが外れている
か確認。
冷媒回路の真空引きを実施したか確認。

③施工時の追加チャージ量の確認。
冷媒配管が4m以下で室外ユニットの-HLタイプを使
用していないか?

ox-1509
室外ユニットバルブ閉異常

温水配管の往き温度と戻り
温度の差が小さい。

①冷媒（フロン）の流れが悪くなっている
室外ユニットのストップバルブが開い
ていない
冷媒配管で冷媒が上手く流れていない

②立ち上げ時の負荷が非常に大きく、温
水生成に時間がかかる（温水流量大か
つ外気温が低い）

①ストップバルブが全開になっていることを確認。
冷媒配管に無理な曲げやつぶれがないか目視確認。
室外ユニット冷媒回路の塞ぎキャップが外れている
か確認。

②試運転は、1回路毎で行ってください。
（パネルヒーターなど複数台設置されている場合も同
様）

Sys-up
リモコン検出中

エコヌクールリモコンを探
している状態。（正常時も
立ち上げ時に表示します）

①エコヌクールリモコン通信線が接続さ
れていない

②エコヌクールリモコンの下ケースと上
ケースのコネクターが接続されていない

①エコヌクールリモコン通信線の導通を確認。

②エコヌクールリモコンの下ケースと上ケースのコネ
クターの接続を確認

本システムは、日本国内の一般家庭、福祉施設、保育園及びそれらに類する施設における温水床暖房用・冷温水ふく射空調
用を目的に設計されたものです。	 	 	 	 	
これらの目的以外の用途で使用された場合は保証の対象外となります。	 	 	 	 	

保証外用途例 具体例

農事用 ビニールハウス　など

融雪用 ロードヒーティング　など

家畜用 牛舎、豚舎　など

保管用 食品、動植物、精密機械、美術品の保管　など

※その他特殊用途や非対人用途も保証の対象外となります。
　また、製品保証については、熱交換ユニットに同梱された「保証書」及び「施
工チェックシート」の提示が必要になります。

※左記以外にも特異現象がある場合には用途や環境条件等も確認ください。
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4. エコヌクール互換性一覧
※メンテナンス、サービス等の交換のみの適用です。　※新規採用時は最新機種（Ｄタイプ）のセット購入をしてください。

エコヌクールピコ　○：交換可能　×：交換不可

エコヌクールレオ　○：交換可能　×：交換不可

�参考資料

既設製品·
（製品交換部位） 形名

交換製品（最新機種Ｄタイプ）

備考

エコヌクールピコ
熱交換ユニット 室外ユニット エコヌクールリモコン

VEH-304HCD-K·
VEH-406HCD-K·
VEH-406HCD-M·
VEH-507HCD-K·
VEH-507HCD-M

VEH-304HPD(-H)·
VEH-406HPD(-H,HL)·
VEH-507HPD(-H,HL)

VEZ-01RCD

熱交換ユニット VEH-406HCU-K·
VEH-406HCU-M

全品セットで交換室外ユニット VEH-406HPU(-H)
熱源機リモコン VEZ-406RCD
ルームリモコン VEZ-4RC

熱交換ユニット VEH-406HCU-K2·
VEH-406HCU-M2

全品セットで交換
室外ユニット VEH-406HPU2·

VEH-406HPU-H2
熱源機リモコン VEZ-406RCD2
ルームリモコン VEZ-4RC2

熱交換ユニット VEH-406HCU-K3·
VEH-406HCU-M3

全品セットで交換
室外ユニット VEH-406HPU3·

VEH-406HPU3-H
熱源機リモコン VEZ-406RCD2
ルームリモコン VEZ-4RC2

熱交換ユニット VEH-406HCA-K·
VEH-406HCA-M

全品セットで交換
室外ユニット VEH-406HPU3·

VEH-406HPU3-H
熱源機リモコン VEZ-406RCD2
ルームリモコン VEZ-4RC2

熱交換ユニット VEH-304HCB-K·
VEH-507HCB-K,-M リモコンとセットで交換 － セット交換 従来ヘッダー使用の場合、·

配管アダプター (VEZ-20AD) 必要
室外ユニット VEH-304HPB(-H)·

VEH-507HPB(-H,-HL) － ○ －

エコヌクールリモコン VEZ-01RCB セット交換 － 熱交換ユニットとセットで交換
熱交換ユニット VEH-304HCB-K2·

VEH-406HCB-K2,-M2·
VEH-507HCB-K2,-M2

○ － － 従来ヘッダー使用の場合、·
配管アダプター (VEZ-20AD) 必要

室外ユニット VEH-304HPB(-H)·
VEH-406HPB(-H,-HL)·
VEH-507HPB(-H,-HL)

－ ○ －

エコヌクールリモコン VEZ-01RCB2 － － ×
熱交換ユニット VEH-304HCC-K·

VEH-304HCC-K －１·
VEH-406HCC-K·
VEH-406HCC-M·
VEH-507HCC-K·
VEH-507HCC-M

○ － － 従来ヘッダー使用の場合、·
配管アダプター (VEZ-20AD) 必要

室外ユニット VEH-304HPC(-H)·
VEH-406HPC(-H,HL)·
VEH-507HPC(-H,HL)

－ ○ －

エコヌクールリモコン VEZ-01RCC － － ×

既設製品·
（製品交換部位） 形名

交換製品（最新機種Ｄタイプ）

備考
エコヌクールレオ

熱交換ユニット 室外ユニット 熱動弁コントローラー エコヌクールリモコン
VEH-712HCD-K·
VEH-712HCD-M VEH-406HPD(-H,HL) VEZ-8VC3 VEZ-01RCD

熱交換ユニット VEH-606HCU-M

全品セットで交換

室外ユニット VEH-303HPU
コントロールボックス VPZ-8SPW2
ハイブリッド暖房リモコン VEZ-8SHR
システムスリムリモコン VPZ-8SER2
パネルヒーターリモコン VEZ-606RCD

熱交換ユニット VEH-606HCU-M1

全品セットで交換

室外ユニット VEH-303HPU
コントロールボックス VPZ-8SPW2
ハイブリッド暖房リモコン VEZ-8SHR
システムスリムリモコン VPZ-8SER2
パネルヒーターリモコン VEZ-606RCD

熱交換ユニット VEH-712HCU-M

全品セットで交換

室外ユニット VEH-306HPU-H·
VEH-406HPU2·
VEH-406HPU-H2

熱動弁コントローラー VEZ-8VC
熱源機リモコン VEZ-406RCD2
ルームリモコン VEZ-4RC2

熱交換ユニット VEH-712HCU-M3

全品セットで交換

室外ユニット VEH-406HPU3·
VEH-406HPU3-H·
VEH-406HPU3-HL

熱動弁コントローラー VEZ-8VC
熱源機リモコン VEZ-406RCD2
ルームリモコン VEZ-4RC2

熱交換ユニット VEH-712HCB-K2·
VEH-712HCB-M2 ○ － － －

室外ユニット VEH-406HPB(-H,-HL) － ○ － －
熱動弁コントローラー VEZ-8VC2·

VEZ-8VC3 － － ○ －

エコヌクールリモコン VEZ-01RCB2 － － － ×
熱交換ユニット VEH-712HCC-K·

VEH-712HCC-M ○ － － － 従来ヘッダー使用の場合、·
配管アダプター (VEZ-20AD) 必要

室外ユニット VEH-406HPC(-H,HL) － ○ － －
熱動弁コントローラー VEZ-8VC3 － － ○ －
エコヌクールリモコン VEZ-01RCC － － － ×

この表は製品単位で交換が必要な場合の、最新機種（Ｄタイプ）との互換性の一覧です。
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5. ヒートポンプ式冷温水システム·施工チェックシート
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6. ヒートポンプ式冷温水システム·機器保証書
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設計外気温度データ3

※次世代省エネ区分［1］…Q値 次世代：1.6W/m2K、新省エネ：1.74W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

北海道
宗谷支庁

1 宗谷岬 26 1 －10.7	 －13.8	 2 1 6 2240	 25 21 4016 40 38 4813	 50 45 7744 70 70
2 船泊 8 1 －9.4	 －13.1	 12 20 2 2444	 29 24 4171 40 40 5029	 50 49 8057 70 70
3 稚内 3 1 －7.9	 －10.9	 2 28 6 2676	 30 28 4346 40 40 5275	 50 50 8413 70 70
4 浜鬼志別 13 1 －13.9	 －19.8	 2 19 23 － － － 3619 37 31 4270	 43 36 6955 70 59
5 沼川 15 1 －18.4	 －27.7	 2 20 7 － － － － － － － － － － － －
6 沓形 14 1 －9.3	 －11.4	 1 13 19 2459	 29 24 4183 40 40 5045	 50 50 8081 70 70
7 豊富 12 1 －14.5	 －21.1	 2 20 5 － － － 3542 35 29 4166	 41 35 6804 67 56
8 浜頓別 13 1 －14.6	 －21.5	 2 20 7 － － － 3529 35 29 4149	 41 34 6779 67 56
9 中頓別 25 1 －22.7	 －30.2	 1 26 6 － － － － － － － － － － － －
10 北見枝幸 7 1 －12.7	 －17.1	 2 20 4 － － － 3770 40 33 4475	 47 39 7254 70 64
11 歌登 14 1 －22.7	 －31.4	 2 20 7 － － － － － － － － － － － －

北海道
上川支庁

12 中川 22 1 －18.2	 －23.6	 1 17 8 － － － 3049 27 23 3515	 31 26 5853 52 44
13 音威子府 40 1 －18.6	 －28.4	 2 20 5 － － － － － － － － － － － －
14 美深 77 1 －18.4	 －31.4	 2 20 6 － － － － － － － － － － － －
15 名寄 89 1 －20.4	 －28.6	 2 20 7 － － － － － － － － － － － －
16 下川 140 1 －19.2	 －25.9	 2 13 21 － － － － － － － － － － － －
17 士別 135 1 －18.7	 －27.7	 2 20 7 － － － － － － － － － － － －
18 朝日 225 1 －18.1	 －25.9	 1 2 4 － － － － － － － － － － － －
19 和寒 138 1 －20.4	 －28.9	 2 20 6 － － － － － － － － － － － －
20 江丹別 140 1 －21.9	 －31.1	 2 20 7 － － － － － － － － － － － －
21 比布 167 1 －16.4	 －22.4	 2 6 6 － － － 3292 31 26 3834	 36 30 6320 59 49
22 上川 324 1 －18.9	 －26.7	 1 2 4 － － － － － － － － － － － －
23 旭川 112 1 －15.9	 －23.7	 1 2 5 － － － 3359 32 27 3922	 37 31 6448 61 51
24 東川 215 1 －17.8	 －25.2	 1 2 2 － － － － － － － － － － － －
25 忠別 310 1 －16.6	 －23.1	 1 1 24 － － － 3266 30 25 3799	 35 30 6268 58 49
26 美瑛 250 1 －19.6	 －27.1	 1 1 23 － － － － － － － － － － － －
27 上富良野 220 1 －18.6	 －23.2	 1 18 7 － － － 2994 26 22 3443	 30 25 5748 51 42
28 富良野 174 1 －20.2	 －28.0	 2 5 7 － － － － － － － － － － － －
29 麓郷 315 1 －20.0	 －29.0	 2 20 6 － － － － － － － － － － － －
30 幾寅 361 1 －21.0	 －27.0	 2 4 7 － － － － － － － － － － － －
31 占冠 332 1 －22.7	 －29.9	 2 4 7 － － － － － － － － － － － －

北海道
留萌支庁

32 天塩 9 1 －14.4	 －20.1	 2 20 5 － － － 3554 35 30 4184	 42 35 6829 68 57
33 遠別 10 1 －15.4	 －22.8	 2 20 5 － － － 3424 33 28 4010	 39 32 6576 63 53
34 初山別 5 1 －12.6	 －21.1	 1 31 7 － － － 3783 40 33 4492	 47 40 7279 70 64
35 焼尻 34 1 －8.0	 －10.1	 1 14 2 2660	 30 28 4334 40 40 5258	 50 50 8389 70 70
36 羽幌 8 1 －11.8	 －17.8	 2 20 5 － － － 3882 40 35 4628	 50 42 7476 70 68
37 達布 30 1 －17.0	 －24.5	 2 20 5 － － － 3212 30 25 3728	 34 29 6165 57 47
38 留萌 24 1 －11.4	 －16.5	 2 20 6 － － － 3931 40 36 4696	 50 43 7574 70 69
39 増毛 36 1 －8.2	 －12.7	 2 5 3 2630	 30 27 4311 40 40 5226	 50 50 8342 70 70
40 幌糠 20 1 －17.0	 －28.4	 2 20 7 － － － － － － － － － － － －

北海道
石狩支庁

41 浜益 3 1 －10.6	 －16.3	 2 5 5 － － － 4028 40 38 4830	 50 45 7768 70 70
42 厚田 5 1 －10.6	 －17.1	 2 2 7 － － － 4028 40 38 4830	 50 45 7768 70 70
43 新篠津 9 1 －13.7	 －21.8	 1 27 7 － － － 3644 37 31 4304	 44 37 7005 70 59
44 山口 5 1 －10.7	 －20.3	 2 20 1 － － － 4016 40 38 4813	 50 45 7744 70 70
45 石狩 5 1 －13.0	 －20.2	 1 18 5 － － － 3733 39 32 4424	 46 38 7180 70 62
46 札幌 17 1 －8.8	 －15.3	 2 20 6 － － － 4242 40 40 5128	 50 50 8200 70 70
47 西野幌 22 1 －14.4	 －25.1	 1 18 7 － － － － － － － － － － － －
48 恵庭島松 30 1 －14.9	 －24.0	 1 18 5 － － － 3490 34 29 4097	 40 34 6703 66 55
49 支笏湖畔 290 1 －9.3	 －13.4	 1 2 5 2459	 29 24 4183 40 40 5045	 50 50 8081 70 70

北海道
空知支庁

50 朱鞠内 255 1 －22.2	 －31.4	 2 20 6 － － － － － － － － － － － －
51 幌加内 159 1 －21.0	 －29.7	 2 20 7 － － － － － － － － － － － －
52 石狩沼田 63 1 －15.1	 －22.7	 2 2 7 － － － 3464 34 28 4062	 40 33 6652 65 54
53 深川 55 1 －16.8	 －22.8	 1 18 7 － － － 3239 30 25 3764	 35 29 6217 58 48
54 空知吉野 100 1 －15.7	 －23.0	 2 20 7 － － － 3385 32 27 3957	 38 32 6499 62 52
55 滝川 48 1 －15.8	 －24.3	 1 27 5 － － － 3372 32 27 3940	 38 31 6474 62 52
56 芦別 90 1 －14.1	 －22.0	 2 20 7 － － － 3593 36 30 4235	 42 36 6905 69 58
57 月形 50 1 －13.2	 －20.8	 2 20 7 － － － 3707 38 32 4390	 45 38 7130 70 62
58 美唄 25 1 －14.4	 －23.6	 2 3 23 － － － 3554 35 30 4184	 42 35 6829 68 57

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

※  部は全てのエコヌク—ルがご使用になれない地域です。
※ 部はエコヌク—ルピコ30がご使用になれない地域です。



256

資料編

資
料
編

※次世代省エネ区分［1］…Q値 次世代：1.6W/m2K、新省エネ：1.74W/m2K　［2］…Q値 次世代：1.9W/m2K、新省エネ：2.67W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

北海道
空知支庁

59 岩見沢 42 1 －11.7	 －19.7	 2 20 7 － － － 3894 40 35 4645	 50 42 7500 70 68
60 長沼 13 1 －14.3	 －23.8	 1 18 5 － － － 3567 36 30 4201	 42 35 6854 68 57
61 夕張 293 1 －13.5	 －19.0	 1 8 8 － － － 3670 38 31 4339	 44 37 7055 70 60

北海道
後志支庁

62 美国 75 1 －8.4	 －15.2	 2 20 4 － － － 4288 40 40 5193	 50 50 8295 70 70
63 神恵内 50 1 －7.1	 －9.3	 1 13 23 2798	 30 30 4437 40 40 5404	 50 50 8600 70 70
64 余市 20 1 －10.4	 －15.0	 1 14 23 2287	 26 22 4052 40 38 4863	 50 46 7817 70 70
65 小樽 25 1 －8.0	 －13.3	 2 19 6 2660	 30 28 4334 40 40 5258	 50 50 8389 70 70
66 岩内 33 1 －9.0	 －14.2	 2 1 6 2506	 30 25 4218 40 40 5095	 50 50 8152 70 70
67 蘭越 24 1 －10.4	 －18.7	 2 1 6 － － － 4052 40 38 4863	 50 46 7817 70 70
68 倶知安 176 1 －13.6	 －19.0	 2 1 5 － － － 3657 37 31 4322	 44 37 7030 70 60
69 寿都 33 2 －7.1	 －9.9	 2 1 6 2798	 30 20 4437 40 31 5404	 50 38 8600 70 60
70 真狩 440 1 －12.2	 －16.2	 1 17 5 － － － 3833 40 34 4560	 49 41 7377 70 66
71 喜茂別 264 1 －18.1	 －28.2	 1 27 8 － － － － － － － － － － － －
72 黒松内 27 1 －13.7	 －23.5	 2 20 6 － － － 3644 37 31 4304	 44 37 7005 70 59

北海道
網走支庁

73 雄武 14 1 －13.9	 －18.6	 2 28 7 － － － 3619 37 31 4270	 43 36 6955 70 59
74 興部 8 1 －15.5	 －19.8	 2 20 4 － － － 3411 33 27 3992	 38 32 6550 63 53
75 西興部 118 1 －18.8	 －25.9	 2 20 7 － － － － － － － － － － － －
76 紋別 16 1 －12.1	 －16.9	 2 20 7 － － － 3845 40 34 4577	 49 41 7402 70 66
77 湧別 6 1 －15.1	 －20.3	 2 20 7 － － － 3464 34 28 4062	 40 33 6652 65 54
78 滝上 165 1 －20.4	 －29.2	 2 20 7 － － － － － － － － － － － －
79 常呂 4 1 －15.3	 －21.6	 2 13 7 － － － 3438 33 28 4027	 39 33 6601 64 53
80 遠軽 90 1 －16.1	 －23.5	 2 19 5 － － － 3332 31 26 3887	 37 31 6397 60 50
81 佐呂間 36 1 －19.6	 －25.9	 2 14 1 － － － － － － － － － － － －
82 網走 38 1 －11.5	 －18.5	 1 26 6 － － － 3919 40 36 4679	 50 43 7549 70 69
83 宇登呂 144 1 －11.3	 －15.0	 1 17 21 2145	 24 20 3943 40 36 4712	 50 43 7598 70 70
84 白滝 475 1 －15.7	 －21.4	 2 19 7 － － － 3385 32 27 3957	 38 32 6499 62 52
85 生田原 198 1 －20.0	 －24.2	 2 6 6 － － － 2798 24 20 3190	 27 23 5377 46 38
86 北見 84 1 －16.1	 －21.3	 2 21 6 － － － 3332 31 26 3887	 37 31 6397 60 50
87 小清水 22 1 －17.4	 －25.6	 1 26 24 － － － － － － － － － － － －
88 斜里 15 1 －15.8	 －21.7	 1 29 20 － － － 3372 32 27 3940	 38 31 6474 62 52
89 留辺蘂 325 1 －17.3	 －23.2	 2 19 3 － － － 3171 29 24 3675	 34 28 6087 56 46
90 境野 190 1 －17.7	 －23.6	 2 19 4 － － － 3117 28 24 3604	 33 27 5983 54 45
91 美幌 60 1 －17.3	 －21.2	 2 25 6 － － － 3171 29 24 3675	 34 28 6087 56 46
92 津別 100 1 －17.3	 －22.7	 2 19 4 － － － 3171 29 24 3675	 34 28 6087 56 46

北海道
根室支庁

93 羅臼 82 1 －9.1	 －14.9	 2 13 5 2491	 30 25 4207 40 40 5078	 50 50 8128 70 70
94 標津 5 1 －13.5	 －23.0	 2 6 4 － － － 3670 38 31 4339	 44 37 7055 70 60
95 中標津 50 1 －15.6	 －23.2	 2 5 23 － － － 3398 33 27 3975	 38 32 6525 63 52
96 計根別 110 1 －14.3	 －19.9	 2 6 7 － － － 3567 36 30 4201	 42 35 6854 68 57
97 別海 22 1 －17.3	 －22.5	 2 6 4 － － － 3171 29 24 3675	 34 28 6087 56 46
98 根室 25 1 －8.3	 －13.3	 2 14 6 2614	 30 27 4300 40 40 5209	 50 50 8318 70 70
99 納沙布 12 1 －7.6	 －11.6	 2 6 4 2721	 30 29 4380 40 40 5323	 50 50 8483 70 70
100 厚床 30 1 －14.3	 －20.0	 2 14 5 － － － 3567 36 30 4201	 42 35 6854 68 57

北海道
釧路支庁

101 川湯 133 1 －22.2	 －28.2	 2 6 6 － － － － － － － － － － － －
102 弟子屈 198 1 －14.9	 －18.8	 2 21 1 － － － 3490 34 29 4097	 40 34 6703 66 55
103 阿寒湖畔 430 1 －19.8	 －25.7	 2 21 3 － － － － － － － － － － － －
104 標茶 32 1 －19.6	 －26.9	 1 31 7 － － － － － － － － － － － －
105 鶴居 42 1 －16.8	 －20.1	 2 25 2 － － － 3239 30 25 3764	 35 29 6217 58 48
106 中徹別 71 1 －16.6	 －21.4	 2 19 6 － － － 3266 30 25 3799	 35 30 6268 58 49
107 榊町 2 1 －13.0	 －19.9	 2 14 6 － － － 3733 39 32 4424	 46 38 7180 70 62
108 太田 85 1 －12.3	 －17.3	 2 14 3 － － － 3820 40 34 4543	 48 40 7353 70 65
109 白糠 9 1 －15.1	 －20.9	 2 19 6 － － － 3464 34 28 4062	 40 33 6652 65 54
110 釧路 32 1 －13.7	 －19.4	 1 25 7 － － － 3644 37 31 4304	 44 37 7005 70 59
111 知方学 145 1 －10.2	 －13.1	 1 31 7 2319	 26 22 4076 40 39 4896	 50 47 7865 70 70

北海道
十勝支庁

112 陸別 207 1 －22.1	 －27.5	 1 30 7 － － － － － － － － － － － －
113 糠平 540 1 －21.1	 －25.7	 2 4 6 － － － － － － － － － － － －
114 上士幌 295 1 －14.8	 －19.1	 2 20 5 － － － 3503 34 29 4114	 40 34 6728 66 55
115 足寄 100 1 －18.9	 －23.5	 2 6 7 － － － 2952 26 22 3389	 30 25 5669 49 41
116 本別 60 1 －18.1	 －24.5	 1 2 7 － － － 3063 27 23 3532	 32 26 5879 52 44

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

※  部は全てのエコヌク—ルがご使用になれない地域です。
※ 部はエコヌク—ルピコ30がご使用になれない地域です。

�設計外気温度データ
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※次世代省エネ区分［1］…Q値 次世代：1.6W/m2K、新省エネ：1.74W/m2K　［2］…Q値 次世代：1.9W/m2K、新省エネ：2.67W/m2K　［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

北海道
十勝支庁

117 新得 178 1 －14.8	 －22.2	 2 6 6 － － － 3503 34 29 4114	 40 34 6728 66 55
118 鹿追 213 1 －14.0	 －20.2	 2 5 4 － － － 3606 36 30 4253	 43 36 6930 70 58
119 駒場 112 1 －18.2	 －25.2	 2 4 7 － － － － － － － － － － － －
120 芽室 80 1 －18.7	 －25.2	 2 6 6 － － － － － － － － － － － －
121 帯広 38 1 －16.7	 －21.7	 2 4 7 － － － 3252 30 25 3781	 35 29 6243 58 48
122 池田 42 1 －17.8	 －23.0	 1 25 6 － － － 3104 28 23 3586	 32 27 5957 54 45
123 浦幌 20 1 －16.1	 －21.7	 1 2 7 － － － 3332 31 26 3887	 37 31 6397 60 50
124 糠内 70 1 －21.6	 －25.0	 2 14 6 － － － 2569 21 17 2896	 24 20 4947 40 34
125 上札内 255 1 －16.3	 －20.2	 2 2 4 － － － 3306 31 26 3852	 36 30 6346 60 50
126 更別 190 1 －17.6	 －21.9	 2 14 7 － － － 3131 28 24 3622	 33 27 6009 54 45
127 大津 4 1 －17.9	 －22.7	 1 2 7 － － － 3090 28 23 3568	 32 27 5931 53 44
128 大樹 87 1 －18.9	 －24.5	 1 26 1 － － － 2952 26 22 3389	 30 25 5669 49 41
129 広尾 32 1 －12.3	 －16.6	 2 2 5 － － － 3820 40 34 4543	 48 40 7353 70 65

北海道
胆振支庁

130 厚真 20 1 －16.5	 －22.9	 1 27 1 － － － 3279 31 26 3817	 36 30 6294 59 49
131 穂別 56 1 －19.4	 －24.6	 2 20 6 － － － 2883 25 21 3298	 28 24 5536 48 40
132 大滝 390 1 －16.1	 －21.8	 1 8 7 － － － 3332 31 26 3887	 37 31 6397 60 50
133 森野 150 1 －11.8	 －18.2	 1 29 7 － － － 3882 40 35 4628	 50 42 7476 70 68
134 苫小牧 6 1 －10.4	 －13.8	 1 2 7 2287	 26 22 4052 40 38 4863	 50 46 7817 70 70
135 大岸 8 1 －12.2	 －16.9	 2 20 6 － － － 3833 40 34 4560	 49 41 7377 70 66
136 白老 7 1 －10.9	 －19.9	 2 20 7 － － － 3992 40 37 4779	 50 45 7695 70 70
137 鵡川 10 1 －15.4	 －21.6	 2 20 7 － － － 3424 33 28 4010	 39 32 6576 63 53
138 伊達 84 1 －9.0	 －12.2	 1 21 4 2506	 30 25 4218 40 40 5095	 50 50 8152 70 70
139 登別 197 1 －8.2	 －10.7	 12 20 4 2630	 30 27 4311 40 40 5226	 50 50 8342 70 70
140 室蘭 40 1 －5.2	 －7.8	 2 11 5 3082	 30 30 4647 40 40 5708	 50 50 9038 70 70

北海道日
高支庁

141 日高 280 1 －17.0	 －21.4	 2 19 7 － － － 3212 30 25 3728	 34 29 6165 57 47
142 日高門別 10 1 －12.8	 －15.6	 2 14 6 － － － 3758 39 33 4458	 47 39 7229 70 63
143 新和 60 1 －16.4	 －22.8	 2 25 6 － － － 3292 31 26 3834	 36 30 6320 59 49
144 静内 10 1 －10.2	 －14.6	 1 9 3 2319	 26 22 4076 40 39 4896	 50 47 7865 70 70
145 三石 10 1 －14.3	 －19.7	 1 14 24 － － － 3567 36 30 4201	 42 35 6854 68 57
146 中杵臼 80 1 －17.2	 －23.2	 2 20 7 － － － 3185 29 24 3693	 34 28 6113 56 47
147 浦河 33 1 －8.4	 －12.2	 1 2 5 2599	 30 26 4288 40 40 5193	 50 50 8295 70 70
148 えりも岬 63 1 －6.7	 －10.1	 1 27 7 2858	 30 30 4482 40 40 5469	 50 50 8693 70 70

北海道
渡島支庁

149 長万部 10 1 －11.3	 －16.5	 2 20 5 － － － 3943 40 36 4712	 50 43 7598 70 70
150 八雲 6 1 －9.7	 －15.3	 1 29 6 － － － 4136 40 40 4979	 50 48 7985 70 70
151 森 18 1 －8.4	 －12.2	 2 24 5 2599	 30 26 4288 40 40 5193	 50 50 8295 70 70
152 南茅部 25 1 －8.0	 －12.0	 1 24 21 2660	 30 28 4334 40 40 5258	 50 50 8389 70 70
153 大野 25 1 －11.0	 －18.0	 1 18 7 － － － 3980 40 37 4763	 50 44 7671 70 70
154 函館 33 2 －8.7	 －13.8	 2 20 6 2553	 26 17 4253 40 28 5144	 50 34 8224 70 54
155 木古内 6 2 －8.1	 －14.0	 2 7 3 2645	 27 18 4323 40 29 5242	 50 35 8365 70 56
156 松前 30 2 －6.0	 －9.1	 1 8 21 2963	 30 22 4559 40 33 5581	 50 41 8855 70 65

北海道
桧山支庁

157 瀬棚 10 2 －7.2	 －11.7	 2 1 6 2782	 30 19 4425 40 31 5388	 50 38 8576 70 60
158 今金 19 1 －10.3	 －20.3	 2 20 7 － － － 4064 40 39 4880	 50 46 7841 70 70
159 奥尻 9 1 －6.6	 －9.8	 1 18 1 2873	 30 30 4493 40 40 5485	 50 50 8716 70 70
160 熊石 34 2 －7.1	 －11.0	 2 20 1 2798	 30 20 4437 40 31 5404	 50 38 8600 70 60
161 鶉 53 2 －10.5	 －18.8	 2 4 3 － － － 4040 38 25 4846	 46 30 7792 70 48
162 江差 4 2 －5.8	 －10.2	 2 7 7 2993	 30 22 4581 40 34 5613	 50 41 8901 70 66

青森県

163 大間 14 2 －5.3	 －7.9	 1 8 24 3068	 30 23 4636 40 35 5692	 50 43 9015 70 68
164 むつ 3 2 －5.5	 －15.2	 2 7 7 － － － 4614 40 34 5660	 50 42 8969 70 67
165 小田野沢 6 2 －5.3	 －12.8	 2 7 7 3068	 30 23 4636 40 35 5692	 50 43 9015 70 68
166 今別 30 2 －5.2	 －10.2	 1 18 5 3082	 30 23 4647 40 35 5708	 50 43 9038 70 68
167 脇野沢 15 2 －5.4	 －8.0	 1 8 19 3053	 30 23 4625 40 35 5676	 50 43 8992 70 67
168 市浦 20 2 －5.6	 －15.0	 1 18 5 3023	 30 22 4603 40 34 5644	 50 42 8946 70 66
169 蟹田 3 2 －6.8	 －13.7	 2 25 6 2843	 30 20 4470 40 32 5453	 50 39 8670 70 61
170 五所川原 9 2 －5.1	 －11.6	 1 22 6 3097	 30 24 4658 40 35 5724	 50 43 9061 70 69
171 青森 3 3 －4.5	 －8.1	 1 22 8 3186	 30 21 4723 40 31 5818	 50 39 9197 70 61
172 野辺地 43 2 －5.2	 －10.4	 2 7 7 3082	 30 23 4647 40 35 5708	 50 43 9038 70 68
173 六ヶ所 85 2 －6.3	 －8.6	 12 16 9 2918	 30 21 4526 40 33 5533	 50 40 8785 70 63
174 鰺ケ沢 40 2 －4.8	 －7.8	 12 16 8 3142	 30 24 4690 40 36 5771	 50 44 9129 70 70

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

※  部は全てのエコヌク—ルがご使用になれない地域です。
※ 部はエコヌク—ルピコ30がご使用になれない地域です。

�設計外気温度データ
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※次世代省エネ区分［1］…Q値 次世代：1.6W/m2K、新省エネ：1.74W/m2K　［2］…Q値 次世代：1.9W/m2K、新省エネ：2.67W/m2K　［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

青森県

175 深浦 66 3 －4.1	 －7.3	 1 8 23 3244	 30 22 4765 40 32 5881	 50 40 9287 70 63
176 弘前 30 2 －5.8	 －8.3	 2 21 7 2993	 30 22 4581 40 34 5613	 50 41 8901 70 66
177 黒石 40 2 －6.5	 －9.9	 2 4 5 2888	 30 21 4504 40 32 5501	 50 39 8739 70 63
178 酸ケ湯 920 2 －12.7	 －14.8	 1 9 1 1920	 17 11 3770 33 22 4475	 40 26 7254 64 41
179 三沢 39 2 －4.9	 －7.6	 2 21 2 3127	 30 24 4680 40 36 5755	 50 44 9106 70 70
180 十和田 42 2 －5.5	 －9.5	 12 29 2 3038	 30 23 4614 40 34 5660	 50 42 8969 70 67
181 八戸 27 2 －4.9	 －8.4	 2 22 7 3127	 30 24 4680 40 36 5755	 50 44 9106 70 70
182 碇ヶ関 145 2 －8.0	 －11.3	 3 4 7 2660	 28 18 4334 40 29 5258	 50 35 8389 70 57
183 休屋 408 1 －8.6	 －14.9	 2 20 7 2568	 30 26 4265 40 40 5160	 50 50 8247 70 70
184 三戸 38 2 －7.2	 －11.1	 3 7 6 2782	 30 19 4425 40 31 5388	 50 38 8576 70 60

秋田県

185 八森 31 3 －3.7	 －10.4	 2 4 3 3303	 30 23 4808 40 33 5944	 50 41 9377 70 64
186 能代 6 3 －4.3	 －8.4	 2 20 4 3215	 30 22 4744 40 32 5850	 50 39 9242 70 62
187 鷹巣 29 2 －5.9	 －12.7	 1 13 7 2978	 30 22 4570 40 34 5597	 50 41 8878 70 65
188 大館 59 2 －7.2	 －14.0	 1 30 7 2782	 30 19 4425 40 31 5388	 50 38 8576 70 60
189 毛馬内 123 2 －8.4	 －15.8	 2 5 4 － － － 4288 40 28 5193	 50 35 8295 70 55
190 湯瀬 236 2 －6.5	 －10.2	 2 6 6 2888	 30 21 4504 40 32 5501	 50 39 8739 70 63
191 八幡平 620 2 －9.6	 －15.3	 1 30 7 － － － 4148 40 26 4996	 49 32 8009 70 51
192 男鹿 20 3 －4.5	 －7.4	 1 17 24 3186	 30 21 4723 40 31 5818	 50 39 9197 70 61
193 大潟 －3 3 －4.7	 －11.2	 2 20 7 3156	 30 21 4701 40 31 5787	 50 38 9152 70 60
194 五城目 6 2 －3.9	 －7.2	 1 19 3 3274	 30 26 4786 40 38 5912	 50 47 9332 70 70
195 阿仁合 120 2 －6.3	 －10.4	 1 30 3 2918	 30 21 4526 40 33 5533	 50 40 8785 70 63
196 秋田 6 3 －4.3	 －9.0	 2 20 5 3215	 30 22 4744 40 32 5850	 50 39 9242 70 62
197 岩見三内 55 2 －5.9	 －11.1	 2 20 6 2978	 30 22 4570 40 34 5597	 50 41 8878 70 65
198 角館 56 2 －5.8	 －12.3	 1 22 6 2993	 30 22 4581 40 34 5613	 50 41 8901 70 66
199 田沢湖 228 2 －7.8	 －11.7	 2 20 6 2691	 28 18 4357 40 30 5291	 50 36 8436 70 57
200 大正寺 20 2 －5.2	 －11.6	 1 19 6 3082	 30 23 4647 40 35 5708	 50 43 9038 70 68
201 大曲 30 2 －7.0	 －14.4	 1 19 5 2813	 30 20 4448 40 31 5420	 50 38 8623 70 60
202 本荘 11 3 －3.3	 －5.8	 1 30 6 3361	 30 24 4849 40 34 6006	 50 42 9467 70 66
203 東由利 117 2 －5.9	 －17.2	 2 20 7 － － － 4570 40 34 5597	 50 41 8878 70 65
204 横手 59 2 －5.4	 －12.8	 1 30 6 3053	 30 23 4625 40 35 5676	 50 43 8992 70 67
205 象潟 5 3 －1.2	 －6.7	 1 22 6 3661	 30 28 5064 40 39 6328	 50 49 9930 70 70
206 矢島 72 3 －3.9	 －8.2	 1 22 6 3274	 30 22 4786 40 33 5912	 50 40 9332 70 64
207 湯沢 74 2 －6.1	 －12.2	 1 30 6 2948	 30 21 4548 40 33 5565	 50 41 8832 70 64
208 湯ノ岱 320 2 －6.8	 －11.6	 2 20 7 2843	 30 20 4470 40 32 5453	 50 39 8670 70 61

岩手県

209 種市 70 2 －5.1	 －7.8	 2 22 7 3097	 30 24 4658 40 35 5724	 50 43 9061 70 69
210 軽米 153 2 －7.5	 －13.5	 12 28 7 2737	 29 19 4391 40 30 5340	 50 37 8506 70 59
211 二戸 87 2 －7.4	 －12.8	 2 15 6 2752	 29 19 4403 40 30 5356	 50 37 8530 70 59
212 山形 290 1 －8.8	 －16.9	 1 31 5 － － － 4242 40 40 5128	 50 50 8200 70 70
213 久慈 25 2 －7.0	 －10.1	 1 17 7 2813	 30 20 4448 40 31 5420	 50 38 8623 70 60
214 荒屋 290 1 －9.1	 －16.5	 2 6 6 － － － 4207 40 40 5078	 50 50 8128 70 70
215 奥中山 430 2 －10.8	 －18.0	 1 30 7 － － － 4004 38 24 4796	 45 29 7720 70 47
216 葛巻 390 1 －9.2	 －15.4	 2 21 4 － － － 4195 40 40 5062	 50 50 8105 70 70
217 普代 7 2 －7.2	 －13.0	 2 15 5 2782	 30 19 4425 40 31 5388	 50 38 8576 70 60
218 岩手松尾 275 1 －9.2	 －13.7	 1 5 1 2475	 29 24 4195 40 40 5062	 50 50 8105 70 70
219 好摩 205 2 －8.3	 －13.8	 2 21 7 2614	 27 17 4300 40 29 5209	 50 35 8318 70 55
220 岩泉 112 2 －7.2	 －10.7	 2 15 4 2782	 30 19 4425 40 31 5388	 50 38 8576 70 60
221 小本 10 2 －5.6	 －10.0	 3 7 6 3023	 30 22 4603 40 34 5644	 50 42 8946 70 66
222 藪川 680 2 －16.0	 －22.4	 2 6 7 － － － 3345 27 17 3905	 31 20 6423 51 33
223 雫石 208 2 －7.7	 －14.1	 2 8 7 2706	 29 18 4369 40 30 5307	 50 36 8460 70 58
224 盛岡 155 2 －6.0	 －9.9	 1 30 7 2963	 30 22 4559 40 33 5581	 50 41 8855 70 65
225 門馬 620 2 －13.2	 －17.9	 2 8 1 － － － 3707 32 21 4390	 38 25 7130 62 40
226 宮古 43 3 －4.5	 －7.9	 2 14 6 3186	 30 21 4723 40 31 5818	 50 39 9197 70 61
227 紫波 170 2 －6.6	 －9.6	 1 9 3 2873	 30 20 4493 40 32 5485	 50 39 8716 70 62
228 川井 206 2 －6.6	 －11.3	 2 4 6 2873	 30 20 4493 40 32 5485	 50 39 8716 70 62
229 沢内 327 1 －7.8	 －16.7	 1 19 6 － － － 4357 40 40 5291	 50 50 8436 70 70
230 大迫 140 2 －7.5	 －11.5	 2 17 4 2737	 29 19 4391 40 30 5340	 50 37 8506 70 59
231 山田 4 2 －4.5	 －9.0	 2 5 6 3186	 30 25 4723 40 37 5818	 50 45 9197 70 70
232 湯田 250 1 －7.3	 －12.1	 1 22 7 2767	 30 29 4414 40 40 5372	 50 50 8553 70 70

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

※ 部はエコヌク—ルピコ 30がご使用になれない地域です。
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※次世代省エネ区分［2］…Q値 次世代：1.9W/m2K、新省エネ：2.67W/m2K　［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

岩手県

233 遠野 273 2 －7.5	 －12.1	 1 31 7 2737	 29 19 4391 40 30 5340	 50 37 8506 70 59
234 北上 60 2 －5.5	 －10.6	 1 19 6 3038	 30 23 4614 40 34 5660	 50 42 8969 70 67
235 釜石 15 3 －3.1	 －5.9	 2 9 7 3390	 30 24 4870 40 34 6037	 50 43 9511 70 67
236 若柳 100 2 －6.2	 －11.1	 1 5 7 2933	 30 21 4537 40 33 5549	 50 40 8809 70 64
237 江刺 42 2 －6.8	 －11.8	 1 13 4 2843	 30 20 4470 40 32 5453	 50 39 8670 70 61
238 住田 80 2 －5.4	 －8.9	 2 17 3 3053	 30 23 4625 40 35 5676	 50 43 8992 70 67
239 大船渡 37 3 －3.4	 －6.1	 1 31 6 3346	 30 23 4839 40 34 5990	 50 42 9444 70 66
240 一関 32 3 －4.2	 －7.5	 2 12 5 3230	 30 22 4755 40 32 5865	 50 39 9265 70 62
241 千厩 120 2 －6.6	 －9.1	 2 21 6 2873	 30 20 4493 40 32 5485	 50 39 8716 70 62

宮城県

242 駒の湯 525 2 －7.9	 －11.1	 2 7 7 2676	 28 18 4346 40 29 5275	 50 36 8413 70 57
243 気仙沼 62 3 －4.5	 －7.4	 2 21 4 3186	 30 21 4723 40 31 5818	 50 39 9197 70 61
244 川渡 170 3 －5.3	 －9.5	 12 17 6 3068	 28 20 4636 40 30 5692	 50 36 9015 70 58
245 築館 25 2 －5.6	 －9.6	 2 15 6 3023	 30 22 4603 40 34 5644	 50 42 8946 70 66
246 米山 5 3 －5.6	 －13.1	 1 31 2 3023	 27 19 4603 40 29 5644	 50 36 8946 70 57
247 志津川 38 3 －3.9	 －7.8	 12 17 1 3274	 30 22 4786 40 33 5912	 50 40 9332 70 64
248 古川 23 3 －3.8	 －7.9	 2 12 6 3288	 30 22 4797 40 33 5928	 50 41 9355 70 64
249 大衡 55 3 －4.7	 －8.9	 2 5 6 3156	 30 21 4701 40 31 5787	 50 38 9152 70 60
250 鹿島台 3 3 －5.4	 －10.8	 2 5 6 3053	 28 19 4625 40 29 5676	 50 36 8992 70 57
251 石巻 43 3 －3.0	 －6.8	 3 9 6 3404	 30 24 4881 40 35 6052	 50 43 9534 70 68
252 新川 264 3 －6.1	 －10.5	 1 31 3 2948	 26 18 4548 40 28 5565	 50 34 8832 70 55
253 塩釜 105 3 －3.5	 －7.1	 1 22 7 3332	 30 23 4829 40 33 5975	 50 41 9422 70 65
254 江ノ島 40 3 －1.6	 －3.4	 2 21 24 3605	 30 27 5024 40 38 6267	 50 48 9842 70 70
255 仙台 39 3 －2.2	 －6.1	 1 31 7 3519	 30 26 4963 40 37 6176	 50 46 9711 70 70
256 川崎 200 3 －4.4	 －8.8	 3 9 4 3201	 30 21 4733 40 32 5834	 50 39 9220 70 61
257 白石 86 3 －3.5	 －8.4	 1 31 5 3332	 30 23 4829 40 33 5975	 50 41 9422 70 65
258 亘理 8 3 －2.5	 －5.5	 12 17 7 3476	 30 25 4932 40 36 6130	 50 45 9644 70 70
259 丸森 18 3 －4.8	 －9.8	 2 10 5 3142	 30 21 4690 40 31 5771	 50 38 9129 70 60

山形県

260 飛島 58 3 －2.4	 －4.3	 1 30 2 3491	 30 26 4943 40 36 6145	 50 45 9666 70 70
261 酒田 3 3 －1.6	 －3.9	 1 28 21 3605	 30 27 5024 40 38 6267	 50 48 9842 70 70
262 差首鍋 90 2 －4.4	 －11.2	 2 27 7 3201	 30 25 4733 40 37 5834	 50 46 9220 70 70
263 金山 170 2 －5.4	 －10.2	 1 30 7 3053	 30 23 4625 40 35 5676	 50 43 8992 70 67
264 鶴岡 16 3 －1.6	 －3.4	 1 13 3 3605	 30 27 5024 40 38 6267	 50 48 9842 70 70
265 狩川 17 3 －3.0	 －10.5	 2 20 2 3404	 30 24 4881 40 35 6052	 50 43 9533 70 68
266 新庄 105 2 －5.4	 －10.0	 1 13 7 3053	 30 23 4625 40 35 5676	 50 43 8992 70 67
267 向町 212 2 －5.5	 －8.1	 1 5 4 3038	 30 23 4614 40 34 5660	 50 42 8969 70 67
268 肘折 365 2 －6.6	 －10.9	 1 13 7 2873	 30 20 4493 40 32 5485	 50 39 8716 70 62
269 尾花沢 110 2 －5.8	 －10.6	 1 19 7 2993	 30 22 4581 40 34 5613	 50 41 8901 70 66
270 鼠ヶ関 7 3 －1.3	 －3.8	 2 12 7 3647	 30 28 5054 40 39 6313	 50 49 9908 70 70
271 楯岡 118 3 －4.1	 －8.3	 1 22 7 3244	 30 22 4765 40 32 5881	 50 40 9287 70 63
272 大井沢 440 2 －7.1	 －16.0	 2 12 6 － － － 4437 40 31 5404	 50 38 8600 70 60
273 左沢 133 2 －5.3	 －11.0	 1 5 7 3068	 30 23 4636 40 35 5692	 50 43 9015 70 68
274 山形 152 3 －4.0	 －6.7	 1 9 7 3259	 30 22 4776 40 32 5897	 50 40 9310 70 63
275 長井 230 2 －6.3	 －9.9	 2 5 8 2918	 30 21 4526 40 33 5533	 50 40 8785 70 63
276 小国 140 2 －4.4	 －7.3	 1 17 7 3201	 30 25 4733 40 37 5834	 50 46 9220 70 70
277 高畠 220 2 －5.7	 －9.1	 1 5 7 3008	 30 22 4592 40 34 5629	 50 42 8924 70 66
278 高峰 250 2 －5.7	 －11.8	 1 13 7 3008	 30 22 4592 40 34 5629	 50 42 8924 70 66
279 米沢 239 2 －5.4	 －10.9	 1 13 6 3053	 30 23 4625 40 35 5676	 50 43 8992 70 67

福島県

280 茂庭 200 3 －4.7	 －9.4	 2 5 7 3156	 30 21 4701 40 31 5787	 50 38 9152 70 60
281 梁川 46 3 －3.7	 －7.3	 2 5 6 3303	 30 23 4808 40 33 5944	 50 41 9377 70 64
282 桧原 839 2 －11.0	 －16.6	 2 21 6 － － － 3980 37 24 4763	 45 29 7671 70 46
283 福島 67 3 －2.8	 －5.0	 2 5 7 3433	 30 25 4901 40 35 6083	 50 44 9578 70 69
284 相馬 9 3 －3.4	 －7.7	 2 20 5 3346	 30 23 4839 40 34 5990	 50 42 9444 70 66
285 喜多方 212 2 －5.0	 －10.8	 2 12 6 3112	 30 24 4669 40 36 5740	 50 44 9084 70 69
286 鷲倉 1210 3 －10.6	 －12.5	 2 21 3 2256	 17 12 4028 30 21 4830	 36 25 7768 58 41
287 飯舘 452 2 －8.3	 －12.2	 2 15 5 2614	 27 17 4300 40 29 5209	 50 35 8318 70 55
288 西会津 110 2 －5.4	 －11.8	 2 12 7 3053	 30 23 4625 40 35 5676	 50 43 8992 70 67
289 猪苗代 521 2 －7.4	 －12.5	 2 21 4 2752	 29 19 4403 40 30 5356	 50 37 8530 70 59
290 二本松 240 3 －4.5	 －8.1	 2 5 6 3186	 30 21 4723 40 31 5818	 50 39 9197 70 61

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

※ 部はエコヌク—ルピコ 30がご使用になれない地域です。
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※次世代省エネ区分［2］…Q値 次世代：1.9W/m2K、新省エネ：2.67W/m2K　［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K　［4］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：3.95W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

福島県

291 金山 324 2 －5.4	 －10.4	 2 5 7 3053	 30 23 4625 40 35 5676	 50 43 8992 70 67
292 若松 212 3 －3.9	 －7.5	 1 22 8 3274	 30 22 4786 40 33 5912	 50 40 9332 70 64
293 船引 460 2 －5.6	 －8.7	 1 8 7 3023	 30 22 4603 40 34 5644	 50 42 8946 70 66
294 浪江 47 3 －3.1	 －6.9	 1 24 6 3390	 30 24 4870 40 34 6037	 50 43 9511 70 67
295 只見 377 2 －6.5	 －12.6	 2 5 6 2888	 30 21 4504 40 32 5501	 50 39 8739 70 63
296 郡山 230 3 －3.9	 －8.2	 2 5 7 3274	 30 22 4786 40 33 5912	 50 40 9332 70 64
297 川内 410 2 －7.6	 －11.5	 2 10 7 2721	 29 19 4380 40 30 5323	 50 36 8483 70 58
298 南郷 540 2 －8.2	 －14.1	 2 5 7 2630	 27 18 4311 40 29 5226	 50 35 8342 70 56
299 湯本 640 2 －8.9	 －17.2	 2 5 6 － － － 4230 40 28 5111	 50 33 8176 70 53
300 小野新町 433 2 －6.7	 －9.3	 2 2 7 2858	 30 20 4482 40 32 5469	 50 39 8693 70 62
301 広野 43 4 －2.6	 －5.5	 12 17 4 3462	 30 20 4922 40 28 6114	 50 35 9622 70 55
302 田島 570 2 －7.5	 －12.6	 2 11 7 2737	 29 19 4391 40 30 5340	 50 37 8506 70 59
303 白河 354 3 －4.2	 －7.3	 2 10 4 3230	 30 22 4755 40 32 5865	 50 39 9265 70 62
304 石川 290 3 －4.9	 －7.6	 1 8 7 3127	 29 20 4680 40 30 5755	 50 37 9106 70 59
305 桧枝岐 930 2 －10.6	 －15.7	 2 10 6 － － － 4028 38 25 4830	 46 30 7768 70 48
306 上遠野 125 4 －3.5	 －6.2	 3 8 6 3332	 30 18 4829 40 27 5975	 50 33 9422 70 52
307 東白川 217 3 －5.9	 －10.3	 1 9 6 2978	 27 19 4570 40 29 5597	 50 35 8878 70 55
308 小名浜 3 4 －1.9	 －4.2	 1 24 7 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58

茨城県

309 大津 45 4 －1.9	 －4.7	 1 10 7 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58
310 大子 120 3 －6.1	 －8.6	 2 23 6 2948	 26 18 4548 40 28 5565	 50 34 8832 70 55
311 小瀬 95 4 －5.5	 －7.5	 1 29 5 3038	 25 15 4614 37 23 5660	 46 29 8969 70 45
312 日立 52 4 －0.7	 －3.7	 3 6 6 3731	 30 24 5114 40 32 6404	 50 41 10038 70 64
313 笠間 65 4 －4.8	 －8.8	 2 14 6 3142	 26 16 4690 39 24 5771	 48 30 9129 70 47
314 水戸 29 4 －3.1	 －6.7	 1 16 7 3390	 30 19 4870 40 27 6037	 50 34 9511 70 53
315 古河 20 4 －2.4	 －5.3	 1 24 6 3491	 30 20 4943 40 29 6145	 50 36 9666 70 56
316 筑波山 868 4 －5.6	 －9.0	 2 25 7 3023	 24 15 4603 37 23 5644	 46 28 8946 70 45
317 下妻 20 4 －3.9	 －7.1	 2 2 5 3274	 29 18 4786 40 26 5912	 50 32 9332 70 51
318 鉾田 32 4 －4.8	 －8.8	 1 31 6 3142	 26 16 4690 39 24 5771	 48 30 9129 70 47
319 長峰 25 4 －4.3	 －7.0	 1 31 7 3215	 28 17 4744 40 25 5850	 50 31 9242 70 49
320 土浦 26 4 －2.4	 －5.2	 1 28 7 3491	 30 20 4943 40 29 6145	 50 36 9666 70 56
321 鹿島 37 4 －0.9	 －3.3	 1 24 6 3703	 30 23 5094 40 32 6374	 50 40 9995 70 63
322 竜ヶ崎 4 4 －3.7	 －6.6	 2 15 6 3303	 29 18 4808 40 26 5944	 50 32 9377 70 51

栃木県

323 那須 749 3 －6.2	 －9.4	 2 21 23 2933	 26 18 4537 40 28 5549	 49 34 8809 70 54
324 五十里 620 2 －7.6	 －11.8	 2 10 7 2721	 29 19 4380 40 30 5323	 50 36 8483 70 58
325 黒磯 343 3 －5.2	 －8.8	 1 8 5 3082	 29 20 4647 40 30 5708	 50 37 9038 70 58
326 土呂部 925 2 －11.2	 －16.0	 2 5 4 － － － 3956 37 24 4729	 44 28 7622 70 46
327 大田原 215 3 －3.9	 －6.5	 1 10 5 3274	 30 22 4786 40 33 5912	 50 40 9332 70 64
328 日光 1292 2 －10.1	 －13.5	 1 23 24 2334	 23 15 4088 39 26 4913	 47 31 7889 70 49
329 今市 414 3 －4.8	 －6.8	 3 6 6 3142	 30 21 4690 40 31 5771	 50 38 9129 70 60
330 塩谷 255 3 －4.9	 －8.6	 2 22 6 3127	 29 20 4680 40 30 5755	 50 37 9106 70 59
331 烏山 162 4 －4.7	 －7.8	 1 18 7 3156	 27 16 4701 40 25 5787	 49 30 9152 70 48
332 鹿沼 165 3 －4.6	 －6.4	 1 24 6 3171	 30 21 4712 40 31 5803	 50 38 9174 70 61
333 宇都宮 119 4 －3.4	 －5.9	 1 24 6 3346	 30 19 4839 40 27 5990	 50 33 9444 70 52
334 真岡 91 4 －5.4	 －9.7	 2 13 7 3053	 25 15 4625 38 23 5676	 46 29 8992 70 46
335 佐野 39 4 －4.0	 －6.4	 1 29 5 3259	 28 18 4776 40 26 5897	 50 32 9310 70 50
336 小山 44 4 －3.9	 －7.2	 1 29 7 3274	 29 18 4786 40 26 5912	 50 32 9332 70 51

群馬県

337 藤原 700 2 －8.3	 －14.4	 2 5 6 2614	 27 17 4300 40 29 5209	 50 35 8318 70 55
338 水上 520 2 －6.0	 －9.4	 1 22 3 2963	 30 22 4559 40 33 5581	 50 41 8855 70 65
339 草津 1230 2 －10.4	 －13.7	 2 3 24 2287	 22 14 4052 39 25 4863	 46 30 7817 70 48
340 沼田 430 3 －5.6	 －11.6	 2 5 7 3023	 27 19 4603 40 29 5644	 50 36 8946 70 57
341 中之条 350 3 －5.7	 －9.4	 1 24 7 3008	 27 19 4592 40 29 5629	 50 35 8924 70 56
342 田代 1230 2 －11.3	 －15.1	 2 5 2 － － － 3943 36 24 4712	 44 28 7598 70 45
343 前橋 112 4 －1.3	 －4.4	 1 24 5 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
344 桐生 88 4 －2.4	 －4.8	 2 8 6 3491	 30 20 4943 40 29 6145	 50 36 9666 70 56
345 上里見 180 4 －3.8	 －8.0	 2 14 4 3288	 29 18 4797 40 26 5928	 50 32 9355 70 51
346 伊勢崎 73 4 －2.1	 －4.2	 3 4 6 3533	 30 21 4973 40 29 6191	 50 37 9733 70 57
347 西野牧 366 4 －4.0	 －6.3	 2 8 7 3259	 28 18 4776 40 26 5897	 50 32 9310 70 50
348 館林 20 4 －1.6	 －4.6	 1 24 6 3605	 30 22 5024 40 30 6267	 50 38 9842 70 60

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

※ 部はエコヌク—ルピコ 30がご使用になれない地域です。
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※次世代省エネ区分［2］…Q値 次世代：1.9W/m2K、新省エネ：2.67W/m2K　［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K　［4］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：3.95W/m2K
［5］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：4.3W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

群馬県 349 万場 338 3 －5.1	 －7.8	 1 10 7 3097	 29 20 4658 40 30 5724	 50 37 9061 70 59

埼玉県

350 寄居 105 4 －2.3	 －4.5	 3 6 7 3505	 30 20 4953 40 29 6160	 50 36 9689 70 57
351 熊谷 30 4 －1.0	 －3.9	 1 24 7 3689	 30 23 5084 40 32 6359	 50 40 9973 70 62
352 久喜 12 4 －2.0	 －4.3	 2 8 7 3548	 30 21 4983 40 30 6206	 50 37 9755 70 58
353 秩父 218 4 －4.3	 －7.5	 1 24 6 3215	 28 17 4744 40 25 5850	 50 31 9242 70 49
354 鳩山 65 4 －5.6	 －8.7	 3 6 5 3023	 24 15 4603 37 23 5644	 46 28 8946 70 45
355 浦和 8 4 －1.7	 －4.5	 1 29 7 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
356 越谷 5 4 －1.2	 －3.9	 1 24 7 3661	 30 23 5064 40 31 6328	 50 39 9930 70 61
357 所沢 119 4 －1.8	 －5.9	 1 10 7 3576	 30 21 5004 40 30 6237	 50 37 9799 70 59

東京都

358 小河内 530 3 －3.9	 －7.2	 2 14 6 3274	 30 22 4786 40 33 5912	 50 40 9332 70 64
359 青梅 155 4 －3.0	 －6.0	 1 24 7 3404	 30 19 4881 40 28 6052	 50 34 9534 70 54
360 練馬 38 4 －0.5	 －2.7	 1 24 7 3759	 30 24 5133 40 33 6434	 50 41 10081 70 65
361 八王子 123 4 －3.1	 －5.4	 2 26 5 3390	 30 19 4870 40 27 6037	 50 34 9511 70 53
362 府中 58 4 －1.4	 －5.2	 1 10 6 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60
363 東京 7 4 2.2	 －0.5	 2 25 5 4130	 30 30 5391 40 40 6836	 50 50 10655 70 70
364 新木場 6 4 1.9	 －0.8	 1 31 6 4090	 30 30 5363 40 39 6792	 50 50 10592 70 70
365 大島 74 5 1.7	 －2.9	 2 23 6 4063	 30 27 5344 40 36 6762	 50 45 10550 70 70
366 新島 9 5 4.7	 －0.2	 2 27 4 4462	 30 30 5615 40 40 7197	 50 50 11169 70 70
367 三宅島 36 5 5.5	 2.3	 2 2 3 4867	 30 30 6435 40 40 8180	 50 50 12834 70 70
368 八丈島 79 5 6.1	 4.4	 1 30 7 4919	 30 30 6502 40 40 8268	 50 50 12982 70 70
369 父島 3 5 13.8	 － － － － 5558	 30 30 7317 40 40 9337	 50 50 14785 70 70

千葉県

370 佐原 7 4 －1.6	 －4.1	 1 24 7 3605	 30 22 5024 40 30 6267	 50 38 9842 70 60
371 我孫子 20 4 －1.4	 －3.5	 1 28 7 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60
372 船橋 24 4 －1.5	 －4.6	 1 24 7 3619	 30 22 5034 40 31 6283	 50 38 9864 70 60
373 佐倉 5 4 －2.9	 －7.2	 1 31 5 3419	 30 19 4891 40 28 6068	 50 34 9556 70 54
374 銚子 19 5 1.7	 －1.4	 1 25 5 4063	 30 27 5344 40 36 6762	 50 45 10550 70 70
375 横芝 6 4 －1.8	 －4.3	 1 24 6 3576	 30 21 5004 40 30 6237	 50 37 9799 70 59
376 千葉 4 4 1.5	 －0.9	 1 24 6 4035	 30 29 5326 40 38 6733	 50 48 10508 70 70
377 茂原 9 4 －1.1	 －3.6	 2 24 6 3675	 30 23 5074 40 31 6344	 50 39 9951 70 62
378 木更津 5 4 －0.8	 －4.1	 1 24 6 3717	 30 23 5104 40 32 6389	 50 40 10016 70 63
379 牛久 30 4 －3.4	 －5.6	 1 24 6 3346	 30 19 4839 40 27 5990	 50 33 9444 70 52
380 坂畑 120 4 －3.1	 －5.7	 1 31 5 3390	 30 19 4870 40 27 6037	 50 34 9511 70 53
381 鴨川 5 4 0.2	 －2.1	 2 1 7 3857	 30 26 5202 40 35 6539	 50 44 10232 70 68
382 勝浦 12 4 1.0	 －1.9	 1 24 5 3967	 30 28 5278 40 37 6659	 50 46 10402 70 70
383 館山 6 4 －0.6	 －4.1	 2 23 6 3745	 30 24 5123 40 33 6419	 50 41 10060 70 64

神奈川県

384 海老名 17 4 －2.2	 －5.2	 2 26 5 3519	 30 21 4963 40 29 6176	 50 36 9711 70 57
385 横浜 39 4 1.2	 －1.4	 2 4 6 3994	 30 28 5297 40 37 6688	 50 47 10445 70 70
386 辻堂 5 4 0.5	 －1.9	 2 22 4 3898	 30 26 5231 40 35 6584	 50 45 10296 70 70
387 小田原 28 4 －0.6	 －5.0	 2 23 6 3745	 30 24 5123 40 33 6419	 50 41 10060 70 64
388 三浦 42 4 1.7	 －2.5	 2 22 6 4063	 30 30 5344 40 39 6762	 50 49 10550 70 70

長野県

389 野沢温泉 571 2 －6.3	 －10.4	 2 5 5 2918	 30 21 4526 40 33 5533	 50 40 8785 70 63
390 信濃町 675 2 －10.6	 －15.0	 2 4 24 2256	 21 14 4028 38 25 4830	 46 30 7768 70 48
391 飯山 313 2 －9.3	 －16.3	 1 29 7 － － － 4183 40 27 5045	 50 32 8081 70 52
392 白馬 703 2 －9.8	 －17.2	 2 5 6 － － － 4124 40 26 4963	 48 31 7961 70 50
393 長野 418 3 －4.8	 －8.7	 1 24 6 3142	 30 21 4690 40 31 5771	 50 38 9129 70 60
394 大町 784 2 －9.1	 －12.4	 2 15 5 2491	 25 16 4207 40 27 5078	 50 33 8128 70 53
395 信州新町 509 3 －7.0	 －12.2	 2 5 8 2813	 24 17 4448 38 27 5420	 47 32 8623 70 51
396 菅平 1253 2 －17.4	 －25.2	 1 25 7 － － － － － － － － － － － －
397 上田 502 3 －6.5	 －13.1	 2 5 7 2888	 25 18 4504 39 27 5501	 48 33 8739 70 53
398 穂高 540 3 －7.3	 －12.4	 1 31 5 2767	 23 16 4414 37 26 5372	 46 32 8553 70 50
399 東部町 958 2 －9.3	 －13.2	 2 5 2 2459	 24 16 4183 40 27 5045	 50 32 8081 70 52
400 軽井沢 999 2 －10.0	 －13.6	 1 20 5 2350	 23 15 4100 40 26 4930	 48 31 7913 70 50
401 松本 610 3 －7.0	 －11.3	 1 31 4 2813	 24 17 4448 38 27 5420	 47 32 8623 70 51
402 立科 715 2 －8.8	 －14.9	 1 25 6 2537	 26 17 4242 40 28 5128	 50 34 8200 70 54
403 佐久 683 2 －8.1	 －13.3	 1 27 5 2645	 27 18 4323 40 29 5242	 50 35 8365 70 56
404 奈川 1068 2 －11.4	 －16.5	 2 18 7 － － － 3931 36 23 4696	 43 28 7574 70 45
405 諏訪 760 3 －7.5	 －12.2	 2 14 7 2737	 23 16 4391 37 26 5340	 45 31 8506 70 50
406 開田 1130 2 －12.9	 －17.4	 2 10 5 － － － 3745 33 21 4441	 39 25 7204 63 41

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

※ 部はエコヌク—ルピコ 30がご使用になれない地域です。
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※次世代省エネ区分［2］…Q値 次世代：1.9W/m2K、新省エネ：2.67W/m2K　［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K　［4］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：3.95W/m2K
［5］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：4.3W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

長野県

407 楢川 900 2 －9.0	 －12.6	 1 27 6 2506	 25 16 4218 40 27 5095	 50 33 8152 70 53
408 辰野 729 2 －8.1	 －13.0	 1 27 7 2645	 27 18 4323 40 29 5242	 50 35 8365 70 56
409 原村 1017 2 －10.8	 －15.5	 1 30 24 － － － 4004 38 24 4796	 45 29 7720 70 47
410 野辺山 1350 2 －15.6	 －23.6	 2 14 7 － － － 3398 27 18 3975	 32 21 6525 53 34
411 木曾福島 750 2 －8.5	 －13.0	 2 5 6 2583	 26 17 4277 40 28 5177	 50 34 8271 70 55
412 伊那 674 2 －8.6	 －15.5	 2 14 3 － － － 4265 40 28 5160	 50 34 8247 70 54
413 南木曽 560 3 －7.1	 －11.5	 2 14 8 2798	 24 17 4437 38 26 5404	 46 32 8600 70 51
414 飯島 728 3 －7.3	 －13.3	 2 4 7 2767	 23 16 4414 37 26 5372	 46 32 8553 70 50
415 飯田 482 3 －5.5	 －10.0	 2 4 7 3038	 28 19 4614 40 29 5660	 50 36 8969 70 57
416 浪合 940 2 －10.3	 －14.8	 2 4 4 2303	 22 14 4064 39 25 4880	 47 30 7841 70 49
417 南信濃 410 3 －5.1	 －9.9	 2 4 7 3097	 29 20 4658 40 30 5724	 50 37 9061 70 59

山梨県

418 大泉 867 3 －6.9	 －10.3	 3 6 4 2828	 24 17 4459 38 27 5436	 47 33 8646 70 52
419 韮崎 351 4 －3.8	 －6.8	 1 10 7 3288	 29 18 4797 40 26 5928	 50 32 9355 70 51
420 甲府 273 4 －2.8	 －6.2	 2 5 6 3433	 30 20 4901 40 28 6083	 50 35 9578 70 55
421 勝沼 382 4 －3.3	 －6.7	 1 31 3 3361	 30 19 4849 40 27 6006	 50 33 9467 70 53
422 大月 364 4 －4.3	 －7.6	 2 14 7 3215	 28 17 4744 40 25 5850	 50 31 9242 70 49
423 上九一色 552 3 －5.9	 －9.1	 1 27 7 2978	 27 19 4570 40 29 5597	 50 35 8878 70 55
424 中富 226 4 －4.9	 －8.1	 2 14 7 3127	 26 16 4680 39 24 5755	 48 30 9106 70 47
425 河口湖 860 2 －7.3	 －13.3	 2 14 5 2767	 30 19 4414 40 31 5372	 50 37 8553 70 59
426 山中 992 2 －10.2	 －15.0	 1 31 3 2319	 22 14 4076 39 25 4896	 47 30 7865 70 49
427 南部 141 4 －2.5	 －5.5	 2 4 7 3476	 30 20 4932 40 29 6130	 50 35 9644 70 56

静岡県

428 井川 770 4 －4.9	 －8.5	 2 23 5 3127	 26 16 4680 39 24 5755	 48 30 9106 70 47
429 御殿場 468 4 －3.2	 －6.7	 1 31 7 3375	 30 19 4860 40 27 6021	 50 34 9489 70 53
430 吉原 65 4 －0.4	 －3.2	 1 9 5 3773	 30 24 5143 40 33 6449	 50 42 10103 70 65
431 三島 21 4 －1.2	 －5.8	 2 23 6 3661	 30 23 5064 40 31 6328	 50 39 9930 70 61
432 佐久間 141 4 －1.8	 －5.0	 1 28 6 3576	 30 21 5004 40 30 6237	 50 37 9799 70 59
433 本川根 290 4 －4.2	 －6.5	 2 26 6 3230	 28 17 4755 40 25 5865	 50 31 9265 70 49
434 清水 3 4 0.7	 －2.9	 2 4 6 3926	 30 27 5250 40 36 6614	 50 45 10339 70 70
435 網代 67 5 2.7	 －1.3	 2 13 6 4198	 30 30 5437 40 39 6909	 50 49 10759 70 70
436 静岡 14 4 0.4	 －3.7	 2 23 6 3885	 30 26 5221 40 35 6569	 50 44 10275 70 69
437 天竜 53 4 －0.6	 －2.8	 1 13 7 3745	 30 24 5123 40 33 6419	 50 41 10060 70 64
438 浜松 32 4 1.1	 －2.7	 2 23 6 3981	 30 28 5288 40 37 6674	 50 47 10423 70 70
439 牧の原 191 4 －1.8	 －6.0	 2 4 7 3576	 30 21 5004 40 30 6237	 50 37 9799 70 59
440 松崎 4 5 －0.6	 －5.9	 2 23 3 3745	 30 22 5123 40 30 6419	 50 38 10060 70 59
441 稲取 130 4 2.2	 －1.7	 2 22 6 4130	 30 30 5391 40 40 6836	 50 50 10655 70 70
442 福田 3 4 1.2	 －3.8	 2 4 6 3994	 30 28 5297 40 37 6688	 50 47 10445 70 70
443 御前崎 45 5 0.8	 －1.7	 2 22 4 3940	 30 25 5259 40 33 6629	 50 42 10360 70 66
444 石廊崎 55 5 3.8	 0.9	 2 23 2 4344	 30 30 5536 40 40 7068	 50 50 10986 70 70

愛知県

445 八開 5 4 －0.7	 －3.1	 1 24 6 3731	 30 24 5114 40 32 6404	 50 41 10038 70 64
446 稲武 505 3 －5.7	 －9.0	 1 19 7 3008	 27 19 4592 40 29 5629	 50 35 8924 70 56
447 名古屋 51 4 －0.3	 －2.9	 2 22 6 3787	 30 25 5153 40 33 6464	 50 42 10125 70 66
448 豊田 75 4 －3.2	 －6.3	 1 27 7 3375	 30 19 4860 40 27 6021	 50 34 9489 70 53
449 東海 10 4 －0.3	 －3.4	 1 27 7 3787	 30 25 5153 40 33 6464	 50 42 10125 70 66
450 岡崎 47 4 －1.5	 －4.0	 1 31 7 3619	 30 22 5034 40 31 6283	 50 38 9864 70 60
451 鳳来 81 4 －2.9	 －5.8	 2 5 5 3419	 30 19 4891 40 28 6068	 50 34 9556 70 54
452 蒲郡 55 4 0.4	 －5.3	 2 4 6 3885	 30 26 5221 40 35 6569	 50 44 10275 70 69
453 南知多 39 4 －1.7	 －4.8	 2 26 2 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
454 豊橋 23 4 0.9	 －2.5	 2 15 4 3953	 30 27 5269 40 37 6644	 50 46 10381 70 70
455 伊良湖 6 4 2.0	 －0.6	 1 18 4 4103	 30 30 5372 40 40 6806	 50 50 10613 70 70

岐阜県

456 河合 471 2 －7.1	 －11.3	 2 11 7 2798	 30 20 4437 40 31 5404	 50 38 8600 70 60
457 神岡 455 3 －7.0	 －10.2	 1 31 7 2813	 24 17 4448 38 27 5420	 47 32 8623 70 51
458 白川 478 2 －7.5	 －12.4	 2 11 7 2737	 29 19 4391 40 30 5340	 50 37 8506 70 59
459 栃尾 765 2 －8.3	 －13.0	 1 24 4 2614	 27 17 4300 40 29 5209	 50 35 8318 70 55
460 高山 560 2 －7.2	 －14.2	 2 5 7 2782	 30 19 4425 40 31 5388	 50 38 8576 70 60
461 六厩 1015 2 －14.8	 －21.6	 2 11 7 － － － 3503 29 19 4114	 34 22 6728 56 36
462 宮之前 930 2 －11.7	 －16.1	 2 11 7 － － － 3894 36 23 4645	 42 27 7500 68 44
463 長滝 430 3 －5.7	 －11.8	 2 5 7 3008	 27 19 4592 40 29 5629	 50 35 8924 70 56
464 萩原 425 3 －4.8	 －11.2	 2 5 8 3142	 30 21 4690 40 31 5771	 50 38 9129 70 60

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

※ 部はエコヌク—ルピコ 30がご使用になれない地域です。
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※次世代省エネ区分［2］…Q値 次世代：1.9W/m2K、新省エネ：2.67W/m2K　［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K　［4］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：3.95W/m2K
［5］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：4.3W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

岐阜県

465 八幡 250 3 －3.7	 －5.8	 2 10 7 3303	 30 23 4808 40 33 5944	 50 41 9377 70 64
466 宮地 420 3 －5.9	 －11.7	 2 5 7 2978	 27 19 4570 40 29 5597	 50 35 8878 70 55
467 樽見 190 4 －3.4	 －6.8	 2 23 6 3346	 30 19 4839 40 27 5990	 50 33 9444 70 52
468 金山 233 4 －3.6	 －8.5	 2 5 6 3317	 29 18 4818 40 26 5959	 50 33 9400 70 52
469 美濃 68 4 －2.3	 －5.2	 2 14 5 3505	 30 20 4953 40 29 6160	 50 36 9689 70 57
470 黒川 460 4 －6.5	 －12.2	 2 14 6 2888	 22 14 4504 35 22 5501	 43 27 8739 68 42
471 揖斐川 45 4 －1.1	 －4.0	 2 23 7 3675	 30 23 5074 40 31 6344	 50 39 9951 70 62
472 美濃加茂 74 4 －2.4	 －5.0	 2 21 6 3491	 30 20 4943 40 29 6145	 50 36 9666 70 56
473 恵那 315 4 －5.2	 －11.3	 2 4 7 3082	 25 16 4647 38 24 5708	 47 29 9038 70 46
474 中津川 320 4 －4.3	 －10.2	 2 4 7 3215	 28 17 4744 40 25 5850	 50 31 9242 70 49
475 関ヶ原 120 4 －1.2	 －3.6	 2 22 2 3661	 30 23 5064 40 31 6328	 50 39 9930 70 61
476 大垣 6 4 0.0	 －2.4	 2 21 24 3829	 30 25 5182 40 34 6510	 50 43 10189 70 67
477 岐阜 13 4 －0.9	 －2.7	 1 27 7 3703	 30 23 5094 40 32 6374	 50 40 9995 70 63
478 多治見 120 4 －4.2	 －7.8	 2 4 7 3230	 28 17 4755 40 25 5865	 50 31 9265 70 49

三重県

479 桑名 3 4 －0.1	 －2.9	 2 23 7 3815	 30 25 5172 40 34 6494	 50 43 10168 70 67
480 四日市 47 4 －0.3	 －3.1	 2 22 3 3787	 30 25 5153 40 33 6464	 50 42 10125 70 66
481 亀山 70 4 －1.6	 －5.3	 2 5 5 3605	 30 22 5024 40 30 6267	 50 38 9842 70 60
482 上野 159 4 －2.2	 －5.7	 1 28 7 3519	 30 21 4963 40 29 6176	 50 36 9711 70 57
483 津 3 4 0.6	 －1.9	 2 22 2 3912	 30 27 5240 40 36 6599	 50 45 10317 70 70
484 小俣 10 4 －1.4	 －4.5	 2 11 7 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60
485 粥見 120 4 －2.5	 －5.8	 1 28 7 3476	 30 20 4932 40 29 6130	 50 35 9644 70 56
486 鳥羽 2 4 0.5	 －4.5	 2 24 6 3898	 30 26 5231 40 35 6584	 50 45 10296 70 70
487 南勢 6 4 －0.3	 －3.2	 1 28 6 3787	 30 25 5153 40 33 6464	 50 42 10125 70 66
488 紀伊長島 3 4 －0.1	 －2.7	 1 22 5 3815	 30 25 5172 40 34 6494	 50 43 10168 70 67
489 尾鷲 15 5 1.0	 －1.3	 2 6 6 3967	 30 25 5278 40 34 6659	 50 43 10402 70 67
490 熊野 40 5 1.3	 －4.9	 2 4 2 4008	 30 26 5307 40 35 6703	 50 44 10466 70 68

新潟県

491 粟島 4 4 －1.5	 －5.0	 1 22 3 3619	 30 22 5034 40 31 6283	 50 38 9864 70 60
492 ニツ亀 80 3 －1.9	 －5.4	 1 22 1 3562	 30 27 4994 40 37 6222	 50 47 9777 70 70
493 村上 10 4 －1.9	 －4.6	 1 17 1 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58
494 相川 35 4 －1.1	 －3.7	 1 22 3 3675	 30 23 5074 40 31 6344	 50 39 9951 70 62
495 両津 2 4 －1.1	 －5.4	 1 22 4 3675	 30 23 5074 40 31 6344	 50 39 9951 70 62
496 中条 27 3 －1.2	 －5.8	 1 22 7 3661	 30 28 5064 40 39 6328	 50 49 9930 70 70
497 下関 36 3 －2.7	 －9.1	 2 10 6 3448	 30 25 4912 40 35 6099	 50 44 9600 70 69
498 新潟 2 4 －1.4	 －4.6	 2 5 6 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60
499 羽茂 11 4 －1.9	 －4.9	 2 3 17 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58
500 新津 3 4 －2.3	 －7.2	 1 30 8 3505	 30 20 4953 40 29 6160	 50 36 9689 70 57
501 巻 2 4 －1.6	 －4.9	 2 5 7 3605	 30 22 5024 40 30 6267	 50 38 9842 70 60
502 寺泊 2 3 －1.1	 －3.8	 2 5 6 3675	 30 29 5074 40 40 6344	 50 50 9951 70 70
503 三条 9 4 －2.0	 －4.8	 1 30 7 3548	 30 21 4983 40 30 6206	 50 37 9755 70 58
504 津川 62 3 －3.1	 －8.8	 1 22 6 3390	 30 24 4870 40 34 6037	 50 43 9511 70 67
505 長岡 23 3 －1.4	 －4.2	 2 5 4 3633	 30 28 5044 40 39 6298	 50 48 9886 70 70
506 柏崎 7 4 －1.3	 －5.7	 2 10 5 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
507 入広瀬 230 3 －4.6	 －9.8	 2 5 7 3171	 30 21 4712 40 31 5803	 50 38 9174 70 61
508 大潟 20 4 －1.7	 －6.2	 2 5 3 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
509 小出 98 3 －4.3	 －10.1	 2 5 7 3215	 30 22 4744 40 32 5850	 50 39 9242 70 62
510 高田 13 4 －1.9	 －5.2	 2 12 6 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58
511 安塚 135 3 －2.3	 －7.1	 1 22 6 3505	 30 26 4953 40 36 6160	 50 45 9689 70 70
512 十日町 170 3 －4.0	 －8.2	 2 12 5 3259	 30 22 4776 40 32 5897	 50 40 9310 70 63
513 糸魚川 10 4 －1.2	 －4.1	 2 4 1 3661	 30 23 5064 40 31 6328	 50 39 9930 70 61
514 能生 55 4 －1.7	 －4.4	 2 10 5 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
515 関山 335 3 －4.5	 －7.8	 2 23 4 3186	 30 21 4723 40 31 5818	 50 39 9197 70 61
516 津南 452 2 －5.3	 －12.7	 3 13 4 3068	 30 23 4636 40 35 5692	 50 43 9015 70 68
517 湯沢 340 3 －4.9	 －9.1	 2 12 7 3127	 29 20 4680 40 30 5755	 50 37 9106 70 59

富山県

518 泊 13 4 －1.3	 －5.0	 2 4 2 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
519 氷見 7 4 －2.5	 －7.5	 2 5 5 3476	 30 20 4932 40 29 6130	 50 35 9644 70 56
520 魚津 48 4 －2.0	 －7.4	 2 5 6 3548	 30 21 4983 40 30 6206	 50 37 9755 70 58
521 伏木 12 4 －2.1	 －5.7	 2 3 23 3533	 30 21 4973 40 29 6191	 50 37 9733 70 57
522 富山 9 4 －1.4	 －2.9	 1 18 3 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

�設計外気温度データ
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※次世代省エネ区分［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K　［4］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：3.95W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

富山県

523 砺波 58 4 －2.7	 －7.0	 2 3 24 3448	 30 20 4912 40 28 6099	 50 35 9600 70 55
524 上市 296 3 －5.0	 －9.8	 2 5 4 3112	 29 20 4669 40 30 5740	 50 37 9084 70 59
525 福光 91 4 －3.3	 －8.6	 2 5 4 3361	 30 19 4849 40 27 6006	 50 33 9467 70 53
526 八尾 78 4 －1.7	 －5.9	 1 22 5 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59

石川県

527 珠洲 4 4 －1.3	 －3.9	 3 17 7 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
528 輪島 5 4 －1.7	 －3.6	 2 3 20 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
529 富来 10 4 －1.6	 －5.7	 1 22 2 3605	 30 22 5024 40 30 6267	 50 38 9842 70 60
530 七尾 14 4 －2.0	 －5.5	 2 3 22 3548	 30 21 4983 40 30 6206	 50 37 9755 70 58
531 羽昨 15 4 －1.6	 －5.2	 2 3 24 3605	 30 22 5024 40 30 6267	 50 38 9842 70 60
532 宇ノ気 42 4 －1.7	 －5.4	 2 3 23 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
533 金沢 6 4 －0.7	 －3.9	 2 3 23 3731	 30 24 5114 40 32 6404	 50 41 10038 70 64
534 小松 3 4 －0.9	 －4.3	 2 23 3 3703	 30 23 5094 40 32 6374	 50 40 9995 70 63
535 鳥越 180 3 －2.5	 －5.3	 2 12 6 3476	 30 25 4932 40 36 6130	 50 45 9644 70 70
536 山中 126 4 －1.8	 －4.2	 2 15 7 3576	 30 21 5004 40 30 6237	 50 37 9799 70 59

福井県

537 三国 80 4 －0.5	 －5.2	 1 22 2 3759	 30 24 5133 40 33 6434	 50 41 10081 70 65
538 越廼 30 4 1.2	 －1.6	 1 25 4 3994	 30 28 5297 40 37 6688	 50 47 10445 70 70
539 福井 9 4 －0.6	 －4.7	 1 22 1 3745	 30 24 5123 40 33 6419	 50 41 10060 70 64
540 勝山 126 4 －3.6	 －6.9	 2 5 6 3317	 29 18 4818 40 26 5959	 50 33 9400 70 52
541 大野 182 4 －4.9	 －11.5	 2 5 6 3127	 26 16 4680 39 24 5755	 48 30 9106 70 47
542 今庄 128 4 －2.2	 －5.8	 1 21 24 3519	 30 21 4963 40 29 6176	 50 36 9711 70 57
543 敦賀 2 4 0.4	 －1.3	 2 23 7 3885	 30 26 5221 40 35 6569	 50 44 10275 70 69
544 美浜 10 4 －0.1	 －2.1	 2 15 7 3815	 30 25 5172 40 34 6494	 50 43 10168 70 67
545 小浜 10 4 －0.8	 －4.7	 1 26 5 3717	 30 23 5104 40 32 6389	 50 40 10016 70 63

滋賀県

546 今津 88 4 －1.4	 －8.0	 1 26 4 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60
547 虎姫 90 4 －1.7	 －4.6	 2 23 7 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
548 北小松 90 4 －0.8	 －2.5	 1 18 2 3717	 30 23 5104 40 32 6389	 50 40 10016 70 63
549 彦根 87 4 －0.5	 －2.2	 12 30 6 3759	 30 24 5133 40 33 6434	 50 41 10081 70 65
550 蒲生 128 4 －2.3	 －6.6	 2 26 7 3505	 30 20 4953 40 29 6160	 50 36 9689 70 57
551 大津 86 4 －1.3	 －4.0	 1 28 7 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
552 信楽 265 4 －4.8	 －9.4	 1 27 7 3142	 26 16 4690 39 24 5771	 48 30 9129 70 47
553 土山 263 4 －3.0	 －8.5	 1 27 6 3404	 30 19 4881 40 28 6052	 50 34 9534 70 54

京都府

554 間人 42 4 0.4	 －2.1	 2 3 19 3885	 30 26 5221 40 35 6569	 50 44 10275 70 69
555 宮津 3 4 －1.4	 －4.1	 2 3 23 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60
556 舞鶴 2 4 －1.0	 －2.7	 1 24 18 3689	 30 23 5084 40 32 6359	 50 40 9973 70 62
557 福知山 34 4 －1.9	 －3.7	 2 20 7 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58
558 美山 200 4 －2.6	 －9.4	 2 5 7 3462	 30 20 4922 40 28 6114	 50 35 9622 70 55
559 園部 195 4 －3.5	 －7.1	 1 31 7 3332	 30 18 4829 40 27 5975	 50 33 9422 70 52
560 京都 41 4 －0.4	 －4.2	 2 4 7 3773	 30 24 5143 40 33 6449	 50 42 10103 70 65
561 田辺 50 4 －2.0	 －4.7	 2 24 6 3548	 30 21 4983 40 30 6206	 50 37 9755 70 58

大阪府

562 能勢 235 4 －3.0	 －5.3	 2 23 7 3404	 30 19 4881 40 28 6052	 50 34 9534 70 54
563 枚方 71 4 －0.8	 －3.8	 2 4 6 3717	 30 23 5104 40 32 6389	 50 40 10016 70 63
564 豊中 9 4 －0.3	 －3.0	 1 28 7 3787	 30 25 5153 40 33 6464	 50 42 10125 70 66
565 大阪 23 4 1.2	 －0.3	 1 30 5 3994	 30 28 5297 40 37 6688	 50 47 10445 70 70
566 生駒山 626 4 －4.0	 －6.1	 1 31 6 3259	 28 18 4776 40 26 5897	 50 32 9310 70 50
567 堺 30 4 0.3	 －2.6	 1 18 3 3871	 30 26 5211 40 35 6554	 50 44 10253 70 69
568 熊取 68 4 0.9	 －1.4	 1 18 2 3953	 30 27 5269 40 37 6644	 50 46 10381 70 70

兵庫県

569 香住 6 4 0.2	 －2.5	 1 8 9 3857	 30 26 5202 40 35 6539	 50 44 10232 70 68
570 豊岡 3 4 －1.3	 －4.5	 1 22 2 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
571 村岡 220 3 －3.2	 －6.4	 2 10 6 3375	 30 24 4860 40 34 6021	 50 42 9489 70 67
572 和田山 80 4 －2.6	 －9.7	 2 5 6 3462	 30 20 4922 40 28 6114	 50 35 9622 70 55
573 生野 320 4 －2.6	 －4.4	 2 23 7 3462	 30 20 4922 40 28 6114	 50 35 9622 70 55
574 柏原 95 4 －2.1	 －6.1	 1 22 1 3533	 30 21 4973 40 29 6191	 50 37 9733 70 57
575 一宮 195 4 －2.8	 －5.7	 1 30 8 3433	 30 20 4901 40 28 6083	 50 35 9578 70 55
576 福崎 72 4 －2.1	 －4.5	 2 23 7 3533	 30 21 4973 40 29 6191	 50 37 9733 70 57
577 西脇 67 4 －2.9	 －5.1	 1 25 7 3419	 30 19 4891 40 28 6068	 50 34 9556 70 54
578 上郡 20 4 －2.4	 －5.0	 2 23 7 3491	 30 20 4943 40 29 6145	 50 36 9666 70 56
579 姫路 38 4 －1.7	 －5.7	 2 4 6 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
580 三田 147 4 －3.4	 －5.9	 2 14 6 3346	 30 19 4839 40 27 5990	 50 33 9444 70 52

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。
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※次世代省エネ区分［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K　［4］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：3.95W/m2K　［5］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：4.3W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

兵庫県

581 三木 145 4 －1.8	 －4.3	 2 14 5 3576	 30 21 5004 40 30 6237	 50 37 9799 70 59
582 家島 88 4 0.9	 －0.9	 1 9 7 3953	 30 27 5269 40 37 6644	 50 46 10381 70 70
583 明石 3 4 0.1	 －2.0	 1 27 7 3843	 30 25 5192 40 34 6524	 50 43 10210 70 68
584 神戸 58 4 0.2	 －4.5	 2 4 2 3857	 30 26 5202 40 35 6539	 50 44 10232 70 68
585 郡家 5 4 －0.8	 －3.9	 2 5 2 3717	 30 23 5104 40 32 6389	 50 40 10016 70 63
586 洲本 109 4 1.1	 －0.9	 1 24 6 3981	 30 28 5288 40 37 6674	 50 47 10423 70 70
587 南淡 33 4 0.8	 －1.6	 2 5 4 3940	 30 27 5259 40 36 6629	 50 46 10360 70 70

奈良県

588 奈良 104 4 －1.1	 －3.7	 1 28 6 3675	 30 23 5074 40 31 6344	 50 39 9951 70 62
589 針 468 4 －3.9	 －7.0	 1 28 4 3274	 29 18 4786 40 26 5912	 50 32 9332 70 51
590 大宇陀 349 4 －3.7	 －6.9	 1 27 6 3303	 29 18 4808 40 26 5944	 50 32 9377 70 51
591 五條 100 4 －2.4	 －5.1	 1 18 6 3491	 30 20 4943 40 29 6145	 50 36 9666 70 56
592 上北山 334 4 －2.5	 －5.3	 1 28 7 3476	 30 20 4932 40 29 6130	 50 35 9644 70 56
593 風屋 301 4 －1.9	 －4.4	 1 28 6 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58

和歌山県

594 かつらぎ 142 4 －2.2	 －5.0	 1 27 7 3519	 30 21 4963 40 29 6176	 50 36 9711 70 57
595 和歌山 14 4 1.3	 －1.7	 2 5 5 4008	 30 28 5307 40 38 6703	 50 48 10466 70 70
596 高野山 795 3 －6.4	 －11.3	 2 5 2 2903	 26 18 4515 40 28 5517	 49 34 8762 70 54
597 清水 240 4 －3.1	 －5.7	 2 24 6 3390	 30 19 4870 40 27 6037	 50 34 9511 70 53
598 竜神 515 4 －3.3	 －7.4	 2 5 6 3361	 30 19 4849 40 27 6006	 50 33 9467 70 53
599 御坊 4 4 2.0	 －1.5	 1 28 4 4103	 30 30 5372 40 40 6806	 50 50 10613 70 70
600 栗栖川 160 4 －2.9	 －5.7	 1 28 6 3419	 30 19 4891 40 28 6068	 50 34 9556 70 54
601 新宮 15 5 2.7	 0.9	 2 9 7 4198	 30 30 5437 40 39 6909	 50 49 10759 70 70
602 白浜 32 5 2.0	 －1.6	 2 5 6 4103	 30 28 5372 40 37 6806	 50 46 10613 70 70
603 西川 150 5 －2.7	 －5.5	 1 31 7 3448	 30 18 4912 40 26 6099	 50 32 9600 70 51
604 潮岬 73 5 2.8	 0.7	 1 30 7 4211	 30 30 5446 40 39 6923	 50 50 10780 70 70

岡山県

605 上長田 440 3 －6.9	 －15.4	 2 26 7 － － － 4459 38 27 5436	 47 33 8646 70 52
606 千屋 525 3 －5.6	 －10.7	 1 31 6 3023	 27 19 4603 40 29 5644	 50 36 8946 70 57
607 奈義 245 4 －3.3	 －7.2	 2 28 7 3361	 30 19 4849 40 27 6006	 50 33 9467 70 53
608 古町 240 4 －3.8	 －9.9	 2 23 7 3288	 29 18 4797 40 26 5928	 50 32 9355 70 51
609 久世 145 4 －2.3	 －4.2	 2 12 6 3505	 30 20 4953 40 29 6160	 50 36 9689 70 57
610 津山 145 4 －3.0	 －5.4	 1 16 7 3404	 30 19 4881 40 28 6052	 50 34 9534 70 54
611 新見 393 3 －4.0	 －7.7	 2 23 7 3259	 30 22 4776 40 32 5897	 50 40 9310 70 63
612 福渡 63 4 －4.1	 －7.5	 2 25 6 3244	 28 17 4765 40 26 5881	 50 32 9287 70 50
613 和気 35 4 －3.8	 －5.7	 1 31 7 3288	 29 18 4797 40 26 5928	 50 32 9355 70 51
614 高梁 60 4 －2.2	 －5.0	 1 31 6 3519	 30 21 4963 40 29 6176	 50 36 9711 70 57
615 岡山 3 4 0.2	 －1.2	 1 6 7 3857	 30 26 5202 40 35 6539	 50 44 10232 70 68
616 虫明 10 4 －1.9	 －5.3	 2 4 5 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58
617 倉敷 3 4 －1.3	 －3.5	 1 31 7 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
618 笠岡 2 4 －1.3	 －4.4	 2 23 6 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
619 玉野 2 4 0.7	 －1.7	 1 30 2 3926	 30 27 5250 40 36 6614	 50 45 10339 70 70

広島県

620 高野 570 3 －6.8	 －13.3	 1 16 7 2843	 25 17 4470 39 27 5453	 47 33 8670 70 52
621 三次 159 4 －2.2	 －7.1	 2 23 7 3519	 30 21 4963 40 29 6176	 50 36 9711 70 57
622 庄原 300 3 －3.7	 －8.7	 2 23 7 3303	 30 23 4808 40 33 5944	 50 41 9377 70 64
623 大朝 385 3 －5.5	 －12.1	 1 31 7 3038	 28 19 4614 40 29 5660	 50 36 8969 70 57
624 油木 510 3 －4.8	 －8.9	 2 14 7 3142	 30 21 4690 40 31 5771	 50 38 9129 70 60
625 加計 210 4 －2.5	 －8.2	 2 23 6 3476	 30 20 4932 40 29 6130	 50 35 9644 70 56
626 可部 30 4 －1.0	 －4.1	 2 23 8 3689	 30 23 5084 40 32 6359	 50 40 9973 70 62
627 世羅 330 3 －4.7	 －13.9	 2 4 7 3156	 30 21 4701 40 31 5787	 50 38 9152 70 60
628 府中 100 4 －2.2	 －4.6	 1 30 7 3519	 30 21 4963 40 29 6176	 50 36 9711 70 57
629 東広島 224 4 －3.6	 －6.3	 2 23 5 3317	 29 18 4818 40 26 5959	 50 33 9400 70 52
630 福山 2 4 －1.1	 －3.0	 2 23 7 3675	 30 23 5074 40 31 6344	 50 39 9951 70 62
631 佐伯 317 4 －4.7	 －7.6	 2 23 7 3156	 27 16 4701 40 25 5787	 49 30 9152 70 48
632 広島 4 4 0.5	 －2.0	 2 23 7 3898	 30 26 5231 40 35 6584	 50 45 10296 70 70
633 竹原 5 4 0.5	 －1.3	 1 25 7 3898	 30 26 5231 40 35 6584	 50 45 10296 70 70
634 因島 17 4 0.4	 －2.6	 3 5 5 3885	 30 26 5221 40 35 6569	 50 44 10275 70 69
635 大竹 5 4 0.0	 －2.5	 2 23 7 3829	 30 25 5182 40 34 6510	 50 43 10189 70 67
636 呉 4 4 1.4	 －1.3	 2 23 7 4022	 30 29 5316 40 38 6718	 50 48 10487 70 70
637 久比 4 4 0.2	 －2.0	 1 30 7 3857	 30 26 5202 40 35 6539	 50 44 10232 70 68

島根県 638 西郷 27 4 －1.3	 －4.9	 2 3 19 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

※ 部はエコヌク—ルピコ 30がご使用になれない地域です。

�設計外気温度データ
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※次世代省エネ区分［3］…Q値 次世代：2.4W/m2K、新省エネ：3.14W/m2K　［4］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：3.95W/m2K　［5］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：4.3W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

島根県

639 海士 3 4 －0.6	 －3.6	 2 3 19 3745	 30 24 5123 40 33 6419	 50 41 10060 70 64
640 鹿島 5 4 －0.2	 －2.4	 1 13 7 3801	 30 25 5163 40 34 6479	 50 42 10146 70 66
641 松江 17 4 －0.3	 －4.1	 2 4 6 3787	 30 25 5153 40 33 6464	 50 42 10125 70 66
642 出雲 20 4 －0.7	 －4.6	 2 4 7 3731	 30 24 5114 40 32 6404	 50 41 10038 70 64
643 大田 15 4 0.1	 －2.5	 2 3 21 3843	 30 25 5192 40 34 6524	 50 43 10210 70 68
644 掛合 215 4 －2.0	 －4.4	 1 26 24 3548	 30 21 4983 40 30 6206	 50 37 9755 70 58
645 横田 369 3 －4.7	 －11.3	 2 23 5 3156	 30 21 4701 40 31 5787	 50 38 9152 70 60
646 赤名 444 3 －3.9	 －10.2	 1 31 4 3274	 30 22 4786 40 33 5912	 50 40 9332 70 64
647 川本 132 4 －2.6	 －5.4	 1 24 14 3462	 30 20 4922 40 28 6114	 50 35 9622 70 55
648 浜田 20 4 1.2	 －2.1	 2 3 5 3994	 30 28 5297 40 37 6688	 50 47 10445 70 70
649 瑞穂 327 3 －4.5	 －8.2	 2 4 8 3186	 30 21 4723 40 31 5818	 50 39 9197 70 61
650 弥栄 380 4 －4.2	 －9.4	 1 27 8 3230	 28 17 4755 40 25 5865	 50 31 9265 70 49
651 益田 4 4 0.1	 －2.9	 2 3 11 3843	 30 25 5192 40 34 6524	 50 43 10210 70 68
652 津和野 165 4 －2.7	 －4.8	 2 14 4 3448	 30 20 4912 40 28 6099	 50 35 9600 70 55
653 六日市 290 4 －3.6	 －6.1	 1 27 8 3317	 29 18 4818 40 26 5959	 50 33 9400 70 52

鳥取県

654 境 2 4 －0.3	 －3.0	 1 24 11 3787	 30 25 5153 40 33 6464	 50 42 10125 70 66
655 下市 15 4 0.6	 －2.4	 1 9 8 3912	 30 27 5240 40 36 6599	 50 45 10317 70 70
656 青谷 7 4 －0.2	 －3.6	 1 24 16 3801	 30 25 5163 40 34 6479	 50 42 10146 70 66
657 岩井 19 4 －1.4	 －2.8	 2 24 6 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60
658 米子 6 4 －0.1	 －1.9	 2 18 5 3815	 30 25 5172 40 34 6494	 50 43 10168 70 67
659 倉吉 8 4 0.1	 －3.5	 1 24 16 3843	 30 25 5192 40 34 6524	 50 43 10210 70 68
660 鳥取 7 4 －0.6	 －2.2	 1 8 7 3745	 30 24 5123 40 33 6419	 50 41 10060 70 64
661 智頭 182 4 －3.0	 －7.0	 1 31 8 3404	 30 19 4881 40 28 6052	 50 34 9534 70 54
662 茶屋 490 3 －6.7	 －13.0	 1 27 7 2858	 25 17 4482 39 27 5469	 48 33 8693 70 52

徳島県

663 池田 205 4 －1.7	 －4.6	 1 28 5 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
664 穴吹 56 4 －1.0	 －4.2	 2 11 7 3689	 30 23 5084 40 32 6359	 50 40 9973 70 62
665 徳島 2 4 0.7	 －1.7	 2 23 5 3926	 30 27 5250 40 36 6614	 50 45 10339 70 70
666 京上 560 3 －3.9	 －8.6	 2 23 7 3274	 30 22 4786 40 33 5912	 50 40 9332 70 64
667 蒲生田 10 4 2.6	 0.0	 1 28 7 4184	 30 30 5427 40 40 6894	 50 50 10738 70 70
668 木頭 330 4 －3.7	 －5.6	 1 13 7 3303	 29 18 4808 40 26 5944	 50 32 9377 70 51
669 日和佐 3 5 1.1	 －1.8	 1 10 6 3981	 30 26 5288 40 34 6674	 50 43 10423 70 67
670 宍喰 4 5 0.1	 －2.0	 2 23 7 3843	 30 23 5192 40 32 6524	 50 40 10210 70 62

香川県

671 内海 52 4 0.1	 －3.6	 2 4 4 3843	 30 25 5192 40 34 6524	 50 43 10210 70 68
672 高松 9 4 1.1	 －2.1	 1 18 7 3981	 30 28 5288 40 37 6674	 50 47 10423 70 70
673 多度津 4 4 1.5	 －1.3	 1 18 5 4035	 30 29 5326 40 38 6733	 50 48 10508 70 70
674 滝宮 60 4 －1.4	 －4.4	 2 4 5 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60
675 引田 12 4 0.4	 －2.8	 2 4 4 3885	 30 26 5221 40 35 6569	 50 44 10275 70 69
676 財田 68 4 －1.4	 －9.1	 2 4 4 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60

愛媛県

677 大三島 2 4 0.6	 －1.5	 3 5 5 3912	 30 27 5240 40 36 6599	 50 45 10317 70 70
678 今治 2 4 0.0	 －2.0	 1 29 6 3829	 30 25 5182 40 34 6510	 50 43 10189 70 67
679 丹原 13 4 0.7	 －1.1	 2 11 6 3926	 30 27 5250 40 36 6614	 50 45 10339 70 70
680 新居浜 6 4 2.0	 0.1	 3 5 5 4103	 30 30 5372 40 40 6806	 50 50 10613 70 70
681 三島 27 4 1.5	 －1.0	 2 4 1 4035	 30 29 5326 40 38 6733	 50 48 10508 70 70
682 松山 32 4 0.8	 －1.7	 2 23 7 3940	 30 27 5259 40 36 6629	 50 46 10360 70 70
683 長浜 1 4 1.0	 －1.0	 1 31 7 3967	 30 28 5278 40 37 6659	 50 46 10402 70 70
684 久万 511 4 －4.2	 －8.9	 1 31 7 3230	 28 17 4755 40 25 5865	 50 31 9265 70 49
685 大洲 17 4 －0.8	 －3.5	 2 23 7 3717	 30 23 5104 40 32 6389	 50 40 10016 70 63
686 三崎 2 5 1.9	 －2.3	 2 3 8 4090	 30 28 5363 40 36 6792	 50 46 10592 70 70
687 宇和 208 4 －1.1	 －4.7	 1 16 8 3675	 30 23 5074 40 31 6344	 50 39 9951 70 62
688 宇和島 2 4 0.7	 －2.7	 2 4 6 3926	 30 27 5250 40 36 6614	 50 45 10339 70 70
689 近永 129 4 －1.3	 －4.9	 2 23 7 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
690 御荘 12 5 1.0	 －2.5	 2 4 7 3967	 30 25 5278 40 34 6659	 50 43 10402 70 67

高知県

691 本川 600 3 －3.2	 －7.6	 2 23 6 3375	 30 24 4860 40 34 6021	 50 42 9489 70 67
692 本山 250 4 －2.9	 －6.0	 1 5 7 3419	 30 19 4891 40 28 6068	 50 34 9556 70 54
693 大栃 210 4 －1.2	 －4.1	 2 23 7 3661	 30 23 5064 40 31 6328	 50 39 9930 70 61
694 高知 1 5 －0.7	 －4.0	 2 24 7 3731	 30 22 5114 40 30 6404	 50 37 10038 70 58
695 後免 12 5 －1.5	 －4.8	 1 10 6 3619	 30 20 5034 40 28 6283	 50 35 9864 70 55
696 安芸 6 5 1.2	 －0.6	 1 27 5 3994	 30 26 5297 40 34 6688	 50 43 10445 70 68

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

�設計外気温度データ
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※次世代省エネ区分［4］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：3.95W/m2K　［5］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：4.3W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

高知県

697 梼原 415 4 －2.9	 －5.0	 1 19 7 3419	 30 19 4891 40 28 6068	 50 34 9556 70 54
698 須崎 4 5 0.4	 －4.3	 2 4 7 3885	 30 24 5221 40 32 6569	 50 41 10275 70 64
699 窪川 205 4 －3.0	 －5.8	 2 23 6 3404	 30 19 4881 40 28 6052	 50 34 9534 70 54
700 室戸岬 185 5 1.8	 －2.6	 2 4 5 4076	 30 27 5354 40 36 6777	 50 46 10571 70 70
701 江川崎 60 4 －1.9	 －4.8	 2 23 7 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58
702 佐賀 3 4 －0.6	 －3.0	 2 20 6 3745	 30 24 5123 40 33 6419	 50 41 10060 70 64
703 宿毛 2 5 1.3	 －1.0	 3 6 7 4008	 30 26 5307 40 35 6703	 50 44 10466 70 68
704 中村 8 4 －1.2	 －6.2	 2 4 5 3661	 30 23 5064 40 31 6328	 50 39 9930 70 61
705 足摺 31 5 3.4	 －0.2	 1 24 4 4291	 30 30 5500 40 40 7010	 50 50 10904 70 70

山口県

706 須佐 4 4 －1.2	 －3.9	 2 14 3 3661	 30 23 5064 40 31 6328	 50 39 9930 70 61
707 萩 6 4 1.3	 －1.8	 2 3 10 4008	 30 28 5307 40 38 6703	 50 48 10466 70 70
708 油谷 8 4 0.3	 －1.8	 1 24 8 3871	 30 26 5211 40 35 6554	 50 44 10253 70 69
709 徳佐 310 4 －3.4	 －9.2	 1 31 7 3346	 30 19 4839 40 27 5990	 50 33 9444 70 52
710 秋吉台 240 4 －2.1	 －5.1	 1 19 7 3533	 30 21 4973 40 29 6191	 50 37 9733 70 57
711 広頼 130 4 －2.6	 －5.8	 2 23 7 3462	 30 20 4922 40 28 6114	 50 35 9622 70 55
712 西市 40 4 －2.8	 －5.1	 2 17 7 3433	 30 20 4901 40 28 6083	 50 35 9578 70 55
713 山口 17 4 －0.9	 －3.4	 1 7 7 3703	 30 23 5094 40 32 6374	 50 40 9995 70 63
714 岩国 70 4 －1.4	 －4.2	 2 23 7 3633	 30 22 5044 40 31 6298	 50 38 9886 70 60
715 防府 6 4 －0.3	 －3.5	 1 24 6 3787	 30 25 5153 40 33 6464	 50 42 10125 70 66
716 下松 52 4 －1.1	 －3.9	 1 24 6 3675	 30 23 5074 40 31 6344	 50 39 9951 70 62
717 玖珂 68 4 －3.3	 －6.5	 1 27 7 3361	 30 19 4849 40 27 6006	 50 33 9467 70 53
718 下関 3 5 2.5	 0.7	 1 29 22 4171	 30 29 5418 40 38 6880	 50 48 10717 70 70
719 柳井 3 4 －0.8	 －3.1	 1 7 7 3717	 30 23 5104 40 32 6389	 50 40 10016 70 63
720 安下庄 5 4 0.7	 －2.6	 2 14 7 3926	 30 27 5250 40 36 6614	 50 45 10339 70 70

福岡県

721 宗像 6 4 －1.0	 －3.8	 12 26 7 3689	 30 23 5084 40 32 6359	 50 40 9973 70 62
722 八幡 20 4 1.0	 －1.7	 2 4 7 3967	 30 28 5278 40 37 6659	 50 46 10402 70 70
723 行橋 7 4 －0.5	 －3.6	 2 17 5 3759	 30 24 5133 40 33 6434	 50 41 10081 70 65
724 飯塚 37 4 －0.2	 －2.5	 1 18 7 3801	 30 25 5163 40 34 6479	 50 42 10146 70 66
725 前原 2 4 0.6	 －2.9	 2 23 6 3912	 30 27 5240 40 36 6599	 50 45 10317 70 70
726 福岡 3 5 1.7	 －0.5	 1 24 8 4063	 30 27 5344 40 36 6762	 50 45 10550 70 70
727 太宰府 27 4 0.2	 －2.2	 1 24 6 3857	 30 26 5202 40 35 6539	 50 44 10232 70 68
728 添田 120 4 －0.5	 －3.0	 2 4 5 3759	 30 24 5133 40 33 6434	 50 41 10081 70 65
729 甘木 36 4 －1.3	 －3.9	 2 14 6 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
730 久留米 7 4 0.1	 －3.0	 1 24 6 3843	 30 25 5192 40 34 6524	 50 43 10210 70 68
731 黒木 144 4 －1.9	 －5.6	 1 24 5 3562	 30 21 4994 40 30 6222	 50 37 9777 70 58
732 大牟田 31 4 －0.1	 －3.6	 1 24 5 3815	 30 25 5172 40 34 6494	 50 43 10168 70 67

大分県

733 国見 14 4 0.7	 －3.6	 2 4 6 3926	 30 27 5250 40 36 6614	 50 45 10339 70 70
734 中津 11 4 0.5	 －2.8	 2 4 7 3898	 30 26 5231 40 35 6584	 50 45 10296 70 70
735 豊後高田 5 4 0.0	 －2.6	 2 22 6 3829	 30 25 5182 40 34 6510	 50 43 10189 70 67
736 院内 90 4 －2.6	 －6.3	 2 23 7 3462	 30 20 4922 40 28 6114	 50 35 9622 70 55
737 杵築 20 4 －0.6	 －3.4	 2 14 7 3745	 30 24 5123 40 33 6419	 50 41 10060 70 64
738 日田 83 4 －2.4	 －4.7	 2 23 7 3491	 30 20 4943 40 29 6145	 50 36 9666 70 56
739 玖珠 346 4 －3.7	 －5.8	 1 18 7 3303	 29 18 4808 40 26 5944	 50 32 9377 70 51
740 湯布院 440 4 －3.6	 －9.4	 1 24 7 3317	 29 18 4818 40 26 5959	 50 33 9400 70 52
741 大分 5 4 0.9	 －1.6	 2 13 7 3953	 30 27 5269 40 37 6644	 50 46 10381 70 70
742 犬飼 100 4 －2.4	 －5.3	 2 23 7 3491	 30 20 4943 40 29 6145	 50 36 9666 70 56
743 竹田 290 4 －2.6	 －5.3	 2 23 7 3462	 30 20 4922 40 28 6114	 50 35 9622 70 55
744 佐伯 2 5 1.4	 －1.2	 2 13 7 4022	 30 26 5316 40 35 6718	 50 44 10487 70 69
745 宇目 200 4 －4.0	 －7.2	 3 6 6 3259	 28 18 4776 40 26 5897	 50 32 9310 70 50
746 蒲江 2 5 2.7	 －0.1	 1 24 8 4198	 30 30 5437 40 39 6909	 50 49 10759 70 70

長崎県

747 佐須奈 5 4 －2.1	 －4.8	 2 25 4 3533	 30 21 4973 40 29 6191	 50 37 9733 70 57
748 厳原 4 4 0.8	 －2.2	 1 19 8 3940	 30 27 5259 40 36 6629	 50 46 10360 70 70
749 芦辺 120 4 1.2	 －1.5	 1 19 8 3994	 30 28 5297 40 37 6688	 50 47 10445 70 70
750 平戸 58 5 3.3	 1.4	 3 4 15 4278	 30 30 5491 40 40 6996	 50 50 10883 70 70
751 松浦 4 4 2.0	 －1.0	 2 14 7 4103	 30 30 5372 40 40 6806	 50 50 10613 70 70
752 佐世保 17 5 1.4	 －2.3	 1 24 6 4022	 30 26 5316 40 35 6718	 50 44 10487 70 69
753 上五島 5 5 1.5	 －1.6	 2 14 6 4035	 30 27 5326 40 35 6733	 50 44 10508 70 69
754 大瀬戸 43 5 2.6	 0.6	 2 4 5 4184	 30 30 5427 40 38 6894	 50 49 10738 70 70

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

�設計外気温度データ
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 ※次世代省エネ区分［4］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：3.95W/m2K　［5］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：4.3W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

長崎県

755 長崎 27 5 3.0	 0.9	 12 27 7 4238	 30 30 5464 40 40 6952	 50 50 10821 70 70
756 絹笠山 849 4 －5.7	 －11.0	 1 9 5 3008	 24 15 4592 37 23 5629	 45 28 8924 70 45
757 島原 17 5 2.4	 －0.6	 1 24 5 4157	 30 29 5409 40 38 6865	 50 48 10697 70 70
758 福江 25 4 2.4	 －0.8	 2 23 6 4157	 30 30 5409 40 40 6865	 50 50 10697 70 70
759 口之津 10 5 1.7	 －2.1	 1 24 5 4063	 30 27 5344 40 36 6762	 50 45 10550 70 70
760 野母崎 190 5 3.0	 1.8	 2 17 6 4238	 30 30 5464 40 40 6952	 50 50 10821 70 70

佐賀県

761 枝去木 110 4 1.0	 －1.4	 2 10 22 3967	 30 28 5278 40 37 6659	 50 46 10402 70 70
762 伊万里 25 4 －0.2	 －3.7	 2 14 7 3801	 30 25 5163 40 34 6479	 50 42 10146 70 66
763 佐賀 4 4 0.3	 －2.7	 1 24 6 3871	 30 26 5211 40 35 6554	 50 44 10253 70 69
764 嬉野 81 4 －1.7	 －4.7	 1 24 7 3590	 30 22 5014 40 30 6252	 50 38 9820 70 59
765 白石 4 4 －0.9	 －3.7	 1 24 5 3703	 30 23 5094 40 32 6374	 50 40 9995 70 63

熊本県

766 鹿北 119 4 －3.3	 －6.3	 1 24 7 3361	 30 19 4849 40 27 6006	 50 33 9467 70 53
767 南小国 440 4 －3.9	 －9.5	 1 24 7 3274	 29 18 4786 40 26 5912	 50 32 9332 70 51
768 岱明 15 4 －0.8	 －3.7	 1 24 5 3717	 30 23 5104 40 32 6389	 50 40 10016 70 63
769 菊池 81 4 －2.5	 －5.8	 1 24 6 3476	 30 20 4932 40 29 6130	 50 35 9644 70 56
770 阿蘇黒川 497 4 －3.9	 －7.3	 2 14 7 3274	 29 18 4786 40 26 5912	 50 32 9332 70 51
771 熊本 38 4 －0.5	 －4.3	 1 24 6 3759	 30 24 5133 40 33 6434	 50 41 10081 70 65
772 阿蘇山 1143 4 －7.9	 －12.0	 1 24 6 2676	 20 12 4346 32 20 5275	 39 24 8413 62 39
773 高森 551 4 －4.0	 －7.8	 2 4 8 3259	 28 18 4776 40 26 5897	 50 32 9310 70 50
774 三角 60 5 1.9	 －1.0	 1 24 7 4090	 30 28 5363 40 36 6792	 50 46 10592 70 70
775 甲佐 35 4 －1.1	 －3.1	 2 14 7 3675	 30 23 5074 40 31 6344	 50 39 9951 70 62
776 松島 6 4 0.2	 －1.8	 1 18 6 3857	 30 26 5202 40 35 6539	 50 44 10232 70 68
777 本渡 30 4 0.7	 －3.1	 1 24 7 3926	 30 27 5250 40 36 6614	 50 45 10339 70 70
778 八代 8 5 0.9	 －2.4	 12 27 6 3953	 30 25 5269 40 34 6644	 50 42 10381 70 66
779 水俣 2 5 0.6	 －2.1	 1 24 7 3912	 30 24 5240 40 33 6599	 50 41 10317 70 65
780 人吉 146 4 －2.6	 －4.9	 2 14 7 3462	 30 20 4922 40 28 6114	 50 35 9622 70 55
781 上 166 4 －3.7	 －6.8	 2 23 7 3303	 29 18 4808 40 26 5944	 50 32 9377 70 51
782 牛深 3 5 3.9	 －0.6	 2 4 5 4357	 30 30 5545 40 40 7082	 50 50 11006 70 70

宮崎県

783 高千穂 320 4 －2.8	 －6.3	 1 24 8 3433	 30 20 4901 40 28 6083	 50 35 9578 70 55
784 古江 4 5 0.7	 －3.5	 2 24 2 3926	 30 25 5250 40 33 6614	 50 42 10339 70 65
785 鞍岡 560 4 －4.0	 －7.6	 2 4 8 3259	 28 18 4776 40 26 5897	 50 32 9310 70 50
786 廷岡 19 5 －0.2	 －2.5	 1 18 6 3801	 30 23 5163 40 31 6479	 50 39 10146 70 61
787 日向 20 5 0.5	 －2.5	 1 24 6 3898	 30 24 5231 40 33 6584	 50 41 10296 70 64
788 神門 250 4 －4.4	 －7.0	 1 10 7 3201	 27 17 4733 40 25 5834	 50 31 9220 70 49
789 西米良 250 4 －1.3	 －4.3	 1 24 7 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
790 高鍋 4 5 －0.1	 －3.1	 1 14 6 3815	 30 23 5172 40 31 6494	 50 39 10168 70 61
791 加久藤 228 4 －2.4	 －5.0	 1 16 5 3491	 30 20 4943 40 29 6145	 50 36 9666 70 56
792 西都 12 5 －0.7	 －4.3	 1 24 7 3731	 30 22 5114 40 30 6404	 50 37 10038 70 58
793 小林 200 4 －0.9	 －3.8	 1 24 6 3703	 30 23 5094 40 32 6374	 50 40 9995 70 63
794 宮崎 6 5 1.0	 －2.8	 1 24 7 3967	 30 25 5278 40 34 6659	 50 43 10402 70 67
795 青島 8 5 2.9	 －0.4	 1 9 7 4224	 30 30 5455 40 39 6938	 50 50 10800 70 70
796 都城 154 4 －1.3	 －3.8	 1 16 7 3647	 30 22 5054 40 31 6313	 50 39 9908 70 61
797 油津 3 5 2.7	 －1.3	 1 24 6 4198	 30 30 5437 40 39 6909	 50 49 10759 70 70
798 串間 20 5 0.4	 －2.8	 1 14 6 3885	 30 24 5221 40 32 6569	 50 41 10275 70 64

鹿児島
県

799 阿久根 40 5 3.3	 1.5	 2 14 7 4278	 30 30 5491 40 40 6996	 50 50 10883 70 70
800 大口 175 4 －3.0	 －5.9	 1 24 7 3404	 30 19 4881 40 28 6052	 50 34 9534 70 54
801 宮之城 30 4 －1.6	 －3.7	 2 23 7 3605	 30 22 5024 40 30 6267	 50 38 9842 70 60
802 中甑 10 5 5.3	 2.0	 1 16 2 4540	 30 30 5666 40 40 7282	 50 50 11290 70 70
803 川内 5 5 －0.4	 －2.4	 1 16 5 3773	 30 22 5143 40 30 6449	 50 38 10103 70 60
804 東市来 40 5 1.2	 －1.9	 1 22 7 3994	 30 26 5297 40 34 6688	 50 43 10445 70 68
805 牧之原 384 5 －0.4	 －3.3	 2 4 6 3773	 30 22 5143 40 30 6449	 50 38 10103 70 60
806 鹿児島 4 5 3.2	 0.2	 12 18 6 4264	 30 30 5482 40 40 6981	 50 50 10862 70 70
807 輝北 360 5 0.2	 －2.5	 1 15 7 3857	 30 24 5202 40 32 6539	 50 40 10232 70 63
808 加世田 85 5 1.5	 －3.1	 2 2 7 4035	 30 27 5326 40 35 6733	 50 44 10508 70 69
809 志布志 70 5 －0.1	 －4.0	 1 24 7 3815	 30 23 5172 40 31 6494	 50 39 10168 70 61
810 喜入 2 5 3.2	 －0.4	 2 2 5 4264	 30 30 5482 40 40 6981	 50 50 10862 70 70
811 鹿屋 80 5 －0.2	 －3.9	 1 1 7 3801	 30 23 5163 40 31 6479	 50 39 10146 70 61
812 高山 24 5 0.4	 －2.8	 1 24 6 3885	 30 24 5221 40 32 6569	 50 41 10275 70 64

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

�設計外気温度データ
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※次世代省エネ区分［5］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：4.3W/m2K　［6］…Q値 次世代：2.7W/m2K、新省エネ：4.3W/m2K

支　庁 地番 地名
標高
（m）

次世代
省エネ
区　分

設計外気
温度（℃）
[TAC2.5]

最低外気温
ピコ30 ピコ40 ピコ50 レオ

暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5） 暖房
能力
（W）

適用面積（TAC2.5）

℃ 月 日 時 次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

次世代
[畳]

新省エネ
[畳]

鹿児島県

813 枕崎 30 5 3.7	 －0.4	 1 16 2 4331	 30 30 5527 40 40 7054	 50 50 10965 70 70
814 指宿 5 5 3.2	 －0.4	 1 22 7 4264	 30 30 5482 40 40 6981	 50 50 10862 70 70
815 内之浦 3 5 2.2	 －1.9	 2 25 7 4130	 30 28 5391 40 37 6836	 50 47 10655 70 70
816 田代 220 5 －0.7	 －3.4	 1 1 6 3731	 30 22 5114 40 30 6404	 50 37 10038 70 58
817 種子島 17 5 7.6	 4.8	 2 2 3 5048	 30 30 6667 40 40 8483	 50 50 13347 70 70
818 上中 150 5 6.6	 4.2	 1 9 4 4962	 30 30 6557 40 40 8340	 50 50 13104 70 70
819 屋久島 36 5 7.5	 4.2	 1 25 2 5040	 30 30 6656 40 40 8469	 50 50 13323 70 70
820 尾之間 60 5 8.1	 5.8	 1 30 1 5091	 30 30 6722 40 40 8555	 50 50 13467 70 70
821 名瀬 3 5 10.4	 － － － － 5283	 30 30 6968 40 40 8877	 50 50 14010 70 70
822 古仁屋 2 5 10.5	 － － － － 5291	 30 30 6978 40 40 8890	 50 50 14034 70 70
823 伊仙 44 5 10.3	 － － － － 5275	 30 30 6957 40 40 8863	 50 50 13987 70 70
824 沖永良部 27 5 12.8	 － － － － 5478	 30 30 7216 40 40 9204	 50 50 14560 70 70

沖縄県

825 伊是名 45 6 12.1	 － － － － 5422	 30 30 7144 40 40 9109	 50 50 14402 70 70
826 奥 232 6 10.8	 － － － － 5316	 30 30 7009 40 40 8932	 50 50 14103 70 70
827 名護 6 6 11.2	 － － － － 5349	 30 30 7051 40 40 8987	 50 50 14196 70 70
828 金武 8 6 11.6	 － － － － 5381	 30 30 7093 40 40 9041	 50 50 14288 70 70
829 久米島 4 6 10.7	 － － － － 5308	 30 30 6999 40 40 8918	 50 50 14080 70 70
830 渡嘉敷 220 6 10.9	 8.2	 2 10 3 5324	 30 30 7020 40 40 8945	 50 50 14126 70 70
831 那覇 28 6 13.5	 － － － － 5534	 30 30 7287 40 40 9297	 50 50 14718 70 70
832 糸数 186 6 10.4	 8.2	 2 2 22 5283	 30 30 6968 40 40 8877	 50 50 14010 70 70

※ 外気温度は拡張アメダス標準気象データ（1995 〜 2000）による。設計外気温度は 12〜 3月の TAC2.5 にて設定。
※適用面積は設計外気温度、設定室温 18℃、当社床暖房パネル根太上設置タイプ、床暖房パネル効率 85%、温水出湯温度 50℃による。

�設計外気温度データ
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関連部材4
据付部材など適用可能な部材を紹介します。
◆室外ユニット　据付部材
三菱ルームエアコン霧ヶ峰向けに用意している部材が適用できます。

※形名・仕様が変更する場合がありますので、販売店にご確認願います。

◆配管部材（例）

壁面用据付台

架　台

日除け

吹出ガイド（ピコ30、40／レオ用）

一段架台

二段架台

MAC-525WS

MAC-521KD 6,700円

MAC-522KD 15,400円

MAC-524HI 7,000円

MAC-881SG 12,000円 －

5,800円

品　名 形　名 希望小売価格（税別） 商品外観

吹出ガイド（ピコ50用） MAC-882SG 14,000円 －

ドレンソケット（同梱品と同一） MAC-860DS 200円 －

ドレンソケット（寒冷地用） MAC-870DS 400円 －

◆施工用工具類（例）

◆その他（例）

・圧力計 （圧力ゲージ）                                    

・密閉膨張タンク
旭イノベックス株式会社 様

森永エンジニアリング株式会社 様

会　社　名品　名

密閉配管部材

        山本計器製造株式会社 様

株式会社ヨシタケ 様

サンポット株式会社 様

・自動空気抜き弁
・圧力逃がし弁
※熱交換ユニット接続口PT1/2

・圧力計、空気抜き弁、
　圧力逃がし弁セット

電気ロウ付け機
（1KVA程度のものが適当）

フラックス

R-10（1.5KVA）

ロウ材
　軟ロウ材：銀 3％～5％
　　　　　錫95％～98％

ソルダワイヤS アサダ株式会社 様

TF-Hソルダーワイヤー 東洋フィッティング株式会社 様

アサダ株式会社 様

会　社　名品　名

Sフラックス アサダ株式会社 様

不燃シート ラスタン 旭化成商事サービス株式会社 様

圧送ポンプ CL-1521 三相電機株式会社 様

TF-Hソルダーフラックス 東洋フィッティング株式会社 様

ブラインテスター（プロピレングリコール用）
株式会社アタゴ 様
ショーワ株式会社 様

会　社　名品　名
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設置事例5

1. エコヌクールピコ設置事例
（1）エコヌクールピコ設置事例A（場所：岐阜県中津川市　暖房床面積：42m2）

（2）エコヌクールピコ設置事例B（場所：滋賀県高島市　暖房床面積：95m2）

簡易（パネルヒーター）システム用
密閉式熱交換ユニット
VEH-406HCU-M2

冷媒配管長さが3m以上の場合は
延長1m当り冷媒量30gを追加

◆ダイニング・リビングの床暖房パネル設置

◆熱源機（エコヌクールピコ2セット）設置 ◆圧力計・空気抜き弁・安全弁

◆密閉式熱交換ユニット ◆熱源機2セット ◆開放式熱交換ユニット

◆配管接続部のテープ貼り ◆パネル間のダミーボードにアルミテープ貼り

床暖房システム用
開放式熱交換ユニット
VEH-406HCU-K2
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�設置事例

（3）エコヌクールピコ設置事例C

◆熱源機設置場所① ◆熱源機設置場所②

VEH-406HCA-K	＋	VEH-406HPU3-H　床暖房7回路（熱動弁6回路使用）

◆室外ユニットドレン排水工事 ◆架台内部① ◆架台内部②

塩ビ配管で施工
基礎面より

200mm手前位置に取り付け

洗面トイレ	往き配管

ルームリモコンアドレス設定スイッチ

熱動弁リード線の圧着後は、先端部を上にする

◆電気配線関連 ◆冷媒配管接続部 ◆架台下固定

ゴムクッションを使用し
水平にする
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�設置事例

2. エコヌクールレオ設置事例
（1）エコヌクールレオ設置事例A（場所：岐阜県恵那市　暖房床面積：106m2）

（2）エコヌクールレオ設置事例B（場所：兵庫県淡路　暖房床面積：70m2）

◆エコヌクールレオ2セットの全館床暖房システム

◆レオ用200V電源 ◆レオ電源用ブレーカー ◆ヘッダーボックス①内部

◆エコヌクールレオによる床暖房・パネルヒーターシステム

◆床下設置のヘッダー・密閉膨張タンク

◆レオ架台②内部

圧送ポンプ
（パワーシスターン）

接続口

密閉膨張タンク熱動弁コントローラー

圧力計安全弁空気抜き弁 温水往き配管 温水戻り配管

床暖房パネル回路用

熱交換ユニット架台

密閉膨張タンク

パネルヒーター回路用

冷媒配管長さ4m以下の
ため室外ユニット形名
VEH-406HPU2

①

②
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（3）エコヌクールレオ設置事例C（場所：埼玉県熊谷市　暖房床面積：90m2）

�設置事例

◆灯油ボイラー熱源置換物件 ◆往き配管（保温材巻きつけ前）

◆圧送ポンプ接続口 ◆既存配管接続箇所

往き配管（φ22.22）
ユニオン接続箇所

戻り配管（φ22.22）
ユニオン接続箇所

◆密閉膨張タンク（12ℓ用·設定圧力：0.05MPa）

バルブA（3／4ボールバルブ）

膨張タンクメンテバルブ
（1／2ボールバルブ）

圧送ポンプ

圧送ポンプへ
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 四国営業企画課 ･･ 〒 761-1705 高松市香川町川東下 717-1（新空港通り） ……………… TEL（087）879-1530  （直通）
三菱電機住環境システムズ（株） 九州支社 ･･････････ 〒 812-0007 福岡市博多区東比恵 3-9-15（Esteem 福岡） …………… TEL（092）476-7106  （直通）

カタログ請求・プラン作成のご依頼は下記へどうぞ。

●お問い合わせ先

設計・施工に関する技術相談
（販売店様、工事店様向け）

 0120-66-8213
三菱電機株式会社 中津川製作所 電材営業課

集中管理に関する技術相談
（販売店様、工事店様向け）

なお、ヒートポンプ式冷温水システム（エコヌクール）に関する
お問い合わせは、本項最下部のお問い合わせ先までおたずねください。

 0037-80-2224
（携帯電話からはおかけできません）

073-427-2224
三菱電機 冷熱相談センター

操作方法など使い方に関するご相談
（一般のお客様向け）

 0120-139-365
三菱電機 お客様相談センター

修理・点検・メンテナンスのご依頼  0120-56-8634
三菱電機システムサービス株式会社

修理に関する技術相談
 0120-498-869

（携帯電話からはおかけできません）
三菱電機システムサービス株式会社

資料のダウンロード
（取扱説明書、据付工事説明書、納入仕様書、検査成績書）
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